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(57)【要約】
【課題】電子接続アドレスへの優れたアクセス方法を提
供する。
【解決手段】人間可読情報及び機械可読符号化データを
含む対話型印刷済文書とモバイル機器とを使用して少な
くとも１つの電子接続アドレスにアクセスする方法であ
って、モバイル機器は、無線遠隔通信網を介して信号を
送信し且つ受信するよう構成された送受信機と知覚手段
と復号手段とを備え、該方法は、(a)印刷済文書と物理
的に対話するためにモバイル機器が使用されている間、
知覚手段を使用して符号化データの少なくとも一部を知
覚するステップと、(b)送受信機を使用して遠隔コンピ
ュータシステムに指示データを送信するステップと、(c
)送受信機を使用して指示データに応答して少なくとも
１つの電子接続アドレスを受信するステップと、(d)人
間が読取可能な方法で少なくとも１つの接続アドレスを
出力するステップとを含む。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モバイル機器と、人間可読情報及び機械可読符号化データを含んだ対話型印刷済み文書
とを使用して、少なくとも１つの電子接続アドレスにアクセスする方法であって、
　前記モバイル機器が、
　無線遠隔通信網を介して信号を送信し、且つ、受信するように構成された送受信機と、
　知覚手段と、
　復号手段と
を備え、
　前記方法が、
　（ａ）前記印刷済み文書と物理的に対話するために前記モバイル機器が使用されている
間、前記知覚手段を使用して前記符号化データの少なくとも一部を知覚するステップと、
　（ｂ）前記送受信機を使用して遠隔コンピュータシステムに指示データを送信するステ
ップと、
　（ｃ）前記送受信機を使用して、前記指示データに応答して少なくとも１つの電子接続
アドレスを受信するステップと、
　（ｄ）人間が読み取ることができる方法で前記少なくとも１つの接続アドレスを出力す
るステップと
を含む方法。
【請求項２】
　前記モバイル機器がインテグラルプリンタを備え、ステップ（ｄ）が、前記プリンタを
使用して前記少なくとも１つの接続アドレスを印刷媒体に印刷するステップを含む、請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記モバイル機器がディスプレイを備え、ステップ（ｄ）が、前記少なくとも１つの接
続アドレスを前記ディスプレイに表示するステップを含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記モバイル機器が更にユーザインタフェースを備え、前記方法が、ステップ（ｄ）に
続いて実行される、
　（ｅ）前記ユーザインタフェースを介して、前記ディスプレイに表示された前記少なく
とも１つの接続アドレスから少なくとも１つのユーザ選択を受信するステップと、
　（ｆ）前記送受信機及び前記移動遠隔通信網を介して、前記選択された少なくとも１つ
の接続アドレスとの接続を確立するステップと
を含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記選択される少なくとも１つの接続アドレスが電話番号であり、ステップ（ｆ）が、
前記モバイル機器と前記少なくとも１つの接続アドレスとの間の電話接続を確立するステ
ップを含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記電話接続が音声接続である、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記電話接続が視聴覚接続である、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記モバイル機器がユーザインタフェースを更に備え、前記方法が、ステップ（ｄ）に
続いて実行される、
　（ｅ）前記ユーザインタフェースを介して、前記ディスプレイに表示された前記少なく
とも１つの接続アドレスから少なくとも１つのユーザ選択を受信するステップと、
　（ｄ）前記選択された少なくとも１つの接続アドレスとの接続を前記送受信機及び前記
モバイル機器を介して確立することにより、前記少なくとも１つの接続アドレスに情報を
送信するか、或いは情報を送信させるステップと
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を含む、請求項３に記載の方法。
【請求項９】
　前記符号化データが前記印刷媒体の識別を表す、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記符号化データが前記印刷媒体に対する少なくとも１つの位置を示す、請求項９に記
載の方法。
【請求項１１】
　前記符号化データが対象を表す、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記符号化データが前記対象の電子アドレスを表す、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記電子接続アドレスが、
　電子メールアドレス、
　ファックス番号、
　電話番号、
　ネットワークアドレス、
　ＵＲＬ
のうちの１つ又は複数からなる、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記モバイル機器がプリンタを備え、前記方法が、前記接続アドレスを印刷媒体に印刷
するステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記印刷媒体に印刷された前記接続アドレス又は前記印刷媒体に印刷すべき前記接続ア
ドレスの間の関係を決定するステップと、
　前記関係を表すデータを記憶するために、遠隔コンピュータシステムに送信するステッ
プと
を更に含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記印刷媒体がカードである、請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　前記モバイル機器が、印刷すべきイメージの生成に使用するための１つ又は複数のテン
プレートを記憶し、前記イメージに人間可読形態の接続アドレスが組み込まれた、請求項
１４に記載の方法。
【請求項１８】
　前記モバイル機器が、印刷すべきイメージの生成に使用するための１つ又は複数のテン
プレートをダウンロードするために、遠隔コンピュータシステムにアクセスするように構
成され、前記イメージに人間可読形態の接続アドレスが組み込まれた、請求項１４に記載
の方法。
【請求項１９】
　知覚手段、処理手段及び送受信機を備えたモバイル機器を使用して、印刷されたスケジ
ュール文書との対話を可能にする方法であって、前記スケジュール文書が、人間が読み取
ることができる第１のスケジュール情報及び機械が読み取ることができる符号化データを
含み、前記方法が、
　（ａ）前記スケジュール文書と物理的に対話するためにユーザが前記モバイル機器を使
用している間、前記知覚手段を使用して前記符号化データの少なくとも一部を知覚するス
テップと、
　（ｂ）前記処理手段を使用して、知覚した符号化データの少なくとも一部を復号し、且
つ、復号された符号化データに基づいて指示データを生成するステップと、
　（ｃ）前記送受信機を使用して、遠隔コンピュータシステムに無線遠隔通信網を介して
前記指示データを送信するステップと、
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　（ｄ）前記送受信機を使用して、前記指示データに応答して送信される応答データを前
記コンピュータシステムから受信するステップと、
　（ｅ）前記処理手段を使用して、他のスケジュール情報を表す応答データに基づくレイ
アウトを生成するステップと、
　（ｆ）前記レイアウトを人間可読形態で出力するステップと
を含む方法。
【請求項２０】
　前記モバイル機器が更にディスプレイを備え、前記方法が、前記ディスプレイに表示す
ることによって前記レイアウトを出力するステップを含む、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記モバイル機器が更にプリンタを備え、前記方法が、前記プリンタを使用して印刷す
ることによって前記レイアウトを出力するステップを含む、請求項１９に記載の方法。
【請求項２２】
　前記モバイル機器が更にプリンタ制御装置を備え、前記方法が、ドットデータを生成す
るために前記プリンタ制御装置を使用して前記レイアウトを処理し、且つ、印刷すべき前
記ドットデータを前記プリンタに供給するステップを含む、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記モバイル機器が更にプリンタを備え、前記方法が、前記プリンタを使用して印刷す
ることによって前記レイアウトを出力するステップを含む、請求項２０に記載の方法。
【請求項２４】
　前記モバイル機器が更にプリンタ制御装置を備え、前記方法が、ドットデータを生成す
るために前記プリンタ制御装置を使用して前記レイアウトを処理し、且つ、印刷すべき前
記ドットデータを前記プリンタに供給するステップを含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　印刷媒体が、意図する印刷方向に展開している線形符号化データトラックを備え、前記
モバイル機器が、
　前記ドットデータを印刷している間、前記データトラックを知覚するように構成された
センサと、
　噴射制御信号に応答して前記印刷媒体に印刷するための印刷ヘッドと、
　知覚したデータトラックに基づいて前記噴射制御信号を生成するために接続された噴射
制御手段と
を備えた、請求項２４に記載のモバイル機器。
【請求項２６】
　印刷中に前記センサが前記データトラックを知覚している間、前記データトラックを照
射するための発光デバイスを更に備えた、請求項２５に記載のモバイル機器。
【請求項２７】
　前記データトラックが赤外線インクを使用して印刷され、前記発光デバイスが赤外線ス
ペクトルの光を放出し、前記光センサが前記赤外線スペクトルに感応する、請求項２６に
記載のモバイル機器。
【請求項２８】
　前記データトラックがクロックコードのみを含んだクロックトラックであり、前記噴射
制御手段が、知覚したデータトラックから生成されるクロック信号の形態の前記噴射制御
信号を生成するように構成された、請求項２５に記載のモバイル機器。
【請求項２９】
　前記データトラックが、埋込み型クロック信号を含んだ第１の情報を含み、前記噴射制
御手段が、知覚したデータトラックから引き出されるクロック信号の形態の前記噴射制御
信号を生成するように構成された、請求項２５に記載のモバイル機器。
【請求項３０】
　前記第１の情報が、前記印刷媒体の少なくとも１つの物理特性を表し、前記モバイル機
器が、少なくとも部分的に前記物理特性のうちの少なくとも１つに基づいて前記印刷ヘッ
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ドの動作を制御するように構成された、請求項２９に記載のモバイル機器。
【請求項３１】
　前記印刷ヘッドに対する前記印刷媒体の絶対位置を決定し、且つ、前記決定を利用して
前記印刷媒体に印刷するために、前記知覚したデータトラックを使用するように構成され
た、請求項２５に記載のモバイル機器。
【請求項３２】
　前記データトラックが更に第１の情報を符号化し、前記印刷媒体が、第２の情報を符号
化している第２の符号化データを更に含み、前記第１の情報が前記第２の情報を表し、前
記モバイル機器が、印刷中のデータと前記第２の符号化データの間に所定のレジストレー
ションが存在するように前記印刷媒体に印刷するように構成された、請求項３１に記載の
モバイル機器。
【請求項３３】
　前記所定のレジストレーションを表す情報を遠隔コンピュータシステムから前記送受信
機を介して受け取るように構成された、請求項３２に記載のモバイル機器。
【請求項３４】
　前記データトラックが更に第１の情報を符号化し、前記印刷媒体が、第２の情報を符号
化している第２の符号化データを更に含み、前記第１の情報が前記第２の情報を表し、前
記モバイル機器が、印刷中のデータと前記第２の符号化データの間のレジストレーション
を決定するように構成された、請求項３１に記載のモバイル機器。
【請求項３５】
　決定したレジストレーションを前記送受信機を介して遠隔コンピュータシステムに送信
するように構成された、請求項３４に記載のモバイル機器。
【請求項３６】
　無線遠隔通信網を介して信号を送信し、且つ、受信するための送受信機と、
　スケジュールデータを処理し、目に見える前記スケジュールデータのレイアウトを表す
ドットデータを生成するためのプロセッサと、
　前記ドットデータを受け取り、且つ、受け取ったドットデータを印刷媒体に印刷するよ
うに構成されたプリンタと
を備えたモバイル機器。
【請求項３７】
　前記プリンタが、前記ドットデータによって表される前記視覚レイアウトと共に符号化
データを前記印刷媒体に印刷するように構成された、請求項３６に記載のモバイル機器。
【請求項３８】
　前記送受信機を使用して、遠隔コンピュータシステムから前記遠隔通信網を介して前記
スケジュールデータを受け取るように構成された、請求項３６に記載のモバイル機器。
【請求項３９】
　前記送受信機を使用して前記遠隔コンピュータシステムにリクエストを送信するように
構成され、前記リクエストが、前記リクエストに応答して受信される前記スケジュールデ
ータを識別する、請求項３８に記載のモバイル機器。
【請求項４０】
　前記符号化データが、前記スケジュールデータを含んだ文書の識別を表す、請求項４０
に記載のモバイル機器。
【請求項４１】
　印刷媒体が、意図する印刷方向に展開している線形符号化データトラックを備え、前記
モバイル機器が、
　前記ドットデータを印刷している間、前記データトラックを知覚するように構成された
センサと、
　噴射制御信号に応答して前記印刷媒体に印刷するための印刷ヘッドと、
　知覚したデータトラックに基づいて前記噴射制御信号を生成するために接続された噴射
制御手段と
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を備えた、請求項４０に記載のモバイル機器。
【請求項４２】
　印刷中に前記センサが前記データトラックを知覚している間、前記データトラックを照
射するための発光デバイスを更に備えた、請求項４１に記載のモバイル機器。
【請求項４３】
　前記データトラックが赤外線インクを使用して印刷され、前記発光デバイスが赤外線ス
ペクトルの光を放出し、前記光センサが前記赤外線スペクトルに感応する、請求項４２に
記載のモバイル機器。
【請求項４４】
　前記データトラックがクロックコードのみを含んだクロックトラックであり、前記噴射
制御手段が、前記知覚したデータトラックから生成されるクロック信号の形態の前記噴射
制御信号を生成するように構成された、請求項４１に記載のモバイル機器。
【請求項４５】
　前記データトラックが、埋込み型クロック信号を含んだ第１の情報を含み、前記噴射制
御手段が、前記知覚したデータトラックから引き出されるクロック信号の形態の前記噴射
制御信号を生成するように構成された、請求項４１に記載のモバイル機器。
【請求項４６】
　前記第１の情報が、前記印刷媒体の少なくとも１つの物理特性を表し、前記モバイル機
器が、少なくとも部分的に前記物理特性のうちの少なくとも１つに基づいて前記印刷ヘッ
ドの動作を制御するように構成された、請求項４５に記載のモバイル機器。
【請求項４７】
　前記印刷ヘッドに対する前記印刷媒体の絶対位置を決定し、且つ、前記決定を利用して
前記印刷媒体に印刷するために、前記知覚したデータトラックを使用するように構成され
た、請求項４１に記載のモバイル機器。
【請求項４８】
　前記データトラックが更に第１の情報を符号化し、前記印刷媒体が、第２の情報を符号
化している第２の符号化データを更に含み、前記第１の情報が前記第２の情報を表し、前
記モバイル機器が、印刷中のデータと前記第２の符号化データの間に所定のレジストレー
ションが存在するように前記印刷媒体に印刷するように構成された、請求項４７に記載の
モバイル機器。
【請求項４９】
　前記所定のレジストレーションを表す情報を遠隔コンピュータシステムから前記送受信
機を介して受け取るように構成された、請求項４８に記載のモバイル機器。
【請求項５０】
　前記データトラックが更に第１の情報を符号化し、前記印刷媒体が、第２の情報を符号
化している第２の符号化データを更に含み、前記第１の情報が前記第２の情報を表し、前
記モバイル機器が、印刷中のデータと前記第２の符号化データの間のレジストレーション
を決定するように構成された、請求項４７に記載のモバイル機器。
【請求項５１】
　決定したレジストレーションを前記送受信機を介して遠隔コンピュータシステムに送信
するように構成された、請求項５０に記載のモバイル機器。
【請求項５２】
　印刷された、人間が読み取ることができる第１の電子メール情報及び機械が読み取るこ
とができる符号化データを含んだ電子メール文書との対話を可能にするためのモバイル機
器であって、
　無線遠隔通信網を介して信号を送信し、且つ、受信するための送受信機と、
　前記電子メール文書と対話するために前記モバイル機器が使用されている間、前記符号
化データの少なくとも一部を知覚するための知覚手段と、
　知覚した符号化データの少なくとも一部を復号し、且つ、復号した符号化データに基づ
いて指示データを生成するための処理手段と
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を備え、
　（ａ）前記送受信機を使用して、遠隔コンピュータシステムに前記無線遠隔通信網を介
して前記指示データを送信し、
　（ｂ）前記送受信機を使用して、前記コンピュータシステムから応答データを受信し、
　（ｃ）前記処理手段を使用して、他の電子メール情報を表す応答データに基づくレイア
ウトを生成し、且つ、
　（ｄ）人間可読形態の前記レイアウトを出力する
　ようにプログラムされ、且つ、構成されたモバイル機器。
【請求項５３】
　ディスプレイを更に備え、前記モバイル機器が、前記ディスプレイに表示することによ
って前記レイアウトを出力するように構成された、請求項５２に記載のモバイル機器。
【請求項５４】
　インテグラルプリンタを更に備え、前記モバイル機器が、前記プリンタを使用して印刷
することによって前記レイアウトを出力するように構成された、請求項５２に記載のモバ
イル機器。
【請求項５５】
　ドットデータを生成するために前記レイアウトを処理し、且つ、印刷すべき前記ドット
データを前記プリンタに供給するように構成されたプリンタ制御回路を更に備えた、請求
項５４に記載のモバイル機器。
【請求項５６】
　インテグラルプリンタを更に備え、前記モバイル機器が、前記プリンタを使用して印刷
媒体に印刷することによって前記レイアウトを出力するように構成された、請求項５３に
記載のモバイル機器。
【請求項５７】
　ドットデータを生成するために前記レイアウトを処理し、且つ、印刷すべき前記ドット
データを前記プリンタに供給するように構成されたプリンタ制御回路を更に備えた、請求
項５６に記載のモバイル機器。
【請求項５８】
　前記印刷媒体が、意図する印刷方向に展開している線形符号化データトラックを備え、
前記モバイル機器が、
　前記ドットデータを印刷している間、前記データトラックを知覚するように構成された
センサと、
　噴射制御信号に応答して前記印刷媒体に印刷するための印刷ヘッドと、
　前記知覚したデータトラックに基づいて前記噴射制御信号を生成するために接続された
噴射制御手段と
を備えた、請求項５７に記載のモバイル機器。
【請求項５９】
　印刷中に前記センサが前記データトラックを知覚している間、前記データトラックを照
射するための発光デバイスを更に備えた、請求項５８に記載のモバイル機器。
【請求項６０】
　前記データトラックが赤外線インクを使用して印刷され、前記発光デバイスが赤外線ス
ペクトルの光を放出し、前記光センサが前記赤外線スペクトルに感応する、請求項５９に
記載のモバイル機器。
【請求項６１】
　前記データトラックがクロックコードのみを含んだクロックトラックであり、前記噴射
制御手段が、前記知覚したデータトラックから生成されるクロック信号の形態の前記噴射
制御信号を生成するように構成された、請求項５８に記載のモバイル機器。
【請求項６２】
　前記データトラックが、埋込み型クロック信号を含んだ第１の情報を含み、前記噴射制
御手段が、前記知覚したデータトラックから引き出されるクロック信号の形態の前記噴射
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制御信号を生成するように構成された、請求項５８に記載のモバイル機器。
【請求項６３】
　前記第１の情報が、前記印刷媒体の少なくとも１つの物理特性を表し、前記モバイル機
器が、少なくとも部分的に前記物理特性のうちの少なくとも１つに基づいて前記印刷ヘッ
ドの動作を制御するように構成された、請求項６２に記載のモバイル機器。
【請求項６４】
　前記印刷ヘッドに対する前記印刷媒体の絶対位置を決定し、且つ、前記決定を利用して
前記印刷媒体に印刷するために、前記知覚したデータトラックを使用するように構成され
た、請求項５８に記載のモバイル機器。
【請求項６５】
　前記データトラックが更に第１の情報を符号化し、前記印刷媒体が、第２の情報を符号
化している第２の符号化データを更に含み、前記第１の情報が前記第２の情報を表し、前
記モバイル機器が、印刷中のデータと前記第２の符号化データの間に所定のレジストレー
ションが存在するように前記印刷媒体に印刷するように構成された、請求項６４に記載の
モバイル機器。
【請求項６６】
　前記所定のレジストレーションを表す情報を遠隔コンピュータシステムから前記送受信
機を介して受け取るように構成された、請求項６５に記載のモバイル機器。
【請求項６７】
　前記データトラックが更に第１の情報を符号化し、前記印刷媒体が、第２の情報を符号
化している第２の符号化データを更に含み、前記第１の情報が前記第２の情報を表し、前
記モバイル機器が、印刷中のデータと前記第２の符号化データの間のレジストレーション
を決定するように構成された、請求項６４に記載のモバイル機器。
【請求項６８】
　決定したレジストレーションを前記送受信機を介して遠隔コンピュータシステムに送信
するように構成された、請求項６７に記載のモバイル機器。
【請求項６９】
　（ａ）インクジェット印刷ヘッドと、
　（ｂ）印刷中、印刷媒体を給送方向に前記印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通
路と、
　（ｃ）印刷するために前記印刷媒体を前記インクジェット印刷ヘッドの先へ駆動するた
めの駆動機構と
を備えた、モバイル機器に使用するためのカートリッジ。
【請求項７０】
　前記駆動機構が、前記印刷媒体と係合し、前記印刷媒体を前記インクジェット印刷ヘッ
ドの先へ駆動するための駆動軸を備えた受動機構である、請求項６９に記載のカートリッ
ジ。
【請求項７１】
　前記駆動軸を回転させるための駆動ローラを更に備え、前記駆動ローラが、前記カート
リッジが前記モバイル機器に装てんされると、前記モバイル機器内の相補駆動機構によっ
て駆動されるように構成された、請求項７０に記載のカートリッジ。
【請求項７２】
　前記駆動ローラと前記駆動軸が同軸である、請求項７１に記載のカートリッジ。
【請求項７３】
　前記駆動軸が前記印刷ヘッドの上流側の前記印刷媒体通路に配置された、請求項７２に
記載のカートリッジ。
【請求項７４】
　複数のインク噴射ノズルのアレイを有する印刷ヘッドと、前記ノズルによって噴射され
るインクを前記印刷ヘッドに供給するための少なくとも１つのインク貯蔵容器であって、
負の静水圧のインクを前記ノズルに誘導するための少なくとも１つの吸取り構造を個々に
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備えたインク貯蔵容器と、非使用時に前記印刷ヘッドに蓋をするためのキャッピング機構
とを更に備えた、請求項６９に記載のカートリッジ。
【請求項７５】
　（ａ）前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印
刷ヘッドが前記印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することが
でき、前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッ
ピング機構と、
　（ｂ）前記キャッパに接続された力伝達機構であって、前記媒体が前記給送通路に対し
て移動する際に前記媒体の縁によって加えられる力が前記力伝達機構によって前記キャッ
パに伝達され、それにより、前記媒体が前記キャッパに到達する前に、前記キャッパが前
記キャップ位置から前記非キャップ位置への移動を少なくとも開始するように構成された
力伝達機構と
を更に備えた、請求項６９に記載の印刷カートリッジ。
【請求項７６】
　（ａ）前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印
刷ヘッドが前記印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することが
でき、前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッ
ピング機構と、
　（ｂ）前記媒体の後縁が前記印刷ヘッドを通過するまで前記キャッパを前記非キャップ
位置に保持するように構成されたロック機構と
を更に備えた、請求項６９に記載の印刷カートリッジ。
【請求項７７】
　（ａ）前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印
刷ヘッドが前記印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することが
できるキャッパを備えたキャッピング機構
を更に備え、
　（ｂ）前記キャッパアセンブリが、前記媒体によって、前記媒体との係合が解除される
と前記キャップ位置へ移動するように前記非キャップ位置に保持される、請求項６９に記
載の印刷カートリッジ。
【請求項７８】
　更に、
　前記媒体基板がシートであり、使用中、
　運動量によって前記シートの後縁が前記印刷ヘッドの先へ突出して印刷が完了するよう
、印刷が完了する前に前記シートと前記駆動機構の係合が解除される、請求項６９に記載
の印刷カートリッジ。
【請求項７９】
　前記印刷ヘッドが、
　インクを噴射するための複数のノズルのアレイと、
　前記ノズルに印刷データを提供するための印刷データ回路と、
　前記モバイル機器内の印刷エンジン制御装置によって動作するビーコンから前記印刷デ
ータを光学的に受け取るための光センサと
を備えた、請求項６９に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８０】
　前記モバイル機器が、
　前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　前記印刷ヘッドに対する前記媒体基板の位置を示す信号を前記印刷エンジン制御装置に
提供するための位置センサと
を備え、
　前記印刷エンジン制御装置が、前記信号を弁別して前記印刷ヘッドに対する前記媒体基
板の速度を引き出し、前記速度の変化に応答して前記印刷ヘッドの動作を調整する、請求
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項６９に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８１】
　モバイル機器が、
　前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置を備え、使用中、
　前記印刷エンジン制御装置が、前記駆動軸が完全に回転した数及び部分的に回転した数
を知覚し、前記駆動軸の角速度の変化に応答して前記印刷ヘッドの動作を調整する、請求
項７０に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８２】
　前記印刷ヘッドにインクを供給するための少なくとも１つのインク貯蔵容器を更に備え
、前記少なくとも１つのインク貯蔵容器が、
　インクの貯蔵容積を画定しているハウジングと、
　前記インクの貯蔵容積を、前記印刷ヘッドに気密接続するための少なくとも１つのイン
ク出口を個々に有する複数のセクションに分割している１つ又は複数のバッフルと、
　隣接するセクションの前記インク出口とインク出口の間の流体連絡を確立している少な
くとも１つのコンジットと
を備えた、請求項６９に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８３】
　前記媒体基板が、その表面の少なくとも一部に符号化データを備えたシートであり、前
記モバイル機器が、前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　前記符号化データを読み取り、前記シートの少なくとも１つの寸法を示す信号を生成し
、且つ、生成した信号を前記印刷エンジン制御装置に送信するためのセンサと
を更に備え、
　前記印刷エンジン制御装置が、前記シートが前記印刷ヘッドに対して所定の位置に位置
している場合、前記信号を使用して印刷を開始する、請求項６９に記載の印刷カートリッ
ジ。
【請求項８４】
　前記媒体基板が、その表面の少なくとも一部に符号化データを有し、
　前記モバイル機器が、前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と
、
　前記印刷ヘッドを通過する前及び通過した後に前記符号化データを読み取るための二重
知覚設備と
を更に備えた、請求項６９に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８５】
　前記モバイル機器が遠隔通信デバイスである、請求項６９に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８６】
　前記モバイル機器が移動電話機である、請求項６９に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８７】
　プリンタを有するモバイル機器に使用するための印刷媒体であって、
　第１及び第２の相対する面を画定している積層基板と、
　前記積層基板上の第１のデータ領域に配置された、第１の情報を符号化している第１の
データフォーマットの第１の符号化データと、
　前記印刷媒体の配向を示す少なくとも１つの配向標識と
を備えた印刷媒体。
【請求項８８】
　前記少なくとも１つの配向標識が、前記印刷媒体の縁部分又は縁に隣接する部分に配置
された、請求項８７に記載の印刷媒体。
【請求項８９】
　前記印刷媒体が、媒体給送通路を通る、前記印刷媒体の意図する給送方向に対して画定
された前縁及び後縁を有し、前記少なくとも１つの配向標識のうちの少なくとも１つが、
前記印刷媒体の前記前縁部分又は前記前縁に隣接する部分の上又は中に配置された、請求
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項８８に記載の印刷媒体。
【請求項９０】
　前記配向標識のうちの１つが、前記印刷媒体の前記第１の面の第１の隅に隣接して配置
された、請求項８９に記載の印刷媒体。
【請求項９１】
　前記配向標識のうちの他の配向標識が、前記印刷媒体の前記第１の面の、前記第１の隅
とは対角線上の反対側に位置している第２の隅に隣接して配置された、請求項９０に記載
の印刷媒体。
【請求項９２】
　前記配向標識のうちの他の配向標識が、前記印刷媒体の前記第２の面の、前記第２の隅
に隣接している第３の隅に隣接して配置された、請求項９０に記載の印刷媒体。
【請求項９３】
　前記配向標識のうちの他の配向標識が、前記印刷媒体の前記第２の面の、前記第３の隅
とは対角線上の反対側に位置している第４の隅に隣接して配置された、請求項９２に記載
の印刷媒体。
【請求項９４】
　前記配向標識のうちの他の配向標識が、前記印刷媒体の前記第１の面の、前記第１の隅
とは対角線上の反対側に位置している第２の隅に隣接して配置された、請求項９３に記載
の印刷媒体。
【請求項９５】
　複数の配向標識を更に含み、前記配向標識の位置及び数が、前記印刷媒体が適切に装備
されたモバイル機器に使用された場合に、前記デバイスがカードの配向をすべての配向標
識を読み取ることなく決定することができるように配置され、且つ、構成された、請求項
９０に記載の印刷媒体。
【請求項９６】
　前記第１の符号化データが、意図する印刷方向に展開している線形符号化データトラッ
クである、請求項８７に記載の印刷媒体。
【請求項９７】
　前記データトラックが赤外線インクを使用して印刷された、請求項９６に記載の印刷媒
体。
【請求項９８】
　前記データトラックが、クロックコードのみを含んだクロックトラックを備え、前記印
刷媒体に印刷している間、前記クロックトラックからクロック信号を引き出すことができ
る、請求項９６に記載の印刷媒体。
【請求項９９】
　前記第１の情報が埋込み型クロックを含み、前記印刷媒体に印刷している間、前記埋込
み型クロックからクロック信号を引き出すことができる、請求項９６に記載の印刷媒体。
【請求項１００】
　第２の情報を符号化している第２の符号化データを更に含み、前記第１の情報が前記第
２の情報を表す、請求項８７に記載の印刷媒体。
【請求項１０１】
　前記第１の情報が前記印刷媒体の少なくとも１つの物理特性を表す、請求項８７に記載
の印刷媒体。
【請求項１０２】
　前記第１の情報が前記印刷媒体のサイズを表す、請求項１０１に記載の印刷媒体。
【請求項１０３】
　前記第１の情報が前記印刷媒体に関連する媒体タイプを表す、請求項１１６に記載の印
刷媒体。
【請求項１０４】
　前記第１の情報が前記印刷媒体に予め印刷済みの情報を表す、請求項１０１に記載の印
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刷媒体。
【請求項１０５】
　前記第１及び第２の面のいずれか一方又は両方に印刷された、予め印刷済みの人間可読
情報を更に含む、請求項８７に記載のモバイル機器。
【請求項１０６】
　前記第１の符号化データが、平均的な人間の裸眼では実質的に見ることができない赤外
線インクで印刷された、請求項８７に記載のモバイル機器。
【請求項１０７】
　プリンタを有するモバイル機器と共に使用するための印刷媒体であって、
　第１及び第２の相対する面を画定している基板と、
　前記第１及び第２の面の少なくともいずれか一方に配置された、前記印刷媒体の少なく
とも１つの配向を示し、それにより前記モバイル機器が、前記印刷媒体に印刷する前に前
記印刷媒体の配向を決定することができる配向標識と
を備えた印刷媒体。
【請求項１０８】
　前記配向標識が、前記第１及び第２の面のうちの前記配向標識が配置されている方の面
を示す、請求項１０７に記載の印刷媒体。
【請求項１０９】
　前記配向標識が前記印刷媒体の絶対平面回転配向を示す、請求項１０７に記載の印刷媒
体。
【請求項１１０】
　前記媒体給送通路を通る、前記印刷媒体の意図する給送方向に対して画定された前縁及
び後縁を有し、前記配向標識が、前記前縁部分又は前記前縁に隣接する部分に配置され、
前記前縁を示す、請求項１０７に記載の印刷媒体。
【請求項１１１】
　複数の前記配向標識を更に含む、請求項１０７に記載の印刷媒体。
【請求項１１２】
　（ａ）前記配向標識のそれぞれが、前記第１及び第２の面のうちの前記配向標識が配置
されている方の面を示し、
　（ｂ）前記配向標識のそれぞれが、前記印刷媒体の絶対平面回転配向を示し、及び／又
は、
　（ｃ）前記印刷媒体が、前記媒体給送通路を通る、前記印刷媒体の意図する給送方向に
対して画定された前縁及び後縁を有し、前記配向標識が、前記前縁部分又は前記前縁に隣
接する部分に配置され、前記前縁を示す
　請求項１１１に記載の印刷媒体。
【請求項１１３】
　前記配向標識が、前記印刷媒体の縁部分又は縁に隣接する部分に配置された、請求項１
０７に記載の印刷媒体。
【請求項１１４】
　前記配向標識が、前記印刷媒体の前記第１の面の第１の隅に隣接して配置された、請求
項１１３に記載の印刷媒体。
【請求項１１５】
　前記配向標識のうちの他の配向標識が、前記印刷媒体の前記第１の面の、前記第１の隅
とは対角線上の反対側に位置している第２の隅に隣接して配置された、請求項１１４に記
載の印刷媒体。
【請求項１１６】
　前記配向標識のうちの他の配向標識が、前記印刷媒体の前記第２の面の、前記第２の隅
に隣接している第３の隅に隣接して配置された、請求項１１５に記載の印刷媒体。
【請求項１１７】
　前記配向標識のうちの他の配向標識が、前記印刷媒体の前記第２の面の、前記第３の隅
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とは対角線上の反対側に位置している第４の隅に隣接して配置された、請求項１１６に記
載の印刷媒体。
【請求項１１８】
　前記配向標識が、前記印刷媒体上の符号化データ領域の一部を形成している、請求項１
０７に記載の印刷媒体。
【請求項１１９】
　前記符号化データの形態が線形符号化データトラックの形態である、請求項１１８に記
載の印刷媒体。
【請求項１２０】
　前記データトラックが、カードの意図する印刷方向の前記印刷媒体の縁に沿って展開し
ている、請求項１１９に記載の印刷媒体。
【請求項１２１】
　前記データトラックが、前記配向標識の他に第１の情報を符号化している、請求項１２
１に記載の印刷媒体。
【請求項１２２】
　前記データトラックの前記線形エンコーディングとは異なるコーディングに従って符号
化された第２の情報を更に含み、前記第１の情報が前記第２の情報を表す、請求項１２１
に記載の印刷媒体。
【請求項１２３】
　前記符号化データが赤外線インクで印刷された、請求項１０７に記載の印刷媒体。
【請求項１２４】
　前記第１の符号化データが、平均的な人間の裸眼では実質的に見ることができない赤外
線インクで印刷された、請求項１２３に記載のモバイル機器。
【請求項１２５】
　前記第１及び第２の面のいずれか一方又は両方に印刷された、予め印刷済みの人間可読
情報を更に含む、請求項１０７に記載のモバイル機器。
【請求項１２６】
　モバイル機器を使用して印刷媒体に印刷する方法であって、前記モバイル機器が、
　遠隔通信網を介してデータを送信し、且つ、受信するための無線送受信機と、
　プリンタと
を備え、前記方法が、
　（ａ）前記モバイル機器の地図上の位置を決定するステップと、
　（ｂ）前記地図上の位置の所定の距離以内で利用することができる製品又はサービスを
決定するステップと、
　（ｃ）前記製品又はサービスに関連する情報を含んだ証明書を書式化するステップと、
　（ｄ）前記プリンタを使用して前記証明書を印刷するステップと
を含む方法。
【請求項１２７】
　前記情報が商用エンティティの位置を示す、請求項１２６に記載の方法。
【請求項１２８】
　前記情報が、前記製品又はサービスを購入するための勧誘を表す、請求項１２６に記載
の方法。
【請求項１２９】
　前記勧誘が価格割引である、請求項１２８に記載の方法。
【請求項１３０】
　前記価格割引が、前記位置における商用エンティティの出口のみで有効である、請求項
１２９に記載の方法。
【請求項１３１】
　前記価格割引が、前記商用エンティティの多くの出口のすべてで有効である、請求項１
２９に記載の方法。
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【請求項１３２】
　前記地理上の位置を決定するために前記モバイル機器を使用するステップを含む、請求
項１２６に記載の方法。
【請求項１３３】
　前記モバイル機器がＧＰＳレシーバを備え、前記方法が、前記ＧＰＳレシーバを使用し
て前記地理上の位置を決定するステップを含む、請求項１２８に記載の方法。
【請求項１３４】
　知覚デバイスが、トランスミッタから無線周波数データを受信するための無線レシーバ
を備え、前記地理上の位置を決定するステップが、前記トランスミッタを介して前記地理
上の位置の無線周波数データを受信するステップを含む、請求項１２６に記載の方法。
【請求項１３５】
　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｔｉｍｅ　Ｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅ　ｏｆ　Ａｒｒｉｖａｌ技法を使用し
て前記地理上の位置を引き出すステップを含む、請求項１２７に記載の方法。
【請求項１３６】
　提供するステップが、前記モバイル機器のユーザのうちの少なくとも１つのユーザに関
連する電子アドレスに前記情報を送信するステップを含む、請求項１２６に記載の方法。
【請求項１３７】
　前記地理上の位置が地域である、請求項１２６に記載の方法。
【請求項１３８】
　前記地域が郵便番号によって画定される、請求項１３７に記載の方法。
【請求項１３９】
　前記地域が、都市、郊外又は町である、請求項１３７に記載の方法。
【請求項１４０】
　前記地域が、ある遠隔通信網の１つ又は複数のセルの伝送フットプリントによって少な
くとも部分的に画定される、請求項１３７に記載の方法。
【請求項１４１】
　前記地域が、前記遠隔通信網の１つ又は複数のセルの伝送フットプリントによって少な
くとも部分的に画定される、請求項１４０に記載の方法。
【請求項１４２】
　証明書を印刷している間、前記証明書を作成するために印刷中の印刷媒体の面に配置さ
れているデータトラックを知覚するために、前記モバイル機器内のセンサを使用するステ
ップと、
　前記知覚したデータトラックから噴射制御信号を生成するステップと、
　前記噴射制御信号を使用して前記証明書の印刷を同期化させるステップと
を含む、請求項１２６に記載の方法。
【請求項１４３】
　前記データトラックが赤外線インクを使用して印刷され、発光デバイスが赤外線スペク
トルの光を放出し、光センサが前記赤外線スペクトルに感応する、請求項１４２に記載の
モバイル機器。
【請求項１４４】
　前記データトラックがクロックコードのみを含んだクロックトラックであり、前記方法
が、前記知覚したデータトラックから生成されるクロック信号を生成するステップを含み
、前記噴射制御信号が前記クロック信号に基づく、請求項１４２に記載のモバイル機器。
【請求項１４５】
　前記データトラックが、埋込み型クロック信号を含んだ第１の情報を含み、前記方法が
、前記知覚したデータトラックからクロック信号を引き出すステップを含み、前記噴射制
御信号が前記クロック信号に基づく、請求項１４２に記載のモバイル機器。
【請求項１４６】
　符号化データを含んだ印刷媒体に印刷するための印刷ヘッドと、
　印刷するために前記印刷媒体を前記印刷ヘッドの先へ導くための媒体通路と、
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　光センサと、
　前記印刷媒体の少なくとも一部が前記媒体通路内に位置している間、前記センサが前記
符号化データの少なくとも一部を前記印刷媒体から読み取ることができるよう、光イメー
ジ情報を前記センサへ導くための第１の光通路と、
　前記印刷媒体が前記媒体通路内に位置していない場合、前記センサが符号化データを前
記印刷媒体から読み取ることができるよう、光イメージ情報を前記センサへ導くための第
２の光通路と
を備えたモバイル機器。
【請求項１４７】
　知覚すべき前記符号化データを前記第１の光通路を介して照射するための少なくとも１
つの光源を備えた、請求項１４６に記載のモバイル機器。
【請求項１４８】
　知覚すべき前記符号化データを前記第２の光通路を介して照射するための少なくとも１
つの光源を備えた、請求項１４６に記載のモバイル機器。
【請求項１４９】
　前記光源が赤外線光源である、請求項１４７に記載のモバイル機器。
【請求項１５０】
　前記光源が赤外線光源である、請求項１４８に記載のモバイル機器。
【請求項１５１】
　前記第１の光通路が少なくとも１つのミラーを備えた、請求項１４６に記載のモバイル
機器。
【請求項１５２】
　前記第１の光通路が潜望鏡構造のミラーを備えた、請求項１５２に記載のモバイル機器
。
【請求項１５３】
　印刷手順の少なくとも一部を実行している間、前記第２の光通路を介して前記センサに
到達する光を少なくし、或いは遮断するように選択的に動作させることができるシャッタ
を更に備えた、請求項１４６に記載のモバイル機器。
【請求項１５４】
　前記媒体通路の少なくとも一部を通って移動する前記印刷媒体に応答して前記シャッタ
を閉じるように構成されたシャッタ開閉機構を更に備えた、請求項１５４に記載のモバイ
ル機器。
【請求項１５５】
　前記第１及び第２の光通路が共通の光通路部分を共有する、請求項１４６に記載のモバ
イル機器。
【請求項１５６】
　プリンタを更に備えた、請求項１４６に記載のモバイル機器。
【請求項１５７】
　前記プリンタの形態が交換可能カートリッジの形態である、請求項１５６に記載のモバ
イル機器。
【請求項１５８】
　前記交換可能カートリッジが、少なくとも１つのインク貯蔵容器を備えた、請求項１５
７に記載のモバイル機器。
【請求項１５９】
　前記交換可能カートリッジが、前記プリンタと共に使用することが意図された印刷媒体
上の符号化データを知覚するための少なくとも１つのセンサを備えた、請求項１５８に記
載のモバイル機器。
【請求項１６０】
　前記交換可能カートリッジが、
　前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印刷ヘッ
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ドが前記印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、
前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング
機構を備え、
　前記キャッパが、前記印刷媒体が前記媒体通路を通って移動する際に、前記印刷媒体の
縁によって前記キャップ位置と非キャップ位置の間を移動する、請求項１５９に記載のモ
バイル機器。
【請求項１６１】
　前記キャップ位置では、前記キャッパが弾性的に前記キャッピング関係に強制される、
請求項１４６に記載のモバイル機器。
【請求項１６２】
　前記キャッピング機構が、前記キャッパが前記キャップ位置から前記非キャップ位置へ
移動する際に、前記キャッパが給送方向に変位するように構成された、請求項１６１に記
載のモバイル機器。
【請求項１６３】
　前記交換可能カートリッジが、前記プリンタによって印刷される印刷媒体と係合する媒
体駆動機構を備えた、請求項１５７に記載のモバイル機器。
【請求項１６４】
　前記媒体駆動機構を駆動するための、前記交換可能カートリッジの一部を形成していな
い駆動手段を更に備えた、請求項１６３に記載のモバイル機器。
【請求項１６５】
　前記媒体駆動機構が、前記交換可能カートリッジが前記モバイル機器に装てんされると
、前記駆動手段と係合するように構成された従車を備えた、請求項１６４に記載のモバイ
ル機器。
【請求項１６６】
　複数のインクジェットノズルを備えたインクジェット印刷ヘッドと、
　前記ノズルによって噴射されるインクを前記印刷ヘッドに供給するための少なくとも１
つのインク貯蔵容器と、
　非使用時に前記印刷ヘッドに蓋をするためのキャッピング機構と
を備えた、モバイル機器に装てんするための統合カートリッジ。
【請求項１６７】
　前記ノズルのサブセットに個々にインクを供給する複数のインク貯蔵容器を備えた、請
求項１６６に記載の統合カートリッジ。
【請求項１６８】
　それぞれシアン、マゼンタ及びイエローインクを含有した貯蔵容器を備えた、請求項１
６７に記載の統合カートリッジ。
【請求項１６９】
　それぞれシアン、マゼンタ、イエローインク及び少なくとも１つの他の液体を含有した
貯蔵容器を備えた、請求項１６７に記載の統合カートリッジ。
【請求項１７０】
　前記少なくとも１つの他の液体がブラックインクを含有した、請求項１６９に記載の統
合カートリッジ。
【請求項１７１】
　前記少なくとも１つの他の液体が赤外線インクを含有した、請求項１６９に記載の統合
カートリッジ。
【請求項１７２】
　前記少なくとも１つの他の液体が、赤外線インク及びブラックインクを含有した、請求
項１６９に記載の統合カートリッジ。
【請求項１７３】
　印刷媒体と係合し、前記印刷媒体を前記インクジェット印刷ヘッドの先へ駆動するため
の駆動軸を更に備えた、請求項１６６に記載のカートリッジ。
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【請求項１７４】
　前記駆動軸を回転させるための駆動ローラを更に備え、前記駆動ローラが、前記カート
リッジが前記モバイル機器に装てんされると、前記モバイル機器内の相補駆動機構によっ
て駆動されるように構成された、請求項１７３に記載のカートリッジ。
【請求項１７５】
　前記駆動ローラと前記駆動軸が同軸である、請求項１７４に記載のカートリッジ。
【請求項１７６】
　前記駆動軸が、前記印刷ヘッドの上流側の印刷媒体通路に配置された、請求項１７５に
記載のカートリッジ。
【請求項１７７】
　複数のインク噴射ノズルのアレイを有する印刷ヘッドと、前記ノズルによって噴射され
るインクを前記印刷ヘッドに供給するための少なくとも１つのインク貯蔵容器とを更に備
え、前記少なくとも１つのインク貯蔵容器のそれぞれが、負の静水圧のインクを前記ノズ
ルに誘導するための少なくとも１つの吸取り構造を備えた、請求項１６６に記載のカート
リッジ。
【請求項１７８】
　前記キャッピング機構が、前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピ
ング位置と、前記印刷ヘッドが前記印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との
間を移動することができ、前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャ
ッパを有し、前記カートリッジが、
　前記キャッパに接続された力伝達機構であって、前記媒体が前記給送通路に対して移動
する際に前記媒体の縁によって加えられる力が前記力伝達機構によって前記キャッパに伝
達され、それにより、前記媒体が前記キャッパに到達する前に、前記キャッパが前記キャ
ップ位置から前記非キャップ位置への移動を少なくとも開始するように構成された力伝達
機構を更に備えた、請求項１６６に記載の印刷カートリッジ。
【請求項１７９】
　前記キャッピング機構が、前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピ
ング位置と、前記印刷ヘッドが前記印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との
間を移動することができ、前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャ
ッパを有し、前記カートリッジが、
　前記媒体の後縁が前記印刷ヘッドを通過するまで前記キャッパを前記非キャップ位置に
保持するように構成されたロック機構を更に備えた、請求項１６６に記載の印刷カートリ
ッジ。
【請求項１８０】
　前記キャッピング機構が、前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピ
ング位置と、前記印刷ヘッドが前記印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との
間を移動することができるキャッパを有し、それにより、使用中、
　前記キャッパアセンブリが、前記媒体によって、前記媒体との係合が解除されると前記
キャップ位置へ移動するように前記非キャップ位置に保持される、請求項１６６に記載の
印刷カートリッジ。
【請求項１８１】
　更に、
　前記媒体基板がシートであり、使用中、
　運動量によって前記シートの後縁が前記印刷ヘッドの先へ突出して印刷が完了するよう
、印刷が完了する前に前記シートと前記駆動機構の係合が解除される、請求項１６６に記
載の印刷カートリッジ。
【請求項１８２】
　前記モバイル機器が、
　前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置を備え、使用中、
　前記印刷エンジン制御装置が、前記駆動軸が完全に回転した数及び部分的に回転した数
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を知覚し、前記駆動軸の角速度の変化に応答して前記印刷ヘッドの動作を調整する、請求
項１７３に記載の印刷カートリッジ。
【請求項１８３】
　前記印刷ヘッドにインクを供給するための少なくとも１つのインク貯蔵容器を更に備え
、前記少なくとも１つのインク貯蔵容器が、
　インクの貯蔵容積を画定しているハウジングと、
　前記インクの貯蔵容積を、前記印刷ヘッドに気密接続するための少なくとも１つのイン
ク出口を個々に有する複数のセクションに分割している１つ又は複数のバッフルと、
　隣接するセクションの前記インク出口とインク出口の間の流体連絡を確立している少な
くとも１つのコンジットと
を備えた、請求項１６６に記載の印刷カートリッジ。
【請求項１８４】
　前記モバイル機器が遠隔通信デバイスである、請求項１６６に記載の印刷カートリッジ
。
【請求項１８５】
　前記モバイル機器が移動電話機である、請求項１６６に記載の印刷カートリッジ。
【請求項１８６】
　（ａ）インクジェット印刷ヘッドと、
　（ｂ）印刷中、印刷媒体を給送方向に前記印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通
路と、
　（ｃ）前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印
刷ヘッドが前記印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することが
でき、前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッ
ピング機構と、
　（ｄ）前記キャッパに接続された力伝達機構であって、前記印刷媒体が前記給送通路に
対して移動する際に前記印刷媒体の縁によって加えられる力が前記力伝達機構によって前
記キャッパに伝達され、それにより、前記印刷媒体が前記キャッパに到達する前に、前記
キャッパが前記キャップ位置から前記非キャップ位置への移動を少なくとも開始するよう
に構成された力伝達機構と
を備えたモバイル機器。
【請求項１８７】
　前記キャッパが、前記力伝達機構によって前記非キャップ位置へ完全に移動する、請求
項１８６に記載のモバイル機器。
【請求項１８８】
　前記力伝達デバイスが、軸の周りにピボット取付けされた少なくとも１つのクランク部
材を備え、前記クランク部材が、
　前記印刷媒体と係合するための第１の領域と、
　前記第１の領域から回転変位した、前記キャッピング機構と係合するための第２の領域
と
を備え、前記クランク部材が、前記印刷媒体によって加えられる直線力を、前記キャッパ
を前記キャップ位置から前記非キャップ位置へ向かって移動させるトルクに変換するよう
に構成された、請求項１８６に記載のモバイル機器。
【請求項１８９】
　前記印刷媒体が前記印刷ヘッドによって印刷されている間、前記キャッパを前記非キャ
ップ位置に保持するためのロック機構を更に備えた、請求項１８６に記載のモバイル機器
。
【請求項１９０】
　前記ロック機構が、非ロック位置とロック位置の間で回転するように取り付けられた少
なくとも１つのカムを備え、前記少なくとも１つのカムが、前記非ロック位置では、前記
印刷媒体が存在していない場合、少なくとも部分的に前記給送通路の中へ展開するように
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構成され、前記少なくとも１つのカムが、前記印刷媒体が前記給送通路を通って給送され
る際に前記印刷媒体の縁に係合し、前記少なくとも１つのカムが前記印刷媒体によって前
記ロック位置へ回転するように配置され、且つ、構成され、また、前記ロック位置では、
前記キャッパが、前記印刷媒体の後縁が前記印刷ヘッドを通過するまで前記非キャップ位
置に保持される、請求項１８９に記載のモバイル機器。
【請求項１９１】
　前記カムが、前記印刷媒体の縁が前記給送通路内の所定の位置を通過すると、弾性バイ
アスされて前記非ロック位置へ復帰し、それにより前記キャッパが前記キャップ位置へ復
帰する、請求項１９０に記載のモバイル機器。
【請求項１９２】
　前記少なくとも１つのカムが、前記印刷媒体と前記カムが前記給送通路内で係合する際
に、前記印刷媒体に対して実質的に直角の軸の周りに回転するように取り付けられた、請
求項１９０に記載のモバイル機器。
【請求項１９３】
　前記モバイル機器と共に使用するための印刷媒体が、意図する印刷方向に展開している
線形符号化データトラックを備え、前記モバイル機器が、
　ドットデータを印刷している間、前記データトラックを知覚するように構成されたセン
サと、
　噴射制御信号に応答して前記印刷媒体に印刷するための印刷ヘッドと、
　知覚したデータトラックに基づいて前記噴射制御信号を生成するために接続された噴射
制御手段と
を備えた、請求項１８６に記載のモバイル機器。
【請求項１９４】
　前記データトラックがクロックコードのみを含んだクロックトラックであり、前記噴射
制御手段が、前記知覚したデータトラックから生成されるクロック信号の形態の前記噴射
制御信号を生成するように構成された、請求項１９３に記載のモバイル機器。
【請求項１９５】
　前記データトラックが、埋込み型クロック信号を含んだ第１の情報を含み、前記噴射制
御手段が、前記知覚したデータトラックから引き出されるクロック信号の形態の前記噴射
制御信号を生成するように構成された、請求項１９３に記載のモバイル機器。
【請求項１９６】
　前記第１の情報が、前記印刷媒体の少なくとも１つの物理特性を表し、前記モバイル機
器が、少なくとも部分的に前記物理特性のうちの少なくとも１つに基づいて前記印刷ヘッ
ドの動作を制御するように構成された、請求項１９５に記載のモバイル機器。
【請求項１９７】
　前記知覚したデータトラックを使用して前記印刷ヘッドに対する前記印刷媒体の絶対位
置を決定し、且つ、前記決定を利用して前記印刷媒体に印刷するように構成された、請求
項１９３に記載のモバイル機器。
【請求項１９８】
　前記データトラックが第１の情報を更に符号化し、前記印刷媒体が、第２の情報を符号
化している第２の符号化データを更に含み、前記第１の情報が前記第２の情報を表し、前
記モバイル機器が、印刷中のデータと前記第２の符号化データの間に所定のレジストレー
ションが存在するように前記印刷媒体に印刷するように構成された、請求項１９７に記載
のモバイル機器。
【請求項１９９】
　前記モバイル機器が送受信機を備え、前記モバイル機器が、前記所定のレジストレーシ
ョンを表す情報を遠隔コンピュータシステムから前記送受信機を介して受け取るように構
成された、請求項１９８に記載のモバイル機器。
【請求項２００】
　前記データトラックが第１の情報を更に符号化し、前記印刷媒体が、第２の情報を符号
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化している第２の符号化データを更に含み、前記第１の情報が前記第２の情報を表し、前
記モバイル機器が、印刷中のデータと前記第２の符号化データの間のレジストレーション
を決定するように構成された、請求項１９７に記載のモバイル機器。
【請求項２０１】
　決定したレジストレーションを前記送受信機を介して遠隔コンピュータシステムに送信
するように構成された、請求項２００に記載のモバイル機器。
【請求項２０２】
　（ａ）インクジェット印刷ヘッドと、
　（ｂ）印刷中、印刷媒体を給送方向に前記印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通
路と、
　（ｃ）前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印
刷ヘッドが前記印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することが
でき、前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッ
ピング機構と
を備え、前記キャッパが、前記印刷媒体が前記給送通路を通って移動する際に、前記印刷
媒体の縁によって前記キャップ位置と非キャップ位置の間を移動するモバイル機器。
【請求項２０３】
　前記キャップ位置では、前記キャッパが弾性的に前記キャッピング関係に強制される、
請求項２０２に記載のモバイル機器。
【請求項２０４】
　前記キャッピング機構が、前記キャッパが前記キャップ位置から前記非キャップ位置へ
移動する際に、前記キャッパが給送方向に変位するように構成された、請求項２０３に記
載のモバイル機器。
【請求項２０５】
　前記キャッピング機構が、前記キャッパが給送方向に変位する際に、前記キャッパが前
記印刷ヘッドから遠ざかる方向に同時に変位するように更に構成された、請求項２０４に
記載のモバイル機器。
【請求項２０６】
　前記キャッピング機構が、前記非キャップ位置で、次に給送方向とは逆の方向に変位す
る、請求項２０５に記載のモバイル機器。
【請求項２０７】
　前記印刷媒体が前記印刷ヘッドによって印刷されている間、前記キャッパを前記非キャ
ップ位置に保持するためのロック機構を更に備えた、請求項２０６に記載のモバイル機器
。
【請求項２０８】
　前記ロック機構が、非ロック位置とロック位置の間で回転するように取り付けられた少
なくとも１つのカムを備え、前記少なくとも１つのカムが、前記非ロック位置では、印刷
媒体が存在していない場合、少なくとも部分的に前記給送通路の中へ展開するように構成
され、前記少なくとも１つのカムが、前記印刷媒体が前記給送通路を通って給送される際
に前記印刷媒体の縁に係合し、前記少なくとも１つのカムが前記印刷媒体によって前記ロ
ック位置へ回転するように配置され、且つ、構成され、また、前記ロック位置では、前記
キャッパが、前記媒体の後縁が前記印刷ヘッドを通過するまで前記非キャップ位置に保持
される、請求項２０７に記載のモバイル機器。
【請求項２０９】
　前記カムが、前記印刷媒体の縁が前記給送通路内の所定の位置を通過すると、弾性バイ
アスされて前記非ロック位置へ復帰し、それにより前記キャッパが前記キャップ位置へ復
帰する、請求項２０８に記載のモバイル機器。
【請求項２１０】
　前記少なくとも１つのカムが、前記印刷媒体と前記カムが前記給送通路内で係合する際
に、前記印刷媒体に対して実質的に直角の軸の周りに回転するように取り付けられた、請
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求項２０８に記載のモバイル機器。
【請求項２１１】
　前記印刷媒体と係合し、前記印刷媒体を前記インクジェット印刷ヘッドの先へ駆動する
ための駆動軸を更に備えた、請求項２０２に記載のモバイル機器。
【請求項２１２】
　前記駆動軸を回転させるための駆動ローラを更に備え、前記駆動ローラが、カートリッ
ジが前記モバイル機器に装てんされると、前記モバイル機器内の相補駆動機構によって駆
動されるように構成された、請求項２１１に記載のモバイル機器。
【請求項２１３】
　前記駆動ローラと前記駆動軸が同軸である、請求項２１２に記載のモバイル機器。
【請求項２１４】
　前記駆動軸が、前記印刷ヘッドの上流側の印刷媒体通路に配置された、請求項２１３に
記載のモバイル機器。
【請求項２１５】
　複数のインク噴射ノズルのアレイを有する印刷ヘッドと、前記ノズルによって噴射され
るインクを前記印刷ヘッドに供給するための少なくとも１つのインク貯蔵容器とを更に備
え、前記少なくとも１つのインク貯蔵容器のそれぞれが、負の静水圧のインクを前記ノズ
ルに誘導するための少なくとも１つの吸取り構造を備えた、請求項２０２に記載のモバイ
ル機器。
【請求項２１６】
　使用中、
　運動量によってシートの後縁が前記印刷ヘッドの先へ突出して印刷が完了するよう、印
刷が完了する前に前記シートと前記駆動軸の係合が解除される、請求項２１４に記載のモ
バイル機器。
【請求項２１７】
　前記印刷ヘッドが、
　インクを噴射するための複数のノズルのアレイと、
　前記ノズルに印刷データを提供するための印刷データ回路と、
　前記モバイル機器内の印刷エンジン制御装置によって動作するビーコンから前記印刷デ
ータを光学的に受け取るための光センサと
を備えた、請求項２０２に記載のモバイル機器。
【請求項２１８】
　前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　前記印刷ヘッドに対する前記媒体基板の位置を示す信号を前記印刷エンジン制御装置に
提供するための位置センサと
を更に備え、
　前記印刷エンジン制御装置が、前記信号を弁別して前記印刷ヘッドに対する前記媒体基
板の速度を引き出し、前記速度の変化に応答して前記印刷ヘッドの動作を調整する、請求
項２０２に記載のモバイル機器。
【請求項２１９】
　前記印刷ヘッドにインクを供給するための少なくとも１つのインク貯蔵容器を更に備え
、前記少なくとも１つのインク貯蔵容器が、
　インクの貯蔵容積を画定しているハウジングと、
　前記インクの貯蔵容積を、前記印刷ヘッドに気密接続するための少なくとも１つのイン
ク出口を個々に有する複数のセクションに分割している１つ又は複数のバッフルと、
　隣接するセクションの前記インク出口とインク出口の間の流体連絡を確立している少な
くとも１つのコンジットと
を備えた、請求項２０２に記載のモバイル機器。
【請求項２２０】
　前記モバイル機器が遠隔通信デバイスである、請求項２０２に記載のモバイル機器。
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【請求項２２１】
　前記モバイル機器が移動電話機である、請求項２０２に記載のモバイル機器。
【請求項２２２】
　（ａ）インクジェット印刷ヘッドと、
　（ｂ）印刷中、印刷媒体を給送方向に前記印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通
路と、
　（ｃ）前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印
刷ヘッドが前記印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することが
でき、前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッ
ピング機構と、
　（ｄ）前記媒体の後縁が前記印刷ヘッドを通過するまで前記キャッパを前記非キャップ
位置に保持するように構成されたロック機構と
を備えたモバイル機器。
【請求項２２３】
　前記ロック機構が、非ロック位置とロック位置の間で回転するように取り付けられた少
なくとも１つのカムを備え、前記少なくとも１つのカムが、前記非ロック位置では、印刷
媒体が存在していない場合、少なくとも部分的に前記給送通路の中へ展開するように構成
され、前記少なくとも１つのカムが、前記印刷媒体が前記給送通路を通って給送される際
に前記印刷媒体の縁に係合し、前記少なくとも１つのカムが前記印刷媒体によって前記ロ
ック位置へ回転するように配置され、且つ、構成され、また、前記ロック位置では、前記
キャッパが、前記媒体の後縁が前記印刷ヘッドを通過するまで前記非キャップ位置に保持
される、請求項２２２に記載のモバイル機器。
【請求項２２４】
　前記カムが、前記印刷媒体の縁が前記給送通路内の所定の位置を通過すると、弾性バイ
アスされて前記非ロック位置へ復帰し、それにより前記キャッパが前記キャップ位置へ復
帰する、請求項２２３に記載のモバイル機器。
【請求項２２５】
　前記少なくとも１つのカムが、前記印刷媒体と前記カムが前記給送通路内で係合する際
に、前記印刷媒体に対して実質的に直角の軸の周りに回転するように取り付けられた、請
求項２２３に記載のモバイル機器。
【請求項２２６】
　前記ロック機構が、前記印刷媒体を捕獲することなく前記キャッパを前記キャップ位置
に解放することができるよう、前記媒体の後縁が前記キャッパを通過するまで前記キャッ
パを前記非キャップ位置に保持するように構成された、請求項２２２に記載のモバイル機
器。
【請求項２２７】
　前記印刷媒体が前記印刷ヘッドによって印刷されている間、前記キャッパを前記非キャ
ップ位置に保持するためのロック機構を更に備えた、請求項２２６に記載のモバイル機器
。
【請求項２２８】
　前記ロック機構が、非ロック位置とロック位置の間で回転するように取り付けられた少
なくとも１つのカムを備え、前記少なくとも１つのカムが、前記非ロック位置では、印刷
媒体が存在していない場合、少なくとも部分的に前記給送通路の中へ展開するように構成
され、前記少なくとも１つのカムが、前記印刷媒体が前記給送通路を通って給送される際
に前記印刷媒体の縁に係合し、前記少なくとも１つのカムが前記印刷媒体によって前記ロ
ック位置へ回転するように配置され、且つ、構成され、また、前記ロック位置では、前記
キャッパが、前記媒体の後縁が前記印刷ヘッドを通過するまで前記非キャップ位置に保持
される、請求項２２７に記載のモバイル機器。
【請求項２２９】
　前記カムが、前記印刷媒体の縁が前記給送通路内の所定の位置を通過すると、弾性バイ
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アスされて前記非ロック位置へ復帰し、それにより前記キャッパが前記キャップ位置へ復
帰する、請求項２２８に記載のモバイル機器。
【請求項２３０】
　前記少なくとも１つのカムが、前記印刷媒体と前記カムが前記給送通路内で係合する際
に、前記印刷媒体に対して実質的に直角の軸の周りに回転するように取り付けられた、請
求項２２８に記載のモバイル機器。
【請求項２３１】
　前記印刷媒体と係合し、前記印刷媒体を前記インクジェット印刷ヘッドの先へ駆動する
ための駆動軸を更に備えた、請求項２２２に記載のモバイル機器。
【請求項２３２】
　前記駆動軸を回転させるための駆動ローラを更に備え、前記駆動ローラが、カートリッ
ジが前記モバイル機器に装てんされると、前記モバイル機器内の相補駆動機構によって駆
動されるように構成された、請求項２３１に記載のモバイル機器。
【請求項２３３】
　前記駆動ローラと前記駆動軸が同軸である、請求項２３２に記載のモバイル機器。
【請求項２３４】
　前記駆動軸が、前記印刷ヘッドの上流側の前記印刷媒体通路に配置された、請求項２３
３に記載のモバイル機器。
【請求項２３５】
　複数のインク噴射ノズルのアレイを有する印刷ヘッドと、前記ノズルによって噴射され
るインクを前記印刷ヘッドに供給するための少なくとも１つのインク貯蔵容器とを更に備
え、前記少なくとも１つのインク貯蔵容器のそれぞれが、負の静水圧のインクを前記ノズ
ルに誘導するための少なくとも１つの吸取り構造を備えた、請求項２２２に記載のモバイ
ル機器。
【請求項２３６】
　使用中、
　運動量によってシートの後縁が前記印刷ヘッドの先へ突出して印刷が完了するよう、印
刷が完了する前に前記シートと前記駆動軸の係合が解除される、請求項２３４に記載のモ
バイル機器。
【請求項２３７】
　前記印刷ヘッドが、
　インクを噴射するための複数のノズルのアレイと、
　前記ノズルに印刷データを提供するための印刷データ回路と、
　前記モバイル機器内の印刷エンジン制御装置によって動作するビーコンから前記印刷デ
ータを光学的に受け取るための光センサと
を備えた、請求項２２２に記載のモバイル機器。
【請求項２３８】
　前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　前記印刷ヘッドに対する前記媒体基板の位置を示す信号を前記印刷エンジン制御装置に
提供するための位置センサと
を更に備え、
　前記印刷エンジン制御装置が、前記信号を弁別して前記印刷ヘッドに対する前記媒体基
板の速度を引き出し、前記速度の変化に応答して前記印刷ヘッドの動作を調整する、請求
項２２２に記載のモバイル機器。
【請求項２３９】
　前記印刷ヘッドにインクを供給するための少なくとも１つのインク貯蔵容器を更に備え
、前記少なくとも１つのインク貯蔵容器が、
　インクの貯蔵容積を画定しているハウジングと、
　前記インクの貯蔵容積を、前記印刷ヘッドに気密接続するための少なくとも１つのイン
ク出口を個々に有する複数のセクションに分割している１つ又は複数のバッフルと、
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　隣接するセクションの前記インク出口とインク出口の間の流体連絡を確立している少な
くとも１つのコンジットと
を備えた、請求項２２２に記載のモバイル機器。
【請求項２４０】
　前記モバイル機器が遠隔通信デバイスである、請求項２２２に記載のモバイル機器。
【請求項２４１】
　前記モバイル機器が移動電話機である、請求項２２２に記載のモバイル機器。
【請求項２４２】
　プリンタと共に使用するための印刷媒体であって、
　第１及び第２の相対する面を画定している積層基板と、
　前記積層基板上の第１のデータ領域に配置された、第１の情報を符号化している第１の
データフォーマットの第１の符号化データと、
　前記積層基板上の第２のデータ領域に配置された、第２の情報を符号化している第２の
データフォーマットの第２の符号化データと
を備え、前記第１の情報が前記第２の情報を表す印刷媒体。
【請求項２４３】
　前記第１の情報と前記第２の情報が同じ情報である、請求項２４２に記載の印刷媒体。
【請求項２４４】
　前記第１の情報が文書識別子である、請求項２４３に記載の印刷媒体。
【請求項２４５】
　前記第１のフォーマットが線形パターンである、請求項２４２に記載の印刷媒体。
【請求項２４６】
　前記第２のフォーマットが二次元パターンである、請求項２４５に記載の印刷媒体。
【請求項２４７】
　前記第１のフォーマットが線形符号化データトラックである、請求項２４５に記載の印
刷媒体。
【請求項２４８】
　前記第１のフォーマットが線形符号化データトラックである、請求項２４６に記載の印
刷媒体。
【請求項２４９】
　平均的な人間の裸眼では、前記第１及び第２の符号化データのいずれか一方又は両方を
実質的に見ることができない、請求項２４７に記載の印刷媒体。
【請求項２５０】
　１つ又は複数の追加領域を更に備え、前記１つ又は複数の追加領域のそれぞれが前記第
１のフォーマットの他の符号化データを含む、請求項２４２に記載の印刷媒体。
【請求項２５１】
　前記追加領域のそれぞれの前記符号化データが前記第１の情報を含む、請求項２５０に
記載の印刷媒体。
【請求項２５２】
　前記第１の領域及び前記追加領域の個々の前記符号化データが、それぞれ前記第１の領
域及び追加領域のそれぞれに固有の配向標識を含む、請求項２５１に記載の印刷媒体。
【請求項２５３】
　配向標識のそれぞれが、対応する符号化データが配置されている領域を独自に識別する
ための十分なビットの価値のデータを含む、請求項２５２に記載の印刷媒体。
【請求項２５４】
　３つの追加領域が存在し、
　前記第１の符号化データ及び前記追加領域のうちの１つの前記符号化データが、前記２
つの面のうちの第１の面の両側の縁に沿って配置され、
　残りの２つの追加領域の前記符号化データが、前記２つの面のうちの前記第２の面の両
側の縁に沿って配置された、請求項２５３に記載の印刷媒体。
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【請求項２５５】
　前記第２の符号化データが、前記第１の符号化データと、前記２つの面のうちの前記第
１の面の前記追加領域のうちの１つとの間に配置された、請求項２６４に記載の印刷媒体
。
【請求項２５６】
　前記２つの面のうちの前記第２の面の前記追加領域と追加領域の間に配置された前記第
２のフォーマットの他の符号化データを含む、請求項２５５に記載の印刷媒体。
【請求項２５７】
　前記２つの面のうちの少なくとも一方の面に予め印刷済みの人間可読情報を更に含む、
請求項２４２に記載の印刷媒体。
【請求項２５８】
　前記人間可読情報が少なくとも１つの方向標識を含む、請求項２５７に記載の印刷媒体
。
【請求項２５９】
　前記人間可読情報が、機能を示す少なくとも１つのアイコンを含む、請求項２５７に記
載の印刷媒体。
【請求項２６０】
　前記第１の情報が埋込み型クロック信号を含む、請求項２４７に記載の印刷媒体。
【請求項２６１】
　前記２つの面のうちの少なくとも一方の面に少なくとも１つのクロックトラックを更に
備えた、請求項２４２に記載の印刷媒体。
【請求項２６２】
　モバイル機器であって、
　無線遠隔通信網を介して信号を送信し、且つ、受信するための送受信機と、
　接続履歴情報の視覚レイアウトを表すドットデータを生成するために、前記送受信機を
介して前記モバイル機器に送信し、或いは前記モバイル機器から受信した通信に関連する
接続履歴情報を処理するための処理手段と、
　前記ドットデータを受け取り、且つ、受け取ったドットデータを印刷媒体に印刷するよ
うに構成されたインテグラルプリンタと
を備えたモバイル機器。
【請求項２６３】
　前記接続履歴情報が、前記モバイル機器との少なくとも１つの先行接続又は接続試行に
対する発信アドレスを含む、請求項２６２に記載のモバイル機器。
【請求項２６４】
　前記接続履歴情報が、前記発信アドレスに関連する個人又は他のエンティティの識別を
含む、請求項２６３に記載のモバイル機器。
【請求項２６５】
　前記接続履歴情報が、前記発信アドレスから音声メールを受信したことを示す人間可読
指示を含む、請求項２６４に記載のモバイル機器。
【請求項２６６】
　前記接続履歴情報が、前記モバイル機器を介してなされた１つ又は複数の接続又は接続
試行を含む、請求項２６２に記載のモバイル機器。
【請求項２６７】
　前記印刷媒体が、意図する印刷方向に展開している線形符号化データトラックを備え、
前記モバイル機器が、
　前記ドットデータを印刷している間、前記データトラックを知覚するように構成された
センサと、
　噴射制御信号に応答して前記印刷媒体に印刷するための印刷ヘッドと、
　前記知覚したデータトラックに基づいて前記噴射制御信号を生成するために接続された
噴射制御手段と
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を備えた、請求項２６２に記載のモバイル機器。
【請求項２６８】
　印刷中に前記センサが前記データトラックを知覚している間、前記データトラックを照
射するための発光デバイスを更に備えた、請求項２６７に記載のモバイル機器。
【請求項２６９】
　前記データトラックが赤外線インクを使用して印刷され、前記発光デバイスが赤外線ス
ペクトルの光を放出し、前記光センサが前記赤外線スペクトルに感応する、請求項２６８
に記載のモバイル機器。
【請求項２７０】
　前記データトラックがクロックコードのみを含んだクロックトラックであり、前記噴射
制御手段が、前記知覚したデータトラックから生成されるクロック信号の形態の前記噴射
制御信号を生成するように構成された、請求項２６７に記載のモバイル機器。
【請求項２７１】
　前記データトラックが、埋込み型クロック信号を含んだ第１の情報を含み、前記噴射制
御手段が、前記知覚したデータトラックから引き出されるクロック信号の形態の前記噴射
制御信号を生成するように構成された、請求項２６７に記載のモバイル機器。
【請求項２７２】
　前記第１の情報が、前記印刷媒体の少なくとも１つの物理特性を表し、前記モバイル機
器が、少なくとも部分的に前記物理特性のうちの少なくとも１つに基づいて前記印刷ヘッ
ドの動作を制御するように構成された、請求項２７１に記載のモバイル機器。
【請求項２７３】
　前記知覚したデータトラックを使用して前記印刷ヘッドに対する前記印刷媒体の絶対位
置を決定し、且つ、前記決定を利用して前記印刷媒体に印刷するように構成された、請求
項２６７に記載のモバイル機器。
【請求項２７４】
　前記データトラックが第１の情報を更に符号化し、前記印刷媒体が、第２の情報を符号
化している第２の符号化データを更に含み、前記第１の情報が前記第２の情報を表し、前
記モバイル機器が、印刷中のデータと前記第２の符号化データの間に所定のレジストレー
ションが存在するように前記印刷媒体に印刷するように構成された、請求項２７３に記載
のモバイル機器。
【請求項２７５】
　前記所定のレジストレーションを表す情報を遠隔コンピュータシステムから前記送受信
機を介して受け取るように構成された、請求項２７４に記載のモバイル機器。
【請求項２７６】
　前記データトラックが第１の情報を更に符号化し、前記印刷媒体が、第２の情報を符号
化している第２の符号化データを更に含み、前記第１の情報が前記第２の情報を表し、前
記モバイル機器が、印刷中のデータと前記第２の符号化データの間の所定のレジストレー
ションを決定するように構成された、請求項２７３に記載のモバイル機器。
【請求項２７７】
　決定したレジストレーションを前記送受信機を介して遠隔コンピュータシステムに送信
するように構成された、請求項２７６に記載のモバイル機器。
【請求項２７８】
　モバイル機器に使用するためのインクカートリッジであって、
　インクを保持するための少なくとも１つのインク貯蔵容器と、
　前記少なくとも１つのインク貯蔵容器を複数のセクションに分割している少なくとも１
つのバッフルであって、個々のインク貯蔵容器内の前記セクションのそれぞれが開口を介
して前記インク貯蔵容器内の他のセクションのそれぞれと流体連絡しているバッフルと、
　前記少なくとも１つの貯蔵容器のそれぞれの中の少なくとも１つの多孔性インサートで
あって、実質的にすべての個々のインク貯蔵容器が前記少なくとも１つの多孔性インサー
トで満たされる多孔性インサートと
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を備えたインクカートリッジ。
【請求項２７９】
　貯蔵容器のそれぞれが、少なくとも１つの凹状部分を備えた単一の多孔性インサートを
備え、凹状部分のそれぞれが、前記貯蔵容器内の複数の前記バッフルのうちの１つと係合
するように構成された、請求項２７８に記載のインクカートリッジ。
【請求項２８０】
　前記凹状部分の周囲の多孔性インサートのそれぞれの表面が、その対応するバッフルの
表面と気密係合した、請求項２７９に記載のインクカートリッジ。
【請求項２８１】
　前記多孔性インサートが単一構造の多孔性インサートである、請求項２８０に記載のイ
ンクカートリッジ。
【請求項２８２】
　前記多孔性インサートが連続気泡発泡体から形成された、請求項２８１に記載のインク
カートリッジ。
【請求項２８３】
　少なくとも１つの多孔性インサートの縁に沿って展開しているウィックを更に備え、前
記ウィックが、前記少なくとも１つの多孔性インサートから、前記カートリッジの一部を
形成しているページ幅印刷ヘッドにインクを分配するように構成されたインク分配構造へ
インクを運ぶように構成された、請求項２７９に記載のインクカートリッジ。
【請求項２８４】
　前記インク分配構造が複数のインクダクトを備えた、請求項２８３に記載のインクカー
トリッジ。
【請求項２８５】
　前記少なくとも１つの貯蔵容器内のインクが周囲の空気圧に対して負圧で保持されるよ
うに構成された、請求項２７８に記載のインクカートリッジ。
【請求項２８６】
　色が相対的に異なるインクを含有した複数のインク貯蔵容器を更に備えた、請求項２７
８に記載のインクカートリッジ。
【請求項２８７】
　印刷中、印刷媒体を給送方向に前記印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通路と、
　印刷するために前記印刷媒体を前記インクジェット印刷ヘッドの先へ駆動するための駆
動機構と
を備えた、請求項２７８に記載のインクカートリッジ。
【請求項２８８】
　前記駆動機構が、前記印刷媒体と係合し、前記印刷媒体を前記インクジェット印刷ヘッ
ドの先へ駆動するための媒体ローラを備えた受動機構である、請求項２８７に記載のカー
トリッジ。
【請求項２８９】
　前記カートリッジが前記モバイル機器に装てんされると、前記モバイル機器内の相補駆
動機構によって駆動されるように構成された駆動ローラを更に備えた、請求項２８８に記
載のカートリッジ。
【請求項２９０】
　前記媒体ローラと前記駆動ローラが同軸である、請求項２８９に記載のカートリッジ。
【請求項２９１】
　前記媒体ローラが、前記印刷ヘッドの上流側の前記印刷媒体通路に配置された、請求項
２９０に記載のカートリッジ。
【請求項２９２】
　前記カートリッジが、使用中、前記媒体ローラとの係合が解除された後に、前記印刷媒
体の後縁が前記印刷ヘッドを通過するように前記媒体ローラが前記印刷媒体を駆動するよ
うに構成された、請求項２９１に記載のカートリッジ。
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【請求項２９３】
　前記駆動ローラがはめ歯である、請求項２９２に記載のカートリッジ。
【請求項２９４】
　前記駆動ローラが弾性周縁を備えた、請求項２８９に記載のカートリッジ。
【請求項２９５】
　非使用時に前記印刷ヘッドに蓋をするためのキャッピング機構を備えた、請求項２７８
に記載のカートリッジ。
【請求項２９６】
　前記キャッピング機構が、
　前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印刷ヘッ
ドが前記印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、
前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備え、
　前記キャッパが、前記印刷媒体が前記印刷媒体通路を通って駆動される際に、前記印刷
媒体の縁によって前記キャップ位置と非キャップ位置の間を移動する、請求項２９５に記
載のカートリッジ。
【請求項２９７】
　印刷中に前記印刷媒体上の符号化データを知覚するためのセンサを備えた、請求項２７
８に記載のカートリッジ。
【請求項２９８】
　モバイル機器のための印刷カートリッジであって、
　媒体基板を給送通路に沿って給送するための媒体係合表面を備えた駆動軸と、
　前記駆動軸に隣接する、前記媒体基板を前記媒体係合表面に対してバイアスさせるため
の媒体ガイドと
を備えた印刷カートリッジ。
【請求項２９９】
　少なくとも１つのインク貯蔵容器と、インクジェット印刷ヘッドと、非使用時に前記印
刷ヘッドに蓋をするためのキャッパとを更に備えた、請求項２９８に記載の印刷カートリ
ッジ。
【請求項３００】
　前記インク貯蔵容器、前記印刷ヘッド及び前記キャッパを密閉するための剛直な外部ケ
ーシングを更に備え、前記外部ケーシングが、媒体入口スロット及び媒体出口スロットを
画定している、請求項２９９に記載の印刷カートリッジ。
【請求項３０１】
　前記媒体ガイドが、前記媒体入口スロットの一方の側から前記駆動軸の前記媒体係合表
面に向かって展開している一連のばね上フィンガである、請求項３００に記載の印刷カー
トリッジ。
【請求項３０２】
　前記駆動軸に取り付けられた駆動ローラを更に備え、前記駆動ローラが、前記モバイル
機器内の駆動システムに接触させるためのエラストマーリムを有する、請求項３００に記
載の印刷カートリッジ。
【請求項３０３】
　電力及び印刷データのための電気コンタクトを前記外部ケーシングの上に更に備え、前
記コンタクト及び前記駆動ローラが、前記モバイル機器の中に挿入されると、対応するコ
ンタクト及び前記駆動システムがそれぞれ同時に係合するように配置された、請求項３０
２に記載の印刷カートリッジ。
【請求項３０４】
　複数のインク噴射ノズルのアレイを有する印刷ヘッドと、前記ノズルによって噴射され
るインクを前記印刷ヘッドに供給するための少なくとも１つのインク貯蔵容器であって、
負の静水圧のインクを前記ノズルに誘導するための少なくとも１つの吸取り構造を個々に
備えたインク貯蔵容器と、非使用時に前記印刷ヘッドに蓋をするためのキャッピング機構
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とを更に備えた、請求項２９８に記載の印刷カートリッジ。
【請求項３０５】
　（ａ）前記給送通路に隣接する印刷ヘッドと、
　（ｂ）前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印
刷ヘッドが前記印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することが
でき、前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッ
ピング機構と、
　（ｃ）前記キャッパに接続された力伝達機構であって、前記媒体が前記給送通路に対し
て移動する際に前記媒体の縁によって加えられる力が前記力伝達機構によって前記キャッ
パに伝達され、それにより、前記媒体が前記キャッパに到達する前に、前記キャッパが前
記キャップ位置から前記非キャップ位置への移動を少なくとも開始するように構成された
力伝達機構と
を更に備えた、請求項２９８に記載の印刷カートリッジ。
【請求項３０６】
　（ａ）前記給送通路に隣接する印刷ヘッドと、
　（ｂ）前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印
刷ヘッドが前記印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することが
でき、前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッ
ピング機構と、
　（ｃ）前記媒体の後縁が前記印刷ヘッドを通過するまで前記キャッパを前記非キャップ
位置に保持するように構成されたロック機構と
を更に備えた、請求項２９８に記載の印刷カートリッジ。
【請求項３０７】
　（ａ）前記給送通路に隣接する印刷ヘッドと、
　（ｂ）前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印
刷ヘッドが前記印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することが
できるキャッパを備えたキャッピング機構と
を更に備え、
　（ｃ）前記キャッパアセンブリが、前記媒体によって、前記媒体との係合が解除される
と前記キャップ位置へ移動するように前記非キャップ位置に保持される、請求項２９８に
記載の印刷カートリッジ。
【請求項３０８】
　前記媒体基板に印刷するための印刷ヘッド
を更に備え、
　前記媒体基板がシートであり、使用中、
　運動量によって前記シートの後縁が前記印刷ヘッドの先へ突出して印刷が完了するよう
、印刷が完了する前に前記シートと前記駆動軸の係合が解除される、請求項２９８に記載
の印刷カートリッジ。
【請求項３０９】
　インクを噴射するための複数のノズルのアレイと、
　前記ノズルに印刷データを提供するための印刷データ回路と、
　前記モバイル機器内の印刷エンジン制御装置によって動作するビーコンから前記印刷デ
ータを光学的に受け取るための光センサと
を備えた印刷ヘッドを更に備えた、請求項２９８に記載の印刷カートリッジ。
【請求項３１０】
　前記モバイル機器が、前記駆動軸を摩擦によって回転させるための駆動システムを有す
る、請求項２９８に記載の印刷カートリッジ。
【請求項３１１】
　前記媒体基板に印刷するためのインクジェット印刷ヘッドを更に備え、前記モバイル機
器が、
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　前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　前記印刷ヘッドに対する前記媒体基板の位置を示す信号を前記印刷エンジン制御装置に
提供するための位置センサと
を備え、
　前記印刷エンジン制御装置が、前記信号を弁別して前記印刷ヘッドに対する前記媒体基
板の速度を引き出し、前記速度の変化に応答して前記印刷ヘッドの動作を調整する、請求
項２９８に記載の印刷カートリッジ。
【請求項３１２】
　前記媒体基板に印刷するためのインクジェット印刷ヘッドを更に備え、前記モバイル機
器が、
　前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置を備え、使用中、
　前記印刷エンジン制御装置が、前記駆動軸が完全に回転した数及び部分的に回転した数
を知覚し、前記駆動軸の角速度の変化に応答して前記印刷ヘッドの動作を調整する、請求
項２９８に記載の印刷カートリッジ。
【請求項３１３】
　前記印刷ヘッドにインクを供給するための少なくとも１つのインク貯蔵容器を更に備え
、前記少なくとも１つのインク貯蔵容器が、
　インクの貯蔵容積を画定しているハウジングと、
　前記インクの貯蔵容積を、前記印刷ヘッドに気密接続するための少なくとも１つのイン
ク出口を個々に有する複数のセクションに分割している１つ又は複数のバッフルと、
　隣接するセクションの前記インク出口とインク出口の間の流体連絡を確立している少な
くとも１つのコンジットと
を備えた、請求項２９８に記載の印刷カートリッジ。
【請求項３１４】
　前記媒体基板が、その表面の少なくとも一部に符号化データを備えたシートであり、前
記モバイル機器が、前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　前記符号化データを読み取り、前記シートの少なくとも１つの寸法を示す信号を生成し
、且つ、生成した信号を前記印刷エンジン制御装置に送信するためのセンサと
を更に備え、
　前記印刷エンジン制御装置が、前記シートが前記印刷ヘッドに対して所定の位置に位置
している場合、前記信号を使用して印刷を開始する、請求項２９８に記載の印刷カートリ
ッジ。
【請求項３１５】
　前記媒体基板を印刷するための印刷ヘッドを更に備え、前記媒体基板が、その表面の少
なくとも一部に符号化データを有し、前記モバイル機器が、前記印刷ヘッドの動作を制御
するための印刷エンジン制御装置と、
　前記印刷ヘッドを通過する前及び通過した後に前記符号化データを読み取るための二重
知覚設備と
を更に備えた、請求項２９８に記載の印刷カートリッジ。
【請求項３１６】
　媒体基板を印刷するための複数のノズルのアレイを備えた印刷ヘッドと、
　前記ノズルを覆うキャップ位置と前記ノズルから間隔を隔てた非キャップ位置との間を
移動することができるキャッパアセンブリと
を備え、
　前記キャッパアセンブリが、前記媒体によって、前記媒体との係合が解除されると前記
キャップ位置へ移動するように前記非キャップ位置に保持されるモバイル機器。
【請求項３１７】
　前記媒体基板のシートが符号化され、印刷エンジン制御装置が、前記印刷ヘッドに対す
る前記シートの位置を決定するために光センサを使用する、請求項３１６に記載のモバイ
ル機器。
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【請求項３１８】
　前記媒体を前記印刷ヘッドの先へ給送するための駆動軸を更に備えた、請求項３１６に
記載のモバイル機器。
【請求項３１９】
　前記媒体基板がシートであり、印刷に先立って前記シートの後縁と前記駆動軸の係合が
解除され、前記シートの運動量によって前記後縁が前記印刷ヘッドの先へ突出する、請求
項３１８に記載のモバイル機器。
【請求項３２０】
　前記キャッパアセンブリが、前記シートの印刷が完了した後、前記シートの一部が前記
モバイル機器の外に出て手で容易に収集することができるよう、前記シートを軽く把握す
る、請求項３１９に記載のモバイル機器。
【請求項３２１】
　前記キャッパアセンブリが、前記シートの前縁と係合すると、前記キャップ位置から前
記非キャップ位置へ向かって移動する、請求項３２０に記載のモバイル機器。
【請求項３２２】
　前記印刷ヘッドが、印刷中、前記印刷媒体を給送方向に前記印刷ヘッドの先へ導くため
の印刷媒体給送通路、及び印刷するために前記印刷媒体を前記印刷ヘッドの先へ駆動する
ための駆動機構を更に備えたカートリッジに組み込まれた、請求項３１６に記載のモバイ
ル機器。
【請求項３２３】
　前記印刷ヘッドが、複数のインク噴射ノズルのアレイを有し、且つ、前記ノズルによっ
て噴射されるインクを前記印刷ヘッドに供給するための少なくとも１つのインク貯蔵容器
であって、負の静水圧のインクを前記ノズルに誘導するための少なくとも１つの吸取り構
造を個々に備えたインク貯蔵容器と、非使用時に前記印刷ヘッドに蓋をするためのキャッ
ピング機構とを更に備えたカートリッジに組み込まれた、請求項３１６に記載のモバイル
機器。
【請求項３２４】
　（ａ）印刷中、印刷媒体を給送方向に前記印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通
路と、
　（ｂ）前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印
刷ヘッドが前記印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することが
でき、前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッ
ピング機構と、
　（ｃ）前記キャッパに接続された力伝達機構であって、前記媒体が前記給送通路に対し
て移動する際に前記媒体の縁によって加えられる力が前記力伝達機構によって前記キャッ
パに伝達され、それにより、前記媒体が前記キャッパに到達する前に、前記キャッパが前
記キャップ位置から前記非キャップ位置への移動を少なくとも開始するように構成された
力伝達機構と
を更に備えた、請求項３１６に記載のモバイル機器。
【請求項３２５】
　（ａ）印刷中、印刷媒体を給送方向に前記印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通
路と、
　（ｂ）前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印
刷ヘッドが前記印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することが
でき、前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッ
ピング機構と、
　（ｃ）前記媒体の後縁が前記印刷ヘッドを通過するまで前記キャッパを前記非キャップ
位置に保持するように構成されたロック機構と
を更に備えた、請求項３１９に記載のモバイル機器。
【請求項３２６】
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　前記駆動アセンブリが、媒体基板を給送通路に沿って給送するための媒体係合表面を備
えた駆動軸と、
　前記駆動軸に隣接する、前記媒体基板を前記媒体係合表面に対してバイアスさせるため
の媒体ガイドと
を有する、請求項３１６に記載のモバイル機器。
【請求項３２７】
　前記媒体基板のシートを前記印刷ヘッドの先へ給送するための駆動軸を更に備え、使用
中、
　運動量によって前記シートの後縁が前記印刷ヘッドの先へ突出して印刷が完了するよう
、印刷が完了する前に前記シートと前記駆動軸の係合が解除される、請求項３１６に記載
のモバイル機器。
【請求項３２８】
　前記印刷ヘッドが、
　インクを噴射するための複数のノズルのアレイと、
　前記ノズルに印刷データを提供するための印刷データ回路と、
　印刷エンジン制御装置によって動作するビーコンから前記印刷データを光学的に受け取
るための光センサと
を備えた、請求項３１６に記載のモバイル機器。
【請求項３２９】
　前記媒体基板のシートを前記印刷ヘッドの先へ給送するための駆動軸と、前記駆動軸を
回転させるための駆動システムとを更に備え、
　前記駆動システムとの摩擦によって前記駆動ローラが回転する、請求項３１６に記載の
モバイル機器。
【請求項３３０】
　前記媒体を前記印刷ヘッドの先へ給送するための媒体給送アセンブリと、
　前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　前記印刷ヘッドに対する前記媒体基板の位置を示す信号を前記印刷エンジン制御装置に
提供するための位置センサと
を更に備え、
　前記印刷エンジン制御装置が、前記信号を弁別して前記印刷ヘッドに対する前記媒体基
板の速度を引き出し、前記速度の変化に応答して前記印刷ヘッドの動作を調整する、請求
項３１６に記載のモバイル機器。
【請求項３３１】
　前記媒体を前記印刷ヘッドの先へ給送するための駆動軸と、
　前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と
を更に備え、使用中、
　前記印刷エンジン制御装置が、前記駆動軸が完全に回転した数及び部分的に回転した数
を知覚し、前記駆動軸の角速度の変化に応答して前記印刷ヘッドの動作を調整する、請求
項３１６に記載のモバイル機器。
【請求項３３２】
　インクの貯蔵容積を画定しているハウジングと、
　前記インクの貯蔵容積を、前記印刷ヘッドに気密接続するための少なくとも１つのイン
ク出口を個々に有する複数のセクションに分割している１つ又は複数のバッフルと、
　隣接するセクションの前記インク出口とインク出口の間の流体連絡を確立している少な
くとも１つのコンジットと
を備えた少なくとも１つのインク貯蔵容器を更に備えた、請求項３１６に記載のモバイル
機器。
【請求項３３３】
　前記媒体基板が、その表面の少なくとも一部に符号化データが配置されたシートであり
、前記モバイル機器が、
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　媒体基板の前記シートを給送通路に沿って前記印刷ヘッドの先へ給送するための媒体給
送アセンブリと、
　前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　前記符号化データを読み取り、前記シートの少なくとも１つの寸法を示す信号を生成し
、且つ、生成した信号を前記印刷エンジン制御装置に送信するためのセンサと
を更に備え、
　前記印刷エンジン制御装置が、前記シートが前記印刷ヘッドに対して所定の位置に位置
している場合、前記信号を使用して印刷を開始する、請求項３１６に記載のモバイル機器
。
【請求項３３４】
　前記媒体基板が、その表面の少なくとも一部に符号化データが配置されたシートであり
、前記モバイル機器が、
　媒体基板の前記シートを給送通路に沿って前記印刷ヘッドの先へ給送するための媒体給
送アセンブリと、
　前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　前記印刷ヘッドを通過する前及び通過した後に前記符号化データを読み取るための二重
知覚設備と
を更に備えた、請求項３１６に記載のモバイル機器。
【請求項３３５】
　媒体基板のシートを印刷するための印刷ヘッドと、
　媒体基板の前記シートを前記印刷ヘッドの先へ給送するための駆動軸と
を備え、使用中、
　運動量によって前記シートの後縁が前記印刷ヘッドの先へ突出して印刷が完了するよう
、印刷が完了する前に前記シートと前記駆動軸の係合が解除されるモバイル機器。
【請求項３３６】
　前記駆動軸に隣接する、前記媒体基板を前記駆動軸に対してバイアスさせるための媒体
ガイドを更に備えた、請求項３３５に記載のモバイル機器。
【請求項３３７】
　駆動車輪を有する、前記駆動軸にトルクを伝達するための駆動システムを更に備え、前
記駆動軸を移動させて前記駆動車輪のリムに接触させることによってトルクを伝達するこ
とができる、請求項３３５に記載のモバイル機器。
【請求項３３８】
　前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　前記印刷エンジン制御装置が前記印刷ヘッドに対する前記媒体基板の位置を決定するこ
とができるよう、前記印刷エンジン制御装置に接続された位置センサと
を更に備えた、請求項３３７に記載のモバイル機器。
【請求項３３９】
　前記位置センサが前記媒体基板上の符号化データを読み取る、請求項３３８に記載のモ
バイル機器。
【請求項３４０】
　前記位置センサが、前記駆動軸が回転した数を知覚する、請求項３３５に記載のカート
リッジ。
【請求項３４１】
　前記印刷ヘッド及び前記駆動軸が、前記モバイル機器内の印刷媒体給送通路に挿入する
ための交換可能カートリッジに組み込まれた、請求項３３５に記載のモバイル機器。
【請求項３４２】
　前記印刷ヘッドが、複数のインク噴射ノズルのアレイを有し、且つ、前記ノズルによっ
て噴射されるインクを前記印刷ヘッドに供給するための少なくとも１つのインク貯蔵容器
であって、負の静水圧のインクを前記ノズルに誘導するための少なくとも１つの吸取り構
造を個々に備えたインク貯蔵容器と、非使用時に前記印刷ヘッドに蓋をするためのキャッ
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ピング機構とを更に備えたカートリッジに組み込まれた、請求項３３５に記載のモバイル
機器。
【請求項３４３】
　（ａ）印刷中、印刷媒体を給送方向に前記印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通
路と、
　（ｂ）前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印
刷ヘッドが前記媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することが
でき、前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッ
ピング機構と、
　（ｃ）前記キャッパに接続された力伝達機構であって、前記媒体基板が前記給送通路に
対して移動する際に前記媒体基板の縁によって加えられる力が前記力伝達機構によって前
記キャッパに伝達され、それにより、前記媒体基板が前記キャッパに到達する前に、前記
キャッパが前記キャップ位置から前記非キャップ位置への移動を少なくとも開始するよう
に構成された力伝達機構と
を更に備えた、請求項３３５に記載のモバイル機器。
【請求項３４４】
　（ａ）印刷中、媒体基板を給送方向に前記印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通
路と、
　（ｂ）前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印
刷ヘッドが前記媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することが
でき、前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッ
ピング機構と、
　（ｃ）前記媒体基板の後縁が前記印刷ヘッドを通過するまで前記キャッパを前記非キャ
ップ位置に保持するように構成されたロック機構と
を更に備えた、請求項３３５に記載のモバイル機器。
【請求項３４５】
　前記駆動軸が、前記媒体基板との接触摩擦を大きくするための媒体係合表面を有する、
請求項３３５に記載のモバイル機器。
【請求項３４６】
　前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印刷ヘッ
ドが前記媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができる
キャッパを備えたキャッピング機構を更に備え、前記キャッパアセンブリが、前記媒体基
板によって、前記媒体との係合が解除されると前記キャップ位置へ移動するように前記非
キャップ位置に保持される、請求項３３５に記載のモバイル機器。
【請求項３４７】
　発光ビーコンを備えた印刷エンジン制御装置を更に備え、前記印刷ヘッドが、
　インクを噴射するための複数のノズルのアレイと、
　前記ノズルに印刷データを提供するための印刷データ回路と、
　前記ビーコンから前記印刷データを光学的に受け取るための光センサと
を備えた、請求項３３５に記載のモバイル機器。
【請求項３４８】
　前記駆動軸が圧電共振線形駆動システムによって駆動される、請求項３３５に記載のモ
バイル機器。
【請求項３４９】
　前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　前記印刷ヘッドに対する前記媒体基板の位置を示す信号を前記印刷エンジン制御装置に
提供するための位置センサと
を更に備え、
　前記印刷エンジン制御装置が、前記信号を弁別して前記印刷ヘッドに対する前記媒体基
板の速度を引き出し、前記速度の変化に応答して前記印刷ヘッドの動作を調整する、請求
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項３３５に記載のモバイル機器。
【請求項３５０】
　前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置を更に備え、使用中、
　前記印刷エンジン制御装置が、前記駆動軸が完全に回転した数及び部分的に回転した数
を知覚し、前記駆動軸の角速度の変化に応答して前記印刷ヘッドの動作を調整する、請求
項３３５に記載のモバイル機器。
【請求項３５１】
　インクの貯蔵容積を画定しているハウジングと、
　前記インクの貯蔵容積を、前記印刷ヘッドに気密接続するための少なくとも１つのイン
ク出口を個々に有する複数のセクションに分割している１つ又は複数のバッフルと、
　隣接するセクションの前記インク出口とインク出口の間の流体連絡を確立している少な
くとも１つのコンジットと
を備えた少なくとも１つのインク貯蔵容器を更に備えた、請求項３３５に記載のモバイル
機器。
【請求項３５２】
　媒体基板の前記シートを給送通路に沿って前記印刷ヘッドの先へ給送するための媒体給
送アセンブリと、
　前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　前記媒体基板の少なくとも一部に符号化されているデータを読み取り、前記シートの少
なくとも１つの寸法を示す信号を生成し、且つ、生成した信号を前記印刷エンジン制御装
置に送信するためのセンサと
を更に備え、
　前記印刷エンジン制御装置が、前記シートが前記印刷ヘッドに対して所定の位置に位置
している場合、前記信号を使用して印刷を開始する、請求項３３５に記載のモバイル機器
。
【請求項３５３】
　前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　前記印刷ヘッドを通過する前及び通過した後に、前記媒体基板の少なくとも一部に符号
化されているデータを読み取るための二重知覚設備と
を更に備えた、請求項３３５に記載のモバイル機器。
【請求項３５４】
　印刷データを出力するためのプロセッサと、
　光センサ及び印刷媒体に印刷するための印刷ヘッドを備えた交換可能印刷ヘッドカート
リッジと、
　前記印刷データを受け取り、且つ、受け取った印刷データを変調光信号に変換するため
の発光デバイスと
を備えたモバイル機器であって、前記光センサ及び発光デバイスが、使用中、前記光セン
サが前記変調光信号を受け取るように配置され、且つ、配向され、前記印刷ヘッドが、前
記変調光信号の中に符号化された前記印刷データに基づいて印刷するように構成されたモ
バイル機器。
【請求項３５５】
　前記発光デバイスが発光ダイオードである、請求項３５４に記載のモバイル機器。
【請求項３５６】
　前記発光デバイスが有機発光ダイオードである、請求項３５４に記載のモバイル機器。
【請求項３５７】
　前記光センサが、前記印刷カートリッジ内の前記印刷ヘッドに直接取り付けられた、請
求項３５４に記載のモバイル機器。
【請求項３５８】
　前記カートリッジを保持するためのレセプタクルと、
　エネルギー蓄積デバイスと、
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　前記エネルギー蓄積デバイスから電力を受け取るために接続された第１の電気コンタク
トと、
　前記印刷ヘッドカートリッジの上又は中に配置された第２の電気コンタクトと
を更に備え、前記第１及び第２のコンタクトが、前記カートリッジが前記レセプタクルに
装てんされると、互いに電気的に係合するように構成され、且つ、配置された、請求項３
５４に記載のモバイル機器。
【請求項３５９】
　前記エネルギー蓄積デバイスが電池である、請求項３５８に記載のモバイル機器。
【請求項３６０】
　前記カートリッジが前記第１及び第２の電気コンタクトを介して受け取る電力が、前記
印刷ヘッド内のインク噴射機構に電力を供給するために使用される、請求項３５８に記載
のモバイル機器。
【請求項３６１】
　前記インク噴射機構が超微小電気機械システムである、請求項３６０に記載のモバイル
機器。
【請求項３６２】
　前記インク噴射機構のそれぞれが熱湾曲アクチュエータを備えた、請求項３６１に記載
のモバイル機器。
【請求項３６３】
　前記インク噴射機構のそれぞれが、蒸発によるインク噴射のための加熱器を備えた、請
求項３６１に記載のモバイル機器。
【請求項３６４】
　前記駆動軸が、前記媒体基板との接触摩擦を大きくするための媒体係合表面を有する、
請求項３５３に記載のモバイル機器。
【請求項３６５】
　前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印刷ヘッ
ドが媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができるキャ
ッパを備えたキャッピング機構を更に備え、前記キャッパアセンブリが、前記媒体基板に
よって、前記媒体との係合が解除されると前記キャップ位置へ移動するように前記非キャ
ップ位置に保持される、請求項３５３に記載のモバイル機器。
【請求項３６６】
　発光ビーコンを備えた印刷エンジン制御装置を更に備え、前記印刷ヘッドが、
　インクを噴射するための複数のノズルのアレイと、
　前記ノズルに印刷データを提供するための印刷データ回路と、
　前記ビーコンから前記印刷データを光学的に受け取るための光センサと
を備えた、請求項３５３に記載のモバイル機器。
【請求項３６７】
　前記駆動軸が圧電共振線形駆動システムによって駆動される、請求項３５３に記載のモ
バイル機器。
【請求項３６８】
　前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　前記印刷ヘッドに対する前記媒体基板の位置を示す信号を前記印刷エンジン制御装置に
提供するための位置センサと
を更に備え、
　前記印刷エンジン制御装置が、前記信号を弁別して前記印刷ヘッドに対する前記媒体基
板の速度を引き出し、前記速度の変化に応答して前記印刷ヘッドの動作を調整する、請求
項３５３に記載のモバイル機器。
【請求項３６９】
　前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置を更に備え、使用中、
　前記印刷エンジン制御装置が、前記駆動軸が完全に回転した数及び部分的に回転した数
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を知覚し、前記駆動軸の角速度の変化に応答して前記印刷ヘッドの動作を調整する、請求
項３５３に記載のモバイル機器。
【請求項３７０】
　インクの貯蔵容積を画定しているハウジングと、
　前記インクの貯蔵容積を、前記印刷ヘッドに気密接続するための少なくとも１つのイン
ク出口を個々に有する複数のセクションに分割している１つ又は複数のバッフルと、
　隣接するセクションの前記インク出口とインク出口の間の流体連絡を確立している少な
くとも１つのコンジットと
を備えた少なくとも１つのインク貯蔵容器を更に備えた、請求項３５３に記載のモバイル
機器。
【請求項３７１】
　媒体基板の前記シートを給送通路に沿って前記印刷ヘッドの先へ給送するための媒体給
送アセンブリと、
　前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　前記媒体基板の少なくとも一部に符号化されているデータを読み取り、前記シートの少
なくとも１つの寸法を示す信号を生成し、且つ、生成した信号を前記印刷エンジン制御装
置に送信するためのセンサと
を更に備え、
　前記印刷エンジン制御装置が、前記シートが前記印刷ヘッドに対して所定の位置に位置
している場合、前記信号を使用して印刷を開始する、請求項３５３に記載のモバイル機器
。
【請求項３７２】
　前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　前記印刷ヘッドを通過する前及び通過した後に、前記媒体基板の少なくとも一部に符号
化されているデータを読み取るための二重知覚設備と
を更に備えた、請求項３５３に記載のモバイル機器。
【請求項３７３】
　印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置を備えたインクジェットプリ
ンタのための印刷ヘッドであって、
　インクを噴射するための複数のノズルのアレイと、
　前記ノズルに印刷データを提供するための印刷データ回路と、
　前記印刷エンジン制御装置によって動作するビーコンから前記印刷データを光学的に受
け取るための光センサと
を備えた印刷ヘッド。
【請求項３７４】
　前記光センサがＩＲセンサであり、前記ビーコンがＩＲ　ＬＥＤである、請求項３７３
に記載の印刷ヘッド。
【請求項３７５】
　前記印刷ヘッドが、前記プリンタに挿入することができるカートリッジの一部である、
請求項３７３に記載の印刷ヘッド。
【請求項３７６】
　前記インクジェットプリンタがモバイル機器の一部である、請求項３７３に記載の印刷
ヘッド。
【請求項３７７】
　発光ビーコンを備えた印刷エンジン制御装置と、
　インクを噴射するための複数のノズルのアレイを備えた印刷ヘッドと、前記ノズルに印
刷データを提供するための印刷データ回路と、
　前記ビーコンから前記印刷データを受け取るためのセンサと
を備えたモバイル機器。
【請求項３７８】
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　駆動軸を更に備え、前記印刷ヘッド及び駆動軸が、前記モバイル機器内の媒体給送通路
に挿入するための交換可能カートリッジに組み込まれた、請求項３７７に記載のモバイル
機器。
【請求項３７９】
　前記印刷ヘッドが、前記ノズルによって噴射されるインクを前記印刷ヘッドに供給する
ための少なくとも１つのインク貯蔵容器であって、負の静水圧のインクを前記ノズルに誘
導するための少なくとも１つの吸取り構造を個々に備えたインク貯蔵容器と、非使用時に
前記印刷ヘッドに蓋をするためのキャッピング機構とを更に備えたカートリッジに組み込
まれた、請求項３７７に記載のモバイル機器。
【請求項３８０】
　（ａ）印刷中、印刷媒体を給送方向に前記印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通
路と、
　（ｂ）前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印
刷ヘッドが前記媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することが
でき、前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッ
ピング機構と、
　（ｃ）前記キャッパに接続された力伝達機構であって、前記媒体基板が前記給送通路に
対して移動する際に前記媒体基板の縁によって加えられる力が前記力伝達機構によって前
記キャッパに伝達され、それにより、前記媒体基板が前記キャッパに到達する前に、前記
キャッパが前記キャップ位置から前記非キャップ位置への移動を少なくとも開始するよう
に構成された力伝達機構と
を更に備えた、請求項３７７に記載のモバイル機器。
【請求項３８１】
　（ａ）印刷中、媒体基板を給送方向に前記印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通
路と、
　（ｂ）前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印
刷ヘッドが前記媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することが
でき、前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッ
ピング機構と、
　（ｃ）前記媒体基板の後縁が前記印刷ヘッドを通過するまで前記キャッパを前記非キャ
ップ位置に保持するように構成されたロック機構と
を更に備えた、請求項３７７に記載のモバイル機器。
【請求項３８２】
　前記媒体基板との接触摩擦を大きくするための媒体係合表面を備えた駆動軸を更に備え
た、請求項３７７に記載のモバイル機器。
【請求項３８３】
　前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印刷ヘッ
ドが前記媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができる
キャッパを備えたキャッピング機構を更に備え、前記キャッパアセンブリが、前記媒体基
板によって、前記媒体との係合が解除されると前記キャップ位置へ移動するように前記非
キャップ位置に保持される、請求項３７７に記載のモバイル機器。
【請求項３８４】
　前記センサが、前記ビーコンから前記印刷データを光学的に受け取るための光センサで
ある、請求項３７７に記載のモバイル機器。
【請求項３８５】
　圧電共振線形駆動システムによって駆動される駆動軸を更に備えた、請求項３７７に記
載のモバイル機器。
【請求項３８６】
　前記印刷ヘッドに対する前記媒体基板の位置を示す信号を前記印刷エンジン制御装置に
提供するための位置センサを更に備え、
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　前記印刷エンジン制御装置が、前記信号を弁別して前記印刷ヘッドに対する前記媒体基
板の速度を引き出し、前記速度の変化に応答して前記印刷ヘッドの動作を調整する、請求
項３７７に記載のモバイル機器。
【請求項３８７】
　使用中、前記印刷エンジン制御装置が、前記駆動軸が完全に回転した数及び部分的に回
転した数を知覚し、前記駆動軸の角速度の変化に応答して前記印刷ヘッドの動作を調整す
る、請求項３７７に記載のモバイル機器。
【請求項３８８】
　インクの貯蔵容積を画定しているハウジングと、
　前記インクの貯蔵容積を、前記印刷ヘッドに気密接続するための少なくとも１つのイン
ク出口を個々に有する複数のセクションに分割している１つ又は複数のバッフルと、
　隣接するセクションの前記インク出口とインク出口の間の流体連絡を確立している少な
くとも１つのコンジットと
を備えた少なくとも１つのインク貯蔵容器を更に備えた、請求項３７７に記載のモバイル
機器。
【請求項３８９】
　前記媒体基板のシートを給送通路に沿って前記印刷ヘッドの先へ給送するための媒体給
送アセンブリと、
　前記媒体基板の少なくとも一部に符号化されているデータを読み取り、前記シートの少
なくとも１つの寸法を示す信号を生成し、且つ、生成した信号を前記印刷エンジン制御装
置に送信するためのセンサと
を更に備え、
　前記印刷エンジン制御装置が、前記シートが前記印刷ヘッドに対して所定の位置に位置
している場合、前記信号を使用して印刷を開始する、請求項３７７に記載のモバイル機器
。
【請求項３９０】
　前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　前記印刷ヘッドを通過する前及び通過した後に、前記媒体基板の少なくとも一部に符号
化されているデータを読み取るための二重知覚設備と
を更に備えた、請求項３７７に記載のモバイル機器。
【請求項３９１】
　前記媒体基板のシートを給送通路に沿って前記印刷ヘッドの先へ給送するための駆動軸
を更に備え、運動量によって前記シートの後縁が前記印刷ヘッドの先へ突出して印刷が完
了するよう、印刷が完了する前に前記シートと前記駆動軸の係合が解除される、請求項３
７７に記載のモバイル機器。
【請求項３９２】
　媒体駆動アセンブリを備えたインクジェットプリンタのための印刷カートリッジであっ
て、
　前記カートリッジが装てんされると前記媒体駆動アセンブリと係合するように配置され
た、媒体基板を印刷ヘッドの先へ給送するための駆動軸を備え、使用中、
　前記駆動アセンブリが接触摩擦によって前記駆動軸にトルクを伝達する印刷カートリッ
ジ。
【請求項３９３】
　前記駆動軸が、前記駆動軸に取り付けられた、前記駆動アセンブリと摩擦係合する駆動
車輪を有する、請求項３９２に記載のカートリッジ。
【請求項３９４】
　前記駆動車輪のリムがエラストマー材料から形成された、請求項３９３に記載のカート
リッジ。
【請求項３９５】
　前記駆動アセンブリが、前記駆動車輪に摩擦接触を提供するためのアイドラーローラを
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有する、請求項３９４に記載のカートリッジ。
【請求項３９６】
　前記駆動アセンブリが、前記アイドラーローラを駆動するための電動機を有する、請求
項３９５に記載のカートリッジ。
【請求項３９７】
　前記駆動アセンブリが、前記アイドラーローラを駆動するための圧電共振線形駆動装置
を有する、請求項３９５に記載のカートリッジ。
【請求項３９８】
　前記印刷ヘッドが、複数のインク噴射ノズルのアレイと、前記ノズルによって噴射され
るインクを前記印刷ヘッドに供給するための少なくとも１つのインク貯蔵容器であって、
負の静水圧のインクを前記ノズルに誘導するための少なくとも１つの吸取り構造を個々に
備えたインク貯蔵容器と、非使用時に前記印刷ヘッドに蓋をするためのキャッピング機構
とを有する、請求項３９２に記載の印刷カートリッジ。
【請求項３９９】
　（ａ）前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印
刷ヘッドが前記印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することが
でき、前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッ
ピング機構と、（ｂ）前記キャッパに接続された力伝達機構であって、前記媒体が給送通
路に対して移動する際に前記媒体の縁によって加えられる力が前記力伝達機構によって前
記キャッパに伝達され、それにより、前記媒体が前記キャッパに到達する前に、前記キャ
ッパが前記キャップ位置から前記非キャップ位置への移動を少なくとも開始するように構
成された力伝達機構と
を更に備えた、請求項３９２に記載の印刷カートリッジ。
【請求項４００】
　（ａ）前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印
刷ヘッドが前記印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することが
でき、前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッ
ピング機構と、
　（ｂ）前記媒体の後縁が前記印刷ヘッドを通過するまで前記キャッパを前記非キャップ
位置に保持するように構成されたロック機構と
を更に備えた、請求項３９２に記載の印刷カートリッジ。
【請求項４０１】
　（ａ）前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印
刷ヘッドが印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ
るキャッパを備えたキャッピング機構を更に備え、
　（ｂ）前記キャッパアセンブリが、前記媒体によって、前記媒体との係合が解除される
と前記キャップ位置へ移動するように前記非キャップ位置に保持される、請求項３９２に
記載の印刷カートリッジ。
【請求項４０２】
　前記媒体基板がシートであり、使用中、運動量によって前記シートの後縁が前記印刷ヘ
ッドの先へ突出して印刷が完了するよう、印刷が完了する前に前記シートと前記駆動軸の
係合が解除される、請求項３９２に記載の印刷カートリッジ。
【請求項４０３】
　前記プリンタが、発光ビーコンを備えた印刷エンジン制御装置を有し、前記印刷ヘッド
が、
　インクを噴射するための複数のノズルのアレイと、
　前記ノズルに印刷データを提供するための印刷データ回路と、
　前記ビーコンから前記印刷データを光学的に受け取るための光センサと
を備えた、請求項３９２に記載の印刷カートリッジ。
【請求項４０４】
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　前記プリンタがモバイル機器に組み込まれた、請求項３９２に記載の印刷カートリッジ
。
【請求項４０５】
　前記カートリッジが前記印刷ヘッドを組み込み、前記プリンタが、
　前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、前記印刷ヘッドに対
する前記媒体基板の位置を示す信号を前記印刷エンジン制御装置に提供するための位置セ
ンサとを備え、
　前記印刷エンジン制御装置が、前記信号を弁別して前記印刷ヘッドに対する前記媒体基
板の速度を引き出し、前記速度の変化に応答して前記印刷ヘッドの動作を調整する、請求
項３９２に記載の印刷カートリッジ。
【請求項４０６】
　前記カートリッジが前記印刷ヘッドを組み込み、前記プリンタが、
　前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置を備え、使用中、
　前記印刷エンジン制御装置が、前記駆動軸が完全に回転した数及び部分的に回転した数
を知覚し、前記駆動軸の角速度の変化に応答して前記印刷ヘッドの動作を調整する、請求
項３９２に記載の印刷カートリッジ。
【請求項４０７】
　前記印刷ヘッドにインクを供給するための少なくとも１つのインク貯蔵容器を更に備え
、前記少なくとも１つのインク貯蔵容器が、
　インクの貯蔵容積を画定しているハウジングと、
　前記インクの貯蔵容積を、前記印刷ヘッドに気密接続するための少なくとも１つのイン
ク出口を個々に有する複数のセクションに分割している１つ又は複数のバッフルと、
　隣接するセクションの前記インク出口とインク出口の間の流体連絡を確立している少な
くとも１つのコンジットと
を備えた、請求項３９２に記載の印刷カートリッジ。
【請求項４０８】
　前記媒体基板が、その表面の少なくとも一部に符号化データを備えたシートであり、前
記プリンタが、前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　前記符号化データを読み取り、前記シートの少なくとも１つの寸法を示す信号を生成し
、且つ、生成した信号を前記印刷エンジン制御装置に送信するためのセンサと
を更に備え、
　前記印刷エンジン制御装置が、前記シートが前記印刷ヘッドに対して所定の位置に位置
している場合、前記信号を使用して印刷を開始する、請求項３９２に記載の印刷カートリ
ッジ。
【請求項４０９】
　前記媒体基板が、その表面の少なくとも一部に符号化データを有し、前記プリンタが、
前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　前記印刷ヘッドを通過する前及び通過した後に前記符号化データを読み取るための二重
知覚設備と
を更に備えた、請求項３９２に記載の印刷カートリッジ。
【請求項４１０】
　前記駆動軸が、媒体基板を給送通路に沿って給送するための媒体係合表面を有し、前記
カートリッジが、前記駆動軸に隣接する、前記媒体基板を前記媒体係合表面に対してバイ
アスさせるための媒体ガイドを更に備えた、請求項３９２に記載の印刷カートリッジ。
【請求項４１１】
　媒体基板に印刷するためのインクジェット印刷ヘッドと、
　前記媒体を前記印刷ヘッドの先へ給送するための媒体給送アセンブリと、
　前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　前記印刷ヘッドに対する前記媒体基板の位置を示す信号を前記印刷エンジン制御装置に
提供するための位置センサと
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を備え、前記印刷エンジン制御装置が、前記信号を弁別して前記印刷ヘッドに対する前記
媒体基板の速度を引き出し、前記速度の変化に応答して前記印刷ヘッドの動作を調整する
モバイル機器。
【請求項４１２】
　前記媒体基板に符号化データが印刷され、前記位置センサが前記符号化データを光学的
に読み取って、前記印刷ヘッドに対する前記媒体基板の位置を示す信号を生成する、請求
項４１１に記載のモバイル機器。
【請求項４１３】
　前記媒体給送アセンブリが、エンコーディングを備えた媒体給送ローラを有し、前記位
置センサが前記エンコーディングを光学的に読み取って、前記媒体給送ローラが完全に回
転した数及び部分的に回転した数を知覚し、前記印刷ヘッドに対する前記媒体基板の位置
を示す信号を生成する、請求項４１１に記載のモバイル機器。
【請求項４１４】
　前記印刷ヘッドが、複数のノズルのアレイと、前記印刷ヘッドノズルを覆うキャップ位
置と前記印刷ヘッドノズルから間隔を隔てた非キャップ位置との間を移動することができ
るキャッパアセンブリとを有し、前記キャッパアセンブリが、前記媒体基板と係合して前
記キャップ位置から前記非キャップ位置へ向かって移動するように適合された、請求項４
１３に記載のモバイル機器。
【請求項４１５】
　前記媒体基板がシートであり、前記シートが、負荷の減少によって前記媒体給送ローラ
が加速し、且つ、摩擦によって前記シートが減速するよう、前記キャッパアセンブリと係
合する前縁と、印刷される前に前記媒体給送ローラとの係合が解除され、その運動量によ
って前記印刷ヘッドの先へ突出する後縁とを備えた、請求項４１４に記載のモバイル機器
。
【請求項４１６】
　前記キャッパアセンブリが、前記シートの印刷が完了した後、前記シートの一部が前記
モバイル機器の外に出て手で容易に収集することができるよう、前記シートを軽く把握す
る、請求項４１５に記載のモバイル機器。
【請求項４１７】
　前記媒体給送アセンブリが駆動軸を有し、前記駆動軸及び前記印刷ヘッドが、前記モバ
イル機器内の印刷媒体給送通路に挿入するための交換可能カートリッジに組み込まれた、
請求項４１１に記載のモバイル機器。
【請求項４１８】
　前記印刷ヘッドが、複数のインク噴射ノズルのアレイを有し、且つ、前記ノズルによっ
て噴射されるインクを前記印刷ヘッドに供給するための少なくとも１つのインク貯蔵容器
であって、負の静水圧のインクを前記ノズルに誘導するための少なくとも１つの吸取り構
造を個々に備えたインク貯蔵容器と、非使用時に前記印刷ヘッドに蓋をするためのキャッ
ピング機構とを更に備えたカートリッジに組み込まれた、請求項４１１に記載のモバイル
機器。
【請求項４１９】
　（ａ）印刷中、印刷媒体を給送方向に前記印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通
路と、
　（ｂ）前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印
刷ヘッドが前記媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することが
でき、前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッ
ピング機構と、
　（ｃ）前記キャッパに接続された力伝達機構であって、前記媒体基板が前記給送通路に
対して移動する際に前記媒体基板の縁によって加えられる力が前記力伝達機構によって前
記キャッパに伝達され、それにより、前記媒体基板が前記キャッパに到達する前に、前記
キャッパが前記キャップ位置から前記非キャップ位置への移動を少なくとも開始するよう
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に構成された力伝達機構と
を更に備えた、請求項４１１に記載のモバイル機器。
【請求項４２０】
　（ａ）印刷中、媒体基板を給送方向に前記印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通
路と、
　（ｂ）前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印
刷ヘッドが前記媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することが
でき、前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッ
ピング機構と、
　（ｃ）前記媒体基板の後縁が前記印刷ヘッドを通過するまで前記キャッパを前記非キャ
ップ位置に保持するように構成されたロック機構と
を更に備えた、請求項４１１に記載のモバイル機器。
【請求項４２１】
　前記媒体給送アセンブリが、前記媒体基板との接触摩擦を大きくするための媒体係合表
面を備えた駆動軸を有する、請求項４１１に記載のモバイル機器。
【請求項４２２】
　前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印刷ヘッ
ドが前記媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができる
キャッパを備えたキャッピング機構を更に備え、前記キャッパアセンブリが、前記媒体基
板によって、前記媒体との係合が解除されると前記キャップ位置へ移動するように前記非
キャップ位置に保持される、請求項４１１に記載のモバイル機器。
【請求項４２３】
　前記印刷エンジン制御装置が発光ビーコンを有し、前記印刷ヘッドが、
　インクを噴射するための複数のノズルのアレイと、
　前記ノズルに印刷データを提供するための印刷データ回路と、
　前記ビーコンから前記印刷データを受け取るためのセンサと
を更に備えた、請求項４１１に記載のモバイル機器。
【請求項４２４】
　前記媒体給送アセンブリが、圧電共振線形駆動システムによって駆動される駆動軸を有
する、請求項４１１に記載のモバイル機器。
【請求項４２５】
　インクの貯蔵容積を画定しているハウジングと、
　前記インクの貯蔵容積を、前記印刷ヘッドに気密接続するための少なくとも１つのイン
ク出口を個々に有する複数のセクションに分割している１つ又は複数のバッフルと、
　隣接するセクションの前記インク出口とインク出口の間の流体連絡を確立している少な
くとも１つのコンジットと
を備えた少なくとも１つの貯蔵容器を更に備えた、請求項４１１に記載のモバイル機器。
【請求項４２６】
　前記媒体基板の少なくとも一部に符号化されているデータを読み取り、前記シートの少
なくとも１つの寸法を示す信号を生成し、且つ、生成した信号を前記印刷エンジン制御装
置に送信するためのセンサを更に備え、
　前記印刷エンジン制御装置が、前記シートが前記印刷ヘッドに対して所定の位置に位置
している場合、前記信号を使用して印刷を開始する、請求項４１１に記載のモバイル機器
。
【請求項４２７】
　前記媒体基板が前記印刷ヘッドを通過する前及び通過した後に、前記媒体基板の少なく
とも一部に符号化されているデータを読み取るための二重知覚設備を更に備えた、請求項
４１１に記載のモバイル機器。
【請求項４２８】
　媒体基板に印刷するためのインクジェット印刷ヘッドと、
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　前記媒体を前記印刷ヘッドの先へ給送するための駆動軸と、
　前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と
を備え、使用中、
　前記前記印刷エンジン制御装置が、媒体給送ローラが完全に回転した数及び部分的に回
転した数を知覚し、前記駆動軸の角速度の変化に応答して前記印刷ヘッドの動作を調整す
るモバイル機器。
【請求項４２９】
　前記駆動軸が光エンコーディングを有し、前記印刷エンジン制御装置が、光センサを使
用して前記駆動軸が完全に回転した数及び部分的に回転した数を知覚する、請求項４２８
に記載のモバイル機器。
【請求項４３０】
　前記印刷ヘッドが、印刷ヘッドノズルを覆うキャップ位置と前記印刷ヘッドノズルから
間隔を隔てた非キャップ位置との間を移動することができるキャッパアセンブリを有し、
前記キャッパアセンブリが、前記媒体基板と係合して前記キャップ位置から前記非キャッ
プ位置へ向かって移動するように適合された、請求項４２８に記載のモバイル機器。
【請求項４３１】
　前記媒体基板がシートであり、前記シートが、負荷の減少によって前記媒体給送ローラ
が加速し、且つ、摩擦によって前記シートが減速するよう、前記キャッパアセンブリと係
合する前縁と、印刷される前に前記駆動軸との係合が解除され、その運動量によって前記
印刷ヘッドの先へ突出する後縁とを備えた、請求項４３０に記載のモバイル機器。
【請求項４３２】
　前記キャッパアセンブリが、前記シートの印刷が完了した後、前記シートの一部が前記
モバイル機器の外に出て手で容易に収集することができるよう、前記シートを軽く把握す
る、請求項４３１に記載のモバイル機器。
【請求項４３３】
　前記キャッパアセンブリが、前記シートが前記モバイル機器から手で収集されると、前
記キャップ位置に復帰する、請求項４３２に記載のモバイル機器。
【請求項４３４】
　前記印刷ヘッド及び前記駆動軸が、前記モバイル機器内の印刷媒体給送通路に挿入する
ための交換可能カートリッジに組み込まれた、請求項４２８に記載のモバイル機器。
【請求項４３５】
　前記印刷ヘッドが、複数のインク噴射ノズルのアレイを有し、且つ、前記ノズルによっ
て噴射されるインクを前記印刷ヘッドに供給するための少なくとも１つのインク貯蔵容器
であって、負の静水圧のインクを前記ノズルに誘導するための少なくとも１つの吸取り構
造を個々に備えたインク貯蔵容器と、非使用時に前記印刷ヘッドに蓋をするためのキャッ
ピング機構とを更に備えたカートリッジに組み込まれた、請求項４２８に記載のモバイル
機器。
【請求項４３６】
　（ａ）印刷中、印刷媒体を給送方向に前記印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通
路と、
　（ｂ）前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印
刷ヘッドが前記媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することが
でき、前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッ
ピング機構と、
　（ｃ）前記キャッパに接続された力伝達機構であって、前記媒体基板が前記給送通路に
対して移動する際に前記媒体基板の縁によって加えられる力が前記力伝達機構によって前
記キャッパに伝達され、それにより、前記媒体基板が前記キャッパに到達する前に、前記
キャッパが前記キャップ位置から前記非キャップ位置への移動を少なくとも開始するよう
に構成された力伝達機構と
を更に備えた、請求項４２８に記載のモバイル機器。
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【請求項４３７】
　（ａ）印刷中、前記媒体基板を給送方向に前記印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給
送通路と、
　（ｂ）前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印
刷ヘッドが前記媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することが
でき、前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッ
ピング機構と、
　（ｃ）前記媒体基板の後縁が前記印刷ヘッドを通過するまで前記キャッパを前記非キャ
ップ位置に保持するように構成されたロック機構と
を更に備えた、請求項４２８に記載のモバイル機器。
【請求項４３８】
　前記駆動軸が、前記媒体基板との接触摩擦を大きくするための媒体係合表面を有する、
請求項４２８に記載のモバイル機器。
【請求項４３９】
　前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印刷ヘッ
ドが前記媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができる
キャッパを備えたキャッピング機構を更に備え、前記キャッパアセンブリが、前記媒体基
板によって、前記媒体との係合が解除されると前記キャップ位置へ移動するように前記非
キャップ位置に保持される、請求項４２８に記載のモバイル機器。
【請求項４４０】
　前記印刷エンジン制御装置が発光ビーコンを有し、前記印刷ヘッドが、
　インクを噴射するための複数のノズルのアレイと、
　前記ノズルに印刷データを提供するための印刷データ回路と、
　前記ビーコンから前記印刷データを光学的に受け取るための光センサと
を更に備えた、請求項４２８に記載のモバイル機器。
【請求項４４１】
　前記駆動軸が圧電共振線形駆動システムによって駆動される、請求項４２８に記載のモ
バイル機器。
【請求項４４２】
　前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　前記印刷ヘッドに対する前記媒体基板の位置を示す信号を前記印刷エンジン制御装置に
提供するための位置センサと
を更に備え、
　前記印刷エンジン制御装置が、前記信号を弁別して前記印刷ヘッドに対する前記媒体基
板の速度を引き出し、前記速度の変化に応答して前記印刷ヘッドの動作を調整する、請求
項４２８に記載のモバイル機器。
【請求項４４３】
　インクの貯蔵容積を画定しているハウジングと、
　前記インクの貯蔵容積を、前記印刷ヘッドに気密接続するための少なくとも１つのイン
ク出口を個々に有する複数のセクションに分割している１つ又は複数のバッフルと、
　隣接するセクションの前記インク出口とインク出口の間の流体連絡を確立している少な
くとも１つのコンジットと
を備えた少なくとも１つのインク貯蔵容器を更に備えた、請求項４２８に記載のモバイル
機器。
【請求項４４４】
　前記媒体基板の少なくとも一部に符号化されているデータを読み取り、前記シートの少
なくとも１つの寸法を示す信号を生成し、且つ、生成した信号を前記印刷エンジン制御装
置に送信するためのセンサを更に備え、
　前記印刷エンジン制御装置が、前記シートが前記印刷ヘッドに対して所定の位置に位置
している場合、前記信号を使用して印刷を開始する、請求項４２８に記載のモバイル機器
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。
【請求項４４５】
　前記媒体基板が前記印刷ヘッドを通過する前及び通過した後に、前記媒体基板の少なく
とも一部に符号化されているデータを読み取るための二重知覚設備を更に備えた、請求項
４２８に記載のモバイル機器。
【請求項４４６】
　媒体基板に印刷するための印刷ヘッドと、
　前記媒体基板を前記印刷ヘッドの先へ給送するための駆動軸と、
　前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　前記印刷ヘッドにインクを供給するためのインク貯蔵容器と
を備えたモバイル機器であって、前記インク貯蔵容器が、
　インクの貯蔵容積を画定しているハウジングと、
　前記インクの貯蔵容積を、前記印刷ヘッドに気密接続するための少なくとも１つのイン
ク出口を個々に有する複数のセクションに分割している１つ又は複数のバッフルと、
　隣接するセクションの前記インク出口とインク出口の間の流体連絡を確立している少な
くとも１つのコンジットと
を有するモバイル機器。
【請求項４４７】
　前記少なくとも１つのコンジットが、重力下における前記コンジットからのインクの流
出が、毛管作用によって前記ハウジングの配向に無関係に防止されるよう、十分に小さい
断面積を有する、請求項４４６に記載のモバイル機器。
【請求項４４８】
　前記少なくとも１つのコンジットが、前記ハウジングの外部表面に形成され、且つ、前
記外部表面に接着されたシール膜で覆われた１つ又は複数の通路によって画定され、前記
シール膜が、前記出口毎に、前記印刷ヘッドとの流体連絡のための開口を有する、請求項
４４６に記載のモバイル機器。
【請求項４４９】
　前記ハウジングが、それぞれ、細長く、且つ、バッフルが横切って展開している３つの
インク貯蔵容積を画定している、請求項４４６に記載のモバイル機器。
【請求項４５０】
　前記セクションのそれぞれが、前記印刷ヘッドのインクを噴射していないノズル内のイ
ンクの静水圧が毛管作用によって大気圧より小さくなるよう、多孔性材料を組み込んだイ
ンク保持構造を備えた、請求項４４６に記載のモバイル機器。
【請求項４５１】
　前記印刷ヘッドがページ幅印刷ヘッドである、請求項４４６に記載のモバイル機器。
【請求項４５２】
　前記印刷ヘッド及び前記駆動軸が、前記モバイル機器内の印刷媒体給送通路に挿入する
ための交換可能カートリッジに組み込まれた、請求項４４６に記載のモバイル機器。
【請求項４５３】
　前記印刷ヘッドが、複数のインク噴射ノズルのアレイを有し、且つ、前記ノズルによっ
て噴射されるインクを前記印刷ヘッドに供給するための少なくとも１つのインク貯蔵容器
であって、負の静水圧のインクを前記ノズルに誘導するための少なくとも１つの吸取り構
造を個々に備えたインク貯蔵容器と、非使用時に前記印刷ヘッドに蓋をするためのキャッ
ピング機構とを更に備えたカートリッジに組み込まれた、請求項４４６に記載のモバイル
機器。
【請求項４５４】
　（ａ）印刷中、印刷媒体を給送方向に前記印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通
路と、
　（ｂ）前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印
刷ヘッドが前記媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することが
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でき、前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッ
ピング機構と、
　（ｃ）前記キャッパに接続された力伝達機構であって、前記媒体基板が前記給送通路に
対して移動する際に前記媒体基板の縁によって加えられる力が前記力伝達機構によって前
記キャッパに伝達され、それにより、前記媒体基板が前記キャッパに到達する前に、前記
キャッパが前記キャップ位置から前記非キャップ位置への移動を少なくとも開始するよう
に構成された力伝達機構と
を更に備えた、請求項４４６に記載のモバイル機器。
【請求項４５５】
　（ａ）印刷中、媒体基板を給送方向に前記印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通
路と、
　（ｂ）前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印
刷ヘッドが前記媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することが
でき、前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッ
ピング機構と、
　（ｃ）前記媒体基板の後縁が前記印刷ヘッドを通過するまで前記キャッパを前記非キャ
ップ位置に保持するように構成されたロック機構と
を更に備えた、請求項４４６に記載のモバイル機器。
【請求項４５６】
　前記駆動軸が、前記媒体基板との接触摩擦を大きくするための媒体係合表面を有する、
請求項４４６に記載のモバイル機器。
【請求項４５７】
　前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印刷ヘッ
ドが前記媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができる
キャッパを備えたキャッピング機構を更に備え、前記キャッパアセンブリが、前記媒体基
板によって、前記媒体との係合が解除されると前記キャップ位置へ移動するように前記非
キャップ位置に保持される、請求項４５１に記載のモバイル機器。
【請求項４５８】
　前記印刷エンジン制御装置が発光ビーコンを有し、前記印刷ヘッドが、
　インクを噴射するための複数のノズルのアレイと、
　前記ノズルに印刷データを提供するための印刷データ回路と、
　前記ビーコンから前記印刷データを光学的に受け取るための光センサと
を更に備えた、請求項４４６に記載のモバイル機器。
【請求項４５９】
　前記駆動軸が圧電共振線形駆動システムによって駆動される、請求項４５１に記載のモ
バイル機器。
【請求項４６０】
　前記印刷ヘッドに対する前記媒体基板の位置を示す信号を前記印刷エンジン制御装置に
提供するための位置センサを更に備え、
　前記印刷エンジン制御装置が、前記信号を弁別して前記印刷ヘッドに対する前記媒体基
板の速度を引き出し、前記速度の変化に応答して前記印刷ヘッドの動作を調整する、請求
項４４６に記載のモバイル機器。
【請求項４６１】
　使用中、前記印刷エンジン制御装置が、前記駆動軸が完全に回転した数及び部分的に回
転した数を知覚し、前記駆動軸の角速度の変化に応答して前記印刷ヘッドの動作を調整す
る、請求項４４６に記載のモバイル機器。
【請求項４６２】
　前記媒体基板の少なくとも一部に符号化されているデータを読み取り、シートの少なく
とも１つの寸法を示す信号を生成し、且つ、生成した信号を前記印刷エンジン制御装置に
送信するためのセンサを更に備え、前記印刷エンジン制御装置が、前記シートが前記印刷
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ヘッドに対して所定の位置に位置している場合、前記信号を使用して印刷を開始する、請
求項４４６に記載のモバイル機器。
【請求項４６３】
　前記媒体基板が前記印刷ヘッドを通過する前及び通過した後に、前記媒体基板の少なく
とも一部に符号化されているデータを読み取るための二重知覚設備を更に備えた、請求項
４５１に記載のモバイル機器。
【請求項４６４】
　モバイル機器によって印刷方向に印刷されるように構成された印刷媒体であって、
　第１及び第２の相対する面を画定している積層基板と、
　線形エンコーディングスキームに従って符号化された第１の情報を含んだ、前記印刷媒
体の前記第１の面の一部を横切る直線読取り方向に展開しているデータトラックであって
、前記読取り方向が前記印刷方向に対して４５度と１３５度の間の角度で配向されたデー
タトラックと
を備えた印刷媒体。
【請求項４６５】
　前記読取り方向が前記印刷方向に対して約９０度の角度で配向された、請求項４６４に
記載の印刷媒体。
【請求項４６６】
　前縁と、前記前縁とは反対側の後縁とを更に備え、前記印刷媒体が、前記前縁の方から
前記モバイル機器に挿入して印刷するように設計され、前記データトラックが、前記後縁
よりも前記前縁の近くに配置された、請求項４６４に記載の印刷媒体。
【請求項４６７】
　前記データトラックが、前記前縁部分又は前記前縁に隣接する部分に配置された、請求
項４６６に記載の印刷媒体。
【請求項４６８】
　前記データトラックが赤外線インクで印刷された、請求項４６６に記載の印刷媒体。
【請求項４６９】
　前記データトラックが、平均的な人間の裸眼では実質的に見ることができない赤外線イ
ンクで印刷された、請求項４６８に記載の印刷媒体。
【請求項４７０】
　前記線形エンコーディングスキームとは全く異なる第２のエンコーディングスキームに
従って符号化された第２の情報を含んだ符号化データを更に含み、前記第１の情報が前記
第２の情報を表す、請求項４６６に記載の印刷媒体。
【請求項４７１】
　前記第１の情報と前記第２の情報が同じ情報である、請求項４７０に記載の印刷媒体。
【請求項４７２】
　前記第１及び第２の情報が文書識別子である、請求項４７１に記載の印刷媒体。
【請求項４７３】
　印刷ヘッド及びデータトラック読取り装置を備えたモバイル機器を使用して、請求項４
７０に記載の印刷媒体に印刷する方法であって、
　（ａ）前記印刷媒体を前記モバイル機器の中に受け取るステップと、
　（ｂ）前記データトラックを読み取るステップと、
　（ｃ）前記第１の情報を得るために前記データトラックを復号するステップと、
　（ｄ）復号されたデータトラックから決定される前記第１の情報を少なくとも部分的に
利用して前記印刷媒体に印刷するステップと
を含む方法。
【請求項４７４】
　ステップ（ｄ）が、
　（ｅ）前記第１の情報を含んだ第１のメッセージを遠隔コンピュータシステムに送信す
るサブステップと、
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　（ｆ）前記印刷媒体に対する印刷が許可されているかどうかを示す第２のメッセージを
前記遠隔コンピュータから受け取るサブステップと、
　（ｇ）印刷が許可されていることを前記第２のメッセージが確認すると、前記印刷媒体
に印刷するサブステップと
を含む、請求項４７３に記載の方法。
【請求項４７５】
　前記第１のメッセージに応答して前記遠隔コンピュータシステムから印刷データを受け
取るステップを含み、ステップ（ｇ）が、少なくとも部分的に前記印刷データに基づいて
前記印刷媒体に印刷するステップを含む、請求項４７４に記載の方法。
【請求項４７６】
　前記第１の情報が前記印刷媒体の物理特性を表す、請求項４７３に記載の方法。
【請求項４７７】
　前記第１の情報が前記印刷媒体のサイズを表す、請求項４７６に記載の方法。
【請求項４７８】
　前記第１の情報が前記印刷媒体に関連する媒体タイプを表す、請求項４７６に記載の方
法。
【請求項４７９】
　前記第１の情報が前記印刷媒体に予め印刷済みの情報を表す、請求項４７６に記載の方
法。
【請求項４８０】
　前記第１の情報が前記印刷媒体の識別を表す、請求項４７６に記載の方法。
【請求項４８１】
　前記印刷媒体の少なくとも一方の面の少なくとも一部に沿って展開している第２の線形
符号化データトラックを更に備えた、請求項４６４に記載の印刷媒体。
【請求項４８２】
　前記第２の線形符号化データトラックが、平均的な人間の裸眼では実質的に見ることが
できない赤外線インクで印刷された、請求項４８１に記載の印刷媒体。
【請求項４８３】
　前記第２の線形符号化データトラックが、前記モバイル機器が前記印刷媒体への印刷を
同期化させるために使用することができる抽出可能なクロックを含む、請求項４８２に記
載の印刷媒体。
【請求項４８４】
　印刷ヘッド及びセンサを備えたモバイル機器を使用して印刷媒体に印刷する方法であっ
て、前記印刷媒体が、
　第１及び第２の相対する面を画定している積層基板と、
　線形エンコーディングスキームに従って符号化された第１の情報を含んだ、前記印刷媒
体の前記第１の面の一部を横切る直線読取り方向に展開しているデータトラックであって
、前記読取り方向が印刷方向に対して４５度と１３５度の間の角度で配向されたデータト
ラックと
を備え、前記方法が、
　前記モバイル機器の媒体給送通路に前記印刷媒体を受け取るステップと、
　前記印刷ヘッドを使用して前記印刷媒体に印刷する前又は印刷中に、前記データトラッ
クを少なくとも１回知覚するために前記センサを使用するステップと、
　前記センサに対する前記データトラックの横方向のレジストレーションを決定するステ
ップと
を含む方法。
【請求項４８５】
　前記印刷媒体が、前記データトラックに対して所定の位置関係を有する符号化データを
含み、前記方法が、印刷の前又は印刷中に、前記モバイル機器内で、決定された横方向の
レジストレーションに基づいて、前記媒体給送通路に対する前記符号化データの横方向の
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レジストレーションを決定するステップを含む、請求項４８４に記載の方法。
【請求項４８６】
　前記符号化データが第２の情報を符号化し、前記第１の情報が前記第２の情報を表し、
前記方法が、前記第１の情報を決定するために前記データトラックを復号するステップを
含む、請求項４８５に記載の方法。
【請求項４８７】
　前記第１の情報と前記第２の情報が同じ情報である、請求項４８６に記載の方法。
【請求項４８８】
　前記第１及び第２の情報が文書識別子である、請求項４８７に記載の方法。
【請求項４８９】
　前記印刷ヘッドを使用して、決定された横方向のレジストレーションを少なくとも部分
的に利用して前記印刷媒体に印刷するステップを含む、請求項４８４に記載の方法。
【請求項４９０】
　前記印刷ヘッドを使用して、復号されたデータトラックから決定される第１の情報を少
なくとも部分的に利用して前記印刷媒体に印刷するステップを含む、請求項４８６に記載
の方法。
【請求項４９１】
　前記第１の情報を含んだ第１のメッセージを遠隔コンピュータシステムに送信するサブ
ステップと、
　前記印刷媒体に対する印刷が許可されているかどうかを示す応答を前記遠隔コンピュー
タから受け取るサブステップと、
　印刷が許可されていることを前記応答が確認すると、前記印刷媒体に印刷するサブステ
ップと
を含む、請求項４９０に記載の方法。
【請求項４９２】
　前記第１のメッセージに応答して前記遠隔コンピュータシステムから印刷データを受け
取るステップを含み、前記印刷ステップが、少なくとも部分的に前記印刷データに基づい
て前記印刷媒体に印刷するステップを含む、請求項４９１に記載の方法。
【請求項４９３】
　前記第１の情報が前記印刷媒体の物理特性を表す、請求項４８４に記載の方法。
【請求項４９４】
　前記第１の情報が前記印刷媒体のサイズを表す、請求項４９３に記載の方法。
【請求項４９５】
　前記第１の情報が前記印刷媒体に関連する媒体タイプを表す、請求項４９３に記載の方
法。
【請求項４９６】
　前記第１の情報が前記印刷媒体に予め印刷済みの情報を表す、請求項４９３に記載の方
法。
【請求項４９７】
　前記第１の情報が前記印刷媒体の識別を表す、請求項４９３に記載の方法。
【請求項４９８】
　前記印刷媒体が、前記印刷媒体の少なくとも一方の面の少なくとも一部に沿って展開し
ている第２の線形符号化データトラックを更に備え、前記方法が、
　前記印刷媒体に印刷している間、前記第２のデータトラックを知覚するステップと、
　前記知覚した第２のデータトラックからクロック信号を引き出すステップと、
　前記クロック信号に基づいて印刷を同期化させるステップと
を含む、請求項４８４に記載の方法。
【請求項４９９】
　前記モバイル機器が発光デバイスを備え、前記方法が、前記データトラックを知覚して
いる間、前記発光デバイスを使用して前記データトラックを照射するステップを含む、請
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求項４８４に記載の方法。
【請求項５００】
　前記データトラックが赤外線インクで印刷され、前記発光デバイスが前記赤外線スペク
トルの光を放出する、請求項４９９に記載の方法。
【請求項５０１】
　モバイル機器によって印刷方向に印刷されるように構成された印刷媒体であって、
　第１及び第２の相対する面を画定している積層基板と、
　線形エンコーディングスキームに従って符号化された第１の情報を含んだ、前記印刷方
向に前記印刷媒体に沿った直線読取り方向に展開しているデータトラックであって、印刷
ヘッドを使用した前記印刷媒体への印刷の同期化に使用するために、前記線形エンコーデ
ィングスキームが、前記モバイル機器内の前記印刷ヘッドの先へ前記印刷媒体が移動して
いる間に前記データトラックからクロックデータを引き出すことができるように選択され
たデータトラックと
を備えた印刷媒体。
【請求項５０２】
　前記データトラックが、前記印刷方向に展開している前記印刷媒体の縁部分又は縁に隣
接する部分に配置された、請求項５０１に記載の印刷媒体。
【請求項５０３】
　前記データトラックが赤外線インクで印刷された、請求項５０１に記載の印刷媒体。
【請求項５０４】
　前記データトラックが、平均的な人間の裸眼では実質的に見ることができない赤外線イ
ンクで印刷された、請求項５０３に記載の印刷媒体。
【請求項５０５】
　前記線形エンコーディングスキームとは全く異なる第２のエンコーディングスキームに
従って符号化された第２の情報を含んだ符号化データを更に含み、前記第１の情報が前記
第２の情報を表す、請求項５０１に記載の印刷媒体。
【請求項５０６】
　前記第１の情報と前記第２の情報が同じ情報である、請求項５０５に記載の印刷媒体。
【請求項５０７】
　前記第１及び第２の情報が文書識別子である、請求項５０６に記載の印刷媒体。
【請求項５０８】
　印刷ヘッド及びデータトラック読取り装置を備えたモバイル機器を使用して、請求項５
０５に記載の印刷媒体に印刷する方法であって、
　（ａ）前記印刷媒体を前記モバイル機器の中に受け取るステップと、
　（ｂ）印刷動作の間、前記データトラック読取り装置を使用して前記データトラックを
読み取るステップと、
　（ｃ）読み取ったデータトラックからクロック信号を引き出すステップと、
　（ｄ）少なくとも部分的に前記クロック信号を利用して前記印刷媒体に印刷するステッ
プと
を含む方法。
【請求項５０９】
　（ｆ）読み取ったデータトラックから第１の情報を引き出すステップと、
　（ｇ）前記第１の情報を含んだ第１のメッセージを遠隔コンピュータシステムに送信す
るステップと、
　（ｈ）前記印刷媒体に対する印刷が許可されているかどうかを示す第２のメッセージを
前記遠隔コンピュータから受け取るステップと、
　（ｉ）印刷が許可されていることを前記第２のメッセージが確認すると、前記印刷媒体
に印刷するステップと
を更に含む、請求項５０８に記載の方法。
【請求項５１０】
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　ステップ（ｆ）の前に実行される、前記データトラック読取り装置を使用して、ステッ
プ（ｂ）とは異なる別の時点で前記データトラックを読み取るステップ（ｊ）と、ステッ
プ（ｆ）から（ｉ）を実行するために、ステップ（ｊ）で読み取ったデータを使用するス
テップを更に含む、請求項５０９に記載の方法。
【請求項５１１】
　前記第１のメッセージに応答して前記遠隔コンピュータシステムから印刷データを受け
取るステップを含み、ステップ（ｇ）が、少なくとも部分的に前記印刷データに基づいて
前記印刷媒体に印刷するステップを含む、請求項５０９に記載の方法。
【請求項５１２】
　前記第１の情報が前記印刷媒体の物理特性を表す、請求項５０１に記載の方法。
【請求項５１３】
　前記第１の情報が前記印刷媒体のサイズを表す、請求項５１２に記載の方法。
【請求項５１４】
　前記第１の情報が前記印刷媒体に関連する媒体タイプを表す、請求項５１２に記載の方
法。
【請求項５１５】
　前記第１の情報が前記印刷媒体に予め印刷済みの情報を表す、請求項５１２に記載の方
法。
【請求項５１６】
　前記第１の情報が前記印刷媒体の識別を表す、請求項５１２に記載の方法。
【請求項５１７】
　前記印刷媒体上の異なる場所に配置された複数のデータトラックを更に含む、請求項５
０１に記載の方法。
【請求項５１８】
　前記データトラックが少なくとも１つの配向標識を含む、請求項５０１に記載の方法。
【請求項５１９】
　前記少なくとも１つの配向標識が、前記印刷媒体の縁部分又は縁に隣接する部分に配置
された、請求項５１８に記載の印刷媒体。
【請求項５２０】
　前記印刷媒体が、前記モバイル機器の媒体給送通路を通る、前記印刷媒体の意図する給
送方向に対して画定された前縁及び後縁を有し、前記少なくとも１つの配向標識のうちの
少なくとも１つが、前記印刷媒体の前記前縁部分又は前記前縁に隣接する部分の上又は中
に配置された、請求項５１９に記載の印刷媒体。
【請求項５２１】
　印刷媒体に印刷するためのモバイル機器であって、前記印刷媒体が、意図する印刷方向
に展開している線形符号化データトラックを備え、前記モバイル機器が、
　印刷中、前記データトラックを知覚するように構成されたセンサと、
　噴射制御信号に応答して前記印刷媒体に印刷するための印刷ヘッドと、
　前記知覚したデータトラックに基づいて前記噴射制御信号を生成するために接続された
噴射制御手段と
を備えたモバイル機器。
【請求項５２２】
　印刷中に前記センサが前記データトラックを知覚している間、前記データトラックを照
射するための発光デバイスを更に備えた、請求項５２１に記載のモバイル機器。
【請求項５２３】
　前記データトラックが赤外線インクを使用して印刷され、前記発光デバイスが赤外線ス
ペクトルの光を放出し、前記光センサが前記赤外線スペクトルに感応する、請求項５２２
に記載のモバイル機器。
【請求項５２４】
　前記データトラックがクロックコードのみを含んだクロックトラックであり、前記噴射
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制御手段が、前記知覚したデータトラックから生成されるクロック信号の形態の前記噴射
制御信号を生成するように構成された、請求項５２１に記載のモバイル機器。
【請求項５２５】
　前記データトラックが、埋込み型クロック信号を含んだ第１の情報を含み、前記噴射制
御手段が、前記知覚したデータトラックから引き出されるクロック信号の形態の前記噴射
制御信号を生成するように構成された、請求項５２１に記載のモバイル機器。
【請求項５２６】
　前記第１の情報が前記印刷媒体の少なくとも１つの物理特性を表し、前記モバイル機器
が、少なくとも部分的に前記物理特性のうちの少なくとも１つに基づいて前記印刷ヘッド
の動作を制御するように構成された、請求項５２５に記載のモバイル機器。
【請求項５２７】
　前記知覚したデータトラックを使用して前記印刷ヘッドに対する前記印刷媒体の絶対位
置を決定し、且つ、前記決定を利用して前記印刷媒体に印刷するように構成された、請求
項５２１に記載のモバイル機器。
【請求項５２８】
　前記データトラックが第１の情報を更に符号化し、前記印刷媒体が、第２の情報を符号
化している第２の符号化データを更に含み、前記第１の情報が前記第２の情報を表し、前
記モバイル機器が、印刷中のデータと前記第２の符号化データの間に所定のレジストレー
ションが存在するように前記印刷媒体に印刷するように構成された、請求項５２７に記載
のモバイル機器。
【請求項５２９】
　印刷すべき印刷データ及び前記所定のレジストレーションを表す情報を受け取るための
レシーバを更に備えた、請求項５２８に記載のモバイル機器。
【請求項５３０】
　前記データトラックが第１の情報を更に符号化し、前記印刷媒体が、第２の情報を符号
化している第２の符号化データを更に含み、前記第１の情報が前記第２の情報を表し、前
記モバイル機器が、
　前記印刷媒体に印刷し、
　印刷中のデータと前記第２の符号化データの間のレジストレーションを決定する
　ように構成された、請求項５２７に記載のモバイル機器。
【請求項５３１】
　決定したレジストレーションを遠隔コンピュータシステムに送信するためのトランスミ
ッタを更に備えた、請求項５３０に記載のモバイル機器。
【請求項５３２】
　前記第１の情報が前記印刷媒体のサイズを表す、請求項５２６に記載の方法。
【請求項５３３】
　前記第１の情報が前記印刷媒体に関連する媒体タイプを表す、請求項５２６に記載の方
法。
【請求項５３４】
　前記第１の情報が前記印刷媒体に予め印刷済みの情報を表す、請求項５２６に記載の方
法。
【請求項５３５】
　前記第１の情報が前記印刷媒体の識別を表す、請求項５２６に記載の方法。
【請求項５３６】
　前記印刷媒体上の異なる場所に配置された複数のデータトラックを更に含む、請求項５
２１に記載の方法。
【請求項５３７】
　前記データトラックが少なくとも１つの配向標識を含む、請求項５２１に記載の方法。
【請求項５３８】
　前記少なくとも１つの配向標識が、前記印刷媒体の縁部分又は縁に隣接する部分に配置
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された、請求項５３８に記載の印刷媒体。
【請求項５３９】
　前記印刷媒体が、前記モバイル機器の媒体給送通路を通る、前記印刷媒体の意図する給
送方向に対して画定された前縁及び後縁を有し、前記少なくとも１つの配向標識のうちの
少なくとも１つが、前記印刷媒体の前記前縁部分又は前記前縁に隣接する部分の上又は中
に配置された、請求項５３９に記載の印刷媒体。
【請求項５４０】
　モバイル機器によって印刷方向に印刷されるように構成された印刷媒体であって、
　第１及び第２の相対する面を画定している積層基板と、
　前記印刷媒体の物理特性を表す第１の情報を符号化している符号化データと
を備えた印刷媒体。
【請求項５４１】
　前記第１の情報が前記印刷媒体のサイズを表す、請求項５４０に記載の印刷媒体。
【請求項５４２】
　前記第１の情報が前記印刷媒体に関連する媒体タイプを表す、請求項５４０に記載の印
刷媒体。
【請求項５４３】
　前記第１の情報が前記印刷媒体に予め印刷済みの情報を表す、請求項５４０に記載の印
刷媒体。
【請求項５４４】
　前記第１の情報が、線形エンコーディングスキームに従って前記符号化データの中に符
号化された、請求項５４０に記載の印刷媒体。
【請求項５４５】
　前記符号化データの形態がデータトラックの形態である、請求項５４４に記載の印刷媒
体。
【請求項５４６】
　前記データトラックが前記印刷媒体の縁に沿って展開している、請求項５４５に記載の
印刷媒体。
【請求項５４７】
　それぞれ前記第１の情報を符号化している少なくとも２つのデータトラックを備えた、
請求項５４５に記載の印刷媒体。
【請求項５４８】
　前記第１の情報がすべての前記データトラックで全く同じである、請求項５４７に記載
の印刷媒体。
【請求項５４９】
　前記データトラックのそれぞれが、前記印刷媒体の配向を示す少なくとも１つの配向標
識を含む、請求項５４７に記載の印刷媒体。
【請求項５５０】
　前記配向標識が、前記印刷媒体に対する個々のデータトラックの位置及び配向の相違を
考慮するために、前記データトラック毎に異なる、請求項５４９に記載の印刷媒体。
【請求項５５１】
　前記配向標識のうちの１つが、前記印刷媒体の前記第１の面の第１の隅に隣接して配置
された、請求項５５０に記載の印刷媒体。
【請求項５５２】
　前記配向標識のうちの他の配向標識が、前記印刷媒体の前記第１の面の、前記第１の隅
とは対角線上の反対側に位置している第２の隅に隣接して配置された、請求項５５１に記
載の印刷媒体。
【請求項５５３】
　前記データトラックが、前記印刷媒体の配向を示す少なくとも１つの配向標識を更に含
む、請求項５４５に記載の印刷媒体。
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【請求項５５４】
　前記データトラックが赤外線インクで印刷された、請求項５４０に記載の印刷媒体。
【請求項５５５】
　前記データトラックが、平均的な人間の裸眼では実質的に見ることができない赤外線イ
ンクで印刷された、請求項５５４に記載の印刷媒体。
【請求項５５６】
　前記線形エンコーディングスキームとは全く異なる第２のエンコーディングスキームに
従って符号化された第２の情報を含んだ符号化データを更に含み、前記第１の情報が前記
第２の情報を表す、請求項５５４に記載の印刷媒体。
【請求項５５７】
　印刷方向に印刷媒体に印刷するためのモバイル機器であって、前記印刷媒体が、第１の
情報を符号化している第１の符号化データを含み、前記モバイル機器が、
　前記第１の符号化データを知覚するための第１のセンサと、
　前記符号化データを復号し、少なくとも前記第１の情報を引き出すための処理手段と、
　前記印刷媒体に印刷するための印刷ヘッドであって、引き出された前記第１の情報に少
なくとも部分的に基づいて前記印刷媒体に印刷するように制御され、前記第１の情報が完
全に引き出されるまで印刷を開始しない印刷ヘッドと
を備えたモバイル機器。
【請求項５５８】
　前記第１の情報が前記印刷媒体の識別を表す、請求項５５７に記載のモバイル機器。
【請求項５５９】
　前記第１の符号化データが、線形エンコーディングスキームに従ってデータトラックの
中に符号化され、前記印刷媒体が、前記線形エンコーディングスキームとは異なるエンコ
ーディングスキームで符号化された第２の符号化データを含み、前記第１の情報の少なく
とも一部が、前記第２の符号化データの中に符号化された第２の情報を表す、請求項５５
８に記載のモバイル機器。
【請求項５６０】
　前記第１及び第２の情報が前記印刷媒体の識別を表す、請求項５５９に記載のモバイル
機器。
【請求項５６１】
　前記モバイル機器が、前記印刷媒体の識別を表す第１のメッセージを遠隔コンピュータ
システムに送信するように構成されたトランスミッタを備えた、請求項５６０に記載のモ
バイル機器。
【請求項５６２】
　前記モバイル機器が、前記第１のメッセージに応答して、前記印刷媒体に印刷してもよ
いかどうかを示す第２のメッセージを受け取るためのレシーバを備え、前記モバイル機器
が、前記印刷媒体に印刷するかどうかを決定する前に、前記第２のメッセージを待機する
ように構成された、請求項５６１に記載のモバイル機器。
【請求項５６３】
　印刷中、前記印刷媒体を前記印刷ヘッドの先へ駆動するための媒体駆動手段を更に備え
た、請求項５５７に記載のモバイル機器。
【請求項５６４】
　前記印刷媒体が沿って前記印刷ヘッドの先へ移動する印刷通路を画定し、前記駆動手段
が、前記印刷通路内の前記センサの上流側に配置された、請求項５６３に記載のモバイル
機器。
【請求項５６５】
　前記センサが、前記駆動手段と前記印刷ヘッドの間に配置された、請求項５６２に記載
のモバイル機器。
【請求項５６６】
　前記駆動手段が逆駆動可能であり、それにより、前記第１の符号化データの読取りを可
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能にするために、前記印刷媒体が実質的に前記印刷ヘッドの上流側に位置するまで逆駆動
して前記印刷媒体を前記印刷方向に前記センサの先へ駆動し、次に、印刷中、前記印刷方
向に前記印刷ヘッドの先へ駆動することができる、請求項５６３に記載のモバイル機器。
【請求項５６７】
　印刷中、前記印刷媒体が前記印刷ヘッドの先へ駆動されている間に前記第１の符号化デ
ータを知覚し、
　前記第１の符号化データからクロック信号を引き出し、且つ、
　噴射制御信号を前記印刷ヘッドに提供し、それにより前記印刷媒体の移動と印刷を同期
させるべく前記クロック信号を使用する
　ように構成された、請求項５６４に記載のモバイル機器。
【請求項５６８】
　前記印刷媒体が沿って前記印刷ヘッドの先へ移動する印刷通路を画定し、前記駆動手段
が、それぞれ前記印刷ヘッドの上流側及び下流側の前記印刷通路に配置された第１及び第
２の駆動機構を備えた、請求項５５７に記載のモバイル機器。
【請求項５６９】
　前記センサが、前記第１の駆動機構と第２の駆動機構の間に配置された、請求項５６５
に記載のモバイル機器。
【請求項５７０】
　印刷中、前記印刷媒体が前記印刷ヘッドの先へ駆動されている間に前記第１の符号化デ
ータを知覚し、
　前記第１の符号化データからクロック信号を引き出し、且つ、
　噴射制御信号を前記印刷ヘッドに提供し、それにより前記印刷媒体の移動と印刷を同期
させるべく前記クロック信号を使用する
　ように構成された、請求項５６７に記載のモバイル機器。
【請求項５７１】
　前記第１の符号化データが、前記線形符号化された第１の情報に平行の個別のクロック
トラックを含み、前記モバイル機器が、印刷中、前記クロックトラックから前記クロック
信号を生成するように構成された、請求項５６５に記載のモバイル機器。
【請求項５７２】
　前記第１の符号化データが、前記線形符号化された第１の情報に平行の個別のクロック
トラックを含み、前記モバイル機器が、印刷中、前記クロックトラックから前記クロック
信号を生成するように構成された、請求項５６８に記載のモバイル機器。
【請求項５７３】
　前記センサを使用して前記第１の符号化データを知覚することができるよう、前記第１
の符号化データに光を出力するために配置された発光デバイスを更に備えた、請求項５５
７に記載のモバイル機器。
【請求項５７４】
　前記第１の符号化データが赤外線インクで印刷され、前記発光デバイスが赤外線スペク
トルの光を放出する、請求項５７１に記載のモバイル機器。
【請求項５７５】
　前記第１の符号化データが、平均的な人間の裸眼では実質的に見ることができない赤外
線インクで印刷された、請求項５７１に記載のモバイル機器。
【請求項５７６】
　印刷方向に印刷媒体に印刷するためのモバイル機器であって、前記印刷媒体が、第１の
情報を符号化している第１の符号化データを含み、前記モバイル機器が、
　前記第１の符号化データを知覚するための第１のセンサと、
　前記符号化データを復号し、少なくとも前記第１の情報を引き出すための処理手段と、
　前記印刷媒体に印刷するための印刷ヘッドであって、引き出された前記第１の情報に少
なくとも部分的に基づいて前記印刷媒体に印刷するように制御され、前記第１の情報が完
全に引き出される前に印刷を開始する印刷ヘッドと
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を備えたモバイル機器。
【請求項５７７】
　前記第１の情報が前記印刷媒体の識別を表す、請求項５７６に記載のモバイル機器。
【請求項５７８】
　前記第１の符号化データが、線形エンコーディングスキームに従ってデータトラックの
中に符号化され、前記印刷媒体が、前記線形エンコーディングスキームとは異なるエンコ
ーディングスキームで符号化された第２の符号化データを含み、前記第１の情報の少なく
とも一部が、前記第２の符号化データの中に符号化された第２の情報を表す、請求項５７
７に記載のモバイル機器。
【請求項５７９】
　前記第１及び第２の情報が前記印刷媒体の識別を表す、請求項５７８に記載のモバイル
機器。
【請求項５８０】
　前記モバイル機器が、前記印刷媒体の識別を表す第１のメッセージを遠隔コンピュータ
システムに送信するように構成されたトランスミッタを備えた、請求項５７９に記載のモ
バイル機器。
【請求項５８１】
　前記モバイル機器が、前記第１のメッセージに応答して、前記印刷媒体に印刷してもよ
いかどうかを示す第２のメッセージを受け取るためのレシーバを備え、前記モバイル機器
が、前記印刷媒体に印刷してはならないことを前記第２のメッセージが示している場合、
印刷を中止するように構成された、請求項５８０に記載のモバイル機器。
【請求項５８２】
　印刷中、前記印刷媒体を前記印刷ヘッドの先へ駆動するための媒体駆動手段を更に備え
た、請求項５８２に記載のモバイル機器。
【請求項５８３】
　前記印刷媒体が沿って前記印刷ヘッドの先へ移動する印刷通路を画定し、前記駆動手段
が、前記印刷通路内の前記センサの上流側に配置された、請求項５８２に記載のモバイル
機器。
【請求項５８４】
　前記センサが、前記駆動手段と前記印刷ヘッドの間に配置された、請求項５８１に記載
のモバイル機器。
【請求項５８５】
　印刷中、前記印刷媒体が前記印刷ヘッドの先へ駆動されている間に前記第１の符号化デ
ータを知覚し、
　前記第１の符号化データからクロック信号を引き出し、且つ、
　噴射制御信号を前記印刷ヘッドに提供し、それにより前記印刷媒体の移動と印刷を同期
させるべく前記クロック信号を使用する
　ように構成された、請求項５７６に記載のモバイル機器。
【請求項５８６】
　前記第１の符号化データが、前記第１の情報とは別に個別のクロックトラックを含み、
前記モバイル機器が、印刷中、前記クロックトラックから前記クロック信号を生成するよ
うに構成された、請求項５７６に記載のモバイル機器。
【請求項５８７】
　前記センサを使用して前記第１の符号化データを知覚することができるよう、前記第１
の符号化データに光を出力するために配置された発光デバイスを更に備えた、請求項５７
６に記載のモバイル機器。
【請求項５８８】
　前記第１の符号化データが赤外線インクで印刷され、前記発光デバイスが赤外線スペク
トルの光を放出する、請求項５８５に記載のモバイル機器。
【請求項５８９】
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　前記第１の符号化データが、平均的な人間の裸眼では実質的に見ることができない赤外
線インクで印刷された、請求項５８６に記載のモバイル機器。
【請求項５９０】
　前記印刷ヘッドが交換可能カートリッジの一部を形成している、請求項５８６に記載の
モバイル機器。
【請求項５９１】
　前記カートリッジが少なくとも１つのインク貯蔵容器を備えた、請求項５８８に記載の
モバイル機器。
【請求項５９２】
　前記カートリッジが、非印刷時に前記印刷ヘッドに蓋をするための少なくとも１つのキ
ャッピング機構を備えた、請求項５８８に記載のモバイル機器。
【請求項５９３】
　前記キャッピング機構が、
　前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印刷ヘッ
ドが前記印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、
前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備え、
　前記キャッパが、前記印刷媒体が前記媒体通路を通って移動する際に、前記印刷媒体の
縁によって前記キャップ位置と前記非キャップ位置の間を移動する、請求項５９１に記載
のモバイル機器。
【請求項５９４】
　前記キャップ位置では、前記キャッパが弾性的に前記キャッピング関係に強制される、
請求項５９２に記載のモバイル機器。
【請求項５９５】
　前記処理手段が、前記印刷媒体への印刷を同期化させるために使用されるクロック信号
を前記知覚した符号化データから引き出すように構成された、請求項５７６に記載のモバ
イル機器。
【請求項５９６】
　モバイル機器であって、
　移動電話システムから信号を受信するための第１のレシーバと、
　前記移動電話システムを介して信号を送信するための第１のトランスミッタと、
　ユーザが前記モバイル機器を文書作成デバイス又は製図デバイスとして使用することが
できるスタイラスと
を備えたモバイル機器。
【請求項５９７】
　符号化データを知覚し、且つ、前記知覚したデータに基づいて生データを出力するため
の第１のセンサデバイスと、
　前記第１のトランスミッタを制御して、少なくとも部分的に前記知覚したデータに基づ
く出力データを前記移動電話システムを介してコンピュータシステムに送信するように動
作させることができるトランスミッタ制御装置と
を更に備えた、請求項５９６に記載のモバイル機器。
【請求項５９８】
　前記第１の知覚デバイスが前記スタイラスの上に配置された、請求項５９７に記載のモ
バイル機器。
【請求項５９９】
　前記スタイラスが、前記文書作成又は製図を実施するための複数のノズルのアレイを備
えた印刷ヘッドチップを有する、請求項５９７に記載のモバイル機器。
【請求項６００】
　媒体基板に印刷するためのページ幅印刷ヘッドを備えたプリンタ機構を更に備え、前記
印刷ヘッドが、前記デバイスを通る媒体給送通路に隣接して配置された、請求項５９６に
記載のモバイル機器。
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【請求項６０１】
　前記プリンタ機構が、文書データを受け取り、且つ、少なくとも部分的に前記文書デー
タに基づくインタフェースを表面に印刷するように適合され、前記文書データが、少なく
とも１つの識別を表す識別データを含み、前記識別が前記インタフェースの領域と結合し
、前記インタフェースが符号化データを含む、請求項６００に記載のモバイル機器。
【請求項６０２】
　少なくとも１つのインク貯蔵容器を更に備え、前記スタイラス内の前記印刷ヘッドチッ
プ及び前記プリンタ機構が、前記少なくとも１つのインク貯蔵容器を共有する、請求項６
００に記載のモバイル機器。
【請求項６０３】
　１つ又は複数のセンサデバイスにデータを送信し、且つ、１つ又は複数のセンサデバイ
スからデータを受け取るように適合された第２のトランスミッタ及び第２のレシーバを更
に備え、前記センサデバイスがデータを送信する、請求項６００に記載のモバイル機器。
【請求項６０４】
　１つ又は複数のセンサデバイスにデータを送信し、且つ、１つ又は複数のセンサデバイ
スからデータを受け取るように適合された第２のトランスミッタ及び第２のレシーバを更
に備え、前記センサデバイスがデータを送信する、請求項６００に記載のモバイル機器。
【請求項６０５】
　前記移動電話ユニットに第１のデータに基づくデータを前記第１のトランスミッタを介
してコンピュータシステムに送信させるように適合されたトランスミッタ制御装置を更に
備えた、請求項６００に記載のモバイル機器。
【請求項６０６】
　前記プリンタ機構が、前記ノズルを覆うキャップ位置と前記ノズルから間隔を隔てた非
キャップ位置との間を移動することができるキャッパアセンブリを更に備え、
　前記キャッパアセンブリが、前記媒体によって、前記媒体との係合が解除されると前記
キャップ位置へ移動するように前記非キャップ位置に保持される、請求項５９９に記載の
モバイル機器。
【請求項６０７】
　媒体基板のシートに符号化データが符号化され、印刷エンジン制御装置が、センサを使
用して前記印刷ヘッドに対する前記シートの位置を決定する、請求項６０６に記載のモバ
イル機器。
【請求項６０８】
　前記媒体を前記印刷ヘッドの先へ給送するための媒体給送ローラを更に備えた、請求項
６０６に記載のモバイル機器。
【請求項６０９】
　前記媒体基板がシートであり、印刷に先立って前記シートの後縁と前記媒体給送ローラ
の係合が解除され、前記シートの運動量によって前記後縁が前記印刷ヘッドの先へ突出す
る、請求項６０６に記載のモバイル機器。
【請求項６１０】
　前記キャッパアセンブリが、前記シートの印刷が完了した後、前記シートの一部が前記
モバイル機器の外に出て手で容易に収集することができるよう、前記シートを軽く把握す
る、請求項６０９に記載のモバイル機器。
【請求項６１１】
　前記キャッパアセンブリが、前記シートの前縁と係合すると、前記キャップ位置から前
記非キャップ位置に向かって移動する、請求項６０６に記載のモバイル機器。
【請求項６１２】
　前記印刷ヘッドが、印刷中、前記印刷媒体を給送方向に前記印刷ヘッドの先へ導くため
の印刷媒体給送通路、及び印刷するために前記印刷媒体を前記印刷ヘッドの先へ駆動する
ための駆動機構を更に備えたカートリッジに組み込まれた、請求項６０６に記載のモバイ
ル機器。
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【請求項６１３】
　前記印刷ヘッドが、複数のインク噴射ノズルのアレイを有し、且つ、前記ノズルによっ
て噴射されるインクを前記印刷ヘッドに供給するための少なくとも１つのインク貯蔵容器
であって、負の静水圧のインクを前記ノズルに誘導するための少なくとも１つの吸取り構
造を個々に備えたインク貯蔵容器と、非使用時に前記印刷ヘッドに蓋をするためのキャッ
ピング機構とを更に備えたカートリッジに組み込まれた、請求項６０６に記載のモバイル
機器。
【請求項６１４】
　媒体基板を給送通路に沿って給送するための媒体係合表面を備えた駆動軸と、
　前記駆動軸に隣接する、前記媒体基板を前記媒体係合表面に対してバイアスさせるため
の媒体ガイドと
を更に備えた、請求項６０６に記載のモバイル機器。
【請求項６１５】
　媒体基板の前記シートを前記印刷ヘッドの先へ給送するための駆動軸を更に備え、使用
中、
　運動量によって前記シートの後縁が前記印刷ヘッドの先へ突出して印刷が完了するよう
、印刷が完了する前に前記シートと前記駆動軸の係合が解除される、請求項６０５に記載
のモバイル機器。
【請求項６１６】
　モバイル機器によって印刷方向に印刷されるように構成された、第１及び第２の相対す
る面を画定している積層基板を備えた印刷媒体であって、前記積層基板が、前記モバイル
機器によって印刷される第１の部分と、前記基板の比較的弱い領域によって第２の部分に
取り付けられた第２の部分とを備え、前記第２の部分が前記第１の部分から取外し可能で
ある印刷媒体。
【請求項６１７】
　線形トラックを備え、前記モバイル機器が、前記第１の部分への印刷を同期化させるた
めに使用されるクロック信号を前記線形トラックから引き出すことができる、請求項６１
６に記載の印刷媒体。
【請求項６１８】
　前記線形トラックの少なくとも一部が前記第２の部分に配置された、請求項６１７に記
載の印刷媒体。
【請求項６１９】
　前記線形トラックが前記第１及び第２の両方の部分に連続的に展開している、請求項６
１８に記載の印刷媒体。
【請求項６２０】
　前記線形トラックが、印刷の前又は印刷中に前記モバイル機器が引き出すことができる
第１の情報を含んだ線形符号化データトラックである、請求項６１９に記載の印刷媒体。
【請求項６２１】
　線形エンコーディングとは異なるフォーマットで符号化された、第２の情報を含んだ符
号化データを更に含み、前記第１の情報が前記第２の情報を表す、請求項６２０に記載の
印刷媒体。
【請求項６２２】
　前記線形トラックが前記印刷方向に前記印刷媒体に沿って展開している、請求項６１９
に記載の印刷媒体。
【請求項６２３】
　前記線形トラックが、前記印刷媒体の前記印刷方向に展開している縁部分又は縁に隣接
する部分に配置された、請求項６２２に記載の印刷媒体。
【請求項６２４】
　前記比較的弱い領域が、前記印刷方向に対して概ね直角の方向に前記印刷媒体を横切っ
て展開している多孔線である、請求項６１６に記載の印刷媒体。
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【請求項６２５】
　前記比較的弱い領域が、前記第２の部分が前記第１の部分から取り外された場合に、前
記第２の部分を除去することによって出現する前記第１の部分の縁が、平面図で、前記第
１の部分の反対側の端部の前記第１の部分の縁と実質的に同じ形になるように形状化され
た、請求項６１６に記載の印刷媒体。
【請求項６２６】
　前記線形トラックが、前記印刷媒体の配向を示す少なくとも１つの配向標識を含む、請
求項６１８に記載の印刷媒体。
【請求項６２７】
　前記配向標識が、前記弱い領域から距離を隔てた前記第２の部分の縁部分又は縁に隣接
する部分に配置された、請求項６２４に記載の印刷媒体。
【請求項６２８】
　前記線形トラックが、前記弱い領域又は前記弱い領域に隣接する前記第１の部分に配置
された他の配向標識を含む、請求項６２５に記載の印刷媒体。
【請求項６２９】
　前記データトラックが赤外線インクで印刷された、請求項６１６に記載の印刷媒体。
【請求項６３０】
　前記データトラックが、平均的な人間の裸眼では実質的に見ることができない赤外線イ
ンクで印刷された、請求項６２７に記載の印刷媒体。
【請求項６３１】
　前記２つの面のうちの少なくとも一方の面に予め印刷済みの人間可読情報を更に含む、
請求項６１６に記載の印刷媒体。
【請求項６３２】
　前記第２の部分が、前記線形エンコーディングとは異なるフォーマットで符号化された
、第２の情報を含んだ符号化データを含む、請求項６１６に記載の印刷媒体。
【請求項６３３】
　前記第２の部分が、宝くじの券である前記第２の部分を示す事前印刷済み人間可読情報
を含む、請求項６３０に記載の印刷媒体。
【請求項６３４】
　前記第１の情報が前記印刷媒体の物理特性を表す、請求項６２０に記載の印刷媒体。
【請求項６３５】
　前記第１の情報が前記印刷媒体のサイズを表す、請求項６３２に記載の印刷媒体。
【請求項６３６】
　前記第１の情報が前記印刷媒体に関連する媒体タイプを表す、請求項６３２に記載の印
刷媒体。
【請求項６３７】
　前記第１の情報が前記印刷媒体に予め印刷済みの情報を表す、請求項６３２に記載の印
刷媒体。
【請求項６３８】
　モバイル機器を使用して、前記モバイル機器によって印刷方向に印刷されるように構成
された印刷媒体から符号化データを読み取る方法であって、前記モバイル機器が、プリン
タ、センサ及び処理手段を備え、前記印刷媒体が、第１及び第２の相対する面を画定して
いる積層基板を備え、前記第１の面が前記符号化データを担い、前記方法が、
　前記印刷媒体から前記符号化データの少なくとも一部を知覚するために前記センサを使
用するステップと、
　前記符号化データを復号するために前記処理手段を使用するステップと、
　前記符号化データが復号された後でのみ前記印刷媒体に印刷するステップと
を含む方法。
【請求項６３９】
　前記符号化データが前記印刷媒体に関連する複数の位置を示し、前記復号化ステップが
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、前記複数の位置のうちの少なくとも１つを決定するステップを含む、請求項６３８に記
載の方法。
【請求項６４０】
　前記復号化ステップが、決定された位置に少なくとも部分的に基づいて、前記符号化デ
ータが知覚された時点における、前記センサに対する前記印刷媒体の位置を決定するステ
ップを含む、請求項６３９に記載の方法。
【請求項６４１】
　前記符号化データの形態がデータの二次元アレイの形態であり、前記センサが、前記符
号化データのサブセットのイメージを捕獲するように構成され、前記符号化データの前記
サブセットは、前記位置の決定を可能にするには十分である、請求項６３９に記載の方法
。
【請求項６４２】
　前記処理手段が、決定された位置及び前記センサの捕獲視野に捕獲された符号化データ
の位置に少なくとも部分的に基づいて、前記符号化データが知覚された時点における、前
記センサに対する前記印刷媒体の位置を決定するように構成された、請求項６４１に記載
の方法。
【請求項６４３】
　前記モバイル機器が発光デバイスを更に備え、前記方法が、前記センサが前記符号化デ
ータを知覚している間、前記印刷媒体を照射するために前記発光デバイスを使用するステ
ップを含む、請求項６４２に記載の方法。
【請求項６４４】
　前記印刷媒体に印刷している間に実行される、
　クロック信号を決定するために前記センサを使用するステップと、
　前記印刷媒体への印刷を同期化させるために前記クロック信号を使用するステップと
を含む、請求項６３８に記載の方法。
【請求項６４５】
　前記符号化データを知覚するために前記センサを使用するステップが、前記符号化デー
タの第１のイメージを捕獲するステップを含み、前記クロック信号を生成するステップが
、
　前記決定された位置に少なくとも部分的に基づいて、前記符号化データが知覚された時
点における、前記センサに対する前記印刷媒体の位置を決定するステップと、
　印刷ヘッドが印刷している間、前記符号化データの後続するイメージを捕獲するために
前記センサを使用するステップと、
　印刷中、連続して捕獲されたイメージに基づいて前記印刷媒体の移動を決定するステッ
プと、
　前記印刷媒体の移動に基づいて前記クロック信号を引き出すステップと
を実行するために前記プロセッサを使用するステップを含む、請求項６５０に記載の方法
。
【請求項６４６】
　印刷中、前記印刷媒体の移動を決定するステップが、
　連続して捕獲された複数のイメージの少なくとも一部に捕獲されている前記符号化デー
タを復号するステップと、
　個々の前記イメージが捕獲された時点における、前記センサに対する前記印刷媒体の位
置を決定するステップと、
　決定された、時間による位置に基づいて、前記印刷媒体の移動を決定するステップと
を実行するために前記処理手段を使用するステップを含む、請求項６４５に記載の方法。
【請求項６４７】
　印刷中、前記印刷媒体の移動を決定するステップが、最初の位置に対する前記印刷媒体
の移動を決定するために、捕獲された複数のイメージの少なくとも一部に符号化されてい
るデータの少なくとも一部に対するパターン認識を実行するステップを含む、請求項６４
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５に記載の方法。
【請求項６４８】
　前記センサによって知覚された前記符号化データに基づいて、前記センサに対する前記
印刷媒体の移動を決定するステップを更に含む、請求項６３８に記載の方法。
【請求項６４９】
　前記印刷媒体の移動を決定するステップが、前記印刷媒体が前記センサの先へ移動する
際に、前記符号化データの複数のイメージを捕獲するステップ、及び前記複数のイメージ
に基づいて前記印刷媒体の移動を決定するステップを含む、請求項６４８に記載の方法。
【請求項６５０】
　前記印刷媒体の移動を決定するステップが、
　捕獲された複数のイメージの少なくとも一部に捕獲されている前記符号化データを復号
するために前記処理手段を使用するステップと、
　個々の前記イメージが捕獲された時点における、前記センサに対する前記印刷媒体の位
置を決定するステップと、
　決定された、時間による位置に基づいて、前記印刷媒体の移動を決定するステップと
を含む、請求項６４９に記載の方法。
【請求項６５１】
　前記印刷媒体の移動を決定するステップが、前記印刷媒体の少なくとも１つの絶対位置
に対する前記印刷媒体の移動を決定するために、パターン認識を実行するステップを含む
、請求項６４９に記載の方法。
【請求項６５２】
　捕獲された複数のイメージのうちの少なくとも１つに符号化されているデータを復号す
るための前記処理手段を使用して前記絶対位置を得るステップと、復号化したデータから
前記少なくとも１つの絶対位置を得るステップを含む、請求項６５１に記載の方法。
【請求項６５３】
　前記モバイル機器が発光デバイスを更に備え、前記方法が、前記センサが前記符号化デ
ータを知覚している間、前記印刷媒体を照射するために前記発光デバイスを使用するステ
ップを含む、請求項６５２に記載の方法。
【請求項６５４】
　前記印刷媒体の移動に基づいてクロック信号を生成するステップと、前記印刷媒体への
印刷を同期化させるために前記クロック信号を使用するステップとを更に含む、請求項６
４９に記載の方法。
【請求項６５５】
　前記媒体が、前記印刷媒体の配向を示す少なくとも１つの配向標識を含み、前記方法が
、印刷を開始する前に、前記配向標識から前記配向を決定するステップを含む、請求項６
３８に記載の方法。
【請求項６５６】
　前記少なくとも１つの配向標識が、前記印刷媒体の縁部分又は縁に隣接する部分に配置
された、請求項６５５に記載の方法。
【請求項６５７】
　前記印刷媒体は、媒体給送通路を通る、前記印刷媒体の意図する給送方向に対して画定
された前縁及び後縁を有し、前記少なくとも１つの配向標識のうちの少なくとも１つが、
前記印刷媒体の前記前縁部分又は前記前縁に隣接する部分の上又は中に配置された、請求
項６５６に記載の方法。
【請求項６５８】
　モバイル機器を使用して、前記モバイル機器によって印刷方向に印刷されるように構成
された印刷媒体の前記モバイル機器に対する移動を決定する方法であって、前記モバイル
機器が、プリンタ、第１のセンサ及び処理手段を備え、前記印刷媒体が、第１及び第２の
相対する面を画定している基板を備え、前記第１の面が符号化データを担い、前記方法が
、
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　前記印刷媒体から前記符号化データの少なくとも一部を知覚するために第１のセンサを
使用するステップと、
　前記第１のセンサによって知覚された前記符号化データに基づいて、前記センサに対す
る前記印刷媒体の移動を決定するステップと
を含む方法。
【請求項６５９】
　前記印刷媒体の移動を決定するステップが、前記印刷媒体が前記第１のセンサの先へ移
動する際に、前記符号化データの複数のイメージを捕獲するステップ、及び前記複数のイ
メージに基づいて前記印刷媒体の移動を決定するステップを含む、請求項６５８に記載の
方法。
【請求項６６０】
　前記印刷媒体の移動を決定するステップが、
　捕獲された複数のイメージのうちの少なくとも１つに捕獲されている前記符号化データ
を復号するために前記処理手段を使用するステップと、
　個々の前記イメージが捕獲された時点における、前記第１のセンサに対する前記印刷媒
体の位置を決定するステップと、
　決定された、時間による位置に基づいて、前記印刷媒体の移動を決定するステップと
を含む、請求項６５９に記載の方法。
【請求項６６１】
　前記印刷媒体の移動を決定するステップが、前記印刷媒体の少なくとも１つの絶対位置
に対する前記印刷媒体の移動を決定するために、パターン認識を実行するステップを含む
、請求項６５９に記載の方法。
【請求項６６２】
　捕獲された複数のイメージのうちの少なくとも１つに符号化されているデータを復号す
るための前記処理手段を使用して前記絶対位置を得るステップと、復号化したデータから
前記少なくとも１つの絶対位置を得るステップとを含む、請求項６６１に記載の方法。
【請求項６６３】
　前記モバイル機器が発光デバイスを更に備え、前記方法が、前記第１のセンサが前記符
号化データを知覚している間、前記印刷媒体を照射するために前記発光デバイスを使用す
るステップを含む、請求項６６２に記載の方法。
【請求項６６４】
　前記印刷媒体の移動に基づいてクロック信号を生成するステップと、前記印刷媒体への
印刷を同期化させるために前記クロック信号を使用するステップとを更に含む、請求項６
５８に記載の方法。
【請求項６６５】
　前記符号化データが、前記印刷媒体に関連する複数の位置を示し、前記復号化ステップ
が、前記複数の位置のうちの少なくとも１つを決定するステップを含む、請求項６５８に
記載の方法。
【請求項６６６】
　前記復号化ステップが、決定された位置に少なくとも部分的に基づいて、前記符号化デ
ータが知覚された時点における、前記第１のセンサに対する前記印刷媒体の位置を決定す
るステップを含む、請求項８に記載の方法。
【請求項６６７】
　前記符号化データの形態がデータの二次元アレイの形態であり、前記第１のセンサが、
前記符号化データのサブセットのイメージを捕獲するように構成され、前記符号化データ
の前記サブセットは、前記位置の決定を可能にするには十分である、請求項６６５に記載
の方法。
【請求項６６８】
　前記処理手段が、決定された位置及び前記第１のセンサの捕獲視野に捕獲された符号化
データの位置に少なくとも部分的に基づいて、前記符号化データが知覚された時点におけ
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る、前記第１のセンサに対する前記印刷媒体の位置を決定するように構成された、請求項
６６７に記載の方法。
【請求項６６９】
　前記モバイル機器が発光デバイスを更に備え、前記方法が、前記第１のセンサが前記符
号化データを知覚している間、前記印刷媒体を照射するために前記発光デバイスを使用す
るステップを含む、請求項６６８に記載の方法。
【請求項６７０】
　前記印刷媒体に印刷している間に実行される、
　前記符号化データを知覚するために前記第１のセンサを使用するステップと、
　知覚した符号化データに基づいてクロック信号を生成するために前記処理手段を使用す
るステップと、
　前記印刷媒体への印刷を同期化させるために前記クロック信号を使用するステップと
を含む、請求項６５８に記載の方法。
【請求項６７１】
　前記符号化データを知覚するために前記第１のセンサを使用するステップが、前記符号
化データの第１のイメージを捕獲するステップを含み、前記クロック信号を生成するステ
ップが、
　決定された位置に少なくとも部分的に基づいて、前記符号化データが知覚された時点に
おける、前記第１のセンサに対する前記印刷媒体の位置を決定するステップと、
　印刷ヘッドが印刷している間、前記符号化データの後続するイメージを捕獲するために
前記第１のセンサを使用するステップと、
　印刷中、連続して捕獲されたイメージに基づいて前記印刷媒体の移動を決定するステッ
プと、
　前記印刷媒体の移動に基づいて前記クロック信号を引き出すステップと
を実行するために前記プロセッサを使用するステップを含む、請求項６７０に記載の方法
。
【請求項６７２】
　印刷中、前記印刷媒体の移動を決定するステップが、
　連続して捕獲された複数のイメージの少なくとも一部に捕獲されている前記符号化デー
タを復号するステップと、
　個々の前記イメージが捕獲された時点における、前記第１のセンサに対する前記印刷媒
体の位置を決定するステップと、
　決定された、時間による位置に基づいて、前記印刷媒体の移動を決定するステップと
を実行するために前記処理手段を使用するステップを含む、請求項６７１に記載の方法。
【請求項６７３】
　印刷中、前記印刷媒体の移動を決定するステップが、最初の位置に対する前記印刷媒体
の移動を決定するために、捕獲された複数のイメージの少なくとも一部に符号化されてい
るデータの少なくとも一部に対するパターン認識を実行するステップを含む、請求項６７
１に記載の方法。
【請求項６７４】
　前記印刷媒体が、前記印刷媒体の配向を示す少なくとも１つの配向標識を含み、前記方
法が、印刷を開始する前に、前記配向標識から前記配向を決定するステップを含む、請求
項６５８に記載の方法。
【請求項６７５】
　前記少なくとも１つの配向標識が、前記印刷媒体の縁部分又は縁に隣接する部分に配置
された、請求項６７４に記載の方法。
【請求項６７６】
　前記印刷媒体の既知の物理配向及び前記第１のイメージから、前記印刷媒体に対する前
記符号化データの第１の相対回転を決定するために前記処理手段を使用するステップを更
に含む、請求項６５８に記載の方法。
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【請求項６７７】
　前記符号化データの少なくとも一部の第２のイメージを捕獲するために第２のセンサを
使用するステップと、
　前記第１及び第２の両方のセンサによって知覚された符号化データに基づいて、センサ
に対する前記印刷媒体の移動を決定するステップと
を更に含む、請求項６５８に記載の方法。
【請求項６７８】
　モバイル機器を使用して、印刷媒体に対する符号化データの第１の相対回転を決定する
方法であって、前記印刷媒体が、前記モバイル機器によって印刷方向に印刷されるように
構成され、前記モバイル機器が、プリンタ、第１のセンサ及び処理手段を備え、印刷媒体
が、第１及び第２の相対する面を画定している基板を備え、前記第１の面が前記符号化デ
ータを担い、前記方法が、
　（ａ）前記印刷媒体が第１の位置に位置している場合に、前記符号化データの少なくと
も一部の第１のイメージを捕獲するために前記第１のセンサを使用するステップと、
　（ｂ）前記印刷媒体の既知の物理配向及び前記第１のイメージから、前記印刷媒体に対
する前記符号化データの第１の相対回転を決定するために前記処理手段を使用するステッ
プと
を含む方法。
【請求項６７９】
　前記モバイル機器がトランスミッタを更に備え、前記方法が、前記トランスミッタを使
用して遠隔コンピュータシステムに前記第１の相対回転を送信するステップを更に含む、
請求項６７８に記載の方法。
【請求項６８０】
　前記トランスミッタが、移動遠隔通信網を介して前記相対回転を送信するように構成さ
れた、請求項６７９に記載の方法。
【請求項６８１】
　前記印刷媒体が第２の位置に位置している場合に、前記符号化データの少なくとも一部
の第２のイメージを捕獲するために前記第１のセンサを使用するステップと、
　前記印刷媒体の既知の物理配向及び前記第２のイメージから、前記印刷媒体に対する前
記符号化データの第２の相対回転を決定するために前記処理手段を使用するステップと、
　前記第１及び第２の回転から、前記印刷媒体に対する前記符号化データの前記相対回転
の指示が前記第１又は第２の回転より正確である第３の回転を計算するために前記処理手
段を使用するステップと
を更に含む、請求項６７８に記載の方法。
【請求項６８２】
　前記モバイル機器がトランスミッタを更に備え、前記方法が、前記トランスミッタを使
用して遠隔コンピュータシステムに前記第３の相対回転を送信するステップを更に含む、
請求項６８１に記載の方法。
【請求項６８３】
　前記処理手段によって実行される、
　前記第１のイメージの中に符号化されているデータの少なくとも一部を復号するステッ
プと、
　復号されたデータから位置を決定するステップと、
　前記位置及び前記第１のイメージ内の前記符号化データの位置に基づいて、前記第１の
イメージが捕獲された時点における、前記第１のセンサに対する前記印刷媒体の第１の位
置を決定するステップと
を更に含む、請求項６７８に記載の方法。
【請求項６８４】
　前記印刷媒体の移動を決定するステップが、前記印刷媒体が前記第１のセンサの先へ移
動する際に、前記符号化データの複数のイメージを捕獲するステップ、及び前記複数のイ
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メージに基づいて前記印刷媒体の移動を決定するステップを含む、請求項６７８に記載の
方法。
【請求項６８５】
　前記モバイル機器が発光デバイスを更に備え、前記方法が、前記第１のセンサが前記符
号化データを知覚している間、前記印刷媒体を照射するために前記発光デバイスを使用す
るステップを含む、請求項６７８に記載の方法。
【請求項６８６】
　前記印刷媒体の移動に基づいてクロック信号を生成するステップと、前記印刷媒体への
印刷を同期化させるために前記クロック信号を使用するステップとを更に含む、請求項６
８４に記載の方法。
【請求項６８７】
　前記符号化データの形態がデータの二次元アレイの形態であり、前記第１のセンサが、
前記符号化データのサブセットのイメージを捕獲するように構成され、前記符号化データ
の前記サブセットは、前記位置の決定を可能にするには十分である、請求項６７８に記載
の方法。
【請求項６８８】
　前記印刷媒体に印刷している間に実行される、
　前記符号化データを知覚するために前記第１のセンサを使用するステップと、
　知覚した符号化データに基づいてクロック信号を生成するために前記処理手段を使用す
るステップと、
　前記印刷媒体への印刷を同期化させるために前記クロック信号を使用するステップと
を含む、請求項６７８に記載の方法。
【請求項６８９】
　前記符号化データを知覚するために前記第１のセンサを使用するステップが、前記符号
化データの第１のイメージを捕獲するステップを含み、前記クロック信号を生成するステ
ップが、
　決定された位置に少なくとも部分的に基づいて、前記符号化データが知覚された時点に
おける、前記第１のセンサに対する前記印刷媒体の位置を決定するステップと、
　印刷ヘッドが印刷している間、前記符号化データの後続するイメージを捕獲するために
前記第１のセンサを使用するステップと、
　印刷中、連続して捕獲されたイメージに基づいて前記印刷媒体の移動を決定するステッ
プと、
　前記印刷媒体の移動に基づいて前記クロック信号を引き出すステップと
を実行するために前記プロセッサを使用するステップを含む、請求項６８８に記載の方法
。
【請求項６９０】
　印刷中、前記印刷媒体の移動を決定するステップが、
　連続して捕獲された複数のイメージの少なくとも一部に捕獲されている前記符号化デー
タを復号するステップと、
　個々の前記イメージが捕獲された時点における、前記第１のセンサに対する前記印刷媒
体の位置を決定するステップと、
　決定された、時間による位置に基づいて、前記印刷媒体の移動を決定するステップと
を実行するために前記処理手段を使用するステップを含む、請求項６８９に記載の方法。
【請求項６９１】
　印刷中、前記印刷媒体の移動を決定するステップが、最初の位置に対する前記印刷媒体
の移動を決定するために、捕獲された複数のイメージの少なくとも一部に符号化されてい
るデータの少なくとも一部に対するパターン認識を実行するステップを含む、請求項６８
９に記載の方法。
【請求項６９２】
　前記印刷媒体が、前記印刷媒体の配向を示す少なくとも１つの配向標識を含み、前記方
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法が、印刷を開始する前に、前記配向標識から前記配向を決定するステップを含む、請求
項６７８に記載の方法。
【請求項６９３】
　前記少なくとも１つの配向標識が、前記印刷媒体の縁部分又は縁に隣接する部分に配置
された、請求項６９２に記載の方法。
【請求項６９４】
　前記印刷媒体が、媒体給送通路を通る、前記印刷媒体の意図する給送方向に対して画定
された前縁及び後縁を有し、前記少なくとも１つの配向標識のうちの少なくとも１つが、
前記印刷媒体の前記前縁部分又は前記前縁に隣接する部分の上又は中に配置された、請求
項６９３に記載の方法。
【請求項６９５】
　前記符号化データの少なくとも一部の第２のイメージを捕獲するために第２のセンサを
使用するステップと、
　前記印刷媒体の既知の物理配向及び前記第２のイメージから、前記印刷媒体に対する前
記符号化データの第２の相対回転を決定するために前記処理手段を使用するステップと、
　前記第１及び第２の回転から、前記印刷媒体に対する前記符号化データの前記相対回転
の指示が前記第１又は第２の回転より正確である第３の回転を計算するために前記処理手
段を使用するステップと
を更に含む、請求項６７８に記載の方法。
【請求項６９６】
　前記第１及び第２のイメージを実質的に同時に捕獲するステップを含む、請求項６９５
に記載の方法。
【請求項６９７】
　モバイル機器を使用して、前記モバイル機器によって印刷方向に印刷されるように構成
された印刷媒体の位置を決定する方法であって、前記モバイル機器が、プリンタ、第１の
センサ及び処理手段を備え、前記印刷媒体が、第１及び第２の相対する面を画定している
基板を備え、前記第１の面が少なくとも１つの位置を示す符号化データを担い、前記方法
が、
　（ａ）前記印刷媒体が前記モバイル機器内の媒体給送通路に位置している場合に、前記
符号化データの少なくとも一部の第１のイメージを捕獲するために前記第１のセンサを使
用するステップと、
　（ｂ）知覚した符号化データの少なくとも一部を復号し、それにより少なくとも１つの
位置を決定するために前記処理手段を使用するステップと、
　（ｃ）ステップ（ｂ）で決定される少なくとも１つの位置に基づいて前記印刷媒体の位
置を決定するステップと
を含む方法。
【請求項６９８】
　ステップ（ｃ）で、決定された位置及び前記第１のセンサの捕獲視野に捕獲された符号
化データの位置に少なくとも部分的に基づいて前記位置が決定される、請求項６９７に記
載の方法。
【請求項６９９】
　常に複数のイメージを捕獲するために前記第１のセンサを使用するステップと、
　捕獲した複数のイメージを復号し、それにより複数の位置を決定するために前記処理手
段を使用するステップと、
　前記複数の位置に基づいて前記印刷媒体の一連の位置を決定するステップと
を更に含む、請求項６９７に記載の方法。
【請求項７００】
　前記モバイル機器が第２のセンサを備え、前記方法が、
　（ｄ）前記符号化データの少なくとも一部の第２のイメージを捕獲するために前記第２
のセンサを使用するステップと、
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　（ｅ）知覚した符号化データの少なくとも一部を復号し、それにより少なくとも１つの
位置を決定するために前記処理手段を使用するステップと、
　（ｆ）ステップ（ｅ）で決定される位置に基づいて前記印刷媒体の位置を決定するステ
ップと
を含む、請求項６９７に記載の方法。
【請求項７０１】
　前記第１及び第２のイメージを実質的に同時に捕獲するステップを含む、請求項６９８
に記載の方法。
【請求項７０２】
　ステップ（ｃ）及び（ｆ）で決定される位置に基づいて前記印刷媒体の位置を決定する
ために前記処理手段を使用するステップを更に含む、請求項６９９に記載の方法。
【請求項７０３】
　ステップ（ｃ）及び（ｆ）で決定される位置を平均化するステップを含む、請求項７０
２に記載の方法。
【請求項７０４】
　知覚した符号化データから前記印刷媒体の識別を決定するために前記処理手段を使用す
るステップを更に含む、請求項６９７に記載の方法。
【請求項７０５】
　前記第１のセンサによって知覚された符号化データに基づいて、センサに対する前記印
刷媒体の移動を決定するステップを更に含む、請求項６９７に記載の方法。
【請求項７０６】
　前記印刷媒体の移動を決定するステップが、前記印刷媒体が前記第１のセンサの先へ移
動する際に、前記符号化データの複数のイメージを捕獲するステップ、及び前記複数のイ
メージに基づいて前記印刷媒体の移動を決定するステップを含む、請求項６９７に記載の
方法。
【請求項７０７】
　前記印刷媒体の移動を決定するステップが、
　捕獲された複数のイメージのうちの少なくとも１つに捕獲されている前記符号化データ
を復号するために前記処理手段を使用するステップと、
　個々の前記イメージが捕獲された時点における、前記第１のセンサに対する前記印刷媒
体の位置を決定するステップと、
　決定された、時間による位置に基づいて、前記印刷媒体の移動を決定するステップと
を含む、請求項７０６に記載の方法。
【請求項７０８】
　前記印刷媒体の移動を決定するステップが、前記印刷媒体の少なくとも１つの絶対位置
に対する前記印刷媒体の移動を決定するために、パターン認識を実行するステップを含む
、請求項７０６に記載の方法。
【請求項７０９】
　前記印刷媒体の既知の物理配向及び前記第１のイメージから、前記印刷媒体に対する前
記符号化データの第１の相対回転を決定するために前記処理手段を使用するステップを含
む、請求項６９７に記載の方法。
【請求項７１０】
　前記モバイル機器がトランスミッタを更に備え、前記方法が、前記トランスミッタを使
用して遠隔コンピュータシステムに前記第１の相対回転を送信するステップを更に含む、
請求項６９７に記載の方法。
【請求項７１１】
　前記トランスミッタが、移動遠隔通信網を介して前記相対回転を送信するように構成さ
れた、請求項６９８に記載の方法。
【請求項７１２】
　前記印刷媒体に印刷している間に実行される、
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　知覚した符号化データに基づいてクロック信号を生成するために前記処理手段を使用す
るステップと、
　前記印刷媒体への印刷を同期化させるために前記クロック信号を使用するステップと
を含む、請求項６９７に記載の方法。
【請求項７１３】
　前記モバイル機器が発光デバイスを更に備え、前記方法が、前記第１のセンサが前記符
号化データを知覚している間、前記印刷媒体を照射するために前記発光デバイスを使用す
るステップを含む、請求項６９７に記載の方法。
【請求項７１４】
　表面の少なくとも一部に符号化データを有する媒体基板のシートに印刷するための印刷
ヘッドと、
　媒体基板の前記シートを給送通路に沿って前記印刷ヘッドの先へ給送するための媒体給
送アセンブリと、
　前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　前記符号化データを読み取り、前記シートの少なくとも１つの寸法を示す信号を生成し
、且つ、生成した信号を前記印刷エンジン制御装置に送信するためのセンサと
を備え、
　前記印刷エンジン制御装置が、前記シートが前記印刷ヘッドに対して所定の位置に位置
している場合、前記信号を使用して印刷を開始するモバイル機器。
【請求項７１５】
　前記少なくとも１つの寸法が、前記印刷ヘッドの先への媒体給送方向に対する、前記符
号化データ中の少なくとも１つのマーカから前記シートの前縁までの距離である、請求項
７１４に記載のモバイル機器。
【請求項７１６】
　使用中、前記媒体給送アセンブリが、前記シートを前記給送通路に沿って前方へ給送し
、それにより前記センサが、前記シートが前記通路に沿って逆方向に後退する前に、前記
符号化データの少なくとも一部を読み取ることができ、次に、前記媒体給送アセンブリが
、印刷のためにもう一度前記シートを前記通路に沿って前記印刷ヘッドの先へ前方向に給
送する、請求項７１４に記載のモバイル機器。
【請求項７１７】
　前記符号化データが、前記シートに沿って、前記給送通路に平行の方向に展開している
トラックに沿って配置された、請求項７１４に記載のモバイル機器。
【請求項７１８】
　前記符号化データが、実質的に前記シートの少なくとも一方の面全体に分布している、
請求項７１４に記載のモバイル機器。
【請求項７１９】
　前記符号化データが、前記給送通路に対して直角の方向に前記シートを横切って展開し
ているトラックに沿って配置された、請求項７１４に記載のモバイル機器。
【請求項７２０】
　前記印刷ヘッド及び駆動軸が、前記モバイル機器内の印刷媒体給送通路に挿入するため
の交換可能カートリッジに組み込まれた、請求項７１４に記載のモバイル機器。
【請求項７２１】
　前記印刷ヘッドが、複数のインク噴射ノズルのアレイを有し、且つ、前記ノズルによっ
て噴射されるインクを前記印刷ヘッドに供給するための少なくとも１つのインク貯蔵容器
であって、負の静水圧のインクを前記ノズルに誘導するための少なくとも１つの吸取り構
造を個々に備えたインク貯蔵容器と、非使用時に前記印刷ヘッドに蓋をするためのキャッ
ピング機構とを更に備えたカートリッジに組み込まれた、請求項７１４に記載のモバイル
機器。
【請求項７２２】
　（ａ）前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印
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刷ヘッドが前記媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することが
でき、前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッ
ピング機構と、
　（ｂ）前記キャッパに接続された力伝達機構であって、前記媒体基板が前記給送通路に
対して移動する際に前記媒体基板の縁によって加えられる力が前記力伝達機構によって前
記キャッパに伝達され、それにより、前記媒体基板が前記キャッパに到達する前に、前記
キャッパが前記キャップ位置から前記非キャップ位置への移動を少なくとも開始するよう
に構成された力伝達機構と
を更に備えた、請求項７１４に記載のモバイル機器。
【請求項７２３】
　（ａ）前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印
刷ヘッドが前記媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することが
でき、前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッ
ピング機構と、
　（ｂ）前記媒体基板の後縁が前記印刷ヘッドを通過するまで前記キャッパを前記非キャ
ップ位置に保持するように構成されたロック機構と
を更に備えた、請求項７１４に記載のモバイル機器。
【請求項７２４】
　前記媒体給送アセンブリが、前記媒体基板との接触摩擦を大きくするための媒体係合表
面を備えた駆動軸を有する、請求項７１４に記載のモバイル機器。
【請求項７２５】
　前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印刷ヘッ
ドが前記媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができる
キャッパを備えたキャッピング機構を更に備え、前記キャッパアセンブリが、前記媒体基
板によって、前記媒体との係合が解除されると前記キャップ位置へ移動するように前記非
キャップ位置に保持される、請求項７１４に記載のモバイル機器。
【請求項７２６】
　前記印刷エンジン制御装置が発光ビーコンを有し、前記印刷ヘッドが、
　インクを噴射するための複数のノズルのアレイと、
　前記ノズルに印刷データを提供するための印刷データ回路と、
　前記ビーコンから前記印刷データを光学的に受け取るための光センサと
を備えた、請求項７１４に記載のモバイル機器。
【請求項７２７】
　前記媒体給送アセンブリが、圧電共振線形駆動システムによって駆動される駆動軸を有
する、請求項７１４に記載のモバイル機器。
【請求項７２８】
　前記印刷ヘッドに対する前記媒体基板の位置を示す信号を前記印刷エンジン制御装置に
提供するための位置センサを更に備え、
　前記印刷エンジン制御装置が、前記信号を弁別して前記印刷ヘッドに対する前記媒体基
板の速度を引き出し、前記速度の変化に応答して前記印刷ヘッドの動作を調整する、請求
項７１４に記載のモバイル機器。
【請求項７２９】
　使用中、前記印刷エンジン制御装置が、前記駆動軸が完全に回転した数及び部分的に回
転した数を知覚し、前記駆動軸の角速度の変化に応答して前記印刷ヘッドの動作を調整す
る、請求項７１４に記載のモバイル機器。
【請求項７３０】
　インクの貯蔵容積を画定しているハウジングと、
　前記インクの貯蔵容積を、前記印刷ヘッドに気密接続するための少なくとも１つのイン
ク出口を個々に有する複数のセクションに分割している１つ又は複数のバッフルと、
　隣接するセクションの前記インク出口とインク出口の間の流体連絡を確立している少な
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くとも１つのコンジットと
を備えた少なくとも１つのインク貯蔵容器を更に備えた、請求項７１４に記載のモバイル
機器。
【請求項７３１】
　前記媒体基板が前記印刷ヘッドを通過する前及び通過した後に、前記媒体基板の少なく
とも一部に符号化されているデータを読み取るための二重知覚設備を更に備えた、請求項
７１４に記載のモバイル機器。
【請求項７３２】
　前記媒体給送アセンブリが、媒体基板の前記シートを前記印刷ヘッドの先へ給送するた
めの駆動軸を有し、使用中、
　運動量によって前記シートの後縁が前記印刷ヘッドの先へ突出して印刷が完了するよう
、印刷が完了する前に前記シートと前記駆動軸の係合が解除される、請求項７１４に記載
のモバイル機器。
【請求項７３３】
　表面の少なくとも一部に符号化データを有する媒体基板のシートに印刷するための印刷
ヘッドと、
　媒体基板の前記シートを給送通路に沿って前記印刷ヘッドの先へ給送するための媒体給
送アセンブリと、
　前記印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　前記印刷ヘッドを通過する前及び通過した後に前記符号化データを読み取るための二重
センサ設備と
を備えたモバイル機器。
【請求項７３４】
　前記センサ設備が、前記印刷ヘッドの前段の前記給送通路に隣接して配置された第１の
光センサ、及び前記印刷ヘッドの後段の前記給送通路に隣接して配置された第２の光セン
サを有する、請求項７３３に記載のモバイル機器。
【請求項７３５】
　前記符号化データが、媒体基板の前記シートに沿って展開している縦方向のクロックト
ラックの中に構成されたクロックデータを含み、前記第１の光センサが前記第２の光セン
サに先立ってクロックトラックを読み取る、請求項７３４に記載のモバイル機器。
【請求項７３６】
　前記第１及び第２の光センサが、それらが同時に前記クロックトラックを読み取ってい
る間、それらの両方がクロック信号を生成し、前記印刷エンジン制御装置が、前記第２の
光センサからのクロック信号を前記第１の光センサからの信号に同期させる、請求項７３
５に記載のモバイル機器。
【請求項７３７】
　前記印刷エンジン制御装置が、第１及び第２の位相固定クロック信号を生成するために
、それぞれ前記第１の光センサ信号及び第２の光センサ信号のための位相固定ループを有
し、また、前記印刷エンジン制御装置が、前記第１の位相固定クロック信号と第２の位相
固定クロック信号の間のあらゆる位相差を決定し、且つ、前記第１の位相固定信号と同期
する量だけ前記第２の位相固定クロック信号を遅延させるための遅延量を決定するための
位相差計算器を有する、請求項７３６に記載のモバイル機器。
【請求項７３８】
　前記印刷エンジン制御装置が、前記第２の位相固定クロック信号との同期化に先出って
、前記第１の位相固定クロック信号を使用して前記印刷ヘッドのためのラインシンク信号
を生成し、次に、同期化した後に、前記第２の位相固定クロック信号を使用して前記ライ
ンシンク信号を生成する、請求項７３７に記載のモバイル機器。
【請求項７３９】
　前記印刷ヘッド及び駆動軸が、前記モバイル機器内の印刷媒体給送通路に挿入するため
の交換可能カートリッジに組み込まれた、請求項７３３に記載のモバイル機器。
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【請求項７４０】
　前記印刷ヘッドが、複数のインク噴射ノズルのアレイを有し、且つ、前記ノズルによっ
て噴射されるインクを前記印刷ヘッドに供給するための少なくとも１つのインク貯蔵容器
であって、負の静水圧のインクを前記ノズルに誘導するための少なくとも１つの吸取り構
造を個々に備えたインク貯蔵容器と、非使用時に前記印刷ヘッドに蓋をするためのキャッ
ピング機構とを更に備えたカートリッジに組み込まれた、請求項７３３に記載のモバイル
機器。
【請求項７４１】
　（ａ）前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印
刷ヘッドが前記媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することが
でき、前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッ
ピング機構と、
　（ｂ）前記キャッパに接続された力伝達機構であって、前記媒体基板が前記給送通路に
対して移動する際に前記媒体基板の縁によって加えられる力が前記力伝達機構によって前
記キャッパに伝達され、それにより、前記媒体基板が前記キャッパに到達する前に、前記
キャッパが前記キャップ位置から前記非キャップ位置への移動を少なくとも開始するよう
に構成された力伝達機構と
を更に備えた、請求項７３３に記載のモバイル機器。
【請求項７４２】
　（ａ）前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印
刷ヘッドが前記媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することが
でき、前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッ
ピング機構と、
　（ｂ）前記媒体基板の後縁が前記印刷ヘッドを通過するまで前記キャッパを前記非キャ
ップ位置に保持するように構成されたロック機構と
を更に備えた、請求項７３３に記載のモバイル機器。
【請求項７４３】
　前記媒体給送アセンブリが、前記媒体基板との接触摩擦を大きくするための媒体係合表
面を備えた駆動軸を有する、請求項７３３に記載のモバイル機器。
【請求項７４４】
　前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印刷ヘッ
ドが前記媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができる
キャッパを備えたキャッピング機構を更に備え、前記キャッパアセンブリが、前記媒体基
板によって、前記媒体との係合が解除されると前記キャップ位置へ移動するように前記非
キャップ位置に保持される、請求項７３３に記載のモバイル機器。
【請求項７４５】
　発光ビーコンを備えた印刷エンジン制御装置を更に備え、前記印刷ヘッドが、
　インクを噴射するための複数のノズルのアレイと、
　前記ノズルに印刷データを提供するための印刷データ回路と、
　前記ビーコンから前記印刷データを光学的に受け取るための光センサと
を更に備えた、請求項７３３に記載のモバイル機器。
【請求項７４６】
　前記媒体給送アセンブリが、圧電共振線形駆動システムによって駆動される駆動軸を有
する、請求項７３３に記載のモバイル機器。
【請求項７４７】
　前記二重知覚設備が、前記印刷ヘッドに対する前記媒体基板の位置を示す信号を前記印
刷エンジン制御装置に提供し、
　前記印刷エンジン制御装置が、前記信号を弁別して前記印刷ヘッドに対する前記媒体基
板の速度を引き出し、前記速度の変化に応答して前記印刷ヘッドの動作を調整する、請求
項７３３に記載のモバイル機器。
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【請求項７４８】
　前記媒体給送アセンブリが駆動軸を有し、前記印刷エンジン制御装置が、前記駆動軸が
完全に回転した数及び部分的に回転した数を知覚し、前記駆動軸の角速度の変化に応答し
て前記印刷ヘッドの動作を調整する、請求項７３３に記載のモバイル機器。
【請求項７４９】
　インクの貯蔵容積を画定しているハウジングと、
　前記インクの貯蔵容積を、前記印刷ヘッドに気密接続するための少なくとも１つのイン
ク出口を個々に有する複数のセクションに分割している１つ又は複数のバッフルと、
　隣接するセクションの前記インク出口とインク出口の間の流体連絡を確立している少な
くとも１つのコンジットと
を備えた少なくとも１つのインク貯蔵容器を更に備えた、請求項７３３に記載のモバイル
機器。
【請求項７５０】
　前記符号化データが、媒体基板の前記シートの少なくとも１つの寸法を示すデータを含
み、
　前記印刷エンジン制御装置が、前記シートが前記印刷ヘッドに対して所定の位置に位置
している場合、印刷を開始する、請求項７３３に記載のモバイル機器。
【請求項７５１】
　前記媒体給送アセンブリが、媒体基板の前記シートを前記印刷ヘッドの先へ給送するた
めの駆動軸を有し、使用中、
　運動量によって前記シートの後縁が前記印刷ヘッドの先へ突出して印刷が完了するよう
、印刷が完了する前に前記シートと前記駆動軸の係合が解除される、請求項７３３に記載
のモバイル機器。
【請求項７５２】
　モバイル機器に装てんするための交換可能印刷カートリッジであって、
　印刷ヘッドと、
　少なくとも１つのインク貯蔵容器と、
　その集積回路に比較的独自の識別子を恒久的に記憶している第１の集積回路と
を備え、前記モバイル機器に装てんされると、前記モバイル機器が前記識別子を決定する
ことができる印刷カートリッジ。
【請求項７５３】
　装てんされると、前記モバイル機器内の１つ又は複数の対応する相補コンタクトと動作
接続するための１つ又は複数のコンタクトを更に備え、前記モバイル機器が、前記少なく
とも１つのコンタクトを介して前記第１の集積回路に信号を送ることができる、請求項７
５２に記載の印刷カートリッジ。
【請求項７５４】
　前記モバイル機器が、前記識別子を決定するために前記第１の集積回路に信号を送るた
めの第２の集積回路を備え、前記第１の集積回路が、前記第１の集積回路自身と前記第２
の集積回路との間の認証通信を可能にするように構成された、請求項７５２に記載の印刷
カートリッジ。
【請求項７５５】
　前記第１の集積回路が、第１のビットパターンを記憶している不揮発性メモリを備え、
前記第１のビットパターンが、
　（ａ）デバイスと結合した第２のビットパターンに一方向関数を適用して第１の結果を
生成し、
　（ｂ）前記第１の結果及び前記第１のビットパターンに第２の関数を適用して第２の結
果を生成し、且つ、
　（ｃ）前記第２の結果を前記メモリに記憶して間接的に前記第１のビットパターンを記
憶する
　ことによって生成される、請求項７５４に記載の印刷カートリッジ。



(75) JP 2008-541245 A 2008.11.20

10

20

30

40

50

【請求項７５６】
　前記一方向関数の方が前記第２の関数より暗号的に安全である、請求項７５５に記載の
印刷カートリッジ。
【請求項７５７】
　前記第１の集積回路のそれぞれが、その集積回路と結合しているカートリッジのモバイ
ル機器による認証に使用される機密情報を含み、個々のチップ内の機密情報が、複数の他
のチップに対して、前記メモリ内の異なる記憶場所に記憶される、請求項７５２に記載の
複数の印刷カートリッジ。
【請求項７５８】
　前記印刷ヘッドがページ幅印刷ヘッドである、請求項７５２に記載の印刷カートリッジ
。
【請求項７５９】
　前記印刷ヘッドが少なくとも３色で印刷する、請求項７５２に記載の印刷カートリッジ
。
【請求項７６０】
　前記印刷ヘッドが、シアン、マゼンタ及びイエローで印刷する、請求項７５９に記載の
印刷カートリッジ。
【請求項７６１】
　前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印刷ヘッ
ドが印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、前記
非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング機構
を更に備え、
　前記キャッパが、前記印刷媒体が給送通路を通って移動する際に、前記印刷媒体の縁に
よって前記キャップ位置と前記非キャップ位置の間を移動する、請求項７５２に記載の印
刷カートリッジ。
【請求項７６２】
　前記キャップ位置では、前記キャッパが弾性的に前記キャッピング関係に強制される、
請求項７６１に記載の印刷カートリッジ。
【請求項７６３】
　前記キャッピング機構が、前記キャッパが前記キャップ位置から前記非キャップ位置へ
移動する際に、前記キャッパが前記給送方向に変位するように構成された、請求項７６２
に記載の印刷カートリッジ。
【請求項７６４】
　前記キャッピング機構が、更に、前記キャッパが前記給送方向に変位する際に、前記キ
ャッパが前記印刷ヘッドから遠ざかる方向に同時に変位するように構成された、請求項７
６３に記載の印刷カートリッジ。
【請求項７６５】
　前記キャッピング機構が、前記非キャップ位置で、次に前記給送方向とは逆の方向に変
位する、請求項７６４に記載の印刷カートリッジ。
【請求項７６６】
　前記印刷媒体が前記印刷ヘッドによって印刷されている間、前記キャッパを前記非キャ
ップ位置に保持するためのロック機構を更に備えた、請求項７６５に記載の印刷カートリ
ッジ。
【請求項７６７】
　前記ロック機構が、非ロック位置とロック位置の間で回転するように取り付けられた少
なくとも１つのカムを備え、前記少なくとも１つのカムが、前記非ロック位置では、前記
印刷媒体が存在していない場合、少なくとも部分的に前記給送通路の中へ展開するように
構成され、また、前記少なくとも１つのカムが、前記印刷媒体が前記給送通路を通って給
送される際に前記印刷媒体の縁に係合し、前記少なくとも１つのカムが前記印刷媒体によ
って前記ロック位置へ回転するように配置され、且つ、構成され、前記ロック位置では、
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前記キャッパが、前記印刷媒体の後縁が前記印刷ヘッドを通過するまで前記非キャップ位
置に保持される、請求項７６６に記載の印刷カートリッジ。
【請求項７６８】
　前記カムが、前記印刷媒体の縁が前記給送通路内の所定の位置を通過すると、弾性バイ
アスされて前記非ロック位置へ復帰し、それにより前記キャッパが前記キャップ位置へ復
帰する、請求項７６８に記載の印刷カートリッジ。
【請求項７６９】
　前記少なくとも１つのカムが、前記印刷媒体と前記カムが前記給送通路内で係合する際
に、前記印刷媒体に対して実質的に直角の軸の周りに回転するように取り付けられた、請
求項７６７に記載の印刷カートリッジ。
【請求項７７０】
　前記少なくとも１つのインク貯蔵容器を複数のセクションに分割している少なくとも１
つのバッフルであって、個々のインク貯蔵容器内のセクションのそれぞれが開口を介して
当該インク貯蔵容器内の他のセクションのそれぞれと流体連絡しているバッフルと、
　前記少なくとも１つの貯蔵容器のそれぞれの中の少なくとも１つの多孔性インサートで
あって、実質的にすべての個々のインク貯蔵容器が前記少なくとも１つの多孔性インサー
トで満たされる多孔性インサートと
を更に備えた、請求項７５２に記載の印刷カートリッジ。
【請求項７７１】
　貯蔵容器のそれぞれが、少なくとも１つの凹状部分を備えた単一の多孔性インサートを
備え、凹状部分のそれぞれが、前記貯蔵容器内の複数のバッフルのうちの１つと係合する
ように構成された、請求項７５２に記載の印刷カートリッジ。
【請求項７７２】
　モバイル機器に装てんするための交換可能カートリッジであって、
　印刷ヘッドと、
　前記印刷ヘッドにインクを供給するための１つ又は複数のインク貯蔵容器と、
　前記モバイル機器に前記カートリッジが装てんされた場合の前記カートリッジの妥当性
検証を可能にするための集積回路であって、機密情報を記憶するための不揮発性メモリを
備えた集積回路と
を備えたカートリッジ。
【請求項７７３】
　妥当性検証の間、前記モバイル機器と前記集積回路の間の通信を可能にするための通信
手段を更に備えた、請求項７７２に記載のカートリッジ。
【請求項７７４】
　前記通信手段が、前記モバイル機器に前記カートリッジが装てんされた場合に、前記モ
バイル機器の第２の相補コンタクトと係合する第１のコンタクトを備えた、請求項７７３
に記載のカートリッジ。
【請求項７７５】
　前記集積回路が、前記モバイル機器内のエンティティと安全な方法で通信するように構
成された、請求項７７２に記載のカートリッジ。
【請求項７７６】
　前記集積回路が、残りの印刷数を示すデータを記憶するように構成され、前記データの
不正な変更を防止するための１つ又は複数の安全機能を備えた、請求項７７２に記載のカ
ートリッジ。
【請求項７７７】
　前記データがインクカウンタを含み、前記集積回路が、インクが印刷に使用されると、
前記インクカウンタをディクリメントするように構成された、請求項７７２に記載のカー
トリッジ。
【請求項７７８】
　前記集積回路が、前記インクカウンタのインクリメントを防止するように設計された、
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請求項７７７に記載のカートリッジ。
【請求項７７９】
　前記データが印刷カウンタを含み、集積回路が、印刷が実施される毎に前記印刷カウン
タをディクリメントするように構成された、請求項７７２に記載のカートリッジ。
【請求項７８０】
　前記集積回路が、前記印刷カウンタのインクリメントを防止するように設計された、請
求項７７７に記載のカートリッジ。
【請求項７８１】
　前記印刷ヘッドによって印刷される印刷媒体に符号化されているデータを知覚するよう
に構成されたセンサを更に備えた、請求項７７２に記載のカートリッジ。
【請求項７８２】
　前記センサが、知覚した符号化データを前記モバイル機器に出力するように構成された
、請求項７８１に記載のカートリッジ。
【請求項７８３】
　知覚した符号化データから引き出されるクロックを使用して前記印刷媒体への印刷を同
期化させるように構成された、請求項７８１に記載のカートリッジ。
【請求項７８４】
　前記符号化データが線形符号化クロックトラックを含み、印刷中、前記クロックトラッ
クから前記クロックが引き出される、請求項７８３に記載のカートリッジ。
【請求項７８５】
　前記符号化データが、前記印刷媒体の識別を表す線形符号化データトラックを含み、前
記カートリッジが、知覚した符号化データを前記モバイル機器に出力し、前記識別の決定
を可能にするように構成された、請求項７８２に記載のカートリッジ。
【請求項７８６】
　前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、
　前記印刷ヘッドが前記印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動す
ることができ、前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備え
たキャッピング機構を更に備え、
　前記キャッパが、前記印刷媒体が前記給送通路を通って移動する際に、前記印刷媒体の
縁によって前記キャップ位置と非キャップ位置の間を移動する、請求項７７２に記載のカ
ートリッジ。
【請求項７８７】
　前記キャップ位置では、前記キャッパが弾性的に前記キャッピング関係に強制される、
請求項７８６に記載のカートリッジ。
【請求項７８８】
　前記キャッピング機構が、前記キャッパが前記キャップ位置から前記非キャップ位置へ
移動する際に、前記キャッパが前記給送方向に変位するように構成された、請求項７８７
に記載のカートリッジ。
【請求項７８９】
　前記キャッピング機構が、更に、前記キャッパが前記給送方向に変位する際に、前記キ
ャッパが前記印刷ヘッドから遠ざかる方向に同時に変位するように構成された、請求項７
８８に記載のカートリッジ。
【請求項７９０】
　前記キャッピング機構が、前記非キャップ位置で、次に前記給送方向とは逆の方向に変
位する、請求項７８９に記載のカートリッジ。
【請求項７９１】
　前記印刷媒体が前記印刷ヘッドによって印刷されている間、前記キャッパを前記非キャ
ップ位置に保持するためのロック機構を更に備えた、請求項７９０に記載のカートリッジ
。
【請求項７９２】
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　モバイル機器に装てんするための交換可能印刷カートリッジであって、
　印刷ヘッドと、
　少なくとも１つのインク貯蔵容器と、
　データを記憶するように構成された記憶手段と、
　前記記憶手段に既に記憶されている値への変更が防止されているデータの値を変更する
ためのデータ変更機構と
を備えた印刷カートリッジ。
【請求項７９３】
　前記記憶手段が複数のユニットの形態で前記データを記憶し、前記複数のユニットのう
ちの１つ又は複数を恒久的に変更することによって前記データの値を変更することができ
る、請求項７９２に記載の印刷カートリッジ。
【請求項７９４】
　前記ユニットがビットである、請求項７９３に記載の印刷カートリッジ。
【請求項７９５】
　前記複数のビットのそれぞれの値が、一度だけ変更可能な形態で記憶され、前記印刷カ
ートリッジが、所定の事象に応答して、前記複数のビットのうちの１つ又は複数の値を選
択的に変更するように構成された、請求項７９４に記載の印刷カートリッジ。
【請求項７９６】
　複数の可溶性リンクを備え、前記可溶性リンクのそれぞれが、前記複数のビットのうち
の１つを記憶し、前記事象に応答して選択的に吹き飛ぶように構成された、請求項７９５
に記載の印刷カートリッジ。
【請求項７９７】
　前記印刷ヘッドが複数のユニットセルを備え、前記ユニットセルのそれぞれが、対応す
るデータレジスタからのデータを個々に備え、前記ユニットセルのほとんどが、適切なデ
ータを前記レジスタにロードすることによって前記複数のビットのうちの１つ又は複数の
値を変更することができるよう、インクを噴射するための対応する複数の個々の印刷ノズ
ルと結合し、前記ユニットセルの少数が、対応する複数の前記ビットと結合している、請
求項７９５に記載の印刷カートリッジ。
【請求項７９８】
　前記印刷カートリッジが装てんされた場合に、前記モバイル機器内の１つ又は複数の対
応する相補コンタクトと動作接続するための１つ又は複数のコンタクトを更に備え、前記
モバイル機器が、前記少なくとも１つのコンタクトを介して、前記複数のビットのうちの
１つ又は複数の値の変更を制御することができる、請求項７９６に記載の印刷カートリッ
ジ。
【請求項７９９】
　前記データが残りの印刷数を示す、請求項７９２に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８００】
　前記データが、前記印刷カートリッジによって使用されたインクの量又は前記印刷カー
トリッジに残っているインクの量を示す、請求項７９２に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８０１】
　前記データが、前記印刷カートリッジによって実施された印刷数又は印刷すべき残りの
印刷数を示す、請求項７９２に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８０２】
　前記印刷ヘッドによって印刷される印刷媒体に符号化されているデータを知覚するよう
に構成されたセンサを更に備えた、請求項７９２に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８０３】
　前記センサが、知覚した符号化データを前記モバイル機器に出力するように構成された
、請求項８０２に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８０４】
　知覚した符号化データから引き出されるクロックを使用して前記印刷媒体への印刷を同
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期化させるように構成された、請求項８０２に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８０５】
　前記符号化データが線形符号化クロックトラックを含み、印刷中、前記クロックトラッ
クから前記クロックが引き出される、請求項８０４に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８０６】
　前記符号化データが、前記印刷媒体の識別を表す線形符号化データトラックを含み、前
記カートリッジが、知覚した符号化データを前記モバイル機器に出力し、前記識別の決定
を可能にするように構成された、請求項８０３に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８０７】
　前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、
　前記印刷ヘッドが前記印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動す
ることができ、前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備え
たキャッピング機構を更に備え、
　前記キャッパが、前記印刷媒体が前記給送通路を通って移動する際に、前記印刷媒体の
縁によって前記キャップ位置と非キャップ位置の間を移動する、請求項７９２に記載の印
刷カートリッジ。
【請求項８０８】
　前記キャップ位置では、前記キャッパが弾性的に前記キャッピング関係に強制される、
請求項８０７に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８０９】
　前記キャッピング機構が、前記キャッパが前記キャップ位置から前記非キャップ位置へ
移動する際に、前記キャッパが前記給送方向に変位するように構成された、請求項８０８
に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８１０】
　前記キャッピング機構が、更に、前記キャッパが前記給送方向に変位する際に、前記キ
ャッパが前記印刷ヘッドから遠ざかる方向に同時に変位するように構成された、請求項８
０９に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８１１】
　前記印刷媒体が前記印刷ヘッドによって印刷されている間、前記キャッパを前記非キャ
ップ位置に保持するためのロック機構を更に備えた、請求項８１０に記載の印刷カートリ
ッジ。
【請求項８１２】
　モバイル機器に装てんするための交換可能印刷カートリッジであって、
　印刷ヘッドと、
　少なくとも１つのインク貯蔵容器と、
　前記少なくとも１つのインク貯蔵容器のインクの量に基づく、前記カートリッジによっ
て達成することができる印刷の量を示す情報を記憶するように構成された記憶手段と、
　前記情報の値を変更するための情報変更機構と
を備えた印刷カートリッジ。
【請求項８１３】
　前記情報が、前記少なくとも１つのインク貯蔵容器の残りのインクの量を示す、請求項
８１２に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８１４】
　複数のインクカートリッジを備え、前記情報が、個々の前記貯蔵容器の残りのインクの
量を個別に示す、請求項８１３に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８１５】
　複数のインクカートリッジを備え、前記情報が、前記貯蔵容器のインクの平均残量を全
体として示す、請求項８１３に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８１６】
　前記情報が、前記少なくとも１つのインク貯蔵容器のインクの量に基づく、前記印刷カ
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ートリッジが達成することができる典型的な印刷の予測数を示す、請求項８１２に記載の
印刷カートリッジ。
【請求項８１７】
　前記記憶手段が、複数の副値ユニットの形態で前記情報を記憶し、前記複数の副値ユニ
ットのうちの１つ又は複数を恒久的に変更することによって前記情報の値を変更すること
ができる、請求項８１２に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８１８】
　前記副値ユニットがビットである、請求項８１７に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８１９】
　印刷によって所定の量のインクが消費される毎に、前記複数のビットのうちの１つの値
を自動的に変更するように構成された、請求項８１８に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８２０】
　所定の印刷数が印刷される毎に、前記複数のビットのうちの１つの値を自動的に変更す
るように構成された、請求項８１８に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８２１】
　前記複数のビットのそれぞれの値が、一度だけ変更可能な形態で記憶され、前記印刷カ
ートリッジが、所定の事象に応答して、前記複数のビットのうちの１つ又は複数の値を選
択的に変更するように構成された、請求項８１８に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８２２】
　複数の可溶性リンクを備え、前記可溶性リンクのそれぞれが、前記複数のビットのうち
の１つを記憶し、前記事象に応答して、前記カートリッジによって選択的に吹き飛ばされ
るように構成された、請求項８２１に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８２３】
　前記印刷ヘッドが複数のユニットセルを備え、前記ユニットセルのそれぞれが、対応す
るデータレジスタからのデータを個々に備え、前記ユニットセルのほとんどが、適切なデ
ータを前記レジスタにロードすることによって前記複数のビットのうちの１つ又は複数の
値を変更することができるよう、インクを噴射するための対応する複数の個々の印刷ノズ
ルと結合し、前記ユニットセルの少数が、対応する複数の前記ビットと結合している、請
求項８２１に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８２４】
　前記印刷カートリッジが装てんされた場合に、前記モバイル機器内の１つ又は複数の対
応する相補コンタクトと動作接続するための１つ又は複数のコンタクトを更に備え、前記
モバイル機器が、前記少なくとも１つのコンタクトを介して、前記複数のビットのうちの
１つ又は複数の値の変更を制御することができる、請求項８１８に記載の印刷カートリッ
ジ。
【請求項８２５】
　前記印刷ヘッドによって印刷される印刷媒体に符号化されているデータを知覚するよう
に構成されたセンサを更に備えた、請求項８１２に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８２６】
　前記センサが、知覚した符号化データを前記モバイル機器に出力するように構成された
、請求項８２５に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８２７】
　知覚した符号化データから引き出されるクロックを使用して前記印刷媒体への印刷を同
期化させるように構成された、請求項８２５に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８２８】
　前記符号化データが線形符号化クロックトラックを含み、印刷中、前記クロックトラッ
クから前記クロックが引き出される、請求項８２７に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８２９】
　前記符号化データが、前記印刷媒体の識別を表す線形符号化データトラックを含み、前
記カートリッジが、知覚した符号化データを前記モバイル機器に出力し、前記識別の決定
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を可能にするように構成された、請求項８２６に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８３０】
　前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、
　前記印刷ヘッドが前記印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動す
ることができ、前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備え
たキャッピング機構を更に備え、
　前記キャッパが、前記印刷媒体が前記給送通路を通って移動する際に、前記印刷媒体の
縁によって前記キャップ位置と非キャップ位置の間を移動する、請求項８１２に記載の印
刷カートリッジ。
【請求項８３１】
　前記キャップ位置では、前記キャッパが弾性的に前記キャッピング関係に強制される、
請求項８３０に記載の印刷カートリッジ。
【請求項８３２】
　印刷中、印刷媒体が沿って移動する印刷通路に配置された印刷ヘッドと、
　前記印刷通路に配置された、印刷媒体が前記印刷通路に挿入されたことを知覚するセン
サと
を備え、
　印刷媒体が挿入されたことを前記センサを使用して知覚し、
　印刷媒体を挿入すること以外のユーザによる介在を必要とすることなく前記印刷媒体へ
の印刷を開始する
　ように構成されたモバイル機器。
【請求項８３３】
　前記モバイル機器が、ユーザに視覚情報を表示するためのディスプレイを備え、前記モ
バイル機器が、前記ディスプレイに表示されている現在の文書又は他のタイプの情報に関
連するデータを自動的に印刷するように構成された、請求項８３２に記載のモバイル機器
。
【請求項８３４】
　前記モバイル機器が、前記モバイル機器が維持している印刷待ち行列中の次のジョブを
自動的に印刷するように構成された、請求項８３３に記載のモバイル機器。
【請求項８３５】
　ユーザの介在を必要とすることのない印刷が、ユーザが前記モバイル機器に対して設定
することができるモードと結合した、請求項８３２に記載のモバイル機器。
【請求項８３６】
　印刷中、前記印刷媒体を前記印刷ヘッドの先へ駆動するための駆動手段を更に備え、前
記駆動手段が、印刷プロセスの一環として前記印刷媒体の駆動を開始するように構成され
た、請求項８３２に記載のモバイル機器。
【請求項８３７】
　前記駆動手段が、前記印刷ヘッドの前段の前記印刷通路に配置された少なくとも１つの
ローラを備えた、請求項８３６に記載のモバイル機器。
【請求項８３８】
　前記センサが、前記印刷媒体に符号化されているデータを読み取るように構成された、
請求項８３２に記載のモバイル機器。
【請求項８３９】
　前記モバイル機器がトランスミッタ及びレシーバを備え、前記トランスミッタが、読み
取った符号化データに基づいて遠隔コンピュータにメッセージを送信するように構成され
、前記レシーバが、前記印刷媒体に印刷することができるかどうかを示す応答を前記遠隔
コンピュータから受け取るように構成された、請求項８３８に記載のモバイル機器。
【請求項８４０】
　前記センサが前記符号化データを読み取っている間、前記印刷媒体を前記印刷通路に沿
って駆動し、
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　前記印刷媒体を前記印刷通路に沿って後方の印刷開始位置へ駆動し、且つ、
　プリンタが前記印刷媒体に印刷している間、前記印刷媒体を前記印刷通路に沿って駆動
する
　ように構成された駆動手段を更に備えた、請求項８３９に記載のモバイル機器。
【請求項８４１】
　前記センサが、前記印刷媒体が印刷されている間、前記符号化データを知覚し、前記モ
バイル機器が、前記符号化データからクロック信号を引き出し、引き出したクロック信号
を使用して前記印刷媒体への印刷を同期化させるように構成された、請求項８４０に記載
のモバイル機器。
【請求項８４２】
　前記センサが、最初に前記印刷媒体が挿入されると、前記符号化データの少なくとも一
部を知覚し、前記モバイル機器が、知覚した符号化データから前記印刷媒体の配向を決定
し、前記印刷媒体が正しく挿入されていない場合の印刷を防止するように構成された、請
求項８３２に記載のモバイル機器。
【請求項８４３】
　前記モバイル機器が、前記印刷媒体が正しく挿入されていない場合、ユーザに指示を出
力するように構成された、請求項８４２に記載のモバイル機器。
【請求項８４４】
　前記印刷媒体が、意図する印刷方向に展開している線形符号化データトラックを備え、
前記モバイル機器が、
　印刷中、前記データトラックを知覚するように構成されたセンサと、
　噴射制御信号に応答して前記印刷媒体に印刷するための印刷ヘッドと、
　知覚したデータトラックに基づいて前記噴射制御信号を生成するために接続された噴射
制御手段と
を備えた、請求項８３２に記載のモバイル機器。
【請求項８４５】
　印刷中、前記センサが前記データトラックを知覚している間、前記データトラックを照
射するための発光デバイスを更に備えた、請求項８４４に記載のモバイル機器。
【請求項８４６】
　前記データトラックが赤外線インクで印刷され、前記発光デバイスが赤外線スペクトル
の光を放出し、前記光センサが前記赤外線スペクトルに感応する、請求項８４５に記載の
モバイル機器。
【請求項８４７】
　前記データトラックがクロックコードのみを含んだクロックトラックであり、前記噴射
制御手段が、知覚したデータトラックから生成されるクロック信号の形態の前記噴射制御
信号を生成するように構成された、請求項８４４に記載のモバイル機器。
【請求項８４８】
　前記データトラックが、埋込み型クロック信号を含んだ第１の情報を含み、前記噴射制
御手段が、知覚したデータトラックから引き出されるクロック信号の形態の前記噴射制御
信号を生成するように構成された、請求項８４４に記載のモバイル機器。
【請求項８４９】
　前記第１の情報が、前記印刷媒体の少なくとも１つの物理特性を表し、前記モバイル機
器が、少なくとも部分的に前記物理特性のうちの少なくとも１つに基づいて前記印刷ヘッ
ドの動作を制御するように構成された、請求項８４８に記載のモバイル機器。
【請求項８５０】
　知覚したデータトラックを使用して前記印刷ヘッドに対する前記印刷媒体の絶対位置を
決定し、且つ、前記決定を利用して前記印刷媒体に印刷するように構成された、請求項８
４４に記載のモバイル機器。
【請求項８５１】
　前記データトラックが第１の情報を更に符号化し、前記印刷媒体が、第２の情報を符号
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化している第２の符号化データを更に含み、前記第１の情報が前記第２の情報を表す、請
求項８５０に記載のモバイル機器。
【請求項８５２】
　印刷媒体への印刷が完了する前に、モバイル機器を使用して前記印刷媒体を認証する方
法であって、前記モバイル機器が、処理手段、印刷ヘッド及びセンサを備え、前記印刷媒
体が基板を備え、前記方法が、
　前記基板の表面に提供されている符号化データを知覚するために前記センサを使用する
ステップと、
　前記符号化データを解釈して前記印刷媒体を認証するために前記処理手段を使用するス
テップと、
　前記認証ステップで認証された場合に、前記印刷媒体に印刷するために前記印刷ヘッド
を使用するステップと
を含む方法。
【請求項８５３】
　前記符号化データを解釈するために前記プロセッサ手段を使用するステップが、
　知覚した符号化データから、
　前記印刷媒体の識別
　前記識別の少なくとも一部のディジタル署名である複数の署名断片
を決定するステップと、
　前記複数の署名断片を使用して確定署名を決定するステップと、
　前記確定署名及びキーを使用して作成識別を生成するステップと、
　前記識別と前記作成識別を比較するステップと、
　比較した結果を使用して前記印刷媒体を認証するステップと
を更に含む、請求項８５２に記載の方法。
【請求項８５４】
　前記符号化データが複数の符号化データ部分を含み、前記符号化データ部分のそれぞれ
が、
　前記識別、及び
　少なくとも１つの署名断片
を符号化し、前記方法が、複数の符号化データ部分を知覚し、それにより前記複数の署名
断片を決定するステップを含む、請求項８５２に記載の方法。
【請求項８５５】
　前記複数の符号化データ部分が、前記印刷媒体が前記モバイル機器内に画定された印刷
通路に沿って移動している間に、前記印刷媒体が前記センサの先へ移動する際に知覚され
る、請求項８５４に記載の方法。
【請求項８５６】
　符号化データ部分のそれぞれが署名断片識別を符号化し、前記方法が、
　個々の確定署名断片の前記署名断片識別を決定するステップと、
　前記確定署名断片識別を使用して前記確定署名を決定するステップと
を含む、請求項８５５に記載の方法。
【請求項８５７】
　前記符号化データが複数のレイアウトを含み、前記レイアウトのそれぞれが、前記識別
を符号化している複数の第１の記号及び少なくとも１つの署名断片を画定している複数の
第２の記号の位置を画定している、請求項８５３に記載の方法。
【請求項８５８】
　前記符号化データが複数のタグを含み、符号化データ部分のそれぞれが、前記複数のタ
グのうちの少なくとも１つから形成された、請求項８５６に記載の方法。
【請求項８５９】
　前記符号化データが、目に見えないインク及び赤外線吸収性インクのうちの少なくとも
いずれかを使用して前記表面に印刷され、前記方法が、赤外線センサを使用して前記符号
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化データを知覚するステップを含む、請求項８５２に記載の方法。
【請求項８６０】
　前記複数の署名断片が署名全体を表す、請求項８５３に記載の方法。
【請求項８６１】
　前記モバイル機器がトランスミッタ及びレシーバを備え、前記方法が、
　前記識別を表している第１のメッセージを遠隔コンピュータシステムに送信するために
前記トランスミッタを使用するステップと、
　前記署名と結合しているパディング
　専用キー及び
　公開キー
のうちの少なくとも１つを示すデータを含んだ第２のメッセージを前記遠隔コンピュータ
システムから受け取るために前記レシーバを使用するステップと、
　前記確定署名及び前記データ、専用キー又は公開キーを使用して前記作成識別を生成す
るステップと
を含む、請求項８５３に記載の方法。
【請求項８６２】
　前記署名が、前記識別の少なくとも一部及び所定のパディングの少なくとも一部のディ
ジタル署名であり、前記方法が、
　前記識別を使用して前記所定のパディングを決定するステップと、
　前記所定のパディング及び前記確定署名を使用して前記作成識別を生成するステップと
を含む、請求項８５３に記載の方法。
【請求項８６３】
　知覚した符号化データが、更に、
　前記複数のデータ部分のうちの少なくとも１つの位置
　前記印刷媒体上の複数のデータ部分のうちの少なくとも１つの位置
　前記データ部分のサイズ
　前記署名のサイズ
　前記署名断片のサイズ
　前記署名断片の識別
　指示された位置のユニット
　重複データ
　エラー修正を許容するデータ
　リード－ソロモンデータ及び
　周期冗長検査（ＣＲＣ）データ
のうちの少なくとも１つを表す、請求項８５４に記載の方法。
【請求項８６４】
　前記ディジタル署名が、
　前記識別に関連する乱数
　少なくとも前記識別の打けんハッシュ
　専用キーを使用して生成された、対応する公開キーを使用して検証することができる少
なくとも前記識別の打けんハッシュ
　少なくとも前記識別を暗号化することによって生成された暗号文
　少なくとも前記識別及び乱数を暗号化することによって生成された暗号文及び
　専用キーを使用して生成された、対応する公開キーを使用して検証することができる暗
号文
のうちの少なくとも１つを含む、請求項８５３に記載の方法。
【請求項８６５】
　前記識別が、
　前記印刷媒体及び
　前記印刷媒体の領域
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のうちの少なくとも１つの識別を含む、請求項８５２に記載の方法。
【請求項８６６】
　前記符号化データが多数の符号化データ部分を含み、前記符号化データ部分のそれぞれ
が、
　識別及び
　前記識別の少なくとも一部のディジタル署名である署名の少なくとも一部
を符号化している、請求項８５２に記載の方法。
【請求項８６７】
　前記認証ステップで認証されたかどうかを決定するステップに先立って印刷を開始する
ステップと、認証されなかった場合に印刷を中止するステップとを更に含む、請求項８５
２に記載の方法。
【請求項８６８】
　印刷媒体への印刷が完了する前に、モバイル機器を使用して前記印刷媒体を認証する方
法であって、前記モバイル機器が、処理手段、印刷ヘッド、トランスミッタ、レシーバ及
びセンサを備え、前記印刷媒体が基板を備え、前記方法が、
　前記基板の表面に提供されている符号化データを知覚するために前記センサを使用する
ステップと、
　知覚した符号化データから前記印刷媒体の識別を決定するために前記処理手段を使用す
るステップと、
　前記識別を表している第１のメッセージを遠隔コンピュータシステムに送信するために
前記トランスミッタを使用するステップと、
　前記識別が印刷してもよい印刷媒体と関連しているかどうかを示すデータを含んだ第２
のメッセージを前記遠隔コンピュータシステムから受け取るために前記レシーバを使用す
るステップと、
　前記データを利用して前記印刷媒体に印刷するために前記印刷ヘッドを使用するステッ
プと
を含む方法。
【請求項８６９】
　前記印刷媒体が配向標識を含み、前記方法が、
　前記符号化データを知覚する前に前記配向標識を知覚するステップと、
　前記媒体が正しく挿入されていない場合に印刷を防止するステップと
を含む、請求項８６８に記載の方法。
【請求項８７０】
　前記媒体が正しく挿入されていない場合に、前記媒体の配向を変更する必要があること
をモバイル機器のユーザに指示するステップを含む、請求項８６８に記載の方法。
【請求項８７１】
　前記基板が積層基板である、請求項８５２に記載の方法。
【請求項８７２】
　印刷媒体への印刷が完了する前に、モバイル機器を使用して前記印刷媒体をオンライン
で認証する方法であって、前記モバイル機器が、処理手段、印刷ヘッド、センサ、トラン
スミッタ及びレシーバを備え、前記印刷媒体が積層基板を備え、前記方法が、
　前記基板の表面に提供されている符号化データを知覚するために前記センサを使用する
ステップと、
　知覚した符号化データから、
　前記印刷媒体の識別及び
　前記識別の少なくとも一部のディジタル署名である署名の少なくとも一部
を決定するために前記処理手段を使用するステップと、
　前記識別及び前記署名の前記少なくとも一部を示す第１のデータを遠隔コンピュータシ
ステムに送信するために前記トランスミッタを使用するステップと、
　前記第１のデータに応答して、前記印刷媒体が前記識別及び前記署名の前記少なくとも
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一部に基づいて認証されたかどうかを示す第２のデータを前記遠隔コンピュータシステム
から受け取るために前記レシーバを使用するステップと、
　前記印刷媒体が認証された場合に、前記印刷媒体に印刷するために前記印刷ヘッドを使
用するステップと
を含む方法。
【請求項８７３】
　前記符号化データが複数の符号化データ部分を含み、前記符号化データ部分のそれぞれ
が、
　前記識別及び
　少なくとも１つの署名断片
を符号化し、前記方法が、複数の符号化データ部分を知覚し、それにより前記署名の前記
少なくとも一部を示す複数の署名断片を決定するステップを含む、請求項８７２に記載の
方法。
【請求項８７４】
　前記複数の符号化データ部分が、前記印刷媒体が前記モバイル機器内に画定された印刷
通路に沿って移動している間に、前記印刷媒体が前記センサの先へ移動する際に知覚され
る、請求項８７３に記載の方法。
【請求項８７５】
　前記符号化データ部分のそれぞれが署名断片識別を符号化し、前記方法が、
　個々の確定署名断片の前記署名断片識別を決定するステップと、
　前記確定署名断片識別及び対応する署名断片を使用して、前記署名の前記少なくとも一
部を決定するステップと
を含む、請求項８７４に記載の方法。
【請求項８７６】
　前記複数の署名断片が署名全体を表す、請求項８７３に記載の方法。
【請求項８７７】
　前記符号化データが複数のタグを含み、符号化データ部分のそれぞれが、前記複数のタ
グのうちの少なくとも１つから形成された、請求項８７３に記載の方法。
【請求項８７８】
　前記第２データが、更に、
　前記署名と結合しているパディング
　専用キー及び
　公開キー
のうちの少なくとも１つを示す、請求項８７２に記載の方法。
【請求項８７９】
　知覚した符号化データが、更に、
　前記複数のデータ部分のうちの少なくとも１つの位置
　前記印刷媒体上の前記複数のデータ部分のうちの少なくとも１つの位置
　前記複数のデータ部分のうちの少なくとも１つのサイズ
　前記署名のサイズ
　前記署名断片のサイズ
　前記署名断片の識別
　指示された位置のユニット
　重複データ
　エラー修正を許容するデータ
　リード－ソロモンデータ及び
　周期冗長検査（ＣＲＣ）データ
のうちの少なくとも１つを表す、請求項８７３に記載の方法。
【請求項８８０】
　前記ディジタル署名が、
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　前記識別に関連する乱数
　少なくとも前記識別の打けんハッシュ
　専用キーを使用して生成された、対応する公開キーを使用して検証することができる少
なくとも前記識別の打けんハッシュ
　少なくとも前記識別を暗号化することによって生成された暗号文
　少なくとも前記識別及び乱数を暗号化することによって生成された暗号文及び
　専用キーを使用して生成された、対応する公開キーを使用して検証することができる暗
号文
のうちの少なくとも１つを含む、請求項８７２に記載の方法。
【請求項８８１】
　前記識別が、
　前記印刷媒体及び
　前記印刷媒体の領域
のうちの少なくとも１つの識別を含む、請求項８７２に記載の方法。
【請求項８８２】
　前記符号化データが多数の符号化データ部分を含み、符号化データ部分のそれぞれが、
　前記識別及び
　前記識別の少なくとも一部のディジタル署名である署名の少なくとも一部
を符号化している、請求項８７２に記載の方法。
【請求項８８３】
　前記認証ステップで認証されたかどうかを決定するステップに先立って印刷を開始する
ステップと、認証されなかった場合に印刷を中止するステップとを更に含む、請求項８７
２に記載の方法。
【請求項８８４】
　前記印刷媒体が配向標識を含み、前記方法が、
　前記符号化データを知覚する前に前記配向標識を知覚するステップと、
　前記媒体が正しく挿入されていない場合に印刷を防止するステップと
を含む、請求項８７２に記載の方法。
【請求項８８５】
　前記媒体が正しく挿入されていない場合に、前記媒体の配向を変更する必要があること
をモバイル機器のユーザに指示するステップを含む、請求項８８８に記載の方法。
【請求項８８６】
　前記符号化データが、目に見えないインク及び赤外線吸収性インクのうちの少なくとも
いずれかを使用して前記表面に印刷され、前記方法が、赤外線センサを使用して前記符号
化データを知覚するステップを含む、請求項８７２に記載の方法。
【請求項８８７】
　前記印刷媒体が、縦方向に展開している少なくとも１つのデータトラックを備え、前記
方法が、前記印刷媒体が印刷されている間、前記データトラックからクロック信号を引き
出すステップと、前記印刷媒体への印刷を同期化させるために前記クロック信号を使用す
るステップとを含む、請求項８７２に記載の方法。
【請求項８８８】
　前記データトラックが前記識別を表す第１の情報を更に含む、請求項８８７に記載の方
法。
【請求項８８９】
　前記データトラックが線形符号化された、請求項８８７に記載の方法。
【請求項８９０】
　前記クロック信号が、前記データトラックの中に符号化されているデータに埋め込まれ
、前記方法が、前記データトラックから前記クロック信号を引き出すステップを含む、請
求項８８７に記載の方法。
【請求項８９１】
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　前記符号化データが、目に見えないインク及び赤外線吸収性インクのうちの少なくとも
いずれかを使用して前記表面に印刷され、前記方法が、赤外線センサを使用して前記符号
化データを知覚するステップを含む、請求項８７２に記載の方法。
【請求項８９２】
　印刷媒体への印刷が完了する前に、モバイル機器を使用して前記印刷媒体をオフライン
で認証する方法であって、前記モバイル機器が、処理手段、印刷ヘッド及びセンサを備え
、前記印刷媒体が積層基板を備え、前記方法が、
　前記基板の表面に提供されている符号化データを知覚するために前記センサを使用する
ステップと、
　前記処理手段を使用するステップと、
　知覚した符号化データから、
　前記印刷媒体の識別及び
　前記識別の少なくとも一部のディジタル署名である署名の少なくとも一部を決定するス
テップと、
　前記署名の前記少なくとも一部を使用して確定署名を決定するステップと、
　前記確定署名及び前記モバイル機器に記憶されている公開キーを使用して作成識別を生
成するステップと、
　前記識別と前記作成識別を比較するステップと、
　比較した結果を使用して前記印刷媒体を認証するステップと、
　前記認証ステップで認証された場合に、前記印刷媒体に印刷するために前記印刷ヘッド
を使用するステップと
を含む方法。
【請求項８９３】
　前記モバイル機器がレシーバを備え、前記方法が、前記作成識別を生成するステップに
先出って実行される、
　前記公開キーを示すデータを受け取るために前記レシーバを使用するステップと、
　前記公開キーを前記モバイル機器のメモリに記憶するステップと
を含む、請求項８９２に記載の方法。
【請求項８９４】
　前記モバイル機器がトランスミッタを備え、前記方法が、前記公開キーを要求するリク
エストを遠隔コンピュータシステムに送信するステップを含み、前記レシーバが、前記リ
クエストに応答して、前記公開キーを示すデータを前記コンピュータシステムから受け取
る、請求項８９３に記載の方法。
【請求項８９５】
　前記作成識別を生成するステップに先出って、遠隔コンピュータシステムからキーを検
索するステップを更に含む、請求項８９２に記載の方法。
【請求項８９６】
　前記符号化データが前記署名の複数の断片を含み、前記方法が、知覚した符号化データ
から複数の署名断片を決定するステップを含む、請求項８９２に記載の方法。
【請求項８９７】
　前記符号化データが複数の符号化データ部分を含み、符号化データ部分のそれぞれが、
　前記識別及び
　少なくとも１つの署名断片
を符号化し、前記方法が、複数の符号化データ部分を知覚し、それにより前記複数の署名
断片を決定するステップを含む、請求項８９６に記載の方法。
【請求項８９８】
　前記複数の符号化データ部分が、前記印刷媒体が前記モバイル機器内に画定された印刷
通路に沿って移動している間に、前記印刷媒体が前記センサの先へ移動する際に知覚され
る、請求項８９７に記載の方法。
【請求項８９９】
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　符号化データ部分のそれぞれが署名断片識別を符号化し、前記方法が、
　個々の確定署名断片の前記署名断片識別を決定するステップと、
　前記確定署名断片識別を使用して前記確定署名を決定するステップと
を含む、請求項８９７に記載の方法。
【請求項９００】
　前記符号化データが複数のタグを含み、符号化データ部分のそれぞれが前記複数のタグ
のうちの少なくとも１つから形成されている、請求項８９７に記載の方法。
【請求項９０１】
　前記複数の署名断片が署名全体を表す、請求項８９７に記載の方法。
【請求項９０２】
　前記署名が、前記識別の少なくとも一部及び所定のパディングの少なくとも一部のディ
ジタル署名であり、前記方法が、
　前記識別を使用して前記所定のパディングを決定するステップと、
　前記所定のパディング及び前記確定署名を使用して前記作成識別を生成するステップと
を含む、請求項８９２に記載の方法。
【請求項９０３】
　前記モバイル機器がトランスミッタ及びレシーバを備え、前記方法が、
　前記識別を表す第１のメッセージを遠隔コンピュータシステムに送信するために前記ト
ランスミッタを使用するステップと、
　前記署名と結合しているパディングを示すデータを含んだ第２のメッセージを前記遠隔
コンピュータシステムから受け取るために前記レシーバを使用するステップと、
　前記確定署名及び前記パディングを使用して前記作成識別を生成するステップと
を含む、請求項９０３に記載の方法。
【請求項９０４】
　前記符号化データが、更に、
　前記複数のデータ部分のうちの少なくとも１つの位置
　前記印刷媒体上の前記複数のデータ部分のうちの少なくとも１つの位置
　前記複数のデータ部分のうちの少なくとも１つのサイズ
　前記署名のサイズ
　前記署名断片のサイズ
　前記署名断片の識別
　指示された位置のユニット
　重複データ
　エラー修正を許容するデータ
　リード－ソロモンデータ及び
　周期冗長検査（ＣＲＣ）データ
のうちの少なくとも１つを表す、請求項８９７に記載の方法。
【請求項９０５】
　前記ディジタル署名が、
　前記識別に関連する乱数
　少なくとも前記識別の打けんハッシュ
　専用キーを使用して生成された、対応する公開キーを使用して検証することができる少
なくとも前記識別の打けんハッシュ
　少なくとも前記識別を暗号化することによって生成された暗号文
　少なくとも前記識別及び乱数を暗号化することによって生成された暗号文及び
　専用キーを使用して生成された、対応する公開キーを使用して検証することができる暗
号文
のうちの少なくとも１つを含む、請求項８９２に記載の方法。
【請求項９０６】
　前記識別が、
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　前記印刷媒体及び
　前記印刷媒体の領域
のうちの少なくとも１つの識別を含む、請求項８９２に記載の方法。
【請求項９０７】
　前記符号化データが多数の符号化データ部分を含み、符号化データ部分のそれぞれが、
　識別及び
　前記識別の少なくとも一部のディジタル署名である署名の少なくとも一部
を符号化している、請求項８９２に記載の方法。
【請求項９０８】
　前記認証ステップで認証されたかどうかを決定するステップに先立って印刷を開始する
ステップと、認証されなかった場合に印刷を中止するステップとを更に含む、請求項８９
２に記載の方法。
【請求項９０９】
　前記印刷媒体が配向標識を含み、前記方法が、
　前記符号化データを知覚する前に前記配向標識を知覚するステップと、
　前記媒体が正しく挿入されていない場合に印刷を防止するステップと
を含む、請求項８９２に記載の方法。
【請求項９１０】
　前記符号化データが、目に見えないインク及び赤外線吸収性インクのうちの少なくとも
いずれかを使用して前記表面に印刷され、前記方法が、赤外線センサを使用して前記符号
化データを知覚するステップを含む、請求項８９２に記載の方法。
【請求項９１１】
　モバイル機器を使用して、印刷されたトークンを認証し、且つ、前記トークンに関連す
るイメージを出力する方法であって、前記モバイル機器が、センサ及び処理手段を備え、
前記方法が、
　前記印刷されたトークンに符号化されているデータを知覚するために前記センサを使用
するステップと、
　知覚した符号化データから前記トークンの少なくとも識別を決定するために前記処理手
段を使用するステップと、
　前記識別を使用して前記トークンを認証するステップと、
　少なくとも前記識別に基づいて、前記トークンに関連するイメージを決定するステップ
と、
　目に見える形態で前記モバイル機器から前記イメージを出力するステップと
を含む方法。
【請求項９１２】
　前記モバイル機器がディスプレイを備え、前記イメージを出力するステップが、前記イ
メージを前記ディスプレイに表示するステップを含む、請求項９１１に記載の方法。
【請求項９１３】
　前記モバイル機器が印刷ヘッドを備え、前記イメージを出力するステップが、前記印刷
ヘッドを使用して印刷媒体に前記イメージを印刷するステップを含む、請求項９１１に記
載の方法。
【請求項９１４】
　前記モバイル機器がトランスミッタ及びレシーバを備え、前記トークンに関連するイメ
ージを決定するステップが、
　前記トランスミッタを使用して、少なくとも前記識別を表す第１のデータを遠隔コンピ
ュータシステムに送信するステップと、
　前記レシーバを介して、前記イメージを表す第２のデータを前記コンピュータシステム
から受け取るステップと
を含む、請求項９１２に記載の方法。
【請求項９１５】
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　前記モバイル機器がトランスミッタ及びレシーバを備え、前記方法が、
　知覚した符号化データから、前記識別の少なくとも一部のディジタル署名である署名の
少なくとも一部を決定するために前記処理手段を使用するステップと、
　前記識別及び前記署名の前記少なくとも一部を表す第１のデータを遠隔コンピュータシ
ステムに送信するために前記トランスミッタを使用するステップと、
　前記第１のデータに応答して、前記印刷媒体が前記識別及び前記署名の前記少なくとも
一部に基づいて認証されたかどうかを示す第２のデータを前記遠隔コンピュータシステム
から受け取るために前記レシーバを使用するステップと
を含む、請求項９１１に記載の方法。
【請求項９１６】
　前記符号化データが複数の符号化データ部分を含み、符号化データ部分のそれぞれが、
　前記識別及び
　少なくとも１つの署名断片
を符号化し、前記方法が、複数の符号化データ部分を知覚し、それにより前記署名の前記
少なくとも一部を示す複数の署名断片を決定するステップを含む、請求項９１５に記載の
方法。
【請求項９１７】
　前記印刷媒体が前記モバイル機器内に画定された印刷通路に沿って移動している間に、
前記印刷媒体が前記センサの先へ移動する際に、前記複数の符号化データ部分を知覚する
ステップを含む、請求項９１６に記載の方法。
【請求項９１８】
　符号化データ部分のそれぞれが署名断片識別を符号化し、前記方法が、
　個々の確定署名断片の前記署名断片識別を決定するステップと、
　前記確定署名断片識別及び対応する署名断片を使用して前記署名の前記少なくとも一部
を決定するステップと
を含む、請求項９１７に記載の方法。
【請求項９１９】
　前記複数の署名断片が署名全体を表す、請求項９１６に記載の方法。
【請求項９２０】
　前記符号化データが複数のタグを含み、符号化データ部分のそれぞれが、前記複数のタ
グのうちの少なくとも１つから形成された、請求項９１６に記載の方法。
【請求項９２１】
　前記第２のデータが、更に、
　前記署名と結合しているパディング
　専用キー及び
　公開キー
のうちの少なくとも１つを示す、請求項９１５に記載の方法。
【請求項９２２】
　知覚した符号化データから、前記識別の少なくとも一部のディジタル署名である署名の
少なくとも一部を決定するために前記処理手段を使用するステップと、
　前記署名の前記少なくとも一部を使用して確定署名を決定するステップと、
　前記確定署名及び前記モバイル機器に記憶されている公開キーを使用して作成識別を生
成するステップと、
　前記識別と前記作成識別を比較するステップと、
　比較した結果を使用して前記印刷媒体を認証するステップと
を含む、請求項９１１に記載の方法。
【請求項９２３】
　前記モバイル機器がレシーバを備え、前記方法が、前記作成識別を生成するステップに
先出って実行される、
　前記公開キーを示すデータを受け取るために前記レシーバを使用するステップと、
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　前記公開キーを前記モバイル機器のメモリに記憶するステップと
を含む、請求項９２２に記載の方法。
【請求項９２４】
　前記モバイル機器がトランスミッタを備え、前記方法が、前記公開キーを要求するリク
エストを遠隔コンピュータシステムに送信するステップを含み、前記レシーバが、前記リ
クエストに応答して、前記公開キーを示すデータを前記コンピュータシステムから受け取
る、請求項９２３に記載の方法。
【請求項９２５】
　前記作成識別を生成するステップに先出って、遠隔コンピュータシステムからキーを検
索するステップを更に含む、請求項９２２に記載の方法。
【請求項９２６】
　前記符号化データが前記署名の複数の断片を含み、前記方法が、知覚した符号化データ
から複数の前記署名断片を決定するステップを含む、請求項９２２に記載の方法。
【請求項９２７】
　前記符号化データが複数の符号化データ部分を含み、符号化データ部分のそれぞれが、
　前記識別及び
　少なくとも１つの署名断片
を符号化し、前記方法が、複数の符号化データ部分を知覚し、それにより前記複数の署名
断片を決定するステップを含む、請求項９２６に記載の方法。
【請求項９２８】
　前記複数の符号化データ部分が、前記印刷媒体が前記モバイル機器内に画定された印刷
通路に沿って移動している間に、前記印刷媒体が前記センサの先へ移動する際に知覚され
る、請求項９２７に記載の方法。
【請求項９２９】
　符号化データ部分のそれぞれが署名断片識別を符号化し、前記方法が、
　個々の確定署名断片の前記署名断片識別を決定するステップと、
　前記確定署名断片識別を使用して前記確定署名を決定するステップと
を含む、請求項９２７に記載の方法。
【請求項９３０】
　前記印刷媒体が第２の符号化データを含み、前記方法が、前記印刷媒体が前記イメージ
と結合した他のトークンになるよう、前記印刷媒体に前記イメージを印刷するステップを
含む、請求項９１４に記載の方法。
【請求項９３１】
　モバイル機器であって、
　印刷媒体に印刷するためのプリンタと、
　ユーザが前記モバイル機器を文書作成デバイス又は製図デバイスとして使用することが
できる印刷ヘッドチップを有するスタイラスと
を備え、前記スタイラス及び前記プリンタが、少なくとも１つの共通インク貯蔵容器を共
有しているモバイル機器。
【請求項９３２】
　前記少なくとも１つの共通貯蔵容器から少なくとも１つのインク供給コンジットを介し
て前記スタイラスにインクが供給される、請求項９３１に記載のモバイル機器。
【請求項９３３】
　前記少なくとも１つのインク供給コンジットが可撓性である、請求項９３２に記載のモ
バイル機器。
【請求項９３４】
　前記少なくとも１つの供給コンジットが、前記印刷ヘッドチップのための電力及びデー
タ接続を備えた、請求項９３３に記載のモバイル機器。
【請求項９３５】
　スタイラス後退機構を更に備えた、請求項９３３に記載のモバイル機器。
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【請求項９３６】
　前記コンジットが、前記電力及びデータ接続を支えている可撓性ＰＣＢを備え、前記可
撓性ＰＣＢが、少なくとも１つのインク供給管の壁の１つを形成している、請求項９３４
に記載のモバイル機器。
【請求項９３７】
　前記コンジットが複数の前記インク供給管を備えた、請求項９３６に記載のモバイル機
器。
【請求項９３８】
　前記プリンタが、前記少なくとも１つの貯蔵容器を備えた交換可能カートリッジを備え
た、請求項９３１に記載のモバイル機器。
【請求項９３９】
　前記カートリッジが複数の前記インク貯蔵容器を備えた、請求項９３８に記載のモバイ
ル機器。
【請求項９４０】
　前記カートリッジがページ幅印刷ヘッドを備えた、請求項９３８に記載のモバイル機器
。
【請求項９４１】
　前記モバイル機器が、前記カートリッジを受け入れるためのクレイドルを備え、前記カ
ートリッジが、クレイドル内の対応する相補コンタクトから電力及びデータを受け取るた
めの複数のコンタクトを備えた、請求項９４２に記載のモバイル機器。
【請求項９４２】
　前記スタイラスが前記カートリッジの一部を形成している、請求項９３８に記載のモバ
イル機器。
【請求項９４３】
　前記印刷ヘッドチップが、半径方向に展開している複数の印刷ヘッドノズル行のアレイ
を備えた、請求項９３９に記載のモバイル機器。
【請求項９４４】
　前記印刷ヘッドノズルの行が、前記印刷ヘッドチップの中央領域から半径方向の直線で
展開している、請求項９４３に記載のモバイル機器。
【請求項９４５】
　前記印刷ヘッドノズルの列が、前記印刷ヘッドチップの中央領域から外側に湾曲してい
る、請求項９４３に記載のモバイル機器。
【請求項９４６】
　前記スタイラスが、前記スタイラスと表面が接触したことを決定するための圧力センサ
を備え、前記スタイラスが、前記表面と接触した場合にのみ印刷するように構成された、
請求項９３１に記載のモバイル機器。
【請求項９４７】
　前記圧力センサがスイッチである、請求項９４６に記載のモバイル機器。
【請求項９４８】
　前記プリンタが、
　前記印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、前記印刷ヘッ
ドが前記印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、
前記非キャップ位置では前記印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング
機構を更に備え、
　前記キャッパが、前記印刷媒体が前記給送通路を通って移動する際に、前記印刷媒体の
縁によって前記キャップ位置と非キャップ位置の間を移動する、請求項９３１に記載のモ
バイル機器。
【請求項９４９】
　前記キャップ位置では、前記キャッパが弾性的に前記キャッピング関係に強制される、
請求項９４８に記載のモバイル機器。
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【請求項９５０】
　前記キャッピング機構が、前記キャッパが前記キャップ位置から前記非キャップ位置へ
移動する際に、前記キャッパが給送方向に変位するように構成された、請求項９４９に記
載のモバイル機器。
【請求項９５１】
　モバイル機器であって、
　移動電話システムから信号を受信するための第１のレシーバと、
　前記移動電話システムを介して信号を送信するための第１のトランスミッタと、
　ユーザが前記モバイル機器を文書作成デバイス又は製図デバイスとして使用することが
できるスタイラスと
を備えたモバイル機器。
【請求項９５２】
　符号化データを知覚し、且つ、前記知覚したデータに基づいて生データを出力するため
の第１のセンサデバイスと、
　前記第１のトランスミッタを制御して、少なくとも部分的に前記知覚したデータに基づ
く出力データを前記移動電話システムを介してコンピュータシステムに送信するように動
作させることができるトランスミッタ制御装置と
を更に備えた、請求項９５１に記載のモバイル機器。
【請求項９５３】
　前記第１の知覚デバイスが、前記スタイラスの上に配置された、請求項９５２に記載の
モバイル機器。
【請求項９５４】
　前記スタイラスが、文書作成又は製図を実施するための複数のノズルのアレイを備えた
印刷ヘッドチップを有する、請求項９５２に記載のモバイル機器。
【請求項９５５】
　媒体基板に印刷するためのページ幅印刷ヘッドを備えたプリンタ機構を更に備え、前記
印刷ヘッドが、前記デバイスを通る媒体給送通路に隣接して配置された、請求項９５１に
記載のモバイル機器。
【請求項９５６】
　前記プリンタ機構が、文書データを受け取り、且つ、少なくとも部分的に前記文書デー
タに基づくインタフェースを表面に印刷するように適合され、前記文書データが、少なく
とも１つの識別を表す識別データを含み、前記識別が、前記インタフェースの領域と結合
し、前記インタフェースが符号化データを含む、請求項９５５に記載のモバイル機器。
【請求項９５７】
　少なくとも１つのインク貯蔵容器を更に備え、前記スタイラス内の前記印刷ヘッドチッ
プ及び前記プリンタ機構が、前記少なくとも１つのインク貯蔵容器を共有している、請求
項９５５に記載のモバイル機器。
【請求項９５８】
　１つ又は複数のセンサデバイスにデータを送信し、且つ、１つ又は複数のセンサデバイ
スからデータを受け取るように適合された第２のトランスミッタ及び第２のレシーバを更
に備え、前記センサデバイスがデータを送信する、請求項９５５に記載のモバイル機器。
【請求項９５９】
　１つ又は複数のセンサデバイスにデータを送信し、且つ、１つ又は複数のセンサデバイ
スからデータを受け取るように適合された第２のトランスミッタ及び第２のレシーバを更
に備え、前記センサデバイスがデータを送信する、請求項９５５に記載のモバイル機器。
【請求項９６０】
　前記移動電話ユニットに第１のデータに基づくデータを前記第１のトランスミッタを介
してコンピュータシステムに送信させるように適合されたトランスミッタ制御装置を更に
備えた、請求項９５５に記載のモバイル機器。
【請求項９６１】
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　前記プリンタ機構が、前記ノズルを覆うキャップ位置と前記ノズルから間隔を隔てた非
キャップ位置との間を移動することができるキャッパアセンブリを更に備え、
　前記キャッパアセンブリが、媒体によって、前記媒体との係合が解除されると前記キャ
ップ位置へ移動するように非キャップ位置に保持される、請求項９５４に記載のモバイル
機器。
【請求項９６２】
　媒体基板のシートに前記符号化データが符号化され、印刷エンジン制御装置がセンサを
使用して、前記印刷ヘッドに対する前記シートの位置を決定する、請求項９６１に記載の
モバイル機器。
【請求項９６３】
　前記媒体を前記印刷ヘッドの先へ給送するための媒体給送ローラを更に備えた、請求項
９６１に記載のモバイル機器。
【請求項９６４】
　前記媒体基板がシートであり、印刷に先立って前記シートの後縁と前記媒体給送ローラ
の係合が解除され、前記シートの運動量によって前記後縁が前記印刷ヘッドの先へ突出す
る、請求項９６１に記載のモバイル機器。
【請求項９６５】
　前記キャッパアセンブリが、前記シートの印刷が完了した後、前記シートの一部が前記
モバイル機器の外に出て手で容易に収集することができるよう、前記シートを軽く把握す
る、請求項９６４に記載のモバイル機器。
【請求項９６６】
　前記キャッパアセンブリが、前記シートの前縁と係合すると、前記キャップ位置から前
記非キャップ位置に向かって移動する、請求項９６１に記載のモバイル機器。
【請求項９６７】
　前記印刷ヘッドが、印刷中、前記印刷媒体を給送方向に前記印刷ヘッドの先へ導くため
の印刷媒体給送通路、及び印刷するために前記印刷媒体を前記印刷ヘッドの先へ駆動する
ための駆動機構を更に備えたカートリッジに組み込まれた、請求項９６１に記載のモバイ
ル機器。
【請求項９６８】
　前記印刷ヘッドが、複数のインク噴射ノズルのアレイを有し、且つ、前記ノズルによっ
て噴射されるインクを前記印刷ヘッドに供給するための少なくとも１つのインク貯蔵容器
であって、負の静水圧のインクを前記ノズルに誘導するための少なくとも１つの吸取り構
造を個々に備えたインク貯蔵容器と、非使用時に前記印刷ヘッドに蓋をするためのキャッ
ピング機構とを更に備えたカートリッジに組み込まれた、請求項９６１に記載のモバイル
機器。
【請求項９６９】
　媒体基板を給送通路に沿って給送するための媒体係合表面を備えた駆動軸と、
　前記駆動軸に隣接する、前記媒体基板を前記媒体係合表面に対してバイアスさせるため
の媒体ガイドと
を更に備えた、請求項９６１に記載のモバイル機器。
【請求項９７０】
　媒体基板の前記シートを前記印刷ヘッドの先へ給送するための駆動軸を更に備え、使用
中、
　運動量によって前記シートの後縁が前記印刷ヘッドの先へ突出して印刷が完了するよう
、印刷が完了する前に前記シートと前記駆動軸の係合が解除される、請求項９６０に記載
のモバイル機器。
【請求項９７１】
　移動電話システムを介して信号を送信するための第１のトランスミッタと、
　移動電話システムから信号を受信するための第１のレシーバと、
　符号化データを知覚し、且つ、前記知覚したデータに基づいて生データを出力するため
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の第１の単色イメージセンサデバイスと、
　前記第１のトランスミッタを制御して、少なくとも部分的に前記知覚したデータに基づ
く出力データを前記移動電話システムを介してコンピュータシステムに送信するように動
作させることができるトランスミッタ制御装置と
を備えたモバイル機器。
【請求項９７２】
　ユーザが前記モバイル機器を文書作成デバイス又は製図デバイスとして使用することが
できるスタイラスを更に備えた、請求項９７１に記載のモバイル機器。
【請求項９７３】
　前記第１の単色イメージセンサデバイスが前記スタイラスの上に配置された、請求項９
７２に記載のモバイル機器。
【請求項９７４】
　前記スタイラスが、文書作成又は製図を実施するための複数のノズルのアレイを備えた
印刷ヘッドチップを有する、請求項９７２に記載のモバイル機器。
【請求項９７５】
　媒体基板に印刷するためのページ幅印刷ヘッドを備えたプリンタ機構を更に備え、前記
印刷ヘッドが、前記デバイスを通る媒体給送通路に隣接して配置された、請求項９７１に
記載のモバイル機器。
【請求項９７６】
　前記プリンタ機構が、文書データを受け取り、且つ、少なくとも部分的に前記文書デー
タに基づくインタフェースを表面に印刷するように適合され、前記文書データが、少なく
とも１つの識別を表す識別データを含み、前記識別が、前記インタフェースの領域と結合
し、前記インタフェースが符号化データを含む、請求項９７５に記載のモバイル機器。
【請求項９７７】
　少なくとも１つのインク貯蔵容器を更に備え、前記スタイラス内の前記印刷ヘッドチッ
プ及び前記プリンタ機構が、前記少なくとも１つのインク貯蔵容器を共有している、請求
項９７５に記載のモバイル機器。
【請求項９７８】
　１つ又は複数の単色イメージセンサデバイスにデータを送信し、且つ、１つ又は複数の
単色イメージセンサデバイスからデータを受け取るように適合された第２のトランスミッ
タ及び第２のレシーバを更に備え、前記センサデバイスがデータを送信する、請求項９７
５に記載のモバイル機器。
【請求項９７９】
　１つ又は複数の単色イメージセンサデバイスにデータを送信し、且つ、１つ又は複数の
単色イメージセンサデバイスからデータを受け取るように適合された第２のトランスミッ
タ及び第２のレシーバを更に備え、前記センサデバイスがデータを送信する、請求項９７
５に記載のモバイル機器。
【請求項９８０】
　前記移動電話ユニットに第１のデータに基づくデータを前記第１のトランスミッタを介
してコンピュータシステムに送信させるように適合されたトランスミッタ制御装置を更に
備えた、請求項９７５に記載のモバイル機器。
【請求項９８１】
　前記プリンタ機構が、前記ノズルを覆うキャップ位置と前記ノズルから間隔を隔てた非
キャップ位置との間を移動することができるキャッパアセンブリを更に備え、
　前記キャッパアセンブリが、媒体によって、前記媒体との係合が解除されると前記キャ
ップ位置へ移動するように非キャップ位置に保持される、請求項９７４に記載のモバイル
機器。
【請求項９８２】
　媒体基板のシートに前記符号化データが符号化され、印刷エンジン制御装置がセンサを
使用して、前記印刷ヘッドに対する前記シートの位置を決定する、請求項９８１に記載の
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モバイル機器。
【請求項９８３】
　前記媒体を前記印刷ヘッドの先へ給送するための媒体給送ローラを更に備えた、請求項
９８１に記載のモバイル機器。
【請求項９８４】
　前記媒体基板がシートであり、印刷に先立って前記シートの後縁と前記媒体給送ローラ
の係合が解除され、前記シートの運動量によって前記後縁が前記印刷ヘッドの先へ突出す
る、請求項９８１に記載のモバイル機器。
【請求項９８５】
　前記キャッパアセンブリが、前記シートの印刷が完了した後、前記シートの一部が前記
モバイル機器の外に出て手で容易に収集することができるよう、前記シートを軽く把握す
る、請求項９８４に記載のモバイル機器。
【請求項９８６】
　前記キャッパアセンブリが、前記シートの前縁と係合すると、前記キャップ位置から前
記非キャップ位置に向かって移動する、請求項９８１に記載のモバイル機器。
【請求項９８７】
　前記印刷ヘッドが、印刷中、前記印刷媒体を給送方向に前記印刷ヘッドの先へ導くため
の印刷媒体給送通路、及び印刷するために前記印刷媒体を前記印刷ヘッドの先へ駆動する
ための駆動機構を更に備えたカートリッジに組み込まれた、請求項９８１に記載のモバイ
ル機器。
【請求項９８８】
　前記印刷ヘッドが、複数のインク噴射ノズルのアレイを有し、且つ、前記ノズルによっ
て噴射されるインクを前記印刷ヘッドに供給するための少なくとも１つのインク貯蔵容器
であって、負の静水圧のインクを前記ノズルに誘導するための少なくとも１つの吸取り構
造を個々に備えたインク貯蔵容器と、非使用時に前記印刷ヘッドに蓋をするためのキャッ
ピング機構とを更に備えたカートリッジに組み込まれた、請求項９８１に記載のモバイル
機器。
【請求項９８９】
　媒体基板を給送通路に沿って給送するための媒体係合表面を備えた駆動軸と、
　前記駆動軸に隣接する、前記媒体基板を前記媒体係合表面に対してバイアスさせるため
の媒体ガイドと
を更に備えた、請求項９８１に記載のモバイル機器。
【請求項９９０】
　媒体基板の前記シートを前記印刷ヘッドの先へ給送するための駆動軸を更に備え、使用
中、
　運動量によって前記シートの後縁が前記印刷ヘッドの先へ突出して印刷が完了するよう
、印刷が完了する前に前記シートと前記駆動軸の係合が解除される、請求項９８０に記載
のモバイル機器。
【請求項９９１】
　モバイル機器であって、
　移動電話システムから信号を受信するための第１のレシーバと、
　前記移動電話システムを介して信号を送信するための第１のトランスミッタと、
　ユーザが前記モバイル機器を文書作成デバイス又は製図デバイスとして使用することが
できるスタイラスと
を備えたモバイル機器。
【請求項９９２】
　符号化データを知覚し、且つ、前記知覚したデータに基づいて生データを出力するため
の第１のセンサデバイスと、
　前記第１のトランスミッタを制御して、少なくとも部分的に前記知覚したデータに基づ
く出力データを前記移動電話システムを介してコンピュータシステムに送信するように動
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作させることができるトランスミッタ制御装置と
を更に備えた、請求項９９１に記載のモバイル機器。
【請求項９９３】
　前記第１の知覚デバイスが前記スタイラスの上に配置された、請求項９９２に記載のモ
バイル機器。
【請求項９９４】
　前記スタイラスが、前記文書作成又は製図を実施するための複数のノズルのアレイを備
えた印刷ヘッドチップを有する、請求項９９２に記載のモバイル機器。
【請求項９９５】
　媒体基板に印刷するためのページ幅印刷ヘッドを備えたプリンタ機構を更に備え、前記
印刷ヘッドが、前記デバイスを通る媒体給送通路に隣接して配置された、請求項９９１に
記載のモバイル機器。
【請求項９９６】
　前記プリンタ機構が、文書データを受け取り、且つ、少なくとも部分的に前記文書デー
タに基づくインタフェースを表面に印刷するように適合され、前記文書データが、少なく
とも１つの識別を表す識別データを含み、前記識別が前記インタフェースの領域と結合し
、前記インタフェースが符号化データを含む、請求項９９５に記載のモバイル機器。
【請求項９９７】
　少なくとも１つのインク貯蔵容器を更に備え、前記スタイラス内の前記印刷ヘッドチッ
プ及び前記プリンタ機構が、前記少なくとも１つのインク貯蔵容器を共有する、請求項９
９５に記載のモバイル機器。
【請求項９９８】
　１つ又は複数のセンサデバイスにデータを送信し、且つ、１つ又は複数のセンサデバイ
スからデータを受け取るように適合された第２のトランスミッタ及び第２のレシーバを更
に備え、前記センサデバイスがデータを送信する、請求項９９５に記載のモバイル機器。
【請求項９９９】
　１つ又は複数のセンサデバイスにデータを送信し、且つ、１つ又は複数のセンサデバイ
スからデータを受け取るように適合された第２のトランスミッタ及び第２のレシーバを更
に備え、前記センサデバイスがデータを送信する、請求項９９５に記載のモバイル機器。
【請求項１０００】
　前記移動電話ユニットに第１のデータに基づくデータを前記第１のトランスミッタを介
してコンピュータシステムに送信させるように適合されたトランスミッタ制御装置を更に
備えた、請求項９９５に記載のモバイル機器。
【請求項１００１】
　前記プリンタ機構が、前記ノズルを覆うキャップ位置と前記ノズルから間隔を隔てた非
キャップ位置との間を移動することができるキャッパアセンブリを更に備え、
　前記キャッパアセンブリが、前記媒体によって、前記媒体との係合が解除されると前記
キャップ位置へ移動するように前記非キャップ位置に保持される、請求項９９４に記載の
モバイル機器。
【請求項１００２】
　媒体基板のシートに符号化データが符号化され、印刷エンジン制御装置が、センサを使
用して前記印刷ヘッドに対する前記シートの位置を決定する、請求項１００１に記載のモ
バイル機器。
【請求項１００３】
　前記媒体を前記印刷ヘッドの先へ給送するための媒体給送ローラを更に備えた、請求項
１００１に記載のモバイル機器。
【請求項１００４】
　前記媒体基板がシートであり、印刷に先立って前記シートの後縁と前記媒体給送ローラ
の係合が解除され、前記シートの運動量によって前記後縁が前記印刷ヘッドの先へ突出す
る、請求項１００１に記載のモバイル機器。
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【請求項１００５】
　前記キャッパアセンブリが、前記シートの印刷が完了した後、前記シートの一部が前記
モバイル機器の外に出て手で容易に収集することができるよう、前記シートを軽く把握す
る、請求項１００４に記載のモバイル機器。
【請求項１００６】
　前記キャッパアセンブリが、前記シートの前縁と係合すると、前記キャップ位置から前
記非キャップ位置に向かって移動する、請求項１００１に記載のモバイル機器。
【請求項１００７】
　前記印刷ヘッドが、印刷中、前記印刷媒体を給送方向に前記印刷ヘッドの先へ導くため
の印刷媒体給送通路、及び印刷するために前記印刷媒体を前記印刷ヘッドの先へ駆動する
ための駆動機構を更に備えたカートリッジに組み込まれた、請求項１００１に記載のモバ
イル機器。
【請求項１００８】
　前記印刷ヘッドが、複数のインク噴射ノズルのアレイを有し、且つ、前記ノズルによっ
て噴射されるインクを前記印刷ヘッドに供給するための少なくとも１つのインク貯蔵容器
であって、負の静水圧のインクを前記ノズルに誘導するための少なくとも１つの吸取り構
造を個々に備えたインク貯蔵容器と、非使用時に前記印刷ヘッドに蓋をするためのキャッ
ピング機構とを更に備えたカートリッジに組み込まれた、請求項１００１に記載のモバイ
ル機器。
【請求項１００９】
　媒体基板を給送通路に沿って給送するための媒体係合表面を備えた駆動軸と、
　前記駆動軸に隣接する、前記媒体基板を前記媒体係合表面に対してバイアスさせるため
の媒体ガイドと
を更に備えた、請求項１００１に記載のモバイル機器。
【請求項１０１０】
　媒体基板の前記シートを前記印刷ヘッドの先へ給送するための駆動軸を更に備え、使用
中、
　運動量によって前記シートの後縁が前記印刷ヘッドの先へ突出して印刷が完了するよう
、印刷が完了する前に前記シートと前記駆動軸の係合が解除される、請求項１０００に記
載のモバイル機器。
【請求項１０１１】
　モバイル機器を使用して印刷済み業務用名刺を作成する方法であって、前記モバイル機
器が、処理手段、移動遠隔通信網と通信するための移動送受信機及び印刷ヘッドを備え、
前記方法が、前記モバイル機器の中で実行される、
　（ａ）印刷する業務用名刺を決定するステップと、
　（ｂ）ステップ（ａ）で決定される前記業務用名刺に基づいて、前記印刷ヘッドにドッ
トデータを提供するステップと、
　（ｃ）前記印刷ヘッドを使用して印刷媒体に前記ドットデータを印刷し、それにより前
記印刷済み業務用名刺を作成するステップと
を含む方法。
【請求項１０１２】
　前記モバイル機器が、少なくとも１つの業務用名刺に関連する情報を記憶するためのメ
モリを備え、ステップ（ａ）が、前記メモリに記憶されている複数の業務用名刺のうちの
少なくとも１つに関連する情報にアクセスするステップを含む、請求項１０１１に記載の
方法。
【請求項１０１３】
　前記印刷媒体が予め印刷済みの符号化データを含み、ステップ（ａ）が、符号化データ
と前記ドットデータの間の関係を決定するステップを含み、また、ステップ（ｃ）が、決
定された関係に従って前記符号化データを印刷するステップを含む、請求項１０１２に記
載の方法。
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【請求項１０１４】
　印刷を開始する前に、前記印刷ヘッドに対する前記印刷媒体の位置を決定し、それによ
り前記関係に従った印刷の実行を可能にするステップを含む、請求項１０１３に記載の方
法。
【請求項１０１５】
　前記媒体が、意図する印刷方向に展開している線形符号化データトラックを備え、前記
方法が、
　印刷中、前記データトラックを知覚する、前記モバイル機器内のセンサを使用するステ
ップと、
　知覚したデータトラックからクロック信号を引き出すステップと、
　前記クロック信号に基づいて印刷を同期化させるステップと
を含む、請求項１０１４に記載の方法。
【請求項１０１６】
　前記データトラックがクロックコードのみを含む、請求項１０１５に記載の方法。
【請求項１０１７】
　前記データトラックが第１の情報を符号化し、前記クロックコードが前記データトラッ
クに埋め込まれ、前記第１の情報と共に引き出される、請求項１０１５に記載の方法。
【請求項１０１８】
　前記データトラックが第１及び第２の平行のトラックを備え、前記第１のトラックがク
ロックコードを含み、前記第２のトラックが第１の情報を符号化する、請求項１０１５に
記載の方法。
【請求項１０１９】
　前記印刷媒体が、第２の情報を符号化している他の符号化データを含み、前記第１の情
報が前記第２の情報を表す、請求項１０１７に記載の方法。
【請求項１０２０】
　前記他の符号化データが前記業務用名刺の複数の基準点を表す、請求項１０１９に記載
の方法。
【請求項１０２１】
　前記他の符号化データが前記印刷媒体の識別を表す、請求項１０２１に記載の方法。
【請求項１０２２】
　前記符号化データの形態がデータの二次元アレイの形態であり、前記センサが、前記符
号化データのサブセットのイメージを捕獲するように構成され、前記符号化データの前記
サブセットは、前記位置の決定を可能にするには十分である、請求項１０１５に記載の方
法。
【請求項１０２３】
　前記処理手段が、決定された位置及び前記センサの捕獲視野に捕獲された前記符号化デ
ータの位置に少なくとも部分的に基づいて、前記符号化データが知覚された時点における
、前記センサに対する前記印刷媒体の位置を決定するように構成された、請求項１０２２
に記載の方法。
【請求項１０２４】
　前記モバイル機器が発光デバイスを更に備え、前記方法が、前記センサが前記符号化デ
ータを知覚している間、前記印刷媒体を照射するために前記発光デバイスを使用するステ
ップを含む、請求項１０２３に記載の方法。
【請求項１０２５】
　前記決定ステップが、前記業務用名刺に関連する情報を前記送受信機を使用して遠隔コ
ンピュータシステムから検索するステップを含む、請求項１０１１に記載の方法。
【請求項１０２６】
　前記情報が、モバイル機器のユーザに関連する個人情報を含む、請求項１０２５に記載
の方法。
【請求項１０２７】
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　前記印刷媒体に印刷されるドットデータと予め印刷済みの符号化データとの間のレジス
トレーションを決定するステップと、前記レジストレーションを示すデータを遠隔コンピ
ュータシステムに送信するために前記送受信機を使用するステップとを更に含む、請求項
１０１１に記載の方法。
【請求項１０２８】
　印刷中、前記レジストレーションを決定するステップを含む、請求項１０２７に記載の
方法。
【請求項１０２９】
　印刷する前に前記レジストレーションを決定するステップを更に含む、請求項１０２７
に記載の方法。
【請求項１０３０】
　モバイル機器を使用して印刷媒体に印刷する方法であって、
　（ａ）印刷データを決定するステップと、
　（ｂ）前記モバイル機器に挿入された前記印刷媒体の第１の配向を決定するステップと
、
　（ｃ）前記第１の配向を考慮するために、前記印刷媒体に印刷する前に、前記印刷デー
タの第２の配向を修正するステップと
を含む方法。
【請求項１０３１】
　前記印刷媒体が少なくとも１つの配向標識を含み、前記モバイル機器が少なくとも１つ
のセンサを備え、ステップ（ｂ）が、配向標識を知覚するために前記センサを使用するス
テップ、及び知覚した配向標識から前記印刷媒体の配向を決定するステップを含む、請求
項１０３０に記載の方法。
【請求項１０３２】
　前記印刷媒体が、前記印刷媒体の片面に少なくとも１つ、両面で少なくとも２つの配向
標識を含み、前記方法が、前記複数の配向標識のうちの１つを知覚するステップを含む、
請求項１０３１に記載の方法。
【請求項１０３３】
　ステップ（ｂ）の前に、前記印刷媒体の配向が印刷すべき有効な配向であるかどうかを
決定するステップと、前記印刷媒体の配向が有効ではない場合に、印刷を防止するステッ
プとを含む、請求項１０３０に記載の方法。
【請求項１０３４】
　前記印刷データが、前記印刷媒体のいずれか一方の所定の面に印刷されることが意図さ
れ、前記方法が、前記印刷媒体が上下逆さまに挿入され、前記所定の面に印刷することが
できない場合、印刷を防止するステップを含む、請求項１０３３に記載の方法。
【請求項１０３５】
　ステップ（ｃ）が、前記第１の配向を考慮するために、前記印刷データを１８０度回転
させるステップを含む、請求項１０３０に記載の方法。
【請求項１０３６】
　前記少なくとも１つの配向標識のうちの１つが、前記印刷媒体の第１の隅に隣接して配
置された、請求項１０３１に記載の方法。
【請求項１０３７】
　前記少なくとも１つの配向標識のうちの他の配向標識が、前記印刷媒体の第１の面の、
前記第１の隅とは対角線上の反対側に位置している第２の隅に隣接して配置された、請求
項１０３６に記載の方法。
【請求項１０３８】
　少なくとも１つの配向標識が赤外線インクで印刷された、請求項１０３０に記載の方法
。
【請求項１０３９】
　前記少なくとも１つの配向標識が、平均的な人間の裸眼では実質的に見ることができな
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【請求項１０４０】
　前記印刷媒体が、前記印刷媒体の物理特性を表す第１の情報を符号化している第１の符
号化データを更に含む、請求項１０３０に記載の方法。
【請求項１０４１】
　前記第１の情報が前記印刷媒体のサイズを表す、請求項１０４０に記載の方法。
【請求項１０４２】
　前記第１の情報が前記印刷媒体に関連する媒体タイプを表す、請求項１０４１に記載の
方法。
【請求項１０４３】
　前記第１の情報が前記印刷媒体に予め印刷済みの情報を表す、請求項１０４１に記載の
方法。
【請求項１０４４】
　前記第１の情報が、線形エンコーディングスキームに従って前記符号化データの中に符
号化された、請求項１０４１に記載の方法。
【請求項１０４５】
　前記第１の符号化データの形態がデータトラックの形態である、請求項１０４４に記載
の方法。
【請求項１０４６】
　前記データトラックが前記印刷媒体の縁に沿って展開している、請求項１０４５に記載
の方法。
【請求項１０４７】
　それぞれ前記第１の情報を符号化している少なくとも２つのデータトラックを含む、請
求項１０４５に記載の方法。
【請求項１０４８】
　前記線形エンコーディングスキームとは全く異なる第２のエンコーディングスキームに
従って符号化された第２の情報を含んだ第２の符号化データを更に含み、前記第１の情報
が前記第２の情報を表す、請求項１０３０に記載の方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、作り付けプリンタを備えたモバイル機器に関する。本発明は、主として、プ
リンタが組み込まれたモバイル機器（すなわち移動電話機）などのモバイル機器に使用す
るために設計されたものであり、このようなアプリケーションを参照して説明されている
。しかしながら、本発明は、他のタイプの携帯用デバイス、更には据置き型デバイスと共
に使用することができることは当業者には理解されよう。
【０００２】
　［関連出願の相互参照］
　本発明の出願人又は譲受人によって出願された以下の特許又は特許出願は、相互参照に
より本明細書に組み込まれている。
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【表３】

　いくつかの出願は、事件整理番号でリストされている。これらの事件整理番号は、出願
番号が分かり次第、置き換えられる。
【背景技術】
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【０００３】
　本譲受人は、デバイスにより記憶又はアクセスされたイメージ若しくは情報のハードコ
ピーを印刷することができる、移動電話機、パーソナルデータアシスタント（ＰＤＡ）及
び他のモバイル機器を開発した（たとえば特許文献１を参照されたい）。また、本譲受人
は、同様に、作り付けプリンタを備えた、捕獲したイメージを印刷することができるディ
ジタルカメラを設計した（たとえば特許文献２を参照されたい）。ディジタルカメラを備
えたモバイル機器の普及に伴い、これらのデバイスの機能は、ハードコピーを印刷するこ
とができることによって更に改善される。
【０００４】
　これらのデバイスは携帯型であるため、ユーザに利用し易くするためには、これらのデ
バイスはコンパクトでなければならない。したがってデバイスに組み込まれるプリンタは
、すべて、小さい形状係数を維持する必要がある。また、電池にかかる余計な負荷を極力
小さくしなければならない。更に、消耗品（インク及び紙など）は、比較的安価で、且つ
、補給が単純でなければならない。商用的に成功するかどうか、つまりこのタイプの製品
が成功するかどうかは、これらの要因にかかっている。これらの基本設計命題を念頭にお
いて、これらのデバイスの機能を改善し、且つ、洗練させる努力がなされている。
【０００５】
　また、本発明の譲受人は、印刷されたインタフェース及び所有権を主張することができ
るスタイラス形知覚デバイスを使用してコンピュータソフトウェアとの対話を可能にする
ためのＮｅｔｐａｇｅ（商標）システムを開発した。
【０００６】
　特許文献３及び特許文献４に詳細に記載されているように、Ｎｅｔｐａｇｅペンは、ペ
ージなどの表面に印刷された符号化データのタグを捕獲し、識別し、且つ、復号化してい
る。好ましいＮｅｔｐａｇｅ実施形態では、個々のタグが文書の位置及び識別を符号化し
ている。複数のタグのうちの少なくとも１つを復号し、且つ、位置（又は位置の洗練バー
ジョン（ペンのより高い解像位置を表す））及び復号されたタグによって参照される識別
を転送することにより、遠隔コンピュータは、実行すべきアクションを決定することがで
きる。このようなアクションには、たとえば、後続する検索のために情報を遠隔で保管さ
せるアクション、コンピュータを介して印刷又は表示するためにウェブページをダウンロ
ードするアクション、請求書の支払いアクション、更には表面に対するＮｅｔｐａｇｅペ
ンの一連の位置に基づく手書き承認を実行するアクションを含むことができる。本出願に
よって相互参照されているＮｅｔｐａｇｅ関連出願の多くに、これら及び他のアプリケー
ションが記載されている。
【０００７】
　Ｎｅｔｐａｇｅを印刷する場合、モバイル機器のプリンタは、目に見えるユーザ情報と
同時にＮｅｔｐａｇｅタグを印刷することができる。Ｎｅｔｐａｇｅサーバ又は他のコン
ピュータによって提供された、完全に翻訳されたページ（タグが含まれている）をプリン
タが印刷しているような場合、タグと情報の間の共同を予め遠隔Ｎｅｔｐａｇｅサーバ上
に存在させることができる。別法としては、モバイル機器は、タグを生成し（又はそれら
を遠隔でソースし）、且つ、タグとユーザ情報の間の共同を定義することができる。その
場合、この共同は、遠隔Ｎｅｔｐａｇｅサーバに記録される。
【０００８】
　これらのオプションが抱えている問題は、それらには、Ｎｅｔｐａｇｅタグを印刷する
機能をモバイル機器に持たせる必要があることである。そのためには、印刷ヘッドに印刷
ノズルの行を追加しなければならず、非タグ用途のために貯蔵することができるインクの
量が減少する。大型の主幹線電力プリンタの場合、これは大した問題ではないが、モバイ
ル機器のような形状係数の小さい商品の場合は問題になることがある。
【０００９】
　別法としては、Ｎｅｔｐａｇｅタグが予め印刷された印刷媒体に印刷するようにモバイ
ル機器を構成することも可能である。この場合、プリンタに必要なことは、ユーザ情報を
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印刷し、且つ、目に見える情報と予め印刷済みのタグの間の共同を記録することだけであ
る。
【００１０】
　これを実施するための方法の１つは、ページを印刷する際にそのページを走査し、複数
のタグのうちの少なくとも１つの内容及びタグに対するユーザ情報の様々なエレメントの
位置を決定するＮｅｔｐａｇｅ知覚デバイスを使用することである。そのためには、プリ
ンタは、移動アプリケーションに使用するためには若干かさ張る可能性のあるＮｅｔｐａ
ｇｅ知覚デバイスを備えていなければならず、また、処理容量を追加する必要がある。よ
り一般的な意味でのＮｅｔｐａｇｅペンとしてモバイル機器を作用させるためにＮｅｔｐ
ａｇｅ知覚デバイスを備えているとしても、印刷のための媒体を挿入する前に、符号化デ
ータのパラメータを決定するために予め印刷済みの媒体の一部を個別に走査しなければな
らないことは、ユーザにとっては望ましいことではない。
【００１１】
　Ｎｅｔｐａｇｅタグが少なくとも部分的に予め印刷されている媒体に印刷すべきユーザ
情報に関連する問題が解決されることが望ましい。
【特許文献１】米国特許第６４０５０５５号
【特許文献２】米国特許第６７５０９０１号
【特許文献３】米国特許第６７９２１６５号
【特許文献４】米国特許出願第１０／７７８０５６号（２００４年２月１７日出願、整理
番号第ＮＰＳ０４７ＵＳ号）
【発明の開示】
【００１２】
　第１の態様では、本発明により、モバイル機器と、人間可読情報及び機械可読符号化デ
ータを含んだ対話形印刷済み文書とを使用して、少なくとも１つの電子接続アドレスにア
クセスする方法が提供される。モバイル機器は、
　無線遠隔通信網を介して信号を送信し、且つ、受信するように構成された送受信機と、
　知覚手段と、
　復号手段と
を備えており、上記方法には、
　（ａ）印刷済み文書と物理的に対話するためにモバイル機器が使用されている間、知覚
手段を使用して符号化データの少なくとも一部を知覚するステップと、
　（ｂ）送受信機を使用して遠隔コンピュータシステムに指示データを送信するステップ
と、
　（ｃ）送受信機を使用して、指示データに応答して少なくとも１つの電子接続アドレス
を受信するステップと、
　（ｄ）人間が読み取ることができる方法で少なくとも１つの接続アドレスを出力するス
テップ
が含まれている。
【００１３】
　モバイル機器は、任意選択でインテグラルプリンタを備えており、ステップ（ｄ）には
、プリンタを使用して少なくとも１つの接続アドレスを印刷媒体に印刷するステップが含
まれている。
【００１４】
　モバイル機器は、任意選択でディスプレイを備えており、ステップ（ｄ）には、少なく
とも１つの接続アドレスをディスプレイに表示するステップが含まれている。
【００１５】
　モバイル機器は、任意選択で更にユーザインタフェースを備えており、上記方法には、
ステップ（ｄ）に続いて実行される、
　（ｅ）ユーザインタフェースを介して、ディスプレイに表示された少なくとも１つの接
続アドレスから少なくとも１つのユーザ選択を受信するステップと、
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　（ｆ）送受信機及び移動遠隔通信網を介して、選択された少なくとも１つの接続アドレ
スとの接続を確立するステップ
が含まれている。
【００１６】
　選択される少なくとも１つの接続アドレスは、任意選択で電話番号であり、ステップ（
ｆ）には、モバイル機器と少なくとも１つの接続アドレスとの間の電話接続を確立するス
テップが含まれている。
【００１７】
　電話接続は、任意選択で音声接続である。
【００１８】
　電話接続は、任意選択で視聴覚接続である。
【００１９】
　モバイル機器は、任意選択で更にユーザインタフェースを備えており、上記方法には、
ステップ（ｄ）に続いて実行される、
　（ｅ）ユーザインタフェースを介して、ディスプレイに表示された少なくとも１つの接
続アドレスから少なくとも１つのユーザ選択を受信するステップと、
　（ｆ）選択された少なくとも１つの接続アドレスとの接続を送受信機及びモバイル機器
を介して確立することにより、少なくとも１つの接続アドレスに情報を送信するか、或い
は情報を送信させるステップ
が含まれている。
【００２０】
　符号化データは、任意選択で印刷媒体の識別を表している。
【００２１】
　符号化データは、任意選択で、印刷媒体に対する少なくとも１つの位置を示している。
【００２２】
　符号化データは、任意選択で対象を表している。
【００２３】
　符号化データは、任意選択で対象の電子アドレスを表している。
【００２４】
　電子接続アドレスは、任意選択で、
　電子メールアドレス、
　ファックス番号、
　電話番号、
　ネットワークアドレス、
　ＵＲＬ
のうちの１つ又は複数からなっている。
【００２５】
　モバイル機器は、任意選択でプリンタを備えており、上記方法には、接続アドレスを印
刷媒体に印刷するステップが含まれている。
【００２６】
　上記方法には、任意選択で更に、
　印刷媒体に印刷された接続アドレス又は印刷媒体に印刷すべき接続アドレスの間の関係
を決定するステップと、
　上記関係を表すデータを記憶するために、遠隔コンピュータシステムに送信するステッ
プ
が含まれている。
【００２７】
　印刷媒体は、任意選択でカードである。
【００２８】
　モバイル機器は、任意選択で、印刷すべきイメージの生成に使用するための１つ又は複
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数のテンプレートを記憶している。イメージには、人間可読形態の接続アドレスが組み込
まれている。
【００２９】
　モバイル機器は、任意選択で、印刷すべきイメージの生成に使用するための１つ又は複
数のテンプレートをダウンロードするために、遠隔コンピュータシステムにアクセスする
ように構成されている。イメージには、人間可読形態の接続アドレスが組み込まれている
。
【００３０】
　第１の態様では、知覚手段、処理手段及び送受信機を備えたモバイル機器を使用して、
印刷されたスケジュール文書との対話を可能にする方法が提供される。スケジュール文書
には、人間が読み取ることができる第１のスケジュール情報及び機械が読み取ることがで
きる符号化データが含まれており、上記方法には、
　（ａ）スケジュール文書と物理的に対話するためにユーザがモバイル機器を使用してい
る間、知覚手段を使用して符号化データの少なくとも一部を知覚するステップと、
　（ｂ）処理手段を使用して、知覚した符号化データの少なくとも一部を復号し、且つ、
復号された符号化データに基づいて指示データを生成するステップと、
　（ｃ）送受信機を使用して、遠隔コンピュータシステムに無線遠隔通信網を介して指示
データを送信するステップと、
　（ｄ）送受信機を使用して、指示データに応答して送信される応答データをコンピュー
タシステムから受信するステップと、
　（ｅ）処理手段を使用して、他のスケジュール情報を表す応答データに基づくレイアウ
トを生成するステップと、
　（ｆ）人間可読形態のレイアウトを出力するステップ
が含まれている。
【００３１】
　モバイル機器は、任意選択で更にディスプレイを備えており、上記方法には、ディスプ
レイに表示することによってレイアウトを出力するステップが含まれている。
【００３２】
　モバイル機器は、任意選択で更にプリンタを備えており、上記方法には、プリンタを使
用して印刷することによってレイアウトを出力するステップが含まれている。
【００３３】
　モバイル機器は、任意選択で更にプリンタ制御装置を備えており、上記方法には、ドッ
トデータを生成するためにプリンタ制御装置を使用してレイアウトを処理し、且つ、印刷
すべきドットデータをプリンタに供給するステップが含まれている。
【００３４】
　モバイル機器は、任意選択で更にプリンタを備えており、上記方法には、プリンタを使
用して印刷することによってレイアウトを出力するステップが含まれている。
【００３５】
　モバイル機器は、任意選択で更にプリンタ制御装置を備えており、上記方法には、ドッ
トデータを生成するためにプリンタ制御装置を使用してレイアウトを処理し、且つ、印刷
すべきドットデータをプリンタに供給するステップが含まれている。
【００３６】
　印刷媒体は、任意選択で、意図する印刷方向に展開している線形符号化データトラック
を備えており、モバイル機器は、
　ドットデータを印刷している間、データトラックを知覚するように構成されたセンサと
、
　噴射制御信号に応答して印刷媒体に印刷するための印刷ヘッドと、
　知覚したデータトラックに基づいて噴射制御信号を生成するために接続された噴射制御
手段と
を備えている。



(110) JP 2008-541245 A 2008.11.20

10

20

30

40

50

【００３７】
　モバイル機器は、任意選択で更に、印刷中にセンサがデータトラックを知覚している間
、該データトラックを照射するための発光デバイスを備えている。
【００３８】
　データトラックは、任意選択で赤外線インクを使用して印刷されており、発光デバイス
は、赤外線スペクトルの光を放出している。光センサは、赤外線スペクトルに感応する。
【００３９】
　データトラックは、任意選択で、クロックコードのみを含んだクロックトラックであり
、噴射制御手段は、知覚したデータトラックから生成されるクロック信号の形態の噴射制
御信号を生成するように構成されている。
【００４０】
　データトラックには、任意選択で、埋込み型クロック信号を含んだ第１の情報が含まれ
ており、噴射制御手段は、知覚したデータトラックから引き出されるクロック信号の形態
の噴射制御信号を生成するように構成されている。
【００４１】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体の少なくとも１つの物理特性を表しており、モバイ
ル機器は、少なくとも部分的に該物理特性のうちの少なくとも１つに基づいて印刷ヘッド
の動作を制御するように構成されている。
【００４２】
　モバイル機器は、任意選択で更に、知覚したデータトラックを使用して印刷ヘッドに対
する印刷媒体の絶対位置を決定し、且つ、その決定を利用して印刷媒体に印刷するように
構成されている。
【００４３】
　データトラックは、任意選択で更に第１の情報を符号化し、印刷媒体には、更に、第２
の情報を符号化している第２の符号化データが含まれている。第１の情報は第２の情報を
表している。モバイル機器は、印刷中のデータと第２の符号化データの間に所定のレジス
トレーションが存在するように印刷媒体に印刷するように構成されている。
【００４４】
　モバイル機器は、任意選択で更に、所定のレジストレーションを表す情報を遠隔コンピ
ュータシステムから送受信機を介して受け取るように構成されている。
【００４５】
　データトラックは、任意選択で更に第１の情報を符号化し、印刷媒体には、更に、第２
の情報を符号化している第２の符号化データが含まれている。第１の情報は第２の情報を
表している。モバイル機器は、印刷中のデータと第２の符号化データの間のレジストレー
ションを決定するように構成されている。
【００４６】
　モバイル機器は、任意選択で更に、決定したレジストレーションを送受信機を介して遠
隔コンピュータシステムに送信するように構成されている。
【００４７】
　第１の態様では、
　無線遠隔通信網を介して信号を送信し、且つ、受信するための送受信機と、
　スケジュールデータを処理し、目に見えるスケジュールデータのレイアウトを表すドッ
トデータを生成するためのプロセッサと、
　ドットデータを受け取り、且つ、受け取ったドットデータを印刷媒体に印刷するように
構成されたプリンタと
を備えたモバイル機器が提供される。
【００４８】
　プリンタは、任意選択で、ドットデータによって表される視覚レイアウトと共に符号化
データを印刷媒体に印刷するように構成されている。
【００４９】
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　モバイル機器は、任意選択で、送受信機を使用して、遠隔コンピュータシステムから遠
隔通信網を介してスケジュールデータを受け取るように構成されている。
【００５０】
　モバイル機器は、任意選択で、送受信機を使用して遠隔コンピュータシステムにリクエ
ストを送信するように構成されており、該リクエストは、該リクエストに応答して受信さ
れるスケジュールデータを識別する。
【００５１】
　符号化データは、任意選択でスケジュールデータを含んだ文書の識別を表している。
【００５２】
　印刷媒体は、任意選択で、意図する印刷方向に展開している線形符号化データトラック
を備えており、モバイル機器は、
　ドットデータを印刷している間、データトラックを知覚するように構成されたセンサと
、
　噴射制御信号に応答して印刷媒体に印刷するための印刷ヘッドと、
　知覚したデータトラックに基づいて噴射制御信号を生成するために接続された噴射制御
手段と
を備えている。
【００５３】
　モバイル機器は、任意選択で更に、印刷中にセンサがデータトラックを知覚している間
、該データトラックを照射するための発光デバイスを備えている。
【００５４】
　データトラックは、任意選択で赤外線インクを使用して印刷されており、発光デバイス
は、赤外線スペクトルの光を放出している。光センサは、赤外線スペクトルに感応する。
【００５５】
　データトラックは、任意選択で、クロックコードのみを含んだクロックトラックであり
、噴射制御手段は、知覚したデータトラックから生成されるクロック信号の形態の噴射制
御信号を生成するように構成されている。
【００５６】
　データトラックには、任意選択で、埋込み型クロック信号を含んだ第１の情報が含まれ
ており、噴射制御手段は、知覚したデータトラックから引き出されるクロック信号の形態
の噴射制御信号を生成するように構成されている。
【００５７】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体の少なくとも１つの物理特性を表しており、モバイ
ル機器は、少なくとも部分的に該物理特性のうちの少なくとも１つに基づいて印刷ヘッド
の動作を制御するように構成されている。
【００５８】
　モバイル機器は、任意選択で、知覚したデータトラックを使用して印刷ヘッドに対する
印刷媒体の絶対位置を決定し、且つ、その決定を利用して印刷媒体に印刷するように構成
されている。
【００５９】
　モバイル機器は、任意選択でデータトラックが更に第１の情報を符号化し、印刷媒体に
は、更に、第２の情報を符号化している第２の符号化データが含まれている。第１の情報
は第２の情報を表している。モバイル機器は、印刷中のデータと第２の符号化データの間
に所定のレジストレーションが存在するように印刷媒体に印刷するように構成されている
。
【００６０】
　モバイル機器は、任意選択で、所定のレジストレーションを表す情報を遠隔コンピュー
タシステムから送受信機を介して受け取るように構成されている。
【００６１】
　モバイル機器は、任意選択でデータトラックが更に第１の情報を符号化し、印刷媒体に



(112) JP 2008-541245 A 2008.11.20

10

20

30

40

50

は、更に、第２の情報を符号化している第２の符号化データが含まれている。第１の情報
は第２の情報を表している。モバイル機器は、印刷中のデータと第２の符号化データの間
のレジストレーションを決定するよう構成されている。
【００６２】
　モバイル機器は、任意選択で、決定したレジストレーションを送受信機を介して遠隔コ
ンピュータシステムに送信するように構成されている。
【００６３】
　第１の態様では、印刷された、人間が読み取ることができる第１の電子メール情報及び
機械が読み取ることができる符号化データを含んだ電子メール文書との対話を可能にする
ためのモバイル機器が提供される。モバイル機器は、
　無線遠隔通信網を介して信号を送信し、且つ、受信するための送受信機と、
　電子メール文書と対話するためにモバイル機器が使用されている間、符号化データの少
なくとも一部を知覚するための知覚手段と、
　知覚した符号化データの少なくとも一部を復号し、且つ、復号した符号化データに基づ
いて指示データを生成するための処理手段と
を備えている。モバイル機器は、
　（ａ）送受信機を使用して、遠隔コンピュータシステムに無線遠隔通信網を介して指示
データを送信し、
　（ｂ）送受信機を使用して、コンピュータシステムから応答データを受信し、
　（ｃ）処理手段を使用して、他の電子メール情報を表す応答データに基づくレイアウト
を生成し、且つ、
　（ｄ）人間可読形態のレイアウトを出力する
　ようにプログラムされ、且つ、構成されている。
【００６４】
　モバイル機器は、任意選択で更にディスプレイを備えており、モバイル機器は、ディス
プレイに表示することによってレイアウトを出力するように構成されている。
【００６５】
　モバイル機器は、任意選択で更にインテグラルプリンタを備えており、モバイル機器は
、プリンタを使用して印刷することによってレイアウトを出力するように構成されている
。
【００６６】
　モバイル機器は、任意選択で更に、ドットデータを生成するためにレイアウトを処理し
、且つ、印刷すべきドットデータをプリンタに供給するように構成されたプリンタ制御回
路を備えている。
【００６７】
　モバイル機器は、任意選択で更にインテグラルプリンタを備えており、モバイル機器は
、プリンタを使用して印刷媒体に印刷することによってレイアウトを出力するように構成
されている。
【００６８】
　モバイル機器は、任意選択で更に、ドットデータを生成するためにレイアウトを処理し
、且つ、印刷すべきドットデータをプリンタに供給するように構成されたプリンタ制御回
路を備えている。
【００６９】
　印刷媒体は、任意選択で、意図する印刷方向に展開している線形符号化データトラック
を備えており、モバイル機器は、
　ドットデータを印刷している間、データトラックを知覚するように構成されたセンサと
、
　噴射制御信号に応答して印刷媒体に印刷するための印刷ヘッドと、
　知覚したデータトラックに基づいて噴射制御信号を生成するために接続された噴射制御
手段と
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を備えている。
【００７０】
　モバイル機器は、任意選択で更に、印刷中にセンサがデータトラックを知覚している間
、該データトラックを照射するための発光デバイスを備えている。
【００７１】
　データトラックは、任意選択で赤外線インクを使用して印刷されており、発光デバイス
は、赤外線スペクトルの光を放出している。光センサは、赤外線スペクトルに感応する。
【００７２】
　データトラックは、任意選択で、クロックコードのみを含んだクロックトラックであり
、噴射制御手段は、知覚したデータトラックから生成されるクロック信号の形態の噴射制
御信号を生成するように構成されている。
【００７３】
　データトラックには、任意選択で、埋込み型クロック信号を含んだ第１の情報が含まれ
ており、噴射制御手段は、知覚したデータトラックから引き出されるクロック信号の形態
の噴射制御信号を生成するように構成されている。
【００７４】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体の少なくとも１つの物理特性を表しており、モバイ
ル機器は、少なくとも部分的に該物理特性のうちの少なくとも１つに基づいて印刷ヘッド
の動作を制御するように構成されている。
【００７５】
　モバイル機器は、任意選択で、知覚したデータトラックを使用して印刷ヘッドに対する
印刷媒体の絶対位置を決定し、且つ、その決定を利用して印刷媒体に印刷するように構成
されている。
【００７６】
　モバイル機器は、任意選択でデータトラックが更に第１の情報を符号化し、印刷媒体に
は、更に、第２の情報を符号化している第２の符号化データが含まれている。第１の情報
は第２の情報を表している。モバイル機器は、印刷中のデータと第２の符号化データの間
に所定のレジストレーションが存在するように印刷媒体に印刷するように構成されている
。
【００７７】
　モバイル機器は、任意選択で、所定のレジストレーションを表す情報を遠隔コンピュー
タシステムから送受信機を介して受け取るように構成されている。
【００７８】
　モバイル機器は、任意選択でデータトラックが更に第１の情報を符号化し、印刷媒体に
は、更に、第２の情報を符号化している第２の符号化データが含まれている。第１の情報
は第２の情報を表している。モバイル機器は、印刷中のデータと第２の符号化データの間
のレジストレーションを決定するよう構成されている。
【００７９】
　モバイル機器は、任意選択で、決定したレジストレーションを送受信機を介して遠隔コ
ンピュータシステムに送信するように構成されている。
【００８０】
　第１の態様では、本発明により、対話形ゲーミング文書との対話によってユーザがゲー
ムを楽しむことができるように構成されたモバイル機器が提供される。モバイル機器は、
　（ａ）無線遠隔通信網を介して信号を送信し、且つ、受信するように構成された送受信
機と、
　（ｂ）対話形ゲーミング文書に印刷された符号化データの少なくとも一部を読み取るよ
うに構成されたセンサと、
　（ｃ）センサが読み取った符号化データを復号し、且つ、復号したデータに基づいて指
示データを生成するための復号手段と
を備えている。モバイル機器は、
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　送受信機を使用して遠隔コンピュータシステムに指示データを送信し、
　それに応答して、送受信機を介してゲーミングデータを受信し、且つ、
　ゲーミングデータに基づいてユーザに視覚情報を出力する
　ようにプログラムされ、且つ、構成されている。
【００８１】
　符号化データは、任意選択で印刷媒体の識別を表している。
【００８２】
　符号化データは、任意選択で、印刷媒体に対する少なくとも１つの位置を示している。
【００８３】
　符号化データは、任意選択で対象を表している。
【００８４】
　符号化データは、任意選択で対象の電子アドレスを表している。
【００８５】
　ゲーミングデータには、任意選択で、
　音声、
　テキスト、
　ビデオ、
　イメージ、
　振動パターン
のうちの任意の１つ又は複数が含まれている。
【００８６】
　ゲーミングデータには、任意選択で印刷可能な内容が含まれている。モバイル機器はプ
リンタを備えており、方法には、印刷可能な内容をプリンタを使用して印刷媒体に印刷す
るステップが含まれている。
【００８７】
　ゲーミングデータには、任意選択で、印刷可能な内容と符号化データの間のレジストレ
ーションを表すレジストレーション情報が含まれており、モバイル機器は、印刷可能なゲ
ーミングデータをレジストレーション情報に従って印刷媒体に印刷するように構成されて
いる。
【００８８】
　印刷可能な内容には、任意選択で１つ又は複数のマップが含まれている。
【００８９】
　モバイル機器は、任意選択で更に、マップを有する複数の印刷媒体を印刷するように構
成されており、マップを有する印刷媒体は、より大きいマップを形成するために、それら
を合わせてタイル張りにすることができるように印刷される。
【００９０】
　モバイル機器は、任意選択で更にユーザインタフェースを備えており、印刷可能な内容
には、ユーザインタフェースとの対話にユーザによって使用されるユーザのための情報又
は命令が含まれている。
【００９１】
　モバイル機器は、任意選択で更に、ユーザインタフェースを介して入力される、既に印
刷済みの複数のゲームカードのうちの１つ又は複数に関する情報及び／又は命令に少なく
とも部分的に基づく入力に応答して、１つ又は複数の追加印刷媒体を印刷するように構成
されている。
【００９２】
　印刷される印刷媒体は、任意選択で、意図する印刷方向に展開している線形符号化デー
タトラックを備えており、モバイル機器は、
　ドットデータを印刷している間、データトラックを知覚するように構成されたセンサと
、
　噴射制御信号に応答して印刷媒体に印刷するための印刷ヘッドと、
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　知覚したデータトラックに基づいて噴射制御信号を生成するために接続された噴射制御
手段と
を備えている。
【００９３】
　モバイル機器は、任意選択で更に、印刷中にセンサがデータトラックを知覚している間
、該データトラックを照射するための発光デバイスを備えている。
【００９４】
　データトラックは、任意選択で赤外線インクを使用して印刷されており、発光デバイス
は、赤外線スペクトルの光を放出している。光センサは、赤外線スペクトルに感応する。
【００９５】
　データトラックは、任意選択で、クロックコードのみを含んだクロックトラックであり
、噴射制御手段は、知覚したデータトラックから生成されるクロック信号の形態の噴射制
御信号を生成するように構成されている。
【００９６】
　データトラックには、任意選択で、埋込み型クロック信号を含んだ第１の情報が含まれ
ており、噴射制御手段は、知覚したデータトラックから引き出されるクロック信号の形態
の噴射制御信号を生成するように構成されている。
【００９７】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体の少なくとも１つの物理特性を表しており、モバイ
ル機器は、少なくとも部分的に該物理特性のうちの少なくとも１つに基づいて印刷ヘッド
の動作を制御するように構成されている。
【００９８】
　モバイル機器は、任意選択で更に、知覚したデータトラックを使用して印刷ヘッドに対
する印刷媒体の絶対位置を決定し、且つ、その決定を利用して印刷媒体に印刷するように
構成されている。
【００９９】
　モバイル機器は、任意選択でデータトラックが更に第１の情報を符号化し、印刷媒体に
は、更に、第２の情報を符号化している第２の符号化データが含まれている。第１の情報
は第２の情報を表している。モバイル機器は、印刷中のデータと第２の符号化データの間
に所定のレジストレーションが存在するように印刷媒体に印刷するように構成されている
。
【０１００】
　第１の態様では、本発明により、
　（ａ）無線遠隔通信網を介してデータを送信し、且つ、受信するように構成された送受
信機と、
　（ｂ）レシーバを介して受信したデータを処理し、それにより、対話形ゲームに使用す
るための少なくとも１つのカードを生成するためのゲーム情報を表すドットデータを生成
するための処理手段と、
　（ｃ）処理手段に動作接続された、ドットデータを受け取り、且つ、受け取ったドット
データを印刷媒体に印刷し、それにより少なくとも１つのカードを生成するための印刷ヘ
ッドと
を備えたモバイル機器が提供される。
【０１０１】
　少なくとも１つのカードには、任意選択で、対話形ゲームに関連する１つ又は複数のア
クション又は命令と遠隔コンピュータシステム内で結合した複数の位置を示す符号化デー
タが含まれている。
【０１０２】
　符号化データは、任意選択でカードの識別を表している。
【０１０３】
　ゲーム情報には、任意選択で、対話形ゲームに関連するマップの少なくとも一部のイメ
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ージを表すマップデータが含まれている。
【０１０４】
　ゲーム情報には、任意選択で複数のカードに印刷すべきマップ情報が含まれている。
【０１０５】
　モバイル機器は、任意選択で、１つのマップを形成するために、マップ部分を合わせて
タイル張りにすることができるようにカードを印刷するように構成されている。
【０１０６】
　モバイル機器は、任意選択で更に、表面の符号化データと対話するためにモバイル機器
が使用されている間、符号化データを知覚するための知覚デバイスを備えており、処理手
段は、符号化データの少なくとも一部を復号し、表面の少なくとも識別を決定するように
構成されている。
【０１０７】
　モバイル機器は、任意選択で、遠隔コンピュータシステムに送受信機を介して少なくと
も識別を送信し、且つ、送受信機を介してその回答を受信するように構成されている。
【０１０８】
　ゲーム情報には、任意選択で、テキスト、アイコン又はイメージの形態の視覚ユーザ情
報が含まれている。符号化データは、ユーザ情報に隣接して、或いはユーザ情報と完全に
一致して配置されており、したがってユーザは、知覚デバイスを使用してユーザ情報と対
話することができる。
【０１０９】
　モバイル機器は、任意選択で、カード上のゲーム情報と対話するためにモバイル機器が
使用されている間、カード上の符号化データの少なくとも一部を知覚するための知覚デバ
イスを備えている。
【０１１０】
　モバイル機器では、任意選択で、処理手段は、知覚した符号化データの少なくとも一部
を処理し、カードの少なくとも識別を決定するように構成されている。
【０１１１】
　モバイル機器は、任意選択で、
　遠隔コンピュータシステムにカードの少なくとも識別を送信し、
　それに応答して、他のゲーム情報を表す他のデータを遠隔コンピュータシステムから受
け取る
　ように構成されている。
【０１１２】
　モバイル機器は、任意選択でユーザに他のゲーム情報を出力するように構成されている
。
【０１１３】
　処理手段は、任意選択で、他のドットデータを生成するために他のデータを処理するよ
うに構成されており、また、印刷ヘッドは、他のドットデータを受け取り、且つ、受け取
ったドットデータを印刷媒体に印刷し、それにより他のゲームカードを生成するように構
成されている。
【０１１４】
　モバイル機器は、任意選択で更にユーザインタフェースを備えており、デバイスは、複
数のゲームカードのうちの少なくとも一部が、ユーザインタフェースとの対話にユーザに
よって使用されるユーザのための情報又は命令を含むようにプログラムされ、且つ、構成
されている。
【０１１５】
　モバイル機器は、任意選択で、ユーザインタフェースを介して入力される、既に印刷済
みの複数のゲームカードのうちの１つ又は複数に関する情報及び／又は命令に少なくとも
部分的に基づく入力に応答して、１つ又は複数のゲームカードを印刷するように構成され
ている。



(117) JP 2008-541245 A 2008.11.20

10

20

30

40

50

【０１１６】
　処理手段は、任意選択で更に圧縮解除手段を備えており、ゲームデータの少なくとも一
部は圧縮フォーマットで受信される。圧縮解除手段は、処理手段に供給するためにデータ
を圧縮解除するように構成されている。
【０１１７】
　モバイル機器は、任意選択で更に、印刷媒体の上又は中に配置されている符号化データ
を印刷の前又は印刷中に知覚するためのセンサを備えている。
【０１１８】
　モバイル機器は、任意選択で、知覚した符号化データからクロック信号を引き出し、且
つ、印刷ヘッドによる印刷媒体への印刷をクロック信号に従って同期化させるように構成
されている。
【０１１９】
　モバイル機器は、任意選択で更に、センサが符号化データを知覚している間、光を放出
するように制御された発光手段を備えている。
【０１２０】
　第１の態様では、本発明により、モバイル機器に使用するための、
　（ａ）インクジェット印刷ヘッドと、
　（ｂ）印刷中、印刷媒体を給送方向に印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通路と
、
　（ｃ）印刷するために印刷媒体をインクジェット印刷ヘッドの先へ駆動するための駆動
機構と
を備えたカートリッジが提供される。
【０１２１】
　印刷ヘッドをカートリッジに組み込むことにより、印刷ヘッドの定期的な交換が保障さ
れ、したがって印刷品質が維持される。駆動機構をカートリッジの中に置くことは、駆動
機構と印刷ヘッドの間の寸法公差を厳密に制御することができ、また、壊れ易い印刷ヘッ
ドノズルをカートリッジケーシング内に安全に密閉することができることを意味している
。カートリッジに必要な開口は、媒体を出し入れするためのスロットのみであり、むやみ
ないじり回し又は汚染の機会が著しく制限される。
【０１２２】
　駆動機構は、任意選択で、印刷媒体と係合し、印刷媒体をインクジェット印刷ヘッドの
先へ駆動するための駆動軸を備えた受動機構である。
【０１２３】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、駆動軸を回転させるための駆動ローラを備えて
いる。駆動ローラは、カートリッジがモバイル機器に装てんされると、モバイル機器内の
相補駆動機構によって駆動されるように構成されている。
【０１２４】
　駆動ローラは、任意選択で駆動軸と同軸である。
【０１２５】
　駆動軸は、任意選択で、印刷ヘッドの上流側の印刷媒体通路に配置されている。
【０１２６】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、複数のインク噴射ノズルのアレイを有する印刷
ヘッドと、ノズルによって噴射されるインクを印刷ヘッドに供給するための少なくとも１
つのインク貯蔵容器であって、それぞれ負の静水圧のインクをノズルに誘導するための少
なくとも１つの吸取り構造を個々に備えたインク貯蔵容器と、非使用時に前記印刷ヘッド
に蓋をするためのキャッピング機構を備えている。
【０１２７】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、
　（ａ）印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッド
が印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、非キャ
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ップ位置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング機構と、
　（ｂ）キャッパに接続された力伝達機構であって、媒体が給送通路に対して移動する際
に媒体の縁によって加えられる力が該力伝達機構によってキャッパに伝達され、それによ
り、媒体がキャッパに到達する前に、キャッパがキャップ位置から非キャップ位置への移
動を少なくとも開始するように構成された力伝達機構と
を備えている。
【０１２８】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、（ａ）印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制
されるキャッピング位置と、印刷ヘッドが印刷媒体に印刷することができる非キャップ位
置との間を移動することができ、非キャップ位置では印刷ヘッドから変位しているキャッ
パを備えたキャッピング機構と、
　（ｂ）媒体の後縁が印刷ヘッドを通過するまでキャッパを非キャップ位置に保持するよ
うに構成されたロック機構と
を備えている。
【０１２９】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、
　（ａ）印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッド
が印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができるキャッ
パを備えたキャッピング機構を備えており、
　（ｂ）キャッパアセンブリは、媒体によって、媒体との係合が解除されるとキャップ位
置へ移動するように非キャップ位置に保持されている。
【０１３０】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、
　媒体基板がシートであり、使用中、
　運動量によってシートの後縁が印刷ヘッドの先へ突出して印刷が完了するよう、印刷が
完了する前にシートと駆動機構の係合が解除される。
【０１３１】
　印刷ヘッドは、任意選択で、
　インクを噴射するための複数のノズルのアレイと、
　ノズルに印刷データを提供するための印刷データ回路と、
　モバイル機器内の印刷エンジン制御装置によって動作するビーコンから印刷データを光
学的に受け取るための光センサと
を備えている。
【０１３２】
　モバイル機器は、任意選択で、
　印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　印刷ヘッドに対する媒体基板の位置を示す信号を印刷エンジン制御装置に提供するため
の位置センサと
を備えており、
　印刷エンジン制御装置は、上記信号を弁別して印刷ヘッドに対する媒体基板の速度を引
き出し、速度の変化に応答して印刷ヘッドの動作を調整している。
【０１３３】
　モバイル機器は、任意選択で、
　印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置を備えており、使用中、
　印刷エンジン制御装置は、駆動軸が完全に回転した数及び部分的に回転した数を知覚し
、駆動軸の角速度の変化に応答して印刷ヘッドの動作を調整している。
【０１３４】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、印刷ヘッドにインクを供給するための少なくと
も１つのインク貯蔵容器を備えている。少なくとも１つのインク貯蔵容器は、
　インクの貯蔵容積を画定しているハウジングと、
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　インクの貯蔵容積を、印刷ヘッドに気密接続するための少なくとも１つのインク出口を
個々に有する複数のセクションに分割している１つ又は複数のバッフルと、
　隣接するセクションのインク出口とインク出口の間の流体連絡を確立している少なくと
も１つのコンジットと
を備えている。
【０１３５】
　媒体基板は、任意選択で、その表面の少なくとも一部に符号化データを備えたシートで
あり、モバイル機器は、更に、印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置
と、
　符号化データを読み取り、シートの少なくとも１つの寸法を示す信号を生成し、且つ、
生成した信号を印刷エンジン制御装置に送信するためのセンサと
を備えており、
　印刷エンジン制御装置は、シートが印刷ヘッドに対して所定の位置に位置している場合
、上記信号を使用して印刷を開始する。
【０１３６】
　媒体基板は、任意選択でその表面の少なくとも一部に符号化データを有しており、モバ
イル機器は、更に、印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　印刷ヘッドを通過する前及び通過した後に符号化データを読み取るための二重知覚設備
と
を備えている。
【０１３７】
　モバイル機器は、任意選択で遠隔通信デバイスである。
【０１３８】
　モバイル機器は、任意選択で移動電話機である。
【０１３９】
　第１の態様では、プリンタを有するモバイル機器に使用するための印刷媒体が提供され
る。印刷媒体は、
　第１及び第２の相対する面を画定している積層基板と、
　積層基板上の第１のデータ領域に配置された、第１の情報を符号化している第１のデー
タフォーマットの第１の符号化データと、
　印刷媒体の配向を示す少なくとも１つの配向標識と
を備えている。
【０１４０】
　少なくとも１つの配向標識は、任意選択で、印刷媒体の縁部分又は縁に隣接する部分に
配置されている。
【０１４１】
　印刷媒体は、任意選択で、媒体給送通路を通る、印刷媒体の意図する給送方向に対して
画定された前縁及び後縁を有しており、少なくとも１つの配向標識のうちの少なくとも１
つは、印刷媒体の前縁部分又は前縁に隣接する部分の上又は中に配置されている。
【０１４２】
　配向標識のうちの１つは、任意選択で、印刷媒体の第１の面の第１の隅に隣接して配置
されている。
【０１４３】
　配向標識のうちの他の配向標識は、任意選択で、印刷媒体の第１の面の、第１の隅とは
対角線上の反対側に位置している第２の隅に隣接して配置されている。
【０１４４】
　配向標識のうちの他の配向標識は、任意選択で、印刷媒体の第２の面の、第２の隅に隣
接している第３の隅に隣接して配置されている。
【０１４５】
　配向標識のうちの他の配向標識は、任意選択で、印刷媒体の第２の面の、第３の隅とは
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対角線上の反対側に位置している第４の隅に隣接して配置されている。
【０１４６】
　配向標識のうちの他の配向標識は、任意選択で、印刷媒体の第１の面の、第１の隅とは
対角線上の反対側に位置している第２の隅に隣接して配置されている。
【０１４７】
　印刷媒体には、任意選択で更に複数の配向標識が含まれており、配向標識の位置及び数
は、印刷媒体が適切に装備されたモバイル機器に使用された場合に、デバイスがカードの
配向をすべての配向標識を読み取ることなく決定することができるように配置され、且つ
、構成されている。
【０１４８】
　第１の符号化データは、任意選択で、意図する印刷方向に展開している線形符号化デー
タトラックである。
【０１４９】
　データトラックは、任意選択で赤外線インクを使用して印刷されている。
【０１５０】
　データトラックは、任意選択で、クロックコードのみを含んだクロックトラックを備え
ており、印刷媒体に印刷している間、このクロックトラックからクロック信号を引き出す
ことができる。
【０１５１】
　第１の情報には、任意選択で埋込み型クロックが含まれており、印刷媒体に印刷してい
る間、この埋込み型クロックからクロック信号を引き出すことができる。
【０１５２】
　印刷媒体には、任意選択で更に、第２の情報を符号化している第２の符号化データが含
まれており、第１の情報は第２の情報を表している。
【０１５３】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体の少なくとも１つの物理特性を表している。
【０１５４】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体のサイズを表している。
【０１５５】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体に関連する媒体タイプを表している。
【０１５６】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体に予め印刷済みの情報を表している。
【０１５７】
　印刷媒体には、任意選択で更に、第１及び第２の面のいずれか一方又は両方に印刷され
た、予め印刷済みの人間可読情報が含まれている。
【０１５８】
　第１の符号化データは、任意選択で、平均的な人間の裸眼では実質的に見ることができ
ない赤外線インクで印刷されている。
【０１５９】
　第１の態様では、本発明により、プリンタを有するモバイル機器と共に使用するための
印刷媒体が提供される。印刷媒体は、
　第１及び第２の相対する面を画定している積層基板と、
　第１及び第２の面の少なくともいずれか一方に配置された、印刷媒体の少なくとも１つ
の配向を示し、それによりモバイル機器が、印刷媒体に印刷する前に印刷媒体の配向を決
定することができる配向標識と
を備えている。
【０１６０】
　配向標識は、任意選択で、第１及び第２の面のうちの配向標識が配置されている方の面
を示している。
【０１６１】
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　配向標識は、任意選択で、印刷媒体の絶対平面回転配向を示している。
【０１６２】
　印刷媒体は、任意選択で、媒体給送通路を通る、印刷媒体の意図する給送方向に対して
画定された前縁及び後縁を有している。配向標識は、前縁部分又は前縁に隣接する部分に
配置されており、前縁を示している。
【０１６３】
　印刷媒体には、任意選択で更に複数の配向標識が含まれている。
【０１６４】
　印刷媒体は、任意選択で、
　（ａ）配向標識のそれぞれが、第１及び第２の面のうちの配向標識が配置されている方
の面を示し、
　（ｂ）配向標識のそれぞれが、印刷媒体の絶対平面回転配向を示し、及び／又は、
　（ｃ）印刷媒体が、媒体給送通路を通る、印刷媒体の意図する給送方向に対して画定さ
れた前縁及び後縁を有しており、配向標識は、前縁部分又は前縁に隣接する部分に配置さ
れており、前縁を示している。
【０１６５】
　配向標識は、任意選択で、印刷媒体の縁部分又は縁に隣接する部分に配置されている。
【０１６６】
　配向標識は、任意選択で、印刷媒体の第１の面の第１の隅に隣接して配置されている。
【０１６７】
　配向標識のうちの他の配向標識は、任意選択で、印刷媒体の第１の面の、第１の隅とは
対角線上の反対側に位置している第２の隅に隣接して配置されている。
【０１６８】
　配向標識のうちの他の配向標識は、任意選択で、印刷媒体の第２の面の、第２の隅に隣
接している第３の隅に隣接して配置されている。
【０１６９】
　配向標識のうちの他の配向標識は、任意選択で、印刷媒体の第２の面の、第３の隅とは
対角線上の反対側に位置している第４の隅に隣接して配置されている。
【０１７０】
　配向標識は、任意選択で、印刷媒体上の符号化データ領域の一部を形成している。
【０１７１】
　符号化データは、任意選択で線形符号化データトラックの形態を取っている。
【０１７２】
　データトラックは、任意選択で、カードの意図する印刷方向の印刷媒体の縁に沿って展
開している。
【０１７３】
　データトラックは、任意選択で、配向標識の他に第１の情報を符号化している。
【０１７４】
　印刷媒体には、任意選択で更に、データトラックの線形エンコーディングとは異なるコ
ーディングに従って符号化された第２の情報が含まれており、第１の情報は第２の情報を
表している。
【０１７５】
　符号化データは、任意選択で赤外線インクで印刷されている。
【０１７６】
　第１の符号化データは、任意選択で、平均的な人間の裸眼では実質的に見ることができ
ない赤外線インクで印刷されている。
【０１７７】
　モバイル機器には、任意選択で更に、第１及び第２の面のいずれか一方又は両方に印刷
された、予め印刷済みの人間可読情報が含まれている。
【０１７８】
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　第１の態様では、本発明により、モバイル機器を使用して印刷媒体に印刷する方法が提
供される。モバイル機器は、
　遠隔通信網を介してデータを送信し、且つ、受信するための無線送受信機と、
　プリンタと
を備えており、上記方法には、
　（ａ）モバイル機器の地図上の位置を決定するステップと、
　（ｂ）その地図上の位置の所定の距離以内で利用することができる製品又はサービスを
決定するステップと、
　（ｃ）その製品又はサービスに関連する情報を含んだ証明書を書式化するステップと、
　（ｄ）プリンタを使用して証明書を印刷するステップ
が含まれている。
【０１７９】
　情報は、任意選択で商用エンティティの位置を示している。
【０１８０】
　情報は、任意選択で製品又はサービス購入のための勧誘を表している。
【０１８１】
　勧誘は、任意選択で価格割引である。
【０１８２】
　価格割引は、任意選択で、その位置における商用エンティティの出口のみで有効である
。
【０１８３】
　価格割引は、任意選択で、その商用エンティティの多くの出口のすべてで有効である。
【０１８４】
　上記方法には、任意選択で、モバイル機器を使用して地理上の位置を決定するステップ
が含まれている。
【０１８５】
　モバイル機器は、任意選択でＧＰＳレシーバを備えており、上記方法には、ＧＰＳレシ
ーバを使用して地理上の位置を決定するステップが含まれている。
【０１８６】
　知覚デバイスは、任意選択で、トランスミッタから無線周波数データを受信するための
無線レシーバを備えており、地理上の位置を決定するステップには、トランスミッタを介
して地理上の位置の無線周波数データを受信するステップが含まれている。
【０１８７】
　上記方法には、任意選択で、Ｕｐｌｉｎｋ　Ｔｉｍｅ　Ｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅ　ｏｆ　
Ａｒｒｉｖａｌ技法を使用して地理上の位置を引き出すステップが含まれている。
【０１８８】
　提供するステップには、任意選択で、モバイル機器のユーザのうちの少なくとも１つの
ユーザに関連する電子アドレスに情報を送信するステップが含まれている。
【０１８９】
　地理上の位置は、任意選択で地域である。
【０１９０】
　地域は、任意選択で郵便番号によって画定されている。
【０１９１】
　地域は、任意選択で、都市、郊外又は町である。
【０１９２】
　地域は、任意選択で、ある遠隔通信網の１つ又は複数のセルの伝送フットプリントによ
って少なくとも部分的に画定されている。
【０１９３】
　地域は、任意選択で、上記遠隔通信網の１つ又は複数のセルの伝送フットプリントによ
って少なくとも部分的に画定されている。
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【０１９４】
　上記方法には、任意選択で、
　証明書を印刷している間、証明書を作成するために印刷中の印刷媒体の面に配置されて
いるデータトラックを知覚するために、モバイル機器内のセンサを使用するステップと、
　知覚したデータトラックから噴射制御信号を生成するステップと、
　噴射制御信号を使用して証明書の印刷を同期化させるステップ
が含まれている。
【０１９５】
　データトラックは、任意選択で赤外線インクを使用して印刷されており、発光デバイス
は、赤外線スペクトルの光を放出している。光センサは、赤外線スペクトルに感応する。
【０１９６】
　データトラックは、任意選択で、クロックコードのみを含んだクロックトラックであり
、上記方法には、知覚したデータトラックから生成されるクロック信号を生成するステッ
プが含まれており、噴射制御信号は、このクロック信号に基づいている。
【０１９７】
　データトラックには、任意選択で、埋込み型クロック信号を含んだ第１の情報が含まれ
ており、上記方法には、知覚したデータトラックからクロック信号を引き出すステップが
含まれており、噴射制御信号は、このクロック信号に基づいている。
【０１９８】
　第１の態様では、本発明により、
　符号化データを含んだ印刷媒体に印刷するための印刷ヘッドと、
　印刷するために印刷媒体を印刷ヘッドの先へ導くための媒体通路と、
　光センサと、
　印刷媒体の少なくとも一部が媒体通路内に位置している間、センサが符号化データの少
なくとも一部を印刷媒体から読み取ることができるよう、光イメージ情報をセンサへ導く
ための第１の光通路と、
　印刷媒体が媒体通路内に位置していない場合、センサが符号化データを印刷媒体から読
み取ることができるよう、光イメージ情報をセンサへ導くための第２の光通路と
を備えたモバイル機器が提供される。
【０１９９】
　モバイル機器は、任意選択で、知覚すべき符号化データを第１の光通路を介して照射す
るための少なくとも１つの光源を備えている。
【０２００】
　モバイル機器は、任意選択で、知覚すべき符号化データを第２の光通路を介して照射す
るための少なくとも１つの光源を備えている。
【０２０１】
　光源は、任意選択で赤外線光源である。
【０２０２】
　光源は、任意選択で赤外線光源である。
【０２０３】
　第１の光通路は、任意選択で少なくとも１つのミラーを備えている。
【０２０４】
　第１の光通路は、任意選択で潜望鏡構造のミラーを備えている。
【０２０５】
　モバイル機器は、任意選択で更に、印刷手順の少なくとも一部を実行している間、第２
の光通路を介してセンサに到達する光を少なくし、或いは遮断するように選択的に動作さ
せることができるシャッタを備えている。
【０２０６】
　モバイル機器は、任意選択で更に、媒体通路の少なくとも一部を通って移動する印刷媒
体に応答してシャッタを閉じるように構成されたシャッタ開閉機構を備えている。
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【０２０７】
　第１及び第２の光通路は、任意選択で共通の光通路部分を共有している。
【０２０８】
　モバイル機器は、任意選択で更にプリンタを備えている。
【０２０９】
　プリンタは、任意選択で交換可能カートリッジの形態を取っている。
【０２１０】
　交換可能カートリッジは、任意選択で少なくとも１つのインク貯蔵容器を備えている。
【０２１１】
　交換可能カートリッジは、任意選択で、プリンタと共に使用することが意図された印刷
媒体上の符号化データを知覚するための少なくとも１つのセンサを備えている。
【０２１２】
　交換可能カートリッジは、任意選択で、
　印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッドが印刷
媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、非キャップ位
置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング機構を備えている。キ
ャッパは、印刷媒体が媒体通路を通って移動する際に、印刷媒体の縁によってキャップ位
置と非キャップ位置の間を移動する。
【０２１３】
　キャップ位置では、キャッパは、任意選択で弾性的にキャッピング関係に強制される。
【０２１４】
　キャッピング機構は、任意選択で、キャッパがキャップ位置から非キャップ位置へ移動
する際に、キャッパが給送方向に変位するように構成されている。
【０２１５】
　交換可能カートリッジは、任意選択で、プリンタによって印刷される印刷媒体と係合す
る媒体駆動機構を備えている。
【０２１６】
　モバイル機器は、任意選択で更に、媒体駆動機構を駆動するための駆動手段を備えてい
る。この駆動手段は、交換可能カートリッジの一部を形成していない。
【０２１７】
　媒体駆動機構は、任意選択で、交換可能カートリッジがモバイル機器に装てんされると
、駆動手段と係合するように構成された従車を備えている。
【０２１８】
　第１の態様では、本発明により、モバイル機器に装てんするための統合カートリッジが
提供される。統合カートリッジは、
　複数のインクジェットノズルを備えたインクジェット印刷ヘッドと、
　ノズルによって噴射されるインクを印刷ヘッドに供給するための少なくとも１つのイン
ク貯蔵容器と、
　非使用時に印刷ヘッドに蓋をするためのキャッピング機構と
を備えている。
【０２１９】
　印刷ヘッドをカートリッジに組み込むことにより、印刷ヘッドの定期的な交換が保障さ
れ、したがって印刷品質が維持される。キャッパにより、使用中、精巧なノズル構造が紙
ぼこりから保護される。しかしながら、印刷ヘッドをカートリッジに統合することにより
、カートリッジに必要な開口は、媒体を出し入れするためのスロットのみであり、装てん
に先立つむやみないじり回し又は汚染の機会が著しく制限される。
【０２２０】
　集積回路は、任意選択で、ノズルのサブセットに個々にインクを供給する複数のインク
貯蔵容器を備えている。
【０２２１】
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　集積回路は、任意選択で、それぞれシアン、マゼンタ及びイエローインクを含有した貯
蔵容器を備えている。
【０２２２】
　集積回路は、任意選択で、それぞれシアン、マゼンタ、イエローインク及び少なくとも
１つの他の液体を含有した貯蔵容器を備えている。
【０２２３】
　少なくとも１つの他の液体は、任意選択で黒色インクを含有している。
【０２２４】
　少なくとも１つの他の液体は、任意選択で赤外線インクを含有している。
【０２２５】
　少なくとも１つの他の液体は、任意選択で赤外線インク及び黒色インクを含有している
。
【０２２６】
　カートリッジは、任意選択で更に、印刷媒体と係合し、印刷媒体をインクジェット印刷
ヘッドの先へ駆動するための駆動軸を備えている。
【０２２７】
　カートリッジは、任意選択で更に、駆動軸を回転させるための駆動ローラを備えている
。駆動ローラは、カートリッジがモバイル機器に装てんされると、モバイル機器内の相補
駆動機構によって駆動されるように構成されている。
【０２２８】
　駆動ローラは、任意選択で駆動軸と同軸である。
【０２２９】
　駆動軸は、任意選択で、印刷ヘッドの上流側の印刷媒体通路に配置されている。
【０２３０】
　カートリッジは、任意選択で更に、複数のインク噴射ノズルのアレイを有する印刷ヘッ
ドと、ノズルによって噴射されるインクを印刷ヘッドに供給するための少なくとも１つの
インク貯蔵容器とを備えている。少なくとも１つのインク貯蔵容器のそれぞれは、負の静
水圧のインクをノズルに誘導するための少なくとも１つの吸取り構造を備えている。
【０２３１】
　キャッピング機構は、任意選択で、印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャ
ッピング位置と、印刷ヘッドが印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を
移動することができ、非キャップ位置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを有して
いる。また、カートリッジは、更に、
　キャッパに接続された力伝達機構であって、媒体が給送通路に対して移動する際に媒体
の縁によって加えられる力が該力伝達機構によってキャッパに伝達され、それにより、媒
体がキャッパに到達する前に、キャッパがキャップ位置から非キャップ位置への移動を少
なくとも開始するように構成された力伝達機構を備えている。
【０２３２】
　キャッピング機構は、任意選択で、印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャ
ッピング位置と、印刷ヘッドが印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を
移動することができ、非キャップ位置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを有して
いる。また、カートリッジは、更に、
　媒体の後縁が印刷ヘッドを通過するまでキャッパを非キャップ位置に保持するように構
成されたロック機構を備えている。
【０２３３】
　キャッピング機構は、任意選択で、使用中、キャッパアセンブリが、媒体によって、媒
体との係合が解除されるとキャップ位置へ移動するように非キャップ位置に保持されるよ
う、印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッドが印
刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができるキャッパを
有している。
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【０２３４】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、
　媒体基板がシートであり、使用中、
　運動量によってシートの後縁が印刷ヘッドの先へ突出して印刷が完了するよう、印刷が
完了する前にシートと駆動機構の係合が解除される。
【０２３５】
　モバイル機器は、任意選択で、
　印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置を備えており、使用中、
　印刷エンジン制御装置は、駆動軸が完全に回転した数及び部分的に回転した数を知覚し
、駆動軸の角速度の変化に応答して印刷ヘッドの動作を調整している。
【０２３６】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、印刷ヘッドにインクを供給するための少なくと
も１つのインク貯蔵容器を備えている。少なくとも１つのインク貯蔵容器は、
　インクの貯蔵容積を画定しているハウジングと、
　インクの貯蔵容積を、印刷ヘッドに気密接続するための少なくとも１つのインク出口を
個々に有する複数のセクションに分割している１つ又は複数のバッフルと、
　隣接するセクションのインク出口とインク出口の間の流体連絡を確立している少なくと
も１つのコンジットと
を備えている。
【０２３７】
　モバイル機器は、任意選択で遠隔通信デバイスである。
【０２３８】
　モバイル機器は、任意選択で移動電話機である。
【０２３９】
　第１の態様では、本発明により、
　（ａ）インクジェット印刷ヘッドと、
　（ｂ）印刷中、印刷媒体を給送方向に印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通路と
、
　（ｃ）印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッド
が印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、非キャ
ップ位置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング機構と、
　（ｄ）キャッパに接続された力伝達機構であって、印刷媒体が給送通路に対して移動す
る際に印刷媒体の縁によって加えられる力が該力伝達機構によってキャッパに伝達され、
それにより、印刷媒体がキャッパに到達する前に、キャッパがキャップ位置から非キャッ
プ位置への移動を少なくとも開始するように構成された力伝達機構と
を備えたモバイル機器が提供される。
【０２４０】
　キャッパは、任意選択で、力伝達機構によって非キャップ位置へ完全に移動する。
【０２４１】
　力伝達デバイスは、任意選択で、軸の周りにピボット取付けされた少なくとも１つのク
ランク部材を備えている。クランク部材は、
　印刷媒体と係合するための第１の領域と、
　第１の領域から回転変位した、キャッピング機構と係合するための第２の領域と
を備えており、クランク部材は、印刷媒体によって加えられる直線力を、キャッパをキャ
ップ位置から非キャップ位置へ向かって移動させるトルクに変換するように構成されてい
る。
【０２４２】
　モバイル機器は、任意選択で更に、印刷媒体が印刷ヘッドによって印刷されている間、
キャッパを非キャップ位置に保持するためのロック機構を備えている。
【０２４３】
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　ロック機構は、任意選択で、非ロック位置とロック位置の間で回転するように取り付け
られた少なくとも１つのカムを備えている。少なくとも１つのカムは、非ロック位置では
、印刷媒体が存在していない場合、少なくとも部分的に給送通路の中へ展開するように構
成されている。少なくとも１つのカムは、印刷媒体が給送通路を通って給送される際に印
刷媒体の縁に係合し、該少なくとも１つのカムが印刷媒体によってロック位置へ回転する
ように配置され、且つ、構成されている。ロック位置では、キャッパは、印刷媒体の後縁
が印刷ヘッドを通過するまで非キャップ位置に保持される。
【０２４４】
　カムは、任意選択で、印刷媒体の縁が給送通路内の所定の位置を通過すると、弾性バイ
アスされて非ロック位置へ復帰し、それによりキャッパがキャップ位置へ復帰する。
【０２４５】
　少なくとも１つのカムは、任意選択で、印刷媒体とカムが給送通路内で係合する際に、
印刷媒体に対して実質的に直角の軸の周りに回転するように取り付けられている。
【０２４６】
　モバイル機器と共に使用するための印刷媒体は、任意選択で、意図する印刷方向に展開
している線形符号化データトラックを備えており、モバイル機器は、
　ドットデータを印刷している間、データトラックを知覚するように構成されたセンサと
、
　噴射制御信号に応答して印刷媒体に印刷するための印刷ヘッドと、
　知覚したデータトラックに基づいて噴射制御信号を生成するために接続された噴射制御
手段と
を備えている。
【０２４７】
　データトラックは、任意選択で、クロックコードのみを含んだクロックトラックであり
、噴射制御手段は、知覚したデータトラックから生成されるクロック信号の形態の噴射制
御信号を生成するように構成されている。
【０２４８】
　データトラックには、任意選択で、埋込み型クロック信号を含んだ第１の情報が含まれ
ており、噴射制御手段は、知覚したデータトラックから引き出されるクロック信号の形態
の噴射制御信号を生成するように構成されている。
【０２４９】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体の少なくとも１つの物理特性を表しており、モバイ
ル機器は、少なくとも部分的に該物理特性のうちの少なくとも１つに基づいて印刷ヘッド
の動作を制御するように構成されている。
【０２５０】
　モバイル機器は、任意選択で、知覚したデータトラックを使用して印刷ヘッドに対する
印刷媒体の絶対位置を決定し、且つ、その決定を利用して印刷媒体に印刷するように構成
されている。
【０２５１】
　データトラックは、任意選択で更に第１の情報を符号化し、印刷媒体には、更に、第２
の情報を符号化している第２の符号化データが含まれている。第１の情報は第２の情報を
表している。モバイル機器は、印刷中のデータと第２の符号化データの間に所定のレジス
トレーションが存在するように印刷媒体に印刷するように構成されている。
【０２５２】
　モバイル機器は、任意選択で送受信機を備えており、モバイル機器は、所定のレジスト
レーションを表す情報を遠隔コンピュータシステムから送受信機を介して受け取るように
構成されている。
【０２５３】
　データトラックは、任意選択で更に第１の情報を符号化し、印刷媒体には、更に、第２
の情報を符号化している第２の符号化データが含まれている。第１の情報は第２の情報を
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表している。モバイル機器は、印刷中のデータと第２の符号化データの間のレジストレー
ションを決定するように構成されている。
【０２５４】
　モバイル機器は、任意選択で、決定したレジストレーションを送受信機を介して遠隔コ
ンピュータシステムに送信するように構成されている。
【０２５５】
　第１の態様では、本発明により、
　（ａ）インクジェット印刷ヘッドと、
　（ｂ）印刷中、印刷媒体を給送方向に印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通路と
、
　（ｃ）印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッド
が印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、非キャ
ップ位置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング機構と
を備えたモバイル機器が提供される。キャッパは、印刷媒体が給送通路を通って移動する
際に、印刷媒体の縁によってキャップ位置と非キャップ位置の間を移動する。
【０２５６】
　媒体基板と係合することによって印刷ヘッドの蓋が外れるため、キャッパを駆動するた
めの個別の機構の必要性が回避される。そのため、カートリッジをよりコンパクトにする
ことができ、モバイル機器の形状係数を小さくすることができる。
【０２５７】
　キャップ位置では、キャッパは、任意選択で弾性的にキャッピング関係に強制される。
【０２５８】
　キャッピング機構は、任意選択で、キャッパがキャップ位置から非キャップ位置へ移動
する際に、キャッパが給送方向に変位するように構成されている。
【０２５９】
　キャッピング機構は、任意選択で更に、キャッパが給送方向に変位する際に、キャッパ
が印刷ヘッドから遠ざかる方向に同時に変位するように構成されている。
【０２６０】
　キャッピング機構は、任意選択で、非キャップ位置で、次に給送方向とは反対の方向に
変位する。
【０２６１】
　モバイル機器は、任意選択で更に、印刷媒体が印刷ヘッドによって印刷されている間、
キャッパを非キャップ位置に保持するためのロック機構を備えている。
【０２６２】
　ロック機構は、任意選択で、非ロック位置とロック位置の間で回転するように取り付け
られた少なくとも１つのカムを備えている。少なくとも１つのカムは、非ロック位置では
、印刷媒体が存在していない場合、少なくとも部分的に給送通路の中へ展開するように構
成されている。少なくとも１つのカムは、印刷媒体が給送通路を通って給送される際に印
刷媒体の縁に係合し、該少なくとも１つのカムが印刷媒体によってロック位置へ回転する
ように配置され、且つ、構成されている。ロック位置では、キャッパは、媒体の後縁が印
刷ヘッドを通過するまで非キャップ位置に保持される。
【０２６３】
　カムは、任意選択で、印刷媒体の縁が給送通路内の所定の位置を通過すると、弾性バイ
アスされて非ロック位置へ復帰し、それによりキャッパがキャップ位置へ復帰する。
【０２６４】
　少なくとも１つのカムは、任意選択で、印刷媒体とカムが給送通路内で係合する際に、
印刷媒体に対して実質的に直角の軸の周りに回転するように取り付けられている。
【０２６５】
　モバイル機器は、任意選択で更に、印刷媒体と係合し、印刷媒体をインクジェット印刷
ヘッドの先へ駆動するための駆動軸を備えている。
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【０２６６】
　モバイル機器は、任意選択で更に、駆動軸を回転させるための駆動ローラを備えている
。駆動ローラは、カートリッジがモバイル機器に装てんされると、モバイル機器内の相補
駆動機構によって駆動されるように構成されている。
【０２６７】
　駆動ローラは、任意選択で駆動軸と同軸である。
【０２６８】
　駆動軸は、任意選択で、印刷ヘッドの上流側の印刷媒体通路に配置されている。
【０２６９】
　モバイル機器は、任意選択で更に、複数のインク噴射ノズルのアレイを有する印刷ヘッ
ドと、ノズルによって噴射されるインクを印刷ヘッドに供給するための少なくとも１つの
インク貯蔵容器とを備えている。少なくとも１つのインク貯蔵容器のそれぞれは、負の静
水圧のインクをノズルに誘導するための少なくとも１つの吸取り構造を備えている。
【０２７０】
　使用中、任意選択で、
　運動量によってシートの後縁が印刷ヘッドの先へ突出して印刷が完了するよう、印刷が
完了する前にシートと駆動軸の係合が解除される。
【０２７１】
　印刷ヘッドは、任意選択で、
　インクを噴射するための複数のノズルのアレイと、
　ノズルに印刷データを提供するための印刷データ回路と、
　モバイル機器内の印刷エンジン制御装置によって動作するビーコンから印刷データを光
学的に受け取るための光センサと
を備えている。
【０２７２】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　印刷ヘッドに対する媒体基板の位置を示す信号を印刷エンジン制御装置に提供するため
の位置センサと
を備えており、
　印刷エンジン制御装置は、上記信号を弁別して印刷ヘッドに対する媒体基板の速度を引
き出し、速度の変化に応答して印刷ヘッドの動作を調整している。
【０２７３】
　モバイル機器は、任意選択で更に、印刷ヘッドにインクを供給するための少なくとも１
つのインク貯蔵容器を備えている。少なくとも１つのインク貯蔵容器は、
　インクの貯蔵容積を画定しているハウジングと、
　インクの貯蔵容積を、印刷ヘッドに気密接続するための少なくとも１つのインク出口を
個々に有する複数のセクションに分割している１つ又は複数のバッフルと、
　隣接するセクションのインク出口とインク出口の間の流体連絡を確立している少なくと
も１つのコンジットと
を備えている。
【０２７４】
　モバイル機器は、任意選択で遠隔通信デバイスである。
【０２７５】
　モバイル機器は、任意選択で移動電話機である。
【０２７６】
　第１の態様では、本発明により、
　（ａ）インクジェット印刷ヘッドと、
　（ｂ）印刷中、印刷媒体を給送方向に印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通路と
、
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　（ｃ）印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッド
が印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、非キャ
ップ位置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング機構と、
　（ｄ）媒体の後縁が印刷ヘッドを通過するまでキャッパを非キャップ位置に保持するよ
うに構成されたロック機構と
を備えたモバイル機器が提供される。
【０２７７】
　ロック機構は、任意選択で、非ロック位置とロック位置の間で回転するように取り付け
られた少なくとも１つのカムを備えている。少なくとも１つのカムは、非ロック位置では
、印刷媒体が存在していない場合、少なくとも部分的に給送通路の中へ展開するように構
成されている。少なくとも１つのカムは、印刷媒体が給送通路を通って給送される際に印
刷媒体の縁に係合し、該少なくとも１つのカムが印刷媒体によってロック位置へ回転する
ように配置され、且つ、構成されている。ロック位置では、キャッパは、媒体の後縁が印
刷ヘッドを通過するまで非キャップ位置に保持される。
【０２７８】
　カムは、任意選択で、印刷媒体の縁が給送通路内の所定の位置を通過すると、弾性バイ
アスされて非ロック位置へ復帰し、それによりキャッパがキャップ位置へ復帰する。
【０２７９】
　少なくとも１つのカムは、任意選択で、印刷媒体とカムが給送通路内で係合する際に、
印刷媒体に対して実質的に直角の軸の周りに回転するように取り付けられている。
【０２８０】
　ロック機構は、任意選択で、印刷媒体を捕獲することなくキャッパをキャップ位置に解
放することができるよう、媒体の後縁がキャッパを通過するまでキャッパを非キャップ位
置に保持するように構成されている。
【０２８１】
　モバイル機器は、任意選択で更に、印刷媒体が印刷ヘッドによって印刷されている間、
キャッパを非キャップ位置に保持するためのロック機構を備えている。
【０２８２】
　ロック機構は、任意選択で、非ロック位置とロック位置の間で回転するように取り付け
られた少なくとも１つのカムを備えている。少なくとも１つのカムは、非ロック位置では
、印刷媒体が存在していない場合、少なくとも部分的に給送通路の中へ展開するように構
成されている。少なくとも１つのカムは、印刷媒体が給送通路を通って給送される際に印
刷媒体の縁に係合し、該少なくとも１つのカムが印刷媒体によってロック位置へ回転する
ように配置され、且つ、構成されている。ロック位置では、キャッパは、媒体の後縁が印
刷ヘッドを通過するまで非キャップ位置に保持される。
【０２８３】
　カムは、任意選択で、印刷媒体の縁が給送通路内の所定の位置を通過すると、弾性バイ
アスされて非ロック位置へ復帰し、それによりキャッパがキャップ位置へ復帰する。
【０２８４】
　少なくとも１つのカムは、任意選択で、印刷媒体とカムが給送通路内で係合する際に、
印刷媒体に対して実質的に直角の軸の周りに回転するように取り付けられている。
【０２８５】
　モバイル機器は、任意選択で更に、印刷媒体と係合し、印刷媒体をインクジェット印刷
ヘッドの先へ駆動するための駆動軸を備えている。
【０２８６】
　モバイル機器は、任意選択で更に、駆動軸を回転させるための駆動ローラを備えている
。駆動ローラは、カートリッジがモバイル機器に装てんされると、モバイル機器内の相補
駆動機構によって駆動されるように構成されている。
【０２８７】
　駆動ローラは、任意選択で駆動軸と同軸である。
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【０２８８】
　駆動軸は、任意選択で、印刷ヘッドの上流側の印刷媒体通路に配置されている。
【０２８９】
　モバイル機器は、任意選択で更に、複数のインク噴射ノズルのアレイを有する印刷ヘッ
ドと、ノズルによって噴射されるインクを印刷ヘッドに供給するための少なくとも１つの
インク貯蔵容器とを備えている。少なくとも１つのインク貯蔵容器のそれぞれは、負の静
水圧のインクをノズルに誘導するための少なくとも１つの吸取り構造を備えている。
【０２９０】
　使用中、任意選択で、運動量によってシートの後縁が印刷ヘッドの先へ突出して印刷が
完了するよう、印刷が完了する前にシートと駆動軸の係合が解除される。
【０２９１】
　印刷ヘッドは、任意選択で、
　インクを噴射するための複数のノズルのアレイと、
　ノズルに印刷データを提供するための印刷データ回路と、
　モバイル機器内の印刷エンジン制御装置によって動作するビーコンから印刷データを光
学的に受け取るための光センサと
を備えている。
【０２９２】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　印刷ヘッドに対する媒体基板の位置を示す信号を印刷エンジン制御装置に提供するため
の位置センサと
を備えており、
　印刷エンジン制御装置は、上記信号を弁別して印刷ヘッドに対する媒体基板の速度を引
き出し、速度の変化に応答して印刷ヘッドの動作を調整している。
【０２９３】
　モバイル機器は、任意選択で更に、印刷ヘッドにインクを供給するための少なくとも１
つのインク貯蔵容器を備えている。少なくとも１つのインク貯蔵容器は、
　インクの貯蔵容積を画定しているハウジングと、
　インクの貯蔵容積を、印刷ヘッドに気密接続するための少なくとも１つのインク出口を
個々に有する複数のセクションに分割している１つ又は複数のバッフルと、
　隣接するセクションのインク出口とインク出口の間の流体連絡を確立している少なくと
も１つのコンジットと
を備えている。
【０２９４】
　モバイル機器は、任意選択で遠隔通信デバイスである。
【０２９５】
　モバイル機器は、任意選択で移動電話機である。
【０２９６】
　第１の態様では、本発明により、プリンタと共に使用するための印刷媒体が提供される
。印刷媒体は、
　第１及び第２の相対する面を画定している積層基板と、
　積層基板上の第１のデータ領域に配置された、第１の情報を符号化している第１のデー
タフォーマットの第１の符号化データと、
　積層基板上の第２のデータ領域に配置された、第２の情報を符号化している第２のデー
タフォーマットの第２の符号化データと
を備えている。第１の情報は第２の情報を表している。
【０２９７】
　第１の情報は　任意選択で第２の情報と同じである。
【０２９８】
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　第１の情報は　任意選択で文書識別子である。
【０２９９】
　第１のフォーマットは、任意選択で線形パターンである。
【０３００】
　第２のフォーマットは、任意選択で二次元パターンである。
【０３０１】
　第１のフォーマットは、任意選択で線形符号化データトラックである。
【０３０２】
　第１のフォーマットは、任意選択で線形符号化データトラックである。
【０３０３】
　第１及び第２の符号化データのいずれか一方又は両方は、任意選択で、平均的な人間の
裸眼では実質的に見ることができない。
【０３０４】
　印刷媒体は、任意選択で更に１つ又は複数の追加領域を備えており、１つ又は複数の追
加領域のそれぞれには、第１のデータフォーマットの他の符号化データが含まれている。
【０３０５】
　追加領域のそれぞれの符号化データには、任意選択で第１の情報が含まれている。
【０３０６】
　第１の領域及び追加領域の個々の符号化データには、任意選択で、それぞれ第１及び追
加領域のそれぞれに固有の配向標識が含まれている。
【０３０７】
　配向標識のそれぞれには、任意選択で、対応する符号化データが配置されている領域を
独自に識別するための十分なビットの価値のデータが含まれている。
【０３０８】
　任意選択で３つの追加領域が存在しており、
　第１の符号化データ及び追加領域のうちの１つの符号化データは、第１の面の両側の縁
に沿って配置されており、また、
　残りの２つの追加領域の符号化データは、第２の面の両側の縁に沿って配置されている
。
【０３０９】
　第２の符号化データは、任意選択で、第１の符号化データと第１の面の追加領域のうち
の１つとの間に配置されている。
【０３１０】
　印刷媒体には、任意選択で、第２の面の追加領域と追加領域の間に配置された第２のフ
ォーマットの他の符号化データが含まれている。
【０３１１】
　印刷媒体には、任意選択で更に、少なくとも一方の面に予め印刷済みの人間可読情報が
含まれている。
【０３１２】
　人間可読情報には、任意選択で少なくとも１つの方向標識が含まれている。
【０３１３】
　人間可読情報には、任意選択で、機能を示す少なくとも１つのアイコンが含まれている
。
【０３１４】
　第１の情報には、任意選択で埋込み型クロック信号が含まれている。
【０３１５】
　印刷媒体は、任意選択で更に、少なくとも一方の面に少なくとも１つのクロックトラッ
クを備えている。
【０３１６】
　第１の態様では、本発明により、
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　無線遠隔通信網を介して信号を送信し、且つ、受信するための送受信機と、
　接続履歴情報の視覚レイアウトを表すドットデータを生成するために、送受信機を介し
てモバイル機器に送信し、或いはモバイル機器から受信した通信に関連する接続履歴情報
を処理するための処理手段と、
　ドットデータを受け取り、且つ、受け取ったドットデータを印刷媒体に印刷するように
構成されたインテグラルプリンタと
を備えたモバイル機器が提供される。
【０３１７】
　接続履歴情報には、任意選択で、モバイル機器との少なくとも１つの先行接続又は接続
試行に対する発信アドレスが含まれている。
【０３１８】
　接続履歴情報には、任意選択で、発信アドレスに関連する個人又は他のエンティティの
識別が含まれている。
【０３１９】
　接続履歴情報には、任意選択で、発信アドレスから音声メールを受信したことを示す人
間可読指示が含まれている。
【０３２０】
　接続履歴情報には、任意選択で、モバイル機器を介してなされた１つ又は複数の接続又
は接続試行が含まれている。
【０３２１】
　印刷媒体は、任意選択で、意図する印刷方向に展開している線形符号化データトラック
を備えており、モバイル機器は、
　ドットデータを印刷している間、データトラックを知覚するように構成されたセンサと
、
　噴射制御信号に応答して印刷媒体に印刷するための印刷ヘッドと、
　知覚したデータトラックに基づいて噴射制御信号を生成するために接続された噴射制御
手段と
を備えている。
【０３２２】
　モバイル機器は、任意選択で更に、印刷中にセンサがデータトラックを知覚している間
、該データトラックを照射するための発光デバイスを備えている。
【０３２３】
　データトラックは、任意選択で赤外線インクを使用して印刷されており、発光デバイス
は、赤外線スペクトルの光を放出している。光センサは、赤外線スペクトルに感応する。
【０３２４】
　データトラックは、任意選択で、クロックコードのみを含んだクロックトラックであり
、噴射制御手段は、知覚したデータトラックから生成されるクロック信号の形態の噴射制
御信号を生成するように構成されている。
【０３２５】
　データトラックには、任意選択で、埋込み型クロック信号を含んだ第１の情報が含まれ
ており、噴射制御手段は、知覚したデータトラックから引き出されるクロック信号の形態
の噴射制御信号を生成するように構成されている。
【０３２６】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体の少なくとも１つの物理特性を表しており、モバイ
ル機器は、少なくとも部分的に該物理特性のうちの少なくとも１つに基づいて印刷ヘッド
の動作を制御するように構成されている。
【０３２７】
　モバイル機器は、任意選択で、知覚したデータトラックを使用して印刷ヘッドに対する
印刷媒体の絶対位置を決定し、且つ、その決定を利用して印刷媒体に印刷するように構成
されている。
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【０３２８】
　データトラックは、任意選択で更に第１の情報を符号化し、印刷媒体には、更に、第２
の情報を符号化している第２の符号化データが含まれている。第１の情報は第２の情報を
表している。モバイル機器は、印刷中のデータと第２の符号化データの間に所定のレジス
トレーションが存在するように印刷媒体に印刷するように構成されている。
【０３２９】
　モバイル機器は、任意選択で、所定のレジストレーションを表す情報を遠隔コンピュー
タシステムから送受信機を介して受け取るように構成されている。
【０３３０】
　データトラックは、任意選択で更に第１の情報を符号化し、印刷媒体には、更に、第２
の情報を符号化している第２の符号化データが含まれている。第１の情報は第２の情報を
表している。モバイル機器は、印刷中のデータと第２の符号化データの間のレジストレー
ションを決定するように構成されている。
【０３３１】
　モバイル機器は、任意選択で、決定したレジストレーションを送受信機を介して遠隔コ
ンピュータシステムに送信するように構成されている。
【０３３２】
　第１の態様では、本発明により、モバイル機器に使用するためのインクカートリッジが
提供される。インクカートリッジは、
　インクを保持するための少なくとも１つのインク貯蔵容器と、
　少なくとも１つのインク貯蔵容器を複数のセクションに分割している少なくとも１つの
バッフルであって、個々のインク貯蔵容器内のセクションのそれぞれが開口を介して該イ
ンク貯蔵容器内の他のセクションのそれぞれと流体連絡しているバッフルと、
　少なくとも１つの貯蔵容器のそれぞれの中の少なくとも１つの多孔性インサートであっ
て、実質的にすべての個々のインク貯蔵容器が該少なくとも１つの多孔性インサートで満
たされる多孔性インサートと
を備えている。
【０３３３】
　貯蔵容器のそれぞれは、任意選択で、少なくとも１つの凹状部分を備えた単一の多孔性
インサートを備えている。凹状部分のそれぞれは、貯蔵容器内の複数のバッフルのうちの
１つと係合するように構成されている。
【０３３４】
　凹状部分の周囲の多孔性インサートのそれぞれの表面は、任意選択で、その対応するバ
ッフルの表面と気密係合している。
【０３３５】
　多孔性インサートは、任意選択で、単一構造の多孔性インサートである。
【０３３６】
　多孔性インサートは、任意選択で、連続気泡発泡体から形成されている。
【０３３７】
　インクカートリッジは、任意選択で更に、少なくとも１つの多孔性インサートの縁に沿
って展開しているウィックを備えている。ウィックは、少なくとも１つの多孔性インサー
トから、カートリッジの一部を形成しているページ幅印刷ヘッドにインクを分配するよう
に構成されたインク分配構造へインクを運ぶように構成されている。
【０３３８】
　インク分配構造は、任意選択で複数のインクダクトを備えている。
【０３３９】
　インクカートリッジは、任意選択で、少なくとも１つの貯蔵容器内のインクが周囲の空
気圧に対して負圧で保持されるように構成されている。
【０３４０】
　インクカートリッジは、任意選択で更に、色が相対的に異なるインクを含有した複数の
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インク貯蔵容器を備えている。
【０３４１】
　インクカートリッジは、任意選択で、
　印刷中、印刷媒体を給送方向に印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通路と、
　印刷するために印刷媒体をインクジェット印刷ヘッドの先へ駆動するための駆動機構と
を備えている。
【０３４２】
　駆動機構は、任意選択で、印刷媒体と係合し、印刷媒体をインクジェット印刷ヘッドの
先へ駆動するための媒体ローラを備えた受動機構である。
【０３４３】
　インクカートリッジは、任意選択で更に、カートリッジがモバイル機器に装てんされる
と、モバイル機器内の相補駆動機構によって駆動されるように構成された駆動ローラを備
えている。
【０３４４】
　媒体ローラは、任意選択で駆動ローラと同軸である。
【０３４５】
　媒体ローラは、任意選択で、印刷ヘッドの上流側の印刷媒体通路に配置されている。
【０３４６】
　カートリッジは、任意選択で、使用中、媒体ローラとの係合が解除された後、印刷媒体
の後縁が印刷ヘッドを通過するように媒体ローラが印刷媒体を駆動するように構成されて
いる。
【０３４７】
　駆動ローラは、任意選択ではめ歯である。
【０３４８】
　駆動ローラは、任意選択で弾性周縁を備えている。
【０３４９】
　カートリッジは、任意選択で、非使用時に印刷ヘッドに蓋をするためのキャッピング機
構を備えている。
【０３５０】
　キャッピング機構は、任意選択で、
　印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッドが印刷
媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、非キャップ位
置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えている。キャッパは、印刷媒体が印刷
媒体通路を通って駆動される際に、印刷媒体の縁によってキャップ位置と非キャップ位置
の間を移動する。
【０３５１】
　カートリッジは、任意選択で、印刷中に印刷媒体上の符号化データを知覚するためのセ
ンサを備えている。
【０３５２】
　第１の態様では、本発明により、モバイル機器内の呼出し音を検索し、且つ、モバイル
機器に呼出し音を記憶する方法が提供される。この方法には、モバイル機器内で実行され
る、
　表面に印刷された符号化データを知覚するステップと、
　復号化データを生成するために符号化データを復号するステップと、
　復号化データに基づいて呼出し音を要求するためのリクエストを移動遠隔通信網を介し
て送信するステップと、
　要求された、モバイル機器が呼出し音として使用することができるフォーマットの呼出
し音を、移動遠隔通信網を介して遠隔コンピュータシステムから受け取るステップと、
　モバイル機器に呼出し音を記憶するステップ
が含まれている。



(136) JP 2008-541245 A 2008.11.20

10

20

30

40

50

【０３５３】
　方法には、任意選択で更に、呼出し音をモバイル機器内の少なくとも１つのリング事象
に関連付けるステップが含まれている。
【０３５４】
　呼出し音を少なくとも１つのリング事象に関連付けるステップには、任意選択で、ユー
ザからモバイル機器のユーザインタフェースを介して命令を受け取るステップが含まれて
いる。
【０３５５】
　呼出し音は、任意選択でディジタルサンプルである。
【０３５６】
　リクエストは、任意選択で、呼出し音が適切なフォーマットで受信されるよう、モバイ
ル機器のタイプを表している。
【０３５７】
　モバイル機器のタイプは、任意選択で、移動遠隔通信網に記録され、且つ、送信すべき
呼出し音の適切なフォーマットを決定するためにコンピュータシステムによって決定され
る。
【０３５８】
　モバイル機器内のテーマ又はウォールペーパを検索し、且つ、モバイル機器にテーマ又
はウォールペーパを記憶する方法には、任意選択で、モバイル機器内で実行される、
　表面に印刷された符号化データを知覚するステップと、
　復号化データを生成するために符号化データを復号するステップと、
　復号化データに基づいてテーマ又はウォールペーパを要求するためのリクエストを移動
遠隔通信網を介して送信するステップと、
　要求された、モバイル機器が使用することができるフォーマットのテーマ又はウォール
ペーパを、移動遠隔通信網を介して遠隔コンピュータシステムから受け取るステップと、
　モバイル機器にウォールペーパ又はテーマを記憶するステップ
が含まれている。
【０３５９】
　この方法には、任意選択で、受信すると、ウォールペーパ又はテーマをモバイル機器に
自動的に適用するステップが含まれている。
【０３６０】
　リクエストは、任意選択で、ウォールペーパ又はテーマが適切なフォーマットで受信さ
れるよう、モバイル機器のタイプを表している。
【０３６１】
　モバイル機器のタイプは、任意選択で、移動遠隔通信網に記録され、且つ、送信すべき
ウォールペーパ又はテーマの適切なフォーマットを決定するためにコンピュータシステム
によって決定される。
【０３６２】
　モバイル機器は、任意選択でプリンタを備えている。プリンタは、印刷された媒体に、
リクエストの生成及び送信を開始するべく知覚することができる符号化データが含まれる
よう、印刷媒体に印刷するように構成されている。
【０３６３】
　印刷媒体には、任意選択で予め符号化データが印刷されており、プリンタは、ユーザイ
ンタフェースを印刷媒体に印刷するように構成されている。
【０３６４】
　モバイル機器は、任意選択で、印刷中、印刷媒体上の符号化データの少なくとも一部を
知覚するように構成されたセンサを備えており、モバイル機器は、知覚した符号化データ
を使用して、レジストレーションに従ってユーザインタフェースを印刷媒体に印刷するよ
うに構成されている。
【０３６５】
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　方法には、任意選択で更に、印刷を開始する前に、既知のレジストレーションを受け取
るステップが含まれている。
【０３６６】
　符号化データには、任意選択で線形符号化データトラックが含まれており、上記方法に
は、このデータトラックからクロックを引き出し、且つ、印刷媒体へのユーザインタフェ
ースの印刷を同期化させるためにクロックを使用するステップが含まれている。
【０３６７】
　第１の態様では、本発明により、モバイル機器のための印刷カートリッジが提供される
。印刷カートリッジは、
　媒体基板を給送通路に沿って給送するための媒体係合表面を備えた駆動軸と、
　駆動軸に隣接する、媒体基板を媒体係合表面に対してバイアスさせるための媒体ガイド
と
を備えている。
【０３６８】
　印刷ヘッド及び媒体給送アセンブリを組み込んだモバイル機器は、その総合サイズがそ
れほど大きくならないことが重要である。単一の駆動軸及び媒体ガイドを使用することに
より、相対する媒体駆動ローラ対を使用する場合より著しくコンパクトにすることができ
る。
【０３６９】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、少なくとも１つのインク貯蔵容器と、インクジ
ェット印刷ヘッドと、非使用時に印刷ヘッドに蓋をするためのキャッパとを備えている。
【０３７０】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、インク貯蔵容器、印刷ヘッド及びキャッパを密
閉するための剛直な外部ケーシングを備えている。外部ケーシングは、媒体入口スロット
及び媒体出口スロットを画定している。
【０３７１】
　媒体ガイドは、任意選択で、媒体入口スロットの一方の側から駆動軸の媒体係合表面に
向かって展開している一連のばね上フィンガである。
【０３７２】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、駆動軸に取り付けられた駆動ローラを備えてい
る。駆動ローラは、モバイル機器内の駆動システムに接触させるためのエラストマーリム
を有している。
【０３７３】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、電力及び印刷データのための複数の電気コンタ
クトを外部ケーシングの上に備えている。これらの電気コンタクト及び駆動ローラは、モ
バイル機器の中に挿入されると、対応するコンタクト及び駆動システムがそれぞれ同時に
係合するように配置されている。
【０３７４】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、複数のインク噴射ノズルのアレイを有する印刷
ヘッドと、ノズルによって噴射されるインクを印刷ヘッドに供給するための少なくとも１
つのインク貯蔵容器であって、それぞれ負の静水圧のインクをノズルに誘導するための少
なくとも１つの吸取り構造を個々に備えたインク貯蔵容器と、非使用時に前記印刷ヘッド
に蓋をするためのキャッピング機構を備えている。
【０３７５】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、
　（ａ）給送通路に隣接する印刷ヘッドと、
　（ｂ）印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッド
が印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、非キャ
ップ位置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング機構と、
　（ｃ）キャッパに接続された力伝達機構であって、媒体が給送通路に対して移動する際
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に媒体の縁によって加えられる力が該力伝達機構によってキャッパに伝達され、それによ
り、媒体がキャッパに到達する前に、キャッパがキャップ位置から非キャップ位置への移
動を少なくとも開始するように構成された力伝達機構と
を備えている。
【０３７６】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、
　（ａ）給送通路に隣接する印刷ヘッドと、
　（ｂ）印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッド
が印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、非キャ
ップ位置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング機構と、
　（ｃ）媒体の後縁が印刷ヘッドを通過するまでキャッパを非キャップ位置に保持するよ
うに構成されたロック機構と
を備えている。
【０３７７】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、
　（ａ）給送通路に隣接する印刷ヘッドと、
　（ｂ）印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッド
が印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができるキャッ
パを備えたキャッピング機構と
を備えており、
　（ｃ）キャッパアセンブリは、媒体によって、媒体との係合が解除されるとキャップ位
置へ移動するように非キャップ位置に保持されている。
【０３７８】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、
　媒体基板に印刷するための印刷ヘッド
を備えており、
　媒体基板がシートであり、使用中、
　運動量によってシートの後縁が印刷ヘッドの先へ突出して印刷が完了するよう、印刷が
完了する前にシートと駆動軸の係合が解除される。
【０３７９】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に印刷ヘッドを備えており、印刷ヘッドは、
　インクを噴射するための複数のノズルのアレイと、
　ノズルに印刷データを提供するための印刷データ回路と、
　モバイル機器内の印刷エンジン制御装置によって動作するビーコンから印刷データを光
学的に受け取るための光センサと
を備えている。
【０３８０】
　モバイル機器は、任意選択で、駆動軸を摩擦によって回転させるための駆動システムを
有している。
【０３８１】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、
　媒体基板に印刷するためのインクジェット印刷ヘッドを備えており、
　モバイル機器は、
　印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　印刷ヘッドに対する媒体基板の位置を示す信号を印刷エンジン制御装置に提供するため
の位置センサと
を備えており、
　印刷エンジン制御装置は、上記信号を弁別して印刷ヘッドに対する媒体基板の速度を引
き出し、速度の変化に応答して印刷ヘッドの動作を調整している。
【０３８２】
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　印刷カートリッジは、任意選択で更に、媒体基板に印刷するためのインクジェット印刷
ヘッドを備えており、
　モバイル機器は、
　印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置を備えており、使用中、
　印刷エンジン制御装置は、駆動軸が完全に回転した数及び部分的に回転した数を知覚し
、駆動軸の角速度の変化に応答して印刷ヘッドの動作を調整している。
【０３８３】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、印刷ヘッドにインクを供給するための少なくと
も１つのインク貯蔵容器を備えている。少なくとも１つのインク貯蔵容器は、
　インクの貯蔵容積を画定しているハウジングと、
　インクの貯蔵容積を、印刷ヘッドに気密接続するための少なくとも１つのインク出口を
個々に有する複数のセクションに分割している１つ又は複数のバッフルと、
　隣接するセクションのインク出口とインク出口の間の流体連絡を確立している少なくと
も１つのコンジットと
を備えている。
【０３８４】
　媒体基板は、任意選択で、その表面の少なくとも一部に符号化データを備えたシートで
あり、モバイル機器は、更に、印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置
と、
　符号化データを読み取り、シートの少なくとも１つの寸法を示す信号を生成し、且つ、
生成した信号を印刷エンジン制御装置に送信するためのセンサと
を備えており、
　印刷エンジン制御装置は、シートが印刷ヘッドに対して所定の位置に位置している場合
、上記信号を使用して印刷を開始する。
【０３８５】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、媒体基板を印刷するための印刷ヘッドを備えて
おり、媒体基板は、その表面の少なくとも一部に符号化データを有している。
【０３８６】
　モバイル機器は、更に、印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　印刷ヘッドを通過する前及び通過した後に符号化データを読み取るための二重知覚設備
と
を備えている。
【０３８７】
　第１の態様では、本発明により、
　媒体基板を印刷するための複数のノズルのアレイを備えた印刷ヘッドと、
　ノズルを覆うキャップ位置とノズルから間隔を隔てた非キャップ位置との間を移動する
ことができるキャッパアセンブリと
を備えたモバイル機器が提供される。キャッパアセンブリは、媒体によって、媒体との係
合が解除されるとキャップ位置へ移動するように非キャップ位置に保持されている。
【０３８８】
　印刷ヘッド及び媒体給送アセンブリを組み込んだモバイル機器は、その総合サイズがそ
れほど大きくならないことが重要である。媒体基板を使用して、印刷に先立ってキャッパ
をキャップ位置から移動させることにより、個別のキャッピング解除機構の必要性が回避
される。
【０３８９】
　媒体基板のシートは、任意選択で符号化されており、印刷エンジン制御装置には、印刷
ヘッドに対するシートの位置を決定するための光センサが使用されている。
【０３９０】
　モバイル機器は、任意選択で更に、媒体を印刷ヘッドの先へ給送するための駆動軸を備
えている。
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【０３９１】
　媒体基板は、任意選択でシートであり、印刷に先立ってシートの後縁と駆動軸の係合が
解除され、シートの運動量によってその後縁が印刷ヘッドの先へ突出する。
【０３９２】
　キャッパアセンブリは、任意選択で、シートの印刷が完了した後、シートの一部がモバ
イル機器の外に出て手で容易に収集することができるよう、シートを軽く把握している。
【０３９３】
　キャッパアセンブリは、任意選択で、シートの前縁と係合すると、キャップ位置から非
キャップ位置に向かって移動する。
【０３９４】
　印刷ヘッドは、任意選択で、印刷中、印刷媒体を給送方向に印刷ヘッドの先へ導くため
の印刷媒体給送通路、及び印刷するために印刷媒体を印刷ヘッドの先へ駆動するための駆
動機構を更に備えたカートリッジに組み込まれている。
【０３９５】
　印刷ヘッドは、任意選択で、複数のインク噴射ノズルのアレイを有しており、また、ノ
ズルによって噴射されるインクを印刷ヘッドに供給するための少なくとも１つのインク貯
蔵容器であって、それぞれ負の静水圧のインクをノズルに誘導するための少なくとも１つ
の吸取り構造を個々に備えたインク貯蔵容器と、非使用時に印刷ヘッドに蓋をするための
キャッピング機構を備えてたカートリッジに組み込まれている。
【０３９６】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　（ａ）印刷中、印刷媒体を給送方向に印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通路と
、
　（ｂ）印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッド
が印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、非キャ
ップ位置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング機構と、
　（ｃ）キャッパに接続された力伝達機構であって、媒体が給送通路に対して移動する際
に媒体の縁によって加えられる力が該力伝達機構によってキャッパに伝達され、それによ
り、媒体がキャッパに到達する前に、キャッパがキャップ位置から非キャップ位置への移
動を少なくとも開始するように構成された力伝達機構と
を備えている。
【０３９７】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　（ａ）印刷中、印刷媒体を給送方向に印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通路と
、
　（ｂ）印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッド
が印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、非キャ
ップ位置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング機構と、
　（ｃ）媒体の後縁が印刷ヘッドを通過するまでキャッパを非キャップ位置に保持するよ
うに構成されたロック機構と
を備えている。
【０３９８】
　駆動アセンブリは、任意選択で、媒体基板を給送通路に沿って給送するための媒体係合
表面を備えた駆動軸と、
　駆動軸に隣接する、媒体基板を媒体係合表面に対してバイアスさせるための媒体ガイド
と
を有している。
【０３９９】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　媒体基板のシートを印刷ヘッドの先へ給送するための駆動軸を備えており、使用中、
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　運動量によってシートの後縁が印刷ヘッドの先へ突出して印刷が完了するよう、印刷が
完了する前にシートと駆動軸の係合が解除される。
【０４００】
　印刷ヘッドは、任意選択で、
　インクを噴射するための複数のノズルのアレイと、
　ノズルに印刷データを提供するための印刷データ回路と、
　印刷エンジン制御装置によって動作するビーコンから印刷データを光学的に受け取るた
めの光センサと
を備えている。
【０４０１】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　媒体基板のシートを印刷ヘッドの先へ給送するための駆動軸と、駆動軸を回転させるた
めの駆動システムとを備えており、
　駆動システムは、摩擦によって駆動ローラを回転させている。
【０４０２】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　媒体を印刷ヘッドの先へ給送するための媒体給送アセンブリと、
　印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　印刷ヘッドに対する媒体基板の位置を示す信号を印刷エンジン制御装置に提供するため
の位置センサと
を備えており、
　印刷エンジン制御装置は、上記信号を弁別して印刷ヘッドに対する媒体基板の速度を引
き出し、速度の変化に応答して印刷ヘッドの動作を調整している。
【０４０３】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　媒体を印刷ヘッドの先へ給送するための駆動軸と、
　印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と
を備えており、使用中、
　印刷エンジン制御装置は、駆動軸が完全に回転した数及び部分的に回転した数を知覚し
、駆動軸の角速度の変化に応答して印刷ヘッドの動作を調整している。
【０４０４】
　モバイル機器は、任意選択で更に、少なくとも１つのインク貯蔵容器を備えている。少
なくとも１つの貯蔵容器は、
　インクの貯蔵容積を画定しているハウジングと、
　インクの貯蔵容積を、印刷ヘッドに気密接続するための少なくとも１つのインク出口を
個々に有する複数のセクションに分割している１つ又は複数のバッフルと、
　隣接するセクションのインク出口とインク出口の間の流体連絡を確立している少なくと
も１つのコンジットと
を備えている。
【０４０５】
　媒体基板は、任意選択で、その表面の少なくとも一部に符号化データが配置されたシー
トであり、モバイル機器は、更に、
　媒体基板のシートを給送通路に沿って印刷ヘッドの先へ給送するための媒体給送アセン
ブリと、
　印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　符号化データを読み取り、シートの少なくとも１つの寸法を示す信号を生成し、且つ、
生成した信号を印刷エンジン制御装置に送信するためのセンサと
を備えており、
　印刷エンジン制御装置は、シートが印刷ヘッドに対して所定の位置に位置している場合
、上記信号を使用して印刷を開始する。
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【０４０６】
　媒体基板は、任意選択で、その表面の少なくとも一部に符号化データが配置されたシー
トであり、モバイル機器は、更に、
　媒体基板のシートを給送通路に沿って印刷ヘッドの先へ給送するための媒体給送アセン
ブリと、
　印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　印刷ヘッドを通過する前及び通過した後に符号化データを読み取るための二重知覚設備
と
を備えている。
【０４０７】
　第１の態様では、本発明により、
　媒体基板のシートを印刷するための印刷ヘッドと、
　媒体基板のシートを印刷ヘッドの先へ給送するための駆動軸とを備え、使用中、
　運動量によってシートの後縁が印刷ヘッドの先へ突出して印刷が完了するよう、印刷が
完了する前にシートと駆動軸の係合が解除されるモバイル機器が提供される。
【０４０８】
　印刷ヘッド及び媒体給送アセンブリを組み込んだモバイル機器は、その総合サイズ及び
コンパクト形状係数がそれほど大きくならないことが重要である。印刷ヘッドを備えたモ
バイル機器に単一の駆動軸を使用することにより、コンパクト設計が可能になる。しかし
ながら、これは、フルブリード印刷（媒体シートの縁への印刷）を困難にしている。単一
軸が印刷ヘッドの後段に位置している場合、シートを手動で印刷ヘッドの先へ給送する際
に、シートの前縁部分を正確に印刷することは困難である。また、ローラと新たに印刷さ
れた媒体との間の接触により、印刷品質が低下する可能性がある。同様に、給送ローラが
印刷ヘッドの前段に位置し、且つ、印刷を完了するために後縁部分が手動で印刷ヘッドの
先へ引き込まれる場合、シートの後縁部分の印刷にアーチファクトが生じる可能性がある
。媒体の後縁を運動量によって印刷ヘッドの先で支えるように駆動軸を構成することによ
り、コンパクト設計のための単一の給送ローラを使用してフルブリード印刷することがで
きる。
【０４０９】
　モバイル機器は、任意選択で更に、駆動軸に隣接する、媒体基板を駆動軸に対してバイ
アスさせるための媒体ガイドを備えている。
【０４１０】
　モバイル機器は、任意選択で更に、駆動車輪を有する、駆動軸にトルクを伝達するため
の駆動システムを備えており、駆動軸を移動して駆動車輪のリムに接触させることによっ
てトルクを伝達することができる。
【０４１１】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　印刷エンジン制御装置が印刷ヘッドに対する媒体基板の位置を決定することができるよ
う、印刷エンジン制御装置に接続された位置センサと
を備えている。
【０４１２】
　位置センサは、任意選択で、媒体基板上の符号化データを読み取っている。
【０４１３】
　位置センサは、任意選択で、駆動軸が回転した数を知覚している。
【０４１４】
　印刷ヘッド及び駆動軸は、任意選択で、モバイル機器内の印刷媒体給送通路に挿入する
ための交換可能カートリッジに組み込まれている。
【０４１５】
　印刷ヘッドは、任意選択で、複数のインク噴射ノズルのアレイを有しており、また、ノ
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ズルによって噴射されるインクを印刷ヘッドに供給するための少なくとも１つのインク貯
蔵容器であって、それぞれ負の静水圧のインクをノズルに誘導するための少なくとも１つ
の吸取り構造を個々に備えたインク貯蔵容器と、非使用時に印刷ヘッドに蓋をするための
キャッピング機構とを更に備えたカートリッジに組み込まれている。
【０４１６】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　（ａ）印刷中、印刷媒体を給送方向に印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通路と
、
　（ｂ）印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッド
が媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、非キャ
ップ位置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング機構と、
　（ｃ）キャッパに接続された力伝達機構であって、媒体基板が給送通路に対して移動す
る際に媒体基板の縁によって加えられる力が該力伝達機構によってキャッパに伝達され、
それにより、媒体基板がキャッパに到達する前に、キャッパがキャップ位置から非キャッ
プ位置への移動を少なくとも開始するように構成された力伝達機構と
を備えている。
【０４１７】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　（ａ）印刷中、媒体基板を給送方向に印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通路と
、
　（ｂ）印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッド
が媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、非キャ
ップ位置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング機構と、
　（ｃ）媒体基板の後縁が印刷ヘッドを通過するまでキャッパを非キャップ位置に保持す
るように構成されたロック機構と
を備えている。
【０４１８】
　駆動軸は、任意選択で、媒体基板との接触摩擦を大きくするための媒体係合表面を有し
ている。
【０４１９】
　モバイル機器は、任意選択で更に、印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャ
ッピング位置と、印刷ヘッドが媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を
移動することができるキャッパを備えたキャッピング機構を備えている。キャッパアセン
ブリは、媒体基板によって、媒体との係合が解除されるとキャップ位置へ移動するように
非キャップ位置に保持されている。
【０４２０】
　モバイル機器は、任意選択で更に、発光ビーコンを備えた印刷エンジン制御装置を備え
ており、印刷ヘッドは、
　インクを噴射するための複数のノズルのアレイと、
　ノズルに印刷データを提供するための印刷データ回路と、
　ビーコンから印刷データを光学的に受け取るための光センサと
を備えている。
【０４２１】
　駆動軸は、任意選択で圧電共振線形駆動システムによって駆動されている。
【０４２２】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　印刷ヘッドに対する媒体基板の位置を示す信号を印刷エンジン制御装置に提供するため
の位置センサと
を備えており、
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　印刷エンジン制御装置は、上記信号を弁別して印刷ヘッドに対する媒体基板の速度を引
き出し、速度の変化に応答して印刷ヘッドの動作を調整している。
【０４２３】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置を備えており、使用中、
　印刷エンジン制御装置は、駆動軸が完全に回転した数及び部分的に回転した数を知覚し
、駆動軸の角速度の変化に応答して印刷ヘッドの動作を調整している。
【０４２４】
　モバイル機器は、任意選択で更に、少なくとも１つのインク貯蔵容器を備えている。少
なくとも１つの貯蔵容器は、
　インクの貯蔵容積を画定しているハウジングと、
　インクの貯蔵容積を、印刷ヘッドに気密接続するための少なくとも１つのインク出口を
個々に有する複数のセクションに分割している１つ又は複数のバッフルと、
　隣接するセクションのインク出口とインク出口の間の流体連絡を確立している少なくと
も１つのコンジットと
を備えている。
【０４２５】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　媒体基板のシートを給送通路に沿って印刷ヘッドの先へ給送するための媒体給送アセン
ブリと、
　印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　媒体基板の少なくとも一部に符号化されているデータを読み取り、シートの少なくとも
１つの寸法を示す信号を生成し、且つ、生成した信号を印刷エンジン制御装置に送信する
ためのセンサと
を備えており、
　印刷エンジン制御装置は、シートが印刷ヘッドに対して所定の位置に位置している場合
、上記信号を使用して印刷を開始する。
【０４２６】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　媒体基板が印刷ヘッドを通過する前及び通過した後に、媒体基板の少なくとも一部に符
号化されているデータを読み取るための二重知覚設備と
を備えている。
【０４２７】
　第１の態様では、本発明により、
　印刷データを出力するためのプロセッサと、
　光センサ及び印刷媒体に印刷するための印刷ヘッドを備えた交換可能印刷ヘッドカート
リッジと、
　印刷データを受け取り、且つ、受け取った印刷データを変調光信号に変換するための発
光デバイスと
を備えたモバイル機器が提供される。光センサ及び発光デバイスは、使用中、光センサが
変調光信号を受け取るように配置され、且つ、配向されている。印刷ヘッドは、変調光信
号の中に符号化された印刷データに基づいて印刷するように構成されている。
【０４２８】
　発光デバイスは、任意選択で発光ダイオードである。
【０４２９】
　発光デバイスは、任意選択で有機発光ダイオードである。
【０４３０】
　光センサは、任意選択で、印刷カートリッジ内の印刷ヘッドに直接取り付けられている
。
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【０４３１】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　カートリッジを保持するためのレセプタクルと、
　エネルギー蓄積デバイスと、
　エネルギー蓄積デバイスから電力を受け取るために接続された第１の電気コンタクトと
、
　印刷ヘッドカートリッジの上又は中に配置された第２の電気コンタクトと
を備えており、第１及び第２のコンタクトは、カートリッジがレセプタクルに装てんされ
ると、互いに電気的に係合するように構成され、且つ、配置されている。
【０４３２】
　エネルギー蓄積デバイスは、任意選択で電池である。
【０４３３】
　カートリッジが第１及び第２の電気コンタクトを介して受け取る電力は、任意選択で、
印刷ヘッド内のインク噴射機構に電力を供給するために使用されている。
【０４３４】
　インク噴射機構は、任意選択で超微小電気機械システムである。
【０４３５】
　インク噴射機構のそれぞれは、任意選択で熱湾曲アクチュエータを備えている。
【０４３６】
　インク噴射機構のそれぞれは、任意選択で、蒸発によるインク噴射のための加熱器を備
えている。
【０４３７】
　第１の態様では、本発明により、印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御
装置を備えたインクジェットプリンタのための印刷ヘッドが提供される。印刷ヘッドは、
　インクを噴射するための複数のノズルのアレイと、
　ノズルに印刷データを提供するための印刷データ回路と、
　印刷エンジン制御装置によって動作するビーコンから印刷データを光学的に受け取るた
めの光センサと
を備えている。
【０４３８】
　インクジェット印刷ヘッドＩＣは、通常、ＴＡＢフィルムから印刷データならびにノズ
ル駆動電力を受け取ることができる。しかしながら、ノズルの数が極めて多く、また、ノ
ズル噴射速度が速いため、ノズル駆動信号によって、場合によっては印刷データ信号を妨
害することになる極めて大量の雑音が生成される可能性がある。印刷ヘッドに「よりクリ
ーン」な印刷データ信号を提供するために、印刷ヘッドＩＣ上のセンサに光リンクを介し
て直接印刷データ信号を送信することができる。ビーコンを適切なスペクトル内でパルス
化することにより、光センサは、噴射パルスによって生じる電気雑音が全くない信号を受
け取ることができる。
【０４３９】
　光センサは、任意選択でＩＲセンサであり、ビーコンはＩＲ　ＬＥＤである。
【０４４０】
　印刷ヘッドは、任意選択で、プリンタに挿入することができるカートリッジの一部であ
る。
【０４４１】
　インクジェットプリンタは、任意選択でモバイル機器の一部である。
【０４４２】
　モバイル機器は、任意選択で、
　発光ビーコンを備えた印刷エンジン制御装置と、
　インクを噴射するための複数のノズルのアレイを備えた印刷ヘッドと、ノズルに印刷デ
ータを提供するための印刷データ回路と、



(146) JP 2008-541245 A 2008.11.20

10

20

30

40

50

　ビーコンから印刷データを受け取るためのセンサと
を備えている。
【０４４３】
　モバイル機器は、任意選択で更に駆動軸を備えており、印刷ヘッド及び駆動軸は、モバ
イル機器内の媒体給送通路に挿入するための交換可能カートリッジに組み込まれている。
【０４４４】
　印刷ヘッドは、任意選択で、ノズルによって噴射されるインクを印刷ヘッドに供給する
ための少なくとも１つのインク貯蔵容器を更に備えたカートリッジに組み込まれている。
少なくとも１つのインク貯蔵容器のそれぞれは、負の静水圧のインクをノズルに誘導する
ための少なくとも１つの吸取り構造、及び非使用時に印刷ヘッドに蓋をするためのキャッ
ピング機構を備えている。
【０４４５】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　（ａ）印刷中、印刷媒体を給送方向に印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通路と
、
　（ｂ）印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッド
が媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、非キャ
ップ位置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング機構と、
　（ｃ）キャッパに接続された力伝達機構であって、媒体基板が給送通路に対して移動す
る際に媒体基板の縁によって加えられる力が該力伝達機構によってキャッパに伝達され、
それにより、媒体基板がキャッパに到達する前に、キャッパがキャップ位置から非キャッ
プ位置への移動を少なくとも開始するように構成された力伝達機構と
を備えている。
【０４４６】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　（ａ）印刷中、媒体基板を給送方向に印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通路と
、
　（ｂ）印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッド
が媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、非キャ
ップ位置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング機構と、
　（ｃ）媒体基板の後縁が印刷ヘッドを通過するまでキャッパを非キャップ位置に保持す
るように構成されたロック機構と
を備えている。
【０４４７】
　モバイル機器は、任意選択で更に、媒体基板との接触摩擦を大きくするための媒体係合
表面を備えた駆動軸を有している。
【０４４８】
　モバイル機器は、任意選択で更に、印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャ
ッピング位置と、印刷ヘッドが媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を
移動することができるキャッパを備えたキャッピング機構を備えている。キャッパアセン
ブリは、媒体基板によって、媒体との係合が解除されるとキャップ位置へ移動するように
非キャップ位置に保持されている。
【０４４９】
　センサは、任意選択で、ビーコンから印刷データを光学的に受け取るための光センサで
ある。
【０４５０】
　モバイル機器は、任意選択で更に、圧電共振線形駆動システムによって駆動される駆動
軸を備えている。
【０４５１】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
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　印刷ヘッドに対する媒体基板の位置を示す信号を印刷エンジン制御装置に提供するため
の位置センサを備えており、
　印刷エンジン制御装置は、その信号を弁別して印刷ヘッドに対する媒体基板の速度を引
き出し、速度の変化に応答して印刷ヘッドの動作を調整している。
【０４５２】
　使用中、印刷エンジン制御装置は、任意選択で、駆動軸が完全に回転した数及び部分的
に回転した数を知覚し、駆動軸の角速度の変化に応答して印刷ヘッドの動作を調整してい
る。
【０４５３】
　モバイル機器は、任意選択で更に、少なくとも１つのインク貯蔵容器を備えている。少
なくとも１つの貯蔵容器は、
　インクの貯蔵容積を画定しているハウジングと、
　インクの貯蔵容積を、印刷ヘッドに気密接続するための少なくとも１つのインク出口を
個々に有する複数のセクションに分割している１つ又は複数のバッフルと、
　隣接するセクションのインク出口とインク出口の間の流体連絡を確立している少なくと
も１つのコンジットと
を備えている。
【０４５４】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　媒体基板のシートを給送通路に沿って印刷ヘッドの先へ給送するための媒体給送アセン
ブリと、
　媒体基板の少なくとも一部に符号化されているデータを読み取り、シートの少なくとも
１つの寸法を示す信号を生成し、且つ、生成した信号を印刷エンジン制御装置に送信する
ためのセンサと
を備えており、
　印刷エンジン制御装置は、シートが印刷ヘッドに対して所定の位置に位置している場合
、上記信号を使用して印刷を開始する。
【０４５５】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　媒体基板が印刷ヘッドを通過する前及び通過した後に、媒体基板の少なくとも一部に符
号化されているデータを読み取るための二重センサ設備と
を備えている。
【０４５６】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　媒体基板のシートを給送通路に沿って印刷ヘッドの先へ給送するための駆動軸を備えて
おり、運動量によってシートの後縁が印刷ヘッドの先へ突出して印刷が完了するよう、印
刷が完了する前にシートと駆動軸の係合が解除される。
【０４５７】
　第１の態様では、本発明により、媒体駆動アセンブリを備えたインクジェットプリンタ
のための印刷カートリッジが提供される。印刷カートリッジは、
　カートリッジが装てんされると媒体駆動アセンブリと係合するように配置された、媒体
基板を印刷ヘッドの先へ給送するための駆動軸を備えており、使用中、
　駆動アセンブリは、接触摩擦によって駆動軸にトルクを伝達する。
【０４５８】
　摩擦接触によって駆動アセンブリから駆動車輪へ動力を伝達することにより、カートリ
ッジをより容易に装てんすることができる。駆動車輪を単純にスライドさせて駆動アセン
ブリに接触させるだけであるため、メッシュ歯車又はベルトドライブなどのより複雑なカ
ップリングの必要性が除去される。
【０４５９】
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　駆動軸は、任意選択で、該駆動軸に取り付けられた、駆動アセンブリと摩擦係合する駆
動車輪を有している。
【０４６０】
　駆動車輪のリムは、任意選択でエラストマー材料から形成されている。
【０４６１】
　駆動アセンブリは、任意選択で、駆動車輪に摩擦接触を提供するためのアイドラーロー
ラを有している。
【０４６２】
　駆動アセンブリは、任意選択で、アイドラーローラを駆動するための電動機を有してい
る。
【０４６３】
　駆動アセンブリは、任意選択で、アイドラーローラを駆動するための圧電共振線形駆動
装置を有している。
【０４６４】
　印刷ヘッドは、任意選択で、複数のインク噴射ノズルのアレイと、ノズルによって噴射
されるインクを印刷ヘッドに供給するための少なくとも１つのインク貯蔵容器であって、
それぞれ負の静水圧のインクをノズルに誘導するための少なくとも１つの吸取り構造を個
々に備えたインク貯蔵容器と、非使用時に印刷ヘッドに蓋をするためのキャッピング機構
とを有している。
【０４６５】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、
　（ａ）印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッド
が印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、非キャ
ップ位置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング機構と、
　（ｂ）キャッパに接続された力伝達機構であって、媒体が給送通路に対して移動する際
に媒体の縁によって加えられる力が該力伝達機構によってキャッパに伝達され、それによ
り、媒体がキャッパに到達する前に、キャッパがキャップ位置から非キャップ位置への移
動を少なくとも開始するように構成された力伝達機構と
を備えている。
【０４６６】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、
　（ａ）印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッド
が印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、非キャ
ップ位置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング機構と、
　（ｂ）媒体の後縁が印刷ヘッドを通過するまでキャッパを非キャップ位置に保持するよ
うに構成されたロック機構と
を備えている。
【０４６７】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、
　（ａ）印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッド
が印刷媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができるキャッ
パを備えたキャッピング機構を備えており、
　（ｂ）キャッパアセンブリは、媒体によって、媒体との係合が解除されるとキャップ位
置へ移動するように非キャップ位置に保持されている。
【０４６８】
　媒体基板は、任意選択で、使用中、運動量によってシートの後縁が印刷ヘッドの先へ突
出して印刷が完了するよう、印刷が完了する前に駆動軸との係合が解除されるシートであ
る。
【０４６９】
　プリンタは、任意選択で、発光ビーコンを備えた印刷エンジン制御装置を有しており、
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印刷ヘッドは、
　インクを噴射するための複数のノズルのアレイと、
　ノズルに印刷データを提供するための印刷データ回路と、
　ビーコンから印刷データを光学的に受け取るための光センサと
を備えている。
【０４７０】
　プリンタは、任意選択でモバイル機器に組み込まれている。
【０４７１】
　カートリッジには、任意選択で印刷ヘッドが組み込まれており、プリンタは、
　印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　印刷ヘッドに対する媒体基板の位置を示す信号を印刷エンジン制御装置に提供するため
の位置センサと
を備えており、
　印刷エンジン制御装置は、上記信号を弁別して、印刷ヘッドに対する媒体基板の速度を
引き出し、速度の変化に応答して印刷ヘッドの動作を調整している。
【０４７２】
　カートリッジには、任意選択で印刷ヘッドが組み込まれており、プリンタは、
　印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置を備えており、使用中、
　印刷エンジン制御装置は、駆動軸が完全に回転した数及び部分的に回転した数を知覚し
、駆動軸の角速度の変化に応答して印刷ヘッドの動作を調整している。
【０４７３】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、印刷ヘッドにインクを供給するための少なくと
も１つのインク貯蔵容器を備えている。少なくとも１つのインク貯蔵容器は、
　インクの貯蔵容積を画定しているハウジングと、
　インクの貯蔵容積を、印刷ヘッドに気密接続するための少なくとも１つのインク出口を
個々に有する複数のセクションに分割している１つ又は複数のバッフルと、
　隣接するセクションのインク出口とインク出口の間の流体連絡を確立している少なくと
も１つのコンジットと
を備えている。
【０４７４】
　媒体基板は、任意選択で、その表面の少なくとも一部に符号化データを備えたシートで
あり、プリンタは、更に、印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　符号化データを読み取り、シートの少なくとも１つの寸法を示す信号を生成し、且つ、
生成した信号を印刷エンジン制御装置に送信するためのセンサと
を備えており、
　印刷エンジン制御装置は、シートが印刷ヘッドに対して所定の位置に位置している場合
、上記信号を使用して印刷を開始する。
【０４７５】
　媒体基板は、任意選択でその表面の少なくとも一部に符号化データを有しており、プリ
ンタは、更に、印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　印刷ヘッドを通過する前及び通過した後に符号化データを読み取るための二重知覚設備
と
を備えている。
【０４７６】
　駆動軸は、任意選択で、媒体基板を給送通路に沿って給送するための媒体係合表面を有
しており、カートリッジは、更に、駆動軸に隣接する、媒体基板を媒体係合表面に対して
バイアスさせるための媒体ガイドを備えている。
【０４７７】
　第１の態様では、本発明により、
　媒体基板に印刷するためのインクジェット印刷ヘッドと、
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　媒体を印刷ヘッドの先へ給送するための媒体給送アセンブリと、
　印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　印刷ヘッドに対する媒体基板の位置を示す信号を印刷エンジン制御装置に提供するため
の位置センサと
を備え、印刷エンジン制御装置が上記信号を弁別して、印刷ヘッドに対する媒体基板の速
度を引き出し、速度の変化に応答して印刷ヘッドの動作を調整するモバイル機器が提供さ
れる。
【０４７８】
　印刷ヘッド及び媒体給送アセンブリを組み込んだモバイル機器は、現在利用可能なモバ
イル機器の総合サイズ及びコンパクト形状係数がそれほど大きくならないことが重要であ
る。印刷ヘッドを備えたモバイル機器に単一の媒体給送ローラを使用することにより、コ
ンパクト設計が可能になる。しかしながら、媒体の後縁を運動量によって印刷ヘッドの先
で支えるためには、印刷ヘッドの直前（媒体給送方向に対して）に給送ローラを配置しな
ければならない。そのため、媒体シートを印刷している間、給送ローラの速度が変化する
。第１に、媒体シートの前縁が最初に給送ローラと係合すると、負荷が追加されるため、
角速度が遅くなる。ローラと媒体の間の摩擦係合が確立されると、再び角速度が速くなる
。印刷ヘッドと給送ローラは極めて接近しているため、前縁が印刷されている間、ローラ
は、ますますその速度が速くなる。印刷エンジン制御装置（ＰＥＣ）がローラの速度を一
定にすると仮定すると、媒体シートの前縁部分の印刷に目に見えるアーチファクトが出現
する。印刷ヘッドに対する媒体の縦方向の位置をＰＥＣに知覚させることにより、ＰＥＣ
は、印刷からアーチファクトを除去するべく、媒体の速度を引き出し、あらゆる変化に応
答してノズルの動作を調整することができる。
【０４７９】
　媒体基板には、任意選択で符号化データが印刷されており、位置センサは、この符号化
データを光学的に読み取り、印刷ヘッドに対する媒体基板の位置を示す信号を生成する。
【０４８０】
　媒体給送アセンブリは、任意選択で、エンコーディングを備えた媒体給送ローラを有し
ており、位置センサはそのエンコーディングを光学的に読み取り、媒体給送ローラが完全
に回転した数及び部分的に回転した数を知覚して、印刷ヘッドに対する媒体基板の位置を
示す信号を生成する。
【０４８１】
　印刷ヘッドは、任意選択で、複数のノズルのアレイと、印刷ヘッドノズルを覆うキャッ
プ位置と印刷ヘッドノズルから間隔を隔てた非キャップ位置との間を移動することができ
るキャッパアセンブリとを備えている。キャッパアセンブリは、媒体基板と係合してキャ
ップ位置から非キャップ位置へ向かって移動するように適合されている。
【０４８２】
　媒体基板は、任意選択で、負荷の減少によって媒体給送ローラが加速し、且つ、摩擦に
よってシートが減速するよう、キャッパアセンブリと係合する前縁と、印刷される前に媒
体給送ローラとの係合が解除され、その運動量によって印刷ヘッドの先へ突出する後縁と
を備えたシートである。
【０４８３】
　キャッパアセンブリは、任意選択で、シートの印刷が完了した後、シートの一部がモバ
イル機器の外に出て手で容易に収集することができるよう、シートを軽く把握している。
【０４８４】
　媒体給送アセンブリは、任意選択で駆動軸を有しており、駆動軸及び印刷ヘッドは、モ
バイル機器内の印刷媒体給送通路に挿入するための交換可能カートリッジに組み込まれて
いる。
【０４８５】
　印刷ヘッドは、任意選択で、複数のインク噴射ノズルのアレイを有しており、また、ノ
ズルによって噴射されるインクを印刷ヘッドに供給するための少なくとも１つのインク貯
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蔵容器であって、それぞれ負の静水圧のインクをノズルに誘導するための少なくとも１つ
の吸取り構造を個々に備えたインク貯蔵容器と、非使用時に印刷ヘッドに蓋をするための
キャッピング機構とを更に備えてたカートリッジに組み込まれている。
【０４８６】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　（ａ）印刷中、印刷媒体を給送方向に印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通路と
、
　（ｂ）印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッド
が媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、非キャ
ップ位置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング機構と、
　（ｃ）キャッパに接続された力伝達機構であって、媒体基板が給送通路に対して移動す
る際に媒体基板の縁によって加えられる力が該力伝達機構によってキャッパに伝達され、
それにより、媒体基板がキャッパに到達する前に、キャッパがキャップ位置から非キャッ
プ位置への移動を少なくとも開始するように構成された力伝達機構と
を備えている。
【０４８７】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　（ａ）印刷中、媒体基板を給送方向に印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通路と
、
　（ｂ）印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッド
が媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、非キャ
ップ位置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング機構と、
　（ｃ）媒体基板の後縁が印刷ヘッドを通過するまでキャッパを非キャップ位置に保持す
るように構成されたロック機構と
を備えている。
【０４８８】
　媒体給送アセンブリは、任意選択で、媒体基板との接触摩擦を大きくするための媒体係
合表面を備えた駆動軸を有している。
【０４８９】
　モバイル機器は、任意選択で更に、印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャ
ッピング位置と、印刷ヘッドが媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を
移動することができるキャッパを備えたキャッピング機構を備えている。キャッパアセン
ブリは、媒体基板によって、媒体との係合が解除されるとキャップ位置へ移動するように
非キャップ位置に保持されている。
【０４９０】
　印刷エンジン制御装置は、任意選択で発光ビーコンを有しており、印刷ヘッドは、更に
、
　インクを噴射するための複数のノズルのアレイと、
　ノズルに印刷データを提供するための印刷データ回路と、
　ビーコンから印刷データを受け取るためのセンサと
を備えている。
【０４９１】
　媒体給送アセンブリは、任意選択で、圧電共振線形駆動システムによって駆動される駆
動軸を有している。
【０４９２】
　モバイル機器は、任意選択で更に、少なくとも１つのインク貯蔵容器を備えている。少
なくとも１つの貯蔵容器は、
　インクの貯蔵容積を画定しているハウジングと、
　インクの貯蔵容積を、印刷ヘッドに気密接続するための少なくとも１つのインク出口を
個々に有する複数のセクションに分割している１つ又は複数のバッフルと、
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　隣接するセクションのインク出口とインク出口の間の流体連絡を確立している少なくと
も１つのコンジットと
を備えている。
【０４９３】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　媒体基板の少なくとも一部に符号化されているデータを読み取り、シートの少なくとも
１つの寸法を示す信号を生成し、且つ、生成した信号を印刷エンジン制御装置に送信する
ためのセンサを備えており、
　印刷エンジン制御装置は、シートが印刷ヘッドに対して所定の位置に位置している場合
、上記信号を使用して印刷を開始する。
【０４９４】
　モバイル機器は、任意選択で更に、媒体基板が印刷ヘッドを通過する前及び通過した後
に、媒体基板の少なくとも一部に符号化されているデータを読み取るための二重知覚設備
を備えている。
【０４９５】
　第１の態様では、本発明により、
　媒体基板に印刷するためのインクジェット印刷ヘッドと、
　媒体を印刷ヘッドの先へ給送するための駆動軸と、
　印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と
を備え、使用中、印刷エンジン制御装置が、媒体給送ローラが完全に回転した数及び部分
的に回転した数を知覚し、駆動軸の角速度の変化に応答して印刷ヘッドの動作を調整する
モバイル機器が提供される。
【０４９６】
　印刷ヘッドを備えたモバイル機器に単一の媒体駆動軸を使用することにより、コンパク
ト設計が可能になる。しかしながら、媒体の後縁を運動量によって印刷ヘッドの先で支え
るためには、印刷ヘッドの直前（媒体給送方向に対して）に駆動軸を配置しなければなら
ない。そのため、媒体シートを印刷している間、駆動軸の速度が変化する。第１に、媒体
シートの前縁が最初に給送ローラと係合すると、負荷が追加されるため、角速度が遅くな
る。ローラと媒体の間の摩擦係合が確立されると、再び角速度が速くなる。印刷ヘッドと
給送ローラは極めて接近しているため、前縁が印刷されている間、ローラは、ますますそ
の速度が速くなる。印刷エンジン制御装置（ＰＥＣ）がローラの速度を一定にすると仮定
すると、媒体シートの前縁部分の印刷に目に見えるアーチファクトが出現する。ローラの
回転をＰＥＣに知覚させることにより、ＰＥＣは、印刷からアーチファクトを除去するべ
く、印刷ヘッドに対する媒体の縦方向の位置を決定し、ローラの速度変化に応答してノズ
ルの動作を調整することができる。
【０４９７】
　駆動軸は、任意選択で光エンコーディングを有しており、印刷エンジン制御装置は、光
センサを使用して、駆動軸が完全に回転した数及び部分的に回転した数を知覚している。
【０４９８】
　印刷ヘッドは、任意選択で、印刷ヘッドノズルを覆うキャップ位置と印刷ヘッドノズル
から間隔を隔てた非キャップ位置との間を移動することができるキャッパアセンブリを有
している。キャッパアセンブリは、媒体基板と係合してキャップ位置から非キャップ位置
へ向かって移動するように適合されている。
【０４９９】
　媒体基板は、任意選択で、負荷の減少によって駆動軸が加速し、且つ、摩擦によってシ
ートが減速するよう、キャッパアセンブリと係合する前縁と、印刷される前に駆動軸との
係合が解除され、その運動量によって印刷ヘッドの先へ突出する後縁とを備えたシートで
ある。
【０５００】
　キャッパアセンブリは、任意選択で、シートの印刷が完了した後、シートの一部がモバ
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イル機器の外に出て手で容易に収集することができるよう、シートを軽く把握している。
【０５０１】
　キャッパアセンブリは、任意選択で、シートがモバイル機器から手で収集されると、キ
ャップ位置に復帰する。
【０５０２】
　印刷ヘッド及び駆動軸は、任意選択で、モバイル機器内の印刷媒体給送通路に挿入する
ための交換可能カートリッジに組み込まれている。
【０５０３】
　印刷ヘッドは、任意選択で、複数のインク噴射ノズルのアレイを有しており、また、ノ
ズルによって噴射されるインクを印刷ヘッドに供給するための少なくとも１つのインク貯
蔵容器であって、それぞれ負の静水圧のインクをノズルに誘導するための少なくとも１つ
の吸取り構造を個々に備えたインク貯蔵容器と、非使用時に印刷ヘッドに蓋をするための
キャッピング機構とを、更に備えてたカートリッジに組み込まれている。
【０５０４】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　（ａ）印刷中、印刷媒体を給送方向に印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通路と
、
　（ｂ）印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッド
が媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、非キャ
ップ位置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング機構と、
　（ｃ）キャッパに接続された力伝達機構であって、媒体基板が給送通路に対して移動す
る際に媒体基板の縁によって加えられる力が該力伝達機構によってキャッパに伝達され、
それにより、媒体基板がキャッパに到達する前に、キャッパがキャップ位置から非キャッ
プ位置への移動を少なくとも開始するように構成された力伝達機構と
を備えている。
【０５０５】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　（ａ）印刷中、媒体基板を給送方向に印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通路と
、
　（ｂ）印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッド
が媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、非キャ
ップ位置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング機構と、
　（ｃ）媒体基板の後縁が印刷ヘッドを通過するまでキャッパを非キャップ位置に保持す
るように構成されたロック機構と
を備えている。
【０５０６】
　駆動軸は、任意選択で、媒体基板との接触摩擦を大きくするための媒体係合表面を有し
ている。
【０５０７】
　モバイル機器は、任意選択で更に、印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャ
ッピング位置と、印刷ヘッドが媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を
移動することができるキャッパを備えたキャッピング機構を備えている。キャッパアセン
ブリは、媒体基板によって、媒体との係合が解除されるとキャップ位置へ移動するように
非キャップ位置に保持されている。
【０５０８】
　印刷エンジン制御装置は、任意選択で発光ビーコンを有しており、印刷ヘッドは、更に
、
　インクを噴射するための複数のノズルのアレイと、
　ノズルに印刷データを提供するための印刷データ回路と、
　ビーコンから印刷データを光学的に受け取るための光センサと
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を備えている。
【０５０９】
　駆動軸は、任意選択で圧電共振線形駆動システムによって駆動されている。
【０５１０】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　印刷ヘッドに対する媒体基板の位置を示す信号を印刷エンジン制御装置に提供するため
の位置センサと
を備えている。印刷エンジン制御装置は、上記信号を弁別して、印刷ヘッドに対する媒体
基板の速度を引き出し、速度の変化に応答して印刷ヘッドの動作を調整している。
【０５１１】
　モバイル機器は、任意選択で更に、少なくとも１つのインク貯蔵容器を備えている。少
なくとも１つの貯蔵容器は、
　インクの貯蔵容積を画定しているハウジングと、
　インクの貯蔵容積を、印刷ヘッドに気密接続するための少なくとも１つのインク出口を
個々に有する複数のセクションに分割している１つ又は複数のバッフルと、
　隣接するセクションのインク出口とインク出口の間の流体連絡を確立している少なくと
も１つのコンジットと
を備えている。
【０５１２】
　モバイル機器は、任意選択で更に、媒体基板の少なくとも一部に符号化されているデー
タを読み取り、シートの少なくとも１つの寸法を示す信号を生成し、且つ、生成した信号
を印刷エンジン制御装置に送信するためのセンサを備えており、
　印刷エンジン制御装置は、シートが印刷ヘッドに対して所定の位置に位置している場合
、上記信号を使用して印刷を開始する。
【０５１３】
　モバイル機器は、任意選択で更に、媒体基板が印刷ヘッドを通過する前及び通過した後
に、媒体基板の少なくとも一部に符号化されているデータを読み取るための二重知覚設備
を備えている。
【０５１４】
　第１の態様では、本発明により、
　媒体基板に印刷するための印刷ヘッドと、
　媒体基板を印刷ヘッドの先へ給送するための駆動軸と、
　印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　印刷ヘッドにインクを供給するためのインク貯蔵容器と
を備え、該インク貯蔵容器が、
　インクの貯蔵容積を画定しているハウジングと、
　インクの貯蔵容積を、印刷ヘッドに気密接続するための少なくとも１つのインク出口を
個々に有する複数のセクションに分割している１つ又は複数のバッフルと、
　隣接するセクションのインク出口とインク出口の間の流体連絡を確立している少なくと
も１つのコンジットと
を備えたモバイル機器が提供される。
【０５１５】
　少なくとも１つのコンジットは、任意選択で、重力下におけるコンジットからのインク
の流出が、毛管作用によってハウジングの配向に無関係に防止されるよう、十分に小さい
断面積を有している。
【０５１６】
　少なくとも１つのコンジットは、任意選択で、ハウジングの外部表面に形成され、且つ
、外部表面に接着されたシール膜で覆われた１つ又は複数の通路によって画定されている
。シール膜は、出口毎に、印刷ヘッドとの流体連絡のための開口を有している。
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【０５１７】
　ハウジングは、任意選択で３つのインク貯蔵容積を画定している。インク貯蔵容積のそ
れぞれは細長く、また、バッフルが個々の貯蔵容積を横切って展開している。
【０５１８】
　セクションのそれぞれには、任意選択で、印刷ヘッドのインクを噴射していないノズル
内のインクの静水圧が毛管作用によって大気圧より小さくなるよう、多孔性材料を組み込
んだインク保持構造が含まれている。
【０５１９】
　印刷ヘッドは、任意選択でページ幅印刷ヘッドである。
【０５２０】
　印刷ヘッド及び駆動軸は、任意選択で、モバイル機器内の印刷媒体給送通路に挿入する
ための交換可能カートリッジに組み込まれている。
【０５２１】
　印刷ヘッドは、任意選択で、複数のインク噴射ノズルのアレイを有しており、また、ノ
ズルによって噴射されるインクを印刷ヘッドに供給するための少なくとも１つのインク貯
蔵容器であって、それぞれ負の静水圧のインクをノズルに誘導するための少なくとも１つ
の吸取り構造を個々に備えたインク貯蔵容器と、非使用時に印刷ヘッドに蓋をするための
キャッピング機構とを更に備えてたカートリッジに組み込まれている。
【０５２２】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　（ａ）印刷中、印刷媒体を給送方向に印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通路と
、
　（ｂ）印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッド
が媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、非キャ
ップ位置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング機構と、
　（ｃ）キャッパに接続された力伝達機構であって、媒体基板が給送通路に対して移動す
る際に媒体基板の縁によって加えられる力が該力伝達機構によってキャッパに伝達され、
それにより、媒体基板がキャッパに到達する前に、キャッパがキャップ位置から非キャッ
プ位置への移動を少なくとも開始するように構成された力伝達機構と
を備えている。
【０５２３】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　（ａ）印刷中、媒体基板を給送方向に印刷ヘッドの先へ導くための印刷媒体給送通路と
、
　（ｂ）印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッド
が媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、非キャ
ップ位置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング機構と、
　（ｃ）媒体基板の後縁が印刷ヘッドを通過するまでキャッパを非キャップ位置に保持す
るように構成されたロック機構と
を備えている。
【０５２４】
　駆動軸は、任意選択で、媒体基板との接触摩擦を大きくするための媒体係合表面を有し
ている。
【０５２５】
　モバイル機器は、任意選択で更に、印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャ
ッピング位置と、印刷ヘッドが媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を
移動することができるキャッパを備えたキャッピング機構を備えている。キャッパアセン
ブリは、媒体基板によって、媒体との係合が解除されるとキャップ位置へ移動するように
非キャップ位置に保持されている。
【０５２６】
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　印刷エンジン制御装置は、任意選択で発光ビーコンを有しており、印刷ヘッドは、更に
、
　インクを噴射するための複数のノズルのアレイと、
　ノズルに印刷データを提供するための印刷データ回路と、
　ビーコンから印刷データを光学的に受け取るための光センサと
を備えている。
【０５２７】
　駆動軸は、任意選択で圧電共振線形駆動システムによって駆動されている。
【０５２８】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　印刷ヘッドに対する媒体基板の位置を示す信号を印刷エンジン制御装置に提供するため
の位置センサを備えており、
　印刷エンジン制御装置は、その信号を弁別して印刷ヘッドに対する媒体基板の速度を引
き出し、速度の変化に応答して印刷ヘッドの動作を調整している。
【０５２９】
　使用中、印刷エンジン制御装置は、任意選択で、駆動軸が完全に回転した数及び部分的
に回転した数を知覚し、駆動軸の角速度の変化に応答して印刷ヘッドの動作を調整してい
る。
【０５３０】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　媒体基板の少なくとも一部に符号化されているデータを読み取り、シートの少なくとも
１つの寸法を示す信号を生成し、且つ、生成した信号を印刷エンジン制御装置に送信する
ためのセンサを備えており、
　印刷エンジン制御装置は、シートが印刷ヘッドに対して所定の位置に位置している場合
、上記信号を使用して印刷を開始する。
【０５３１】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　媒体基板が印刷ヘッドを通過する前及び通過した後に、媒体基板の少なくとも一部に符
号化されているデータを読み取るための二重知覚設備を備えている。
【０５３２】
　第１の態様では、本発明により、モバイル機器によって印刷方向に印刷されるように構
成された印刷媒体が提供される。印刷媒体は、
　第１及び第２の相対する面を画定している積層基板と、
　線形エンコーディングスキームに従って符号化された第１の情報を含んだ、印刷媒体の
第１の面の一部を横切る直線読取り方向に展開しているデータトラックであって、読取り
方向が印刷方向に対して４５度と１３５度の間の角度で配向されたデータトラックと
を備えている。
【０５３３】
　読取り方向は、任意選択で、印刷方向に対して約９０度の角度で配向されている。
【０５３４】
　印刷媒体は、任意選択で更に、前縁と、前縁とは反対側の後縁とを備えており、印刷媒
体は、前縁の方からモバイル機器に挿入して印刷するように設計されている。データトラ
ックは、後縁よりも前縁の近くに配置されている。
【０５３５】
　データトラックは、任意選択で、前縁部分又は前縁に隣接する部分に配置されている。
【０５３６】
　データトラックは、任意選択で赤外線インクで印刷されている。
【０５３７】
　データトラックは、任意選択で、平均的な人間の裸眼では実質的に見ることができない
赤外線インクで印刷されている。
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【０５３８】
　印刷媒体には、任意選択で更に、線形エンコーディングスキームとは全く異なる第２の
エンコーディングスキームに従って符号化された第２の情報を含んだ符号化データが含ま
れている。第１の情報は第２の情報を表している。
【０５３９】
　第１の情報は、任意選択で第２の情報と同じである。
【０５４０】
　第１及び第２の情報は、任意選択で文書識別子である。
【０５４１】
　印刷媒体に印刷する方法には、任意選択で、印刷ヘッド及びデータトラック読取り装置
を備えたモバイル機器が使用されている。この方法には、
　（ａ）印刷媒体をモバイル機器の中に受け取るステップと、
　（ｂ）データトラックを読み取るステップと、
　（ｃ）第１の情報を得るためにデータトラックを復号するステップと、
　（ｄ）復号されたデータトラックから決定される第１の情報を少なくとも部分的に利用
して印刷媒体に印刷するステップ
が含まれている。
【０５４２】
　ステップ（ｄ）には、任意選択で、
　（ｅ）第１の情報を含んだ第１のメッセージを遠隔コンピュータシステムに送信するサ
ブステップと、
　（ｆ）その印刷媒体に対する印刷が許可されているかどうかを示す第２のメッセージを
遠隔コンピュータから受け取るサブステップと、
　（ｇ）印刷が許可されていることを第２のメッセージが確認すると、印刷媒体に印刷す
るサブステップ
が含まれている。
【０５４３】
　上記方法には、任意選択で、第１のメッセージに応答して遠隔コンピュータシステムか
ら印刷データを受け取るステップが含まれており、ステップ（ｇ）には、少なくとも部分
的に印刷データに基づいて印刷媒体に印刷するステップが含まれている。
【０５４４】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体の物理特性を表している。
【０５４５】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体のサイズを表している。
【０５４６】
　第１の情報は、任意選択で、印刷媒体に関連する媒体タイプを表している。
【０５４７】
　第１の情報は、任意選択で、印刷媒体に予め印刷済みの情報を表している。
【０５４８】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体の識別を表している。
【０５４９】
　印刷媒体は、任意選択で更に、印刷媒体の少なくとも一方の面の少なくとも一部に沿っ
て展開している第２の線形符号化データトラックを備えている。
【０５５０】
　第２の線形符号化データトラックは、任意選択で、平均的な人間の裸眼では実質的に見
ることができない赤外線インクで印刷されている。
【０５５１】
　第２の線形符号化データトラックには、任意選択で、モバイル機器が印刷媒体への印刷
を同期化させるために使用することができる抽出可能なクロックが含まれている。
【０５５２】
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　第１の態様では、本発明により、印刷ヘッド及びセンサを備えたモバイル機器を使用し
て印刷媒体に印刷する方法が提供される。印刷媒体は、
　第１及び第２の相対する面を画定している積層基板と、
　線形エンコーディングスキームに従って符号化された第１の情報を含んだ、印刷媒体の
第１の面の一部を横切る直線読取り方向に展開しているデータトラックであって、読取り
方向が印刷方向に対して４５度と１３５度の間の角度で配向されたデータトラックと
を備えており、上記方法には、
　モバイル機器の媒体給送通路に印刷媒体を受け取るステップと、
　印刷ヘッドを使用して印刷媒体に印刷する前又は印刷中に、データトラックを少なくと
も１回知覚するためにセンサを使用するステップと、
　センサに対するデータトラックの横方向のレジストレーションを決定するステップ
が含まれている。
【０５５３】
　印刷媒体には、任意選択で、データトラックに対して所定の位置関係を有する符号化デ
ータが含まれており、上記方法には、印刷の前又は印刷中に、モバイル機器内で、決定さ
れた横方向のレジストレーションに基づいて、媒体給送通路に対する符号化データの横方
向のレジストレーションを決定するステップが含まれている。
【０５５４】
　符号化データは、任意選択で第２の情報を符号化しており、第１の情報は第２の情報を
表している。上記方法には、第１の情報を決定するためにデータトラックを復号するステ
ップが含まれている。
【０５５５】
　第１の情報は、任意選択で第２の情報と同じである。
【０５５６】
　第１及び第２の情報は、任意選択で文書識別子である。
【０５５７】
　上記方法には、任意選択で、決定された横方向のレジストレーションを少なくとも部分
的に利用して、印刷ヘッドを使用して印刷媒体に印刷するステップが含まれている。
【０５５８】
　上記方法には、任意選択で、復号されたデータトラックから決定される第１の情報を少
なくとも部分的に利用して、印刷ヘッドを使用して印刷媒体に印刷するステップが含まれ
ている。
【０５５９】
　印刷ステップには、任意選択で、
　第１の情報を含んだ第１のメッセージを遠隔コンピュータシステムに送信するサブステ
ップと、
　その印刷媒体に対する印刷が許可されているかどうかを示す応答を遠隔コンピュータか
ら受け取るサブステップと、
　印刷が許可されていることを上記応答が確認すると、印刷媒体に印刷するサブステップ
が含まれている。
【０５６０】
　上記方法には、任意選択で、第１のメッセージに応答して遠隔コンピュータシステムか
ら印刷データを受け取るステップが含まれており、印刷ステップには、少なくとも部分的
に印刷データに基づいて印刷媒体に印刷するステップが含まれている。
【０５６１】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体の物理特性を表している。
【０５６２】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体のサイズを表している。
【０５６３】
　第１の情報は、任意選択で、印刷媒体に関連する媒体タイプを表している。
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【０５６４】
　第１の情報は、任意選択で、印刷媒体に予め印刷済みの情報を表している。
【０５６５】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体の識別を表している。
【０５６６】
　印刷媒体は、任意選択で更に、印刷媒体の少なくとも一方の面の少なくとも一部に沿っ
て展開している第２の線形符号化データトラックを備えており、上記方法には、
　印刷媒体に印刷している間、第２のデータトラックを知覚するステップと、
　知覚した第２のデータトラックからクロック信号を引き出すステップと、
　クロック信号に基づいて印刷を同期化させるステップ
が含まれている。
【０５６７】
　モバイル機器は、任意選択で発光デバイスを備えており、上記方法には、データトラッ
クを知覚している間、発光デバイスを使用してデータトラックを照射するステップが含ま
れている。
【０５６８】
　データトラックは、任意選択で赤外線インクで印刷されており、発光デバイスは、赤外
線スペクトルの光を放出している。
【０５６９】
　第１の態様では、本発明により、モバイル機器によって印刷方向に印刷されるように構
成された印刷媒体が提供される。印刷媒体は、
　第１及び第２の相対する面を画定している積層基板と、
　線形エンコーディングスキームに従って符号化された第１の情報を含んだ、印刷方向に
印刷媒体に沿った直線読取り方向に展開しているデータトラックであって、印刷ヘッドを
使用した印刷媒体への印刷の同期化に使用するために、線形エンコーディングスキームが
、モバイル機器内の印刷ヘッドの先へ印刷媒体が移動している間にデータトラックからク
ロックデータを引き出すことができるように選択されたデータトラックと
を備えている。
【０５７０】
　データトラックは、任意選択で、印刷方向に展開している印刷媒体の縁部分又は縁に隣
接する部分に配置されている。
【０５７１】
　データトラックは、任意選択で赤外線インクで印刷されている。
【０５７２】
　データトラックは、任意選択で、平均的な人間の裸眼では実質的に見ることができない
赤外線インクで印刷されている。
【０５７３】
　印刷媒体には、任意選択で更に、線形エンコーディングスキームとは全く異なる第２の
エンコーディングスキームに従って符号化された第２の情報を含んだ符号化データが含ま
れている。第１の情報は第２の情報を表している。
【０５７４】
　第１の情報は、任意選択で第２の情報と同じである。
【０５７５】
　第１及び第２の情報は、任意選択で文書識別子である。
【０５７６】
　印刷媒体に印刷する方法には、任意選択で、印刷ヘッド及びデータトラック読取り装置
を備えたモバイル機器が使用されている。この方法には、
　（ａ）印刷媒体をモバイル機器の中に受け取るステップと、
　（ｂ）印刷動作の間、データトラック読取り装置を使用してデータトラックを読み取る
ステップと、
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　（ｃ）読み取ったデータトラックからクロック信号を引き出すステップと、
　（ｄ）少なくとも部分的にクロック信号を利用して印刷媒体に印刷するステップ
が含まれている。
【０５７７】
　上記方法には、任意選択で更に、
　（ｆ）読み取ったデータトラックから第１の情報を引き出すステップと、
　（ｇ）第１の情報を含んだ第１のメッセージを遠隔コンピュータシステムに送信するス
テップと、
　（ｈ）その印刷媒体に対する印刷が許可されているかどうかを示す第２のメッセージを
遠隔コンピュータから受け取るステップと、
　（ｉ）印刷が許可されていることを第２のメッセージが確認すると、印刷媒体に印刷す
るステップ
が含まれている。
【０５７８】
　上記方法には、任意選択で更に、ステップ（ｆ）の前に実行される、データトラック読
取り装置を使用して、ステップ（ｂ）とは異なる別の時点でデータトラックを読み取るス
テップ（ｊ）と、ステップ（ｆ）から（ｉ）を実行するために、ステップ（ｊ）で読み取
ったデータを使用するステップが含まれている。
【０５７９】
　上記方法には、任意選択で、第１のメッセージに応答して遠隔コンピュータシステムか
ら印刷データを受け取るステップが含まれており、ステップ（ｇ）には、少なくとも部分
的に印刷データに基づいて印刷媒体に印刷するステップが含まれている。
【０５８０】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体の物理特性を表している。
【０５８１】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体のサイズを表している。
【０５８２】
　第１の情報は、任意選択で、印刷媒体に関連する媒体タイプを表している。
【０５８３】
　第１の情報は、任意選択で、印刷媒体に予め印刷済みの情報を表している。
【０５８４】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体の識別を表している。
【０５８５】
　上記方法には、任意選択で更に、印刷媒体上の異なる場所に配置された複数のデータト
ラックが含まれている。
【０５８６】
　上記方法は、任意選択で、少なくとも１つの配向標識がデータトラックに含まれている
。
【０５８７】
　少なくとも１つの配向標識は、任意選択で、印刷媒体の縁部分又は縁に隣接する部分に
配置されている。
【０５８８】
　印刷媒体は、任意選択で、モバイル機器の媒体給送通路を通る、印刷媒体の意図する給
送方向に対して画定された前縁及び後縁を有しており、少なくとも１つの配向標識のうち
の少なくとも１つは、印刷媒体の前縁部分又は前縁に隣接する部分の上又は中に配置され
ている。
【０５８９】
　第１の態様では、本発明により、印刷媒体に印刷するためのモバイル機器が提供される
。印刷媒体は、意図する印刷方向に展開している線形符号化データトラックを備えており
、モバイル機器は、
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　印刷している間、データトラックを知覚するように構成されたセンサと、
　噴射制御信号に応答して印刷媒体に印刷するための印刷ヘッドと、
　知覚したデータトラックに基づいて噴射制御信号を生成するために接続された噴射制御
手段と
を備えている。
【０５９０】
　モバイル機器は、任意選択で更に、印刷中にセンサがデータトラックを知覚している間
、該データトラックを照射するための発光デバイスを備えている。
【０５９１】
　データトラックは、任意選択で赤外線インクを使用して印刷されており、発光デバイス
は、赤外線スペクトルの光を放出している。光センサは、赤外線スペクトルに感応する。
【０５９２】
　データトラックは、任意選択で、クロックコードのみを含んだクロックトラックであり
、噴射制御手段は、知覚したデータトラックから生成されるクロック信号の形態の噴射制
御信号を生成するように構成されている。
【０５９３】
　データトラックには、任意選択で、埋込み型クロック信号を含んだ第１の情報が含まれ
ており、噴射制御手段は、知覚したデータトラックから引き出されるクロック信号の形態
の噴射制御信号を生成するように構成されている。
【０５９４】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体の少なくとも１つの物理特性を表しており、モバイ
ル機器は、少なくとも部分的に該物理特性のうちの少なくとも１つに基づいて印刷ヘッド
の動作を制御するように構成されている。
【０５９５】
　モバイル機器は、任意選択で、知覚したデータトラックを使用して印刷ヘッドに対する
印刷媒体の絶対位置を決定し、且つ、その決定を利用して印刷媒体に印刷するように構成
されている。
【０５９６】
　データトラックは、任意選択で更に第１の情報を符号化し、印刷媒体には、更に、第２
の情報を符号化している第２の符号化データが含まれている。第１の情報は第２の情報を
表している。モバイル機器は、印刷中のデータと第２の符号化データの間に所定のレジス
トレーションが存在するように印刷媒体に印刷するように構成されている。
【０５９７】
　モバイル機器は、印刷すべき印刷データ及び所定のレジストレーションを表す情報を受
け取るためのレシーバを備えている。
【０５９８】
　データトラックは、任意選択で更に第１の情報を符号化し、印刷媒体には、更に、第２
の情報を符号化している第２の符号化データが含まれている。第１の情報は第２の情報を
表している。モバイル機器は、
　印刷媒体に印刷し、
　印刷中のデータと第２の符号化データの間のレジストレーションを決定する
　ように構成されている。
【０５９９】
　モバイル機器は、任意選択で更に、決定したレジストレーションを遠隔コンピュータシ
ステムに送信するためのトランスミッタを備えている。
【０６００】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体のサイズを表している。
【０６０１】
　第１の情報は、任意選択で、印刷媒体に関連する媒体タイプを表している。
【０６０２】
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　第１の情報は、任意選択で、印刷媒体に予め印刷済みの情報を表している。
【０６０３】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体の識別を表している。
【０６０４】
　この方法には、任意選択で更に、印刷媒体上の異なる場所に配置された複数のデータト
ラックが含まれている。
【０６０５】
　データトラックには、任意選択で少なくとも１つの配向標識が含まれている。
【０６０６】
　少なくとも１つの配向標識は、任意選択で、印刷媒体の縁部分又は縁に隣接する部分に
配置されている。
【０６０７】
　印刷媒体は、任意選択で、モバイル機器の媒体給送通路を通る、印刷媒体の意図する給
送方向に対して画定された前縁及び後縁を有しており、少なくとも１つの配向標識のうち
の少なくとも１つは、印刷媒体の前縁部分又は前縁に隣接する部分の上又は中に配置され
ている。
【０６０８】
　第１の態様では、本発明により、モバイル機器によって印刷方向に印刷されるように構
成された印刷媒体が提供される。印刷媒体は、
　第１及び第２の相対する面を画定している積層基板と、
　印刷媒体の物理特性を表している第１の情報を符号化している符号化データと
を備えている。
【０６０９】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体のサイズを表している。
【０６１０】
　第１の情報は、任意選択で、印刷媒体に関連する媒体タイプを表している。
【０６１１】
　第１の情報は、任意選択で、印刷媒体に予め印刷済みの情報を表している。
【０６１２】
　第１の情報は、任意選択で、線形エンコーディングスキームに従って符号化データの中
に符号化されている。
【０６１３】
　符号化データは、任意選択でデータトラックの形態を取っている。
【０６１４】
　請求項６に記載の印刷媒体では、任意選択で、データトラックは、印刷媒体の縁に沿っ
て展開している。
【０６１５】
　印刷媒体は、任意選択で、それぞれ第１の情報を符号化している少なくとも２つのデー
タトラックを備えている。
【０６１６】
　第１の情報は、任意選択で、すべてのデータトラックで全く同じである。
【０６１７】
　データトラックのそれぞれには、任意選択で、印刷媒体の配向を示す少なくとも１つの
配向標識が含まれている。
【０６１８】
　配向標識は、任意選択で、印刷媒体に対する個々のデータトラックの位置及び配向の相
違を考慮するために、データトラック毎に異なっている。
【０６１９】
　配向標識のうちの１つは、任意選択で、印刷媒体の第１の面の第１の隅に隣接して配置
されている。
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【０６２０】
　配向標識のうちの他の配向標識は、任意選択で、印刷媒体の第１の面の、第１の隅とは
対角線上の反対側に位置している第２の隅に隣接して配置されている。
【０６２１】
　データトラックには、任意選択で更に、印刷媒体の配向を示す少なくとも１つの配向標
識が含まれている。
【０６２２】
　データトラックは、任意選択で赤外線インクで印刷されている。
【０６２３】
　データトラックは、任意選択で、平均的な人間の裸眼では実質的に見ることができない
赤外線インクで印刷されている。
【０６２４】
　印刷媒体には、任意選択で更に、線形エンコーディングスキームとは全く異なる第２の
エンコーディングスキームに従って符号化された第２の情報を含んだ符号化データが含ま
れており、第１の情報は第２の情報を表している。
【０６２５】
　第１の態様では、本発明により、印刷方向に印刷媒体に印刷するためのモバイル機器が
提供される。印刷媒体には、第１の情報を符号化している第１の符号化データが含まれて
おり、モバイル機器は、
　第１の符号化データを知覚するための第１のセンサと、
　符号化データを復号し、少なくとも第１の情報を引き出すための処理手段と、
　印刷媒体に印刷するための印刷ヘッドであって、引き出された第１の情報に少なくとも
部分的に基づいて印刷媒体に印刷するように制御され、第１の情報が完全に引き出される
まで印刷を開始しない印刷ヘッドと
を備えている。
【０６２６】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体の識別を表している。
【０６２７】
　第１の符号化データは、任意選択で、線形エンコーディングスキームに従ってデータト
ラックの中に符号化されており、印刷媒体には、線形エンコーディングスキームとは異な
るエンコーディングスキームで符号化された第２の符号化データが含まれている。第１の
情報の少なくとも一部は、第２の符号化データの中に符号化された第２の情報を表してい
る。
【０６２８】
　第１及び第２の情報は、任意選択で印刷媒体の識別を表している。
【０６２９】
　モバイル機器は、任意選択で、印刷媒体の識別を表している第１のメッセージを遠隔コ
ンピュータシステムに送信するように構成されたトランスミッタを備えている。
【０６３０】
　モバイル機器は、任意選択で、第１のメッセージに応答して、印刷媒体に印刷してもよ
いかどうかを示している第２のメッセージを受け取るためのレシーバを備えており、モバ
イル機器は、印刷媒体に印刷するかどうかを決定する前に、この第２のメッセージを待機
するように構成されている。
【０６３１】
　モバイル機器は、任意選択で更に、印刷中、印刷媒体を印刷ヘッドの先へ駆動するため
の媒体駆動手段を備えている。
【０６３２】
　モバイル機器は、任意選択で、印刷通路を画定しており、この印刷通路に沿って印刷媒
体が印刷ヘッドの先へ移動し、駆動手段は、この印刷通路内のセンサの上流側に配置され
ている。
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【０６３３】
　センサは、任意選択で、駆動手段と印刷ヘッドの間に配置されている。
【０６３４】
　駆動手段は、任意選択で逆駆動が可能であり、したがって、第１の符号化データの読取
りを可能にするために、印刷媒体が実質的に印刷ヘッドの上流側に位置するまで逆駆動し
て印刷媒体を印刷方向にセンサの先へ駆動し、次に、印刷中、印刷方向に印刷ヘッドの先
へ駆動することができる。
【０６３５】
　モバイル機器は、任意選択で、
　印刷中、印刷媒体が印刷ヘッドの先へ駆動されている間に第１の符号化データを知覚し
、
　第１の符号化データからクロック信号を引き出し、且つ、
　噴射制御信号を印刷ヘッドに提供し、それにより印刷媒体の移動と印刷を同期させるべ
くクロック信号を使用する
　ように構成されている。
【０６３６】
　モバイル機器は、任意選択で、印刷通路を画定しており、この印刷通路に沿って印刷媒
体が印刷ヘッドの先へ移動し、駆動手段は、それぞれ印刷ヘッドの上流側及び下流側の印
刷通路に配置された第１及び第２の駆動機構を備えている。
【０６３７】
　センサは、任意選択で、第１の駆動機構と第２の駆動機構の間に配置されている。
【０６３８】
　モバイル機器は、任意選択で、
　印刷中、印刷媒体が印刷ヘッドの先へ駆動されている間に第１の符号化データを知覚し
、
　第１の符号化データからクロック信号を引き出し、且つ、
　噴射制御信号を印刷ヘッドに提供し、それにより印刷媒体の移動と印刷を同期させるべ
くクロック信号を使用する
　ように構成されている。
【０６３９】
　第１の符号化データには、任意選択で、線形符号化された第１の情報に平行の個別のク
ロックトラックが含まれており、モバイル機器は、印刷中、このクロックトラックからク
ロック信号を生成するように構成されている。
【０６４０】
　第１の符号化データには、任意選択で、線形符号化された第１の情報に平行の個別のク
ロックトラックが含まれており、モバイル機器は、印刷中、このクロックトラックからク
ロック信号を生成するように構成されている。
【０６４１】
　モバイル機器は、任意選択で更に、センサを使用して第１の符号化データを知覚するこ
とができるよう、該第１の符号化データに光を出力するために配置された発光デバイスを
備えている。
【０６４２】
　第１の符号化データは、任意選択で赤外線インクで印刷されており、発光デバイスは、
赤外線スペクトルの光を放出している。
【０６４３】
　第１の符号化データは、任意選択で、平均的な人間の裸眼では実質的に見ることができ
ない赤外線インクで印刷されている。
【０６４４】
　第１の態様では、本発明により、印刷方向に印刷媒体に印刷するためのモバイル機器が
提供される。印刷媒体には、第１の情報を符号化している第１の符号化データが含まれて



(165) JP 2008-541245 A 2008.11.20

10

20

30

40

50

おり、モバイル機器は、
　第１の符号化データを知覚するための第１のセンサと、
　符号化データを復号し、少なくとも第１の情報を引き出すための処理手段と、
　印刷媒体に印刷するための印刷ヘッドであって、引き出された第１の情報に少なくとも
部分的に基づいて印刷媒体に印刷するように制御され、第１の情報が完全に引き出される
前に印刷を開始する印刷ヘッドと
を備えている。
【０６４５】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体の識別を表している。
【０６４６】
　第１の符号化データは、任意選択で、線形エンコーディングスキームに従ってデータト
ラックの中に符号化されており、印刷媒体には、線形エンコーディングスキームとは異な
るエンコーディングスキームで符号化された第２の符号化データが含まれている。第１の
情報の少なくとも一部は、第２の符号化データの中に符号化された第２の情報を表してい
る。
【０６４７】
　第１及び第２の情報は、任意選択で印刷媒体の識別を表している。
【０６４８】
　モバイル機器は、任意選択で、印刷媒体の識別を表している第１のメッセージを遠隔コ
ンピュータシステムに送信するように構成されたトランスミッタを備えている。
【０６４９】
　モバイル機器は、任意選択で、第１のメッセージに応答して、印刷媒体に印刷してもよ
いかどうかを示している第２のメッセージを受け取るためのレシーバを備えており、モバ
イル機器は、印刷媒体に印刷してはならないことを第２のメッセージが示している場合、
印刷を中止するように構成されている。
【０６５０】
　モバイル機器は、任意選択で更に、印刷中、印刷媒体を印刷ヘッドの先へ駆動するため
の媒体駆動手段を備えている。
【０６５１】
　モバイル機器は、任意選択で、印刷通路を画定しており、この印刷通路に沿って印刷媒
体が印刷ヘッドの先へ移動し、駆動手段は、この印刷通路内のセンサの上流側に配置され
ている。
【０６５２】
　センサは、任意選択で、駆動手段と印刷ヘッドの間に配置されている。
【０６５３】
　モバイル機器は、任意選択で、
　印刷中、印刷媒体が印刷ヘッドの先へ駆動されている間に第１の符号化データを知覚し
、
　第１の符号化データからクロック信号を引き出し、且つ、
　噴射制御信号を印刷ヘッドに提供し、それにより印刷媒体の移動と印刷を同期させるべ
くクロック信号を使用する
　ように構成されている。
【０６５４】
　第１の符号化データには、任意選択で、第１の情報とは別に個別のクロックトラックが
含まれており、モバイル機器は、印刷中、このクロックトラックからクロック信号を生成
するように構成されている。
【０６５５】
　モバイル機器は、任意選択で更に、センサを使用して第１の符号化データを知覚するこ
とができるよう、該第１の符号化データに光を出力するために配置された発光デバイスを
備えている。
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【０６５６】
　第１の符号化データは、任意選択で赤外線インクで印刷されており、発光デバイスは、
赤外線スペクトルの光を放出している。
【０６５７】
　第１の符号化データは、任意選択で、平均的な人間の裸眼では実質的に見ることができ
ない赤外線インクで印刷されている。
【０６５８】
　印刷ヘッドは、任意選択で交換可能カートリッジの一部を形成している。
【０６５９】
　カートリッジは、任意選択で少なくとも１つのインク貯蔵容器を備えている。
【０６６０】
　カートリッジは、任意選択で、非印刷時に印刷ヘッドに蓋をするための少なくとも１つ
のキャッピング機構を備えている。
【０６６１】
　キャッピング機構は、任意選択で、
　印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッドが印刷
媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、非キャップ位
置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えている。キャッパは、印刷媒体が媒体
通路を通って移動する際に、印刷媒体の縁によってキャップ位置と非キャップ位置の間を
移動する。
【０６６２】
　キャップ位置では、キャッパは、任意選択で弾性的にキャッピング関係に強制される。
【０６６３】
　キャッピング機構は、任意選択で、キャッパがキャップ位置から非キャップ位置へ移動
する際に、キャッパが給送方向に変位するように構成されている。
【０６６４】
　処理手段は、任意選択で、印刷媒体への印刷を同期化させるために使用されるクロック
信号を第２の符号化データから引き出すように構成されている。
【０６６５】
　第１の態様では、本発明により、
　複数の印刷領域のうちの１つ又は複数に文書情報を印刷するためのプリンタであって、
印刷領域のそれぞれが、複数の印刷領域を互いに区別している識別情報を示す識別データ
を備えたプリンタと、
　１つ又は複数の印刷領域の識別情報を知覚するための少なくとも１つのセンサと
を備えたモバイル機器が提供される。
【０６６６】
　デバイスは、任意選択でモバイル機器である。
【０６６７】
　識別データは、任意選択で、符号化された形で印刷領域の上に示されており、プリンタ
は、少なくとも１つのセンサから符号化データを受け取り、且つ、少なくとも識別データ
又は少なくとも識別情報を表す復号化データを出力する復号器を備えている。
【０６６８】
　識別情報のそれぞれは、任意選択で、少なくとも２つの離散項目のデータによって印刷
領域の上に示されており、復号器は、前記少なくとも２つの個別項目のデータを受け取る
と、少なくとも識別情報を表す復号化データを出力する。
【０６６９】
　前記少なくとも１つのセンサは、任意選択で、個々の印刷領域への文書情報の印刷が開
始された後に、前記識別データを知覚するように配置されている。
【０６７０】
　前記少なくとも１つのセンサは、任意選択で、個々の印刷領域への文書情報の印刷が開
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始される前に、前記識別データを知覚するように配置されている。
【０６７１】
　前記少なくとも１つのセンサは、任意選択で、個々の印刷領域への文書情報の印刷中に
、前記識別データを知覚するように配置されている。
【０６７２】
　モバイル機器は、任意選択で更に、コンピュータシステムに情報を送信するためのトラ
ンスミッタを備えている。
【０６７３】
　モバイル機器は、任意選択で更に、コンピュータシステムに識別データ又は識別情報を
送信するトランスミッタを備えている。
【０６７４】
　モバイル機器は、任意選択で更に、文書情報を印刷領域に正しく印刷するために、故障
を検出し、且つ、前記故障が検出されるとボイド信号を生成するための手段を備えている
。トランスミッタは、コンピュータシステムに前記ボイド信号を送信する。
【０６７５】
　前記文書情報は、任意選択で、少なくとも部分的に、コンピュータシステムから受け取
る文書データに基づいている。
【０６７６】
　前記プリンタは、任意選択で、前記印刷領域と結合している文書データを受け取る前に
、該印刷領域と結合している識別データ又は識別情報を引き出し、コンピュータシステム
に送信している。
【０６７７】
　前記プリンタは、任意選択で、前記印刷領域と結合している文書データを受け取る前に
、該印刷領域と結合している識別データ又は識別情報を引き出し、且つ、コンピュータシ
ステムに送信しており、前記文書データは、少なくとも部分的に該印刷領域の識別情報に
基づいている。
【０６７８】
　プリンタは、任意選択で、文書情報が既に存在している印刷領域を重ね印刷し、該既存
の文書情報を読めなくするように動作させることができる。
【０６７９】
　プリンタは、任意選択で、少なくとも２つの印刷領域に実質的に同時に印刷するための
印刷機構を備えている。
【０６８０】
　少なくとも１つのセンサは、任意選択で、イメージセンサ、磁気センサ及び化学センサ
から選択されている。
【０６８１】
　プリンタは、任意選択で、印刷される情報の少なくとも一部を生成している。
【０６８２】
　プリンタは、任意選択で、印刷される情報を表す印刷情報を生成している。
【０６８３】
　モバイル機器は、任意選択で更に、ユーザによるプリンタへの識別情報の入力を可能に
するためのユーザインタフェースを備えている。
【０６８４】
　第１の態様では、本発明により、モバイル機器によって印刷方向に印刷されるように構
成された印刷媒体が提供される。印刷媒体は、第１及び第２の相対する面を画定している
積層基板を備えている。積層基板は、モバイル機器によって印刷される第１の部分、及び
基板の比較的弱い領域によって第２の部分に取り付けられた第２の部分を備えている。第
２の部分は、第１の部分から取り外すことができる。
【０６８５】
　印刷媒体は、任意選択で線形トラックを備えており、モバイル機器は、第１の部分への
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印刷を同期化させるために使用されるクロック信号をこの線形トラックから引き出すこと
ができる。
【０６８６】
　線形トラックの少なくとも一部は、任意選択で第２の部分に配置されている。
【０６８７】
　線形トラックは、任意選択で、第１及び第２の両方の部分に連続的に展開している。
【０６８８】
　線形トラックは、任意選択で、印刷の前又は印刷中にモバイル機器が引き出すことがで
きる第１の情報を含んだ線形符号化データトラックである。
【０６８９】
　印刷媒体には、任意選択で更に、線形エンコーディングとは異なるフォーマットで符号
化された、第２の情報を含んだ符号化データが含まれている。第１の情報は第２の情報を
表している。
【０６９０】
　線形トラックは、任意選択で、印刷方向に印刷媒体に沿って展開している。
【０６９１】
　線形トラックは、任意選択で、印刷媒体の印刷方向に展開している縁部分又は縁に隣接
する部分に配置されている。
【０６９２】
　比較的弱い領域は、任意選択で、印刷方向に対して概ね直角の方向に印刷媒体を横切っ
て展開している多孔線である。
【０６９３】
　比較的弱い領域は、任意選択で、第２の部分が第１の部分から取り外された場合に、第
２の部分を除去することによって出現する第１の部分の縁が、平面図で、該第１の部分の
反対側の端部の縁と実質的に同じになるように形状化されている。
【０６９４】
　線形トラックには、任意選択で、印刷媒体の配向を示す少なくとも１つの配向標識が含
まれている。
【０６９５】
　配向標識は、任意選択で、弱い領域から距離を隔てた第２の部分の縁部分又は縁に隣接
する部分に配置されている。
【０６９６】
　印刷媒体の線形トラックには、任意選択で、弱い領域又は弱い領域に隣接する第１の部
分に配置された他の配向標識が含まれている。
【０６９７】
　データトラックは、任意選択で赤外線インクで印刷されている。
【０６９８】
　データトラックは、任意選択で、平均的な人間の裸眼では実質的に見ることができない
赤外線インクで印刷されている。
【０６９９】
　印刷媒体には、任意選択で更に、少なくとも一方の面に予め印刷済みの人間可読情報が
含まれている。
【０７００】
　第２の部分には、任意選択で、線形エンコーディングとは異なるフォーマットで符号化
された、第２の情報を含んだ符号化データが含まれている。
【０７０１】
　第２の部分には、任意選択で、宝くじの券である第２の部分を示す事前印刷済み人間可
読情報が含まれている。
【０７０２】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体の物理特性を表している。
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【０７０３】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体のサイズを表している。
【０７０４】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体に関連する媒体タイプを表している。
【０７０５】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体に予め印刷済みの情報を表している。
【０７０６】
　第１の態様では、本発明により、モバイル機器を使用して、モバイル機器によって印刷
方向に印刷されるように構成された印刷媒体から符号化データを読み取る方法が提供され
る。モバイル機器は、プリンタ、センサ及び処理手段を備えており、印刷媒体は、第１及
び第２の相対する面を画定している積層基板を備えている。第１の面は、符号化データを
担っている。上記方法には、
　印刷媒体から符号化データの少なくとも一部を知覚するためにセンサを使用するステッ
プと、
　符号化データを復号するために処理手段を使用するステップと、
　符号化データが復号された後でのみ印刷媒体に印刷するステップ
が含まれている。
【０７０７】
　符号化データは、任意選択で、印刷媒体に関連する複数の位置を示しており、復号化ス
テップには、複数の位置のうちの少なくとも１つを決定するステップが含まれている。
【０７０８】
　復号化ステップには、任意選択で、決定された位置に少なくとも部分的に基づいて、符
号化データが知覚された時点における、センサに対する印刷媒体の位置を決定するステッ
プが含まれている。
【０７０９】
　符号化データは、任意選択で、データの二次元アレイの形態を取っており、センサは、
符号化データのサブセットのイメージを捕獲するように構成されている。符号化データの
サブセットは、位置の決定を可能にするには十分である。
【０７１０】
　処理手段は、任意選択で、決定された位置及びセンサの捕獲視野に捕獲された符号化デ
ータの位置に少なくとも部分的に基づいて、符号化データが知覚された時点における、セ
ンサに対する印刷媒体の位置を決定するように構成されている。
【０７１１】
　モバイル機器は、任意選択で更に発光デバイスを備えており、上記方法には、センサが
符号化データを知覚している間、印刷媒体を照射するために該発光デバイスを使用するス
テップが含まれている。
【０７１２】
　上記方法には、任意選択で、印刷媒体に印刷している間に実行される、
　クロック信号を決定するためにセンサを使用するステップと、
　印刷媒体への印刷を同期化させるためにクロック信号を使用するステップ
が含まれている。
【０７１３】
　符号化データを知覚するためにセンサを使用するステップには、任意選択で、符号化デ
ータの第１のイメージを捕獲するステップが含まれており、クロック信号を生成するステ
ップには、
　決定された位置に少なくとも部分的に基づいて、符号化データが知覚された時点におけ
る、センサに対する印刷媒体の位置を決定するステップと、
　印刷ヘッドが印刷している際、符号化データの後続するイメージを捕獲するためにセン
サを使用するステップと、
　印刷中、連続して捕獲されたイメージに基づいて印刷媒体の移動を決定するステップと
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、
　印刷媒体の移動に基づいてクロック信号を引き出すステップ
を実行するためにプロセッサを使用するステップが含まれている。
【０７１４】
　印刷中、印刷媒体の移動を決定するステップには、任意選択で、
　連続して捕獲された複数のイメージの少なくとも一部に捕獲されている符号化データを
復号するステップと、
　個々のイメージが捕獲された時点における、センサに対する印刷媒体の位置を決定する
ステップと、
　決定された、時間による位置に基づいて、印刷媒体の移動を決定するステップ
を実行するために処理手段を使用するステップが含まれている。
【０７１５】
　印刷中、印刷媒体の移動を決定するステップには、任意選択で、最初の位置に対する印
刷媒体の移動を決定するために、捕獲された複数のイメージの少なくとも一部に符号化さ
れているデータの少なくとも一部に対するパターン認識を実行するステップが含まれてい
る。
【０７１６】
　上記方法には、任意選択で更に、センサによって知覚された符号化データに基づいて、
センサに対する印刷媒体の移動を決定するステップが含まれている。
【０７１７】
　印刷媒体の移動を決定するステップには、任意選択で、印刷媒体がセンサの先へ移動す
る際に、符号化データの複数のイメージを捕獲するステップ、及び該複数のイメージに基
づいて印刷媒体の移動を決定するステップが含まれている。
【０７１８】
　印刷媒体の移動を決定するステップには、任意選択で、
　捕獲された複数のイメージの少なくとも一部に捕獲されている符号化データを復号する
ために処理手段を使用するステップと、
　個々のイメージが捕獲された時点における、センサに対する印刷媒体の位置を決定する
ステップと、
　決定された、時間による位置に基づいて、印刷媒体の移動を決定するステップ
が含まれている。
【０７１９】
　印刷媒体の移動を決定するステップには、任意選択で、印刷媒体の少なくとも１つの絶
対位置に対する印刷媒体の移動を決定するために、パターン認識を実行するステップが含
まれている。
【０７２０】
　任意選択で、捕獲された複数のイメージのうちの少なくとも１つに符号化されているデ
ータを復号するための処理手段を使用して絶対位置を得るステップと、復号化したデータ
から少なくとも１つの絶対位置を得るステップが含まれている。
【０７２１】
　モバイル機器は、任意選択で更に発光デバイスを備えており、上記方法には、センサが
符号化データを知覚している間、印刷媒体を照射するために該発光デバイスを使用するス
テップが含まれている。
【０７２２】
　上記方法には、任意選択で更に、印刷媒体の移動に基づいてクロック信号を生成するス
テップと、印刷媒体への印刷を同期化させるためにクロック信号を使用するステップが含
まれている。
【０７２３】
　印刷媒体には、任意選択で、印刷媒体の配向を示す少なくとも１つの配向標識が含まれ
ており、上記方法には、印刷を開始する前に、配向標識から配向を決定するステップが含



(171) JP 2008-541245 A 2008.11.20

10

20

30

40

50

まれている。
【０７２４】
　少なくとも１つの配向標識は、任意選択で、印刷媒体の縁部分又は縁に隣接する部分に
配置されている。
【０７２５】
　印刷媒体は、任意選択で、媒体給送通路を通る、印刷媒体の意図する給送方向に対して
画定された前縁及び後縁を有しており、少なくとも１つの配向標識のうちの少なくとも１
つは、印刷媒体の前縁部分又は前縁に隣接する部分の上又は中に配置されている。
【０７２６】
　第１の態様では、本発明により、モバイル機器を使用して、モバイル機器によって印刷
方向に印刷されるように構成された印刷媒体の該モバイル機器に対する移動を決定する方
法が提供される。モバイル機器は、プリンタ、第１のセンサ及び処理手段を備えており、
印刷媒体は、第１及び第２の相対する面を画定している積層基板を備えている。第１の面
は、符号化データを担っている。上記方法には、
　印刷媒体から符号化データの少なくとも一部を知覚するために第１のセンサを使用する
ステップと、
　第１のセンサによって知覚された符号化データに基づいて、センサに対する印刷媒体の
移動を決定するステップ
が含まれている。
【０７２７】
　印刷媒体の移動を決定するステップには、任意選択で、印刷媒体が第１のセンサの先へ
移動する際に、符号化データの複数のイメージを捕獲するステップ、及び該複数のイメー
ジに基づいて印刷媒体の移動を決定するステップが含まれている。
【０７２８】
　印刷媒体の移動を決定するステップには、任意選択で、
　捕獲された複数のイメージのうちの少なくとも１つに捕獲されている符号化データを復
号するために処理手段を使用するステップと、
　個々のイメージが捕獲された時点における、第１のセンサに対する印刷媒体の位置を決
定するステップと、
　決定された、時間による位置に基づいて、印刷媒体の移動を決定するステップ
が含まれている。
【０７２９】
　印刷媒体の移動を決定するステップには、任意選択で、印刷媒体の少なくとも１つの絶
対位置に対する印刷媒体の移動を決定するために、パターン認識を実行するステップが含
まれている。
【０７３０】
　上記方法には、任意選択で、捕獲された複数のイメージのうちの少なくとも１つに符号
化されているデータを復号するための処理手段を使用して絶対位置を得るステップと、復
号化したデータから少なくとも１つの絶対位置を得るステップが含まれている。
【０７３１】
　モバイル機器は、任意選択で更に発光デバイスを備えており、上記方法には、第１のセ
ンサが符号化データを知覚している間、印刷媒体を照射するために該発光デバイスを使用
するステップが含まれている。
【０７３２】
　上記方法には、任意選択で更に、印刷媒体の移動に基づいてクロック信号を生成するス
テップと、印刷媒体への印刷を同期化させるためにクロック信号を使用するステップが含
まれている。
【０７３３】
　符号化データは、任意選択で、印刷媒体に関連する複数の位置を示しており、復号化ス
テップには、複数の位置のうちの少なくとも１つを決定するステップが含まれている。
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【０７３４】
　復号化ステップには、任意選択で、決定された位置に少なくとも部分的に基づいて、符
号化データが知覚された時点における、第１のセンサに対する印刷媒体の位置を決定する
ステップが含まれている。
【０７３５】
　符号化データは、任意選択で、データの二次元アレイの形態を取っており、第１のセン
サは、符号化データのサブセットのイメージを捕獲するように構成されている。符号化デ
ータのサブセットは、位置の決定を可能にするには十分である。
【０７３６】
　処理手段は、任意選択で、決定された位置及び第１のセンサの捕獲視野に捕獲された符
号化データの位置に少なくとも部分的に基づいて、符号化データが知覚された時点におけ
る、第１のセンサに対する印刷媒体の位置を決定するように構成されている。
【０７３７】
　モバイル機器は、任意選択で更に発光デバイスを備えており、上記方法には、第１のセ
ンサが符号化データを知覚している間、印刷媒体を照射するために該発光デバイスを使用
するステップが含まれている。
【０７３８】
　上記方法には、任意選択で、印刷媒体に印刷している間に実行される、
　符号化データを知覚するために第１のセンサを使用するステップと、
　知覚した符号化データに基づいてクロック信号を生成するために処理手段を使用するス
テップと、
　印刷媒体への印刷を同期化させるためにクロック信号を使用するステップ
が含まれている。
【０７３９】
　符号化データを知覚するために第１のセンサを使用するステップには、任意選択で、符
号化データの第１のイメージを捕獲するステップが含まれており、クロック信号を生成す
るステップには、
　決定された位置に少なくとも部分的に基づいて、符号化データが知覚された時点におけ
る、第１のセンサに対する印刷媒体の位置を決定するステップと、
　印刷ヘッドが印刷している際、符号化データの後続するイメージを捕獲するために第１
のセンサを使用するステップと、
　印刷中、連続して捕獲されたイメージに基づいて印刷媒体の移動を決定するステップと
、
　印刷媒体の移動に基づいてクロック信号を引き出すステップ
を実行するためにプロセッサを使用するステップが含まれている。
【０７４０】
　印刷中、印刷媒体の移動を決定するステップには、任意選択で、
　連続して捕獲された複数のイメージの少なくとも一部に捕獲されている符号化データを
復号するステップと、
　個々のイメージが捕獲された時点における、第１のセンサに対する印刷媒体の位置を決
定するステップと、
　決定された、時間による位置に基づいて、印刷媒体の移動を決定するステップ
を実行するために処理手段を使用するステップが含まれている。
【０７４１】
　印刷中、印刷媒体の移動を決定するステップには、任意選択で、最初の位置に対する印
刷媒体の移動を決定するために、捕獲された複数のイメージの少なくとも一部に符号化さ
れているデータの少なくとも一部に対するパターン認識を実行するステップが含まれてい
る。
【０７４２】
　印刷媒体には、任意選択で、印刷媒体の配向を示す少なくとも１つの配向標識が含まれ
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ており、上記方法には、印刷を開始する前に、配向標識から配向を決定するステップが含
まれている。
【０７４３】
　少なくとも１つの配向標識は、任意選択で、印刷媒体の縁部分又は縁に隣接する部分に
配置されている。
【０７４４】
　上記方法には、任意選択で更に、印刷媒体の既知の物理配向及び第１のイメージから、
印刷媒体に対する符号化データの第１の相対回転を決定するために処理手段を使用するス
テップが含まれている。
【０７４５】
　上記方法には、任意選択で更に、
　符号化データの少なくとも一部の第２のイメージを捕獲するために第２のセンサを使用
するステップと、
　第１及び第２の両方のセンサによって知覚された符号化データに基づいて、センサに対
する印刷媒体の移動を決定するステップ
が含まれている。
【０７４６】
　第１の態様では、本発明により、モバイル機器を使用して、印刷媒体に対する符号化デ
ータの第１の相対回転を決定する方法が提供される。印刷媒体は、モバイル機器によって
印刷方向に印刷されるように構成されている。モバイル機器は、プリンタ、第１のセンサ
及び処理手段を備えており、印刷媒体は、第１及び第２の相対する面を画定している積層
基板を備えている。第１の面は、符号化データを担っている。上記方法には、
　（ａ）印刷媒体が第１の位置に位置している場合に、符号化データの少なくとも一部の
第１のイメージを捕獲するために第１のセンサを使用するステップと、
　（ｂ）印刷媒体の既知の物理配向及び第１のイメージから、印刷媒体に対する符号化デ
ータの第１の相対回転を決定するために処理手段を使用するステップ
が含まれている。
【０７４７】
　モバイル機器は、任意選択で更にトランスミッタを備えており、上記方法には、更に、
トランスミッタを使用して遠隔コンピュータシステムに第１の相対回転を送信するステッ
プが含まれている。
【０７４８】
　トランスミッタは、任意選択で、移動遠隔通信網を介して相対回転を送信するように構
成されている。
【０７４９】
　上記方法には、任意選択で更に、
　印刷媒体が第２の位置に位置している場合に、符号化データの少なくとも一部の第２の
イメージを捕獲するために第１のセンサを使用するステップと、
　印刷媒体の既知の物理配向及び第２のイメージから、印刷媒体に対する符号化データの
第２の相対回転を決定するために処理手段を使用するステップと、
　第１及び第２の回転から、印刷媒体に対する符号化データの相対回転の指示が第１又は
第２の回転より正確である第３の回転を計算するために処理手段を使用するステップ
が含まれている。
【０７５０】
　モバイル機器は、任意選択で更にトランスミッタを備えており、上記方法には、更に、
トランスミッタを使用して遠隔コンピュータシステムに第３の相対回転を送信するステッ
プが含まれている。
【０７５１】
　上記方法には、任意選択で更に、処理手段によって実行される、
　第１のイメージの中に符号化されているデータの少なくとも一部を復号するステップと
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、
　復号されたデータから位置を決定するステップと、
　上記位置及び第１のイメージ内の符号化データの位置に基づいて、第１のイメージが捕
獲された時点における、第１のセンサに対する印刷媒体の第１の位置を決定するステップ
が含まれている。
【０７５２】
　印刷媒体の移動を決定するステップには、任意選択で、印刷媒体が第１のセンサの先へ
移動する際に、符号化データの複数のイメージを捕獲するステップ、及び該複数のイメー
ジに基づいて印刷媒体の移動を決定するステップが含まれている。
【０７５３】
　モバイル機器は、任意選択で更に発光デバイスを備えており、上記方法には、第１のセ
ンサが符号化データを知覚している間、印刷媒体を照射するために該発光デバイスを使用
するステップが含まれている。
【０７５４】
　上記方法には、任意選択で更に、印刷媒体の移動に基づいてクロック信号を生成するス
テップと、印刷媒体への印刷を同期化させるためにクロック信号を使用するステップが含
まれている。
【０７５５】
　符号化データは、任意選択で、データの二次元アレイの形態を取っており、第１のセン
サは、符号化データのサブセットのイメージを捕獲するように構成されている。符号化デ
ータのサブセットは、位置の決定を可能にするには十分である。
【０７５６】
　上記方法には、任意選択で、印刷媒体に印刷している間に実行される、
　符号化データを知覚するために第１のセンサを使用するステップと、
　知覚した符号化データに基づいてクロック信号を生成するために処理手段を使用するス
テップと、
　印刷媒体への印刷を同期化させるためにクロック信号を使用するステップ
が含まれている。
【０７５７】
　符号化データを知覚するために第１のセンサを使用するステップには、任意選択で、符
号化データの第１のイメージを捕獲するステップが含まれており、クロック信号を生成す
るステップには、
　決定された位置に少なくとも部分的に基づいて、符号化データが知覚された時点におけ
る、第１のセンサに対する印刷媒体の位置を決定するステップと、
　印刷ヘッドが印刷している際、符号化データの後続するイメージを捕獲するために第１
のセンサを使用するステップと、
　印刷中、連続して捕獲されたイメージに基づいて印刷媒体の移動を決定するステップと
、
　印刷媒体の移動に基づいてクロック信号を引き出すステップ
を実行するためにプロセッサを使用するステップが含まれている。
【０７５８】
　印刷中、印刷媒体の移動を決定するステップには、任意選択で、
　連続して捕獲されたイメージの少なくとも一部に捕獲されている符号化データを復号す
るステップと、
　個々のイメージが捕獲された時点における、第１のセンサに対する印刷媒体の位置を決
定するステップと、
　決定された、時間による位置に基づいて、印刷媒体の移動を決定するステップ
を実行するために処理手段を使用するステップが含まれている。
【０７５９】
　印刷中、印刷媒体の移動を決定するステップには、任意選択で、最初の位置に対する印
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刷媒体の移動を決定するために、捕獲された複数のイメージの少なくとも一部に符号化さ
れているデータの少なくとも一部に対するパターン認識を実行するステップが含まれてい
る。
【０７６０】
　印刷媒体には、任意選択で、印刷媒体の配向を示す少なくとも１つの配向標識が含まれ
ており、上記方法には、印刷を開始する前に、配向標識から配向を決定するステップが含
まれている。
【０７６１】
　少なくとも１つの配向標識は、任意選択で、印刷媒体の縁部分又は縁に隣接する部分に
配置されている。
【０７６２】
　印刷媒体は、任意選択で、媒体給送通路を通る、印刷媒体の意図する給送方向に対して
画定された前縁及び後縁を有しており、少なくとも１つの配向標識のうちの少なくとも１
つは、印刷媒体の前縁部分又は前縁に隣接する部分の上又は中に配置されている。
【０７６３】
　上記方法には、任意選択で更に、
　符号化データの少なくとも一部の第２のイメージを捕獲するために第２のセンサを使用
するステップと、
　印刷媒体の既知の物理配向及び第２のイメージから、印刷媒体に対する符号化データの
第２の相対回転を決定するために処理手段を使用するステップと、
　第１及び第２の回転から、印刷媒体に対する符号化データの相対回転の指示が第１又は
第２の回転より正確である第３の回転を計算するために処理手段を使用するステップ
が含まれている。
【０７６４】
　上記方法には、任意選択で、第１及び第２のイメージを実質的に同時に捕獲するステッ
プが含まれている。
【０７６５】
　第１の態様では、本発明により、モバイル機器を使用して、モバイル機器によって印刷
方向に印刷されるように構成された印刷媒体の位置を決定する方法が提供される。モバイ
ル機器は、プリンタ、第１のセンサ及び処理手段を備えており、印刷媒体は、第１及び第
２の相対する面を画定している積層基板を備えている。第１の面は、少なくとも１つの位
置を示す符号化データを担っている。上記方法には、
　（ａ）印刷媒体がモバイル機器内の媒体給送通路に位置している場合に、符号化データ
の少なくとも一部の第１のイメージを捕獲するために第１のセンサを使用するステップと
、
　（ｂ）知覚した符号化データの少なくとも一部を復号し、それにより少なくとも１つの
位置を決定するために処理手段を使用するステップと、
　（ｃ）ステップ（ｂ）で決定された少なくとも１つの位置に基づいて印刷媒体の位置を
決定するステップ
が含まれている。
【０７６６】
　ステップ（ｃ）で、任意選択で、決定された位置及び第１のセンサの捕獲視野に捕獲さ
れた符号化データの位置に少なくとも部分的に基づいて位置が決定される。
【０７６７】
　上記方法には、任意選択で更に、
　常に複数のイメージを捕獲するために第１のセンサを使用するステップと、
　捕獲した複数のイメージを復号し、それにより複数の位置を決定するために処理手段を
使用するステップと、
　複数の位置に基づいて印刷媒体の一連の位置を決定するステップ
が含まれている。
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【０７６８】
　モバイル機器は、任意選択で第２のセンサを備えており、上記方法には、
　（ｄ）符号化データの少なくとも一部の第２のイメージを捕獲するために第２のセンサ
を使用するステップと、
　（ｅ）知覚した符号化データの少なくとも一部を復号し、それにより少なくとも１つの
位置を決定するために処理手段を使用するステップと、
　（ｆ）ステップ（ｅ）で決定された位置に基づいて印刷媒体の位置を決定するステップ
が含まれている。
【０７６９】
　上記方法には、任意選択で、第１及び第２のイメージを実質的に同時に捕獲するステッ
プが含まれている。
【０７７０】
　上記方法には、任意選択で更に、ステップ（ｃ）及び（ｆ）で決定された位置に基づい
て印刷媒体の位置を決定するために処理手段を使用するステップが含まれている。
【０７７１】
　上記方法には、任意選択で、ステップ（ｃ）及び（ｆ）で決定された位置を平均化する
ステップが含まれている。
【０７７２】
　上記方法には、任意選択で更に、知覚した符号化データから印刷媒体の識別を決定する
ために処理手段を使用するステップが含まれている。
【０７７３】
　上記方法には、任意選択で更に、第１のセンサによって知覚された符号化データに基づ
いて、センサに対する印刷媒体の移動を決定するステップが含まれている。
【０７７４】
　印刷媒体の移動を決定するステップには、任意選択で、印刷媒体が第１のセンサの先へ
移動する際に、符号化データの複数のイメージを捕獲するステップ、及び該複数のイメー
ジに基づいて印刷媒体の移動を決定するステップが含まれている。
【０７７５】
　印刷媒体の移動を決定するステップには、任意選択で、
　捕獲された複数のイメージのうちの少なくとも１つに捕獲されている符号化データを復
号するために処理手段を使用するステップと、
　個々のイメージが捕獲された時点における、第１のセンサに対する印刷媒体の位置を決
定するステップと、
　決定された、時間による位置に基づいて、印刷媒体の移動を決定するステップ
が含まれている。
【０７７６】
　印刷媒体の移動を決定するステップには、任意選択で、印刷媒体の少なくとも１つの絶
対位置に対する印刷媒体の移動を決定するために、パターン認識を実行するステップが含
まれている。
【０７７７】
　上記方法には、任意選択で、印刷媒体の既知の物理配向及び第１のイメージから、印刷
媒体に対する符号化データの第１の相対回転を決定するために処理手段を使用するステッ
プが含まれている。
【０７７８】
　モバイル機器は、任意選択で更にトランスミッタを備えており、上記方法には、更に、
トランスミッタを使用して遠隔コンピュータシステムに第１の相対回転を送信するステッ
プが含まれている。
【０７７９】
　トランスミッタは、任意選択で、移動遠隔通信網を介して相対回転を送信するように構
成されている。
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【０７８０】
　上記方法には、任意選択で、印刷媒体に印刷している間に実行される、
　知覚した符号化データに基づいてクロック信号を生成するために処理手段を使用するス
テップと、
　印刷媒体への印刷を同期化させるためにクロック信号を使用するステップ
が含まれている。
【０７８１】
　モバイル機器は、任意選択で更に発光デバイスを備えており、上記方法には、第１のセ
ンサが符号化データを知覚している間、印刷媒体を照射するために該発光デバイスを使用
するステップが含まれている。
【０７８２】
　第１の態様では、本発明により、
　表面の少なくとも一部に符号化データを有する媒体基板のシートに印刷するための印刷
ヘッドと、
　媒体基板のシートを給送通路に沿って印刷ヘッドの先へ給送するための媒体給送アセン
ブリと、
　印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　符号化データを読み取り、シートの少なくとも１つの寸法を示す信号を生成し、且つ、
生成した信号を印刷エンジン制御装置に送信するためのセンサと
を備えたモバイル機器が提供される。印刷エンジン制御装置は、シートが印刷ヘッドに対
して所定の位置に位置している場合、上記信号を使用して印刷を開始する。
【０７８３】
　カードの場合、印刷ヘッドからの印刷の縦方向のレジストレーションのためには、カー
ドの前縁を検出する必要がある。印刷がフルブリード（カードの最末端に印刷される）で
ある場合、印刷の縦方向のレジストレーションは、とりわけ重要である。印刷エンジン制
御装置（ＰＥＣ）は、前縁が印刷ヘッドに到達した瞬間に印刷を開始することができなけ
ればならない。また、Ｎｅｔｐａｇｅタグパターンが予めカードに印刷されている場合、
タグパターン内のすべてのハイパーリンクと対応する印刷済みの単語又はイメージが整列
することを保障するためには、正確な縦方向のレジストレーションが必要である。マイク
ロスイッチ又は光センサを印刷ヘッドの直前に使用して前縁を検出するためには、複雑な
設計が必要であり、また、設計のサイズが大きくなる。しかしながら、カードをそのカー
ドに関連する寸法を明記したデータで符号化することにより、ＰＥＣは、適切な時間に印
刷を開始することができる。センサが符号化データを読み取ると、ＰＥＣは、センサから
前縁までの距離を決定し、次に、媒体給送速度を使用して、いつ印刷を開始するかを決定
することができる。
【０７８４】
　少なくとも１つの寸法は、任意選択で、印刷ヘッドの先への媒体給送方向に対する、符
号化データ中の少なくとも１つのマーカからシートの前縁までの距離である。
【０７８５】
　媒体給送アセンブリは、使用中、任意選択で、シートを給送通路に沿って前方へ給送す
る。したがってセンサは、シートが通路に沿って逆方向に後退する前に、符号化データの
少なくとも一部を読み取ることができる。次に、媒体給送アセンブリは、印刷のために、
もう一度シートを通路に沿って印刷ヘッドの先へ前方向に給送する。
【０７８６】
　符号化データは、任意選択で、シートに沿って給送通路に平行の方向に展開しているト
ラックに沿って配置されている。
【０７８７】
　符号化データは、任意選択で、実質的にシートの少なくとも一方の面全体に分布してい
る。
【０７８８】
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　符号化データは、任意選択で、給送通路に対して直角の方向にシートを横切って展開し
ているトラックに沿って配置されている。
【０７８９】
　印刷ヘッド及び駆動軸は、任意選択で、モバイル機器内の印刷媒体給送通路に挿入する
ための交換可能カートリッジに組み込まれている。
【０７９０】
　印刷ヘッドは、任意選択で、複数のインク噴射ノズルのアレイを有しており、また、ノ
ズルによって噴射されるインクを印刷ヘッドに供給するための少なくとも１つのインク貯
蔵容器であって、それぞれ負の静水圧のインクをノズルに誘導するための少なくとも１つ
の吸取り構造を個々に備えたインク貯蔵容器と、非使用時に印刷ヘッドに蓋をするための
キャッピング機構とを更に備えてたカートリッジに組み込まれている。
【０７９１】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　（ａ）印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッド
が媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、非キャ
ップ位置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング機構と、
　（ｂ）キャッパに接続された力伝達機構であって、媒体基板が給送通路に対して移動す
る際に媒体基板の縁によって加えられる力が該力伝達機構によってキャッパに伝達され、
それにより、媒体基板がキャッパに到達する前に、キャッパがキャップ位置から非キャッ
プ位置への移動を少なくとも開始するように構成された力伝達機構と
を備えている。
【０７９２】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　（ａ）印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッド
が媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、非キャ
ップ位置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング機構と、
　（ｂ）媒体基板の後縁が印刷ヘッドを通過するまでキャッパを非キャップ位置に保持す
るように構成されたロック機構と
を備えている。
【０７９３】
　媒体給送アセンブリは、任意選択で、媒体基板との接触摩擦を大きくするための媒体係
合表面を備えた駆動軸を有している。
【０７９４】
　モバイル機器は、任意選択で更に、印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャ
ッピング位置と、印刷ヘッドが媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を
移動することができるキャッパを備えたキャッピング機構を備えている。キャッパアセン
ブリは、媒体基板によって、媒体との係合が解除されるとキャップ位置へ移動するように
非キャップ位置に保持されている。
【０７９５】
　印刷エンジン制御装置は、任意選択で発光ビーコンを有しており、印刷ヘッドは、
　インクを噴射するための複数のノズルのアレイと、
　ノズルに印刷データを提供するための印刷データ回路と、
　ビーコンから印刷データを光学的に受け取るための光センサと
を備えている。
【０７９６】
　媒体給送アセンブリは、任意選択で、圧電共振線形駆動システムによって駆動される駆
動軸を有している。
【０７９７】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　印刷ヘッドに対する媒体基板の位置を示す信号を印刷エンジン制御装置に提供するため
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の位置センサ
を備えており、
　印刷エンジン制御装置は、上記信号を弁別して印刷ヘッドに対する媒体基板の速度を引
き出し、速度の変化に応答して印刷ヘッドの動作を調整している。
【０７９８】
　モバイル機器は、任意選択で更に、使用中、
　印刷エンジン制御装置が、駆動軸が完全に回転した数及び部分的に回転した数を知覚し
、駆動軸の角速度の変化に応答して印刷ヘッドの動作を調整している。
【０７９９】
　モバイル機器は、任意選択で更に、少なくとも１つのインク貯蔵容器を備えている。少
なくとも１つの貯蔵容器は、
　インクの貯蔵容積を画定しているハウジングと、
　インクの貯蔵容積を、印刷ヘッドに気密接続するための少なくとも１つのインク出口を
個々に有する複数のセクションに分割している１つ又は複数のバッフルと、
　隣接するセクションのインク出口とインク出口の間の流体連絡を確立している少なくと
も１つのコンジットと
を備えている。
【０８００】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　媒体基板が印刷ヘッドを通過する前及び通過した後に、媒体基板の少なくとも一部に符
号化されているデータを読み取るための二重知覚設備
を備えている。
【０８０１】
　媒体給送アセンブリは、任意選択で、媒体基板のシートを印刷ヘッドの先へ給送するた
めの駆動軸を有しており、使用中、
　運動量によってシートの後縁が印刷ヘッドの先へ突出して印刷が完了するよう、印刷が
完了する前にシートと駆動軸の係合が解除される。
【０８０２】
　第１の態様では、本発明により、
　表面の少なくとも一部に符号化データを有する媒体基板のシートに印刷するための印刷
ヘッドと、
　媒体基板のシートを給送通路に沿って印刷ヘッドの先へ給送するための媒体給送アセン
ブリと、
　印刷ヘッドの動作を制御するための印刷エンジン制御装置と、
　印刷ヘッドを通過する前及び通過した後に符号化データを読み取るための二重センサ設
備と
を備えたモバイル機器が提供される。
【０８０３】
　印刷エンジン制御装置（ＰＥＣ）には、ノズルからの印刷データの個々のラインの噴射
を制御するためのラインシンク信号が必要である。ラインシンク信号は、本質的に、カー
ドが給送通路に沿って必要な量だけ移動したこと、及び次のラインの印刷をノズルから噴
射することができることを示している。ラインシンク信号は、様々な方法で生成すること
ができる。しかしながら、クロックデータで媒体を符号化し、そのクロックデータを光学
的に知覚してクロック信号を引き出し、引き出したクロック信号を使用してラインシンク
信号を生成することにより、コンポーネントを最小化し、且つ、総合形状係数を小さくす
ることができる。クロックデータセンサは、印刷ヘッドの直近（媒体の入口側）に配置す
ることができるが、その場合、印刷ヘッドに向かう途中でセンサを通過してしまうと、媒
体の後縁のクロックデータを読み取ることはできない。後縁部分の印刷に必要なラインシ
ンク信号の生成方法に関しては、これは問題である。クロックデータを２回読み取る（印
刷ヘッドの前段で１回、印刷ヘッドの後段でもう１回読み取る）ように知覚デバイスを構
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成することにより、媒体の前縁から後縁までラインシンク信号を生成することができる。
「フルブリード」印刷の場合（カードの最末端まで印刷する場合）、このような構成が必
要であることは理解されよう。
【０８０４】
　センサ設備は、任意選択で、印刷ヘッドの前段の給送通路に隣接して配置された第１の
光センサ、及び印刷ヘッドの後段の給送通路に隣接して配置された第２の光センサを有し
ている。
【０８０５】
　符号化データには、任意選択で、第１の光センサが第２の光センサに先立ってクロック
トラックを読み取るよう、媒体基板のシートに沿って展開している縦方向のクロックトラ
ックの中に構成されたクロックデータが含まれている。
【０８０６】
　第１及び第２の光センサはいずれも、任意選択で、それらが同時にクロックトラックを
読み取っているとき、クロック信号を生成し、印刷エンジン制御装置は、第２の光センサ
からのクロック信号を第１の光センサからの信号に同期させる。
【０８０７】
　印刷エンジン制御装置は、任意選択で、第１及び第２の位相固定クロック信号を生成す
るために、それぞれ第１の光センサ信号及び第２の光センサ信号のための位相固定ループ
を有しており、また、印刷エンジン制御装置は、第１の位相固定クロック信号と第２の位
相固定クロック信号の間のあらゆる位相差を決定するための位相差計算器と、第１の位相
固定信号と同期する量だけ第２の位相固定クロック信号を遅延させるための遅延量を有し
ている。
【０８０８】
　印刷エンジン制御装置は、任意選択で、第２の位相固定クロック信号との同期化に先出
って、第１の位相固定クロック信号を使用して印刷ヘッドのためのラインシンク信号を生
成し、次に、同期化後に、第２の位相固定クロック信号を使用してラインシンク信号を生
成している。
【０８０９】
　印刷ヘッド及び駆動軸は、任意選択で、モバイル機器内の印刷媒体給送通路に挿入する
ための交換可能カートリッジに組み込まれている。
【０８１０】
　印刷ヘッドは、任意選択で、複数のインク噴射ノズルのアレイを有しており、また、ノ
ズルによって噴射されるインクを印刷ヘッドに供給するための少なくとも１つのインク貯
蔵容器であって、それぞれ負の静水圧のインクをノズルに誘導するための少なくとも１つ
の吸取り構造を個々に備えたインク貯蔵容器と、非使用時に印刷ヘッドに蓋をするための
キャッピング機構とを更に備えてたカートリッジに組み込まれている。
【０８１１】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　（ａ）印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッド
が媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、非キャ
ップ位置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング機構と、
　（ｂ）キャッパに接続された力伝達機構であって、媒体基板が給送通路に対して移動す
る際に媒体基板の縁によって加えられる力が該力伝達機構によってキャッパに伝達され、
それにより、媒体基板がキャッパに到達する前に、キャッパがキャップ位置から非キャッ
プ位置への移動を少なくとも開始するように構成された力伝達機構と
を備えている。
【０８１２】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　（ａ）印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッド
が媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、非キャ
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ップ位置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング機構と、
　（ｂ）媒体基板の後縁が印刷ヘッドを通過するまでキャッパを非キャップ位置に保持す
るように構成されたロック機構と
を備えている。
【０８１３】
　媒体給送アセンブリは、任意選択で、媒体基板との接触摩擦を大きくするための媒体係
合表面を備えた駆動軸を有している。
【０８１４】
　モバイル機器は、任意選択で更に、印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャ
ッピング位置と、印刷ヘッドが媒体基板に印刷することができる非キャップ位置との間を
移動することができるキャッパを備えたキャッピング機構を備えている。キャッパアセン
ブリは、媒体基板によって、媒体との係合が解除されるとキャップ位置へ移動するように
非キャップ位置に保持されている。
【０８１５】
　モバイル機器は、任意選択で更に、発光ビーコンを備えた印刷エンジン制御装置を備え
ており、印刷ヘッドは、更に、
　インクを噴射するための複数のノズルのアレイと、
　ノズルに印刷データを提供するための印刷データ回路と、
　ビーコンから印刷データを光学的に受け取るための光センサと
を備えている。
【０８１６】
　媒体給送アセンブリは、任意選択で、圧電共振線形駆動システムによって駆動される駆
動軸を有している。
【０８１７】
　二重知覚設備は、任意選択で、印刷ヘッドに対する媒体基板の位置を示す信号を印刷エ
ンジン制御装置に提供しており、
　印刷エンジン制御装置は、上記信号を弁別して印刷ヘッドに対する媒体基板の速度を引
き出し、速度の変化に応答して印刷ヘッドの動作を調整している。
【０８１８】
　媒体給送アセンブリは、任意選択で駆動軸を有しており、印刷エンジン制御装置は、駆
動軸が完全に回転した数及び部分的に回転した数を知覚し、駆動軸の角速度の変化に応答
して印刷ヘッドの動作を調整している。
【０８１９】
　モバイル機器は、任意選択で更に、少なくとも１つのインク貯蔵容器を備えている。少
なくとも１つの貯蔵容器は、
　インクの貯蔵容積を画定しているハウジングと、
　インクの貯蔵容積を、印刷ヘッドに気密接続するための少なくとも１つのインク出口を
個々に有する複数のセクションに分割している１つ又は複数のバッフルと、
　隣接するセクションのインク出口とインク出口の間の流体連絡を確立している少なくと
も１つのコンジットと
を備えている。
【０８２０】
　符号化データには、任意選択で、媒体基板のシートの少なくとも１つの寸法を示すデー
タが含まれており、
　シートが印刷ヘッドに対して所定の位置に位置している場合、印刷エンジン制御装置は
印刷を開始する。
【０８２１】
　媒体給送アセンブリは、任意選択で、媒体基板のシートを印刷ヘッドの先へ給送するた
めの駆動軸を有しており、使用中、
　運動量によってシートの後縁が印刷ヘッドの先へ突出して印刷が完了するよう、印刷が
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完了する前にシートと駆動軸の係合が解除される。
【０８２２】
　第１の態様では、本発明により、モバイル機器に装てんするための交換可能印刷カート
リッジが提供される。印刷カートリッジは、
　印刷ヘッドと、
　少なくとも１つのインク貯蔵容器と、
　その集積回路に比較的独自の識別子を恒久的に記憶している第１の集積回路と
を備えており、モバイル機器に装てんされると、モバイル機器は、上記識別子を決定する
ことができる。
【０８２３】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、装てんされると、モバイル機器内の１つ又は複
数の対応する相補コンタクトに動作接続するための１つ又は複数のコンタクトを備えてお
り、モバイル機器は、少なくとも１つのコンタクトを介して第１の集積回路に信号を送る
ことができる。
【０８２４】
　モバイル機器は、任意選択で、識別子を決定するために第１の集積回路に信号を送るた
めの第２の集積回路を備えており、第１の集積回路は、第１の集積回路自身と第２の集積
回路との間の認証通信を可能にするように構成されている。
【０８２５】
　第１の集積回路は、任意選択で、第１のビットパターンを記憶している不揮発性メモリ
を備えている。第１のビットパターンは、
　（ａ）デバイスと結合した第２のビットパターンに一方向関数を適用して第１の結果を
生成し、
　（ｂ）第１の結果及び第１のビットパターンに第２の関数を適用して第２の結果を生成
し、且つ、
　（ｃ）第２の結果をメモリに記憶して間接的に第１のビットパターンを記憶する
　ことによって生成されている。
【０８２６】
　一方向関数は、任意選択で第２の関数より暗号的に安全である。
【０８２７】
　第１の集積回路のそれぞれは、任意選択で、その集積回路と結合しているカートリッジ
のモバイル機器による認証に使用される機密情報が含まれており、個々のチップ内の機密
情報は、複数の他のチップに対して、メモリ内の異なる記憶場所に配置されている。
【０８２８】
　印刷ヘッドは、任意選択でページ幅印刷ヘッドである。
【０８２９】
　印刷ヘッドは、任意選択で、少なくとも３色で印刷している。
【０８３０】
　印刷ヘッドは、任意選択で、シアン、マゼンタ及びイエローで印刷している。
【０８３１】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、
　印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッドが印刷
媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、非キャップ位
置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング機構
を備えており、キャッパは、印刷媒体が給送通路を通って移動する際に、印刷媒体の縁に
よってキャップ位置と非キャップ位置の間を移動する。
【０８３２】
　キャップ位置では、キャッパは、任意選択で弾性的にキャッピング関係に強制される。
【０８３３】
　キャッピング機構は、任意選択で、キャッパがキャップ位置から非キャップ位置へ移動
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する際に、キャッパが給送方向に変位するように構成されている。
【０８３４】
　キャッピング機構は、任意選択で更に、キャッパが給送方向に変位する際に、キャッパ
が印刷ヘッドから遠ざかる方向に同時に変位するように構成されている。
【０８３５】
　キャッピング機構は、任意選択で、非キャップ位置で、次に給送方向とは反対の方向に
変位する。
【０８３６】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、印刷媒体が印刷ヘッドによって印刷されている
間、キャッパを非キャップ位置に保持するためのロック機構を備えている。
【０８３７】
　ロック機構は、任意選択で、非ロック位置とロック位置の間で回転するように取り付け
られた少なくとも１つのカムを備えている。少なくとも１つのカムは、非ロック位置では
、印刷媒体が存在していない場合、少なくとも部分的に給送通路の中へ展開するように構
成されている。少なくとも１つのカムは、印刷媒体が給送通路を通って給送される際に印
刷媒体の縁に係合し、該少なくとも１つのカムが印刷媒体によってロック位置へ回転する
ように配置され、且つ、構成されている。ロック位置では、キャッパは、印刷媒体の後縁
が印刷ヘッドを通過するまで非キャップ位置に保持される。
【０８３８】
　カムは、任意選択で、印刷媒体の縁が給送通路内の所定の位置を通過すると、弾性バイ
アスされて非ロック位置へ復帰し、それによりキャッパがキャップ位置へ復帰する。
【０８３９】
　少なくとも１つのカムは、任意選択で、印刷媒体とカムが給送通路内で係合する際に、
印刷媒体に対して実質的に直角の軸の周りに回転するように取り付けられている。
【０８４０】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、
　少なくとも１つのインク貯蔵容器を複数のセクションに分割している少なくとも１つの
バッフルであって、個々のインク貯蔵容器内のセクションのそれぞれが開口を介して該イ
ンク貯蔵容器内の他のセクションのそれぞれと流体連絡しているバッフルと、
　少なくとも１つの貯蔵容器のそれぞれの中の少なくとも１つの多孔性インサートであっ
て、実質的にすべての個々のインク貯蔵容器が該少なくとも１つの多孔性インサートで満
たされる多孔性インサートと
を備えている。
【０８４１】
　貯蔵容器のそれぞれは、任意選択で、少なくとも１つの凹状部分を備えた単一の多孔性
インサートを備えている。凹状部分のそれぞれは、貯蔵容器内の複数のバッフルのうちの
１つと係合するように構成されている。
【０８４２】
　第１の態様では、本発明により、モバイル機器に装てんするための交換可能カートリッ
ジが提供される。カートリッジは、
　印刷ヘッドと、
　印刷ヘッドにインクを供給するための１つ又は複数のインク貯蔵容器と、
　モバイル機器にカートリッジが装てんされた場合のカートリッジの妥当性検証を可能に
するための集積回路であって、機密情報を記憶するための不揮発性メモリを備えた集積回
路と
を備えている。
【０８４３】
　カートリッジは、任意選択で更に、妥当性検証の間、モバイル機器と集積回路の間の通
信を可能にするための通信手段を備えている。
【０８４４】
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　通信手段は、任意選択で、モバイル機器にカートリッジが装てんされた場合に、モバイ
ル機器の第２の相補コンタクトと係合する第１のコンタクトを備えている。
【０８４５】
　集積回路は、任意選択で、モバイル機器内のエンティティと安全な方法で通信するよう
に構成されている。
【０８４６】
　集積回路は、任意選択で、残りの印刷数を示すデータを記憶するように構成されており
、データの不正な変更を防止するための１つ又は複数の安全機能を備えている。
【０８４７】
　データには、任意選択でインクカウンタが含まれており、集積回路は、インクが印刷に
使用されると、インクカウンタをディクリメントするように構成されている。
【０８４８】
　集積回路は、任意選択で、インクカウンタのインクリメントを防止するように設計され
ている。
【０８４９】
　データには、任意選択で印刷カウンタが含まれており、集積回路は、印刷が実施される
毎に印刷カウンタをディクリメントするように構成されている。
【０８５０】
　集積回路は、任意選択で、印刷カウンタのインクリメントを防止するように設計されて
いる。
【０８５１】
　カートリッジは、任意選択で更に、印刷ヘッドによって印刷される印刷媒体に符号化さ
れているデータを知覚するように構成されたセンサを備えている。
【０８５２】
　センサは、任意選択で、知覚した符号化データをモバイル機器に出力するように構成さ
れている。
【０８５３】
　カートリッジは、任意選択で、知覚した符号化データから引き出されるクロックを使用
して印刷媒体への印刷を同期化させるように構成されている。
【０８５４】
　符号化データには、任意選択で線形符号化クロックトラックが含まれており、印刷中、
このクロックトラックからクロックが引き出される。
【０８５５】
　符号化データには、任意選択で、印刷媒体の識別を表している線形符号化データトラッ
クが含まれており、カートリッジは、知覚した符号化データをモバイル機器に出力し、識
別の決定を可能にするように構成されている。
【０８５６】
　カートリッジは、任意選択で更に、
　印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッドが印刷
媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、非キャップ位
置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング機構
を備えており、キャッパは、印刷媒体が給送通路を通って移動する際に、印刷媒体の縁に
よってキャップ位置と非キャップ位置の間を移動する。
【０８５７】
　キャップ位置では、キャッパは、任意選択で弾性的にキャッピング関係に強制される。
【０８５８】
　キャッピング機構は、任意選択で、キャッパがキャップ位置から非キャップ位置へ移動
する際に、キャッパが給送方向に変位するように構成されている。
【０８５９】
　キャッピング機構は、任意選択で更に、キャッパが給送方向に変位する際に、キャッパ
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が印刷ヘッドから遠ざかる方向に同時に変位するように構成されている。
【０８６０】
　キャッピング機構は、任意選択で、非キャップ位置で、次に給送方向とは反対の方向に
変位する。
【０８６１】
　カートリッジは、任意選択で更に、印刷媒体が印刷ヘッドによって印刷されている間、
キャッパを非キャップ位置に保持するためのロック機構を備えている。
【０８６２】
　第１の態様では、本発明により、モバイル機器に装てんするための交換可能印刷カート
リッジが提供される。印刷カートリッジは、
　印刷ヘッドと、
　少なくとも１つのインク貯蔵容器と、
　データを記憶するように構成された記憶手段と、
　記憶手段に既に記憶されている値への変更が防止されているデータの値を変更するため
のデータ変更機構と
を備えている。
【０８６３】
　記憶手段は、任意選択で、複数のユニットの形態でデータを記憶しており、これらの複
数のユニットのうちの１つ又は複数を恒久的に変更することによってデータの値を変更す
ることができる。
【０８６４】
　ユニットは、任意選択でビットである。
【０８６５】
　複数のビットのそれぞれの値は、任意選択で、一度だけ変更可能な形態で記憶されてお
り、印刷カートリッジは、所定の事象に応答して、複数のビットのうちの１つ又は複数の
値を選択的に変更するように構成されている。
【０８６６】
　印刷カートリッジは、任意選択で複数の可溶性リンクを備えている。可溶性リンクのそ
れぞれは、複数のビットのうちの１つを記憶しており、事象に応答して選択的に吹き飛ば
されるように構成されている。
【０８６７】
　印刷ヘッドは、任意選択で複数のユニットセルを備えており、ユニットセルのそれぞれ
は、対応するデータレジスタからのデータを個々に備えている。これらのユニットセルの
ほとんどは、適切なデータをレジスタにロードすることによって複数のビットのうちの１
つ又は複数の値を変更することができるよう、インクを噴射するための対応する複数の個
々の印刷ノズルと結合しており、また、ユニットセルの少数が、対応する複数のビットと
結合している。
【０８６８】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、印刷カートリッジが装てんされた場合に、モバ
イル機器内の１つ又は複数の対応する相補コンタクトと動作接続するための１つ又は複数
のコンタクトを備えており、モバイル機器は、少なくとも１つのコンタクトを介して、複
数のビットのうちの１つ又は複数の値の変更を制御することができる。
【０８６９】
　データは、任意選択で残りの印刷数を示している。
【０８７０】
　データは、任意選択で、印刷カートリッジによって使用されたインクの量又は印刷カー
トリッジに残っているインクの量を示している。
【０８７１】
　データは、任意選択で、印刷カートリッジによって実施された印刷数又は印刷すべき残
りの印刷数を示している。
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【０８７２】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、印刷ヘッドによって印刷される印刷媒体に符号
化されているデータを知覚するように構成されたセンサを備えている。
【０８７３】
　センサは、任意選択で、知覚した符号化データをモバイル機器に出力するように構成さ
れている。
【０８７４】
　印刷カートリッジは、任意選択で、知覚した符号化データから引き出されるクロックを
使用して印刷媒体への印刷を同期化させるように構成されている。
【０８７５】
　符号化データには、任意選択で線形符号化クロックトラックが含まれており、印刷中、
このクロックトラックからクロックが引き出される。
【０８７６】
　符号化データには、任意選択で、印刷媒体の識別を表している線形符号化データトラッ
クが含まれており、カートリッジは、知覚した符号化データをモバイル機器に出力し、識
別の決定を可能にするように構成されている。
【０８７７】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、
　印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッドが印刷
媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、非キャップ位
置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング機構
を備えており、キャッパは、印刷媒体が給送通路を通って移動する際に、印刷媒体の縁に
よってキャップ位置と非キャップ位置の間を移動する。
【０８７８】
　キャップ位置では、キャッパは、任意選択で弾性的にキャッピング関係に強制される。
【０８７９】
　キャッピング機構は、任意選択で、キャッパがキャップ位置から非キャップ位置へ移動
する際に、キャッパが給送方向に変位するように構成されている。
【０８８０】
　キャッピング機構は、任意選択で更に、キャッパが給送方向に変位する際に、キャッパ
が印刷ヘッドから遠ざかる方向に同時に変位するように構成されている。
【０８８１】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、印刷媒体が印刷ヘッドによって印刷されている
間、キャッパを非キャップ位置に保持するためのロック機構を備えている。
【０８８２】
　第１の態様では、本発明により、モバイル機器に装てんするための交換可能印刷カート
リッジが提供される。印刷カートリッジは、
　印刷ヘッドと、
　少なくとも１つのインク貯蔵容器と、
　少なくとも１つのインク貯蔵容器のインクの量に基づく、カートリッジによって達成す
ることができる印刷の量を示す情報を記憶するように構成された記憶手段と、
　情報の値を変更するための情報変更機構と
を備えている。
【０８８３】
　情報は、任意選択で、少なくとも１つのインク貯蔵容器の残りのインクの量を示してい
る。
【０８８４】
　印刷カートリッジは、任意選択で複数のインクカートリッジを備えており、情報は、個
々の貯蔵容器の残りのインクの量を個別に示している。
【０８８５】
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　印刷カートリッジは、任意選択で複数のインクカートリッジを備えており、情報は、こ
れらの貯蔵容器のインクの平均残量を全体として示している。
【０８８６】
　情報は、任意選択で、少なくとも１つのインク貯蔵容器のインクの量に基づく、印刷カ
ートリッジが達成することができる典型的な印刷の予測数を示している。
【０８８７】
　記憶手段は、任意選択で複数の副値ユニットの形態で情報を記憶しており、これらの複
数の副値ユニットのうちの１つ又は複数を恒久的に変更することによって情報の値を変更
することができる。
【０８８８】
　副値ユニットは、任意選択でビットである。
【０８８９】
　印刷カートリッジは、任意選択で、印刷によって所定の量のインクが消費される毎に、
複数のビットのうちの１つの値を自動的に変更するように構成されている。
【０８９０】
　印刷カートリッジは、任意選択で、所定の印刷数が印刷される毎に、複数のビットのう
ちの１つの値を自動的に変更するように構成されている。
【０８９１】
　印刷カートリッジは、任意選択で、複数のビットのそれぞれの値が、一度だけ変更可能
な形態で記憶されており、印刷カートリッジは、所定の事象に応答して、複数のビットの
うちの１つ又は複数の値を選択的に変更するように構成されている。
【０８９２】
　印刷カートリッジは、任意選択で複数の可溶性リンクを備えている。可溶性リンクのそ
れぞれは、複数のビットのうちの１つを記憶しており、事象に応答して、カートリッジに
よって選択的に吹き飛ばされるように構成されている。
【０８９３】
　印刷ヘッドは、任意選択で複数のユニットセルを備えており、ユニットセルのそれぞれ
は、対応するデータレジスタからのデータを個々に備えている。これらのユニットセルの
ほとんどは、適切なデータをレジスタにロードすることによって複数のビットのうちの１
つ又は複数の値を変更することができるよう、インクを噴射するための対応する複数の個
々の印刷ノズルと結合しており、また、ユニットセルの少数が、対応する複数のビットと
結合している。
【０８９４】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、印刷カートリッジが装てんされた場合に、モバ
イル機器内の１つ又は複数の対応する相補コンタクトと動作接続するための１つ又は複数
のコンタクトを備えており、モバイル機器は、少なくとも１つのコンタクトを介して、複
数のビットのうちの１つ又は複数の値の変更を制御することができる。
【０８９５】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、印刷ヘッドによって印刷される印刷媒体に符号
化されているデータを知覚するように構成されたセンサを備えている。
【０８９６】
　印刷カートリッジのセンサは、任意選択で、知覚した符号化データをモバイル機器に出
力するように構成されている。
【０８９７】
　印刷カートリッジは、任意選択で、知覚した符号化データから引き出されるクロックを
使用して印刷媒体への印刷を同期化させるように構成されている。
【０８９８】
　印刷カートリッジの符号化データには、任意選択で線形符号化クロックトラックが含ま
れており、印刷中、このクロックトラックからクロックが引き出される。
【０８９９】
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　符号化データには、任意選択で、印刷媒体の識別を表している線形符号化データトラッ
クが含まれており、カートリッジは、知覚した符号化データをモバイル機器に出力し、識
別の決定を可能にするように構成されている。
【０９００】
　印刷カートリッジは、任意選択で更に、
　印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッドが印刷
媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、非キャップ位
置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング機構
を備えており、キャッパは、印刷媒体が給送通路を通って移動する際に、印刷媒体の縁に
よってキャップ位置と非キャップ位置の間を移動する。
【０９０１】
　キャップ位置では、キャッパは、任意選択で弾性的にキャッピング関係に強制される。
【０９０２】
　第１の態様では、本発明により、
　印刷中、印刷媒体が沿って移動する印刷通路に配置された印刷ヘッドと、
　印刷通路に配置された、印刷媒体が印刷通路に挿入されたことを知覚するセンサと
を備えたモバイル機器が提供される。モバイル機器は、
　印刷媒体が挿入されたことをセンサを使用して知覚し、
　印刷媒体を挿入すること以外のユーザによる介在を必要とすることなく印刷媒体への印
刷を開始する
　ように構成されている。
【０９０３】
　モバイル機器は、任意選択で、ユーザに視覚情報を表示するためのディスプレイを備え
ており、モバイル機器は、ディスプレイに表示されている現在の文書又は他のタイプの情
報に関連するデータを自動的に印刷するように構成されている。
【０９０４】
　モバイル機器は、任意選択で、モバイル機器が維持している印刷待ち行列中の次のジョ
ブを自動的に印刷するように構成されている。
【０９０５】
　ユーザの介在を必要とすることのない印刷は、任意選択で、ユーザがモバイル機器に対
して設定することができるモードと結合している。
【０９０６】
　モバイル機器は、任意選択で更に、印刷中、印刷媒体を印刷ヘッドの先へ駆動するため
の駆動手段を備えている。駆動手段は、印刷プロセスの一環として印刷媒体の駆動を開始
するように構成されている。
【０９０７】
　駆動手段は、任意選択で、印刷ヘッドの前段の印刷通路に配置された少なくとも１つの
ローラを備えている。
【０９０８】
　センサは、任意選択で、印刷媒体に符号化されているデータを読み取るように構成され
ている。
【０９０９】
　モバイル機器は、任意選択でトランスミッタ及びレシーバを備えている。トランスミッ
タは、読み取った符号化データに基づいて遠隔コンピュータにメッセージを送信するよう
に構成されており、レシーバは、印刷媒体に印刷することができるかどうかを示す応答を
遠隔コンピュータから受け取るように構成されている。
【０９１０】
　モバイル機器は、任意選択で更に駆動手段を備えている。駆動手段は、
　センサが符号化データを読み取っている間、印刷媒体を印刷通路に沿って駆動し、
　印刷媒体を印刷通路に沿って後方の印刷開始位置へ駆動し、且つ、
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　プリンタが印刷媒体に印刷している間、印刷媒体を印刷通路に沿って駆動する
　ように構成されている。
【０９１１】
　センサは、任意選択で、印刷媒体が印刷されている際、符号化データを知覚しており、
モバイル機器は、符号化データからクロック信号を引き出し、引き出したクロック信号を
使用して印刷媒体への印刷を同期化させるように構成されている。
【０９１２】
　センサは、任意選択で、最初に印刷媒体が挿入されると、符号化データの少なくとも一
部を知覚しており、モバイル機器は、知覚した符号化データから印刷媒体の配向を決定し
、印刷媒体が正しく挿入されなかった場合の印刷を防止するように構成されている。
【０９１３】
　モバイル機器は、任意選択で、印刷媒体が正しく挿入されなかった場合、ユーザに指示
を出力するように構成されている。
【０９１４】
　印刷媒体は、任意選択で、意図する印刷方向に展開している線形符号化データトラック
を備えており、モバイル機器は、
　印刷中、データトラックを知覚するように構成されたセンサと、
　噴射制御信号に応答して印刷媒体に印刷するための印刷ヘッドと、
　知覚したデータトラックに基づいて噴射制御信号を生成するために接続された噴射制御
手段と
を備えている。
【０９１５】
　モバイル機器は、任意選択で更に、印刷中にセンサがデータトラックを知覚している間
、該データトラックを照射するための発光デバイスを備えている。
【０９１６】
　光センサは、任意選択で赤外線スペクトルに感応する。
【０９１７】
　データトラックは、任意選択で、クロックコードのみを含んだクロックトラックであり
、噴射制御手段は、知覚したデータトラックから生成されるクロック信号の形態の噴射制
御信号を生成するように構成されている。
【０９１８】
　データトラックには、任意選択で、埋込み型クロック信号を含んだ第１の情報が含まれ
ており、噴射制御手段は、知覚したデータトラックから引き出されるクロック信号の形態
の噴射制御信号を生成するように構成されている。
【０９１９】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体の少なくとも１つの物理特性を表しており、モバイ
ル機器は、少なくとも部分的に該物理特性のうちの少なくとも１つに基づいて印刷ヘッド
の動作を制御するように構成されている。
【０９２０】
　モバイル機器は、任意選択で、知覚したデータトラックを使用して印刷ヘッドに対する
印刷媒体の絶対位置を決定し、且つ、その決定を利用して印刷媒体に印刷するように構成
されている。
【０９２１】
　データトラックは、任意選択で更に第１の情報を符号化し、印刷媒体には、更に、第２
の情報を符号化している第２の符号化データが含まれている。第１の情報は第２の情報を
表している。
【０９２２】
　第１の態様では、本発明により、印刷媒体への印刷が完了する前に、モバイル機器を使
用して印刷媒体を認証する方法が提供される。モバイル機器は、処理手段、印刷ヘッド及
びセンサを備えており、印刷媒体は、
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　基板
を備えており、上記方法には、
　基板の表面に提供されている符号化データを知覚するためにセンサを使用するステップ
と、
　符号化データを解釈して印刷媒体を認証するために処理手段を使用するステップと、
　認証ステップで認証された場合に、印刷媒体に印刷するために印刷ヘッドを使用するス
テップ
が含まれている。
【０９２３】
　符号化データを解釈するためにプロセッサ手段を使用するステップには、任意選択で更
に、
　知覚した符号化データから、
　印刷媒体の識別
　該識別の少なくとも一部のディジタル署名である複数の署名断片
を決定するステップと、
　複数の署名断片を使用して確定署名を決定するステップと、
　確定署名及びキーを使用して作成識別を生成するステップと、
　識別と作成識別を比較するステップ、及び比較した結果を使用して印刷媒体を認証する
ステップ
が含まれている。
【０９２４】
　符号化データには、任意選択で複数の符号化データ部分が含まれている。符号化データ
部分のそれぞれは、
　識別及び
　少なくとも１つの署名断片
を符号化しており、上記方法には、複数の符号化データ部分を知覚し、それにより複数の
署名断片を決定するステップが含まれている。
【０９２５】
　複数の符号化データ部分は、任意選択で、印刷媒体がモバイル機器内に画定された印刷
通路に沿って移動している間、印刷媒体がセンサの先へ移動する際に知覚される。
【０９２６】
　符号化データ部分のそれぞれは、任意選択で署名断片識別を符号化しており、上記方法
には、
　個々の確定署名断片の署名断片識別を決定するステップと、
　確定署名断片識別を使用して確定署名を決定するステップ
が含まれている。
【０９２７】
　符号化データには、任意選択で複数のレイアウトが含まれている。レイアウトのそれぞ
れは、識別を符号化している複数の第１の記号及び少なくとも１つの署名断片を画定して
いる複数の第２の記号の位置を画定している。
【０９２８】
　符号化データには、任意選択で複数のタグが含まれており、符号化データ部分のそれぞ
れは、これらの複数のタグのうちの少なくとも１つから形成されている。
【０９２９】
　符号化データは、任意選択で、目に見えないインク及び赤外線吸収性インクのうちの少
なくともいずれかを使用して表面に印刷されており、上記方法には、赤外線センサを使用
して符号化データを知覚するステップが含まれている。
【０９３０】
　複数の署名断片は、任意選択で署名全体を表している。
【０９３１】
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　モバイル機器は、任意選択でトランスミッタ及びレシーバを備えており、上記方法には
、
　識別を表している第１のメッセージを遠隔コンピュータシステムに送信するためにトラ
ンスミッタを使用するステップと、
　署名と結合しているパディング、
　専用キー、及び
　公開キー
のうちの少なくとも１つを示すデータを含んだ第２のメッセージを遠隔コンピュータシス
テムから受け取るためにレシーバを使用するステップと、
　確定署名及びデータ、専用キー又は公開キーを使用して作成識別を生成するステップ
が含まれている。
【０９３２】
　署名は、任意選択で、識別の少なくとも一部及び所定のパディングの少なくとも一部の
ディジタル署名であり、上記方法には、
　識別を使用して所定のパディングを決定するステップと、
　所定のパディング及び確定署名を使用して作成識別を生成するステップ
が含まれている。
【０９３３】
　知覚した符号化データは、任意選択で更に、
　複数のデータ部分のうちの少なくとも１つの位置、
　印刷媒体上の複数のデータ部分のうちの少なくとも１つの位置、
　データ部分のサイズ、
　署名のサイズ、
　署名断片のサイズ、
　署名断片の識別、
　指示された位置のユニット、
　重複データ、
　エラー修正を許容するデータ、
　リード－ソロモンデータ、及び
　周期冗長検査（ＣＲＣ）データ
のうちの少なくとも１つを表している。
【０９３４】
　ディジタル署名には、任意選択で、
　識別に関連する乱数、
　少なくとも識別の打けんハッシュ、
　専用キーを使用して生成された、対応する公開キーを使用して検証することができる少
なくとも識別の打けんハッシュ、
　少なくとも識別を暗号化することによって生成された暗号文、
　少なくとも識別及び乱数を暗号化することによって生成された暗号文、及び
　専用キーを使用して生成された、対応する公開キーを使用して検証することができる暗
号文
のうちの少なくとも１つが含まれている。
【０９３５】
　識別には、任意選択で、
　印刷媒体、及び
　印刷媒体の領域
のうちの少なくとも１つの識別が含まれている。
【０９３６】
　符号化データには、任意選択で多数の符号化データ部分が含まれている。符号化データ
部分のそれぞれは、
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　識別、及び
　該識別の少なくとも一部のディジタル署名である署名の少なくとも一部
を符号化している。
【０９３７】
　上記方法には、任意選択で更に、認証ステップで認証されたかどうかを決定するステッ
プに先立って印刷を開始するステップと、認証されなかった場合に印刷を中止するステッ
プが含まれている。
【０９３８】
　更なる態様では、印刷媒体への印刷が完了する前に、モバイル機器を使用して印刷媒体
を認証する方法が提供される。モバイル機器は、処理手段、印刷ヘッド、トランスミッタ
、レシーバ及びセンサを備えており、印刷媒体は基板を備えている。上記方法には、
　基板の表面に提供されている符号化データを知覚するためにセンサを使用するステップ
と、
　知覚した符号化データから印刷媒体の識別を決定するために処理手段を使用するステッ
プと、
　識別を表している第１のメッセージを遠隔コンピュータシステムに送信するためにトラ
ンスミッタを使用するステップと、
　該識別が印刷してもよい印刷媒体と関連しているかどうかを示すデータを含んだ第２の
メッセージを遠隔コンピュータシステムから受け取るためにレシーバを使用するステップ
と、
　データを利用して印刷媒体に印刷するために印刷ヘッドを使用するステップ
が含まれている。
【０９３９】
　印刷媒体には、任意選択で配向標識が含まれており、上記方法には、
　符号化データを知覚する前に配向標識を知覚するステップと、
　媒体が正しく挿入されなかった場合に印刷を防止するステップ
が含まれている。
【０９４０】
　上記方法には、任意選択で、媒体が正しく挿入されなかった場合に、媒体の配向を変更
する必要があることをモバイル機器のユーザに指示するステップが含まれている。
【０９４１】
　基板は、任意選択で積層基板である。
【０９４２】
　第１の態様では、本発明により、印刷媒体への印刷が完了する前に、モバイル機器を使
用して印刷媒体をオンラインで認証する方法が提供される。モバイル機器は、処理手段、
印刷ヘッド、センサ、トランスミッタ及びレシーバを備えており、印刷媒体は積層基板を
備えている。上記方法には、
　基板の表面に提供されている符号化データを知覚するためにセンサを使用するステップ
と、
　知覚した符号化データから、
　印刷媒体の識別及び
　該識別の少なくとも一部のディジタル署名である署名の少なくとも一部
を決定するために処理手段を使用するステップと、
　識別及び署名の少なくとも一部を示す第１のデータを遠隔コンピュータシステムに送信
するためにトランスミッタを使用するステップと、
　第１のデータに応答して、その印刷媒体が識別及び署名の少なくとも一部に基づいて認
証されたかどうかを示す第２のデータを遠隔コンピュータシステムから受け取るためにレ
シーバを使用するステップと、
　印刷媒体が認証された場合に、印刷媒体に印刷するために印刷ヘッドを使用するステッ
プ
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が含まれている。
【０９４３】
　符号化データには、任意選択で複数の符号化データ部分が含まれている。符号化データ
部分のそれぞれは、
　識別、及び
　少なくとも１つの署名断片
を符号化しており、上記方法には、複数の符号化データ部分を知覚し、それにより署名の
少なくとも一部を示す複数の署名断片を決定するステップが含まれている。
【０９４４】
　複数の符号化データ部分は、任意選択で、印刷媒体がモバイル機器内に画定された印刷
通路に沿って移動している間、印刷媒体がセンサの先へ移動する際に知覚される。
【０９４５】
　符号化データ部分のそれぞれは、任意選択で署名断片識別を符号化しており、上記方法
には、
　個々の確定署名断片の署名断片識別を決定するステップと、
　確定署名断片識別及び対応する署名断片を使用して、署名の少なくとも一部を決定する
ステップ
が含まれている。
【０９４６】
　複数の署名断片は、任意選択で署名全体を表している。
【０９４７】
　符号化データには、任意選択で複数のタグが含まれており、符号化データ部分のそれぞ
れは、これらの複数のタグのうちの少なくとも１つから形成されている。
【０９４８】
　第２データは、任意選択で更に、
　署名と結合しているパディング、
　専用キー、及び
　公開キー
のうちの少なくとも１つを示している。
【０９４９】
　知覚した符号化データは、任意選択で更に、
　複数のデータ部分のうちの少なくとも１つの位置、
　印刷媒体上の複数のデータ部分のうちの少なくとも１つの位置、
　複数のデータ部分のうちの少なくとも１つのサイズ、
　署名のサイズ、
　署名断片のサイズ、
　署名断片の識別、
　指示された位置のユニット、
　重複データ、
　エラー修正を許容するデータ、
　リード－ソロモンデータ、及び
　周期冗長検査（ＣＲＣ）データ
のうちの少なくとも１つを表している。
【０９５０】
　ディジタル署名には、任意選択で、
　識別に関連する乱数、
　少なくとも識別の打けんハッシュ、
　専用キーを使用して生成された、対応する公開キーを使用して検証することができる少
なくとも識別の打けんハッシュ、
　少なくとも識別を暗号化することによって生成された暗号文、
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　少なくとも識別及び乱数を暗号化することによって生成された暗号文、及び
　専用キーを使用して生成された、対応する公開キーを使用して検証することができる暗
号文
のうちの少なくとも１つが含まれている。
【０９５１】
　識別には、任意選択で、
　印刷媒体、及び
　印刷媒体の領域
のうちの少なくとも１つの識別が含まれている。
【０９５２】
　符号化データには、任意選択で多数の符号化データ部分が含まれている。符号化データ
部分のそれぞれは、
　識別、及び
　該識別の少なくとも一部のディジタル署名である署名の少なくとも一部
を符号化している。
【０９５３】
　上記方法には、任意選択で更に、認証ステップで認証されたかどうかを決定するステッ
プに先立って印刷を開始するステップと、認証されなかった場合に印刷を中止するステッ
プが含まれている。
【０９５４】
　印刷媒体には、任意選択で配向標識が含まれており、上記方法には、
　符号化データを知覚する前に配向標識を知覚するステップと、
　媒体が正しく挿入されなかった場合に印刷を防止するステップ
が含まれている。
【０９５５】
　上記方法には、任意選択で更に、媒体が正しく挿入されなかった場合に、媒体の配向を
変更する必要があることをモバイル機器のユーザに指示するステップが含まれている。
【０９５６】
　符号化データは、任意選択で、目に見えないインク及び赤外線吸収性インクのうちの少
なくともいずれかを使用して表面に印刷されており、上記方法には、赤外線センサを使用
して符号化データを知覚するステップが含まれている。
【０９５７】
　印刷媒体は、任意選択で、縦方向に展開している少なくとも１つのデータトラックを備
えており、上記方法には、印刷媒体が印刷されている際、このデータトラックからクロッ
ク信号を引き出すステップと、印刷媒体への印刷を同期化させるためにクロック信号を使
用するステップが含まれている。
【０９５８】
　データトラックには、任意選択で更に、識別を表している第１の情報が含まれている。
【０９５９】
　データトラックは、任意選択で線形符号化されている。
【０９６０】
　クロック信号は、任意選択で、データトラックの中に符号化されているデータに埋め込
まれており、上記方法には、このデータトラックからクロック信号を引き出すステップが
含まれている。
【０９６１】
　符号化データは、任意選択で、目に見えないインク及び赤外線吸収性インクのうちの少
なくともいずれかを使用して表面に印刷されており、上記方法には、赤外線センサを使用
して符号化データを知覚するステップが含まれている。
【０９６２】
　第１の態様では、本発明により、印刷媒体への印刷が完了する前に、モバイル機器を使
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用して印刷媒体をオンラインで認証する方法が提供される。モバイル機器は、処理手段、
印刷ヘッド及びセンサを備えており、印刷媒体は積層基板を備えている。上記方法には、
　基板の表面に提供されている符号化データを知覚するためにセンサを使用するステップ
と、
　処理手段を使用するステップと、
　知覚した符号化データから、
　印刷媒体の識別、及び
　該識別の少なくとも一部のディジタル署名である署名の少なくとも一部を決定するステ
ップと、
　署名の少なくとも一部を使用して確定署名を決定するステップと、
　確定署名及びモバイル機器に記憶されている公開キーを使用して作成識別を生成するス
テップと、
　識別と作成識別を比較するステップと、
　比較した結果を使用して印刷媒体を認証するステップと、
　認証ステップで認証された場合に、印刷媒体に印刷するために印刷ヘッドを使用するス
テップ
が含まれている。
【０９６３】
　モバイル機器は、任意選択でレシーバを備えており、上記方法には、作成識別を生成す
るステップに先出って実行される、
　公開キーを示すデータを受け取るためにレシーバを使用するステップと、
　公開キーをモバイル機器のメモリに記憶するステップ
が含まれている。
【０９６４】
　モバイル機器は、任意選択でトランスミッタを備えており、上記方法には、公開キーを
要求するリクエストを遠隔コンピュータシステムに送信するステップが含まれている。レ
シーバは、該リクエストに応答して、公開キーを示すデータをコンピュータシステムから
受け取る。
【０９６５】
　上記方法には、任意選択で更に、作成識別を生成するステップに先出って、遠隔コンピ
ュータシステムからキーを検索するステップが含まれている。
【０９６６】
　符号化データには、任意選択で署名の複数の断片が含まれており、上記方法には、知覚
した符号化データから複数の署名断片を決定するステップが含まれている。
【０９６７】
　符号化データには、任意選択で複数の符号化データ部分が含まれている。符号化データ
部分のそれぞれは、
　識別、及び
　少なくとも１つの署名断片
を符号化しており、上記方法には、複数の符号化データ部分を知覚し、それにより複数の
署名断片を決定するステップが含まれている。
【０９６８】
　複数の符号化データ部分は、任意選択で、印刷媒体がモバイル機器内に画定された印刷
通路に沿って移動している間、印刷媒体がセンサの先へ移動する際に知覚される。
【０９６９】
　符号化データ部分のそれぞれは、任意選択で署名断片識別を符号化しており、上記方法
には、
　個々の確定署名断片の署名断片識別を決定するステップと、
　確定署名断片識別を使用して確定署名を決定するステップ
が含まれている。
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【０９７０】
　符号化データ部分のそれぞれは、任意選択で、複数のタグのうちの少なくとも１つから
形成されている。
【０９７１】
　複数の署名断片は、任意選択で署名全体を表している。
【０９７２】
　署名は、任意選択で、識別の少なくとも一部及び所定のパディングの少なくとも一部の
ディジタル署名であり、上記方法には、
　識別を使用して所定のパディングを決定するステップと、
　所定のパディング及び確定署名を使用して作成識別を生成するステップ
が含まれている。
【０９７３】
　モバイル機器は、任意選択でトランスミッタ及びレシーバを備えており、上記方法には
、
　識別を表している第１のメッセージを遠隔コンピュータシステムに送信するためにトラ
ンスミッタを使用するステップと、
　署名と結合しているパディングを示すデータを含んだ第２のメッセージを遠隔コンピュ
ータシステムから受け取るためにレシーバを使用するステップと、
　確定署名及びパディングを使用して作成識別を生成するステップ
が含まれている。
【０９７４】
　符号化データは、任意選択で更に、
　複数のデータ部分のうちの少なくとも１つの位置、
　印刷媒体上の複数のデータ部分のうちの少なくとも１つの位置、
　複数のデータ部分のうちの少なくとも１つのサイズ、
　署名のサイズ、
　署名断片のサイズ、
　署名断片の識別、
　指示された位置のユニット、
　重複データ、
　エラー修正を許容するデータ、
　リード－ソロモンデータ、及び
　周期冗長検査（ＣＲＣ）データ
のうちの少なくとも１つを表している。
【０９７５】
　ディジタル署名には、任意選択で、
　識別に関連する乱数、
　少なくとも識別の打けんハッシュ、
　専用キーを使用して生成された、対応する公開キーを使用して検証することができる少
なくとも識別の打けんハッシュ、
　少なくとも識別を暗号化することによって生成された暗号文、
　少なくとも識別及び乱数を暗号化することによって生成された暗号文、及び
　専用キーを使用して生成された、対応する公開キーを使用して検証することができる暗
号文
のうちの少なくとも１つが含まれている。
【０９７６】
　識別には、任意選択で、
　印刷媒体、及び
　印刷媒体の領域
のうちの少なくとも１つの識別が含まれている。
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【０９７７】
　符号化データには、任意選択で多数の符号化データ部分が含まれている。符号化データ
部分のそれぞれは、
　識別、及び
　該識別の少なくとも一部のディジタル署名である署名の少なくとも一部
を符号化している。
【０９７８】
　上記方法には、任意選択で更に、認証ステップで認証されたかどうかを決定するステッ
プに先立って印刷を開始するステップと、認証されなかった場合に印刷を中止するステッ
プが含まれている。
【０９７９】
　印刷媒体には、任意選択で配向標識が含まれており、上記方法には、
　符号化データを知覚する前に配向標識を知覚するステップと、
　媒体が正しく挿入されなかった場合に印刷を防止するステップ
が含まれている。
【０９８０】
　符号化データは、任意選択で、目に見えないインク及び赤外線吸収性インクのうちの少
なくともいずれかを使用して表面に印刷されており、上記方法には、赤外線センサを使用
して符号化データを知覚するステップが含まれている。
【０９８１】
　第１の態様では、本発明により、モバイル機器を使用して、印刷されたトークンを認証
し、且つ、該トークンに関連するイメージを出力する方法が提供される。モバイル機器は
、センサ及び処理手段を備えており、上記方法には、
　印刷されたトークンに符号化されているデータを知覚するためにセンサを使用するステ
ップと、
　知覚した符号化データからトークンの少なくとも識別を決定するために処理手段を使用
するステップと、
　識別を使用してトークンを認証するステップと、
　少なくとも識別に基づいて、トークンに関連するイメージを決定するステップと、
　目に見える形態でモバイル機器からイメージを出力するステップ
が含まれている。
【０９８２】
　モバイル機器は、任意選択でディスプレイを備えており、イメージを出力するステップ
には、イメージをディスプレイに出力するステップが含まれている。
【０９８３】
　モバイル機器は、任意選択で印刷ヘッドを備えており、イメージを出力するステップに
は、印刷ヘッドを使用して印刷媒体にイメージを印刷するステップが含まれている。
【０９８４】
　モバイル機器は、任意選択でトランスミッタ及びレシーバを備えており、トークンに関
連するイメージを決定するステップには、
　トランスミッタを使用して、少なくとも識別を表している第１のデータを遠隔コンピュ
ータシステムに送信するステップと、
　レシーバを介して、イメージを表している第２のデータをコンピュータシステムから受
け取るステップ
が含まれている。
【０９８５】
　モバイル機器は、任意選択でトランスミッタ及びレシーバを備えており、上記方法には
、
　知覚した符号化データから、識別の少なくとも一部のディジタル署名である署名の少な
くとも一部を決定するために処理手段を使用するステップと、
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　識別及び署名の少なくとも一部を表している第１のデータを遠隔コンピュータシステム
に送信するためにトランスミッタを使用するステップと、
　第１のデータに応答して、その印刷媒体が識別及び署名の少なくとも一部に基づいて認
証されたかどうかを示す第２のデータを遠隔コンピュータシステムから受け取るためにレ
シーバを使用するステップ
が含まれている。
【０９８６】
　符号化データには、任意選択で複数の符号化データ部分が含まれている。符号化データ
部分のそれぞれは、
　識別、及び
　少なくとも１つの署名断片
を符号化しており、上記方法には、複数の符号化データ部分を知覚し、それにより署名の
少なくとも一部を示す複数の署名断片を決定するステップが含まれている。
【０９８７】
　上記方法には、任意選択で、印刷媒体がモバイル機器内に画定された印刷通路に沿って
移動している間、印刷媒体がセンサの先へ移動する際に、複数の符号化データ部分を知覚
するステップが含まれている。
【０９８８】
　符号化データ部分のそれぞれは、任意選択で署名断片識別を符号化しており、上記方法
には、
　個々の確定署名断片の署名断片識別を決定するステップと、
　確定署名断片識別及び対応する署名断片を使用して署名の少なくとも一部を決定するス
テップ
が含まれている。
【０９８９】
　複数の署名断片は、任意選択で署名全体を表している。
【０９９０】
　符号化データには、任意選択で複数のタグが含まれており、符号化データ部分のそれぞ
れは、これらの複数のタグのうちの少なくとも１つから形成されている。
【０９９１】
　第２のデータは、任意選択で更に、
　署名と結合しているパディング、
　専用キー、及び
　公開キー
のうちの少なくとも１つを示している。
【０９９２】
　上記方法には、任意選択で更に、
　知覚した符号化データから、識別の少なくとも一部のディジタル署名である署名の少な
くとも一部を決定するために処理手段を使用するステップと、
　署名の少なくとも一部を使用して確定署名を決定するステップと、
　確定署名及びモバイル機器に記憶されている公開キーを使用して作成識別を生成するス
テップと、
　識別と作成識別を比較するステップと、
　比較した結果を使用して印刷媒体を認証するステップ
が含まれている。
【０９９３】
　モバイル機器は、任意選択でレシーバを備えており、上記方法には、作成識別を生成す
るステップに先出って実行される、
　公開キーを示すデータを受け取るためにレシーバを使用するステップと、
　公開キーをモバイル機器のメモリに記憶するステップ
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が含まれている。
【０９９４】
　モバイル機器は、任意選択でトランスミッタを備えており、上記方法には、公開キーを
要求するリクエストを遠隔コンピュータシステムに送信するステップが含まれている。レ
シーバは、該リクエストに応答して、公開キーを示すデータをコンピュータシステムから
受け取る。
【０９９５】
　上記方法には、任意選択で更に、作成識別を生成するステップに先出って、遠隔コンピ
ュータシステムからキーを検索するステップが含まれている。
【０９９６】
　上記方法は、任意選択で、符号化データに署名の複数の断片が含まれており、上記方法
には、知覚した符号化データから複数の署名断片を決定するステップが含まれている。
【０９９７】
　符号化データには、任意選択で複数の符号化データ部分が含まれている。符号化データ
部分のそれぞれは、
　識別、及び
　少なくとも１つの署名断片
を符号化しており、上記方法には、複数の符号化データ部分を知覚し、それにより複数の
署名断片を決定するステップが含まれている。
【０９９８】
　複数の符号化データ部分は、任意選択で、印刷媒体がモバイル機器内に画定された印刷
通路に沿って移動している間、印刷媒体がセンサの先へ移動する際に知覚される。
【０９９９】
　符号化データ部分のそれぞれは、任意選択で署名断片識別を符号化しており、上記方法
には、
　個々の確定署名断片の署名断片識別を決定するステップと、
　確定署名断片識別を使用して確定署名を決定するステップ
が含まれている。
【１０００】
　印刷媒体には、任意選択で第２の符号化データが含まれており、上記方法には、印刷媒
体がイメージと結合した他のトークンになるよう、印刷媒体にイメージを印刷するステッ
プが含まれている。
【１００１】
　第１の態様では、本発明により、
　印刷媒体に印刷するためのプリンタと、
　ユーザがモバイル機器を文書作成デバイス又は製図デバイスとして使用することができ
る印刷ヘッドチップを有するスタイラスと
を備えたモバイル機器が提供される。スタイラス及びプリンタは、少なくとも１つの共通
インク貯蔵容器を共有している。
【１００２】
　スタイラスには、任意選択で、少なくとも１つの共通貯蔵容器から少なくとも１つのイ
ンク供給コンジットを介してインクが供給される。
【１００３】
　少なくとも１つのインク供給コンジットは、任意選択で可撓性である。
【１００４】
　少なくとも１つの供給コンジットは、任意選択で、印刷ヘッドチップのための電力及び
データ接続を備えている。
【１００５】
　モバイル機器は、任意選択で更にスタイラス後退機構を備えている。
【１００６】
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　コンジットは、任意選択で、電力及びデータ接続を支えている可撓性ＰＣＢを備えてい
る。可撓性ＰＣＢは、少なくとも１つのインク供給管の壁の１つを形成している。
【１００７】
　コンジットは、任意選択で複数のインク供給管を備えている。
【１００８】
　プリンタは、任意選択で、少なくとも１つの貯蔵容器を備えた交換可能カートリッジを
備えている。
【１００９】
　カートリッジは、任意選択で複数のインク貯蔵容器を備えている。
【１０１０】
　カートリッジは、任意選択でページ幅印刷ヘッドを備えている。
【１０１１】
　モバイル機器は、任意選択で、カートリッジを受け入れるためのクレイドルを備えてお
り、カートリッジは、クレイドル内の対応する相補コンタクトから電力及びデータを受け
取るための複数のコンタクトを備えている。
【１０１２】
　スタイラスは、任意選択でカートリッジの一部を形成している。
【１０１３】
　印刷ヘッドチップは、任意選択で、半径方向に展開している複数の印刷ヘッドノズル行
のアレイを備えている。
【１０１４】
　印刷ヘッドノズルの行は、任意選択で、印刷ヘッドチップの中央領域から半径方向の直
線で展開している。
【１０１５】
　印刷ヘッドノズルの行は、任意選択で、印刷ヘッドチップの中央領域から外側に湾曲し
ている。
【１０１６】
　スタイラスは、任意選択で、スタイラスと表面が接触したことを決定するための圧力セ
ンサを備えており、スタイラスは、表面と接触した場合にのみ印刷するように構成されて
いる。
【１０１７】
　圧力センサは、任意選択でスイッチである。
【１０１８】
　プリンタは、任意選択で更に、
　印刷ヘッドとのキャッピング関係に強制されるキャッピング位置と、印刷ヘッドが印刷
媒体に印刷することができる非キャップ位置との間を移動することができ、非キャップ位
置では印刷ヘッドから変位しているキャッパを備えたキャッピング機構を備えている。キ
ャッパは、印刷媒体が給送通路を通って移動する際に、印刷媒体の縁によってキャップ位
置と非キャップ位置の間を移動する。
【１０１９】
　キャップ位置では、キャッパは、任意選択で弾性的にキャッピング関係に強制される。
【１０２０】
　キャッピング機構は、任意選択で、キャッパがキャップ位置から非キャップ位置へ移動
する際に、キャッパが給送方向に変位するように構成されている。
【１０２１】
　第１の態様では、本発明により、
　移動電話システムから信号を受信するための第１のレシーバと、
　移動電話システムを介して信号を送信するための第１のトランスミッタと、
　ユーザがモバイル機器を文書作成デバイス又は製図デバイスとして使用することができ
るスタイラスと
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を備えたモバイル機器が提供される。
【１０２２】
　文書作成スタイラス又はペンをモバイル機器に組み込むことにより、ユーザは、カード
に文書を作成し、そのモバイル機器又は他のプリンタによって既に印刷済みの形又はマー
ク文書に書き込むことができる。
【１０２３】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　符号化データを知覚し、且つ、前記知覚したデータに基づいて生データを出力するため
の第１のセンサデバイスと、
　第１のトランスミッタを制御して、少なくとも部分的に前記知覚したデータに基づく出
力データを移動電話システムを介してコンピュータシステムに送信するように動作させる
ことができるトランスミッタ制御装置と
を備えている。
【１０２４】
　第１の知覚デバイスは、任意選択でスタイラスの上に配置されている。
【１０２５】
　スタイラスは、任意選択で、文書作成又は製図を実施するための複数のノズルのアレイ
を備えた印刷ヘッドチップを有している。
【１０２６】
　モバイル機器は、任意選択で更に、媒体基板に印刷するためのページ幅印刷ヘッドを備
えたプリンタ機構を備えている。印刷ヘッドは、デバイスを通る媒体給送通路に隣接して
配置されている。
【１０２７】
　プリンタ機構は、任意選択で、文書データを受け取り、且つ、表面にインタフェースを
印刷するように適合されている。インタフェースは、少なくとも部分的に文書データに基
づいており、文書データには、少なくとも１つの識別を表す識別データが含まれている。
この識別は、インタフェース領域と結合しており、インタフェースには符号化データが含
まれている。
【１０２８】
　モバイル機器は、任意選択で更に、少なくとも１つのインク貯蔵容器を備えており、ス
タイラス内の印刷ヘッドチップ及びプリンタ機構は、この少なくとも１つのインク貯蔵容
器を共有している。
【１０２９】
　モバイル機器は、任意選択で更に、１つ又は複数のセンサデバイスにデータを送信し、
また、１つ又は複数のセンサデバイスからデータを受け取るように適合された第２のトラ
ンスミッタ及び第２のレシーバを備えている。センサデバイスは、データを送信している
。
【１０３０】
　モバイル機器は、任意選択で更に、１つ又は複数のセンサデバイスにデータを送信し、
また、１つ又は複数のセンサデバイスからデータを受け取るように適合された第２のトラ
ンスミッタ及び第２のレシーバを備えている。センサデバイスは、データを送信している
。
【１０３１】
　モバイル機器は、任意選択で更に、移動電話ユニットに第１のデータに基づくデータを
第１のトランスミッタを介してコンピュータシステムに送信させるように適合されたトラ
ンスミッタ制御装置を備えている。
【１０３２】
　プリンタ機構は、任意選択で更に、ノズルを覆うキャップ位置とノズルから間隔を隔て
た非キャップ位置との間を移動することができるキャッパアセンブリを備えており、キャ
ッパアセンブリは、媒体によって、媒体との係合が解除されるとキャップ位置へ移動する
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ように非キャップ位置に保持されている。
【１０３３】
　媒体基板のシートには、任意選択で符号化データが符号化されており、印刷エンジン制
御装置には、印刷ヘッドに対するシートの位置を決定するためのセンサが使用されている
。
【１０３４】
　モバイル機器は、任意選択で更に、媒体を印刷ヘッドの先へ給送するための媒体給送ロ
ーラを備えている。
【１０３５】
　媒体基板は、任意選択でシートであり、印刷に先立ってシートの後縁と媒体給送ローラ
の係合が解除され、シートの運動量によってその後縁が印刷ヘッドの先へ突出する。
【１０３６】
　キャッパアセンブリは、任意選択で、シートの印刷が完了した後、シートの一部がモバ
イル機器の外に出て手で容易に収集することができるよう、シートを軽く把握している。
【１０３７】
　キャッパアセンブリは、任意選択で、シートの前縁と係合すると、キャップ位置から非
キャップ位置に向かって移動する。
【１０３８】
　印刷ヘッドは、任意選択で、印刷中、印刷媒体を給送方向に印刷ヘッドの先へ導くため
の印刷媒体給送通路、及び印刷するために印刷媒体を印刷ヘッドの先へ駆動するための駆
動機構を更に備えたカートリッジに組み込まれている。
【１０３９】
　印刷ヘッドは、任意選択で、複数のインク噴射ノズルのアレイを有しており、また、ノ
ズルによって噴射されるインクを印刷ヘッドに供給するための少なくとも１つのインク貯
蔵容器であって、それぞれ負の静水圧のインクをノズルに誘導するための少なくとも１つ
の吸取り構造を個々に備えたインク貯蔵容器と、非使用時に印刷ヘッドに蓋をするための
キャッピング機構とを更に備えてたカートリッジに組み込まれている。
【１０４０】
　モバイル機器は、任意選択で更に、媒体基板を給送通路に沿って給送するための媒体係
合表面を備えた駆動軸と、
　駆動軸に隣接する、媒体基板を媒体係合表面に対してバイアスさせるための媒体ガイド
と
を備えている。
【１０４１】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　媒体基板のシートを印刷ヘッドの先へ給送するための駆動軸を備えており、使用中、
　運動量によってシートの後縁が印刷ヘッドの先へ突出して印刷が完了するよう、印刷が
完了する前にシートと駆動軸の係合が解除される。
【１０４２】
　第１の態様では、本発明により、
　移動電話システムを介して信号を送信するための第１のトランスミッタと、
　移動電話システムから信号を受信するための第１のレシーバと、
　符号化データを知覚し、且つ、前記知覚したデータに基づいて生データを出力するため
の第１の単色イメージセンサデバイスと、
　第１のトランスミッタを制御して、少なくとも部分的に前記知覚したデータに基づく出
力データを移動電話システムを介してコンピュータシステムに送信するように動作させる
ことができるトランスミッタ制御装置と
を備えたモバイル機器が提供される。
【１０４３】
　モバイル機器は、任意選択で更に、ユーザがモバイル機器を文書作成デバイス又は製図
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デバイスとして使用することができるスタイラスを備えている。
【１０４４】
　第１の単色イメージセンサデバイスは、任意選択でスタイラスの上に配置されている。
【１０４５】
　スタイラスは、任意選択で、文書作成又は製図を実施するための複数のノズルのアレイ
を備えた印刷ヘッドチップを有している。
【１０４６】
　モバイル機器は、任意選択で更に、媒体基板に印刷するためのページ幅印刷ヘッドを備
えたプリンタ機構を備えている。印刷ヘッドは、デバイスを通る媒体給送通路に隣接して
配置されている。
【１０４７】
　プリンタ機構は、任意選択で、文書データを受け取り、且つ、表面にインタフェースを
印刷するように適合されている。インタフェースは、少なくとも部分的に文書データに基
づいており、文書データには、少なくとも１つの識別を表す識別データが含まれている。
この識別は、インタフェース領域と結合しており、インタフェースには符号化データが含
まれている。
【１０４８】
　モバイル機器は、任意選択で更に、少なくとも１つのインク貯蔵容器を備えており、ス
タイラス内の印刷ヘッドチップ及びプリンタ機構は、この少なくとも１つのインク貯蔵容
器を共有している。
【１０４９】
　モバイル機器は、任意選択で更に、１つ又は複数の単色イメージセンサデバイスにデー
タを送信し、また、１つ又は複数の単色イメージセンサデバイスからデータを受け取るよ
うに適合された第２のトランスミッタ及び第２のレシーバを備えている。センサデバイス
は、データを送信している。
【１０５０】
　モバイル機器は、任意選択で更に、１つ又は複数の単色イメージセンサデバイスにデー
タを送信し、また、１つ又は複数の単色イメージセンサデバイスからデータを受け取るよ
うに適合された第２のトランスミッタ及び第２のレシーバを備えている。センサデバイス
は、データを送信している。
【１０５１】
　モバイル機器は、任意選択で更に、移動電話ユニットに第１のデータに基づくデータを
第１のトランスミッタを介してコンピュータシステムに送信させるように適合されたトラ
ンスミッタ制御装置を備えている。
【１０５２】
　プリンタ機構は、任意選択で更に、ノズルを覆うキャップ位置とノズルから間隔を隔て
た非キャップ位置との間を移動することができるキャッパアセンブリを備えており、キャ
ッパアセンブリは、媒体によって、媒体との係合が解除されるとキャップ位置へ移動する
ように非キャップ位置に保持されている。
【１０５３】
　媒体基板のシートには、任意選択で符号化データが符号化されており、印刷エンジン制
御装置には、印刷ヘッドに対するシートの位置を決定するためのセンサが使用されている
。
【１０５４】
　モバイル機器は、任意選択で更に、媒体を印刷ヘッドの先へ給送するための媒体給送ロ
ーラを備えている。
【１０５５】
　媒体基板は、任意選択でシートであり、印刷に先立ってシートの後縁と媒体給送ローラ
の係合が解除され、シートの運動量によってその後縁が印刷ヘッドの先へ突出する。
【１０５６】
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　キャッパアセンブリは、任意選択で、シートの印刷が完了した後、シートの一部がモバ
イル機器の外に出て手で容易に収集することができるよう、シートを軽く把握している。
【１０５７】
　キャッパアセンブリは、任意選択で、シートの前縁と係合すると、キャップ位置から非
キャップ位置に向かって移動する。
【１０５８】
　印刷ヘッドは、任意選択で、印刷中、印刷媒体を給送方向に印刷ヘッドの先へ導くため
の印刷媒体給送通路、及び印刷するために印刷媒体を印刷ヘッドの先へ駆動するための駆
動機構を更に備えたカートリッジに組み込まれている。
【１０５９】
　印刷ヘッドは、任意選択で、複数のインク噴射ノズルのアレイを有しており、また、ノ
ズルによって噴射されるインクを印刷ヘッドに供給するための少なくとも１つのインク貯
蔵容器であって、それぞれ負の静水圧のインクをノズルに誘導するための少なくとも１つ
の吸取り構造を個々に備えたインク貯蔵容器と、非使用時に印刷ヘッドに蓋をするための
キャッピング機構とを更に備えてたカートリッジに組み込まれている。
【１０６０】
　モバイル機器は、任意選択で更に、媒体基板を給送通路に沿って給送するための媒体係
合表面を備えた駆動軸と、
　駆動軸に隣接する、媒体基板を媒体係合表面に対してバイアスさせるための媒体ガイド
と
を備えている。
【１０６１】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　媒体基板のシートを印刷ヘッドの先へ給送するための駆動軸を備えており、使用中、
　運動量によってシートの後縁が印刷ヘッドの先へ突出して印刷が完了するよう、印刷が
完了する前にシートと駆動軸の係合が解除される。
【１０６２】
　第１の態様では、本発明により、
　移動電話システムから信号を受信するための第１のレシーバと、
　移動電話システムを介して信号を送信するための第１のトランスミッタと、
　ユーザがモバイル機器を文書作成デバイス又は製図デバイスとして使用することができ
るスタイラスと
を備えたモバイル機器が提供される。
【１０６３】
　文書作成スタイラス又はペンを電話又はＰＤＡに組み込むことにより、ユーザは、カー
ドに文書を作成し、そのデバイス又は他のプリンタによって既に印刷済みの形又はマーク
に書き込むことができる。
【１０６４】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　符号化データを知覚し、且つ、前記知覚したデータに基づいて生データを出力するため
の第１のセンサデバイスと、
　第１のトランスミッタを制御して、少なくとも部分的に前記知覚したデータに基づく出
力データを移動電話システムを介してコンピュータシステムに送信するように動作させる
ことができるトランスミッタ制御装置と
を備えている。
【１０６５】
　第１の知覚デバイスは、任意選択でスタイラスの上に配置されている。
【１０６６】
　スタイラスは、任意選択で、文書作成又は製図を実施するための複数のノズルのアレイ
を備えた印刷ヘッドチップを有している。
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【１０６７】
　モバイル機器は、任意選択で更に、媒体基板に印刷するためのページ幅印刷ヘッドを備
えたプリンタ機構を備えている。印刷ヘッドは、デバイスを通る媒体給送通路に隣接して
配置されている。
【１０６８】
　プリンタ機構は、任意選択で、文書データを受け取り、且つ、表面にインタフェースを
印刷するように適合されている。インタフェースは、少なくとも部分的に文書データに基
づいており、文書データには、少なくとも１つの識別を表す識別データが含まれている。
この識別は、インタフェース領域と結合しており、インタフェースには符号化データが含
まれている。
【１０６９】
　モバイル機器は、任意選択で更に、少なくとも１つのインク貯蔵容器を備えており、ス
タイラス内の印刷ヘッドチップ及びプリンタ機構は、この少なくとも１つのインク貯蔵容
器を共有している。
【１０７０】
　モバイル機器は、任意選択で更に、１つ又は複数のセンサデバイスにデータを送信し、
また、１つ又は複数のセンサデバイスからデータを受け取るように適合された第２のトラ
ンスミッタ及び第２のレシーバを備えている。センサデバイスは、データを送信している
。
【１０７１】
　モバイル機器は、任意選択で更に、１つ又は複数のセンサデバイスにデータを送信し、
また、１つ又は複数のセンサデバイスからデータを受け取るように適合された第２のトラ
ンスミッタ及び第２のレシーバを備えている。センサデバイスは、データを送信している
。
【１０７２】
　モバイル機器は、任意選択で更に、移動電話ユニットに第１のデータに基づくデータを
第１のトランスミッタを介してコンピュータシステムに送信させるように適合されたトラ
ンスミッタ制御装置を備えている。
【１０７３】
　プリンタ機構は、任意選択で更に、ノズルを覆うキャップ位置とノズルから間隔を隔て
た非キャップ位置との間を移動することができるキャッパアセンブリを備えており、キャ
ッパアセンブリは、媒体によって、媒体との係合が解除されるとキャップ位置へ移動する
ように非キャップ位置に保持されている。
【１０７４】
　媒体基板のシートには、任意選択で符号化データが符号化されており、印刷エンジン制
御装置には、印刷ヘッドに対するシートの位置を決定するためのセンサが使用されている
。
【１０７５】
　モバイル機器は、任意選択で更に、媒体を印刷ヘッドの先へ給送するための媒体給送ロ
ーラを備えている。
【１０７６】
　媒体基板は、任意選択でシートであり、印刷に先立ってシートの後縁と媒体給送ローラ
の係合が解除され、シートの運動量によってその後縁が印刷ヘッドの先へ突出する。
【１０７７】
　キャッパアセンブリは、任意選択で、シートの印刷が完了した後、シートの一部がモバ
イル機器の外に出て手で容易に収集することができるよう、シートを軽く把握している。
【１０７８】
　キャッパアセンブリは、任意選択で、シートの前縁と係合すると、キャップ位置から非
キャップ位置に向かって移動する。
【１０７９】
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　印刷ヘッドは、任意選択で、印刷中、印刷媒体を給送方向に印刷ヘッドの先へ導くため
の印刷媒体給送通路、及び印刷するために印刷媒体を印刷ヘッドの先へ駆動するための駆
動機構を更に備えたカートリッジに組み込まれている。
【１０８０】
　印刷ヘッドは、任意選択で、複数のインク噴射ノズルのアレイを有しており、また、ノ
ズルによって噴射されるインクを印刷ヘッドに供給するための少なくとも１つのインク貯
蔵容器であって、それぞれ負の静水圧のインクをノズルに誘導するための少なくとも１つ
の吸取り構造を個々に備えたインク貯蔵容器と、非使用時に印刷ヘッドに蓋をするための
キャッピング機構とを更に備えてたカートリッジに組み込まれている。
【１０８１】
　モバイル機器は、任意選択で更に、媒体基板を給送通路に沿って給送するための媒体係
合表面を備えた駆動軸と、
　駆動軸に隣接する、媒体基板を媒体係合表面に対してバイアスさせるための媒体ガイド
と
を備えている。
【１０８２】
　モバイル機器は、任意選択で更に、
　媒体基板のシートを印刷ヘッドの先へ給送するための駆動軸を備えており、使用中、
　運動量によってシートの後縁が印刷ヘッドの先へ突出して印刷が完了するよう、印刷が
完了する前にシートと駆動軸の係合が解除される。
【１０８３】
　第１の態様では、モバイル機器を使用して印刷済み業務用名刺を作成する方法が提供さ
れる。モバイル機器は、処理手段、移動遠隔通信網と通信するための移動送受信機及び印
刷ヘッドを備えており、上記方法には、モバイル機器の中で実行される、
　（ａ）印刷する業務用名刺を決定するステップと、
　（ｂ）ステップ（ａ）で決定された業務用名刺に基づいて、印刷ヘッドにドットデータ
を提供するステップと、
　（ｃ）印刷ヘッドを使用して印刷媒体にドットデータを印刷し、それにより印刷済み業
務用名刺を作成するステップ
が含まれている。
【１０８４】
　モバイル機器は、任意選択で、少なくとも１つの業務用名刺に関連する情報を記憶する
ためのメモリを備えており、ステップ（ａ）には、メモリに記憶されている複数の業務用
名刺のうちの少なくとも１つに関連する情報にアクセスするステップが含まれている。
【１０８５】
　印刷媒体には、任意選択で、予め印刷済みの符号化データが含まれており、ステップ（
ａ）には、符号化データとドットデータの間の関係を決定するステップが含まれており、
また、ステップ（ｃ）には、決定された関係に従って符号化データを印刷するステップが
含まれている。
【１０８６】
　上記方法には、任意選択で、印刷を開始する前に、印刷ヘッドに対する印刷媒体の位置
を決定し、それにより上記関係に従った印刷の実行を可能にするステップが含まれている
。
【１０８７】
　媒体は、任意選択で、意図する印刷方向に展開している線形符号化データトラックを備
えており、上記方法には、
　印刷中、データトラックを知覚する、モバイル機器内のセンサを使用するステップと、
　知覚したデータトラックからクロック信号を引き出すステップと、
　クロック信号に基づいて印刷を同期化させるステップ
が含まれている。
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【１０８８】
　データトラックには、任意選択でクロックコードのみが含まれている。
【１０８９】
　データトラックは、任意選択で第１の情報を符号化している。クロックコードはデータ
トラックに埋め込まれており、第１の情報と共に引き出される。
【１０９０】
　データトラックは、任意選択で第１及び第２の平行のトラックを備えている。クロック
コードは第１のトラックに含まれており、第２のトラックは第１の情報を符号化している
。
【１０９１】
　印刷媒体には、任意選択で更に、第２の情報を符号化している符号化データが含まれて
いる。第１の情報は第２の情報を表している。
【１０９２】
　他の符号化データは、任意選択で業務用名刺の複数の基準点を表している。
【１０９３】
　他の符号化データは、任意選択で更に印刷媒体の識別を表している。
【１０９４】
　符号化データは、任意選択で、データの二次元アレイの形態を取っており、センサは、
符号化データのサブセットのイメージを捕獲するように構成されている。符号化データの
サブセットは、位置の決定を可能にするには十分である。
【１０９５】
　処理手段は、任意選択で、決定された位置及びセンサの捕獲視野に捕獲された符号化デ
ータの位置に少なくとも部分的に基づいて、符号化データが知覚された時点における、セ
ンサに対する印刷媒体の位置を決定するように構成されている。
【１０９６】
　モバイル機器は、任意選択で更に発光デバイスを備えており、上記方法には、センサが
符号化データを知覚している間、印刷媒体を照射するために該発光デバイスを使用するス
テップが含まれている。
【１０９７】
　決定ステップには、任意選択で、業務用名刺に関連する情報を送受信機を使用して遠隔
コンピュータシステムから検索するステップが含まれている。
【１０９８】
　情報には、任意選択で、モバイル機器のユーザに関連する個人情報が含まれている。
【１０９９】
　上記方法には、任意選択で更に、印刷媒体に印刷されるドットデータと予め印刷済みの
符号化データとの間のレジストレーションを決定するステップと、レジストレーションを
示すデータを遠隔コンピュータシステムに送信するために送受信機を使用するステップが
含まれている。
【１１００】
　上記方法には、任意選択で更に、印刷中、レジストレーションを決定するステップが含
まれている。
【１１０１】
　上記方法には、任意選択で更に、印刷する前にレジストレーションを決定するステップ
が含まれている。
【１１０２】
　第１の態様では、本発明により、モバイル機器を使用して印刷媒体に印刷する方法が提
供される。この方法には、
　（ａ）印刷データを決定するステップと、
　（ｂ）モバイル機器に挿入された印刷媒体の第１の配向を決定するステップと、
　（ｃ）第１の配向を考慮するために、印刷媒体に印刷する前に、印刷データの第２の配
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向を修正するステップ
が含まれている。
【１１０３】
　印刷媒体には、任意選択で少なくとも１つの配向標識が含まれている。モバイル機器は
、少なくとも１つのセンサを備えており、ステップ（ｂ）には、配向標識を知覚するため
にセンサを使用するステップ、及び知覚した配向標識から印刷媒体の配向を決定するステ
ップが含まれている。
【１１０４】
　印刷媒体には、任意選択で、印刷媒体の片面に少なくとも１つ、両面で少なくとも２つ
の配向標識が含まれており、上記方法には、複数の配向標識のうちの１つを知覚するステ
ップが含まれている。
【１１０５】
　上記方法には、任意選択で、ステップ（ｂ）の前に、印刷媒体の配向が印刷すべき有効
な配向であるかどうかを決定するステップと、印刷媒体の配向が有効ではない場合に、印
刷を防止するステップが含まれている。
【１１０６】
　印刷データは、任意選択で、印刷媒体のいずれか一方の所定の面に印刷されることが意
図されており、上記方法には、印刷媒体が上下逆さまに挿入され、所定の面に印刷するこ
とができない場合に、印刷を防止するステップが含まれている。
【１１０７】
　ステップ（ｃ）には、任意選択で、第１の配向を考慮するために、印刷データを１８０
度回転させるステップが含まれている。
【１１０８】
　少なくとも１つの配向標識のうちの１つは、任意選択で、印刷媒体の第１の隅に隣接し
て配置されている。
【１１０９】
　少なくとも１つの配向標識のうちの他の配向標識は、任意選択で、印刷媒体の第１の面
の、第１の隅とは対角線上の反対側に位置している第２の隅に隣接して配置されている。
【１１１０】
　少なくとも１つの配向標識は、任意選択で赤外線インクで印刷されている。
【１１１１】
　少なくとも１つの配向標識は、任意選択で、平均的な人間の裸眼では実質的に見ること
ができない赤外線インクで印刷されている。
【１１１２】
　印刷媒体には、任意選択で更に、印刷媒体の物理特性を表している第１の情報を符号化
している第１の符号化データが含まれている。
【１１１３】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体のサイズを表している。
【１１１４】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体に関連する媒体タイプを表している。
【１１１５】
　第１の情報は、任意選択で印刷媒体に予め印刷済みの情報を表している。
【１１１６】
　第１の情報は、任意選択で、線形エンコーディングスキームに従って符号化されたデー
タの中に符号化されている。
【１１１７】
　第１の符号化データは、任意選択でデータトラックの形態を取っている。
【１１１８】
　データトラックは、任意選択で、印刷媒体の縁に沿って展開している。
【１１１９】
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　上記方法には、任意選択で、それぞれ第１の情報を符号化している少なくとも２つのデ
ータトラックが含まれている。
【１１２０】
　上記方法には、任意選択で更に、線形エンコーディングスキームとは全く異なる第２の
エンコーディングスキームに従って符号化された第２の情報を含んだ第２の符号化データ
が含まれている。第１の情報は第２の情報を表している。モバイル機器：本明細書に使用
されている「モバイル機器」という語句には、電池などの携帯用電源でデフォルトで動作
するあらゆるデバイスを包含することが意図されている。モバイル機器には、上で定義さ
れているモバイル機器だけでなく、カメラ、非遠隔通信使用可能ＰＤＡ及びハンドヘルド
携帯型ゲームユニットなどのデバイスも含まれている。「モバイル機器」には、そうでな
いことがコンテキストから明らかでない限り、暗黙のうちに「モバイル機器」が含まれて
いる。
【１１２１】
　モバイル機器：本明細書に使用されている「モバイル機器」という語句には、音声、ビ
デオ、オーディオ及び／又はデータを送信及び／又は受信することができるあらゆる形態
のデバイスを包含することが意図されている。典型的なモバイル機器には、
　・　データ送信機能が組み込まれている、いないに無関係に、あらゆる世代及び国際バ
ージョンのＧＳＭ及び３Ｇ移動電話機（セルフォーン）
　・　あらゆる世代及び国際バージョンのＧＰＲＳ／ＥＤＧＥなどの無線データ通信プロ
トコルを組み込んだＰＤＡ
がある。
【１１２２】
　Ｍ－Ｐｒｉｎｔ：モバイル機器又はモバイル機器に典型的に組み込まれている移動プリ
ンタを本譲受人が内部的に参照している用語である。本明細書全体を通して、Ｍ－Ｐｒｉ
ｎｔプリンタの参照には、すべて、印刷機構ならびにプリンタを制御している組込みソフ
トウェア、及び媒体を符号化するための１つ又は複数の読取り機構を広義に包含すること
が意図されている。
【１１２３】
　Ｍ－Ｐｒｉｎｔモバイル機器：Ｍｅｍｊｅｔプリンタを組み込んだモバイル機器である
。
【１１２４】
　Ｎｅｔｐａｇｅモバイル機器：Ｎｅｔｐａｇｅ使用可能Ｍｅｍｊｅｔプリンタ及び／又
はＮｅｔｐａｇｅポインタを組み込んだモバイル機器である。
【１１２５】
　本明細書全体を通して、Ｍ－Ｐｒｉｎｔプリンタによって印刷されることが意図された
媒体の空白面は、前面として参照されている。予め印刷済みであっても、或いは空白であ
ってもよい媒体のもう一方の面は、裏面として参照されている。
【１１２６】
　本明細書全体を通して、輸送方向に平行の媒体の寸法は、縦方向の寸法として参照され
ている。直角方向の寸法は、横方向の寸法として参照されている。
【１１２７】
　また、媒体が以下でカードとして参照されている場合、それは、必ずしもカードの何ら
かの特定の構造を暗に意味しているものではないことを理解されたい。カードは、紙、プ
ラスチック、金属、ガラスなどを始めとする適切な任意の材料を使用して構築することが
できる。同様に、図形又は媒体コーディング自体が予め印刷されているカードの参照は、
必ずしも特定の印刷プロセス、更には印刷自体を暗に意味しているわけではない。図形及
び／又は媒体コーディングは、適切な任意の手段によってカードの上又は中に配置するこ
とができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【１１２８】
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　以下、本発明の好ましい実施形態について、単なる実施例にすぎないが、添付の図面を
参照して説明する。
【１１２９】
　モバイル機器の概要
　主要な実施形態は、Ｎｅｔｐａｇｅ及び印刷機能の両方を備えているが、他の実施形態
には、これらの特徴のうちのいずれか一方のみが提供されている。
【１１３０】
　図１は、このような実施形態の１つを示したもので、移動電話機１（「セルフォーン」
としても知られている）の形態のモバイル機器は、移動電話モジュール２及びプリンタモ
ジュール４を備えている。移動電話モジュールは、当業者に知られている従来の方法で、
音声及びデータを遠隔通信網（図示せず）を介して送信し、且つ、受信するように構成さ
れている。プリンタモジュール４は、ページ６を印刷するように構成されている。プリン
タモジュール４は、特定の実施態様に応じて、カラー又は単色でページ６を印刷するよう
に構成することができる。
【１１３１】
　モバイル機器は、Ｓｙｍｂｉａｎ（ＵＩＱ及びシリーズ６０　ＧＵＩを備えている）、
Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）　Ｍｏｂｉｌｅ、ＰａｌｍＯＳ及びＬｉｎｕｘなどの既知の
様々なオペレーティングシステムのうちの任意のオペレーティングシステムを使用するこ
とができる。
【１１３２】
　好ましい実施形態（以下でより詳細に説明する）では、印刷媒体にはタグが予め印刷さ
れており、プリンタモジュール４は、タグとの所定のレジストレーションでページ６に視
覚情報を印刷している。他の実施形態では、プリンタモジュールによって、Ｎｅｔｐａｇ
ｅタグが他の情報と共にページ６に印刷される。タグは、視覚情報の印刷に使用されるイ
ンクと同じ可視インクを使用して印刷することができ、或いは赤外線インク又は実質的に
目に見えない他のインクを使用して印刷することができる。
【１１３３】
　プリンタモジュール４によって印刷される情報には、移動電話機１に記憶されているユ
ーザデータ（電話帳及びアポイントメントデータを含む）、又は、遠隔通信網を介して受
け取ったテキスト及びイメージ、或いはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（商標）又は赤外線伝送など
の通信機構を介して他のデバイスから受け取ったテキスト及びイメージを含むことができ
る。移動電話機１がカメラを備えている場合、プリンタモジュール４は、捕獲したイメー
ジを印刷するように構成することができる。好ましい形態では、移動電話モジュール２は
、印刷に先立って、捕獲したイメージに対するクロッピング、フィルタリング又はテキス
ト或いは他のイメージデータの追加を可能にする少なくとも基本編集機能を提供している
。
【１１３４】
　以下、プリンタモジュール４の構成及び動作について、印刷ヘッドを組み込んだ様々な
タイプのモバイル機器のコンテキストの中でより詳細に説明する。
【１１３５】
　図２は、モバイル機器の他の実施形態を示したもので、プリンタモジュール４が省略さ
れ、Ｎｅｔｐａｇｅタグセンサモジュール８が含まれている。Ｎｅｔｐａｇｅモジュール
８は、移動電話機１とＮｅｔｐａｇｅタグを含むページ１０との間のインタラクションを
可能にしている。以下、移動電話機１内のＮｅｔｐａｇｅポインタの構成及び動作につい
て、より詳細に説明する。図には示されていないが、Ｎｅｔｐａｇｅモジュール８を備え
た移動電話機１は、カメラを備えることができる。
【１１３６】
　図３は、プリンタモジュール４及びＮｅｔｐａｇｅタグセンサモジュール８の両方を備
えた移動電話機１を示したものである。図２に示す実施形態の場合と同様、プリンタモジ
ュール４は、タグが付いたページ又はタグが付いていないページを印刷するように構成す
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ることができる。図３に示すように、タグ付きページ１０が作成される場合（タグが予め
印刷されたものであるか、或いはプリンタモジュール４によって印刷されたものであるか
どうかに無関係に）、Ｎｅｔｐａｇｅタグセンサモジュール８を使用して、得られた印刷
済みの媒体と対話することができる。
【１１３７】
　図４は、図３に示す移動電話機１のアーキテクチャをより詳細に示したもので、図３に
示す機能に対応する機能は、同じ参照数表示で示されている。図４では、モバイル機器内
の様々な電子コンポーネント間の通信のみが取り扱われており、機械的な機能は省略され
ていることを理解されたい。機械的な機能については、以下でより詳細に説明する。
【１１３８】
　Ｎｅｔｐａｇｅタグセンサモジュール８は、イメージデータを捕獲し、且つ、接触スイ
ッチ１４から信号を受け取るモノリシック集積Ｎｅｔｐａｇｅイメージセンサ及びプロセ
ッサ１２を備えている。接触スイッチ１４は、ニブ（図示せず）に接続されており、ニブ
が押し付けられて表面と接触したことを決定している。また、センサ及びプロセッサ１２
は、スタイラスが表面に押し付けられると、それに応答して、赤外線ＬＥＤ１６の照射を
制御する信号を出力している。
【１１３９】
　イメージセンサ及びプロセッサ１２は、モバイル機器のプロセッサ（図示せず）上で走
っている電話オペレーティングシステム２０とインタフェースしているＮｅｔｐａｇｅポ
インタドライバ１８に処理済みのタグ情報を出力している。
【１１４０】
　印刷されるアウトプットは、電話オペレーティングシステム２０によってプリンタドラ
イバ２２に送信され、プリンタドライバ２２からＭｏＰＥＣチップ２４に引き渡される。
ＭｏＰＥＣチップは、引き渡されたアウトプットを処理し、以下でより詳細に説明するよ
うに、印刷ヘッド２６に供給するためのドットデータを生成する。また、ＭｏＰＥＣチッ
プ２４は、媒体が印刷位置に位置したことを示す信号を媒体センサ２８から受け取り、媒
体輸送３０に制御信号を出力している。
【１１４１】
　印刷ヘッド２６は、印刷ヘッドに供給するためのインク３４を更に備えた交換可能カー
トリッジ３２内に配置されている。
【１１４２】
　モバイル機器モジュール
　図５は、移動電話モジュール２をより詳細に示したものである。印刷及びＮｅｔｐａｇ
ｅタグの知覚に直接関連するコンポーネント以外のコンポーネントの大部分は、ほとんど
が標準のコンポーネントであり、当業者に良く知られている。移動電話機１の特定の実施
態様に応じて、１つ又は複数の集積回路の一部として、図に示すコンポーネントを任意の
数だけ備えることができる。
【１１４３】
　移動電話モジュール２のコンポーネントの動作及びこれらのコンポーネント間の通信は
、移動電話制御装置３６によって制御されている。これらのコンポーネントには、
　・　移動遠隔通信網と無線通信するための移動無線送受信機３８
　・　移動電話制御装置３６上で実行させるためのプログラムコードを記憶するためのプ
ログラムメモリ４０
　・　実行中、プログラムコードによって使用され、且つ、生成されるデータを記憶する
ためのワーキングメモリ４２（図には、移動電話制御装置３６とは別に示されているが、
メモリ４０及び４２のいずれか一方又は両方を制御装置のパッケージすなわちシリコンに
組み込むことができる）
　・　数値入力及び他のユーザ入力を受け取るためのキーパッド４４及びボタン４６
　・　スタイラス又は指先圧力を介してユーザ入力を受け取るためのディスプレイ５０と
重畳するタッチセンサ４８
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　・　ディジタル写真又はファイルなどの任意のユーザデータを記憶するための不揮発性
メモリ５４を備えた取外し可能メモリカード５２
　・　Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（商標）送受信機などのローカルエリア無線送受信機５６
　・　モバイル機器の位置決定を可能にするためのＧＰＳレシーバ５８（別法としては、
電話は、移動網機構を利用してその位置を決定することもできる）
　・　ユーザのスピーチを捕獲するためのマイクロホン６０
　・　電話中の音声を含む音を出力するためのスピーカ６２
　・　イメージを捕獲するためのＣＣＤを備えたカメライメージセンサ６４
　・　カメラフラッシュ６６
　・　モバイル機器及びそのコンポーネントの電力消費をモニタし、且つ、制御するため
のパワーマネジャ６８
　・　移動網への加入者を識別するためのＳＩＭ７２を備えたＳＩＭ（加入者識別モジュ
ール）カード７０
が含まれている。
【１１４４】
　移動電話制御装置３６は、ＧＳＭ、データのためのＧＳＭモデム、ＧＰＲＳ及びＣＤＭ
Ａなどの移動音声及びデータ通信プロトコル、ならびにＳＭＳ、ＭＭＳなどのより高い水
準のメッセージ発信プロトコルのベースバンド機能を実行している。
【１１４５】
　１つ又は複数のローカルエリア無線送受信機５６は、ヘッドセット及びＮｅｔｐａｇｅ
ペンなどの周辺装置との無線通信、及びパーソナルコンピュータなどのホストとの無線通
信を可能にしている。また、移動電話制御装置３６は、ＩＥＥＥ　８０２．１１、ＩＥＥ
Ｅ　８０２．１５及びＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（商標）などのローカルエリア音声及びデータ
通信プロトコルのベースバンド機能を実行している。
【１１４６】
　また、移動電話モジュール２は、ディジタルカメラに関連して、ズーム、焦点、開口及
び露出を電子的に調整するためのセンサ及び／又は電動機（図示せず）を備えることも可
能である。
【１１４７】
　同様に、図６に示すように、プリンタモジュール４のコンポーネントには、
　・　ＭｏＰＥＣデバイスの形態の印刷エンジン制御装置（ＰＥＣ）７４
　・　印刷エンジン制御装置７４によって実行されるプログラムコードを記憶するための
プログラムメモリ７６
　・　印刷エンジン制御装置７４による実行中に、プログラムコードによって使用され、
且つ、生成されるデータを記憶するためのワーキングメモリ７８
　・　ＱＡチップ８２を介して印刷ヘッドカートリッジ３２を認証するためのマスタＱＡ
チップ８０
が含まれている。
【１１４８】
　好ましい形態では、印刷ヘッドカートリッジは、インクサプライ３４を備えているが、
代替実施形態では、個別のカートリッジの中にインク貯蔵容器を収納することができる。
【１１４９】
　図７は、タグセンサモジュール８のコンポーネントを示したものである。タグセンサモ
ジュール８は、イメージメモリ７６と通信しているＣＭＯＳタグ画像プロセッサ７４を備
えている。ＣＭＯＳタグイメージセンサ７８は、捕獲したイメージデータを処理するため
にプロセッサ７４に送信している。接触センサ１４は、接触センサ１４内のスイッチが閉
じるだけの十分な力でニブ（図示せず）と表面が接触したことを示している。スイッチが
閉じると、赤外線ＬＥＤ１６が表面を照射し、イメージセンサ７８は、少なくとも１つの
イメージを捕獲し、捕獲したイメージを処理するために画像プロセッサ７４に送信する。
イメージデータは、処理されると（以下でより詳細に説明する）、復号するために移動電
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話制御装置３６に送信される。
【１１５０】
　図８に示す代替実施形態では、タグセンサモジュール８は、タグ復号器モジュール８０
に置換されている。タグ復号器モジュール８０は、タグセンサモジュール８のすべてのエ
レメントを備えているが、ハードウェアベースのタグ復号器ならびにタグ復号器のための
プログラムメモリ８４及びワーキングメモリ８６が追加されている。この構造の場合、タ
グセンサモジュール８を使用した場合と比較すると、移動電話制御装置の計算上の負荷が
小さくなり、それに伴ってチップ面積が広くなる。
【１１５１】
　Ｎｅｔｐａｇｅセンサモジュールは、主としてハイパーリンクを起動するために適した
簡易化ＮｅｔｐａｇｅペンであるＮｅｔｐａｇｅポインタの形態で組み込むことができる
。好ましいことには、Ｎｅｔｐａｇｅポインタには、ペンのマーキングニブの代わりに非
マーキングスタイラスが組み込まれている（本明細書の中で追って詳細に説明する）。Ｎ
ｅｔｐａｇｅポインタには、ペンの連続力センサの代わりに表面接触センサが使用されて
いる。Ｎｅｔｐａｇｅポインタは、より遅い位置サンプリングレートで動作させることが
好ましく、したがってＮｅｔｐａｇｅポインタは、図面及び手書きの文書を捕獲するため
には適切ではない。Ｎｅｔｐａｇｅポインタは、Ｎｅｔｐａｇｅペンより安価に実施する
ことができ、また、タグイメージの処理及びタグの復号化は、潜在的に、サンプリングレ
ートに応じて、ハードウェアのサポートを必要とすることなくソフトウェアで実行するこ
とができる。
【１１５２】
　本発明の様々な態様は、モバイル機器の数多くのタイプのうちの任意のタイプで具体化
することができる。ここでは、いくつかの異なるデバイスが説明されているが、簡潔にす
る観点から、詳細な説明は、モバイル機器の実施形態に的が絞られている。
【１１５３】
　移動電話機
　好ましい実施形態の１つは、図９ないし１４に示す移動電話機の形態のＮｅｔｐａｇｅ
使用不可「キャンディバー」モバイル機器である。Ｎｅｔｐａｇｅ使用可能バージョンは
、本明細書の後のセクションに記載されている。
【１１５４】
　ここでは、キャンディバースタイルの電話が説明されているが、電話は、互いに蝶番で
止められた一対のボディセクションを備えた「フリップ」スタイルの形態を取ることも等
しく可能である。通常、デバイスが閉じた位置に位置している場合に、ディスプレイとキ
ーパッドが互いに隣接して配置されるよう、ボディセクションの一方にディスプレイが配
置され、もう一方にキーパッドが配置される。
【１１５５】
　他の実施形態では、デバイスは、互いに対して回転又はスライドする２つのボディセク
ションを有することができる。通常、第１のボディセクションと第２のボディセクション
の間のこれらの機械的な関係の目的は、ディスプレイを引っ掻き傷から保護することであ
り、及び／又は偶発的な操作からキーパッドを保護することである。
【１１５６】
　光印刷は、モバイルＭｅｍｊｅｔプリンタの最も注目すべき使用法の１つと見なされて
いる。したがって本発明の好ましい実施形態は、処理能力及び記憶容量が備わったカメラ
を備えている。
【１１５７】
　図９は、モバイル機器の構成要素を最も良好に示したものである。（簡潔にするために
）取るに足りない、モバイル機器の様々な構成要素を一体に動作接続している配線及びハ
ードウェアなどの些細な細部は省略されている。配線及び他のハードウェアは、当業者に
良く知られている通りである。
【１１５８】
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　移動電話機１００は、シャシモールド１０２、前面モールド１０４及び背面カバーモー
ルド１０６を備えている。リチウムイオン電池又はニッケル金属水素化物電池などの充電
可能電池１０８は、シャシモールド１０２に取り付けられており、背面カバーモールド１
０６で覆われている。電池１０８は、電池コネクタ２７６及びカメラならびにスピーカコ
ネクタ２７８を介して移動電話機１００の様々なコンポーネントに電力を供給している。
【１１５９】
　前面モールド１０４は、様々なコンポーネントを密閉するべくシャシに取り付けられて
おり、ディスプレイ１３８の両側に縦の行で配置された数値インタフェースボタン１３６
を備えている。多方向性制御パッド１４２及び他の制御ボタン２８４は、メニューの移動
及び他の制御入力を可能にしている。ドータボード２８０は、シャシモールド１０２に取
り付けられており、多方向性制御パッド１４２のための方向性スイッチ２８６を備えてい
る。
【１１６０】
　モバイル機器は、印刷カートリッジ１４８がクレイドル１２４に挿入されていない場合
に、埃及び他の異物からモバイル機器の内部を保護しているカートリッジアクセスカバー
１３２を備えている。
【１１６１】
　また、シャシモールド１０２には、任意選択のカメラモジュール１１０が取り付けられ
ており、背面カバーモールド１０６に穿たれている孔１１２を通してイメージを捕獲する
ことができる。カメラモジュール１１０は、イメージを捕獲するためのレンズアセンブリ
及びＣＣＤイメージセンサを備えている。孔１１２のレンズカバー２６８は、カメラモジ
ュール１１０のレンズを保護している。また、背面カバーモールド１０６は、印刷媒体が
通過する入口スロット２２８及び出口スロット１５０を備えている。
【１１６２】
　シャシモールド１０２は、住所録情報、写真、メッセージ及びモバイル機器によって送
信又は受信することができる任意のタイプの情報などのデータをアップロード及びダウン
ロードするための所有権主張可能データケーブルのモバイル機器への差込みを可能にして
いるデータ／再充電コネクタ１１４を支えている。データ／再充電コネクタ１１４は、モ
バイル機器がデータを送信又は受信している間、モバイル機器を概ね直立した位置に保持
するデスクトップスタンド（図示せず）内の対応するインタフェースと係合するように構
成されている。また、データ／再充電コネクタは、デスクトップスタンドを介して電池１
０８を再充電することができるコンタクトを備えている。データ／再充電コネクタ１１４
内の個別の充電ソケット１１６は、デスクトップスタンドが使用されていない場合に電池
を再充電することができる相補再充電プラグを受け入れるように構成されている。
【１１６３】
　シャシモールド１０２にはマイクロホン１７０が取り付けられており、ユーザの声など
の音をモバイル機器のアナログ－ディジタル変換回路によってサンプルされる電子信号に
変換している。この変換は、当業者に良く知られており、ここではより詳細な説明は省略
する。
【１１６４】
　シャシモールド１０２の中には、ＳＩＭカード１２０を受け取るためのＳＩＭ（加入者
識別モジュール）ホルダ１１８が形成されている。また、シャシモールドは、交換可能印
刷カートリッジ１４８を受け入れている印刷カートリッジクレイドル１２４及び駆動機構
１２６を支持するように構成されている。これらの特徴については、以下でより詳細に説
明する。
【１１６５】
　シャシモールド１０２内のもう１つのモールドは、移動遠隔通信網にＲＦ信号を送信し
、且つ、移動遠隔通信網からＲＦ信号を受信するためのアンテナ（図示せず）を支持して
いる。
【１１６６】
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　主印刷回路基板（ＰＣＢ）１３０は、シャシモールド１０２によって支持されており、
多数の瞬時押しボタンスイッチ１３２を備えている。主ＰＣＢには、通信機能及び処理機
能（印刷処理を含む）をサポートしている様々な集積コンポーネント及び離散コンポーネ
ントが取り付けられているが、簡潔にするために図には示されていない。
【１１６７】
　導電性エラストマーオーバレイ１３４は、前面モールド１０４上のキー１３６の真下の
主ＰＣＢ１３０の上に配置されている。エラストマーには、可撓性プロファイル上に炭素
含浸ピルが組み込まれている。複数のキー１３６のうちの１つが押されると、炭素ピルが
ＰＣＢ表面の二線式開路パターン１３２まで押される。これにより、低インピーダンス閉
回路が提供される。別法としては、個々のキー１３２に対応するオーバレイ上に微小ドー
ムが形成される。ポリエステルの膜が炭素ペイントでスクリーン印刷され、炭素ピルと同
様の方法で使用される。ベリリウム銅のドームを備えた薄い接着剤の膜を使用することも
可能である。
【１１６８】
　前面モールド１０４の開口２７２に隣接してラウドスピーカ１４４が取り付けられてお
り、ユーザは、音声通信及び他の可聴信号などの音を聞くことができる。
【１１６９】
　また、主ＰＣＢ１３０には、カラーディスプレイ１３８が取り付けられており、モバイ
ル機器のユーザへの視覚フィードバックを可能にしている。透明レンズのモールド１４６
は、ディスプレイ１３８を保護している。一形態では、この透明レンズは接触感応性であ
り（或いはこの透明レンズが省略され、ディスプレイ１３８が接触感応性である）、ユー
ザは、指又はスタイラスを使用して、アイコン及びディスプレイ１３８上に表示されてい
る入力テキストと対話することができる。
【１１７０】
　また、シャシモールド１０２には振動アセンブリ２７４が取り付けられている。振動ア
センブリ２７４は、偏心取付けされた、振動を生じさせる錘を駆動する電動機を備えてい
る。シャシ１０２に振動が伝達され、ユーザに触感フィードバックが提供される。この触
感フィードバックは、呼出し音を聞くことができない雑音の多い環境で有用である。
【１１７１】
　ＭｏＰＥＣ－高水準
　印刷すべき文書は、印刷ヘッドに到達するまでの間にドットデータの形態になっていな
ければならない。
【１１７２】
　ドットデータに変換される前は、イメージは、比較的高い空間解像度のバイレベル成分
で表され（テキスト及びラインアートの場合）、また、比較的低い空間解像度のコントー
ン成分で表されている（イメージ及び背景カラーの場合）。バイレベル成分は、損失のな
いフォーマットで圧縮され、一方、コントーン成分は、ＪＰＥＧなどの損失の大きいフォ
ーマットに従って圧縮される。
【１１７３】
　ＭｏＰＥＣの好ましい形態は、２つのモードのうちのいずれか一方のモードで動作する
ように構成することができる。第１のモードでは、図１５に示すように、印刷されるイメ
ージは、圧縮イメージデータの形態で受信される。圧縮イメージデータは、１塊のデータ
として、或いは同じ又は異なるソースからの個別の塊のデータとして到達させることがで
きる。たとえば、第１の遠隔サーバからテキストを受け取り、他の遠隔サーバから表象広
告のイメージデータを受け取ることができる。別法としては、どちらか一方のデータ形態
又は両方のデータ形態をモバイル機器内のローカルメモリから検索することも可能である
。
【１１７４】
　圧縮イメージデータは、受信されると、メモリバッファ６５０にバッファされる。バイ
レベル成分及びコントーン成分は、拡張ページステップ６５２の一環として、それぞれデ
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コンプレッサによって圧縮解除される。これは、以下でより詳細に説明するように、ハー
ドウェア又はソフトウェアのいずれかによって実施することができる。圧縮解除されたバ
イレベル成分及びコントーン成分は、次に、それぞれＦＩＦＯ６５４及び６５６にバッフ
ァされる。
【１１７５】
　圧縮解除されたコントーン成分は、ハーフトーン化ユニット６５８によってハーフトー
ン化され、次に、合成ユニット６６０によってバイレベル成分がディザーコントーン成分
の上に合成される。通常、この合成には、テキストをイメージの上に合成するステップが
含まれている。しかしながら、システムは、ディザーコントーン成分の上に横たえられた
マスクとしてバイレベル成分が解釈されるステンシルモードで動作させることも可能であ
る。マスクが適用されている領域のイメージ成分として何が選択されるかによって、結果
は、イメージがその下側を満たしているテキスト（つまりテクスチャ）にもなれば、或い
はイメージのためのマスクにもなる。ステンシルモードの利点は、バイレベル成分がディ
ザーされず、鮮明な縁を画定することができることである。これは、境界を画定するアプ
リケーション或いは着色されたテクスチャからなるテキストを印刷するアプリケーション
などの特定のアプリケーションには有用である。
【１１７６】
　合成ステップの後、得られたイメージがドットフォーマット化６６２される。ドットフ
ォーマット化されたイメージには、以下でより詳細に説明するように、印刷ヘッドに出力
し、且つ、あらゆる空間補償すなわち動作補償の問題を考慮するための順序付けドットが
含まれている。フォーマット化されたドットは、次に、同じく以下でより詳細に説明する
ように、印刷のために印刷ヘッドに供給される。
【１１７７】
　第２の動作モードでは、図１６に示すように、コントーン成分及びバイレベル成分は、
ＭｏＰＥＣによって非圧縮形態でそれぞれＦＩＦＯ６５６及び６５４に直接受け取られる
。成分のソースは、アプリケーションによって決まる。たとえば、モバイル機器のホスト
プロセッサは、圧縮バージョンから圧縮解除されたイメージ成分を生成するように構成す
ることも、或いは単純に、どこかから、たとえば移動遠隔通信網から、或いは本明細書の
どこかにより詳細に説明されている通信ポートから非圧縮成分を受け取るように構成する
こともできる。
【１１７８】
　バイレベル成分及びコントーン成分がそれぞれ対応するＦＩＦＯに受け取られると、Ｍ
ｏＰＥＣは、第１のモードに関連して説明した動作と同じ動作を実行する。したがって、
同様の機能ブロックは、同様の数表示を使用して示されている。
【１１７９】
　図１８に示すように、好ましい印刷アーキテクチャの中心データ構造は、一般的には、
ページエレメントと呼ばれる３つの層で表現される。ページエレメントを使用して、レン
ダリングエンジンから出現する単一レンダエレメントから、最大、印刷ジョブの全ページ
に及ぶ範囲のユニットを表すことができる。図１８は、ページエレメント３００の簡易Ｕ
ＭＬ線図を示したものである。概念的には、バイレベル記号領域は、２つのカラーソース
の間を選択している。
【１１８０】
　ＭｏＰＥＣデバイス－低水準
　図１７は、好ましいＭｏＰＥＣデバイス３２６のハードウェアコンポーネントを示した
ものであり、以下でより詳細に説明する。
【１１８１】
　概念的には、ＭｏＰＥＣデバイスは、単純に、移動電話機の低電力、低印刷速度環境で
使用するために最適化されたＳｏＰＥＣデバイス（つまり２００３年１２月２日出願の相
互参照出願ＵＳＳＮ　１０／７２７，１８１（事件整理番号ＰＥＡ０１ＵＳ）に記載され
ているデバイス）である。実際、電力要求事項を満足する限り、ＳｏＰＥＣデバイスは、
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ＭｏＰＥＣに必要な機能を提供することができる。しかしながら、モバイル機器の電池能
力が制限されているため、ＳｏＰＥＣ設計を修正することが望ましい。
【１１８２】
　図１７に示すように、高水準の観点から、ＭｏＰＥＣは、中央処理装置（ＣＰＵ）サブ
システム１３０１、ダイナミックランダムアクセスメモリ（ＤＲＡＭ）サブシステム１３
０２及び印刷エンジンパイプライン（ＰＥＰ）サブシステム１３０３の３つの全く異なる
サブシステムからなっている。
【１１８３】
　ＭｏＰＥＣのｅＤＲＡＭ要求事項は、ＳｏＰＥＣのｅＤＲＡＭ要求事項よりはるかに緩
和されている。それは、多分に、印刷データを生成するべくＭｏＰＥＣが設計されている
印刷媒体が著しく小さいことによるものである。
【１１８４】
　一形態では、ＭｏＰＥＣは、モバイル機器に取り付けられるように設計された独立型Ａ
ＳＩＣの形態で提供することができる。別法としては、モバイル機器に必要な他の機能の
一部又はすべてを組み込んだ他のＡＳＩＣにＭｏＰＥＣを組み込むことも可能である。
【１１８５】
　ＣＰＵサブシステム１３０１は、他のサブシステムのすべての態様を制御し、且つ、構
成するＣＰＵを備えている。ＣＰＵサブシステム１３０１は、外部プリンタと内部印刷エ
ンジンとのインタフェース及び同期化全体をサポートしている。また、ＣＰＵサブシステ
ム１３０１は、ＱＡチップが使用されている場合、ＱＡチップ（本明細書のどこかに説明
されている）との低速通信を制御している。好ましい実施形態は、カートリッジ又はモバ
イル機器にＱＡチップを利用していない。
【１１８６】
　ＣＰＵサブシステム１３０１は、更に、ＣＰＵを補助するための、汎用入出力（電動機
制御を備えたＧＰＩＯ）、割込み制御装置ユニット（ＩＣＵ）、ＬＳＳマスタ及び汎用タ
イマなどの様々な周辺装置を備えている。ＵＳＢブロックは、モバイル機器のホストプロ
セッサにインタフェースを提供し、また、必要に応じて外部データ送信端末にインタフェ
ースを提供している。通信基準としてのＵＳＢの選択は、設計優先の問題であり、Ｆｉｒ
ｅｗｉｒｅ又はＳＰＩなどの他のタイプの通信プロトコルを使用することも可能である。
【１１８７】
　ＤＲＡＭサブシステム１３０２は、ＣＰＵ、ＵＳＢ及び印刷エンジンパイプライン（Ｐ
ＥＰ）サブシステム内のブロックからのリクエストを受け取っている。ＤＲＡＭサブシス
テム１３０２、詳細にはＤＲＡＭインタフェースユニット（ＤＩＵ）は、様々なリクエス
トを調停し、ＤＲＡＭにアクセスすべきリクエストを決定している。ＤＩＵは、ＤＲＡＭ
に対する十分なアクセスをすべてのリクエスタに許容するために、構成されたパラメータ
に基づいて調停している。また、ＤＩＵは、ページサイズ、バンク数及びリフレッシュ速
度などのＤＲＡＭの実施特化事項を隠している。ＤＲＡＭは、印刷されるページが著しく
小さいため、オリジナルのＳｏＰＥＣデバイスのＤＲＡＭより著しく小さくすることがで
きることは理解されよう。また、ホストプロセッサが圧縮解除された印刷データを十分に
速い速度で供給することができる場合、印刷を開始する前に１ページ分の情報をバッファ
する必要がないため、ＤＲＡＭを極めて小さくする（１２８～２５６キロバイト程度にす
る）ことができる。
【１１８８】
　印刷エンジンパイプライン（ＰＥＰ）サブシステム１３０３は、ＤＲＡＭから圧縮ペー
ジを受け取り、印刷ヘッドと直接通信している印刷ヘッドインタフェースに仕向けられた
所与の印刷ライン用にそれらをバイレベルドットにしている。ページ拡張パイプラインの
第１のステージは、コントーン復号器ユニット（ＣＤＵ）及び無損失バイレベル復号器（
ＬＢＤ）である。ＣＤＵは、ＪＰＥＧ圧縮コントーン（通常はＣＭＹＫ）層を拡張し、Ｌ
ＢＤは、圧縮バイレベル層（通常はＫ）を拡張している。第１のステージからの出力は、
コントーンＦＩＦＯユニット（ＣＦＵ）及びスポットＦＩＦＯユニット（ＳＦＵ）からな
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る１組のバッファである。ＣＦＵ及びＳＦＵバッファは、ＤＲＡＭの中に実施されている
。
【１１８９】
　第２のステージは、コントーン層をハーフトーン化及びディザー化し、且つ、得られた
バイレベルディザー層の上にバイレベルスポット層を合成するハーフトーン合成器ユニッ
ト（ＨＣＵ）である。
【１１９０】
　ＭｏＰＥＣデバイスに使用される印刷ヘッドに応じて、多くの合成オプションを実施す
ることができる。必ずしもすべてのチャネルが印刷ヘッドに出現するわけではないが、こ
のステージから最大６チャネルのバイレベルデータが生成される。たとえば、好ましい実
施形態では、印刷ヘッドは、ＫをＣＭＹチャネルの中に押し込み、また、ＩＲを省略して
ＣＭＹのみを印刷するように構成されている。
【１１９１】
　第３のステージでは、死ノズル補償器（ＤＮＣ）が、カラー冗長性及び周囲のドットへ
の死ノズルデータのエラー拡散によって、印刷ヘッド内の死ノズルを補償している。
【１１９２】
　得られたバイレベルドットデータ（好ましい実施形態では、ＣＭＹである）は、点線作
成ユニット（ＤＷＵ）を介して、ＤＲＡＭに記憶されている１組のラインバッファにバッ
ファされ、且つ、書き込まれる。
【１１９３】
　最後に、ドットデータがＤＲＡＭからロードバックされ、ドットＦＩＦＯを介して印刷
ヘッドインタフェースに引き渡される。ドットＦＩＦＯは、印刷ヘッドインタフェース（
ＰＨＩ）がＦＩＦＯからデータを除去し、且つ、除去したデータを印刷ヘッドに送信して
いる間、ラインローダユニット（ＬＬＵ）からシステムクロック速度でデータを受け取っ
ている。
【１１９４】
　必要なＤＲＡＭの量は、ＭｏＰＥＣの特定の実施態様（ＭｏＰＥＣが実施されているシ
ステムを含む）に応じて様々である。この点に関して、好ましいＭｏＰＥＣ設計は、３つ
のモードのうちの任意のモードで動作するように構成することができる。これらの３つの
モードは、すべて、受け取ったイメージデータを何らかの方法で予備処理することができ
ることを仮定して、好ましい実施形態の下で利用することができる。予備処理には、たと
えば、必要に応じて、カラー空間変換及びスケーリングが含まれている。
【１１９５】
　第１のモードでは、ＨＣＵに直接転送するために、イメージデータがホストプロセッサ
によって圧縮解除され、ＭｏＰＥＣに供給される。このモードでは、ＣＤＵ及びＬＢＤは
、事実上、バイパスされ、圧縮解除されたデータは、ＨＣＵに引き渡すべくＣＦＵ及びＳ
ＦＵに直接提供される。圧縮解除はＭｏＰＥＣの外部で実施され、また、ＨＣＵ及び後続
するハードウェアブロックは、それらのジョブに対して最適化されているため、ＭｏＰＥ
Ｃデバイスは、比較的遅い速度で刻時することができ、ＭｏＰＥＣのＣＰＵをとりわけ強
力にする必要はない。基準としては、クロック速度は、１０ＭＨｚないし２０ＭＨｚが適
切である。
【１１９６】
　第２のモードでは、圧縮形態のイメージデータがＭｏＰＥＣに供給される。そのために
は、まず第一に、ＭｏＰＥＣのＤＲＡＭを最低約２５６キロバイトまで増加しなければな
らない（２倍にすることが好ましいが）。第２のモードでは、ＣＤＵ及びＬＢＤ（及び対
応するバッファ）を利用して、圧縮コントーンイメージデータ及び圧縮バイレベルイメー
ジデータのハードウェア圧縮解除が実行される。この場合も、これらのＣＤＵ及びＬＢＤ
（及び対応するバッファ）は、それらのジョブを実行するために最適化されたハードウェ
アユニットであるため、比較的遅い速度でシステムを刻時することができ、同様にＭｏＰ
ＥＣのプロセッサをとりわけ強力にする必要はない。しかしながら、このモードの欠点は
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、ハードウェアであるＣＤＵ及びＬＢＤが若干柔軟性に欠けることである。ＣＤＵ及びＬ
ＢＤは、とりわけ圧縮解除ジョブに対して最適化されており、好ましい実施形態の場合、
異なる圧縮解除タスクを実行するための再構成は、その程度にかかわらず不可能である。
【１１９７】
　第３のモードでは、同じくＣＤＵ及びＬＢＤがバイパスされるが、ＭｏＰＥＣは、依然
として、圧縮形態のイメージデータを受け取る。圧縮解除は、ＭｏＰＥＣのＣＰＵによっ
てソフトウェアで実行される。ＣＰＵが汎用プロセッサである場合、圧縮コントーンイメ
ージデータ及び圧縮バイレベルイメージデータの圧縮解除を許容可能な速度で実行するた
めには、そのＣＰＵは、比較的強力なＣＰＵでなければならない。また、ソフトウェア圧
縮解除を必要としない場合のクロック速度の３倍ないし１０倍程度のより速いクロック速
度が必要である。第２のモードの場合と同様、ＭｏＰＥＣデバイスには、少なくとも２５
６キロバイトのＤＲＡＭが必要である。第３のモードは、実行される圧縮解除のタイプに
対してプログラム可能であるという利点を有している。しかしながら、より速い速度で刻
時されるより強力なプロセッサが必要であるということは、最初の２つのモードと比較す
ると、それに伴って電力消費が増加することを意味している。
【１１９８】
　これらの３つのモードのすべてを１つのＭｏＰＥＣデバイスで選択可能にするためには
、これらのすべてのモードを実施するための最悪例機能が必要であることは理解されよう
。したがって、たとえば、より速いクロック速度の場合の容量である少なくとも２５６キ
ロバイトのＤＲＡＭ、比較的強力なプロセッサ、及びＣＤＵ及びＬＢＤを選択的にバイパ
スさせる能力のすべてをＭｏＰＥＣ内で実施しなければならない。当然、任意の特定の実
施態様に対して、これらのモードのうちの１つ又は複数を省略し、それにより、そのモー
ドの可用性によって要求される機能の制限を除去することができる。
【１１９９】
　好ましい形態では、ＭｏＰＥＣデバイスは、カラー空間不可知論的である。ＭｏＰＥＣ
デバイスは、Ｘが任意選択の４番目のチャネルであるＣＭＹＸ又はＲＧＢＸとしてコント
ーンデータを受け取ることができるが、任意の印刷カラー空間にコントーンデータを受け
取ることも可能である。また、ＭｏＰＥＣは、インクを最適化するためにドットを組み合
わせる機構及び任意の数の他のチャネルに基づいてチャネルを生成する機構を始めとする
、入力チャネルを出力チャネルに任意にマッピングするための機構を提供している。しか
しながら、入力は、コントーン入力の場合はＣＭＹであることが好ましく、また、バイレ
ベル入力の場合はＫ（ＭｏＰＥＣによってＣＭＹの中に押し込まれた）であることが好ま
しい。
【１２００】
　また、好ましい形態では、ＭｏＰＥＣデバイスは、解像度不可知論的である。ＭｏＰＥ
Ｃデバイスは、単に、スケールファクタによって入力解像度と出力解像度の間のマッピン
グを提供しているにすぎない。好ましい解像度は１６００ｄｐｉであるが、ＭｏＰＥＣは
、実際には、ＭｏＰＥＣがドットデータを供給する印刷ヘッドの物理的な解像度について
の知識を有していない。
【表４】
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【表６】

　ソフトウェアドット生成
　速度及び電力消費の観点から、ハードウェアを促進することが望ましいが、ＭｏＰＥＣ
集積回路によって実行される機能の一部、大部分又はすべてを、適切なソフトウェアルー
チンでプログラムされた汎用プロセッサを使用して実行することも可能である。汎用プロ
セッサを使用して同様の性能を得るためには、一般的には電力消費が増加するが（圧縮解
除及び合成などの高度に特化されたタスクを汎用プロセッサに実行させる場合、関連する
オーバヘッドがより大きいため）、この解決法は、容易に個別化することができ、また、
容易にアップグレードすることができる点で有利である。たとえば、新しいＪＰＥＧ基準
又は更新されたＪＰＥＧ基準が広く使用されるようになると、場合によっては、汎用プロ
セッサによって実行される圧縮解除アルゴリズムを単純に更新することが望ましい。Ｍｏ
ＰＥＣ集積回路の機能の一部又はすべてをソフトウェアに移行する決定は、ケースバイケ
ースで商用的に決定しなければならない。
【１２０１】
　ＱＡチップ
　本発明の好ましい形態には、カートリッジが挿入された場合に、該カートリッジを認証
するためのＱＡチップは使用されていない。しかしながら、代替実施形態では、印刷カー
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トリッジは、モバイル機器に取り付けられているマスタＱＡチップ８０によって問い合わ
せることができるＱＡチップ８２を有している（図６を参照されたい）。このコンテキス
トにおいては、ＱＡチップは、印刷ヘッドノズルが印刷中に損傷しないよう、インク供給
の品質を保障するように設計されており、また、印刷ヘッド及び動力学を保障するための
ソフトウェアの品質が損傷することはない。
【１２０２】
　ＱＡチップをＭｏＰＥＣと共に使用することができる数多くの方法が存在している。た
とえば、ＭｏＰＥＣのそれぞれは、最大印刷速度などのプリンタの属性を記憶している関
連プリンタＱＡを有することができる。また、システムと共に使用するためのインクカー
トリッジは、残りのインク量などのカートリッジ情報を記憶しているインクＱＡチップを
備えることも可能である。また、カートリッジは、死ノズルマッピング及び印刷ヘッド特
性などの印刷ヘッド特化情報を記憶しているＲＯＭ（実際にはＥＥＰＲＯＭ）として作用
するように構成されたＱＡチップを有することも可能である。ＭｏＰＥＣデバイスのＣＰ
Ｕは、任意選択で、実際には直列ＥＥＰＲＯＭとして作用するＱＡチップからプログラム
コードをロードし、実行することができる。最後に、ＳｏＰＥＣデバイスのＣＰＵは、論
理ＱＡチップ（すなわちソフトウェアＱＡチップ）を走らせることができる。
【１２０３】
　通常、システム内のＱＡチップはすべて物理的に全く同じであり、互いに異なっている
のは、フラッシュメモリの内容のみである。
【１２０４】
　ＭｏＰＥＣデバイスのそれぞれは、システムを認証し、且つ、インクの使用法を考慮す
るためにＱＡデバイスと通信することができるＬＳＳシステムバスを有している。このバ
スを介して極めて多数のＱＡデバイスと通信することができる。
【１２０５】
　ＱＡチップ間で引き渡されるデータは、ディジタル署名によって認証される。好ましい
実施形態では、他のスキームを使用することも可能であるが、データにはＨＭＡＣ－ＳＨ
Ａ１認証が使用され、プログラムコードにはＲＳＡが使用されている。
【１２０６】
　ＱＡチップは、ＱＡチップの腐食を比較的困難にする可能保護機構の一部又はすべてを
備えていることが好ましい。これらの特徴の多くは、ＱＡチップの不揮発性メモリ（好ま
しい形態ではフラッシュメモリである）に機密情報が記憶される（ビットパターンの形態
で）方法に関連している。それ以外のものは、ハードコード化制限を取り扱っており、こ
の方法の場合、ソフトウェアは、フラッシュメモリからロードされる。更に他のものは、
特定のレジスタ内のデータを修正することができるハードコード化方法を取り扱っており
、たとえば貯蔵容器内の残りのインクレベルを示すデータが含まれているレジスタのみを
ディクリメントすることができる。
【１２０７】
　数多くの技法のうちの任意の技法を使用して、潜在的なハッカーによる不揮発性メモリ
からのキーデータ（ビットパターンの形態の）引出しをより困難にすることができる。た
とえば、
　・　ＱＡデバイスの複数の実例にわたるメモリ内の異なる場所にキーが記憶され（個々
のデバイスのソフトウェアは、その位置の知識で個別化されている）、
　・　複数のキーのうちの１つ又は複数がキー／反転キーの対としてメモリに記憶され、
及び／又は、
　・　第２のキーが、ある関数を第１の関数の結果に適用して得られる形態で不揮発性メ
モリに間接的に記憶される。第１の関数が第１のキー（不揮発性メモリに記憶されている
）に適用され、一方向関数を適用した結果が第２のキーに適用される。第１のキー及び第
１の関数の結果を不揮発性メモリに記憶することにより、第２のキーが間接的にのみ記憶
される。一方向関数は、通常、第１の関数より暗号的に安全にするために選択される。
【１２０８】
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　通信を取り扱い、処理する途中で制限を加えることができる。たとえば、
　・　カートリッジ内のＱＡチップとモバイル機器内のＱＡチップの間の通信は、ディジ
タル署名を使用することによって（好ましくは譲受人によって相互参照されている様々な
出願及び特許に記載されている可変キーを使用して）比較的安全にすることができ、及び
／又は、
　・　ＱＡチップ間の署名入りメッセージは、ペイロードの一部として、ペイロード内の
命令のタイプの指示を含むことができる。
【１２０９】
　また、個々のＱＡチップを保護する物理的な機構も存在している。たとえば、メモリの
内容がいじり回されると、一層の集積回路に形成されたアンチタンパーラインによって集
積回路がリセットされ、及び／又はメモリの内容が消去される。したがって、様々な走査
機構を使用してメモリ内容にアクセスするために半導体のカバー層を削り取る試行が阻止
される。
【１２１０】
　他の機能は、関連する一連のＱＡチップ内における比較的ユニークな識別の使用である
。たとえば、個々のＱＡチップ又は特定の範囲の製品に使用されている少なくとも個々の
ＱＡチップは、それぞれ独自の識別を記憶している。識別は比較的ユニークであり、これ
は、その識別が完全にユニークである（つまり、その１つのＱＡチップにのみ出現し、他
のＱＡチップには決して反復されない識別である）か、或いはその識別が極めてまれであ
り、１つの集積回路のキーを他の無作為に選択された集積回路に妥協して使用することが
できることをアタッカーが学習する可能性がほとんどないことを意味している。
【１２１１】
　これらの特徴については、すべて、相互参照によりその内容が本明細書に組み込まれて
いる、２００４年１月１２日出願の本譲受人の特許出願公告ＵＳＳＮ　１０／７５４，５
３６（事件整理番号ＰＥＡ２５ＵＳ）に、より詳細に記載されている。
【１２１２】
　圧電駆動システム
　図１９ないし２２は、印刷媒体を印刷ヘッドの先へ駆動するための圧電駆動システム１
２６を示したものである。図２１に最も良好に示されているように、駆動システム１２６
は、サポート端１５８、貫通孔１６０、カンチレバー１６２及びばね１６４を備えた共振
器１５６を備えている。サポート１５８は、クレイドル１２４上のマウンティングポイン
ト１６６に取り付けられたばね１６４に取り付けられている。圧電素子１６８は、貫通孔
１６０内に配置されており、貫通孔を横切って展開し、サポート端１５８とカンチレバー
１６２をリンクしている。圧電素子１６８は、貫通孔の一方の端部に隣接して配置されて
おり、したがって圧電素子が変形すると、カンチレバー１６２がその静止位置から微少量
だけ偏向する。
【１２１３】
　カンチレバー１６２の先端１７０は、約５０度の角度で駆動車輪１７２のリムと接触す
るように強制される。それにより駆動車輪１７２は、駆動軸１７８の端部のゴムローラ１
７６と係合する。駆動軸１７８は、印刷媒体と係合し、印刷媒体を印刷ヘッドの先へ駆動
する（以下で図１２及び１４を参照して説明する）。
【１２１４】
　圧電素子１６８の両側に駆動ワイヤ（図示せず）が取り付けられており、駆動信号の供
給を可能にしている。ばね、ピエゾ及びカンチレバーのアセンブリは、１組の共振周波数
を有する構造である。駆動信号によって構造が複数の振動共振モードのうちの１つに励起
され、それによりカンチレバー１６２の先端が移動して駆動車輪１７２が回転する。単純
に表現すると、圧電素子が伸びると、カンチレバーの先端１７０と駆動車輪のリムがより
強く接触する。リム及び先端は、比較的剛直であるため、先端が移動すると、駆動車輪が
図に示す方向にわずかに回転する。共振発振が停止している間、先端１７０とリムの接触
が緩み、元の位置へ向かって先端がわずかに後退する。先端１７０は、次の発振で、リム
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の前回とはわずかに異なる位置に再び押し付けられ、それにより駆動車輪が再度わずかに
回転する。先端１７０の発振運動は、高速で連続的に反復し、駆動車輪は、一連の微小角
変位で移動する。しかしながら、共振周波数が高い（ｋＨｚの桁）ため、駆動車輪１７２
は、あらゆる意図及び目的に対して、一定の角速度を有している。
【１２１５】
　図に示す実施形態では、駆動車輪は、約８５ｋＨｚの駆動信号で反時計方向に回転して
いる（図２１に示すように）。
【１２１６】
　１サイクル当たりの移動量は比較的小さい（数マイクロメートル程度）が、パルスが供
給される速度が速いということは、１秒当たり最大３００ｍｍの直線運動（つまりリムの
運動）が得られることを意味している。駆動信号の周波数を９５ｋＨｚまで高くすると、
駆動車輪が逆方向に回転する異なる発振モードが得られる。しかしながら、好ましい実施
形態には、圧電駆動のこの可逆性は利用されていない。
【１２１７】
　圧電駆動の動作についての正確な詳細については、ドイツ連邦共和国のＤｏｒｔｍｕｎ
ｄ在所のメーカＥｌｌｉｐｔｅｃ　ＡＧから入手することができる。
【１２１８】
　電動機駆動システム
　図２３ないし２７は、印刷媒体２２６を印刷ヘッド２０２の先へ給送するための直流電
動機駆動システムを備えた印刷カートリッジ１４８及びクレイドル１２４の他の実施形態
を示したものである。図２３に示す印刷カートリッジ及びクレイドルには、平歯車を備え
た直径６ｍｍの直流電動機２４２が使用されており、一方、図２４は、直径８ｍｍの直流
電動機及び一連の平歯車駆動システムを示したものである。また、図２６及び２７は、そ
れぞれ６ｍｍ及び８ｍｍの電動機を示したものであるが、駆動車輪１７２に動力を伝達す
るためにウォームギヤーシステムが使用されている。これらの実施形態は、異なるデバイ
ス、たとえば移動電話機、パーソナルデータアシスタントなどに適合させるために、電動
機及び歯車駆動システムがより広範囲にわたる構成及び歯車比を提供していることを示し
ている。
【１２１９】
　図２３を参照すると、直流電動機２４２の縦軸は、カートリッジ１４８及びクレイドル
１２４の縦方向の展開と平行である。電池電源に接続するためのスペード端子２４４が電
動機の一方の端部から展開している。電動機２４２のもう一方の端部は、減速比が４：１
の遊星歯車箱２４６である。歯車箱の出力軸は、駆動歯車２４８にキー止めされている。
駆動歯車は、クレイドル１２４に取り付けられたスタブ軸上の中間歯車２５０とかみ合い
、該中間歯車２５０を駆動している平歯車である。この中間歯車２５０は、エラストマー
駆動ローラ１７２を一定の速度で回転させるために取り付けられた駆動ローラ平歯車２５
２を駆動している。
【１２２０】
　圧電駆動実施形態に関連して上で説明したように、エラストマー駆動ローラ１７２は、
媒体２２６を印刷ヘッドの先へ駆動するために駆動軸１７８の端部ゴムローラと係合して
いる。
【１２２１】
　図２４では、直径８ｍｍの直流電動機２５４は、この場合もクレイドル１２４の長さに
対して平行であるが、１回転当たり１＋８ディジタルラインの磁気符号器２５６によって
電力が供給されている。したがって、印刷エンジン制御装置（ＰＥＣ）は、電動機２５４
が回転した数及びその端数を記録することができる。ＰＥＣは、これを使用して、印刷ヘ
ッドに対する媒体２２６の位置を正確に測定し、測定した位置に応じてノズルの動作を調
整することができる。
【１２２２】
　遊星歯車箱２４６は、電動機２５４の出力に結合されている。歯の数が１５個の駆動歯
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車２５８は、歯車箱２４６の出力軸にキー止めされている。直径が６ｍｍの電動機の場合
と同様、駆動歯車２５８は、中間歯車２５０を介して駆動ローラ平歯車２５２を駆動して
いる。したがってゴムローラ１７６及びエラストマー駆動ローラ１７２を介して媒体駆動
軸１７８に動力が伝達される。
【１２２３】
　図２５に示す構造は、歯車箱２４６の出力軸が、歯の数が２０個の駆動歯車２６０を有
している点を除き、図２４に示す構造と同じである。歯車比を変えることによって印刷速
度（すなわち駆動軸１７８の速度）を変えることができる。したがって、歯車比を変える
ことにより、駆動軸１７８のトルク、延いてはカード２２６が媒体給送通路に沿って移動
する力に影響を及ぼすことができる。
【１２２４】
　印刷カートリッジ
　印刷カートリッジ１４８は、図２８及び２９に最も良好に示されており、細長い概ね長
方形の箱の形態を取っている。カートリッジは、それぞれインク保持構造１８８、１９０
及び１９２を保持するように構成された３つの細長いスロット１８２、１８４及び１８６
を備えた成形ハウジング１８０の周囲に基礎をなしている。インク保持構造のそれぞれは
、通常、スポンジ様材料又は積層された繊維状シートのブロックである。たとえば、これ
らの構造は、気泡、繊維と多孔膜の積層物、気泡と多孔膜の積層物、折畳み多孔膜又は多
孔膜中に包まれたスポンジであってもよい。インク保持構造１８８、１９０及び１９２は
、インクを含んだ実質的な空領域を備えており、カートリッジ（又はカートリッジが取り
付けられたモバイル機器）が揺られたり、或いは動かされた場合のインクの移動を防止す
るように構成されている。個々の貯蔵容器のインクの量は何ら重要ではないが、カラー毎
の典型的な容積は、０．５ｍｌないし１．０ｍｌ程度である。
【１２２５】
　また、多孔性材料は、噴射ノズルに負圧を確立する毛管作用を有している（以下で詳細
に説明する）。使用されていない期間の間、インクは、ノズル全体を形成しているインク
メニスカスの表面張力によってノズルチャンバ内に保持される。メニスカスが外側に向か
って膨らむと、自らをノズルリムに「ピン止め」し、インクをチャンバ内に保持すること
ができる。しかしながら、ノズルリム上の紙ぼこり又は他の汚染物質と接触すると、場合
によってはメニスカスのピン止めがリムから外れ、ノズルを通して印刷ヘッドからインク
が漏出することになる。
【１２２６】
　これに対処するために、多くのインクカートリッジは、チャンバ内のインクの静水圧が
大気圧より小さくなるように設計されている。そのようにすることにより、ノズルのメニ
スカスを凹状つまり内側に向かって引き込むことができる。したがって、メニスカスとノ
ズルリム上の紙ぼこりの接触が防止され、インクを漏出させることになるチャンバ内のわ
ずかな正圧が除去される。
【１２２７】
　ハウジングの蓋１９４は、印刷カートリッジの頂部に嵌合し、インクスロット１８２、
１８４及び１８６と相俟ってインク貯蔵容器を画定している。この蓋は、貯蔵容器と貯蔵
容器の間のインクの移動又は印刷カートリッジからの流出を防止するべく、かわ付け又は
超音波溶接することができ、或いはインクスロットの上縁を使用してシールを形成するこ
とができる。インク孔１７４は、製造中における貯蔵容器へのインクの充填を可能にして
いる。マイクロチャネルベント１４０は、インク孔１７４とブリーザ孔１５４の間の蓋１
９６に沿った曲がりくねった通路を画定している。これらのベントは、カートリッジ１４
８が使用中である場合の貯蔵容器内の圧力の平衡化を可能にしており、一方、曲がりくね
った通路は、移動電話機１００が異なる方向に移動した場合のインクの漏れを防止してい
る。ラベル１９６は、ベント１４０を覆っており、ブリーザ孔１５４を露出させてスロッ
ト１８２、１８４及び１８６を大気に解放するべく、使用に先立って除去される剥取り部
分１９８を備えている。
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【１２２８】
　スロット１８２、１８４及び１８６のそれぞれの底部の一連の出口（図示せず）は、ハ
ウジング１８０内に形成されているインクダクト２６２に導かれている。これらのダクト
は、インクを印刷ヘッドＩＣ２０２に導いている可撓性シール膜２６４で覆われている。
印刷ヘッドＩＣ２０２の一方の縁は、可撓性ＴＡＢフィルム２００上の導体に結合されて
いる。結合部分は、カプセル封じ条片２０４で覆われ、且つ、保護されている。ＴＡＢフ
ィルム２００上にはコンタクト２６６が形成されており、ＴＡＢフィルム上の導体を介し
て印刷ヘッドＩＣ２０２に電力及びデータを供給することができる。印刷ヘッドＩＣ２０
２は、重合体シール膜２６４によってハウジング１８０の下面に取り付けられている。こ
の膜は、ダクト２６２内のインクが印刷ヘッドＩＣ２０２へ流れることができるよう、レ
ーザ穿孔されている。膜の密閉及びインク引渡し態様については、以下でより詳細に説明
する。
【１２２９】
　キャッパ２０６は、ハウジング上の対応する成形ピン２１０と係合するスロット２０８
によってシャシ１８０に取り付けられている。キャッパ２０６は、そのキャップ位置では
、印刷ヘッド２０２のノズル（以下で説明する）内に露出したインクを密閉し、保護して
いる。印刷ヘッドＩＣ２０２の両側の一対の共成形エラストマーシール２４０は、ノズル
が乾燥し、また、ノズルが詰まる原因になる埃及び空気への印刷ヘッドＩＣ２０２の露出
を抑制している。
【１２３０】
　金属カバー２２４は、アセンブリ中に所定の場所にスナップされ、キャッパ２０６を覆
い、且つ、所定の位置に保持している。この金属カバーは、その断面が概ねＵ字形であり
、印刷カートリッジへの媒体の挿入及び取出しを可能にするための入口スロット２１４及
び出口スロット１５２を備えている。金属カバー２２４の両端の舌片２１６は、蓋１９４
の相補成形つめ２２０と係合する孔２１８を備えている。一対のキャッパ板ばね２３８が
Ｕ字形の底部から押し込まれ、キャッパ２０６を印刷ヘッド２０２に対してバイアスさせ
ている。印刷カートリッジ１４８に対する偶発的な干渉を防止するための耐タンパー性ラ
ベル２２２が塗布されている。
【１２３１】
　上で説明したように、媒体駆動軸１７８は、ハウジング１８０の幅全体にわたって展開
しており、回転するよう、対応する孔２２６によってハウジング内に保持されている。エ
ラストマー駆動車輪１７６は、駆動軸１７８の一方の端部に取り付けられており、使用に
先出って印刷カートリッジ１４８がモバイル機器に挿入されると、線形駆動機構１２６と
係合する。
【１２３２】
　代替印刷カートリッジ
　図３０ないし３６は、代替カートリッジ２９０を示したものである。このカートリッジ
設計は、図２８及び２９に示す特徴を数多く共有しており、対応するコンポーネントは、
同じ参照数表示で示されている。
【１２３３】
　代替カートリッジの主な相違は、貯蔵容器２８８（図３３を参照されたい）内の負圧が
、可撓性膜壁をインク貯蔵容積が増える方向にバイアスさせることによって提供されるこ
とである。上で説明したように、ノズルからのインクの漏れを防止するためには負圧が必
要である。図３１及び３２に最も良好に示されているように、負圧貯蔵容器２８８は、カ
ートリッジ２９０の印刷幅全体にわたって直列に配置されている。プリフォーム膜２９４
がハウジング１８０内の対応するフォーメーション２９４に取り付けられており、３つの
貯蔵容器２８８を画定している。膜２９２は、それぞれ対応する貯蔵容器と連絡している
開口２９６を備えており、開口２９６のそれぞれには、独立気泡ネオプレン又は自己密封
シリコンの栓２９８が嵌合されている。貯蔵容器を充填するために、インクを噴射するた
めの中空の針（図示せず）が栓２９８に刺さっている。針を引き抜くと、栓２９８は貯蔵
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容器を再密封する。場合によっては２本の針を導入して再充填することが望ましく、その
うちの１本が、インクに置き換える際に貯蔵容器内の空気を逃がすために使用される。
【１２３４】
　図３４、３５及び３６を参照すると、栓２９８のそれぞれは、対応する貯蔵容器２８８
の上に堂々と位置し、カートリッジの印刷幅全体にわたって展開しているばね３０２と係
合しているキャップフォーメーション３００を備えている。図に示す実施形態では、ばね
３０２は、それぞれ対応するフォーメーション３００と係合するためにその長さに沿って
間隔を隔てて配置されたつば３０４を備えており、また、弾性エネルギーを提供するため
の蛇行部分３０６をそれぞれ対応する開口３０４の両側に備えている。ばね３０２の両端
部分は、その一部が湾曲しており、ハウジング１８０内に形成されている相補ノッチ３１
０と係合する短いフィンガ３０８を形成している。
【１２３５】
　蓋１９４は、膜２９２を密閉しており、ばね３０２の対応するセクションを位置決めし
、且つ、支持するためのばねサポート３１２を備えている。蓋の開口３１４は、充填に際
してキャップフォーメーション３００を露出させている。
【１２３６】
　代替カートリッジの場合、貯蔵容器２８８が印刷幅に対して異なる方法で配列されてい
るため、インク分配システムが異なっている。詳細には、代替カートリッジは、カートリ
ッジの印刷幅に沿ってそれぞれ対応する貯蔵容器から印刷ノズルのそれぞれ対応する行へ
インクを分配する２つのインク分配層を備えている。図３５に最も良好に示されているよ
うに、貯蔵容器のそれぞれは、２つのインク出口３１６を有している。インク出口３１６
は、ハウジング１８０の底部のインク分配通路３２４にインクを供給している。それぞれ
シアン、マゼンタ及びイエローインクのための３つの通路３２４が存在している。通路３
２４のそれぞれは、個々の貯蔵容器２８８内の異なるカラーを印刷幅全体にわたって引き
渡す必要があるため、印刷ヘッドＩＣ２０２の長さにわたって展開している。分配通路３
２４は、インクダクト膜層３１８によって覆われている。この層３１８は、その下部表面
の一連のダクト３２０を接続している孔をその頂部表面に有している。ダクト３２０は、
シール膜２６４によって密閉されている。シール膜を貫通しているレーザ穿孔孔３２２は
、ダクトから印刷ヘッドＩＣ２０２の反対側へインクを導いている。
【１２３７】
　図３７ないし３９は、他のカートリッジ設計を示したものである。このカートリッジは
、図２８及び２９に示すカートリッジと極めて類似しており、主な相違は、インク保持構
造１８８、１９０及び１９２が異なっていることだけである。このインク保持構造は、そ
の大部分がインク保持構造の厚さ方向に展開している部分切欠き３６８によってセクショ
ンに分割された圧縮気泡である。インクバッフル３６６は、カートリッジの蓋１９４の下
面から垂れ下がっており、インク保持構造１８８、１９０及び１９２の隣接するセクショ
ンとセクションの間に堅固な障壁を提供するべく、部分切欠き３６８に差し込まれている
。
【１２３８】
　バッフル３６６は、カートリッジがたまたま長時間にわたって実質的に垂直方向に保持
された場合に、インクがカートリッジの一方の端部にたまることを防止している。インク
がカートリッジの一方の端部にたまると、使用中、もう一方の端部のインクが早期に不足
することになる。隣接するセクションとセクションの間（個々の部分切欠き３６８の下方
の断面）にはそれでも若干の連絡が存在しているが、多孔性構造の毛管作用と、連絡セク
ションの面積が比較的小さいことにより、下端へのインクの流出が阻止される。インクが
下端へ流出する速度は、カートリッジを直立した状態で一晩放置した場合に、インク保持
構造のすべてのセクションにインクが残留するだけの少なくとも十分な遅さである。
【１２３９】
　隣接するセクションを互いに完全に密閉することにより、カートリッジを交換する必要
が生じるまでの間に使用されるインクの量が少なくなる。隣接するセクションとセクショ
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ンの間にインクの流れが一切存在しない場合、印刷ヘッドＩＣ２０２の長さに沿ったイン
クの使用が真に一様になるため、１つの色が複数のセクションのうちの１つから、他のセ
クションより先になくなる。空になったセクションによって供給されるノズルへの１つの
セクションからのインクの流れを促進するために、スロット１８２、１８４及び１８６の
それぞれの底部のウィック３６４は、ハウジング１８０内のインク出口（図示せず）の上
にインクを維持している。出口は、ハウジング１８０の下面に形成されている一連のイン
クデリバリダクトと連絡している。図３９に最も良好に示されているように、インクデリ
バリダクト２６２は、印刷ヘッドＩＣ２０２の背面にインクを供給することができる中央
インクデリバリセクション３７０にインクを導いている。インクデリバリダクト２６２の
それぞれの間のリードは、インク平衡ダクト３７２である。平衡ダクト３７２は、インク
出口のそれぞれを隣接する出口に流体連絡させている。１つのセクションのインクが空に
なると、隣接するセクションから平衡ダクト３７２を介してインクを引き出すことによっ
て対処される。ダクト２６２及び３７２は、カートリッジが直立した状態であるかどうか
にかかわらず、常にインクを保持するためには十分に細くしなければならない。
【１２４０】
　ダクト２６２及び３７２は、ハウジング１８０の下面に接着されている可撓性シール膜
２６４によって密閉されている。印刷ヘッドＩＣ２０２は、シール膜２６４のもう一方の
面に接着されている。印刷ヘッドＩＣ２０２は、反対側の面（膜２６４に接着されている
面）のノズル（以下で説明する）のためのインク入口を有している。印刷ヘッドＩＣ２０
２は、印刷ヘッドＩＣ２０２の入口と、膜２６４にレーザ穿孔された複数の孔のアレイが
一致するように膜２６４に接着されている。レーザ穿孔孔は、印刷ヘッドＩＣ２０２イン
ク入口と、ハウジング１８０のインクデリバリセクション３７０に沿って間隔を隔てて配
置されているインク引渡しポイントとを接続している。膜の密閉及びインク引渡し態様に
ついては、以下でより詳細に説明する。
【１２４１】
　印刷ヘッドＩＣ２０２の一方の縁は、可撓性ＴＡＢフィルム２００上の導体に結合され
ている。結合部分は、カプセル封じ条片２０４で覆われ、且つ、保護されている。ＴＡＢ
フィルム２００上には、電力／接地コンタクト３８２を介して印刷ヘッドＩＣ２０２に電
力を供給するためのコンタクト２６６が形成されている（他のカートリッジの電力／デー
タコネクタ３３０を参照されたい）。
【１２４２】
　印刷ヘッドメカニカル
　好ましい形態では、Ｍｅｍｊｅｔプリンタは、モノリシックページ幅印刷ヘッドを備え
ている。印刷ヘッドは、実効印刷長が２．１６５インチ（５５．０ｍｍ）の３色１６００
ｄｐｉモノリシックチップである。印刷ヘッドチップは、幅約８００ミクロン、厚さ約２
００ミクロンである。
【１２４３】
　電力及び接地は、チップに沿った接触ポイントに導電性接着剤を使用して電気接続され
た、厚さ約２００ミクロンの２本の銅ブスバーを介して印刷ヘッドチップに供給される。
チップの一方の端部は、本明細書のどこかにより詳細に説明されているように、微小可撓
ＰＣＢにワイヤボンド又はボールボンドされ、次にカプセル封じされたいくつかのデータ
パッドを有している。
【１２４４】
　代替実施形態では、印刷ヘッドは、相互参照によりその内容が本明細書に組み込まれて
いる、２００４年１月１２日出願のＵＳＳＮ　１０／７５４５３６（事件整理番号ＰＥＡ
２５ＵＳ）に記載されている、ＳｏＰＥＣをベースとするバイリシック印刷ヘッド構造に
関連して説明されているように、複数の印刷ヘッドチップを使用して構築することができ
る。更に他の実施形態では、印刷ヘッドは、相互参照によりその内容が本明細書に組み込
まれている、２００４年１月１２日出願のＵＳＳＮ　１０／７５４５３６（事件整理番号
ＰＥＡ２５ＵＳ）に記載されているリンキング印刷ヘッドモジュールを備えた１つ又は複
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数のモノリシック印刷ヘッドから形成することができる。
【１２４５】
　好ましい形態では、印刷ヘッドは、品質が疑わしい可能性のあるインクの不正な再充填
を防止するために、何らかの方法で少なくとも一部が自己破壊するように設計されている
。自己破壊は、適切な任意の方法で実行することができるが、好ましい機構は、インクが
消費されたこと、或いは所定の印刷数が実行されたことが決定された場合に、選択的に吹
き飛ばされる少なくとも１つの可溶性リンクを印刷ヘッド内に備えることである。
【１２４６】
　別法又は追加として、印刷ヘッドは、製造プロセスの一環として、印刷ヘッドのコンポ
ーネントの一部又はすべてを少なくとも部分的に再使用することができるように設計する
ことができる。
【１２４７】
　また、印刷ヘッド集積回路上（又はカートリッジ内の個別の集積回路上）の可溶性リン
クを使用して、最終ユーザによる修正をメーカが好まない他の情報を記憶することも可能
である。残留インクデータは、このような情報の好例の１つである。インクの使用を追跡
し、且つ、可溶性リンクを選択的に吹き飛ばすことにより、カートリッジは、変更不可能
なインク使用記録を維持することができる。たとえば、１０個の可溶性リンクを提供し、
更に総残留インクの１０％が使用されたことが決定されると、その都度可溶性リンクのう
ちの１つを吹き飛ばすことができる。インク毎に、或いはインク全体に１組のリンクを提
供することができる。別法又は追加として、所定の印刷数が実行されると、それに応答し
て可溶性インクを吹き飛ばすことも可能である。
【１２４８】
　また、可溶性リンクをカートリッジ内に提供し、カートリッジを製造している間又は製
造後に選択的に吹き飛ばすことにより、カートリッジ内に識別子（ユニークな識別子、比
較的ユニークな識別子又は他の識別子）を符号化することも可能である。
【１２４９】
　可溶性リンクは、印刷のためにデータがロードされる方法と同じ方法で、１つ又は複数
のシフトレジスタ素子に結合することができる（以下でより詳細に説明する）。実際、必
要なシフトレジスタ素子は、印刷のためにドットデータがロードされるレジスタ素子の同
じ鎖の一部を形成することができる。この方法によれば、ＭｏＰＥＣチップは、印刷中に
ロードされるデータの流れに挿入されるデータを単純に変更することによって、可溶性リ
ンクの吹飛しを制御することができる。別法又は追加として、ドットデータをロードする
ために別の動作を実行している間に、１つ又は複数の可溶性リンクを吹き飛ばすためのデ
ータをロードすることも可能である（つまり、オールゼロのドットデータとしてロードさ
れる）。更に他の代替は、ドットデータシフトレジスタとは無関係にロードされる独自の
シフトレジスタを可溶性リンクに提供することである。
【１２５０】
　図４０及び４１は、それぞれ１０個のヒューズリンク及び単一のヒューズセルの基本回
路図を示したものである。図４０には、１ビットヒューズセル３７５、３７７及び３７９
にプログラムされる値をロードすることができるシフトレジスタ３７３が示されている。
シフトレジスタラッチ３８１、３８３及び３８５のそれぞれは、それぞれ１ビットヒュー
ズセルに接続されており、その対応するセルにプログラム値を提供している。ヒューズは
、ｆｕｓｅ＿ｐｒｏｇｒａｍ＿ｅｎａｂｌｅ信号３８７を１に設定することによってプロ
グラムされる。１０ビットレジスタ３８９にヒューズセル値３９１、３９３及び３９５が
ロードされる。印刷ヘッドＩＣ制御ロジックは、この値３８９をアクセスし、たとえばヒ
ューズ値がすべて１である場合、印刷を禁止することができる。別法又は追加として、Ｍ
ｏＰＥＣに電源が投入された後、ＭｏＰＥＣが値３９７を逐次読み出し、ヒューズ３７５
、３７７及び３７９の状態をチェックすることも可能である。
【１２５１】
　図４１は、可能ヒューズセル３７５を示したものである。ヒューズ素子構造は、吹き飛
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ばされる前は、それ自体、プルアップ抵抗４０７の値より実質的に小さい電気抵抗４０５
を有している。そのため、ノードＡがプルダウンされ、バッファされて、最初はゼロのｆ
ｕｓｅ＿ｖａｌｕｅ出力３９１が提供される。ｆｕｓｅ＿ｐｒｏｇｒａｍ＿ｅｎａｂｌｅ
３８７及びｆｕｓｅ＿ｐｒｏｇｒａｍ＿ｖａｌｕｅ３９９が共に１である場合、ヒューズ
が吹き飛ばされる。これらが共に１になると、ノードＡをＶｐｏｓに接続しているＰＦＥ
Ｔ４０９がターンオンし、ヒューズ素子を開路させる電流が流れ、すなわち抵抗４０５が
無限大になる。この場合、ｆｕｓｅ＿ｖａｌｕｅ出力３９１は、１としてリードバックさ
れる。
【１２５２】
　印刷ヘッドの密閉
　上で簡単に言及したように、印刷ヘッドＩＣ２０２は、重合体シール膜２６４によって
ハウジング１８０の下面に取り付けられている（図２９を参照されたい）。この膜は、Ｐ
ＥＴ膜又はポリスルホン膜などの熱可塑性膜であっても、或いはＡＬ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏ
ｇｉｅｓ　ａｎｄ　Ｒｏｇｅｒｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎが製造しているような熱硬化
性膜の形態であってもよい。重合体シール膜２６４は、中央の膜の両面に接着層を備えた
積層物であり、成形ハウジング１８０の下面に積層されている。シール膜２６４を貫通し
ている複数の孔（図示せず）が、インクダクト２６２（又は代替カートリッジの場合であ
れば、膜層３１８のインクダクト３２０）のインク引渡しポイントと一致してレーザ穿孔
されており、したがって印刷ヘッドＩＣ２０２は、インクダクト２６２、延いてはインク
保持構造１８８、１９０及び１９２と流体連絡している。
【１２５３】
　重合体シール膜２６４の厚さは、重合体シール膜２６４が有効なインクの密閉を提供す
るためには重要である。膜は、ハウジング１８０上のインクダクト２６２（又は膜層３１
８のインクダクト３２０）を密閉し、且つ、印刷ヘッドＩＣ２０２の反対側の面のインク
コンジット（図示せず）を密閉している。しかしながら、ダクト２６２全体を密閉してい
るため、膜２６４は、場合によっては印刷ヘッドＩＣ２０２の反対側の面の複数のコンジ
ットのうちの１つの中へ膨らむ。コンジットの中へ膨らむ膜のセクションは、場合によっ
ては印刷ヘッドＩＣ２０２内のインクダクト２６２のいくつかに跨る可能性がある。たる
みは、密閉を損ない、また、印刷ヘッドＩＣ２０２及び／又はその反対側の面のコンジッ
トとコンジットの間からインクを漏出させることになるギャップの原因になることがある
。
【１２５４】
　これを防止するためには、重合体シール膜２６４は、インクダクト２６２（又は膜層３
１８のインクダクト３２０）の中へのあらゆる膨らみが対処され、且つ、印刷ヘッドＩＣ
２０２の裏面の密閉が維持されるだけの十分な厚さでなければならない。重合体シール膜
２６４の最小厚さは、
　・　重合体シール膜２６４がたるみ込むコンジットの幅
　・　膜の積層構造中の接着層の厚さ
　・　印刷ヘッドＩＣ２０２が押し込まれる際の接着層の「こわさ」
　・　積層物の中央の膜材料の係数
　によって決まる。
【１２５５】
　図に示す印刷ヘッドＩＣ及びカートリッジアセンブリの場合、重合体シール膜２６４の
厚さは２５ミクロンが適切である。しかしながら、厚さを５０ミクロン、１００ミクロン
更には２００ミクロンまで厚くすることにより、それに対応して、提供される密閉の信頼
性が高くなる。
【１２５６】
　印刷ヘッドＣＭＯＳ
　次に図４２ないし４７を参照して、印刷ヘッド４２０（印刷ヘッドＩＣ４２５を備えて
いる）の好ましい実施形態について説明する。
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【１２５７】
　図４２は、印刷ヘッドＩＣ４２５及びＭｏＰＥＣデバイス１６６への印刷ヘッドＩＣ４
２５の接続の概要を示したものである。印刷ヘッドＩＣ４２５は、個々のノズルにインク
を噴射させるための反復ロジックを備えたノズルコアアレイ４０１、及びノズルにインク
を噴射させるためのタイミング信号を生成するためのノズル制御ロジック４０２を備えて
いる。ノズル制御ロジック４０２は、ＭｏＰＥＣチップ１６６から高速リンクを介してデ
ータを受け取っている。好ましい形態では、単一のＭｏＰＥＣチップ１６６が２つの印刷
ヘッドＩＣ４２５及び４２６に印刷データを供給している。
【１２５８】
　ノズル制御ロジックは、印刷のために、リンク４０７（これは、印刷ヘッドＩＣ４２５
の場合、電気コネクタ４２８である）を介してノズルアレイコアに直列データを送信する
ように構成されている。ノズルアレイコア４０１に関するステータス情報及び他の動作情
報は、他のリンク４０８（同じく電気コネクタ４２８上に提供されている）を介してノズ
ル制御ロジックに通信バックされる。
【１２５９】
　図４３及び４４は、ノズルアレイコア４０１をより詳細に示したものである。図４３か
ら、ノズルアレイコアは、複数のノズル列５０１のアレイを備えていることが分かる。ア
レイは、噴射／選択シフトレジスタ５０２及び３つのカラーチャネルを備えている。３つ
のカラーチャネルのそれぞれは、それぞれ対応するドットシフトレジスタ５０３によって
表されている。
【１２６０】
　図４４に示すように、噴射／選択シフトレジスタ５０２は、順方向通路噴射シフトレジ
スタ６００、逆方向通路噴射シフトレジスタ６０１及び選択シフトレジスタ６０２を備え
ている。ドットシフトレジスタ５０３のそれぞれは、奇数ドットシフトレジスタ６０３及
び偶数ドットシフトレジスタ６０４を備えている。奇数及び偶数ドットシフトレジスタ６
０３及び６０４は、データが奇数シフトレジスタ６０３を介して１つの方向に刻時され、
次に、偶数シフトレジスタ６０４を介して逆方向に刻時されるよう、一方の端部に接続さ
れている。最後の偶数ドットシフトレジスタ以外のすべてのドットシフトレジスタの出力
は、マルチプレクサ６０５の入力の１つに供給されている。マルチプレクサのこの入力は
、製造後の試験の間、信号（コアスキャン）によって選択される。通常の動作では、コア
スキャン信号は、マルチプレクサ６０５の他の入力に供給されるドットデータ入力Ｄｏｔ
［ｘ］を選択している。したがって、カラー毎にＤｏｔ［ｘ］がそれぞれ対応するドット
シフトレジスタ５０３に供給される。
【１２６１】
　次に、図４４を参照して単一の列Ｎについて説明する。図に示す実施形態では、列Ｎに
は、３つのドットシフトレジスタ５０３毎に、奇数シフトレジスタ６０３のエレメント６
０６によって保持されている奇数データ値、及び偶数シフトレジスタ６０４のエレメント
６０７によって保持されている偶数データ値からなる６個のデータ値が含まれている。ま
た、列Ｎには、マルチプレクサ６１０への入力として供給される、順方向噴射シフトレジ
スタ６００からの奇数噴射値６０８及び逆方向噴射シフトレジスタ６０１からの偶数噴射
値６０９が含まれている。マルチプレクサ６１０の出力は、選択シフトレジスタ６０２内
の選択値６１１によって制御されている。選択値がゼロの場合は奇数噴射値が出力され、
選択値が１の場合は偶数噴射値が出力される。
【１２６２】
　シフトレジスタエレメント６０６及び６０７からの値は、それぞれ対応する奇数及び偶
数ドットラッチ６１２及び６１３への入力として提供される。
【１２６３】
　ドットラッチ６１２及び６１３のそれぞれ及びそれらに関連するシフトレジスタエレメ
ントは、ユニットセル６１４を形成しており、図４５は、これをより詳細に示したもので
ある。ドットラッチ６１２は、シフトレジスタエレメント６０６の出力を受け取っている
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Ｄタイプフリップフロップである。シフトレジスタエレメント６０６へのデータ入力ｄは
、奇数ドットシフトレジスタ内の前段のエレメントの出力から提供されている（ただし、
考察中のエレメントがシフトレジスタ内の第１のエレメントである場合を除く。考察中の
エレメントがシフトレジスタ内の第１のエレメントである場合、その入力はＤｏｔ［ｘ］
値である）。ＬｓｙｎｃＬ上に提供される負のパルスを受け取ると、フリップフロップ６
０６の出力からラッチ６１２にデータが刻時される。
【１２６４】
　ラッチ６１２の出力は、３入力ＡＮＤゲート６５への入力の１つとして提供される。Ａ
ＮＤゲート６１５への他の入力は、Ｆｒ信号（マルチプレクサ６１０の出力からの）及び
パルスプロファイル信号Ｐｒである。ノズルの噴射タイミングは、パルスプロファイル信
号Ｐｒによって制御されている。この噴射タイミングは、たとえば、電池の電圧が低い場
合に生じる低電圧状態（電池によって動作する実施形態の場合）を考慮するために長くす
ることができる。噴射タイミングを長くすることにより、個々のノズルからの比較的無矛
盾のインク量の有効な噴射が保障される。上で説明した実施形態の場合、プロファイル信
号Ｐｒは、ドットシフトレジスタ毎に同じであり、複雑さ、コスト及び性能の間のバラン
スを提供している。しかしながら、他の実施形態では、Ｐｒ信号は、包括的（つまりすべ
てのノズルに対して同じ信号を）印加することも、或いはユニットセル毎に、更にはノズ
ル毎に個々に適合させることも可能である。
【１２６５】
　ラッチ６１２にデータがロードされると、噴射イネーブルＦｒ信号及びパルスプロファ
イルＰｒ信号がＡＮＤゲート６１５に印加され、ノズルをトリガするべくＡＮＤゲート６
１５で組み合わされ、論理１を含んだラッチ６１２毎に１ドットのインクが噴射される。
【１２６６】
　表４は、ノズルチャネル毎の信号を要約したものである。
【表７】

　図４５に示すように、噴射信号Ｆｒは、現行の列における１つの色の噴射を可能にし、
次に、その次の列のその次の色の噴射を可能にし、等々のために対角線上にルート化され
ている。対角線上にルート化することにより、時間遅延方式で３つのノズル列に分散され
るため、電流要求が平均化される。
【１２６７】
　様々なシフトレジスタを形成しているドットラッチ及びラッチは、この実施形態では完
全に静的ラッチであり、ＣＭＯＳをベースとしている。ラッチの設計及び構築については
、集積回路技術及び設計分野の技術者には良く知られており、したがって本明細書では詳
細な説明は省略する。
【１２６８】
　複合型印刷ヘッドＩＣは、１色当たり１３８２４個のノズルを有する印刷ヘッドを画定
している。個々のノズルをサポートしている回路は同じであるが、ＭＥＭＳノズルの物理
的な位置決めのため、ノズルのペアリングは偶然のものであり、奇数及び偶数ノズルは、
図４６に示すように、実際には同じ水平ライン上には存在していない。
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【１２６９】
　ノズル設計－機械アクチュエータ
　次に、印刷ヘッドチップ２１６に使用するための好ましいノズル設計（ノズル及び対応
するアクチュエータを備えた）について説明する。図４７は、シリコン基板８０１５上に
形成された複数のノズル８０１のアレイを示したものである。印刷ヘッドチップ２１６内
のノズル８１０は、すべて、互いに同じノズルであるが、まとめて行にグループ化されて
おり、個々の行に特定のインクカラーが供給される。ノズルの特定の数／分解能、ノズル
の行数、それらの位置及び互いに対するオフセット、インクの特定の組合せ及び特定のカ
ートリッジによって出力される固定剤は、実施形態によって様々であることは理解されよ
う。
【１２７０】
　図に示す実施形態では、ノズル８０１の行が互に互い違いになっており、印刷中のイン
クドットの間隔を、単一行のノズルによって可能である間隔より密にすることができるこ
とに留意されたい。
【１２７１】
　ノズル構造８０１のそれぞれは、集積回路製造技法の産物である。詳細には、ノズル構
造８０１は、超微小電気機械システム（ＭＥＭＳ）を画定している。
【１２７２】
　説明を分かり易く、且つ、容易にするために、単一のノズル構造８０１の構築及び動作
について、図４８ないし５７を参照して説明する。
【１２７３】
　インクジェット印刷ヘッドチップ１２は、シリコンウェーハ基板８０１を備えている。
０．３５ミクロン１Ｐ４Ｍ１２ボルトＣＭＯＳマイクロプロセッシング回路がシリコンウ
ェーハ基板８０１５の上に配置されている。
【１２７４】
　二酸化ケイ素（又は別法としてガラス）層８０１７がウェーハ基板８０１５の上に配置
されている。二酸化ケイ素層８０１７は、ＣＭＯＳ誘電体層を画定している。ＣＭＯＳト
ップレベル金属は、二酸化ケイ素層８０１７の上に配置された、整列した一対のアルミニ
ウム電極コンタクト層８０３０を画定している。シリコンウェーハ基板８０１５及び二酸
化ケイ素層８０１７の両方にエッチングが施され、概ね円形の断面（平面図で）を有する
インク入口通路８０１４を画定している。ＣＭＯＳ金属１のアルミニウム拡散障壁８０２
８、ＣＭＯＳ金属２／３及びＣＭＯＳトップレベル金属は、インク入口通路８０１４の周
囲の二酸化ケイ素層８０１７の中に配置されている。拡散障壁８０２８は、駆動回路層８
０１７のＣＭＯＳ酸化物層を介したヒドロキシルイオンの拡散を禁止する役割を果たして
いる。
【１２７５】
　窒化ケイ素層の形態のパッシベーション層８０３１がアルミニウムコンタクト層８０３
０及び二酸化ケイ素層８０１７の上に配置されている。コンタクト層８０３０の上に配置
されているパッシベーション層８０３１のそれぞれの部分には、コンタクト８０３０への
アクセスを提供するための開口８０３２がその中に画定されている。
【１２７６】
　ノズル構造８０１は、ノズルルーフ８０３４及び平面図が円形の放射状内部ノズルリム
８０４内の上端で終端している環状ノズル壁８０３３によって画定されたノズルチャンバ
８０２９を備えている。インク入口通路８０１４は、ノズルチャンバ８０２９と流体連絡
している。ノズル壁の下端には、可動シールリップ８０４０を備えた可動リム８０１０が
配置されている。一周している壁８０３８は、可動ノズルを取り囲んでおり、ノズルが図
５０に示すように静止すると、可動リム８０１０に隣接する静止シールリップ８０３９を
備えている。静止シールリップ８０３９と可動シールリップ８０４０の間にトラップされ
たインクの表面張力によって流体シール８０１１が形成されている。この流体シール８０
１１がチャンバからのインクの漏出を防止し、且つ、一周している壁８０３８とノズル壁
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８０３３の間に抵抗の小さい結合を提供している。
【１２７７】
　図５７に最も良好に示されているように、ノズルリム８０４の周囲のルーフ８０３４に
は、放射状に展開している複数の凹所８０３５が画定されている。凹所８０３５は、イン
クがノズルリム８０４を超えて漏出することによって生じる放射状のインクの流れを抑制
する役割を果たしている。
【１２７８】
　ノズル壁８０３３は、概ねＵ字形の輪郭を有する、そのベース８０３７が窒化ケイ素の
層８０３１に取り付けられたキャリヤ８０３６に取り付けられているレバー構造の一部を
形成している。
【１２７９】
　また、レバー構造は、ノズル壁から展開している、横方向の補剛ビーム８０２２を組み
込んだレバーアーム８０１８を備えている。レバーアーム８０１８は、図５０及び５１に
最も良好に示されているように、窒化チタン（ＴｉＮ）から形成された、ノズル構造の両
側に配置された一対の受動ビーム８０６に取り付けられている。受動ビーム８０６のもう
一方の端部は、キャリヤ８０３６に取り付けられている。
【１２８０】
　また、レバーアーム８０１８は、ＴｉＮから形成されたアクチュエータビーム８０７に
取り付けられている。アクチュエータビームへのこの取付けは、わずかではあるが受動ビ
ーム８０６への取付けより高い臨界距離のポイントで実施されていることに留意されたい
。
【１２８１】
　図５１及び５６に最も良好に示されているように、アクチュエータビーム８０７は、そ
の平面図が実質的にＵ字形であり、電極８０９とその反対側の電極８０４１の間に電流経
路を画定している。電極８０９及び８０４１のそれぞれは、コンタクト層８０３０中のそ
れぞれ対応するポイントに電気接続されている。アクチュエータビームは、コンタクト８
０９を介して電気的に結合されているだけでなく、アンカ８０８にも機械的に固定されて
いる。アンカ８０８は、ノズル構造が動作している間、図２１．１－５２ないし５４の左
側へのアクチュエータビーム８０７の移動を制限するように構成されている。
【１２８２】
　アクチュエータビーム８０７中のＴｉＮは導電性であるが、十分に大きい電気抵抗を有
しており、電極８０９と８０４１の間に電流が流れると自己加熱する。電流は、受動ビー
ム８０６を通って流れないため、受動ビーム８０６が膨張することはない。
【１２８３】
　使用中、静止しているデバイスに、表面張力の影響下でメニスカス８０３を画定してい
るインク８０１３が充填される。インクは、メニスカスによってチャンバ８０２９内に保
持され、通常、何らかの他の物理的な影響がない限り、漏出することはない。
【１２８４】
　図５０に示すように、ノズルからインクを噴射するために、アクチュエータビーム８０
７を通ってコンタクト８０９と８０４１の間に電流が流れる。その抵抗によるビーム８０
７の自己加熱によってビームが膨張する。このアクチュエータビーム８０７の寸法及び設
計は、膨張の大部分が、図５０ないし５３に関しては水平方向であることを意味している
。この膨張は、アンカ８０８によって左側に制限されており、したがって、レバーアーム
８０１８に隣接するアクチュエータビーム８０７の端部が右側へ強制される。
【１２８５】
　受動ビーム８０６の水平方向の相対可撓性は、受動ビーム８０６によるレバーアーム８
０１８の水平方向の大きな運動を防止している。しかしながら、受動ビーム及びアクチュ
エータビームの取付けポイントのレバーアームに対する個々の相対変位により、その運動
がねん回し、そのためにレバーアーム８０１８が概ね下に向かって移動する。この運動は
、事実上、ピボット運動すなわちヒンジ運動である。しかしながら、真のピボットポイン



(235) JP 2008-541245 A 2008.11.20

10

20

30

40

50

トが存在しないことは、回転が、受動ビーム８０６の湾曲によって画定されるピボット領
域の周りであることを意味している。
【１２８６】
　レバーアーム８０１８のこの下向きの運動（及び若干の回転）は、受動ビーム８０６か
らのノズル壁８０３３の距離によって増幅される。ノズル壁及びルーフの下向きの運動に
よってチャンバ２９内の圧力が高くなり、図４９に示すようにメニスカスが膨らむ。イン
クの表面張力は、この運動によって、インクを漏出させることなく流体シール１１が伸長
することを意味していることに留意されたい。
【１２８７】
　図５０に示すように、適切な時間に駆動電流が停止し、アクチュエータビーム８０７が
急激に冷却されて収縮する。この収縮により、レバーアームは、その静止位置への復帰を
開始し、それによりチャンバ８０２９内の圧力が減少する。インクを膨張させる運動とイ
ンクに固有の表面張力との相互作用、及びノズルチャンバ８０２９の上向きの運動によっ
て生じる負圧により、膨らんだメニスカスが萎み、最終的にはスナップして、隣接する印
刷媒体に接触するまで上向きに継続するインク滴８０２が画定される。
【１２８８】
　インク滴８０２が分離した直後に、メニスカスは、直ちに図５０に示す凹状の形を形成
する。チャンバ８０２９内の圧力は、表面張力によって、入口８０１４を通ってインクが
上向きに吸い上げられるまで比較的低い圧力に維持され、それによりノズル構造及びイン
クが図５０に示す静止状態に復帰する。
【１２８９】
　図５２に最も良好に示されているように、ノズル構造には、更に、製造後に使用するこ
とができ、また、印刷ヘッドが取り付けられた後に周期的に使用することができる試験機
構が組み込まれている。試験機構は、試験回路（図示せず）に接続される一対のコンタク
ト８０２０を備えている。レバーアーム８０１８から展開しているフィンガ８０４３の上
に橋絡コンタクト８０１９が提供されている。橋絡コンタクト８０１９は、受動ビーム８
０６の反対側に位置しているため、ノズルを駆動することにより、プライドコンタクトが
上向きに移動してコンタクト８０２０と接触する。試験回路を使用して、コンタクト８０
１９及び８０２０によって形成される回路がノズルを駆動することによって閉じることを
確認することができる。回路が適切に閉じると、通常、ノズルが適切に動作していると仮
定することができる。
【１２９０】
　ノズル設計－サーマルアクチュエータ
　代替ノズル設計には、個々のノズルからインクを吐出するためのサーマルインクジェッ
ト機構が利用されている。サーマルノズルは、それらの機械的等価物と同様に配置され、
また、駆動特性の何らかの相違を考慮する必要がある場合は、必要に応じて異なるパルス
プロファイルが使用されることになるが、同様のＣＭＯＳ回路によって同様の制御信号が
供給される。
【１２９１】
　図５８ないし６２を参照すると、本発明の一実施形態による印刷ヘッドのノズルは、ノ
ズルリム９０４を有するノズル９０３を中に備え、且つ、開口９０５が貫通して展開して
いるノズルプレート９０２を備えている。ノズルプレート９０２は、後でエッチ除去され
る犠牲材料の上に化学気相成長（ＣＶＤ）によって蒸着された窒化ケイ素構造からプラズ
マエッチングされている。
【１２９２】
　印刷ヘッドは、更に、個々のノズル９０３に対して、ノズルプレートを支持している側
壁９０６、側壁及びノズルプレート９０２によって画定されたチャンバ９０７、多層基板
９０８、及び多層基板を貫通して基板の反対側（図示せず）まで展開している入口通路９
０９を備えている。チャンバ９０７内には細長い輪状の加熱器エレメント９１０が垂れ下
がっており、したがってこの加熱器エレメントの形態は、懸垂ビームの形態である。図に
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示す印刷ヘッドは、以下でより詳細に説明するリソグラフィプロセスによって形成される
超微小電気機械システム（ＭＥＭＳ）構造である。
【１２９３】
　印刷ヘッドを使用している間、貯蔵容器（図示せず）からインク９１１が入口通路９０
９を通ってチャンバ９０７に流入し、図５８に示すレベルまでチャンバが充填される。次
に、１マイクロ秒より若干短い時間の間、加熱器エレメント９１０が加熱され、したがっ
てこの加熱の形態は、熱パルスの形態である。加熱器エレメント９１０は、チャンバ９０
７内でインク９１１と熱接触しており、したがって加熱器エレメントが加熱されると、そ
れによってインク中に蒸気気泡９１２が生成されることは理解されよう。したがってイン
ク９１１は、気泡形成液を構成している。図５８は、熱パルス発生後約１マイクロ秒、つ
まり気泡が加熱器エレメント９１０上に密集し始めた時点における気泡９１２の形成を示
したものである。パルスの形態で熱が印加されるため、この短い時間内に気泡１２の生成
に必要なすべてのエネルギーを供給しなければならないことは理解されよう。
【１２９４】
　動作中、加熱器エレメント９１０に電流を流すために、電極（図示せず）の両端間に電
圧が印加される。電極９１５は、加熱器エレメント９１０よりはるかに分厚く、したがっ
てほとんどの電気抵抗がこの加熱器エレメントによって提供される。したがって、加熱器
９１４が動作している間に消費される電力のほぼすべてが加熱器エレメント９１０を介し
て散逸し、上で参照した熱パルスが生成される。
【１２９５】
　加熱器エレメント９１０が上で説明したように加熱されると、加熱器エレメントの長さ
に沿って気泡９１２が形成される。この気泡は、図５８の横断面図では、４つの気泡部分
として出現しており、断面図に示されている加熱器エレメント部分のそれぞれに１つの気
泡が出現している。
【１２９６】
　気泡９１２は、一度生成されると、それによってチャンバ９７内の圧力が高くなり、延
いてはインク９１１の滴９１６がノズル９０３から噴射される。リム９０４は、噴射の際
の滴９１６の方向付けを補助し、滴が誤った方向に噴射される機会を最少化している。
【１２９７】
　１つの入口通路９０９毎にノズル９０３及びチャンバ９０７が１つしか存在していない
のは、加熱器エレメント９１０を加熱する際及び気泡９１２が形成される際にチャンバ内
に生成される圧力波が、隣接するチャンバ及びそれらの対応するノズルに影響を及ぼさな
いようにするためである。
【１２９８】
　加熱器エレメント９１０が何らかの固体材料に埋め込まれた場合とは異なる、加熱器エ
レメント９１０が垂れ下がっている場合の利点については、以下で説明する。
【１２９９】
　図５９及び６０は、印刷ヘッドのもっと後の連続する２つの動作ステージにおけるユニ
ットセル９０１を示したものである。気泡９１２が更に生成されて成長し、それに伴って
インク９１１がノズル９０３を通って進行していることが分かる。図６０に示すように、
成長に伴う気泡９１２の形状は、慣性力学とインク９１１の表面張力の組合せによって決
まる。表面張力には、気泡９１２の表面積を最小化する傾向があり、したがって一定の量
の液体が蒸発する頃には、気泡は本質的に円板形である。
【１３００】
　チャンバ９０７内の圧力が高くなると、ノズル９０３からインク９１１が押し出される
だけではなく、入口通路９０９を介して若干のインクが押し戻される。しかしながら、入
口通路９０９は、その長さが約２００ミクロンないし３００ミクロンであり、直径は約１
６ミクロンでしかない。したがって実質的な粘性抵抗が存在している。したがって、チャ
ンバ９０７内の圧力上昇による優勢な効果は、入口通路９０９を介してインクを戻すこと
ではなく、噴射滴９１６としてインクをノズル９０３から強制的に押し出すことである。
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【１３０１】
　次に図６１を参照すると、更に後の連続動作ステージにおける印刷ヘッドが示されてお
り、滴がブレークオフする前の「くびれフェーズ」中の噴射中のインク滴９１６が示され
ている。このステージでは、気泡９１２は既にその最大サイズに達しており、図６２によ
り詳細に反映されているように、崩壊点９１７に向かって崩壊を開始している。
【１３０２】
　崩壊点９１７に向かって気泡９１２が崩壊すると、インク９１１の一部がノズル９０３
内から引き出され（滴の９１８側から）、また、インク９１１の一部が入口通路９０９か
ら引き出されて崩壊点に向かう。この方法で引き出されたインク９１１のほとんどは、ノ
ズル９０３から引き出され、ブレークオフに先出って、滴９１６のベース部分に環状ネッ
ク９１９を形成する。
【１３０３】
　ブレークオフさせるためにその表面張力の力に打ち勝つためには、滴９１６には一定の
量の運動量が必要である。気泡９１２の崩壊によってインク９１１がノズル９０３から引
き出されると、ネック９１９の直径が小さくなり、延いては滴を保持している総表面張力
の量が減少し、したがって、滴がノズルから噴射される際の滴の運動量は、滴をブレーク
オフさせるためには十分である。
【１３０４】
　滴９１６がブレークオフすると、気泡９１２が崩壊点９１７に向かって崩壊するため、
矢印９２０で反映されているキャビテーション力が生じる。崩壊点９１７の近傍には、キ
ャビテーションがその効果を発揮することができる固体表面は存在していないことに留意
されたい。
【１３０５】
　クレイドル
　上で説明した様々なカートリッジは、使用されているインク供給カートリッジが何であ
るかをモバイル機器自身が伝えることができないため、同じ方法で使用される。したがっ
て、クレイドルに関しては、カートリッジ１４８のみを参照して説明する。
【１３０６】
　図６３を参照すると、カートリッジ１４８は、アクセスカバー２８２を介して軸方向に
移動電話機１００に挿入され、クレイドル１２４と係合する。既に図１９及び２１に示し
たように、クレイドル１２４は、印刷カートリッジ１４８の寸法に緊密に対応するように
寸法化された通路を画定している細長いＵ字形モールドである。次に図６４を参照すると
、カートリッジ１４８は、移動電話機１００に挿入されると、レール３２８に沿ってスラ
イドする。蓋モールド１９４の縁は、位置公差制御でレール３２８の下に嵌合する。図１
９ないし２１に示すように、カートリッジＴＡＢフィルム２００上のコンタクト２６６は
、クレイドル内のデータ／電力コネクタ３３０に対して強制される。データ／電力コネク
タ３３０のもう一方の側は、クレイドル可撓性ＰＣＢ３３２と接触する。このＰＣＢは、
カートリッジ及びＭｏＰＥＣチップを移動電話機の電力及びホストエレクトロニクス（図
示せず）に接続し、印刷ヘッドによる印刷を可能にするべく印刷ヘッドに電力及びドット
データを提供している。モバイル機器のＭｏＰＥＣチップとホストエレクトロニクスの間
のインタラクションについては、上記Ｎｅｔｐａｇｅ及びモバイル機器概要のセクション
に記述されている。
【１３０７】
　媒体給送
　図１２ないし１４は、モバイル機器を介して給送され、且つ、印刷ヘッドによって印刷
される媒体を示したものである。図１２は、空白媒体２２６を示したもので、この事例で
は、移動電話機１００の左側へ給送されるカードである。図１３は、図１２のＡ－Ａに沿
って取った断面図である。図１３には、カード挿入スロット２２８からモバイル機器に挿
入され、印刷カートリッジ１４８及び印刷クレイドル１２４へ導いている媒体給送通路に
入ったカード２２６が示されている。背面カバーモールド１０６は、媒体給送通路の幅を
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カード２２６より若干厚いダクト中に漸減させている案内リブを有している。図１３では
、カード２２６は、未だ金属カバー２２４のスロット２１４を通って印刷カートリッジ１
４８に入っていない。金属カバー２２４は、入口スロット２１４の一方の縁に沿って形成
された一連のばねフィンガ２３０（以下でより詳細に説明する）を有している。これらの
フィンガ２３０は、駆動軸１７８に対してバイアスされており、したがって図１４に示す
ようにカード２２６がスロット２１４に挿入されると、フィンガは、カード２２６を駆動
軸１７８へ案内する。駆動軸１７８とフィンガ２３０の間のニップは、カード２２６と係
合し、カード２２６が速やかにそれらの間に引き出される。フィンガ２３０は、カード２
２６を駆動軸１７８に押し付け、摩擦によってカード２２６を印刷ヘッド２０２の先へ駆
動する。駆動軸１７８は、媒体２２６の把握を強くするためのゴムコーティングを有して
いる。印刷中の媒体給送については、後のセクションで説明する。
【１３０８】
　駆動機構は、約２ないし４秒で印刷媒体を印刷するように選択されることが好ましい。
これより速い速度には、比較的大きい駆動電流が必要であり、ピーク電池出力に制約が課
される。一方、これより速度が遅いと、消費者には受け入れ難くなる。しかしながら、商
用的に需要がある場合は、これより速い速度又は遅い速度であっても要求を満足すること
は確かである。
【１３０９】
　デキャッピング
　図６５ないし７４は、印刷ヘッド２０２のキャップ取外しを示したものである。図６５
には、カード２２６が入口スロット２１４に供給される直前の印刷カートリッジ１４８が
示されている。キャッパ２０６は、キャッパ板ばね２３８によってキャップ位置にバイア
スされている。キャッパのエラストマーシール２４０は、紙ぼこり及び他の汚染物質から
印刷ヘッドを保護し、また、印刷ヘッドの非使用時におけるノズル内のインクの乾燥を防
止している。
【１３１０】
　図６５及び６８を参照すると、カード２２６が入口スロット２１４を介して印刷カート
リッジ１４８の中に供給されている。ばねフィンガ２３０は、カードが印刷ヘッドの先へ
駆動される際に、カードを駆動軸１７８に押し付けている。カード２２６の前縁は、駆動
軸１７８の直ぐ下流側でキャッパ２０６の傾斜した前面と係合し、キャッパ板ばね２３８
のバイアスに逆らってキャッパ２０６を非キャップ位置へ押し付ける。キャッパの運動は
、カードの直線運動によってキャッパ２０６がスロット２０８内に位置しているピン２１
０の周りに回転するため、最初は回転運動である（図２９を参照されたい）。しかしなが
ら、図６９ないし７１に示すように、キャッパは、カードが更に移動することによって、
ばね２３８のバイアス作用に逆らって、印刷ヘッドチップ２０２の真下を印刷ヘッドチッ
プ２０２から遠ざかる方向の直線運動を開始するように拘束されている。カードの前縁が
印刷ヘッドに到達すると、印刷ヘッドＩＣ２０２からカードへのインクの噴射が開始され
る。
【１３１１】
　図７１に最も良好に示されているように、カード２２６は、キャッパロック駆動アーム
２３２と係合するまで媒体通路に沿って移動し続ける。カード２２６とキャッパロック駆
動アーム２３２が係合すると、印刷が完了するまでキャッパを非キャップ位置に保持する
ようにキャッパロックが駆動される。これについては、以下でより詳細に説明する。
【１３１２】
　キャッピング
　図７２ないし７４に示すように、キャッパは、カード２２６と駆動アーム２３２の係合
が解除されるまで非キャップ位置に保持される。この時点でキャッパ２０６のロックが解
除され、板ばね２３０によってキャップ位置に復帰する。
【１３１３】
　キャッパのロック及びロック解除
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　図７５ないし７９を参照すると、カード２２６は、印刷ヘッド２０２の先へ駆動される
際に、エラストマーシール２４０の上をスライドしている。次に、媒体給送通路の両側で
カード２２６の前縁と一対のキャッパロック機構２１２が係合する。キャッパロック機構
２１２はカード２２６によって回転し、そのラッチ表面２３４とキャッパ２０６のロック
係合面２３６が係合して、印刷カートリッジ１４８からカードが除去されるまでキャッパ
２０６を非キャップ位置に保持する。
【１３１４】
　図７５及び７８は、非ロック状態のロック機構２１２及びキャップ位置に位置している
キャッパ２０６を示したものである。キャッパロック機構２１２のそれぞれの駆動アーム
２３２は、媒体通路の中に突出している。キャッパ２０６の両側は、駆動アームが媒体給
送通路から回転して飛び出すのを防止している。図７６、７７Ａ、７７Ｂ及び７９を参照
すると、カード２２６の前縁と媒体通路の中へ両側から突出しているキャッパロック機構
２１２のアーム２３２が係合している。前縁が駆動アーム２３２に到達すると、カード２
２６は、既にキャッパ２０６を非キャップ位置に押し付けており、したがってロック機構
２１２は自由に回転することができる。カードがアーム２３２を越えて押し付けると、ロ
ック機構２１２は、面取りされた個々のラッチ表面２３４とキャッパ２０６の両側の角度
が付いたロック係合面２３８がスライド係合するように回転する。これらの面と面の間の
スライド係合によって、カード２２６のないキャッパ２０６が押され、したがってキャッ
パ２０６とエラストマーシール２４０が接触することはない。そのため、媒体給送を遅く
している抵抗が小さくなる。駆動アーム２３２に対してスライドしているカード２２６の
面は、ロック機構２１２が回転するのを防止しており、したがってキャッパ２０６は、ロ
ック係合面２３８に押し付けられているラッチ表面２３４によって非キャップ位置にロッ
クされる。
【１３１５】
　印刷されたカード２２６がユーザによって取り出されると（以下でより詳細に説明する
）、駆動アーム２３２が解放され、自由に回転する。キャッパ板ばね２３８によってキャ
ッパ２０６がキャップ位置に復帰し、それによりラッチ表面２３４がロック係合面２３６
の上をスライドして、駆動アーム２３２が媒体給送通路内へ回転して復帰する。
【１３１６】
　代替キャッピング機構
　図８１ないし８４は、ローラとばねフィンガの間にカードがはさまれる前に印刷ヘッド
チップからのキャッパの初期後退が生じる代替キャッピング機構を示したものである。こ
の実施形態では、カートリッジは、駆動軸に平行に取り付けられたクランク軸２７２を備
えている。クランク軸は、互いに角度的に間隔を隔てて配置された第１のクランク２７４
及び第２のクランク２７６に接続されている。
【１３１７】
　カードがユーザによって挿入され、カートリッジの中に入ると、カードの前縁と第１の
クランク２７４が接触する。カードが更にカートリッジの中に押し込まれると、第１のク
ランク２７４によってカードの直線運動がクランク軸２７２の回転に変換される。カード
の直線運動がクランク軸２７２の回転に変換されると、図８１ないし８４に示すように、
第２のクランク２７６によってキャッパ２０６が印刷ヘッドチップから弓なりに引き離さ
れる。駆動軸１７８とばねフィンガ２３０の間にカードがはさまれる頃には、キャッパ２
０６は、既に印刷ヘッドチップから後退しており、したがってカードは、完全に自由に印
刷ヘッドの先へ移動することができる。カードが印刷ヘッドチップを通過するまでキャッ
パが後退状態を維持することを保障するためには、既に上で説明したキャッピング機構に
関連して説明したロック機構が組み込まれていることが好ましい。
【１３１８】
　クランク軸２７２は、カードの給送通路に沿って、クランク軸の回転の一部又はすべて
が、駆動軸がカードを駆動することによって生じるポイントに配置することも可能である
ことは理解されよう。しかしながら、そのためには、給送通路全体の長さが長くなり、ま
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た、駆動軸を出口スロットから遠く離れて移動させなければならず、したがって好ましい
オプションではない。
【１３１９】
　マーキングニブを備えたカートリッジ
　図８５ないし８７は、カートリッジ１４８の一方の端部から展開しているマーキングニ
ブ３８４を備えたカートリッジ／クレイドルアセンブリの一バージョンを示したもので、
Ｎｅｔｐａｇｅ光学モジュール３５０がクレイドル１２４の中に統合されている。図８７
に最も良好に示されているように、マーキングニブ３８４は、ツイストノブ３８２の雌ね
じと係合する並目ねじ３８８を備えたボールペンである。ツイストノブは、端フランジに
スナップさせることによって、カートリッジの蓋１９４の管状ディテール３８６に保持さ
れている。ツイストノブ３８２を回転させることにより、ペンとして使用するためにニブ
３８４が展開し、或いは後退して衣類などへのうかつなマーキングが回避される。
【１３２０】
　この実施形態では、スイッチが単純に省略されており、デバイスは連続的に動作してい
る。電力消費を少なくするために、捕獲モードに置かれると、光学モジュール３５０及び
ＩＲ　ＬＥＤ３４４のみが動作する。別法としては、スイッチは、圧電又は半導体をベー
スとする変換器などの圧力センサの形態を取ることも可能である。一形態では、多重レベ
ル又は連続圧力センサが利用されており、書込み中、書込み表面に対するニブの実際の力
を捕獲することができる。位置情報及びデバイスによって生成されるディジタルインクを
備えたＩＤと共にこの情報を含めることも可能である。しかしながら、これは任意選択の
機能である。
【１３２１】
　光学印刷データ伝送
　図８８ないし９０に示すこの実施形態では、ＭｏＰＥＣチップ３２６からの印刷データ
は、カートリッジ設計が異なっているため、ＴＡＢフィルム２００によって印刷ヘッドＩ
Ｃ２０２に送信されていない。その代わりに、個別の可撓性フィルム３７４を介してデー
タＬＥＤ３７６にデータが送信されている。図８９及び９０に最も良好に示されているよ
うに、印刷ヘッドＩＣ２０２は、データＬＥＤ３７６からデータ信号を受け取るために、
光センサ３８０に適応するべく拡張されている。データＬＥＤ３７６が光センサ３８０を
照射することができるよう、金属カバー２２４に開口３７８が切り欠かれている。印刷デ
ータを電力から切り離して送信することにより、データ信号から大量の雑音が除去される
。個々のノズルを多数回にわたって頻繁に駆動することによって生じる逆起電力によって
、データ信号を部分的に妨害する可能性のある高周波雑音が生成される。更に、この印刷
データ信号の性質は、光伝送にうってつけである。
【１３２２】
　印刷媒体及び印刷
　Ｎｅｔｐａｇｅプリンタは、通常、要求に応じて、つまり図形ページの内容を印刷する
タイミングと同じタイミングで表面コーディングを作成するタグを印刷している。好まし
い実施形態のようにタグを印刷することができないＮｅｔｐａｇｅプリンタの場合、代替
として、予めタグが付いているＮｅｔｐａｇｅ又は空白Ｎｅｔｐａｇｅを使用することが
できる。プリンタには、タグを印刷することができる代わりに、通常、Ｎｅｔｐａｇｅタ
グセンサが組み込まれている。プリンタは、図形ページの内容を空白に印刷する前、印刷
中又は印刷後のいずれかにタグを知覚し、したがって空白の領域ＩＤを知覚している。プ
リンタは、Ｎｅｔｐａｇｅサーバに領域ＩＤを伝え、サーバは、通常の方法でページの内
容と領域ＩＤを結合する。
【１３２３】
　特定のＮｅｔｐａｇｅ表面コーディングスキームは、表面領域内の空間座標の表現に最
小のビット数を割り当てている。特定の媒体サイズが最小のビット数で表すことができる
最大サイズより著しく小さい場合、Ｎｅｔｐａｇｅ符号空間は有効活用されないことにな
る。したがって、領域の異なる副領域を空白の収集に割り当てることが重要である。その
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ためには、Ｎｅｔｐａｇｅサーバによって維持されている連携がより複雑になり、また、
インタラクションの後続する経路指定がより複雑になるが、符号空間をより有効に利用す
ることができる。限られた事例では、表面コーディングは、単一の座標空間を使用して、
つまり明確な領域ＩＤなしに単一の領域を利用することができる。
【１３２４】
　領域がこの方法で細分割されると、Ｎｅｔｐａｇｅプリンタは、タグセンサを使用して
、領域ＩＤだけではなく、印刷媒体上の既知の物理位置、つまり媒体の２つの縁に対する
表面コーディング位置を決定する。Ｎｅｔｐａｇｅプリンタは、次に、表面コーディング
位置及び媒体上の対応する物理位置、ならびに媒体の既知の（又は決定済みの）サイズか
ら、その領域の座標空間内における媒体の空間範囲を決定し、領域ＩＤ及び空間範囲の両
方をサーバに伝える。サーバは、ページの内容と領域の指定副領域を結合する。
【１３２５】
　多くの機構を使用して、空白からタグデータを読み取ることができる。二次元イメージ
センサを組み込んだ従来のＮｅｔｐａｇｅタグセンサを使用して、プリンタの用紙通路内
の都合のいい任意のポイントで、空白のタグ付き表面のイメージを捕獲することができる
。別法としては、線形イメージセンサを使用して、輸送中に、空白のタグ付き表面の連続
ラインイメージを捕獲することも可能である。ラインイメージを使用して、通常の方法で
処理される二次元イメージを生成することができる。更に別法として、領域ＩＤデータ及
び他の特徴的なデータを空白に直線的に符号化することも可能であり、また、単純な光検
出器及びＡＤＣを使用して、輸送中に、線形エンコーディングのサンプルを入手すること
も可能である。
【１３２６】
　二次元イメージセンサを使用する重要な利点の１つは、印刷媒体の電動化輸送を開始す
る前にタグを知覚することができることである。つまり、印刷媒体がユーザによって手で
挿入される場合、挿入中にタグを知覚することができる。これには、タグデータがデバイ
スによって検証される場合、印刷を開始する前に印刷媒体を拒否し、場合によっては印刷
媒体をはじき出すことができるという別の利点がある。たとえば、印刷媒体の印刷を意図
した面とは反対側の面に、広告又は他の図形内容を予め印刷しておくことができる。デバ
イスは、タグデータを使用して、不適切な媒体の挿入、つまり上下逆さまの挿入或いは前
後逆の挿入を検出することができる。デバイスは、既に印刷済みの媒体の偶然の重ね印刷
を防止することも可能である。また、デバイスは、たとえば印刷品質を守るために、無効
印刷媒体の使用の試みを検出し、印刷を拒否することができる。また、デバイスは、タグ
データから印刷媒体の特性を引き出し、デバイスによる最適印刷準備を実行することも可
能である。
【１３２７】
　線形イメージセンサを使用する場合、或いは光検出器を使用する場合、正確なイメージ
ングを保障するためには、印刷媒体を電動化輸送している間にイメージを知覚しなければ
ならない。輸送機構と印刷通路内の印刷媒体との間に、タグデータ捕獲距離と同じ最小距
離で分離された少なくとも２つの接触ポイントが存在しない場合、印刷を開始する前にタ
グデータを引き出すことができず、上で説明した検証の利点が得られない。線形イメージ
センサの場合、タグデータ捕獲距離は、通常のタグイメージング視野の直径に等しい。光
検出器の場合、タグデータ捕獲距離は、必要な線形エンコーディングの長さと同じである
。
【１３２８】
　すべての印刷フェーズの間、十分に速いサンプリングレートでタグセンサを動作させる
ことができる場合、同じくタグセンサを使用して運動を正確に知覚し、知覚した運動デー
タを使用して印刷エンジンにライン同期化信号を提供することができる。このライン同期
化信号を使用して輸送機構のジッタの影響を除去することができる。
【１３２９】
　図９１ないし９７は、モバイル機器内の符号化媒体及び媒体知覚ならびに印刷システム
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の一実施形態を示したものである。カードのエンコーディングについては、ここでは簡単
に説明し、本明細書のサブセクションである符号化媒体の中で詳細に説明する。同様に、
符号化データの光学的な知覚に関しても、本明細書のどこかに説明されており、Ｍ－Ｐｒ
ｉｎｔ媒体及び印刷システムを包括的に理解するためには、本明細書全体に目を通す必要
がある。
【１３３０】
　図９１を参照すると、複数のカード２２６のうちの１つの「裏面」が示されている。カ
ードの裏面は、カードの縦方向の辺に沿って走っている「クロックトラック」４３４及び
「データトラック」４３６の２つのコード化データトラックを有している。カードには、
とりわけ、
　・　カードの配向
　・　媒体タイプ及び認証性
　・　縦方向のサイズ
　・　印刷済みの面
　・　カードへの印刷に先立つ検出
　・　印刷ヘッドＩＣに対するカードの位置
を示すデータが符号化されている。符号化データは、目に見えないようにし、且つ、視覚
イメージの印刷に利用することができる空間に侵入しないようにするためには、ＩＲイン
クで印刷されることが理想的である。
【１３３１】
　基本形態では、Ｍ－Ｐｒｉｎｔカード２２６に符号化されるのは、データトラック及び
刻時（個別のクロックトラック又は自己刻時データトラックとして）のみである。しかし
ながら、図に示すより洗練された実施形態の場合、カード２２６は、裏面の大部分を覆っ
ている印刷済みＮｅｔｐａｇｅタグパターン４３８を有している。表面も印刷済みタグパ
ターンを有することができる。これらの実施形態の場合、データトラックには、タグに符
号化されている第２の情報を少なくとも示す第１の情報が符号化されていることが好まし
い。第１の情報は、単純に、個々のタグに符号化されている文書識別であることが最も好
ましい。
【１３３２】
　クロックトラック４３４が存在していることにより、ＭｏＰＥＣ３２６（図９２を参照
されたい）は、カード２２６の表面が印刷ヘッド２０２に対向していることを決定するこ
とができ、また、プリンタは、印刷中、カード２２６の動きを知覚することができる。ま
た、クロックトラック４３４は、密に符号化されたデータトラック４３６のためのクロッ
クを提供している。
【１３３３】
　データトラック４３６は、Ｎｅｔｐａｇｅ識別子及び任意選択で関連するディジタル署
名（本明細書のどこかに説明されている）を提供している。これらは、Ｍｏｐｅｃ３２６
による、不正な、或いは未承認の媒体２２６の拒否を可能にし、また、Ｍｏｐｅｃ３２６
による、Ｎｅｔｐａｇｅサーバへの、表面のＮｅｔｐａｇｅタグパターンのＮｅｔｐａｇ
ｅ識別子の報告を可能にしている。
【１３３４】
　図９２は、個別のクロックトラック及びデータトラックが符号化された媒体を使用して
いるＭ－Ｐｒｉｎｔシステムのブロック図を示したものである。クロックトラック及びデ
ータトラックは、個別の光符号器によって読み取られる。システムは、任意選択で、図９
５に関連して以下でより詳細に説明する明示エッジ検出器４７４を有することができる。
【１３３５】
　図９３は、クロックトラック光符号器又はデータトラック光符号器として使用すること
ができる光符号器のための簡易回路を示したものである。この回路には、符号器がクロッ
クトラック中又はデータトラック中で遭遇するマーク又はスペースを表す本質的に２進信
号をＭｏＰＥＣ３２６に提供するためのシュミットトリガ４６６が組み込まれている。Ｉ
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Ｒ　ＬＥＤ４７２は、カード２２６のマークサイズ領域を照射するように構成されており
、また、フォトトランジスタ４６８は、カードで反射する光４７０を捕獲するように構成
されている。ＬＥＤ４７２は、媒体コーディングを印刷するために使用される赤外線イン
クのピーク吸収波長と整合するピーク波長を有している。
【１３３６】
　別法としては、光符号器は、「直角符号器」になるようにそれらを構成することにより
、媒体が移動する方向を知覚することができる。直角符号器には、位相が９０度外れたク
ロックトラックを読み取るように空間的に配置された一対の光符号器が含まれている。そ
の同相の直角出力により、ＭｏＰＥＣ３２６は、クロックトラック４３４が運動中である
ことだけではなく、その運動方向を識別することができる。直角符号器は、プリンタ制御
装置が同じく輸送電動機を制御しており、したがって媒体の輸送方向が予め分かっている
ため、通常は不要である。しかしながら、直角符号器を使用することにより、運動制御機
構からの双方向運動知覚機構の減結合を促進することができる。
【１３３７】
　図９４は、ＭｏＰＥＣ３２６のブロック図を示したものである。ＭｏＰＥＣ３２６には
、クロックトラック４３４（図９１を参照されたい）に固有のクロックを追跡するための
ディジタル位相固定ループ（ＤＰＬＬ）４４４、クロック４４６からラインシンク信号４
７６を生成するためのラインシンク発生器４４８、及びデータトラック４３６中のデータ
を復号するためのデータ復号器４５０が組み込まれている。デフレーミング、誤り検出及
び誤り修正は、ＭｏＰＥＣの汎用プロセッサ４５２上でソフトウェアを走らせることによ
って実行することができ、或いはＭｏＰＥＣ内の専用ハードウェアによって実行すること
ができる。
【１３３８】
　データ復号器４５０は、ＤＰＬＬ４４４によって回復されたクロック４４６を使用して
データトラック光符号器４４２から信号をサンプリングしている。データ復号器４５０は
、データトラック光符号器４４２から連続信号をサンプリングするか、或いはサンプル周
期の継続期間の間、データトラック光符号器４４２のＬＥＤを実際にトリガし、それによ
りＬＥＤの総電力消費を少なくすることができる。
【１３３９】
　ＤＰＬＬ４４４はＰＬＬであってもよく、或いはＤＰＬＬ４４４は、単純に、連続する
クロックパルスとクロックパルスの間の周期を測定し、且つ、フィルタリングすることが
できる。
【１３４０】
　ラインシンク発生器４５６は、クロックトラック４３４から回復されるクロック４４６
の速度の倍数の速度でラインシンクパルス４７６を発生する数値制御発振器からなってい
る。
【１３４１】
　図９２に示すように、印刷エンジンは、任意選択で、カード２２６の縦方向のレジスト
レーションを印刷ヘッド２０２の動作に提供するための明示エッジ検出器４７４を組み込
むことができる。その場合、図９５に示すように、印刷エンジンは、エッジを検出してか
ら一定の数のラインシンク４７６を計数した後に、印刷の開始を合図するためのページシ
ンク信号４７８を生成する。縦方向のレジストレーションは、光センサ、デキャッピング
機械スイッチ、駆動軸／張力ばね接触スイッチ及び電動機負荷検出の範囲に及ぶ他のカー
ド－イン検出機構を使用して達成することも可能である。
【１３４２】
　プリンタは、任意選択で、媒体コーディング自体を利用して縦方向のレジストレーショ
ンを得ることができる。たとえば、プリンタは、レジストレーションを得るために、デー
タトラック４３６上のパイロット列の捕獲を利用することができる。その場合、図９６に
示すように、プリンタは、パイロットを検出してから一定の数のラインシンク４７６を計
数した後に、印刷の開始を合図するためのページシンク信号４７８を生成する。パイロッ
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ト検出器４６０は、データ復号器４５０によって提供されるパイロット列４８０を認識し
、且つ、パイロットシンク信号４８２を生成するためのシフトレジスタ及び組合せロジッ
クからなっている。媒体コーディング自体を利用することにより、印刷内容とＮｅｔｐａ
ｇｅタグパターン４３８を記録するための高度な情報を提供することができる（図９１を
参照されたい）。
【１３４３】
　図９７に示すように、データトラック光符号器４４２は、可能な限り早くデータトラッ
ク４３６（図９１を参照されたい）を復号し、回復されたクロック信号４４６を使用する
ことができるよう、第１のクロックデータ符号器４４０に隣接して配置されている。クロ
ックは、印刷を開始することができるようになる前に獲得しなければならないため、第１
の光符号器４４０は、媒体給送通路内の印刷ヘッド２０２の前段に配置されている。しか
しながら、印刷している間、常にクロックを追跡する必要があるため、第２のクロック光
符号器４６４は、印刷ヘッド２０２と同じ位置又は印刷ヘッド２０２の下流側に配置され
ている。これについては、以下でより詳細に説明する。
【１３４４】
　図７３は、印刷カートリッジ１４８から引き出されている印刷済みカード２２６を示し
たものである。印刷済みカード２２６は、ユーザが手で引き出さなければならないことは
理解されよう。カード２２６の後縁が駆動軸１７８とばねフィンガ２３８の間を通過する
と、カード２２６を媒体給送通路に沿って駆動する必要はない。しかしながら、印刷ヘッ
ド２０２は、駆動軸１７８から２ｍｍ未満の位置に位置しているため、カード２２６の後
縁は、その運動量によって印刷ヘッド２０２の先へ突出する。
【１３４５】
　カードの運動量は、後縁を印刷ヘッドの先へ運ぶには十分であるが、後縁を出口スロッ
ト１５０から飛び出させるほどには十分ではない（図１４）。その代わりに、カード２２
６は、移動電話機１００の側の出口スロット１５０から突出する際に、反対側のロックア
クチュエータアーム２３２によって軽く把握される。したがってカード２２６が保持され
、出口スロット１５０から単純に落下してしまうことはないため、ユーザは、都合のいい
時に印刷済みのカード２２６を移動電話機１００から手で取り出すことができる。カード
２２６は、モバイル機器の一方の側に供給され、もう一方の側から取り出されるため、通
常、ユーザは、印刷済みのカードを収集する際に、モバイル機器を保持している手を交換
したいと思うことが常であり、これは、とりわけモバイル機器にとっては重要である。印
刷済みのカードを軽く保持することにより、ユーザは手を交換する必要がなく、印刷ジョ
ブ（約１～２秒）が完了する前に、いつでもカードを収集することができる。
【１３４６】
　別法としては、ローラから離れる際のカードの速度を十分に速くし、カード自身の慣性
で出口スロット１２３から飛び出すようにすることも可能である。
【１３４７】
　二重クロックセンサ同期化
　フルブリード印刷の場合、復号器は、カードの縦方向の長さ全体にわたってラインシン
ク信号を生成しなければならない。カードが取外し可能な条片（本明細書のどこかに説明
されている）を有していない場合、印刷エンジンは、２つのクロックトラックセンサが必
要である（印刷ヘッドの両側に１つずつ）。最初に、前段の印刷ヘッドセンサからのクロ
ック信号からラインシンク信号を生成し、次に、カードの後縁が前段の印刷ヘッドセンサ
を通過する前に、後段の印刷ヘッドセンサによってラインシンク信号を生成しなければな
らない。第１のクロック信号から第２のクロック信号に切り換えるためには、第２のクロ
ック信号を第１のクロック信号に同期させ、ラインシンク信号中のあらゆる不連続性を回
避しなければならない（印刷にアーチファクトが生じる原因になる）。
【１３４８】
　図１００を参照すると、一対のＤＰＬＬ４４３及び４４４が、それぞれ対応する第１及
び第２のクロックトラック光符号器４４０及び４６４を介して、クロックトラックに固有
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のクロックを追跡している。印刷の初期フェーズの間は第１の符号器４４０のみがクロッ
クトラックを見ることができ、第１のＰＬＬ４４３のみが固定される。カードが印刷ヘッ
ドを通過すると、カードが印刷され、次に、第２のクロックトラック光符号器４６４がク
ロックトラックを見る。この段階では両方の符号器がクロックトラックを見ており、両方
のＤＰＬＬが固定される。印刷の最終フェーズの間は第２の符号器のみがクロックトラッ
クを見ることができ、第２のＤＰＬＬ４４３のみが固定される。
【１３４９】
　初期フェーズの間は第１のＤＰＬＬ４４０からの出力を使用してラインシンク信号４７
６を生成しなければならないが、復号器は、中間フェーズが終了する前に、第２のＤＰＬ
Ｌ４４４からの出力の使用を開始してラインシンク信号４７６を生成しなければならない
。符号器を整数のクロック周期で間隔を隔てることは一般的には実用的ではないため、第
２のＤＰＬＬ４４４からの出力は、移行が生じる前に、第１のＤＰＬＬ４４３からの出力
と位相が整列していなければならない。
【１３５０】
　移行を管理するために、重要な４つのクロック追跡フェーズが存在している。第１のＤ
ＰＬＬ４４３のみが固定される第１のフェーズの間、第１のＤＰＬＬ４４３からのクロッ
クがマルチプレクサ４６２を介して選択され、ラインシンク発生器４４８に供給される。
第２のＤＰＬＬ４４４が固定されると開始される第２のフェーズの間、これらの２つのＤ
ＰＬＬの間の位相差が計算され（４４１）、位相差レジスタ４４５にラッチされる。第２
のフェーズの開始後、一定の時間を経て開始される第３のフェーズの間、第２のＤＰＬＬ
４４４からの信号が、ラッチレジスタ４４５にラッチされている位相差によって設定され
る遅延４４７を介して供給される。第３のフェーズの開始後、一定の時間を経て開始され
る第４のフェーズの間、第２のＤＰＬＬ４４７からの遅延クロックがマルチプレクサ４６
２を介して選択され、ラインシンク発生器４４８に供給される。
【１３５１】
　図１０１は、クロック追跡フェーズを制御している信号を示したものである。固定信号
４４９及び４５１は、ＤＰＬＬ４４３及び４４４の固定検出回路を使用して生成される。
別法としては、２つの符号器４４０及び４６４に対するカードの位置の大まかな知識に基
づいてＰＬＬの固定が仮定される。２つの位相制御信号４５３及び４５５は、固定信号４
４９及び４５１によってトリガされ、また、タイマによって制御されている。
【１３５２】
　実際には、第２のＰＬＬのクロックを明確に遅延させるのではなく、位相差を考慮する
ディジタル発振器によって遅延クロックを直接生成することができることに留意されたい
。
【１３５３】
　２駆動軸バージョン
　カード２２６を運動量によって印刷ヘッド２０２の先へ突出させることにより、コンパ
クトな単一の駆動軸を設計することができる。しかしながら、カード２２６と駆動軸１７
８の係合が解除されると、カード２２６が減速するため、後縁に対する正確なラインシン
ク信号４７６の生成がはるかに困難になる。デバイスをコンパクトにすることがそれほど
重要ではない場合、印刷ヘッドの後段に第２の駆動軸を設けることにより、印刷が完了す
るまでカードの速度を一定に維持することができる。
【１３５４】
　図１１０及び１１４は、二重駆動軸実施形態を示したものである。最初に図１１０を参
照すると、印刷カートリッジ１４８は、第１の駆動軸１７８及び駆動ローラ１７６を有し
ており、上で説明した実施形態の場合と同様、カートリッジ１４８は、クレイドル１２４
によって支えられている。しかしながら、クレイドル１２４は、第２の駆動軸４８６、駆
動ローラ４９２及びばね上軸４８９上のミニチュアスパイクホイール４８８を支えている
。第２の駆動軸４８６には、濡れたインクのあらゆるにじみを回避するために、第１の駆
動軸１７８のばねフィンガ２３０に類似した媒体ガイドの代わりにスパイクホイール４８
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８が使用されている。図１１１ないし１１３は、クレイドルに取り付けられたカートリッ
ジを示したものである。クレイドルの末端に取り付けられた中央駆動ローラ４９０は、第
１及び第２の駆動ローラ１７６及び４９２の両方に同時に接触している。これは、同期駆
動速度を保障している。中央駆動ローラ４９０は、上で説明した圧電駆動システム又は電
動機駆動システムによって駆動することができる。
【１３５５】
　図１１４に示す断面Ａ－Ａは、カートリッジ／クレイドルアセンブリを通る媒体給送通
路を最も良好に示したものである。カード２２６の後縁と第１の駆動軸１７８の係合が解
除されると、第２の駆動軸４８６は、引き続いてカード２２６の後縁を印刷ヘッド２０２
の先へ本質的に同じ速度で引き出す。クロックトラックを使用して生成されるラインシン
ク信号は一定であり、したがってＭｏＰＥＣチップは、比較的容易に印刷と後縁を縦方向
に位置合せすることができる。印刷が完了すると、ＭｏＰＥＣチップは、ユーザが取り出
すことができるよう、中央駆動ローラ４９０を停止し、第２の駆動軸４８６とスパイクホ
イール４８８の間のニップ内にカードを保持することができる。別法としては、ユーザが
入口スロットから取り出すことができるよう、カードを逆方向に送り返すことも可能であ
る。
【１３５６】
　当然、実施形態の中には、線形トラック又はＮｅｔｐａｇｅタグなどのクロックトラッ
ク及び／又は符号化データを備えていない実施形態も存在していることは理解されよう。
（暗示又は明示）クロックトラックが提供されない場合、１つ又は複数のローラ又は他の
機構と結合した１つ又は複数の変換器からのフィードバックを始めとする光フィードバッ
ク、磁気フィードバック又は電気フィードバックなどの他の機構を使用して、印刷の前及
び／又は印刷中にカードの位置及び速度を決定することができる。符号化データの形態が
提供されない場合、プリンタは、単純に、挿入された、印刷が可能なあらゆる形態の印刷
媒体に印刷する。いずれのオプションも、媒体妨害、インクの漏出、過度の機械的応力及
びプリンタコンポーネントの磨耗を始めとする、印刷済みアウトプットの品質管理に関連
する様々な問題を抱えている。
【１３５７】
　媒体コーディング
　図９１に示すカード２２６は、クロックトラック４３４、データトラック４３６及びＮ
ｅｔｐａｇｅタグパターン４３８の形態の符号化データを有している。この符号化データ
は、様々な機能を提供することができ、以下、これらの機能について説明する。しかしな
がら、以下に挙げた機能は、すべての機能を余すところなく網羅したものではなく、符号
化媒体は（適切なモバイル機器と相俟って）他の多くの機能を実施することができる。同
様に、必ずしもこれらの機能のすべてを媒体上の符号化データに組み込む必要はない。任
意の１つ又は複数の機能を組み合わせて、特定の印刷媒体及び／又はシステムが設計され
る１つ又は複数のアプリケーションに適合させることができる。
面
　カードを符号化することにより、プリンタは、印刷ヘッドと対向している面がカードの
どちらの面であるか、つまりカードの表面であるか裏面であるかを印刷を開始する前に決
定することができる。したがって、カードが裏表逆に挿入された場合、カードの裏面に既
に図形（たとえば広告）が印刷されている場合、或いは表面及び裏面の表面処理が異なっ
ている場合（たとえば裏面に既に印刷済みの図形を保護するため及び／又は表面の高品質
の印刷を容易にするために）、プリンタはそのカードを拒否することができる。また、カ
ードを符号化することにより、プリンタは、印刷面依存内容を印刷することができる（た
とえば表面に写真を印刷し、対応する写真ディテールを裏面に印刷することができる）。
配向
　カードを符号化することにより、プリンタは、印刷ヘッドに対するカードの配向を印刷
を開始する前に決定することができる。したがって印刷ヘッドは、裏面に予め印刷済みの
図形の回転に整合させるために回転した図形を印刷することができる。また、カードを符
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号化することにより、プリンタは、カードが不適切な配向で挿入された場合（裏面に予め
印刷済みの図形に対して）、そのカードを拒否することができる。配向は、明示配向標識
を検出することによって決定することができ、或いは、Ｎｅｔｐａｇｅタグ更には既に印
刷済みのユーザ情報又は広告などの他の目的のために印刷された情報の既知の配向を使用
することによって決定することができる。
媒体のタイプ／サイズ
　カードを符号化することにより、プリンタは、カードのタイプを印刷を開始する前に決
定することができる。したがってプリンタは、印刷データを準備することができ、或いは
媒体のタイプに特化された印刷モード、たとえば媒体のタイプに特化されたカラープロフ
ァイルを使用した色変換又は期待されるカードの吸光度に従った飛沫サイズの修正を選択
することができる。カードを符号化することにより、プリンタは、カードの縦方向のサイ
ズを印刷を開始する前に決定することができる。したがってプリンタは、カードのサイズ
に対してフォーマット化された図形を印刷することができ、たとえばパノラマカードに整
合させるために写真のパノラマクロップを印刷することができる。
事前印刷
　カードを符号化することにより、プリンタは、カードの印刷ヘッドと対向している面が
事前印刷済みであるかどうかを印刷を開始する前に決定することができる。したがって、
印刷ヘッドと対向する事前印刷済みの面にカードが挿入されると、プリンタは、印刷を開
始する前にそのカードを拒否することができる。したがって重ね印刷が防止される。また
、カードを符号化することにより、プリンタは、さもなければ事前印刷済みの面の既知の
空白領域に適用されることになる内容を印刷を開始する前に準備することができる（たと
えば写真の裏面の写真ディテールが、裏面に広告が事前印刷され、且つ、写真ディテール
のための空白領域を備えたカードに印刷される）。
【１３５８】
　カードを符号化することにより、プリンタは、印刷ヘッドと対向している面が要求に応
じて既に印刷済みであるかどうか（事前印刷とは異なり）を印刷を開始する前に検出する
ことができる。したがって、既に印刷済みの図形の上に重ねて印刷するのではなく、印刷
ヘッドと対向している面が要求に応じて既に印刷済みである場合、プリンタは、印刷を開
始する前にそのカードを拒否することができる。
【１３５９】
　カードを符号化することにより、プリンタは、理論上、印刷を開始する前にそのカード
が承認されたものであるかどうかを決定することができる。したがってプリンタは、カー
ドが未承認である場合、そのカードの品質が未知であり、したがって印刷品質を保証する
ことができないため、理論上、印刷を開始する前にその未承認カードを拒否することがで
きる。
位置
　カードを符号化することにより、プリンタは、印刷ヘッドに対するカードの縦方向の絶
対位置を印刷を開始する前に決定することができる。したがってプリンタは、カードとの
所定のレジストレーションで図形を印刷することができる。これは、他の手段、たとえば
カードの前縁を直接検出することによっても達成することができる。
【１３６０】
　カードを符号化することにより、プリンタは、印刷ヘッドに対するカードの横方向の絶
対位置を印刷を開始する前に決定することができる。したがってプリンタは、カードとの
所定のレジストレーションで図形を印刷することができる。これは、他の手段、たとえば
スナッグペーパ通路を提供することによって、及び／又はカードの１つ又は複数の側縁を
検出することによっても達成することができる。
【１３６１】
　カードを符号化することにより、プリンタは、印刷中、印刷ヘッドに対するカードの縦
方向の位置又は印刷ヘッドに対するカードの縦方向の速度を追跡することができる。した
がってプリンタは、カードとの所定のレジストレーションで図形を印刷することができる



(248) JP 2008-541245 A 2008.11.20

10

20

30

40

50

。これは、他の手段、たとえば輸送機構の可動部品を符号化し、且つ、追跡することによ
っても達成することができる。
【１３６２】
　カードを符号化することにより、プリンタは、印刷中、印刷ヘッドに対するカードの横
方向の位置又は印刷ヘッドに対するカードの横方向の速度を追跡することができる。した
がってプリンタは、カードとの所定のレジストレーションで図形を印刷することができる
。これは、他の手段、たとえばスナッグペーパ通路を提供することによって、及び／又は
カードの１つ又は複数の側縁を検出することによっても達成することができる。
不可視性
　コーディングは、人間の裸眼には実質的に見えないようにするために、カードの上又は
中に配置することができる。したがって、印刷された図形によるコーディングの減損が防
止される。
耐故障性
　コーディングは、考え得る量の表面汚染又は損傷が存在している状態であっても、プリ
ンタがコーディングを獲得し、且つ、復号することができるよう、故障に対して十分に耐
性のあるものにすることができる。したがって、考え得る量の表面汚染又は損傷が原因で
プリンタがカードを拒否することが防止され、或いはそれが原因でプリンタが標準未満の
印刷物を生成することが防止される。
【１３６３】
　カード及びプリンタ代替
　適切なＭ－Ｐｒｉｎｔプリンタが匹敵するカードと共に提供することができる広範囲に
わたる機能に照らして、プリンタ、カード及びコーディングのいくつかの設計代替を以下
に要約しておく。この場合も、以下のリストは、すべてを余すところなく網羅することを
意図したものではなく、単に本明細書のどこかに示されている実施形態に対するいくつか
の可能な代替形態を示したものにすぎない。
自己刻時データトラック
　個別のクロックトラック及びデータトラックを使用する代替として、データトラックを
自己刻時にすることができ、ラインシンク生成などの他の目的のためのデータトラックか
らクロックを回復することも可能である。図９８は、図９１に示すカード２２６に関連し
て説明したコーディングと同じコーディングのレイアウトを示したものであるが、自己刻
時データトラック５００が使用されている。自己刻時データトラック５００は、マンチェ
スタ位相エンコーディングを使用することができ、或いはゼロ復帰（ＲＺ）などの他の自
己刻時スキームを使用することができる。データのエンコーディングについては、以下の
サブセクション「線形エンコーディング」の中でより詳細に説明する。
【１３６４】
　図９９は、対応するＭｏＰＥＣチップのブロック図を示したもので、ＤＰＬＬ４４４は
、個別のクロックトラックではなく、自己刻時データトラック５００上で動作している。
【１３６５】
　自己刻時データトラック５００は、個別のクロック光符号器及びデータ光符号器の必要
性を除去し、また、個別のクロックトラック及びデータトラックがＮｅｔｐａｇｅ対話性
の領域に対して有している影響を小さくしている。自己刻時データトラックの欠点は、明
示刻時データトラックの速度の１／２の速度でデータが符号化されることである。
【１３６６】
　個別のクロックトラック及びデータトラックを備えた以下の媒体コーディング変形態様
の場合、明確に言及されていない場合であっても、同じく自己刻時データトラック５００
を使用することができる。
印刷フェーズに先立つ読取りフェーズ
　最小媒体コーディングは、印刷の前ではなく、印刷中に読み取られるように設計されて
いる。データトラック４３６の中に符号化されている情報は、通常、印刷が完了するまで
利用することはできない。たとえば、プリンタは、通常、印刷の前にカード２２６を検証
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するためにＮｅｔｐａｇｅ識別子及びディジタル署名を使用することはできない。
【１３６７】
　プリンタは、カード２２６をデータトラック光符号器４４２の先へ前方に輸送すること
により、印刷に先出ってデータトラック情報へのアクセスを獲得し、データトラック４３
６の一部又はすべてを復号し、次に、もう一度カードを輸送して元の位置へ戻すことがで
きる。また、それにより、図９１に示すカードに関連して上で説明したように、データト
ラック４３６中の堅牢なページシンク標識を認識するためのより多くの空間をプリンタに
提供することができる。次に、データトラック中の情報を有効に拡張し、本明細書のサブ
セクションの媒体コーディングに記載されている他の機能の一部又はすべてを実行するこ
とができる。
明示面及び配向標識
　最小媒体コーディングは、カード２２６の面を明確に符号化していない。プリンタは、
クロックトラック４３４が存在していることから、カードの表面が印刷ヘッドと対向して
いることを決定する。最小媒体コーディングは、プリンタが上で説明した読取りフェーズ
を実施しない限り、印刷に先立つプリンタによるカードの配向へのアクセスを可能にして
いない。その代わり、最小エンコーディングは、どの配向でもカードを挿入することがで
きることがユーザにとっては有利であることを仮定している（ただし上下逆さまの挿入を
除く）。
【１３６８】
　プリンタは、両方の配向で印刷することはできないが、配向が正しくない場合、カード
２２６を拒否することができる。そのためには、媒体コーディングは、プリンタが印刷に
先出ってアクセスすることができる配向標識を含んでいなければならない。この利点は、
図１０２に示すように、クロック４３４及びデータトラック４３６が占有するカード上の
面積がより小さく、したがってより広い面積をＮｅｔｐａｇｅ対話性のために利用するこ
とができることである。
【１３６９】
　カードの表面にクロックトラックが存在していないことを利用して面を表示する代わり
に、媒体コーディングは、表面にも明示面標識を含むことができる。表５は、耐故障性の
面及び配向標識を符号化するために使用することができる８ビットコードの一例を示した
ものである。
【表８】

　コードは、５の最小距離を有しており、したがって２つの誤りを修正することができる
。当然、もっと長く、且つ、より堅牢なコードも可能である。
【１３７０】
　標識５０２は、データトラック中のパイロットの直後に含めることができる。また、面
及び配向標識５０２は、４つのコードワードが互いに最大限に分離され、且つ、それら自
身のプリアンブルプレフィックスシフトを形成している適切な長さのコードを設計するこ
とによってパイロットと組み合わせることも可能である。
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【１３７１】
　データトラック４３６と同様、面及び配向標識５０２は、クロックトラック４３４によ
って明確に刻時することができ、或いは自己刻時であってもよい。
【１３７２】
　面及び配向標識５０２は、データトラック４３６の残りの部分の速度と同じ速度で刻時
されるではなく、所与の大まかな縦方向のレジストレーションによって認識することがで
きる総体マーカである。たとえば、パルス毎に総体マーク（たとえば０．５ｍｍの長さの
）を使用して、面及び配向を符号化するために必要な２ビットをパルス位置変調（ＰＰＭ
）することができる。
【１３７３】
　表６は、いくつかの可能ＰＰＭスキームを示したものである。表の中のゼロは総体空間
を表し、１は総体マークを表している。
【表９】

両面のデータトラック
　媒体コーディングは、光符号器がカード２２６の裏面に面して付けられた将来のあらゆ
る可能プリンタに頼るのではなく、表面にもクロック４３４及びデータトラック４３６を
含むことができる。
取外し可能条片を備えたカード
　図９１ないし９７に示す構造には、印刷を開始する前にクロックが捕獲されることを保
障するためのクロックトラック光復号器と、印刷が終了するまで確実にクロックを追跡し
続けるためのクロックトラック光復号器の２つのクロックトラック光復号器４４０及び４
６４が使用されている。別法としては、図１０３に示すように、剥取り条片５０４を使用
し、その上にクロックトラック４３４を展開させることによってカード２２６を拡張する
ことも可能である。
【１３７４】
　剥取り条片５０４は、カード２２６の一部として製造されており、図１０４に示すよう
に、ユーザが取り外すまで目打ちによってカードに結合されている。目打ちは、十分に微
細であり、滑らかにその縁に触れることができる。
【１３７５】
　カードの後縁に取り付けられた条片を介してカードの長さを拡張することにより、印刷
ヘッド２０２の上流側に配置された単一のクロックトラック直線符号器４６４（図９７を
参照されたい）によって、印刷を開始する前のクロックの捕獲ならびに全印刷中における
クロックの追跡が十分にサポートされる。
【１３７６】
　条片５０４の第２の重要な利点は、単一の駆動軸１７８を使用して、つまり第２の駆動
軸４８６を必要とすることなく、或いはその運動量のみを使用して最後の短い距離を非駆
動状態で「飛行」することをカードに期待する必要なく、印刷中、カードを印刷ヘッドの
先へ駆動することができることである。
【１３７７】
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　媒体コーディングは、剥取り条片５０４が除去された後のカード２２６の正しい認識を
保障するために、剥取り条片５０４が除去されると露出する第２の面及び配向標識５０８
を含むことができる。図１０３は、これを示したものである。
【１３７８】
　剥取り条片５０４は、散らかり物の元になる可能性がある。これに対処するために、Ｍ
－Ｐｒｉｎｔ媒体を販売している小売商人に提示されると宝くじ券として作用する機能を
剥取り条片５０４のそれぞれに持たせることができる。小売商人は、本譲受人の相互参照
Ｎｅｔｐａｇｅ出願及び特許に記載されている多くのＮｅｔｐａｇｅ使用可能デバイスの
うちの任意のデバイスを使用して、提示された条片をチェックすることができる。
真四角の隅を備えたカード
　カード２２６が取外し可能条片５０４を有している、いないにかかわらず、カードの形
は、丸い隅ではなく、真四角であることが好ましい。写真の印刷は、Ｍ－Ｐｒｉｎｔの恐
らく最も注目すべきアプリケーションである。写真及び業務用名刺は、通常、いずれも真
四角の隅を有している。また、剥取り条片５０４の存在は、丸い隅ではなく、真四角の隅
を使用する追加動機を与えている。図１０６及び１０７は、真四角の隅５１０及び剥取り
条片５０４を備えたカード２２６を示したものである。
横方向データトラック
　媒体コーディングは、印刷フェーズの前に読取りフェーズを実施するためにカード２２
６を２回前方へ輸送する（上で説明したように）のではなく、縦方向のデータトラックで
はなく、横方向のデータトラックを組み込むことができる。
【１３７９】
　図１０８に示すように、横方向のデータトラック５１４は、明示刻時５１２であれ、或
いは自己刻時であれ、線形イメージセンサによって容易に読み取ることができる。２００
５年３月２１日出願の本出願人の同時係属出願ＵＳＳＮ　１１／０８４，７９６（事件整
理番号ＮＯＳ００１ＵＳ）に、関連する技法及びデバイスが記載されている。横方向のデ
ータトラック５１４は、印刷に先出って完全に復号することができるよう、カードの前縁
５１６に沿って配置されることが理想的である。横方向のデータトラック５１４は、剥取
り条片５０４の上に配置することができ、したがってカードプロパー（つまりカード２２
６が保持される部分）上のＮｅｔｐａｇｅタグパターン４３８に対するデータトラック５
１４の影響を除去することができる。横方向のデータトラック５１４を剥取り条片５０４
の上に配置する場合、剥取り条片５０４は、カードの後縁５１８ではなく、前縁５１６の
上に位置していなければならない。これは、クロックトラック光符号器４６４が印刷ヘッ
ド２０２の上流側ではなく、下流側に配置されていることを意味している（図９７を参照
されたい）。カードプロパーは、依然として、自己刻時面及び配向標識５０２ならびに単
一クロックトラック４３４を個々の面に有しているが、データトラックは存在していない
。横方向のデータトラック５１４は、横方向の正確なレジストレーションのための基礎を
提供することができ、詳細には、Ｎｅｔｐａｇｅタグパターン４３８と印刷される視覚内
容との間の横方向の正確なレジストレーションを提供することができる。
【１３８０】
　横方向のトラックは、カードの非剥取りバージョンに加えることも可能である。
【１３８１】
　線形イメージセンサは、印刷ヘッドの前面の媒体給送通路を媒体給送方向に対して直角
に横方向に展開している。イメージセンサは、複数の能動画素センサの線形アレイであり
、個々のセンサがカード上のサンプル領域の符号化データを読み取っている。このサンプ
ル領域は、相互参照によりその内容が本明細書に組み込まれている、２０００年５月２３
日出願の本出願人の同時係属米国特許６，８７０，９６６（事件整理番号ＮＰＳ００１Ｕ
Ｓ）に詳細に記載されている「Ｍｎｅｍ領域」に対応している。図１０９は、インテグラ
ルイメージセンサを備えたＭｅｍｊｅｔ印刷ヘッドＩＣの詳細物理図を示したものである
。分かり易くするために、図には、一括して６０１で示されている関連するアクチュエー
タ及び駆動回路に隣接して取り付けられた、１６００ｄｐｉノズル６００の単一の行のみ
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が示されている。幅が３２ミクロンの個々のノズルユニットセルは、１６００ｄｐｉ印刷
に必要な１６ミクロンのドットピッチを超過しているため、ノズルの個々の行は、互い違
いになった２つの１／２行６０２、６０３からなっていることに留意されたい。図に示す
構造のサンプリングレートＮは２．５である。
【１３８２】
　サンプル領域は、単一の印刷ドットを利用して単一の符号化ビットを表すことができる
が、複数の印刷ドットを利用して単一の符号化ビットを表すことも可能である。たとえば
、サンプル領域は、複数の印刷ドットの２×２アレイを利用して単一のビットを表すこと
ができる。したがってプリンタの分解能が１６００ｄｐｉである場合、サンプル領域の分
解能は、わずかに８００ｄｐｉである。特定のアプリケーションでは、サンプル領域の印
刷分解能を小さくすることにより、たとえば特定の表面劣化源又は損傷源が存在している
場合に、より堅牢な性能を提供することができる。
【１３８３】
　領域の分解能がプリンタの分解能より小さい場合、それに応じて、ノズルの総数に対す
る画素の総数の比率を小さくすることができ、また、より大きい画素センサを使用するこ
とができる。たとえば、図１０９に示すＭｅｍｊｅｔ印刷ヘッドの場合、２つの６．４ミ
クロンの画素センサの代わりに１２．８ミクロンの画素センサを利用することができる。
自動印刷
　一形態では、モバイル機器は、印刷媒体が給送通路に挿入されると、自動的に印刷を完
了するように構成されている。機械式又は光学式のセンサ（又はそれらの組合せ）を使用
して、印刷媒体が給送通路に挿入されたことを決定することができる。
【１３８４】
　デバイスは、多くの方法で自動的に印刷することができる。一実施例では、デバイスは
、ユーザが現在使用中の現行の文書又はファイルを自動的に印刷している。これは、ほと
んどの場合、デバイスのディスプレイに現在表示されている文書又はアプリケーションで
ある。たとえば、ディスプレイに表示されている電子メール又はＳＭＳをユーザが読んで
いる最中である場合、印刷媒体を挿入することによって電子メール又はＳＭＳを印刷する
ことができる。
【１３８５】
　別法としては、文書又はファイルを印刷するようユーザがモバイル機器に命令し、命令
した後に引き続いて印刷媒体を挿入することができる。モバイル機器は、次に、待ち行列
中の次の印刷ジョブを自動的に印刷させることができる。任意選択で、デバイスは、とり
わけジョブが待ち行列に置かれた時点から過剰な時間が経過した場合、印刷すべきジョブ
を確認するために問い合わせることができる。
【１３８６】
　印刷モードはユーザによる選択が可能であることが好ましく、それにより自動印刷の起
動（確認されることなく、直ちに印刷される）、部分的な起動（確認のために待機される
）、或いは起動解除（ユーザからの明確な印刷命令が待機される）が可能になる。
【１３８７】
　可能Ｍ－Ｐｒｉｎｔ構成
　以上の代替から、Ｍ－Ｐｒｉｎｔプリンタのコンポーネントを物理的に構成するための
多くの可能性が存在している。これらの可能性のそれぞれは、特定のＭ－Ｐｒｉｎｔアプ
リケーションのための構成を選択する際に評価することができる固有の利点及び欠点を有
している。以下、図１１５ないし１２０に示す略図を参照して、可能構成の選択及びそれ
らに関連する利点について説明する。これらの図に示されているコンポーネントは、媒体
給送通路及び以下のＭ－Ｐｒｉｎｔパラメータを参照して配置されている。
【１３８８】
　追跡テールフライ期間（ＴＴＦＰ）：ＭｏＰＥＣがコーディングからカード追跡情報を
受け取らない時間期間。
【１３８９】
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　駆動テールフライ期間（ＤＴＦＰ）：カードと駆動軸の係合が解除された時点からカー
ドが媒体通路内で停止するまでの間の時間期間。
【１３９０】
　駆動整定期間（ＤＳＰ）：カードと駆動軸が最初に係合した時点からカードがその定常
速度に加速されるまでの間の時間期間。
【１３９１】
　追跡整定期間（ＴＳＰ）：クロックトラックのマーキング上への光符号器の固定を必要
とする時間期間。
【１３９２】
　媒体コーディング不感帯（ＭＣＤＺ）：データ符号器が見ることができる、カードが駆
動されていない間のデータトラック部分。ＭＣＤＺからのデータの読取りは、予測するこ
とができない。
【１３９３】
　インク乾燥時間（ＩＤＴ）：インクの滴がカードに印刷された後、印刷されたドットに
印刷品質を損なうことなく触れることができる最小時間期間。
符号器－ドライブ－印刷ヘッド：図１１５に示すように、符号器４４０を駆動軸１７８の
前段に配置し、駆動軸１７８を印刷ヘッド２０２の前段に配置することにより、印刷ヘッ
ドとドライブの間の距離が最小化される。また、この構成には、最少のコンポーネントが
使用されており、したがってコンパクトな設計を可能にしている。
ドライブ－符号器－印刷ヘッド：図１１６を参照すると、媒体通路に沿った駆動軸１７８
、符号器４４０及び印刷ヘッド２０２の連続的な配置が前縁の検出を単純化している。
符号器－ドライブ－印刷ヘッドドライブ：図１１７に示す構成は、図１１５に示す構成と
同じであるが、第２の駆動軸４８６が追加されている。この構成は、ＤＴＦＰを除去し、
且つ、ＴＴＦＰの取扱いを単純化している。
符号器－ドライブ－印刷ヘッドドライブ：図１１８に示す構成は、図１１６に示す構成と
同じであるが、第２の駆動軸４８６が追加されている。この構成は、ＤＴＦＰ及びＭＣＤ
Ｚを除去し、且つ、ＴＴＦＰの取扱いを単純化している。
符号器－ドライブ－印刷ヘッド符号器：図１１９に示す構成は、図１１５に示す構成と同
じであるが、第２の符号器４６４が追加されている。この構成は、ＴＴＦＰを除去し、且
つ、ＤＴＦＰの取扱いを単純化している。
ドライブ－符号器－印刷ヘッド符号器：図１２０に示す構成は、図１１６に示す構成と同
じであるが、第２の符号器４６４が追加されている。この構成は、ＴＴＦＰ及びＭＣＤＺ
を除去し、且つ、ＤＴＦＰの取扱い及び前縁の検出を単純化している。
【１３９４】
　ＤＳＰ及びＴＳＰを最大化し、ＴＴＦＰ及びＤＴＦＰを最小化し、且つ、ＭＣＤＺ及び
ＩＤＴを回避することは、通常、これらの構成のための設計目標であることに留意された
い。
【１３９５】
　線形エンコーディング
　Ｋｉｐは、本譲受人が付けた、物理表面に小量のディジタルデータを記憶するための堅
牢な一次元光エンコーディングスキームの一等級のためのテンプレートの名称である。Ｋ
ｉｐには、任意選択で、現実の表面劣化に対処するための誤り修正が組み込まれている。
【１３９６】
　特定のエンコーディングスキームは、以下で説明するＫｉｐテンプレートを専用化させ
ることによって画定される。パラメータには、データ容量、刻時スキーム、物理スケール
及び冗長性のレベルが含まれている。一般的にはＫｉｐ読取り装置も特定のエンコーディ
ングスキームのために専用化される。
【１３９７】
　Ｋｉｐエンコーディングは、符号化された媒体を検出器の先へ輸送している間に、単純
な光検出器を介して読み取られるように設計されている。したがってエンコーディングは
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刷中、印刷媒体から読み取ることができる。好ましい実施形態では、Ｋｉｐ符号化データ
は、上で説明したように、モバイル機器内で印刷される印刷媒体の複数の縦方向の縁のう
ちの少なくとも１つ（好ましくは複数）に沿って提供されている。好ましい形態では、Ｋ
ｉｐ符号化データは赤外線インクで印刷されており、裸眼では見ることができないか、或
いは少なくとも見ることが困難になっている。
【１３９８】
　Ｋｉｐエンコーディングは、通常は表面に印刷されるが、他の手段を使用して表面の上
又は中に配置することも可能である。
【１３９９】
　Ｋｉｐパラメータの要約
　次の表は、Ｋｉｐを専用化させるために必要なパラメータを要約したものである。これ
らのパラメータは、本明細書全体のコンテキストの中で理解されたい。
【１４００】
　表７は、フレーミングパラメータを要約したものである。
【表１０】

　表８は、刻時パラメータを要約したものである。

【表１１】

　表９は、物理パラメータを要約したものである。
【表１２】

　表１０は、誤り修正パラメータを要約したものである。
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【表１３】

　Ｋｉｐエンコーディング
　Ｋｉｐエンコーディングは、データの単一ビットストリームを符号化しており、図１２
１に示すように多数の離散層及び独立層を含んでいる。フレーミング層はビットストリー
ムをフレーム化し、同期化及び単純な誤り検出を可能にしている。変調及び刻時層は、刻
時情報と共にフレームのビットを符号化し、ビットの回復を可能にしている。物理層は、
光学的に読み取ることができるマークを使用して変調され、且つ、刻時されたフレームを
表している。
【１４０１】
　任意選択の誤り修正層はビットストリームを符号化し、誤り修正を可能にしている。あ
るアプリケーションは、誤り修正層を使用するか、或いは自身で実施するかを選択するこ
とができる。
【１４０２】
　Ｋｉｐエンコーディングは、直列復号を可能にするように設計されており、したがって
暗示時間次元を有している。本明細書では、便宜上、時間軸は右方向を指している。しか
しながら、特定のＫｉｐエンコーディングは、アプリケーションに適した任意の配向で物
理的に表すことができる。
【１４０３】
　フレーミング
　Ｋｉｐフレームは、図１２２に示すように、プリアンブル、パイロット、ビットストリ
ームデータ自体及び周期冗長検査（ＣＲＣ）語からなっている。
【１４０４】
　プリアンブルは、一連のゼロ長Ｌｐｒｅａｍｂｌｅからなっている。プリアンブルは十
分に長く、したがってアプリケーションは、プリアンブル内のどこかでＫｉｐ復号器をス
タートさせることができる。つまり、プリアンブルは十分に長く、したがってアプリケー
ションは、プリアンブルの少なくとも一部の位置を事前に知ることができる。したがって
、アプリケーション特化プリアンブル長Ｌｐｒｅａｍｂｌｅからプリアンブルビット列の
長さが引き出される（式８を参照されたい）。
【１４０５】
　パイロットは、復号器とフレームの同期化を可能にする独自のパターンからなっている
。パイロットパターンは、プリアンブルビットによってプレフィックスされた自身の任意
シフトからのその２進ハミング距離を最大にするように設計されている。したがって復号
器は、ビット誤りが存在している場合であっても、最尤復号器を利用してパイロットを認
識することができる。
【１４０６】
　プリアンブル及びパイロットは、相俟って、復号器が、パイロットがパイロットから最
大限分離されていることを検出する前に、復号器が検出するあらゆるビット列を保証して
いる。
【１４０７】
　パイロット列は、１１１０　１０１１　０１１０　００１０である。パイロット列の長
さＬｐｉｌｏｔは１６である。パイロット列の自身のプリアンブルプレフィックスシフト
からの最小距離は９である。したがって、最大４つのビット誤りが存在している場合であ
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っても、高い信頼性でパイロット列を認識することができる。
【１４０８】
　ビットストリームの長さＬｄａｔａは、アプリケーションによって事前に分かっており
、したがって１つのパラメータである。ビットストリームの長さＬｄａｔａは、フレーム
の中には符号化されない。ビットストリームは、最上位のビットつまり一番左側のビット
が最初に符号化される。
【１４０９】
　ＣＲＣ（周期冗長コード）は、ビットストリームデータに対して計算されたＣＣＩＴＴ
　ＣＲＣ－１６（当業者に知られており、したがってここではその詳細な説明は省略する
）であり、復号器は、このＣＲＣによってビットストリームが破損しているかどうかを決
定することができる。ＣＲＣの長さＬＣＲＣは１６である。ＣＲＣは、ビットストリーム
に対して、左側から右側にかけて計算される。ビットストリームは、その長さを８ビット
の整数倍にするために、ＣＲＣを計算している間にゼロビットが埋め込まれる。この埋込
みは、フレームの中には符号化されない。
【１４１０】
　フレームのビット長は、
（式１）　Ｌｆｒａｍｅ＝Ｌｐｒｅａｍｂｌｅ＋Ｌｐｉｌｏｔ＋Ｌｄａｔａ＋ＬＣＲＣ

（式２）　Ｌｆｒａｍｅ＝Ｌｐｒｅａｍｂｌｅ＋Ｌｄａｔａ＋３２
である。
変調及び刻時
　Ｋｉｐエンコーディングは、フレームビット列を変調して一連の抽象マーク及びスペー
スを生成している。これらは、物理層によって物理的に認識される。
【１４１１】
　Ｋｉｐエンコーディングは、明示刻時及び暗示刻時の両方をサポートしている。フレー
ムが明示刻時されると、エンコーディングは、図１２３に示すように、フレームに平行に
符号化された個別のクロック列を含むことになる。次に、従来の非ゼロ復帰（ＮＲＺ）エ
ンコーディングを使用してフレームのビットが符号化される。ゼロビットはスペースで表
され、１ビットはマークで表される。
【１４１２】
　クロック自体は、交番する一連のマーク及びスペースからなっている。クロックマーク
の中心は、フレーム内のビットの中心と整列している。フレームは、クロック周期毎に２
つのビットを符号化している。つまり、フレームのビットレートは、クロックの速度の２
倍である。
【１４１３】
　クロックは、復号器がフレームの開始に先出ってクロックと同期することができるよう
、フレームの開始に先出って多数のクロック周期Ｃｃｌｏｃｋｓｙｎｃを開始する。Ｃｃ

ｌｏｃｋｓｙｎｃのサイズは、復号器によって使用されるＰＬＬの特性で決まるため、読
取り装置特化パラメータである。
【１４１４】
　エンコーディングが明示刻時される場合、対応する復号器には、クロックを知覚するた
めの追加光センサが組み込まれている。
【１４１５】
　フレームが暗示刻時されると、フレームのビットは、マンチェスタ位相エンコーディン
グを使用して符号化される。ゼロビットは、スペースからマークへの移行で表され、１ビ
ットは、マークからスペースへの移行で表される。いずれの移行も、左側から右側へ画定
される。復号器は、このマンチェスタ位相エンコーディングによって、変調フレームから
クロック信号を引き出すことができる。
【１４１６】
　この場合、プリアンブルは、パイロットの探求に先出って復号器がクロックと同期する
ことができるよう、Ｃｃｌｏｃｋｓｙｎｃビットによって拡張されている。
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　同じマーキング周波数を仮定すると、明示刻時エンコーディングのビット密度は、暗示
刻時エンコーディングのビット密度の２倍である。
【１４１８】
　明示刻時と暗示刻時の間の選択はアプリケーションで決まる。明示刻時には、暗示刻時
より高い縦方向のデータ密度を提供する利点がある。暗示刻時には、明示刻時の場合は２
つの光センサが必要であるのに対して、単一の光センサしか必要としない利点がある。
【１４１９】
　パラメータｂｃｌｏｃｋは、クロックが暗示（ｂｃｌｏｃｋ＝０）であるか明示（ｂｃ

ｌｏｃｋ＝１）であるかを示している。クロック周期内における、変調され、且つ、刻時
されたＫｉｐフレームの長さは、
（式３）　Ｃｆｒａｍｅ＝Ｃｃｌｏｃｋｓｙｎｃ＋Ｌｆｒａｍｅ／（１＋ｂｃｌｏｃｋ）
である。
【１４２０】
　物理的表現
　Ｋｉｐエンコーディングは、変調され、且つ、刻時されたフレームを、縦方向の範囲（
つまりコーディング方向の範囲）と横方向の範囲の両方を有する条片として物理的に表現
している。
【１４２１】
　Ｋｉｐ条片には必ずデータトラックが含まれている。また、Ｋｉｐ条片が暗示刻時では
なく明示刻時される場合、Ｋｉｐ条片にはクロックトラックも含まれている。
【１４２２】
　Ｋｉｐ条片内のクロック周期ｌｃｌｏｃｋは、通常は固定されているが、特定の復号器
は、通常、特定の量のジッタ及び変動に対処することができる。ジッタ及び変動は、読取
り装置内の輸送機構によってももたらされることがある。復号器によってサポートされる
ジッタ及び変動の量は、復号器によって決まる。
【１４２３】
　適切なクロック周期は、媒体及びマーキング機構の特性ならびに読取り装置の特性で決
まる。したがってクロック周期はアプリケーション特化パラメータである。
【１４２４】
　抽象マーク及びスペースは、整合した光センサによってサンプルされると全く別の強度
をもたらし、復号器によるマーク及びスペースの識別を可能にしている、対応する物理的
表現を有している。光センサのスペクトル特性、したがって物理マーク及びスペースの対
応するスペクトル特性は、アプリケーション特化である。
【１４２５】
　マークとスペースの間の移行時間は通常はゼロであるが、クロック周期の最大５％まで
許容される。
【１４２６】
　抽象マークは、通常、赤外線吸収性インクなどの特定の吸収特性を有するインクを使用
して印刷された物理マークによって表され、また、抽象スペースは、通常、このような物
理マークが存在しないこと、つまり広帯域反射性（白色）用紙などの基板の吸収特性によ
って表される。しかしながら、Ｋｉｐはこれには規定されない。
【１４２７】
　マークの長さｌｍａｒｋとスペースの長さｌｓｐａｃｅは通常は同じである。適切なマ
ーク及びスペースは、媒体及びマーキング機構の特性ならびに読取り装置の特性で決まる
。したがってそれらの長さはアプリケーション特化パラメータである。
【１４２８】
　マークの長さ及びスペースの長さは、図１２５に示すように、特定のプリンタの最大ド
ット分解能の最大１／２の分解能でマークを印刷するためには、最大
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【数１】

の係数まで異なっていてもよい。この係数は、図に示すように、１と垂直方向の位置に基
づく限界との間で変化してもよい。
【１４２９】
　マークの長さとスペースの長さの合計は、クロック周期に等しく、
（式４）　ｌｃｌｏｃｋ＝ｌｍａｒｋ＋ｌｓｐａｃｅ

である。
【１４３０】
　条片の全体の長さは、
（式５）　ｌｓｔｒｉｐ＝ｌｃｌｏｃｋ×Ｃｆｒａｍｅ

である。
【１４３１】
　条片内のデータトラック（又はクロックトラック）の最小幅ｗｍｉｎｔｒａｃｋは読取
り装置で決まる。したがってこの幅はアプリケーション特化パラメータである。
【１４３２】
　条片内のデータトラック（又はクロックトラック）の必要な幅ｗｔｒａｃｋは、最大許
容横方向ミスレジストレーションｗｍｉｓｒｅｇ及び対応する光センサの先の輸送通路に
対する条片の最大許容回転αによって決まり、
（式６）　ｗｔｒａｃｋ＝ｗｍｉｎｔｒａｃｋ＋ｗｍｉｓｒｅｇ＋ｌｓｔｒｉｐｔａｎα
である。
【１４３３】
　最大横方向ミスレジストレーション及び回転は、媒体及びマーキング機構の特性ならび
に読取り装置の特性で決まる。したがってそれらはアプリケーション特化パラメータであ
る。
【１４３４】
　条片の幅は、
（式７）　ｗｓｔｒｉｐ＝（１＋ｂｃｌｏｃｋ）×ｗｔｒａｃｋ

である。
【１４３５】
　プリアンブルビット列の長さは、プリアンブルの長さを規定しているパラメータから引
き出される。
【数２】

　誤り修正
　Ｋｉｐエンコーディングには、任意選択で誤り修正コーディング（ＥＣＣ）情報が含ま
れており、復号器は、表面の損傷又は汚れによって破損したビットストリームデータを修
正することができる。図１２６に示すように、フレームにリード－ソロモン冗長データが
追加され、拡張フレームが生成されている。
【１４３６】
　Ｋｉｐリード－ソロモンコードは、以下で説明するように、その記号サイズｍ（ビット
で）、データサイズｋ（記号で）及び誤り修正容量ｔ（記号で）を特徴としている。リー
ド－ソロモンコードは、ビットストリームデータのサイズＬｄａｔａ及び期待ビット誤り
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率に従って選択される。したがってコードのパラメータはアプリケーション特化である。
【１４３７】
　冗長データは、ビットストリームデータとＣＲＣの連結に対して計算される。したがっ
て同じくＣＲＣを修正することも可能である。
【１４３８】
　ビットストリームデータ及びＣＲＣは、それらの長さを記号サイズｍの整数倍にするた
めに、冗長データを計算している間にゼロビットが埋め込まれる。この埋込みは、拡張フ
レームの中には符号化されない。
【１４３９】
　復号器は、リード－ソロモン誤り修正を実行する前にＣＲＣを検証している。ＣＲＣが
有効である場合、場合によっては誤り修正が省略される。ＣＲＣが無効である場合、復号
器は誤り修正を実行する。復号器は、次に、誤り修正が成功したことを確認するためにも
う一度ＣＲＣを検証する。
【１４４０】
　リード－ソロモンコードワードのビット長は、
（式９）　Ｌｃｏｄｅｗｏｒｄ＝（２ｔ＋ｋ）×ｍ
である。
【１４４１】
　リード－ソロモンコードワードの数は、
【数３】

である。
【１４４２】
　冗長データの長さは、
（式１１）　ＬＥＣＣ＝ｓ×（２ｔ×ｍ）
である。
【１４４３】
　拡張フレームのビット長は、
（式１２）　Ｌｅｘｔｅｎｄｅｄｆｒａｍｅ＝Ｌｆｒａｍｅ＋ＬＥＣＣ

である。
【１４４４】
　リード－ソロモンコーディング
　２ｍ項リード－ソロモン符号（ｎ、ｋ）は、その記号サイズｍ（ビットで）、コードワ
ードサイズｎ（記号で）及びデータサイズｋ（記号で）を特徴としている。ｎは、
（式１３）　ｎ＝２ｍ－１
である。
【１４４５】
　符号の誤り修正容量はｔ記号である。ｔは、
【数４】

である。
【１４４６】
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　所与の誤り修正容量の冗長オーバヘッドを最小化するために、冗長記号の数ｎ－ｋは偶
数になるように選択される。つまり、
（式１５）　２ｔ＝ｎ－ｋ
　リード－ソロモン符号は、データ記憶の分野では良く知られ、且つ、理解されており、
したがってここではその詳細な説明は省略する。
【１４４７】
　符号のデータ記号ｄｉ及び冗長記号ｒｊは、図１２７に示すように、それらの対応する
多項式項の累乗に従って左側から右側へ索引が付けられている。データビットは、反対方
向、つまり右側から左側へ索引が付けられることに留意されたい。
【１４４８】
　所与の符号のデータ容量は、符号を破壊することによって、つまりデータ記号のサブセ
ットを系統的に除去することによって小さくすることができる。次に、消失した記号を抹
消として復号中に処理することができる。この場合、
（式１６）　ｎ＝ｋ＋２ｔ＜２ｍ－１
　より長い符号及び誤り修正容量がより大きい符号の復号は、より短い符号又は誤り修正
容量がより小さい符号の復号より計算的により高価である。アプリケーションの制約が符
号の複雑性を制限し、また、必要なデータ容量が選択された符号の容量を超過している場
合、複数のコードワードを使用してデータを符号化することができる。バースト誤りに対
するコードワードの障害許容力を最大化するために、コードワードが交互配置される。
【１４４９】
　Ｋｉｐエンコーディングの効用を最大化するために、ビットストリームは、フレーム内
で、連続的に、且つ、順序正しく符号化される。交互配置の要求事項と連続性及び順序の
要求事項とを調和させるために、ビットストリームは、リード－ソロモン冗長データを計
算するために交互配置が解除され、次に、フレーム内での符号化に先出って再度交互配置
される。したがってビットストリームの順序及び連続性が維持され、拡張フレームの末端
に置かれる交互配置冗長データの個別の連続ブロックが生成される。Ｋｉｐ交互配置スキ
ームについては、以下で詳細に定義する。
【１４５０】
　Ｋｉｐリード－ソロモン符号は、表１１に示す原始多項式を有している。
【表１４】
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　表の項目は、左側に最高次数の係数を有する原始多項式の係数を表している。したがっ
てｍ＝４の原始多項式は、
（式１７）　ｐ（ｘ）＝ｘ４＋ｘ＋１
である。
【１４５１】
　Ｋｉｐリード－ソロモン符号は、次の生成元多項式を有している。
【数５】

　交互配置するために、ｋ個の記号の整数倍ｓからなる一連のｕ個の記号を生成するべく
、ソースデータＤが一連のｍビット記号に分割され、右側にゼロビットで埋め込まれる。
ｓはコードワードの数である。
（式１９）　ｕ＝ｓ×ｋ
（式２０）　Ｄ＝｛Ｄ０，．．．，Ｄｕ－１｝
　次に、このシーケンス内の個々の記号が、交互配置されたコードワードｗの対応する（
ｉ番目の）記号ｄｗ，ｉにマップされる。
（式２１）　ｄｗ，ｉ＝Ｄ（ｉ×ｓ）＋ｗ

　図１２８は、得られた交互配置データ記号を示したものである。これは、コードワード
へのソースデータのインサイチューマッピングであり、ソースデータの再配置ではないこ
とに留意されたい。
【１４５２】
　個々のコードワードの記号は、コードワードをエンコーディングする前に交互配置が解
除され、得られた冗長記号が再度交互配置されて冗長ブロックが形成される。図１２９は
、得られた交互配置冗長記号を示したものである。
【１４５３】
　Ｎｅｔｐａｇｅの概要説明
　Ｎｅｔｐａｇｅの対話性を使用して、印刷済みユーザインタフェースを様々な電話機能
及びアプリケーションに提供し、たとえばモバイル機器の特定の動作モードを可能にし、
或いは計算器アプリケーションとの対話を可能にすることができる。また、モバイル機器
に汎用「キーパッド」、「キーボード」及び「タブレット」入力を提供することも可能で
ある。このようなインタフェースは、電話を使用して事前印刷し、且つ、一まとめにする
ことができ、或いは個別に購入することができ（呼出し音及びテーマと同様、電話操作を
個別化する方法として）、また、電話にプリンタが組み込まれている場合、要求に応じて
印刷することができる。
【１４５４】
　印刷済みＮｅｔｐａｇｅ業務用名刺は、単一のインタフェースに、
　・　コンタクトの詳細を住所録にロードする
　・　ウェブページを表示する
　・　イメージを表示する
　・　コンタクト番号をダイアルする
　・　電子メール、ＳＭＳ又はＭＭＳの形態にする
　・　位置情報を航法システムにロードする
　・　プロモーション又は特殊なオファを起動する
　などを始めとする様々な機能を如何に有効に組み合わせることができるかを示す好例で
ある。
【１４５５】
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　これらの機能は、すべて、単一用途に限定することも可能である。
【１４５６】
　業務用名刺は、誰かに提示するためにモバイル機器のユーザが印刷することができ、或
いは業務に関連するウェブページからモバイル機器のユーザ自身が使用するために印刷す
ることができる。また、業務用名刺は、事前印刷することも可能である。
【１４５７】
　以下で説明するように、Ｎｅｔｐａｇｅポインタ又はペンを他のデバイスに組み込む主
な利点は共同作用である。移動電話機、スマートフォーン又は遠隔通信使用可能ＰＤＡに
Ｎｅｔｐａｇｅポインタ又はペンを組み込むことにより、デバイスは、たとえばＮｅｔｐ
ａｇｅポインタとして、また、ポインタと移動電話網の間の中継つまりＮｅｔｐａｇｅサ
ーバとして、その両方の働きをすることができる。ポインタを使用してページと対話する
場合、インタラクションのターゲットアプリケーションは、電話のディスプレイに情報を
表示し、電話のタッチスクリーンを介してユーザと更なる対話を開始することができる。
ポインタは、その「ニブ」が電話本体の隅に位置するよう、最も有効に構成されており、
ユーザは、電話を操作して、タグが付された表面を容易に指定することができる。
【１４５８】
　電話は、マーキングニブ及び任意選択で連続力センサを組み込みことができ、それによ
りＮｅｔｐａｇｅペンのすべての機能を提供することができる。
【１４５９】
　次に、Ｎｅｔｐａｇｅ使用可能モバイル機器の形態の知覚デバイスと、カードの形態の
印刷媒体に符号化されたデータとの対話の様子を示すために、例示的Ｎｅｔｐａｇｅイン
タラクションについて説明する。好ましい形態では、印刷媒体は、そのモバイル機器又は
他のモバイル機器によって生成されたカードであるが、印刷媒体は、商用トランザクショ
ンの一部として購入され、或いは提供される、商用的に事前印刷済みのカードであっても
よい。また、印刷媒体は、たとえば本、雑誌、新聞又はパンフレットのページであっても
よい。
【１４６０】
　モバイル機器は、領域イメージセンサを使用してタグを知覚し、タグデータを検出する
。モバイル機器は、知覚したデータタグを使用して、移動遠隔通信網を介して文書サーバ
に送信されるインタラクションデータを生成する。文書サーバは、ＩＤを使用して文書記
述にアクセスし、インタラクションを解釈する。状況が適切である場合、文書サーバは、
対応するメッセージをアプリケーションサーバに送信する。次いで、アプリケーションサ
ーバは、メッセージを受け取ると、対応するアクションを実行することができる。
【１４６１】
　通常、Ｎｅｔｐａｇｅペン及びＮｅｔｐａｇｅ使用可能モバイル機器のユーザは、レジ
ストレーションサーバに登録されており、レジストレーションサーバは、ユーザと、対応
する個々のＮｅｔｐａｇｅペン又はＮｅｔｐａｇｅ使用可能モバイル機器に記憶されてい
る識別子とを関連付ける。インタラクションデータの一部として知覚デバイスの識別子を
提供することにより、ユーザを識別し、トランザクション等を実行することができる。
【１４６２】
　Ｎｅｔｐａｇｅ文書は、文書サーバに転送されるＩＤをＩＤサーバに生成させることに
よって作成される。文書サーバは、文書記述を決定し、次に、文書記述とＩＤの間の関係
を記録する。文書記述とＩＤの間の関係を記録することにより、そのＩＤを使用して文書
記述を引き続いて検索することができる。
【１４６３】
　次に、以下でより詳細に説明するように、適切なプリンタによって、ページ記述及びタ
グマップを使用して文書が印刷される前に、ＩＤを使用してタグデータが生成される。
【１４６４】
　個々のタグは、２種類の要素を含んだパターンで表現されている。第１の要素はターゲ
ットである。ターゲットによって、符号化された表面のイメージの中からタグの位置を突
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きとめることができ、また、タグの透視ひずみを推定することができる。第２の種類の要
素はマクロドットである。マクロドットのそれぞれは、その有無によってビットの値を符
号化している。
【１４６５】
　パターンは、符号化された表面に、光学画像化システムによって、詳細には、近赤外線
に対する応答帯域が狭い光学システムによって捕獲することができる方法で示されている
。パターンは、通常、狭帯域近赤外線インクを使用して表面に印刷されている。
【１４６６】
　好ましい実施形態では、領域は、通常、Ｍ－Ｐｒｉｎｔカードの表面全体に対応してお
り、また、領域ＩＤは、独自のＭ－ＰｒｉｎｔカードＩＤに対応している。分かり易くす
るために、以下の説明では、項目及びＩＤは、ＩＤと領域ＩＤは対応している、という理
解の下に参照されている。
【１４６７】
　表面コーディングは、タグ全体の捕獲を保証するだけの十分な広さの捕獲視野が、タグ
を含んだ領域のＩＤの捕獲を保証するだけの十分な広さであるように設計されている。タ
グ自体を捕獲することにより、領域内におけるタグの二次元位置の捕獲ならびに他のタグ
特化データの捕獲が保証される。したがって知覚デバイスは、この表面コーディングによ
り、符号化された表面とただ単に局部対話している間、たとえば符号化された表面をペン
で「クリック」すなわちタップしている間に、領域ＩＤ及びタグ位置を捕獲することがで
きる。
【１４６８】
　タグ構造の実施例
　広範囲にわたる様々なタグ構造（本譲受人の様々な相互参照Ｎｅｔｐａｇｅ出願に記載
されているような）を使用することができる。以下、好ましいタグについて詳細に説明す
る。
【１４６９】
　図１３０は、完全なタグ１４００の構造を示したものである。黒く塗り潰された４つの
円１４０２のそれぞれはターゲットである。タグ１４００及びパターン全体は、物理レベ
ルの４折畳み回転対称を有している。正方形領域１４０４のそれぞれは記号を表しており
、記号のそれぞれは４ビットの情報を表している。
【１４７０】
　図１３１は、記号の構造を示したものである。記号には４つのマクロドット１４０６が
含まれており、そのそれぞれは、それが存在している（１）か或いは存在していない（ゼ
ロ）ことによって１ビットの値を表している。マクロドットスペースは、本明細書を通し
て、パラメータｓで示されている。マクロドットスペースは、１インチ当たり１６００ド
ットのピッチで印刷された９ドットに基づいて、１４３μｍの公称値を有している。しか
しながら、パターンの生成に使用されるデバイスの能力に応じて±１０％の変化が許容さ
れる。
【１４７１】
　図１３２は、隣接する９個の記号のアレイを示したものである。マクロドットスペース
は、記号内及び記号間の両方で一様である。
【１４７２】
　図１３３は、記号内におけるビットの順序を示したものである。ビットゼロ（ｂ０）は
、記号内の最下位ビットであり、ビット３（ｂ３）は最上位ビットである。この順序は、
記号の配向に対するものであることに留意されたい。タグ１４００内の特定の記号の配向
は、記号のラベルの配向でタグ線図に示されている。通常、タグの特定のセグメント内の
すべての記号の配向は、タグの中心に最も近い記号の底部と一致する同じ配向を有してい
る。
【１４７３】
　パターン中の記号表現の一部をなしているのは、マクロドット１４０６のみである。記
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号の正方形の輪郭１４０４は、本明細書では、タグ１４００の構造を更に明確に説明する
ために使用されている。図１３４は、すべてのビットがセットされたタグ１４００の実際
のパターンを実例で示したものである。実際にはタグ１４００のビットがすべてセットさ
れることは決してないことに留意されたい。
【１４７４】
　マクロドット１４０６は、名目上、公称直径が（５／９）ｓの円である。しかしながら
、パターンの生成に使用されるデバイスの能力に応じて±１０％のサイズの変化が許容さ
れる。
【１４７５】
　ターゲット１４０２は、名目上、公称直径が（１７／９）ｓの円である。しかしながら
、パターンの生成に使用されるデバイスの能力に応じて±１０％のサイズの変化が許容さ
れる。
【１４７６】
　タグパターンは、パターンの生成に使用されるデバイスの能力に応じて最大±１０％の
スケールの変化が許容される。公称スケールからの逸脱はすべてタグデータに記録され、
正確な位置サンプルの生成を可能にしている。
【１４７７】
　図１３０に示すタグ構造に示されている個々の記号は、独自のラベルを有している。ラ
ベルのそれぞれは、アルファベット接頭語及び数値接尾語を備えている。
【１４７８】
　タググループ
　タグは、タググループに分けて配置されている。個々のタググループには、正方形に配
置された４つのタグが含まれている。したがって個々のタグは、正方形のタググループ内
におけるその位置に応じて、４つの可能タグタイプのうちの１つを有している。これらの
タグタイプには、図１３５に示すように、００、１０、０１及び１１のラベルが振られて
いる。
【１４７９】
　図１３６は、連続するタイル張りのタグでタググループが反復している様子を示したも
のである。このタイル張りにより、隣接する４つのタグのすべてのセットに個々のタイプ
の１つのタグが確実に含まれる。
【１４８０】
　コードワード
　タグには４つの完全なコードワードが含まれている。コードワードのそれぞれは、破壊
された２４項（８、５）リード－ソロモン符号のコードワードである。コードワードのう
ちの２つはタグに固有である。これらはローカルと呼ばれ、Ａ及びＢのラベルが振られて
いる。したがってタグは、タグに固有の最大４０ビットの情報を符号化している。
【１４８１】
　残りの２つのコードワードは、タグタイプに固有であるが、連続するタイル張りのタグ
内の同じタイプのすべてのタグに共通である。これらはグローバルと呼ばれ、タグタイプ
の添字が付いたＣ及びＤのラベルが振られている。したがってタググループは、連続する
タイル張りのタグ内のすべてのタググループに共通の最大１６０ビットの情報を符号化し
ている。図１３７は、４つのコードワードのレイアウトを示したものである。
リード－ソロモンエンコーディング
　コードワードは、破壊された２４項（８、５）リード－ソロモン符号を使用して符号化
されている。２４項（８、５）リード－ソロモン符号は、２０個のデータビット（つまり
５つの４ビット記号）及び個々のコードワード内の１２個の冗長ビット（つまり３つの４
ビット記号）を符号化している。その誤り検出容量は記号３個である。その誤り修正容量
は記号１個である。Ｎｅｔｐａｇｅのコンテキストにおけるリード－ソロモンエンコーデ
ィングに関する詳細な情報については、相互参照によりその内容が本明細書に組み込まれ
ている、２００４年４月２日出願のＵＳＳＮ　１０／８１５，６４７（事件整理番号ＨＹ
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Ｇ００１ＵＳ）を参照されたい。
【１４８２】
　移動環境におけるＮｅｔｐａｇｅ
　図１３８は、局所及び遠隔アプリケーションならびに局所及び遠隔Ｎｅｔｐａｇｅサー
バが組み込まれたＮｅｔｐａｇｅシステムのアーキテクチャの概要を提供したものである
。包括的Ｎｅｔｐａｇｅシステムについては、本譲受人の特許及び同時係属出願の多くに
広範囲にわたって記述されており（たとえばＵＳＳＮ　０９／７２２，１７４（事件整理
番号ＮＰＡ０８１ＵＳ））、したがってここではその詳細な説明は省略する。しかしなが
ら、包括的Ｎｅｔｐａｇｅシステムに対する多くの拡張及び変更が、Ｎｅｔｐａｇｅをベ
ースとする様々な機能をモバイル機器の中で具体化するための一部として使用されている
。これは、印刷中（又は印刷されようとしている）印刷媒体に符号化されているデータの
Ｎｅｔｐａｇｅに関連する知覚と、プリンタを備えた、或いはプリンタを備えていないＮ
ｅｔｐａｇｅ使用可能モバイル機器の両方に言える。
【１４８３】
　図１３８を参照すると、移動電話機１上で走っているＮｅｔｐａｇｅマイクロサーバ７
９０は、翻訳印刷汎用ディジタルインク向けではなく、翻訳印刷クリック向けの条件付き
Ｎｅｔｐａｇｅ機能セットを提供している。マイクロサーバ７９０がプリンタドライバ７
１８からクリック事象を受け取ると、マイクロサーバ７９０は、受け取ったクリック事象
を通常のＮｅｔｐａｇｅ方法で翻訳する。これには、クリックインプレッションＩＤと結
合したページ記述を検索し、且つ、クリック位置をページ記述内の対話要素に対してヒッ
ト試験するステップが含まれている。これにより、マイクロサーバは、コマンド要素を識
別し、コマンド要素によって指定されたアプリケーションにコマンドを送信することにな
る。この機能は、上で最初に相互参照した多くのＮｅｔｐａｇｅ出願に記載されている。
【１４８４】
　ターゲットアプリケーションは、ネットワーク７８８を介してアクセスすることができ
る局部アプリケーション７９２又は遠隔アプリケーション７００であってもよい。マイク
ロサーバ７９０は、実行中のアプリケーションにコマンドを引き渡すことができ、或いは
未だ実行していない場合は、そのアプリケーションを開始させることができる。
【１４８５】
　マイクロサーバ７９０が未知のインプレッションＩＤに対するクリックを受け取ると、
マイクロサーバ７９０は、そのインプレッションＩＤを使用して、そのクリックを処理す
ることができるネットワークベースＮｅｔｐａｇｅサーバ７９８を識別し、翻訳するため
にクリックをそのサーバに送信する。Ｎｅｔｐａｇｅサーバ７９８は、モバイル機器にア
クセスすることができる専用イントラネット上にあっても、或いは公共インタネット上に
あってもよい。
【１４８６】
　既知のインプレッションＩＤである場合、マイクロサーバ７９０は、Ｎｅｔｐａｇｅサ
ーバ７９８を介してではなく、遠隔アプリケーション７００と直接対話することができる
。
【１４８７】
　モバイル機器がプリンタ４を備えている場合、任意選択の印刷サーバ７９６が提供され
る。印刷サーバ７９６は、移動電話機１上で走っており、遠隔アプリケーション及びＮｅ
ｔｐａｇｅサーバから印刷要求を受け取る。印刷サーバが信用できないアプリケーション
から印刷要求を受け取ると、印刷サーバは、そのアプリケーションに、モバイル機器によ
って既に発行済みの単一用途印刷トークンを示すように要求することができる。
【１４８８】
　モバイル機器上で走っている表示サーバ７０４は、遠隔アプリケーション及びＮｅｔｐ
ａｇｅサーバから表示要求を受け取る。表示サーバ７０４が信用できないアプリケーショ
ンから表示要求を受け取ると、表示サーバ７０４は、そのアプリケーションに、モバイル
機器によって既に発行済みの単一用途表示トークンを示すように要求することができる。
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表示サーバ７０４は、モバイル機器のディスプレイ７５０を制御している。
【１４８９】
　図１３９に示すように、モバイル機器は、Ｎｅｔｐａｇｅスタイラス、ペン又は他のＮ
ｅｔｐａｇｅ入力デバイス７０８のための中継として作用することができる。マイクロサ
ーバ７９０が未知のインプレッションＩＤに対するディジタルインクを受け取ると、マイ
クロサーバ７９０は、そのインプレッションＩＤを使用して、そのディジタルインクを処
理することができるネットワークベースＮｅｔｐａｇｅサーバ７９８を識別し、翻訳する
ためにディジタルインクをそのサーバに送信する。
【１４９０】
　必ずしもその必要はないが、マイクロサーバ７９０は、ディジタルインクを翻訳する機
能の一部を有するように構成することができる。たとえば、マイクロサーバ７９０は、チ
ェックボックス及び引出しフィールドのみと結合したディジタルインクを翻訳することが
でき、若しくは基本文字認識を実行することができ、或いは遠隔サーバの協力を得て文字
認識を実行することができる。
【１４９１】
　また、マイクロサーバは、Ｎｅｔｐａｇｅ「タブレット」を介して捕獲されたディジタ
ルインクをモバイル機器のオペレーティングシステムに経路指定することができるように
構成することも可能である。Ｎｅｔｐａｇｅタブレットは、事前印刷済み表面又は要求に
応じて印刷される表面であっても、或いはモバイル機器のディスプレイ上のオーバレイ又
はアンダーレイであってもよい。
【１４９２】
　Ｎｅｔｐａｇｅポインタには、Ｎｅｔｐａｇｅペンのために開発され、Ｎｅｔｐａｇｅ
ペンによって使用される同じイメージセンサ及びイメージ処理ＡＳＩＣ（「Ｊｕｐｉｔｅ
ｒ」と呼ばれており、以下で詳細に説明する）が組み込まれている。Ｊｕｐｉｔｅｒは、
照明ＬＥＤを起動し、タグ付き表面のイメージを捕獲することによって接触スイッチに応
答している。Ｊｕｐｉｔｅｒは、次に、モバイル機器のプロセッサに「クリック」を知ら
せる。Ｎｅｔｐａｇｅポインタには、Ｎｅｔｐａｇｅペンと同様の光学設計が組み込まれ
ているが、理論的にはより小さい形状係数を有している。より小さい形状係数は、以下で
説明するように、より精巧な多重レンズ設計を使用して達成される。
Ｎｅｔｐａｇｅタグからの媒体情報の直接獲得
　媒体情報は、Ｎｅｔｐａｇｅタグから直接獲得することができる。特に、Ｎｅｔｐａｇ
ｅタグパターンからＮｅｔｐａｇｅ識別子及びディジタル署名を得ることができるため、
媒体情報をＮｅｔｐａｇｅタグから直接獲得することは、データトラックが不要であるか
、或いは最小限のデータトラックしか必要としない点で有利である。
【１４９３】
　Ｎｅｔｐａｇｅタグセンサは、スナップショットイメージからタグパターンを読み取る
ことができる。これは、カードが用紙通路に入る際に、輸送機構と係合する前に、更には
、必要に応じて、プリンタ制御装置が起動する前にイメージを捕獲することができる点で
有利である。
【１４９４】
　媒体が媒体給送通路に入る際又は媒体給送通路を通過する際にタグを読み取ることがで
きるＮｅｔｐａｇｅタグセンサについては、追って、Ｎｅｔｐａｇｅクリッカのサブセク
ションの中で詳細に説明する（図１４０及び１４１を参照されたい）。
【１４９５】
　一方、輸送中（読取りフェーズの間又は印刷フェーズの間のいずれか）にタグパターン
を読み取る利点は、プリンタが、Ｎｅｔｐａｇｅタグパターンとプリンタによって印刷さ
れる視覚内容との間の横方向及び縦方向のレジストレーションに関する正確な情報を得る
ことができることである。捕獲された単一のタグイメージを使用して、いずれか一方の方
向又は両方の方向のレジストレーションを決定することができるが、少なくとも２つの捕
獲イメージに基づいてレジストレーションを決定することが好ましい。イメージは、単一
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のセンサを使用して連続的に捕獲することができ、或いは２つのセンサを使用して、同時
又は連続的にイメージを捕獲することができる。様々な平均化手法を使用して、捕獲され
た複数のイメージから、単一のイメージを利用する場合より正確にいずれか一方の方向又
は両方の方向の位置を決定することができる。
【１４９６】
　カード自体の製造公差又は用紙通路の公差のいずれかのためにタグパターンが印刷ヘッ
ドに対して回転している場合、タグパターンを読み取ってその回転を決定することが有利
である。その場合、プリンタは、決定した回転をＮｅｔｐａｇｅサーバに報告することが
できる。Ｎｅｔｐａｇｅサーバは、それを記録し、カードを介して捕獲されたディジタル
インクを最終的に翻訳する際に使用することができる。捕獲された単一のタグイメージを
使用して回転を決定することができるが、少なくとも２つの捕獲イメージに基づいて回転
を決定することが好ましい。イメージは、単一のセンサを使用して連続的に捕獲すること
ができ、或いは２つのセンサを使用して、同時又は連続的にイメージを捕獲することがで
きる。様々な平均化手法を使用して、捕獲された複数のイメージから、単一のイメージを
利用する場合より正確に回転を決定することができる。
【１４９７】
　Ｎｅｔｐａｇｅオプション
　以下の媒体コーディングオプションは、Ｎｅｔｐａｇｅタグに関連している。Ｎｅｔｐ
ａｇｅについては、後のセクションでより詳細に説明する。
Ｎｅｔｐａｇｅタグ配向
　カードを符号化することにより、プリンタは、印刷ヘッドに対するカード上のＮｅｔｐ
ａｇｅタグの配向を、場合によっては印刷を開始する前に決定することができる。したが
ってプリンタは、印刷を開始する前にページ図形を回転させ、カード上のＮｅｔｐａｇｅ
タグの配向と整合させることができる。また、カードを符号化することにより、プリンタ
は、Ｎｅｔｐａｇｅサーバによる記録のために、カード上のＮｅｔｐａｇｅタグの配向を
報告することができる。
Ｎｅｔｐａｇｅタグ位置
　上で説明した横方向及び縦方向のレジストレーションならびに運動追跡が媒体コーディ
ングによる手段以外の他の手段によって達成される場合、それがカード自体の製造公差に
よるものであれ、或いはプリンタの用紙通路の公差によるものであれ、媒体コーディング
自体と印刷内容の間のあらゆるミスレジストレーションは、Ｎｅｔｐａｇｅタグと印刷内
容の間の横方向及び／又は縦方向のレジストレーション誤差としてそれら自体が現れる。
このレジストレーション誤差は、ユーザをがっかりさせることになる。たとえば、ハイパ
ーリンクのゾーンは、ハイパーリンクの視覚表現を正確に登録することができない可能性
がある。
【１４９８】
　カードの位置に関連して上で説明したように、媒体コーディングは、横方向及び縦方向
の正確なレジストレーションならびに媒体コーディング自体の動きを追跡するための基礎
を提供することができ、また、プリンタは、このレジストレーションをＮｅｔｐａｇｅ識
別子と共にＮｅｔｐａｇｅサーバに報告することができる。Ｎｅｔｐａｇｅサーバは、こ
のレジストレーション情報を、公称レジストレーションと実際のレジストレーションの間
のあらゆる逸脱を修正し、且つ、翻訳に先立って、その修正に基づいて、カードを介して
捕獲されたあらゆるディジタルインクを修正する二次元オフセットとして記録することが
できる。
Ｎｅｔｐａｇｅ識別
　カードを符号化することにより、プリンタは、カードに固有の９６ビットＮｅｔｐａｇ
ｅ識別子を決定することができる。したがってプリンタは、Ｎｅｔｐａｇｅサーバによる
記録のために、カードのＮｅｔｐａｇｅ識別子を報告することができる（Ｎｅｔｐａｇｅ
サーバは、この識別を使用して、印刷図形と入力記述を結合する）。
【１４９９】



(268) JP 2008-541245 A 2008.11.20

10

20

30

40

50

　カードを符号化することにより、プリンタは、カードに固有のＮｅｔｐａｇｅ識別子を
カードの両面から決定することができる。したがってプリンタ設計者は、カードの最も都
合のいい面からＮｅｔｐａｇｅ識別子を柔軟に読み取ることができる。
【１５００】
　カードを符号化することにより、プリンタは、そのカードが承認されたＮｅｔｐａｇｅ
カードであるかどうかを決定することができる。したがってプリンタは、承認されていな
いカードに対するＮｅｔｐａｇｅ関連のステップの実行を回避し、事実上、そのＮｅｔｐ
ａｇｅの対話性を不能にすることができる。したがって、偽造カードによる、同じＮｅｔ
ｐａｇｅ識別子を有する有効カードの使用に対する妨害が防止される。
【１５０１】
　カードを符号化することにより、プリンタは、Ｎｅｔｐａｇｅ識別子及びそのＮｅｔｐ
ａｇｅ識別子と結合した固有ディジタル署名の両方を決定することができる。したがって
プリンタは、Ｎｅｔｐａｇｅ媒体とのインタラクションを制御するために既に配置されて
いるディジタル署名検証機構を使用して偽造カードを防止することができる。
Ｎｅｔｐａｇｅ対話性
　実質的にカードの表面全体にＮｅｔｐａｇｅタグを符号化することにより、Ｎｅｔｐａ
ｇｅ知覚デバイスは、印刷後のカードと対話することができる。したがってプリンタは、
タグを印刷する機能を備える必要なく、対話型Ｎｅｔｐａｇｅ内容を印刷することができ
る。
【１５０２】
　カードの裏面にＮｅｔｐａｇｅタグを符号化することにより、Ｎｅｔｐａｇｅ知覚デバ
イスはカードと対話することができる。したがってカードの裏面に対話型Ｎｅｔｐａｇｅ
内容を事前に印刷することができる。
暗号手法
背景
　好ましい実施形態と共に使用するために設計された空白媒体は、運動知覚及びＮｅｔｐ
ａｇｅ対話性をサポートし、且つ、偽造カードを防止するための多くの要求事項を満足す
るべく予め符号化されている。
【１５０３】
　以下のセクションでは、偽造空白媒体又は符号化されていない空白媒体を検出し、且つ
、拒否するために使用することができる認証機構について説明する。以下、偽造媒体又は
符号化されていない媒体を無効媒体と呼ぶ。
【１５０４】
　無効媒体を防止する必要性は、多くの要求事項から派生している。色管理は、実際の媒
体特性と密接に結びついているため、最高レベルの印刷品質が保証されるのは純正媒体の
みである。したがって無効媒体を拒否することにより、最高レベルの印刷品質が保証され
る。逆に、無効媒体に対しては印刷品質を保証することはできない。
【１５０５】
　Ｎｅｔｐａｇｅ対話性は、好ましい実施形態における印刷媒体の基本的な特性である。
無効媒体を拒否することにより、Ｎｅｔｐａｇｅの対話性が適切にイネーブルされること
が保証される。つまり、有効で且つ固有のＮｅｔｐａｇｅタグパターンが常に存在してい
ることが保証される。
【１５０６】
　また、媒体の識別及び認証を使用して、たとえば品質を管理する目的で媒体の有効期間
の満了を制御することも可能である。
【１５０７】
　媒体は、一度印刷されると、媒体ホルダに媒体に関連する情報への特権的アクセスを備
えた媒体ホルダを提供するセキュアトークンとして作用することができる。たとえば、媒
体は、写真のプリントアウトを担うことができ、その場合、媒体は、その写真に対応する
ディジタルイメージにホルダアクセスを与えるトークンとして作用することができる。
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【１５０８】
　また、本明細書に記載されているこの機構を使用して、セキュアトークンとして媒体を
認証することも可能である。
【１５０９】
　媒体識別子及びディジタル署名
　好ましい実施形態では、媒体コーディングには、固有媒体識別子及びその媒体識別子と
結合した２つのディジタル署名が含まれている。ディジタル署名については、以下で詳細
に説明する。媒体識別子及びディジタル署名は、以下で説明するようにＮｅｔｐａｇｅタ
グパターンの中に符号化され、また、データトラックが存在している場合、データトラッ
クの中にも符号化される。
【１５１０】
　短いディジタル署名は、認証サーバのみが知っている方法で媒体識別子と結合している
ディジタル署名である。たとえば、短い署名は、認証サーバによって明確に記録される、
媒体識別子によって指示される乱数であってもよい。したがってこの短いディジタル署名
は、サーバが認証しなければならない。
【１５１１】
　長いディジタル署名は、媒体識別子の公開キーディジタル署名である。媒体識別子には
、任意選択で、署名に先出って乱数が埋め込まれる。公開キーディジタル署名は、オーセ
ンチケータが、媒体識別子と結合した公共利用可能公開キーを所有している限り、認証サ
ーバに照会することなく認証することができる。この埋込みは、必要に応じて認証サーバ
に照会して認証することも可能である。
【１５１２】
　短い署名と長い署名を組み合わせて使用することも可能である。
【１５１３】
　空白事前符号化媒体が正確に複製されると、自ら偽造品として認証不可能なコピーにな
る。しかしながら、認証サーバは、媒体識別子の製造、移動及び／又は使用を追跡するこ
とにより、同じ媒体識別子の多重使用を検出し、不正の疑いあり、としてこのような使用
を拒否することができる。偽造者は、新規な（すなわち見ることができない）媒体識別子
のための有効なディジタル署名を推測することができないため、複製品を拒否しても、有
効な媒体のユーザが不利になることはない。
【１５１４】
　印刷中の認証
　Ｍ－Ｐｒｉｎｔ印刷デバイスは、印刷の前、印刷中又は印刷が完了した後に、媒体識別
子及び一方又は両方のディジタル署名を獲得するように構成されている。Ｍ－Ｐｒｉｎｔ
デバイスは、Ｎｅｔｐａｇｅタグパターンからこの情報を獲得し、及び／又はデータトラ
ックが存在している場合はデータトラックからこの情報を獲得する。
【１５１５】
　Ｍ－Ｐｒｉｎｔデバイスは、この情報を使用して媒体を認証することができる。Ｍ－Ｐ
ｒｉｎｔデバイスは、認証サーバに問い合わせることによって媒体識別子及び短い署名を
認証することができ、或いはＭ－Ｐｒｉｎｔデバイスが適切な公開キーを既に所有してい
る場合は、媒体識別子及び長い署名をローカルで認証することができる。Ｍ－Ｐｒｉｎｔ
デバイスは、一定の範囲の媒体識別子のうちの１つに最初に遭遇すると、その範囲の媒体
識別子と結合した公開キーを獲得することができ、次に、範囲によって指示される将来の
使用に備えて、獲得した公開キーをローカルでキャッシュすることができる。Ｍ－Ｐｒｉ
ｎｔデバイスは、たとえば最長時間未使用法、最低頻度使用法に基づいてそのキャッシュ
をいつでもリゲイン空間にフラッシュすることができる。Ｍ－Ｐｒｉｎｔデバイスは、認
証サーバ自身又は信頼できる他の任意のソースから公開キーを獲得することができる。
【１５１６】
　印刷の前又は印刷中にＭ－Ｐｒｉｎｔデバイスが媒体を認証することができない場合、
Ｍ－Ｐｒｉｎｔデバイスは、その媒体の使用を防止するべく印刷を中止することができる
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。印刷後にしか媒体を認証することができない場合であっても、Ｍ－Ｐｒｉｎｔデバイス
は、その媒体が偽造品であることを示すフィードバックをユーザに提供することができる
。
【１５１７】
　Ｍ－Ｐｒｉｎｔデバイスが媒体から符号化情報を全く獲得することができない場合、Ｍ
－Ｐｒｉｎｔデバイスは、印刷を中止することができ、及び／又は媒体が無効であること
をユーザに知らせることができる。
【１５１８】
　印刷内容のソースがネットワークをベースとしたものであり、また、Ｍ－Ｐｒｉｎｔデ
バイス自体が信頼できない場合、印刷内容を提供しているサーバは、媒体認証に基づいて
その内容を引き渡すことができる。つまり、媒体自身が印刷を可能にするためのセキュア
トークンとして作用することができる。
【１５１９】
　Ｎｅｔｐａｇｅインタラクション中の認証
　Ｎｅｔｐａｇｅ位置決め装置（Ｎｅｔｐａｇｅポインタを組み込んだＭ－Ｐｒｉｎｔデ
バイスなど）は、印刷済みＭ－Ｐｒｉｎｔ媒体などのＮｅｔｐａｇｅ使用可能媒体上にタ
ップされると（或いはスワイプされると）、Ｎｅｔｐａｇｅタグパターンから媒体識別子
及び一方又は両方のディジタル署名を獲得するように構成されている。
【１５２０】
　したがってＮｅｔｐａｇｅ位置決め装置は、そうしなければならない場合、上で説明し
た機構を使用して媒体を認証することができる。
【１５２１】
　より重要なことには、Ｎｅｔｐａｇｅ位置決め装置は、使用中のＮｅｔｐａｇｅサーバ
に媒体識別子及び一方又は両方のディジタル署名（又はその断片）のコピーを提供するこ
とによって有効媒体との対話を提供することができる。したがってサーバはその媒体を認
証することができ、延いては無効媒体とのインタラクションの試行を拒否することができ
る。たとえば、サーバは、印刷済みの写真と結合したディジタルイメージのダウンロード
試行を拒否し、有効媒体の識別子の単なる推測に基づく写真イメージへの不正なアクセス
を防止することができる。
【１５２２】
　媒体は、一度印刷されると、媒体に関連する情報への特権的アクセスを備えた媒体ホル
ダを提供するセキュアトークンとして作用することができる。たとえば、媒体は、写真の
プリントアウトを担うことができ、その場合、媒体は、その写真に対応するディジタルイ
メージへのアクセスをホルダに与えるトークンとして作用することができる。
【１５２３】
　また、本明細書に記載されているこの機構を使用して、セキュアトークンとして媒体を
認証することも可能である。
移動ＮｅｔｐａｇｅコンテキストにおけるＭ－Ｐｒｉｎｔの機密保護
　上で説明したように、認証には、データとそのデータの署名との間の一致の検証が利用
されている。偽造品の署名が困難であればあるほど、署名をベースとする認証の信頼性が
高くなる。
【１５２４】
　ＮｅｔｐａｇｅＩＤは固有であり、したがって署名の基礎を提供している。オンライン
認証アクセスが仮定されている場合、署名は、単純に、信頼できるオンラインオーセンチ
ケータへのアクセスが可能な認証データベースのＩＤと結合した乱数であってもよい。こ
の乱数は、決定性（擬似ランダム）アルゴリズム或いは確率的物理プロセスなどの適切な
任意の方法を使用して生成することができる。乱数の場合、認証データベースに余分の空
間が不要であるため、場合によっては打けんハッシュ又は暗号化ハッシュであることが好
ましい。しかしながら、打けん署名と同じ長さの無作為署名は、キー攻撃を受け難いため
、打けん署名より安全である。同様に、より短い無作為署名によっても、より長い打けん
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署名と同じ機密性が提供される。
【１５２５】
　ごく限られた事例では、データベースにＩＤが存在していること自体が認証性を示して
いるため、署名は実際には不要である。しかしながら、署名を使用することにより、偽造
者が実際に目論んでいる偽造アイテムが制限される。
【１５２６】
　見えないＩＤに対する署名の偽造を防止するためには、署名は、オンラインオーセンチ
ケータへの反復アクセスによるしらみ潰しの探索を対話可能にするだけの十分な大きさで
なければならない。また、署名がキーを使用して無作為にではなく生成される場合、その
長さは、偽造者による既知のＩＤ署名対からのキーの推測を防止するだけの十分な長さで
なければならない。数百ビットの署名は、専用キーを使用して生成されたものであれ、或
いは機密キーを使用して生成されたものであれ、安全と見なされている。
【１５２７】
　合理的に安全な無作為署名をタグ（又はローカルタググループ）に含めることは、場合
によっては実際的であるが、とりわけＩＤの長さを短くして署名のためのより多くの空間
を提供する場合、安全なＩＤ派生署名をタグに含めることは、場合によっては実際的では
ない。その代わりに、複数のタグに署名の断片を分散させることによって安全なＩＤ派生
署名をサポートすることができる。個々の断片をＩＤに対して個別に検証することができ
る場合、知覚デバイスの視野を広げることなく認証をサポートする目的が達成される。偽
造者は、検証するためにユーザが無作為に選択する断片を予測することができないため、
署名の機密性は、依然として、断片の長さからではなく、署名の長さ全体から引き出すこ
とができる。信頼できるオーセンチケータは、キー及び／又は完全に記憶されている署名
へのアクセスを有しているため、いつでも断片の検証を実行することができ、したがって
、信頼できるオーセンチケータへのオンラインアクセスを利用することができる場合は、
いつでも断片を検証することができる。
【１５２８】
　断片を検証するためには、個々の断片に対する暴力的な攻撃を防止しなければならず、
さもなければ偽造者は、個々の断片を攻撃することによって署名全体を決定することがで
きる。暴力的な攻撃は、ＩＤ毎にオーセンチケータを絞ることによって防止することがで
きる。しかしながら、断片が短い場合、極端な絞りが必要である。オーセンチケータを絞
る代替として、オーセンチケータは、その代わりに、所与の断片数に対して喜んで応答す
ることができる検証要求の数を強制的に制限することができる。強要される制限がたとえ
小さい制限であっても、利用可能な多くの断片が存在しており、また、ユーザによって選
択された実際の断片を変更することができるため、通常のユーザが所与の断片にそれを使
い果たしてしまうことは有り得ない。１つの制限であっても場合によっては現実的である
。より一般的には、制限は、断片のサイズに比例していなければならない。つまり、断片
が小さいほど制限が小さくなる。したがってユーザは、幾分か不変の断片サイズを経験す
ることになる。断片検証制限を絞り、且つ、強制することは、オーセンチケータへの要求
を直列化することをほのめかしている。断片検証制限を課す必要があるのは、検証に失敗
したときのみである。つまり、最初に失敗するまでは何度検証に成功してもよい。また、
断片検証制限を強制するためには、オーセンチケータは、満足した検証要求の断片毎のカ
ウントを維持しなければならない。
【１５２９】
　また、暴力的な攻撃は、タグの中に符号化されている無作為署名を使用して断片を連結
することによって防止することができる。無作為署名は、断片を保護していると見なすこ
とも可能であるが、無作為署名の長さが単純に長くなり、したがってその機密性が向上し
たものとして断片を見なすことも可能である。断片検証制限は、アタッカーが、当該ＩＤ
の検証を更に妨害するために、無効検証要求で故意にその制限を超過するサービス攻撃を
否定するために、検証主体に課すことができる。このサービス攻撃は、付随している無作
為署名が適正である場合、断片検証制限を断片に強制することによってのみ防止すること
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ができる。
【１５３０】
　断片検証は、最小数の断片の検証を同時に要求することによってより安全に実施するこ
とができる。
【１５３１】
　断片の検証には断片識別が必要である。断片には明確に番号を振ることができ、或いは
それらのタグの二次元座標、つまり連続するタイル張りのタグ全体に反復する署名である
モジュロによってより経済的に識別することができる。
【１５３２】
　また、ＩＤ自体の長さが制限されているため、更に弱点が導入される。理想的には、Ｉ
Ｄの長さは、少なくとも数百ビットでなければならない。Ｎｅｔｐａｇｅ表面コーディン
グスキームの場合、ＩＤの長さは９６ビット以下である。これは、ＩＤに埋込みを施すこ
とによって克服することができる。これを有効に実施するためには、この埋込みは変数で
なければならない。つまり、この埋込みは、ＩＤ毎に変化しなければならない。理想的に
は、この埋込みは、単純に乱数であり、次に、ＩＤによって指示された認証データベース
に記憶しなければならない。埋込みがＩＤから決定論的に生成される場合、その埋込みは
無価値である。
【１５３３】
　機密キー署名をオフラインで認証するためには、信頼できるオフライン認証デバイスを
使用しなければならない。ＱＡチップ（これは、すべて１９９８年６月８日出願の６，５
６６，８５８（事件整理番号ＡＵＴＨ０２ＵＳ）、６，３３１，９４６（事件整理番号Ａ
ＵＴＨ０４ＵＳ）、６，２４６，９７０（事件整理番号ＡＵＴＨ０５ＵＳ）、６，４４２
，５２５（事件整理番号ＡＵＴＨ０６ＵＳ）を始めとする多くの米国特許の主題である）
は、容量には制限があるが、このようなデバイスのための基礎を提供している。ＱＡチッ
プは、その内部メモリに安全に保持されている機密キーを使用してプログラムし、署名を
検証することができる。しかしながら、このシナリオの場合、ＩＤ毎に埋込みをサポート
することは実際的ではなく、また、ごく少数の機密キーより多くの機密キーをサポートし
たとしても実際的ではない。また、この方法でプログラムされたＱＡチップは、選択メッ
セージ攻撃を受け易い。これらの制約が、ＱＡチップをベースとする信頼できるオフライ
ン認証デバイスのニッチェアプリケーションへの適用性を制限している。
【１５３４】
　保護アイテムのクリエータは、通常、信頼できるあらゆる特定のオフライン認証デバイ
スがその機密保護を主張しているにもかかわらず、自身の機密署名キーをこのようなデバ
イスに委せることを好まないようであり、それが同じくこのようなデバイスのニッチェア
プリケーションへの適用性を制限しているようである（このようなニッチェアプリケーシ
ョンは、依然として重要であるにもかかわらず）。
【１５３５】
　一方、公開キー署名（つまり対応する専用キーを使用して生成された署名）のオフライ
ン認証は、高度に実用的である。公開キーを利用しているオフライン認証デバイスは、公
開キーのすべての番号を単純に保持することができる。また、このようなオフライン認証
デバイスは、オフライン認証デバイスがあるＩＤに遭遇し、そのＩＤに対する対応する公
開署名キーを有していないことが分かると、要求に応じて非常駐オンライン接続を介して
追加公開キーを検索するように設計することができる。保護アイテムのほとんどのクリエ
ータにとっては、信頼できないオフライン認証は、自らの専用署名キーを自らが排他的に
制御することができるため、魅力的であるように思われる。
【１５３６】
　公開キー署名のオフライン認証の欠点は、署名全体をコーディングから獲得しなければ
ならず、最小の視野で認証をサポートしようとする一般的な願望と相容れないことである
。一方、公開キー署名のオフライン認証の利点は、公開署名キーを使用して署名を解読す
ることによってＩＤとその埋込みの両方が生成され、次にこの埋込みを無視することがで
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埋込みが無視されないため、偽造者は、オフライン認証の間、この埋込みが無視されるこ
とを利用することができない。
【１５３７】
　全体に分布した署名の捕獲は、それほど面倒ではない。ハンドヘルド知覚デバイスを使
用して符号化表面全体を任意に無作為スワイプ又は線形スワイプすることにより、署名の
すべての断片を速やかに捕獲することができる。知覚デバイスは、全断片セットが捕獲さ
れたこと及び認証が完了したことをユーザに知らせるよう、容易にプログラムすることが
できる。知覚デバイスは、署名が存在していることをタグが示している場合、認証のみを
実行するようにプログラムすることができる。
【１５３８】
　プリンタを組み込んだモバイル機器の好ましい実施形態を使用して、印刷の前又は印刷
中に印刷媒体を認証するコンテキストの中では、スワイプの必要性は、それほど重大な問
題ではない。好ましい形態では、印刷媒体は、印刷するために媒体給送通路に挿入される
。知覚デバイスは、この挿入中又は挿入に引き続いて印刷媒体がモバイル機器の駆動機構
によって移動している間のいずれかに、必要なすべての署名断片を獲得するだけの十分な
一連のタグを読み取ることができる。
【１５３９】
　認証の使用については、Ｎｅｔｐａｇｅタグを参照して既に説明した通りであるが、事
前印刷済み印刷媒体にデータを符号化するために使用される線形エンコーディングスキー
ム（又は他の任意のエンコーディングスキーム）にも同様の原理を適用することができる
。
【１５４０】
　公開キー署名は、無作為に生成されたものであれ、或いは機密キーを使用して生成され
たものであれ、その複数の断片のうちの任意の断片を介して、あらゆる署名と同じ方法で
オンラインで認証することができることに留意されたい。信頼できるオンラインオーセン
チケータは、専用キー及びＩＤ埋込みを使用して、要求に応じて署名を生成することがで
き、或いは署名を認証データベースに明確に記憶することができる。後者の手法は、ＩＤ
埋込みを記憶する必要性を除去している。
【１５４１】
　また、信頼できるオーセンチケータへのオンラインアクセスを利用することができる場
合であっても、署名をベースとする認証を断片をベースとする認証の代わりに使用するこ
とができることに留意されたい。
【１５４２】
　表１３は、好ましいエンコーディングスキームで符号化されたデータ構造を使用して機
能する署名スキームを要約したものである。これらの制限は、本発明と共に使用すること
ができる必ずしもすべてのエンコーディングスキームに適用されるわけではないことは理
解されよう。
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【表１５】

　暗号化アルゴリズム
　公開キー署名をオフラインで認証する場合、ユーザの認証デバイスは、通常、その署名
を最初に生成する際に使用された埋込みへのアクセスを有していない。したがって、認証
デバイスが署名中のＩＤとタグから獲得したＩＤとを比較することができるようにするた
めには、署名検証ステップはその署名を解読しなければならない。それが、署名を解読す
ることによって署名を検証するステップを実行しないアルゴリズム、たとえば米国商務省
／国家規格及び技術協会のＤｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｔｕｒｅ　Ａｌｇｏｒｉｔｈｍ規
格であるＤｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｔｕｒｅ　Ｓｔａｎｄａｒｄ（ＤＳＳ）（ＦＩＰＳ
　１８６－２、２０００年１月２７日）の使用を阻んでいる。
【１５４３】
　ＲＳＡ暗号化は、
　・　Ｒｉｖｅｓｔ，Ｒ．Ｌ．、Ａ．Ｓｈａｍｉｒ及びＬ．Ａｄｌｅｍａｎ著「Ａ．Ｍｅ
ｔｈｏｄ　ｆｏｒ　Ｏｂｔａｉｎｉｎｇ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｔｕｒｅｓ　ａｎ
ｄ　Ｐｕｂｌｉｃ－Ｋｅｙ　Ｃｒｙｐｔｏｓｙｓｔｅｍｓ」（Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏ
ｎｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　ＡＣＭ、Ｖｏｌ．２１、Ｎｏ．２、１９７８年２月、１２０～１２
６頁）
　・　Ｒｉｖｅｓｔ，Ｒ．Ｌ．、Ａ．Ｓｈａｍｉｒ及びＬ．Ｍ．Ａｄｌｅｍａｎ著「Ｃｒ
ｙｐｔｏｇｒａｐｈｉｃ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　ｓｙｓｔｅｍ　ａｎｄ　ｍｅ
ｔｈｏｄ」（１９８３年９月２０日発行の米国特許４，４０５，８２９）
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　・　ＲＳＡ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓ、ＰＫＣＳ＃１　ｖ２．０：ＲＳＡ　Ｅｎｃｒ
ｙｐｔｉｏｎ　Ｓｔａｎｄａｒｄ（１９９８年１０月１日）
　に記載されている。
【１５４４】
　ＲＳＡは、署名を解読する適切な公開キーディジタル署名アルゴリズムを提供している
。ＲＳＡは、米国国家規格協会のＡＮＳＩ　Ｘ９．３１ディジタル署名規格であるＡＮＳ
Ｉ　Ｘ９．３１－１９９８（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｔｕｒｅｓ　Ｕｓｉｎｇ　Ｒｅ
ｖｅｒｓｉｂｌｅ　Ｐｕｂｌｉｃ　Ｋｅｙ　Ｃｒｙｐｔｏｇｒａｐｈｙ　ｆｏｒ　ｔｈｅ
　Ｆｉｎａｎｃｉａｌ　Ｓｅｒｖｉｃｅｓ　Ｉｎｄｕｓｔｒｙ（ｒＤＳＡ）、１９９８年
９月８日）の基礎を提供している。埋込みを使用しない場合、任意の公開キー署名アルゴ
リズムを使用することができる。
【１５４５】
　好ましいＮｅｔｐａｇｅ表面コーディングスキームの場合、ＩＤの長さは９６ビット以
下である。ＩＤは、署名に先出って１６０ビットまで埋込みが施される。
【１５４６】
　埋込みは、理想的には、量子過程などの真のランダム過程を使用して、或いは無作為事
象から無作為性を除去することによって生成される。これらの問題についての詳細な情報
については、Ｓｃｈｎｅｉｅｒ，Ｂ．のＡｐｐｌｉｅｄ　Ｃｒｙｐｔｏｇｒａｐｈｙ（第
２版、Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ、１９９６年）を参照されたい。
【１５４７】
　好ましいＮｅｔｐａｇｅ表面コーディングスキームの場合、無作為署名すなわち機密の
長さは３６ビット以下である。この無作為署名も同じく、理想的には、真のランダム過程
を使用して生成される。もっと長い無作為署名が必要である場合、表面コーディング中の
ＩＤの長さを短くして、署名のための追加空間を提供することができる。
認証
　対象ＩＤのそれぞれは署名を有している。好ましいタグ構造内の空間が限られており、
暗号化署名全体をタグに含めることは非現実的であるため、署名の断片が複数のタグに分
散される。タグには、より小さい無作為署名すなわち機密を含めることができる。
【１５４８】
　対象ＩＤの長さが制限されることに起因するあらゆる弱点を回避するために、対象ＩＤ
に、理想的には乱数を使用して埋込みが施される。この埋込みは、対象ＩＤによって指示
される認証データベースに記憶される。認証データベースは、製造者が管理することも、
或いは信頼できる第三者オーセンチケータが管理することもできる。
【１５４９】
　個々のタグには署名の断片が含まれており、個々の断片（又は複数の断片のサブセット
）は、対象ＩＤに対して個別に検証することができる。偽造者は、検証するためにユーザ
が無作為に選択する断片を予測することができないため、署名の機密性は、依然として、
断片の長さからではなく、署名の長さ全体から引き出される。
【１５５０】
　断片の検証には断片識別が必要である。断片には明確に番号を振ることができ、或いは
それらのタグの二次元座標、つまり連続するタイル張りのタグ全体に反復する署名である
モジュロによって識別することができる。
【１５５１】
　信頼できるオーセンチケータは、いつでも断片の検証を実行することができ、したがっ
て、信頼できるオーセンチケータへのオンラインアクセスを利用することができる場合は
、いつでも断片を検証することができることに留意されたい。
オフライン公開キーベース認証
　オフライン認証デバイスは公開キー署名を利用している。オフライン認証デバイスは、
多数の公開キーを保持している。オフライン認証デバイスは、任意選択で、対象ＩＤに遭
遇し、そのＩＤに対する対応する公開キー署名を有していない場合、要求に応じて非常駐
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オンライン接続を介して追加公開キーを検索することができる。
【１５５２】
　オフライン認証の場合、署名全体が必要である。タグ付き表面の上を認証デバイスがス
ワイプされ、多数のタグが読み取られる。読み取ったタグから、対象ＩＤならびに多数の
署名断片及びそれらの位置が捕獲される。次に、これらの署名断片から署名が生成される
。公開キーは、対象ＩＤを使用して走査デバイスから探索される。次に、対象ＩＤ及び埋
込みを得るために、公開キーを使用して署名が解読される。署名から得られた対象ＩＤと
タグ中の対象ＩＤが一致すると、その対象は本物と見なされる。
【１５５３】
　また、このオフライン認証方法は、オーセンチケータの役割を果たしている信頼できる
オーセンチケータとオンラインで使用することも可能である。
オンライン公開キーベース認証
　オンライン認証デバイスは、信頼できるオーセンチケータを使用して対象の認証性を検
証している。オンライン認証の場合、認証を実行するために必要なタグは１つで十分であ
る。認証デバイスは、対象を走査し、１つ又は複数のタグを獲得する。獲得したタグから
、対象ＩＤならびに少なくとも１つの署名断片及びその位置が捕獲される。断片の位置か
ら断片番号が生成される。信頼できる適切なオーセンチケータが対象ＩＤによって探索さ
れる。対象ＩＤ、署名断片及び断片番号がその信頼できるオーセンチケータに送信される
。
【１５５４】
　信頼できるオーセンチケータは、データを受け取り、対象ＩＤによって認証データベー
スから署名を検索する。この署名と供給された断片が比較され、認証結果がユーザに報告
される。
オンライン機密ベース認証
　別法又は追加として、個々のタグ（又はタググループ）に無作為署名すなわち機密が含
まれている場合、この無作為署名は、信頼できるオーセンチケータへのアクセスが可能な
機密のコピーを参照して検証することができる。この場合、データベースのセットアップ
には、個々の対象に機密を割り当てるステップ、及び対象ＩＤによって指示された認証デ
ータベースに機密を記憶するステップが含まれている。
【１５５５】
　認証デバイスは、対象を走査し、１つ又は複数のタグを獲得する。獲得したタグから対
象ＩＤならびに機密が捕獲される。信頼できる適切なオーセンチケータが対象ＩＤによっ
て探索される。対象ＩＤ及び機密がその信頼できるオーセンチケータに送信される。
【１５５６】
　信頼できるオーセンチケータは、データを受け取り、対象ＩＤによって認証データベー
スから機密を検索する。この機密と供給された機密が比較され、認証結果がユーザに報告
される。
【１５５７】
　機密ベース認証は、上でより詳細に説明したオンライン断片ベース認証と共に使用する
ことができる。
【１５５８】
　Ｎｅｔｐａｇｅクリッカ
　図１４０及び１４１は、モバイル機器がＮｅｔｐａｇｅクリッカモジュール１６２を備
えた本発明の代替実施形態を示したものである。この実施形態にはプリンタが含まれてお
り、また、モバイル機器の外部の媒体が印刷のためにデバイスを通過する際に、その媒体
から符号化データを知覚し、且つ、媒体に事前印刷されている符号化データを知覚するた
めの二重光経路構造が使用されている。
【１５５９】
　好ましい実施形態のＮｅｔｐａｇｅクリッカは、二重光経路Ｎｅｔｐａｇｅ知覚デバイ
スの一部を形成している。第１の経路は、Ｎｅｔｐａｇｅクリッカに使用されており、第
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２の経路は、カードが印刷のためにモバイル機器に挿入される際に、そのカードから符号
化データを読み取るように動作している。以下で説明するように、カードに符号化されて
いるデータが読み取られ、それにより、そのカードが適正なタイプのカードであり、また
、印刷可能な適正な品質のカードであることが保証される。
【１５６０】
　Ｎｅｔｐａｇｅクリッカは、モバイル機器の頂部から出ている非マーキングニブ３４０
を備えている。ニブ３４０は、スライダ３４２を手で操作することによって後退位置と展
開位置の間を選択的に移動させることができるよう、スライド可能に取り付けられている
。スライダ３４２は、モバイル機器から外側に向かってバイアスされており、ニブ３４０
を展開位置に保持するためのラチェット機構（図示せず）を備えている。ニブ３４０を後
退させるためにユーザがスライダ３４２を下に押すと、スライダ３４２とラチェット機構
の係合が解除され、ニブ３４０を後退位置へ復帰させることができる。ニブの一方の端部
は、ＰＣＢ上の回路に動作結合されているスイッチ（図示せず）に隣接している。
【１５６１】
　第１の光経路の一方の端部からもう一方の端部を見てみると、第１の赤外線ＬＥＤ３４
４は、隣接する表面（図示せず）を照射するために赤外光が開口を介してモバイル機器の
外側へ導かれるように取り付けられている。表面で反射した光は赤外線フィルタ３４８を
通過する。赤外線フィルタ３４８は、ほとんどの非赤外線周辺光を除去することによって
反射光の信号対雑音比を改善している。反射光は、一対のレンズ３５０を介して集束した
後、プレートビームスプリッタ３５２に当たる。ビームスプリッタ３５２は、その性能を
改善するために、１つ又は複数の薄膜光コーティングを備えることができることは理解さ
れよう。
【１５６２】
　このプレートスプリッタによって光のほとんどの部分が下に向かって偏向し、ＰＣＢ上
に取り付けられているイメージセンサ３４６に到達する。好ましい実施形態では、イメー
ジセンサ３４６は、以下で詳細に説明するＪｕｐｉｔｅｒイメージセンサ及びプロセッサ
の形態を取っている。商用的に入手可能な様々なＣＣＤ及びＣＭＯＳイメージセンサも同
じく適切であることは理解されよう。
【１５６３】
　ニブの特定の位置及びケーシング内の第１の光経路の配向及び位置は、詳細な説明のど
こかで説明されているように、ユーザによるＮｅｔｐａｇｅ対話型文書との対話を可能に
している。これらのＮｅｔｐａｇｅ文書は、モバイル機器自身によって印刷される媒体を
含むことができ、また、本、雑誌、新聞等に予め印刷されたページなどの他の媒体を含む
ことができる。
【１５６４】
　第２の光経路は、カード２２６が印刷のためにモバイル機器に挿入されると、その表面
を照らすために取り付けられた第２の赤外線ＬＥＤ３５４で始まっている。光は、カード
２２６で反射し、第１のターニングミラー３５６及び第２のターニングミラー３５８によ
って光経路に沿って戻る。次に、光は、開口３５９及びビームスプリッタ３５２を通過し
てイメージセンサ３４６に到達する。
【１５６５】
　モバイル機器は、カードが印刷中でない場合、及び外部表面に符号化されているデータ
を知覚するためにニブが使用されていない場合、ＬＥＤ３４４及び３５４の両方がターン
オフするように構成されている。しかしながら、ニブが展開し、スイッチをクローズさせ
るだけの十分な力で表面が押されると、ＬＥＤ３４４が点灯し、イメージセンサ３４６は
イメージの捕獲を開始する。
【１５６６】
　非マーキングニブについて説明したが、ボールペン又はフェルトチップペンなどのマー
キングニブを使用することも可能である。マーキングニブを使用する場合、ニブを選択的
にケーシング内に引っ込めることができるよう、後退機構が提供されることがとりわけ好
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ましい。別法としては、ニブを固定する（つまり後退機構が提供されない）ことも可能で
ある。
【１５６７】
　他の実施形態では、スイッチが単純に省略されているか（また、デバイスは、連続的に
動作しており、好ましくは捕獲モードに置かれた場合にのみ動作している）、或いは圧電
又は半導体をベースとする変換器などの何らかの他の圧力センサの形態に置き換えられて
いる。一形態では、多重レベル又は連続圧力センサが利用されており、書込み中、書込み
表面に対するニブの実際の力を捕獲することができる。デバイスによって生成されるディ
ジタルインクを備えた位置情報と共にこの情報を含めることも可能であり、相互参照され
ている本譲受人のＮｅｔｐａｇｅ関連出願の多くに詳細に記載されている方法で使用する
ことができる。しかしながら、これは任意選択の機能である。
【１５６８】
　他の実施形態では、プリンタが組み込まれていないモバイル機器に単純なＮｅｔｐａｇ
ｅ知覚デバイスを含めることも可能であることは理解されよう。図８５ないし８７は、プ
リンタを有するモバイル機器のコンテキストにおけるものではあるが、このようなクリッ
カの一実施例を示したものである。図８５ないし８７に示す実施形態の場合、Ｎｅｔｐａ
ｇｅクリッカは、偏に外部Ｎｅｔｐａｇｅ文書からの符号化データの知覚に関連している
ことは理解されよう。
【１５６９】
　他の実施形態では、複数のターニングミラーのうちの１つ又は複数を、境界反射すなわ
ち銀面（又は半鍍銀面）を利用している１つ又は複数のプリズムに置き換え、それにより
第１又は第２の光経路を通過する光の進路を変化させることができる。また、第１又は第
２の光経路のうちのいずれか一方を省略することも可能であり、それに伴って、その経路
によって提供される機能を除去することも可能である。
【１５７０】
　イメージセンサ及び関連する処理回路
　好ましい実施形態では、Ｎｅｔｐａｇｅセンサは、イメージセンサ、アナログ－ディジ
タル変換器（ＡＤＣ）、画像プロセッサ及びインタフェースを備えたモノリシック集積回
路である。これらは、ホストプロセッサを備えたシステム内で動作するように構成されて
いる。本出願人は、このモノリシック集積回路に「Ｊｕｐｉｔｅｒ」というコードネーム
を付けた。イメージセンサ及びＡＤＣには「Ｇａｎｙｍｅｄｅ」というコードネームを付
け、また、画像プロセッサ及びインタフェースには「Ｃａｌｌｉｓｔｏ」というコードネ
ームを付けた。
【１５７１】
　本発明の好ましい実施形態では、イメージセンサは、相互参照によりその内容が本明細
書に組み込まれている、２００４年２月１７日出願の同時係属出願ＵＳＳＮ　１０／７７
８，０５６（事件整理番号ＮＰＳ０４７ＵＳ）に記載されているように、Ｊｕｐｉｔｅｒ
イメージセンサの中に組み込まれている。
【１５７２】
　相互参照によりそれらの内容が本明細書に組み込まれている、２００２年１１月２２日
出願の「Ａｃｔｉｖｅ　Ｐｉｘｅｌ　Ｓｅｎｓｏｒ」という名称のＰＣＴ出願ＰＣＴ／Ａ
Ｕ／０２／０１５７３、及び２００２年１１月２２日出願の「Ｓｅｎｓｉｎｇ　Ｄｅｖｉ
ｃｅ　ｗｉｔｈ　Ａｍｂｉｅｎｔ　Ｌｉｇｈｔ　Ｍｉｎｉｍｉｓａｔｉｏｎ」という名称
のＰＣＴ出願ＰＣＴ／ＡＵ０２／０１５７２に、Ｊｕｐｉｔｅｒイメージセンサの中への
組込みに適した様々な代替画素設計が記載されている。
【１５７３】
　機能ブロックすなわちコードネームが付けられたブロックへの特定のコンポーネントの
集約は、本発明を機能させるためにはハードウェアへのこのような物理的更には論理的な
集約が必要であることを必ずしも意味しているわけではないことを理解されたい。そうで
はなく、機能ブロックへの特定のユニットのグループ化は、説明されているとりわけ好ま
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しい実施形態における設計上の都合の問題である。詳細な説明の中で具体化されている本
発明が意図している範囲は、特許請求の範囲の合理的な解釈が許容されるよう、広義に読
解されたい。
【１５７４】
　イメージセンサ
　Ｊｕｐｉｔｅｒは、イメージセンサアレイ、ＡＤＣ（アナログ－ディジタル変換）機能
、時限及び制御ロジック、外部マイクロ制御装置に対するディジタルインタフェース、及
びマシンビジョンアルゴリズムの計算ステップの一部の実施態様を備えている。
【１５７５】
　図１４２は、Ｊｕｐｉｔｅｒモノリシック集積回路１６０１及びそのホストプロセッサ
１６０２との関係をシステムレベル線図で示したものである。Ｊｕｐｉｔｅｒ１６０１は
、Ｇａｎｙｍｅｄｅ１６０４及びＣａｌｌｉｓｔｏ１６０６の２つの主機能ブロックを有
している。以下で説明するように、Ｇａｎｙｍｅｄｅは、センサアレイ１６１２、ＡＤＣ
１６１４、時限及び制御ロジック１６１６、クロック乗算器ＰＬＬ１６１８及びバイアス
コントロール１６１９を備えている。Ｃａｌｌｉｓｔｏは、イメージ処理装置、イメージ
バッファメモリ及びホストプロセッサに対する直列インタフェースを備えている。並列イ
ンタフェース１６０８は、Ｇａｎｙｍｅｄｅ４とＣａｌｌｉｓｔｏ６を結合しており、ま
た、直列インタフェース１６１０は、Ｃａｌｌｉｓｔｏ１６０６とホストプロセッサ２を
結合している。
【１５７６】
　様々な内部モジュール間の通信には、Ｊｕｐｉｔｅｒ内の内部インタフェースが使用さ
れている。
【１５７７】
　Ｇａｎｙｍｅｄｅイメージセンサ
特徴
　・　センサアレイ
　・　センサアレイ出力の８ビットディジタル化
　・　Ｃａｌｌｉｓｔｏへのディジタルイメージ出力
　・　クロック乗算ＰＬＬ
　図１４３に示すように、Ｇａｎｙｍｅｄｅ１６０４は、センサアレイ１６１２、ＡＤＣ
ブロック１６１４、制御及び時限ブロック１６１６、及び内部クロック信号を提供するた
めのクロック乗算位相固定ループ（ＰＬＬ）１６１８を備えている。センサアレイ１６１
２は、画素１６２０、行復号器１６２２及び列復号器／ＭＵＸ１６２４を備えている。Ａ
ＤＣブロック１６１４は、８ビットＡＤＣ２６及びプログラム可能利得増幅器（ＰＧＡ）
１６２８を備えている。制御及び時限ブロック１６１６は、センサアレイ１６１２、ＡＤ
Ｃ１６１４及びＰＬＬ１６１８を制御し、Ｃａｌｌｉｓｔｏ１６０６にインタフェースを
提供している。
【１５７８】
　Ｃａｌｌｉｓｔｏ
　Ｃａｌｌｉｓｔｏは、並列データインタフェースを介して単色イメージセンサに直接イ
ンタフェースするように設計された画像プロセッサ１６２５であり、任意選択でイメージ
処理の一部を実行し、捕獲されたイメージを直列データインタフェースを介して外部デバ
イスに引き渡している。
特徴
　・　イメージセンサに対する並列インタフェース
　・　並列イメージセンサインタフェースと外部直列インタフェースを減結合するための
フレーム記憶装置バッファ
　・　バッファローディングオーバヘッドを排除するためのフレーム記憶装置データの二
重バッファリング
　・　捕獲されたイメージの低域通過フィルタリング及びサブサンプリング
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　・　サブサンプリングされたイメージの局部ダイナミックレンジ拡張
　・　サブサンプリングされ、且つ、レンジ拡張されたイメージの閾値処理
　・　捕獲されたイメージの画定領域内における、処理済みイメージ及び未処理イメージ
の両方の画素の読出し
　・　副画素値の計算
　・　構成可能なイメージセンサ時限インタフェース
　・　構成可能なイメージセンササイズ
　・　構成可能なイメージセンサ窓
　・　パワーマネージメント：自動スリープモード及びウェークアップモード
　・　イメージを出力し、且つ、デバイスを管理するための外部直列インタフェース
　・　外部デバイスに対するレジスタ管理のための外部レジスタインタフェース
環境
　Ｃａｌｌｉｓｔｏは、並列インタフェースを介してイメージセンサにインタフェースし
、また、直列データインタフェースを介してマイクロプロセッサなどの外部デバイスにイ
ンタフェースしている。捕獲されたイメージデータは、イメージセンサから並列データイ
ンタフェースを介してＣａｌｌｉｓｔｏに引き渡される。処理済みのイメージデータは、
直列インタフェースを介して外部デバイスに引き渡される。また、Ｃａｌｌｉｓｔｏのレ
ジスタも、外部直列インタフェースを介してセットされる。
機能
　Ｃａｌｌｉｓｔｏイメージ処理コアは、イメージセンサからイメージデータを受け取り
、処理済みであれ或いは未処理であれ、受け取ったデータを直列データインタフェースを
使用して外部デバイスに引き渡す。その外部デバイスにデータが引き渡される速度と、イ
メージセンサによって課されるデータ読出し速度とは無関係である。
【１５７９】
　イメージセンサのデータ転送速度と直列インタフェースを介したイメージデータの転送
速度は、内部ＲＡＭベースフレーム記憶装置を使用することによって減結合されている。
センサからのイメージデータは、イメージセンサ読出し要求事項を満足する速度でフレー
ム記憶装置に書き込まれる。フレーム記憶装置にデータが書き込まれると、そのデータを
読み出し、直列インタフェースを介して、そのインタフェースのもう一方の端部に接続さ
れているデバイスが必要とする速度で転送することができる。
【１５８０】
　Ｃａｌｌｉｓｔｏは、任意選択で、ユーザ構成によって指示されると、フレーム記憶装
置に記憶されているイメージに対するイメージ処理の一部を実行することができる。ユー
ザは、イメージ処理を省略し、未処理イメージへのアクセスを獲得するべく選択すること
ができる。サブサンプリングされたイメージはバッファに記憶されるが、完全に処理され
たイメージは、Ｃａｌｌｉｓｔｏに持続的に記憶されない。完全に処理されたイメージは
、直列インタフェースを介して直ちに転送される。Ｃａｌｌｉｓｔｏは、イメージ処理に
関連するいくつかの機能を提供している。
【１５８１】
　・　サブサンプリング
　・　局部ダイナミックレンジ拡張
　・　閾値処理
　・　副画素値の計算
　・　処理済みイメージ及び未処理イメージからの画定済み長方形の読出し
　サブサンプリング、局部ダイナミックレンジ拡張及び閾値処理は、通常、サブサンプリ
ングされたイメージに対して実行されるダイナミックレンジ拡張、及びサンプリングされ
、且つ、レンジ拡張されたイメージに対して実行される閾値処理と共に使用される。ダイ
ナミックレンジ拡張及び閾値処理は、単一の操作としてまとめて実行され、サブサンプリ
ングされたイメージに対してのみ実行することができる。しかしながら、サブサンプリン
グは、ダイナミックレンジ拡張及び閾値処理をしなくても実行することができる。副画素
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値及び読み出されたイメージ領域の検索は、独立した機能である。
【１５８２】
　代替タグセンサ構造
　次に、図１４４ないし１５０を参照して、モバイル機器を使用してＮｅｔｐａｇｅタグ
の知覚を実施するための多数の特定の代替光学システムについて説明する。
基本二次元タグイメージセンサ：図１４４は、印刷に先出って、既にタグが付いている印
刷媒体上のタグを知覚するための二次元タグセンサの基本構成を示したものである。タグ
センサは、通常、イメージセンサ６６４、集束レンズ６６６、適切な被写界深度を保証す
るための開口６６８、周辺光を除去するための赤外線フィルタ６７０、及びイメージの捕
獲と同期してストローブされる赤外線照射源６６９を備えている。図には、既にタグが付
されている空白６７０の表面を左側に画像化しているタグセンサが示されている。印刷通
路から周辺光を適切に除去することができることを仮定して、この構成には赤外線フィル
タは含まれていない。イメージの捕獲は、印刷通路内の印刷媒体を検出することによって
トリガすることができる。
二重目的二次元タグイメージセンサ：ペン、ＰＤＡなどのＮｅｔｐａｇｅタグセンサを既
に備えているデバイス又は電話などのモバイル機器にＮｅｔｐａｇｅプリンタが組み込ま
れている場合、ユーザによって指定されるタグ付き表面の知覚と、プリンタに提供される
タグ付き空白の知覚との間でタグセンサの動作を多重化することが場合によっては好都合
である。以下の説明では、この２つの画像化モードは、それぞれ外部画像化及び内部画像
化として参照されている。
【１５８３】
　図１４５は、二重光経路及び単一イメージセンサ６６４を備えた多重化タグセンサの可
能構成の１つを示したものである。外部タグ付き表面６７１及び既にタグが付されている
空白印刷媒体６７２の表面を画像化しているタグセンサが示されている。
【１５８４】
　内部光経路は、外部光経路に向かって逆方向を指すことができる第１のミラー６７３、
及び印刷媒体６７２を画像化することができる第２のミラー６７４（平面図で示されてい
る）を備えている。図１４５では、第２のミラー６７４は、印刷媒体に対して９０度の角
度で光軸を反射している。つまり、ミラーは、名目上、図１４４に示すように、印刷媒体
の表面に対して４５度で取り付けられている。
【１５８５】
　光経路のそれぞれには、独自の開口及びレンズ構造６７５が組み込まれている。個々の
レンズの焦点距離は、その対応する光経路の長さに応じて選択することができる。より浅
い被写界深度が許容されるため、潜在的に、外部光経路よりも内部光経路に、より大きい
開口を利用することができる。
【１５８６】
　光経路のそれぞれは、独自の赤外線照射源を有している。第１の照射源６７７がイメー
ジセンサ６６４の露光と同期してストローブされると、イメージセンサは、ユーザによっ
て指定されたタグ付き表面６７１のイメージを捕獲する。第２の照射源６７６がストロー
ブされると、イメージセンサは、既にタグが付されている空白印刷媒体６７２のイメージ
を捕獲する。外部イメージ捕獲は、ユーザが行う「ペンダウン」又は「クリック」事象に
よってトリガすることができる。内部イメージ捕獲は、印刷通路内の印刷媒体を検出する
ことによってトリガすることができる。
【１５８７】
　光経路はいずれも一定の角度でイメージセンサに衝突しているため、レンズによる修正
が施されない限り、若干の焦点損失が生じる可能性がある。誘導される透視ひずみは、イ
メージを処理し、アルゴリズムを復号することによって自動的に処理される。
ビームスプリッタを備えた多重化タグセンサ：図１４６は、光経路を分割するためのビー
ムスプリッタ６７８を備えた、図１４５に示す多重化タグセンサの変形形態を示したもの
である。ビームスプリッタ６７８は、開口６７５の下流側に示されているが、２つの光経
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路が実質的に異なる長さを有している場合、集束レンズの上流側に配置することも可能で
ある。
ビームスプリッタ及びインライン照明を備えた多重化タグセンサ：図１４７は、赤外線照
射がビームスプリッタ６７８を介して画像化経路とインラインで投射される、図１４６に
示す多重化タグセンサの変形形態を示したものである。ＩＲフィルタ６７９は、射出する
照射の反射を最小化するための無反射コーティングを有していることが理想的である。別
法としては、ビームスプリッタの上流側にＩＲフィルタ６７９を配置し、反射の問題を完
全に回避することも可能である。
【１５８８】
　光源を共有しているため、一方又はもう一方の画像化経路を選択するために一方又はも
う一方の光源を選択的にスイッチオンすることはもはや不可能である。その代わり、一方
又はもう一方の画像化経路を選択するために、外部画像化経路にシャッタ６８０が導入さ
れている。印刷媒体が存在していない印刷通路が非反射性である場合、内部画像化経路に
シャッタを導入する必要はない。
【１５８９】
　外部画像化シャッタ６８０は、電子制御又は機械制御することができる。機械式シャッ
タの場合、自然に開くようにばね仕掛けにすることができ、印刷通路には、通路に印刷媒
体が存在している場合にその印刷媒体と係合し、シャッタに機械的に結合されてシャッタ
を閉じるレバーを設けることができる。それとは逆に、自然に閉じるようにシャッタをば
ね仕掛けにし、ユーザがタグ付き表面に押し付けると外部画像化が起動する「ニブ」をシ
ャッタに機械的に結合し、ニブが表面に押し付けられるとシャッタが開くようにすること
も可能である。電気機械式シャッタは、電磁石に機械的に結合されたピボット障壁又はミ
ラーから構成することができる。電子式シャッタは、透明状態と不透明状態を電子的に切
り換えることができる液晶デバイス、又は反射状態と偏向状態を切り換えることができる
ディジタルマイクロミラーデバイスから構成することができる。図１４７にはピボット障
壁として示されているが、障壁ではなくミラーをシャッタに利用する場合、シャッタは、
光経路内の常態反射位置に取り付けることができる。
【１５９０】
　印刷媒体上のヘッドルームが全視野コーンに適応するには不十分である場合、２つのミ
ラーを使用して平行化させ、次に、視野コーンを再拡張することができる。視野コーンを
平行にするために第１のミラーを印刷媒体の表面に対して直角の方向に凹状にし、次に視
野コーンを再拡張するために第２のミラーを同じ方向に凸状にすることができる。第２の
ＩＲ照射源も同様に、照射コーンを同じ方向に平行化するレンズを有することができる。
また、第２のミラーは、印刷媒体の表面に対して４５度未満の角度で傾斜させることも可
能であり、また、図１４８に示すように、第１のミラーを同様に傾斜させて視野を平らに
することも可能である。
ヘッドルームを小さくするための傾斜ミラー：印刷媒体を画像化している間に外部光経路
を介してタグセンサに入射する周辺光の影響は、露光時間、ＩＲフィルタの応答及びその
ホストデバイスに対する外部光経路の構成の関数である。たとえば、外部光経路がホスト
デバイスの頂部から射出している場合、外部光経路は、その視野内で太陽などの明るい光
源に遭遇することになる。
【１５９１】
　周辺光が問題になる場合、印刷媒体を画像化している間、外部光経路をシャッタで閉じ
ることができる。これは、上で説明した方法で達成することができる。別法としては、図
１４９及び１５０に示すように、ピボットミラーを使用して、外部画像化と内部画像化の
間で光経路を多重化することも可能である。
ピボットミラーを備えた外部画像化モードの多重化タグセンサ：図１４９は、ピボットミ
ラー６８１が外部画像化のために配置されたタグセンサを示したものであり、一方、図１
５０は、ピボットミラーが内部画像化のために配置されたタグセンサを示したものである
。
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【１５９２】
　ミラーは、電子制御又は機械制御することができる。機械式ミラーの場合、自然に外部
画像化位置に位置するようにばね仕掛けにすることができ、印刷通路には、通路に印刷媒
体が存在している場合にその印刷媒体と係合し、ミラーに機械的に結合されてミラーを内
部画像化位置へピボットさせるレバーを設けることができる。それとは逆に、自然に内部
画像化位置に位置するようにミラーをばね仕掛けにし、ユーザがタグ付き表面に押し付け
ると外部画像化が起動する「ニブ」をミラーに機械的に結合し、ニブが表面に押し付けら
れるとミラーが外部画像化位置へピボットするようにすることも可能である。ミラーは、
内部画像化又は外部画像化を実施するために起動される電磁石に結合することも可能であ
る。電子式ミラーは、内部画像化反射状態と外部画像化反射状態を切り換えることができ
るディジタルマイクロミラーデバイスから構成することができる。
ピボットミラーを備えた内部画像化モードの多重化タグセンサ：図には、内部画像化及び
外部画像化の両方のために使用されているピボットミラーの同じ面が示されているが、既
に説明したように、内部画像化の間、視野コーンを平行化するためにピボットミラーが必
要である場合、外部画像化ミラーの表面を平らにし、内部画像化ミラーの表面を印刷媒体
の表面に対して直角の方向に凹状にして、ピボットミラーの両面を２つの画像化モードの
ために使用することができる。
【１５９３】
　これらの構成のそれぞれは、電子式シャッタを備えた単色ＣＭＯＳイメージセンサ又は
真性シャッタ付きＣＣＤイメージセンサを利用することができる。
【１５９４】
　代替実施形態－パーソナルディジタルアシスタント
　また、本発明は、他の多くの形状係数で具体化することが可能であり、図１５１ないし
１６０に示すＰＤＡはそのうちの１つである。移動電話機の機能の増加は、ＰＤＡと移動
電話機の間に大きな差がないことを意味しているが、ＰＤＡは、異なる市場及び異なるセ
ットの要求事項を画定している点で、一般的には依然として移動電話機とは大きく異なっ
ている。たとえば、移動電話機は、通常、ユーザがポケットに入れて持ち運ぶことができ
るよう十分に小さく、主として音声通信及び短い文章メッセージに使用されている。ＰＤ
Ａのような機能（コンタクト及びアポイントメント管理など）を提供することはできるが
、画面のサイズが小さく（形状係数が小さいため）、また、制御インタフェースオプショ
ンが限られているため（同じくサイズの問題のため）、画面が大きく、また、（しばしば
）タッチスクリーン入力機能が多いフルサイズのＰＤＡほどには便利ではない。
【１５９５】
　本発明は、ＰＤＡ３００の中で具体化することができる。ＰＤＡ３００は、上で説明し
た移動電話機と多くの特徴及びコンポーネントを共有しており、それらの共有構成要素は
、同様の参照数表示で示されている。ＰＤＡ３００と移動電話機１の間の大きな相違は、
印刷カートリッジ１４８が、移動電話機の場合のように一方の側に沿った垂直方向ではな
く、ＰＤＡの頂部付近に水平に配置されていることである（図１５４及び１５８に最も良
好に示されているように）。カートリッジ１４８は、移動電話機に使用される、同じ媒体
駆動オプションを備えたカートリッジと全く同じであってもよい。別法としては、ＰＤＡ
の幅が広いこと（及びＰＤＡのサイズによって提供される総合空間の利点）を利用して、
カートリッジ１４８の印刷幅をもっと広くすることも可能である。
【１５９６】
　図１６０を参照すると、ＰＤＡ３００は、印刷媒体のスタック３０４を保持している交
換可能カセット３０２を提供している点でも移動電話機とは異なっている。印刷媒体は、
上で説明した、移動電話機に使用するためのサイズ及び形状と同じサイズ及び形状にする
ことも、幅又は材料が異なるもっと大きい、或いはもっと小さい媒体にすることも可能で
ある。また、異なる符号化データを持たせ、或いは広告マテリアルを予め印刷することも
可能である。しかしながら、この説明には、媒体のサイズが上で説明した移動電話機実施
形態に使用するためのサイズと同じサイズであることが仮定されている。
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【１５９７】
　図１６０に最も良好に示されているように、カセット３０２は、底部モールド３０６、
ばね３０８、（好ましい実施形態では）２０シートの印刷媒体のスタック３０４及び頂部
モールド３１０を備えている。底部モールド３０６は、頂部モールド３１０に形成された
相補開口３１４にスナップするクリップフォーメーション３１２を備えている。ばね３０
８は、底部モールド３０６のフロアと係合するフィンガ３１６及び媒体スタック３０４と
係合するサポートセクション３１８を備えている。また、頂部モールド３１０は、被印刷
媒体を印刷のために外に追い出すことができる出口開口３１９を備えている。
【１５９８】
　ＰＤＡは、移動電話機より大きいディスプレイ１３８を有しており、ＯＬＥＤ又はＴＦ
Ｔなどの適切な任意の表示技術を使用することができる。ＰＤＡには、ユーザがアイコン
及びディスプレイに表示されている他の情報と対話することができる接触感応ディスプレ
イ（又はディスプレイオーバレイ）が組み込まれていることがとりわけ好ましい。
【１５９９】
　図１５５及び１５６を参照すると、ＰＤＡ３００のＮｅｔｐａｇｅセンサは、図１４５
に関連して説明した構造の修正バージョンであり、同様の数表示を使用して対応する機能
が示されている。この特定の構造によれば、図１４５に示すミラー６７３及び６７４を除
去することができる。カセット内の印刷媒体からタグを読み取る場合、スタックの一番上
の、次に印刷される印刷媒体からイメージが捕獲される。先行する印刷媒体が印刷のため
にカートリッジから除去され、後続する個々の印刷媒体が露出すると、その印刷媒体上の
タグが読み取られる。
【１６００】
　Ｎｅｔｐａｇｅカメラ電話
　Ｎｅｔｐａｇｅとしての写真の印刷及びＮｅｔｐａｇｅプリンタを組み込んだカメラは
、いずれも、相互参照によりその内容が本明細書に組み込まれている、国際公開第００／
７１３５３号パンフレット（ＮＰＡ０３５）「Ｍｅｔｈｏｄ　ａｎｄ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆ
ｏｒ　Ｐｒｉｎｔｉｎｇ　ａ　Ｐｈｏｔｏｇｒａｐｈ」及び国際公開第０１／０２９０５
号パンフレット（ＮＰＰ０１９）「Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃａｍｅｒａ　ｗｉｔｈ　Ｉｎｔｅ
ｒａｃｔｉｖｅ　Ｐｒｉｎｔｅｒ」の中で特許請求されている。Ｎｅｔｐａｇｅディジタ
ルカメラを使用して写真が捕獲され、且つ、印刷されると、カメラもその写真イメージを
ネットワークサーバ上に継続的に保存する。次に、Ｎｅｔｐａｇｅタグが付いた印刷済み
の写真をトークンとして使用してその写真イメージを検索することができる。
【１６０１】
　カメラ使用可能スマートフォーンは、無線ネットワーク接続を内蔵したカメラと見なす
ことができる。カメラ使用可能スマートフォーンにＮｅｔｐａｇｅプリンタが組み込まれ
ている場合、上で説明したように、そのカメラ使用可能スマートフォーンはＮｅｔｐａｇ
ｅカメラになる。
【１６０２】
　また、カメラ使用可能スマートフォーンにＮｅｔｐａｇｅプリンタ又はペンが組み込ま
れている場合、上で説明したように、そのプリンタ又はペンを使用して印刷済みのＮｅｔ
ｐａｇｅ写真を指定し、その写真の印刷済みコピーを要求することができる。電話は、オ
リジナルの写真イメージをネットワークから検索し、内蔵しているＮｅｔｐａｇｅプリン
タを使用してそのコピーを印刷する。これは、印刷文書の少なくとも識別をＮｅｔｐａｇ
ｅサーバへ送信することによって実施される。表示又は印刷のための写真の検索を可能に
するためには、場合によってはこの情報だけで十分である。しかしながら、好ましい実施
形態では、この識別は、確定的なものとして少なくともペン／クリッカの位置と共に送信
される。
【１６０３】
　移動電話機又はスマートフォーンＮｅｔｐａｇｅカメラは、上で説明した、プリンタが
組み込まれ、且つ、カメラを備えた移動電話モジュールが組み込まれた複数の実施形態の
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うちの任意の実施形態の形態を取ることができる。
【１６０４】
　ユニバーサルペン
　本発明の他の実施形態には、インクジェット印刷ヘッドニブを有するスタイラスが組み
込まれている。
【１６０５】
　図１６１ないし１７８に示す第１の実施形態では、モバイル機器は、細長いボディ部分
１００２を備えた後退可能スタイラス１０００を備えている。ボディ部分１００２には、
コイルスプリント１００６を保持するための凹所１００４が組み込まれている。ボディ部
分１００２の１つの面に隆起ナブ１００８が形成されており、また、ボディ部分１００２
の他の面に隆起ストップ１０１０が形成されている。
【１６０６】
　ニブキャップ１１５２は、ボディ部分１００２の一方の端部に取り付けられており、キ
ャップ１１２６の自由端に結合された印刷ヘッド１１２０にインクを連絡しているインク
ギャラリを備えている。印刷ヘッドは、インクジェットタイプの印刷ヘッドであることが
好ましく、本明細書のどこかに詳細に説明されているインクジェットなどの、超微小電気
機械システム（ＭＥＭＳ）をベースとするインクジェットであることがより好ましい。Ｍ
ＥＭＳをベースとする好ましいインクジェットは、現在入手可能なほとんどのインクジェ
ットプリンタが現在使用しているようなインクの加熱によってではなく、機械アクチュエ
ータを使用してインクを噴射している。したがってＭＥＭＳをベースとするインクジェッ
トは、このようなプリンタと比較すると電力消費が少なく、利用可能な電力が制限されて
いる携帯型デバイスにおける使用を魅力的にしている。別法としては、同じく本明細書の
どこかに説明されているサーマルインクジェットプリンタを使用することも可能である。
【１６０７】
　使用されるインクジェット噴射技術がどのようなタイプのものであれ、好ましい形態で
は、図１８３及び１８４に最も良好に示されているように、インク噴射デバイス（つまり
ノズル）は、部分螺旋１３７０～１３８０で配置される。この螺旋構造により、ペンの移
動方向に対する印刷ヘッドの配向に無関係に、より一様に間隔を隔てた、ストロークの幅
をより完全にカバーするインクドットが生成されるため、２００２年１２月４日出願の相
互参照特許ＵＳＳＮ　１０／３０９，１８５（事件整理番号ＵＰ０８ＵＳ）に開示されて
いる線形構造よりも満足すべきストロークが得られる。線形構造は、ペンが移動する方向
がインク噴射デバイスの半径方向の複数のラインのうちのいずれかに実質的に平行である
場合、目に見える光条を有するストロークが生成され易く、一方、螺旋構造の場合、イン
ク噴射デバイスのラインは、そのデバイスの幅全体を横切る移動方向に対して常に直角で
ある。
【１６０８】
　移動方向が分かっている場合、その移動方向に実質的に平行である螺旋部分に沿って配
置されたインク噴射デバイスは、そのデバイスによるインク噴射を防止することができる
ため、密度が非一様であることによって生じる光条を更に抑制することができる。この螺
旋構造は、線形構造の面積と同じ面積により多くのインク噴射デバイスを備えているため
、より良好なシリコン利用度及びより高いストローク密度が得られる。また、この螺旋構
造は、インクが２つの場合、印刷ヘッドの軸の近傍に追加インク噴射デバイスを備えてお
り、ブラック及びシアンなどの選択されたインクのストローク密度を更に高くすることが
できる。
【１６０９】
　本発明の好ましい形態には、インク噴射デバイスのこれらの螺旋構造の行が使用されて
いるが、図１６９ないし１７８に示す異なる実施形態を参照して、スタイラス印刷ヘッド
１１２０について説明する。スタイラスの内部の働き及びアセンブリのこれらの詳細図は
、本発明の好ましい実施形態によって使用される３色（ＣＭＹ）ではなく、４色（ＣＭＹ
Ｋ）で動作するように設計された本発明の異なる実施形態に基づいている。既に言及した
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ように、特定の数の色又は印刷ヘッド内のノズルの構造は、単に設計選択の問題にすぎな
い。
【１６１０】
　図１６８ないし１７８を参照すると、印刷ヘッド１１２０は、エンドキャップ１１２６
に結合されているが、制御及び電力コンタクト１１４６を備えた可撓性印刷回路基板（Ｐ
ＣＢ）１１４４の上に取り付けられている。
【１６１１】
　スタイラスニブ１１１８は、軸方向の微小量の運動が可能であるようにエンドキャップ
１１２６の上に取り付けられている。スタイラスニブ１１１８の軸方向の運動は、ランド
１１８４（図１７０を参照されたい）を支えるべく、横方向に、スタイラスの内部端から
軸方向に離れる方向に展開しているインテグラルアーム１１４８によって制御されている
。使用中、スタイラスを基板に押し付けると、アーム１１４８が湾曲し、スタイラスを後
退させる。スタイラスは、熱可塑性物質を射出成形することによって形成されることが好
ましく、アセチルであることが最も好ましい。この運動の最大量は、通常、０．５ｍｍで
あり、ユーザに若干のフィードバックを提供している。また、スタイラスニブの可撓性は
、基板表面の若干の粗さを許容している。必要に応じてスタイラスニブを固定し、実質的
に運動を全く許容しないようにすることも可能である。
【１６１２】
　ニブキャップ１１５２は、エンドキャップ１１２６、印刷ヘッド１１２０、ＰＣＢ１１
４４及びスタイラスニブ１１１８の上を展開しており、スタイラスニブ１１１８の自由端
１１５６が突出している開口１１５４が提供されている。開口１１５４の形状は楕円形で
あり、印刷ヘッド１１２０は、スタイラスニブの下方のこの開口を介してインクを噴射す
ることができる。
【１６１３】
　ニブキャップ１１５２は、隣接するその縁と一体形成された１つ又は複数の弾性スナッ
プアクションアーム１１５８によって所定の位置に固着されている。
【１６１４】
　インクジェットアクチュエータのための制御回路は、印刷エンジン制御装置及び／又は
印刷ヘッド自体の内部などのデバイス内の適切な任意の場所の組合せで配置することがで
きる。オン／オフスイッチは、スタイラスニブが基板に押し付けられた場合にのみインク
が噴射されるように制御されることが好ましい。スタイラスを基板に押し付けることによ
り、スタイラスニブに圧縮力が生じる。この実施形態では、スタイラスニブに圧縮力が生
じるとスタイラスが運動を開始し、その運動によって、又は圧縮力を知覚することによっ
て、或いは他の手段によってオン／オフスイッチを起動することができる。スタイラスが
実質的に固定される場合、ペンの残りの部分に対するスタイラスニブの運動を利用するこ
とはできない。
【１６１５】
　スタイラスは、特定の配向では最も使い易いが、使用に際してはそれがとりわけ重要で
あるわけではなく、したがってスタイラスは、図１６８に示すように、どのような配向に
おいてもニブが印刷ヘッドから用紙へのインクの通路を妨害しないように構成される。
【１６１６】
　図１６８は、番号１１６４、１１６６及び１１６８で示されている３つの異なる配向で
用紙を押さえ付けているスタイラスニブを示したものである。印刷ヘッドからのインクの
通路は、ライン１１７０で示されている。用紙シート１１６４は、スタイラスニブが印刷
ヘッドより上方に位置している場合の配向を表しており、一方、用紙シート１１６６は、
スタイラスニブが印刷ヘッドより下方に位置している場合の配向を表している。用紙シー
ト１１６８は、スタイラスニブが印刷ヘッドの面に位置している場合の配向を表している
。図から分かるように、スタイラスニブは、どのような配向においても用紙へのインクの
通路を妨害していない。
【１６１７】
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　印刷エンジン制御装置及び／又はスタイラスに関連する他の回路は、印刷ヘッド１１２
０によって付着されるインクの１つ又は複数の特性を調整するように設計することができ
ることは理解されよう。この特性は、付着するインクの量、生成される線の幅、付着する
インクの色（カラーカートリッジ内の）又は他の任意の属性であってもよい。この制御に
ついての詳細な情報は、相互参照されている、２００２年１２月４日出願のＵＳＳＮ　１
０／３０９，１８５（事件整理番号ＵＰ０８ＵＳ）に記載されている。
【１６１８】
　印刷ヘッド１１２０は、ＰＣＢ１１４４の上に取り付けられており、エンドキャップ１
１２６内の凹所１１７６に収まっている。印刷ヘッド及び凹所は、適切な配向を補助する
ために、いずれも非円形である。
【１６１９】
　スタイラスニブ１１１８は、ニブキャップ１１５２のスロット１１８４の中に取り付け
られており、エンドキャップ１１２６の表面１１９０によって所定の位置に保持されてい
る。カンチレバーアーム１１４８は、ランド１１８５を支えており、スタイラスニブを外
側へ向かってバイアスしている。スタイラスニブの前方部分１１８６はその断面が円形で
あるが、後方部分１１８８は、エンドキャップ１１２６の表面１１９０の上をスライドす
る平らな表面１１９１を有している。
【１６２０】
　スタイラスニブは、平らな表面１１９１に沿って斜方向に展開しているスロット１１８
１を備えている。本発明のこの実施形態では、印刷ヘッド１１２０は、ロータリキャッパ
１１８３を備えている。キャッパは、第１の動作位置と第２の動作位置の間を移動するこ
とができる。第１の位置では、印刷ヘッドのインク噴射ノズルがカバーで覆われ、印刷ヘ
ッド内のインクの乾燥を及び異物の進入又は両方を防止するために好ましくは密閉される
。第２の位置では、印刷ヘッドのインク噴射ノズルはカバーで覆われず、印刷ヘッドの動
作が可能である。キャッパ１１８３は、スロット１１８１と係合するアーム１１８５を備
えている。したがって、スタイラスニブが印刷ヘッドに対して移動して出入りすると、そ
れによってキャッパ１１８３が回転する。スタイラスニブが無負荷の状態で、且つ、完全
に展開している場合、キャッパは第１の位置に位置し、また、スタイラスニブが押し下げ
られると、キャッパは第２の位置に位置する。キャッパ１１８３には、印刷ヘッド１１２
０のためのオン／オフスイッチを組み込むことができるため、キャッパが第２の動作位置
に位置している場合にのみ印刷ヘッドを動作させることができる。スロットは、キャッパ
を開閉するための傾斜部分、及びスタイラスニブが運動してもキャッパが運動しない、軸
方向に展開している部分を有することができる。
【１６２１】
　図１７０ないし１７８（１７８を含む）は、印刷ヘッド１１２０及びキャッパ１１８３
の構築及び構造を示したものである。印刷ヘッド１１２０は、半導体材料の４つの層１３
０２、１３０４、１３０６及び１３０８のアセンブリである。層１３０６は、ＭＥＭＳイ
ンク噴射デバイス１３１０を備えた電気的に活性な半導体エレメントの層である。層１３
０６は、標準半導体製造技法を使用して構築されている。層１３０２及び１３０４は、印
刷ヘッド内では電気的に非活動であり、インク入口１１８２からインクをインク噴射デバ
イス１３１０に供給するための通路を提供している。また、層１３０８も電気的に非活動
であり、個々のインク噴射デバイス１３１０の上方の開口１３２０と共にガードを形成し
、印刷ヘッドからのインクの噴射を可能にしている。層１３０２、１３０４及び１３０８
の材料は、層１３０６の材料と同じ材料にする必要はなく、更には半導体である必要もな
いが、同じ材料を使用することによって材料界面に関わる問題が回避される。また、すべ
てのコンポーネントに半導体材料を使用することにより、半導体製造技法を使用してアセ
ンブリ全体を製造することができる。
【１６２２】
　印刷ヘッド１１２０は３つのインク入口１１８２を有しており、インク噴射デバイス１
３１０は、それぞれ印刷ヘッドの中心１３００から概ね放射状に外側に向かって展開して
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いる１２のセットで配置されている。インク噴射デバイス１３１０の４本の放射状ライン
毎に同じインク入口に接続されている。同じインク入口に接続されているインク噴射デバ
イスが一組のインク噴射デバイスを構成している。インク噴射デバイス１３１０は、放射
状ラインの両側に交互に配置されており、そのため、それらの中心の放射状の間隔がより
狭くなっている。インク噴射デバイス１３１０の１２本の「ライン」は、印刷ヘッドの中
心１３００の周りに３０°の間隔で対称に配置されている。インク噴射デバイス１３１０
の「ライン」の数は、１２本より多くすることも或いは少なくすることも可能であること
は理解されよう。同様に、インク入口１１８２も、４つより多くすることも或いは少なく
することも可能である。個々のインク入口１１８２に対するラインの数は同じであること
が好ましい。単一のインクが使用される場合、インク入口は、インク噴射デバイスの同じ
数の「ライン」に供給する必要はない。また、ノズルの数は、色毎に異なっていてもよい
。たとえば、ブラックインク（使用される場合）のノズルの数を他の色のノズルの数より
多くすることができる。
【１６２３】
　層１３０６はタブ１３１１を備えており、その上に多数の電気制御コンタクト１３１２
のセットが提供されている。分かり易くするために４つのコンタクトしか示されていない
が、使用されるインクの色の数に応じて、また、個々のインク噴射デバイス１３１０に対
する所望の制御の度合い及び他の要求事項に応じて、もっと多くのコンタクトが存在する
ことができることは理解されよう。印刷ヘッドは、タブをＰＣＢ１１４４の上に結合する
ことによってＰＣＢ１１４４の上に取り付けられている。電気コンタクト１３１２は、Ｐ
ＣＢ１１４４上の対応するコンタクト（図示せず）と係合している。層１３０６は、ター
ンオンされるとデバイスを制御する制御回路をインク噴射デバイス毎に備えている。しか
しながら、通常、たとえば何色のインクを印刷するか、また、相対量をどの程度にするか
、などのより高いレベルのあらゆる制御が印刷ヘッドの外部、好ましくはＭｏＰＥＣ集積
回路内で実行されている。これらのより高いレベルの制御は、コンタクト１３１２を介し
て印刷ヘッド１１２０に引き渡される。インク噴射デバイスのセット毎に少なくとも一組
のコンタクト１３１２が存在していることが好ましい。しかしながら、個々のライン又は
個々のインク噴射デバイスは、アドレス指定可能にすることができる。最も単純な場合、
制御信号を使用して個々のセットを単純にターンオン又はターンオフすることも可能であ
る。
【１６２４】
　図１７７に示すように、印刷ヘッド１１２０は、平面図では実質的に八角形の輪郭を有
しており、タブ１３１４及び１３１６は、八角形の相対する面から展開している。タブ１
３１４は、層１３０２、１３０４及び１３０６のみで形成されており、一方、タブ１３１
６は、４つのすべての層１３０２、１３０４、１３０６及び１３０８で形成されているこ
とに留意されたい。したがって、層１３０８の頂部から上方に展開することなくＰＣＢ１
１４４を層１３０６に結合することができる。また、タブを備えた八角形の形は、エンド
キャップ１１２６内の凹所１１７６への印刷ヘッドの配置を補助している。
【１６２５】
　また、キャッパ１１８３は、印刷ヘッドと同じ半導体材料で形成されることが好ましく
、印刷ヘッドの中心１３００の周りに回転するように印刷ヘッドの上に取り付けられる。
非電気活動層の場合と同様、キャッパの材料は、印刷ヘッドの材料と同じ材料にする必要
はなく、更には半導体である必要もない。キャッパは、開位置（図１７７を参照されたい
）と閉位置（図１７８を参照されたい）の間で回転させることができる。図１７３及び１
７６は開位置を示したもので、閉位置は点線の輪郭で示されている。キャッパ１１８３は
、放射状に展開している１２個の開口１３１８を有している。これらの開口は、開位置で
はすべてのインク噴射デバイスが自由に開口からインクを噴射することができるようにサ
イズ化され、且つ、配置されている。閉位置では、開口１３１８は、インク噴射デバイス
のラインとラインの間の材料と重畳し、また、開口１３１８と開口１３１８の間のキャッ
パの材料は、上部層１３０８の開口１３２０と重畳する。したがってインクが印刷ヘッド
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から漏れることはなく、また、異物が開口１３２０中に入ってインク噴射デバイスを妨害
する可能性もない。
【１６２６】
　開口１３１８は、標準の半導体エッチング方法を使用してキャッパ１１８３内に形成さ
れることが好ましい。図に示す実施形態では、個々の開口は、重畳している一連の円筒状
ボアに相当しており、その直径は、キャッパの中心１３００からの半径距離の関数である
。別法としては、互いに小さい角度で放射状に展開している２本のラインによって開口を
画定することも可能である。キャッパが回転すると、キャッパの外側の方が内側より多く
移動するため、半径方向の距離が長くなるにつれて開口の幅を広くしなければならないこ
とは理解されよう。
【１６２７】
　キャッパは実質的に平らであり、その下部表面１３２６の周囲から８つのレグ１３２２
が下に向かって展開している。これらのレグは、円周の周りに等間隔で配置されており、
上部層１３０８の上部表面１３２９の周辺縁に形成された対応するスロット１３２８と係
合している。スロットは長方形であり、その内部の隅は丸くなっている。スロット１３２
８の内部表面１３３０及びレグの内部表面は、キャッパが中心軸１３００の周りを確実に
回転するよう、印刷ヘッドの中心１３００を中心にして弓状にすることができる。しかし
ながら、これは必ずしも本質ではない。図に示す実施形態では、八角形のそれぞれの面が
スロット１３２８を有しているが、これは必ずしも本質ではなく、たとえば１つ置きの面
にのみスロットを有することも可能である。レグ１３２２及びスロット１３２８の対称性
も同じく必ずしも本質ではない。
【１６２８】
　キャッパは、スタイラスニブ内の角度が付いたスロット１１８１にアーム１１８５が係
合すると回転する。キャッパの回転は、最終的にはレグ１３２２及びスロット１３２８に
よって制限されている。キャッパ、印刷ヘッド又はスタイラスニブの損傷を防止するため
に、アーム１１８５は、細くなった部分１３３４を有している。スタイラスニブが過度に
押し込まれると、アーム１１８５が細くなった部分１３３４の周りに撓む。また、アーム
１１８５の両側にガードアーム１３３６が提供されており、同じく回転を制限する役割を
果たしている。印刷ヘッドが挿入される凹所１１７６は、ガードアームが配置される開口
を有している。キャッパが何らかの理由で過剰に回転すると、ガードアームと開口の側面
が接触し、レグ１３２２とスロット１３２８の端部が接触する前に回転が制限される。
【１６２９】
　スタイラスニブが基板に押し付けられるときだけ、印刷ヘッドのみが駆動されることが
望ましい。スタイラスニブは、スタイラスニブがペンの中へ移動する際に、オンオフスイ
ッチを単純にクローズさせることができる。別法としては、力センサを使用して、スタイ
ラスニブに印加される力の量を測定することも可能である。この点に関して、カンチレバ
ーアーム１１４８を電気力センサとして直接使用することができる。別法としては、スタ
イラスニブの内部端を離散力センサに作用させることも可能である。力センサを利用する
場合、その力センサを使用して、印刷ヘッドを単純にターンオン又はターンオフさせるこ
とも、或いは、たとえばより高速の噴射速度を得るために、インクの噴射速度をより大き
い力を使用して（電子的に）制御することも可能である。制御装置は、知覚された力を使
用して、たとえばライン幅などの他の属性を制御することができる。また、キャッパの回
転を使用してオン／オフスイッチの状態を変化させることも可能である。
【１６３０】
　印刷ヘッドは、放射状に配置された異なるカラーインク噴射デバイスを有しており、そ
れが、異なるカラーインク噴射デバイスが交互配置された場合の噴射デバイスへのインク
の供給に問題を提起している。従来のプリンタの場合、平行の行でインク噴射デバイスが
配置されているため、異なるすべてのインクを行の一方の端部又は両方の端部から個々の
行に供給することができる。放射状構造の場合、それは不可能である。
【１６３１】
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　底部層１３０２の背面は、４つのインク入口１１８２を備えている。これらのインク入
口は、層１３０２の大よそ半分の厚さで背面に楕円形の形で形成されており、円形開口１
３４０として上部表面へ連続している。また、層１３０２の背面は、中央領域に配置され
た４つの溝１３４２、１３４４、１３４６及び１３４８を有している。これらの溝から層
１３０２を貫通して展開している多数の孔が存在している（図１７５及び１７６を参照さ
れたい）。下部層１３０２の下部は、エンドキャップ１１２６を密閉しており、したがっ
てこれらの溝は密閉通路を画定している。
【１６３２】
　インク孔１３５６、１３５８、１３６０、１３６４及び１３６６は、インク噴射デバイ
スのそれぞれ対応する行１３７０～１３８０にインクを分配しているインク分配溝１３５
０、１３５２、１３６２及び１３６８にインクを供給している。
【１６３３】
　図１８４は、図１８３に示すインク噴射デバイス１３７０～１３８１の更なる他の代替
構造を示したものである。この代替構造は、図１８３に示す構造と同じ構造からなってい
るが、図１８３に示す構造の半径が０．８ｍｍであるのに対し、この代替構造の半径は０
．５ｍｍである。これは、より広いストロークを必要としない場合、より経済的な設計で
あることを意味している。しかしながら、運動の方向が分かっている場合、名目上はスト
ローク半径よりも印刷ヘッド軸から遠くに離れているが、依然としてストローク境界内で
あるインク噴射デバイスを使用してストークに寄与することができるため、０．５ｍｍ未
満のストローク幅のためとは言え、図１８３に示す構造の方が図１８４に示す構造よりも
満足すべきストロークを得ることができることに留意されたい。
【１６３４】
　可撓性データ、電力及びインクコンジット１０１２は、ボディ部分１００２のもう一方
の末端部分でスタイラス１０００に入っている。図１６７に最も良好に示されているよう
に、コンジット１０１２は、一方の面に銅トレース１０１６を備え、もう一方の面に成形
膜１０１８を備えた可撓性膜１０１４の小片に基づいている。銅トレース１０１６には、
データ及び電源トレースが含まれている。成形膜１０１８は、３つのインク通路１０２０
を形成している。コンジット１０１２は、以下で説明するようにボディ部分１００２の展
開及び後退を可能にするために、蛇行方式で自らの上に折り重ねられている。
【１６３５】
　ボディ部分から離れているコンジット１０１２の端部は、インク、データ及び電力がス
タイラス中の印刷ヘッドに供給されるようにカートリッジ１４８に接続されている。
【１６３６】
　スタイラス１０００は、ホルダ１０２２内で伸縮スライド運動するように取り付けられ
ている。ホルダ１０２２は、クレイドル１２４の延長部分であり、ナブ１００８が貫通し
て展開している細長い孔１０２４及びストップ１０１０が配置されている凹所１０２６を
備えている。孔１０２４及び凹所１０２６は、いずれも、スタイラス１０００が展開及び
後退する際に、ナブ及びストップがそれぞれそれらの内側をスライドすることができるよ
う、ホルダ１０２２に沿って展開している。
【１６３７】
　スタイラス保持機構１０２８は、ホルダ１０２２の面に形成されたスナップ嵌めリテー
ナ１０３０に取り付けられている。相補スナップイン部分１０３２は、その断面が概ね円
形であり、アセンブリ中にリテーナ１０３０の中にスナップされる。リテーナ１０３０及
びスナップイン部分１０３２は、スタイラス保持機構１０２８が開位置と閉位置の間を回
転することができるように構成されている。これについては、以下でより詳細に説明する
。スタイラス保持機構１０２８の第１の端部は、ストップ係合部分１０３４を備えており
、もう一方の端部は、スタイラス解放ボタン１０３６及びスタイラス保持機構を閉位置に
バイアスさせる成形バイアスばね１０３８を備えている。
【１６３８】
　図１６１に最も良好に示されているように、コイルばね１００６の張力がスタイラス１
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０００をデバイス内の後退位置に保持している。この位置では、非使用時に遭遇する可能
性のある思いがけない障害及び衝撃からスタイラスの先端が保護される。ストップ１０１
０は、ストップ係合部分１０３４の凹所内に位置しており、したがってスタイラス保持機
構１０２８の端部は、デバイスの外部と比較的同じ平面内に位置することができる。
【１６３９】
　スタイラスを展開させる必要がある場合、ユーザは、指すなわち親指をナブ１００８の
上に置き、コイルばね１００６の張力に逆らって、図１６３に示す展開位置に向かってス
タイラス１０００を伸縮的にスライドさせる。スタイラス１０００が展開位置に向かって
移動すると、ストップ１０１０とストップ係合部分１０３４の傾斜が付いた表面（図示せ
ず）が係合し、図１６２に示すように、ストップ係合部分１０３４がバイアスばね１０３
８のバイアスに逆らってボディ部分１００２からピボットして離れるように強制される。
【１６４０】
　最終的にはストップ係合部分１０３４の縁がストップ１０１０を通過するため、ストッ
プ係合部分１０３４は、ボディ部分１００２へスナップして復帰することができる。ユー
ザは、次に、ナブ１００８を解放し、ストップ１０１０とストップ係合部分１０３４が係
合するまで、コイルばね１００６の張力の下でスタイラス１０００を後退方向に移動させ
ることができる。スタイラスは、次に、図１６３に示すように、文書を作成するか、或い
は描写するためにユーザがスタイラスを使用している間、展開位置に保持される。
【１６４１】
　スタイラス１０００を後退させるためには、ユーザは、スタイラス解放ボタン１０３６
を下に押し、スナップイン部分１０３２の周りにスタイラス保持機構１０２８をピボット
させる。スタイラス保持機構１０２８がピボットすると、ストップ係合部分１０３４がス
トップ１０１０のクリアを持ち上げる。スタイラス１０００は、次に、コイルばね１００
６の張力の下で、図１６１に示す元の位置に復帰するまで自由に後退することができる。
【１６４２】
　コンジット１０１２は、スタイラスにインク、データ及び電力を供給するコンパクトな
方法を提供し、なお且つ後退機構の機能を可能にしている。
【１６４３】
　図１７９ないし１８１に示す第２の実施形態（同様の参照数表示は、上で説明した実施
形態の特徴に対応する特徴を表している）では、スタイラス１０００は、カートリッジ１
４８の上に取り付けられている。図１７９ないし１８１に示すスタイラスは、上で説明し
た実施形態とは異なり、後退機構を特徴にしていない。その代わりに、スタイラスにイン
ク及びデータを供給するカートリッジ１４８に直接スタイラスが取り付けられている。
【１６４４】
　図１８１に最も良好に示されているように、カートリッジは、通路１０４３、１０４４
、１０４５を介してカートリッジのインク貯蔵容器と流体連絡している３つのサイドダク
ト１０４０、１０４１、１０４２を備えている。サイドダクトのそれぞれは、カートリッ
ジからの必要に応じたインクの引出しを補助するウィッキングコンパウンドのプラグ１０
４８が充填されたボア１０４６を備えている。ダクトカバー１０５０は、サイドダクトを
覆って、カートリッジから印刷ヘッドチップに向かってインクを流すことができる密閉通
路を提供している。
【１６４５】
　インクは、コンジットに沿ってではなく、カートリッジから直接提供されるにもかかわ
らず、前述の実施形態に関連して説明した方法と同様の方法で印刷ヘッドチップに分配さ
れる。電力及びデータは、可撓性ＰＣＢ１０５２を介してＭｏＰＥＣ集積回路から印刷ヘ
ッドチップに提供される。
【１６４６】
　図１８２に示すように、いずれの実施形態も、赤外線ＬＥＤ１０５４、関連する光学系
１０５６及びＣＣＤ（図示せず）を組み込んだ任意選択のモジュラーＮｅｔｐａｇｅデバ
イスを備えることができる。このＮｅｔｐａｇｅデバイスは、本明細書のどこかに説明さ
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れているＮｅｔｐａｇｅデバイスと同様に機能するが、クレイドルに統合される利点を有
している。これは、モバイル機器に挿入するために、複数の追加アセンブリステップを必
要とすることなくアセンブリ全体（クレイドル、スタイラス、Ｎｅｔｐａｇｅデバイス）
を製造者に提供することができることを意味している。
【１６４７】
　Ｍ－Ｐｒｉｎｔアプリケーション
　Ｍ－Ｐｒｉｎｔシステムを使用したモバイル機器からのカードの印刷は、多くの様々な
分野に莫大なアプリケーションのアレイを有している。簡潔にするために、本明細書では
、これらのアプリケーションについての詳細な説明は省略する。しかしながら、Ｍ－Ｐｒ
ｉｎｔシステムについての総合的なコンテキストの一部を提供するために、そのアプリケ
ーション領域のいくつかを以下に挙げておく。これは、当然、すべてを網羅したものでは
なく、単にその多様性を示したものにすぎない。
【１６４８】
　ターゲットアプリケーションは、電話から遠く離れたものであってもよい。たとえば、
国際公開第００／７２２４２号パンフレット（ＮＰＡ００２）「Ｍｅｔｈｏｄ　ａｎｄ　
Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｏｎｌｉｎｅ　Ｐｕｒｃｈａｓｉｎｇ」の中で特許請求されてい
る電子商取引アプリケーションは、移動電話機の好ましい実施形態を使用して印刷カタロ
グ又は広告へのエントリを指定することによってショッピングカートへのユーザによるア
イテムの追加を可能にすることができる。また、この電子商取引アプリケーションは、電
話のプリンタを介してレシートを印刷し、電話のＮｅｔｐａｇｅペンを使用して（或いは
、たとえばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（商標）無線トランスミッタ及びレシーバを介して移動電
話機と通信することができる個別のペンを使用して）レシートに署名することにより、ユ
ーザによるトランザクションの承認を可能にすることもできる。
【１６４９】
　電話が、内蔵ＧＰＳレシーバを介して、或いは移動ネットワーク機構を介して自身の位
置を知ると、選択されたアプリケーションにその位置を報告し、これらのアプリケーショ
ンによる位置特化サービスの提供を可能にすることができる。たとえば、商品ラベルに映
画割引の提供が印刷された印刷広告商品をユーザが指定すると、電話は、近くの映画館で
有効な証明書を印刷することができる。「証明書」という用語は極めて広く使用されてお
り、あらゆる種類の商用文書を含むことができる。したがって「証明書」には、何らかの
特定の形態の勧誘がなされていない広告、割引クーポン、特別提供クーポン等々が載って
いる印刷媒体が含まれている。
【１６５０】
　たとえば、見知らぬ町を訪れたユーザがイタリアンレストランに行きたいと決心したと
仮定する。ユーザは、持っているモバイル機器を使用して、ユーザの現在位置から近いレ
ストラン、値段、料理及びレビューを調べることができるウェブページを開く。ローカル
ブラウザアプリケーションを使用して、ウェブページを遠隔でホストにして検索させるこ
とができ、或いは関連する情報の遠隔データベースをローカルアプリケーションに探索さ
せ、それをユーザに提供させることができる。宣伝活動を実施している局在のイタリアン
レストランが選択され、モバイル機器に内蔵されているプリンタを使用して、食事請求書
の１０％を割り引く証明書が印刷される。別法としては（或いは追加として）、そのレス
トランの住所及びユーザの現在位置からの方向を示すマップを印刷することも可能である
。
【１６５１】
　また、ターゲットアプリケーションは、電話に対して局所的なものであってもよい。た
とえば、国際公開第０１／４１４１３号パンフレット（ＮＰＡ０６０）「Ｍｅｔｈｏｄ　
ａｎｄ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ」の中で特許請求
されているダイアル呼出しアプリケーションは、印刷された住所録又は電話帳へのエント
リを指定することによってユーザによるダイアル番号呼出しを可能にすることができる。
ユーザは、Ｎｅｔｐａｇｅクリッカ又はセンサを使用して、印刷された文書（この文書自
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体は、その電話又は他のユーザの電話によって作成された印刷済みカードであってもよい
）上で電話番号又は電子メールアドレスを選択する。電話番号が選択されている場合、移
動電話機は、呼び出すべき番号をいつでも確認することができるよう、番号をディスプレ
イに表示するか、或いは確認ステップを単純に省略して、その番号を直接呼び出すことが
できる。別法としては、実行する通信タイプの選択を番号に基づいてユーザに提供するこ
とも可能である。選択肢を与えることにより、たとえば、ＳＭＳを介して短い文章メッセ
ージをユーザに送信し、ユーザを呼び出し、或いは音声メールを送信することができる。
同様に、移動電話機を使用して電子メールアドレスが指定された場合、そのアドレスに対
する電子メールを開き、ユーザにいつでも文章を入力させることができ、或いはアタッチ
メントを追加させることができる。Ｎｅｔｐａｇｅペンを使用して適切な表面（たとえば
Ｎｅｔｐａｇｅノートパッド又はスティッキーノート）に文章が作成された場合、最後に
作成された文章を、選択された電子メールアドレスに送信される電子メールに自動的に挿
入することができる。
【１６５２】
　国際公開第０１／２２３５８号パンフレット（ＮＰＡ０２４）「Ｂｕｓｉｎｅｓｓ　Ｃ
ａｒｄ　ａｓ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｍａｉｌ　Ｔｏｋｅｎ」及び国際公開第０１／２
２３５７号パンフレット（ＮＰＡ０２５）「Ｂｕｓｉｎｅｓｓ　Ｃａｒｄ　ａｓ　Ｅｌｅ
ｃｔｒｏｎｉｃ　Ｍａｉｌ　Ａｕｔｈｏｒｉｚａｔｉｏｎ　Ｔｏｋｅｎ」の中で特許請求
されている業務用名刺アプリケーションは、他人に提示するためのユーザによるＮｅｔｐ
ａｇｅ業務用名刺の印刷を可能にし、また、ユーザのローカルベース又はネットワークベ
ースの住所録へのコンタクト詳細の自動挿入を使用して、他人に提示されたＮｅｔｐａｇ
ｅ業務用名刺のユーザによる走査を可能にすることができる。業務用名刺アプリケーショ
ンは、局所アプリケーションであって遠隔アプリケーションであってもよい。純粋に局所
アプリケーションである場合、提示される業務用名刺は、単純に、コンタクト詳細を提示
者の電話から、たとえばダイレクトＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（商標）（又は赤外線）接続を介
して直接検索するための単一用途承認トークンとして使用することができる。
【１６５３】
　関連するアプリケーションでは、電話又はＰＤＡメモリ或いは遠隔サーバに記憶されて
いるスケジュール情報をカードに印刷することができる。ユーザは、たとえば「Ｔｈｉｎ
ｇｓ　Ｔｏ　Ｄｏ　Ｔｏｄａｙ」リストなどのオプションから、次の週のアポイントメン
トに関するすべての業務の要約、すなわち懸案タスクのリストを選択することができる。
あらゆる形態のタスク、催促状、カレンダ及び関連する機能をカードに印刷することがで
きる。また、電話又はＰＤＡは、デバイスに内蔵されているＮｅｔｐａｇｅポインタを使
用して（或いは、たとえばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（商標）を介してデバイスと通信する個別
のＮｅｔｐａｇｅペンを使用して）スケジュール情報をデバイスに入力することができる
よう、日、週又は月毎の入力テンプレートを印刷するように構成することも可能である。
【１６５４】
　いずれの場合においても、デバイス内のプリンタによって印刷中のデータは、そのデバ
イス自体にローカルで記憶するか、或いは遠隔サーバからダウンロードすることができる
。また、デバイスにＮｅｔｐａｇｅポインタ又はペンが組み込まれている場合（或いはＮ
ｅｔｐａｇｅポインタ又はペンがデバイスを介して個別に通信することができる場合）、
そのデバイスによって印刷されるカードは、Ｎｅｔｐａｇｅペン又はポインタと対話する
ことができる。
接続履歴
　プリンタを備えたモバイル機器を使用して、そのデバイスに関連する接続履歴を印刷す
ることができる。接続履歴には、音声、データ、文章、イメージ又は音響の送信又は受信
に関わるあらゆる音声又はデータ関連情報、及びこれらのタイプのうちの任意のタイプの
データの通信に関連する接続の確立に関わるあらゆる音声又はデータ関連情報が含まれて
いる。
【１６５５】
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　たとえば、ユーザは、デバイスが発信した最大１０個の音声呼出しのリストをモバイル
機器に印刷させることができる。別法としては、ユーザは、デバイスが受信した最後の呼
出し、又はこの２４時間の間に出ることができなかったすべての呼出しを印刷することが
できる。
【１６５６】
　モバイル機器にＮｅｔｐａｇｅクリッカ又はペンの機能が提供されている場合（内蔵ク
リッカ／ペンを介してであれ、或いは有線リンク又は無線リンクを介してデバイスと通信
している外部Ｎｅｔｐａｇｅ使用可能デバイスを介してであれ）、印刷された接続履歴情
報は、有用な方法で対話することができる。たとえば、リストに挙げられた、出ることが
できなかった呼出しを選択することにより、そのコンタクトに関連する電話番号がダイア
ルされるか、或いは少なくともモバイル機器のディスプレイに表示され、したがってユー
ザは、その番号を記録し、或いはダイアルすることができる。別法としては、印刷された
「Ｓｅｎｔ　ｍｅｓｓａｇｅｓ」リストからメッセージを選択することにより、選択され
たメッセージがデバイスのディスプレイに表示され、更には、更に吟味するためにデバイ
スによって印刷される。
【１６５７】
　Ｎｅｔｐａｇｅタグパターン印刷
　添付の図に示されている好ましい実施形態は、カードにＮｅｔｐａｇｅタグパターンを
予め印刷することができることを基本にして動作している。タグパターンを予め印刷する
ということは、印刷ヘッドにノズル又はＩＲインクのための貯蔵容器が不要であることを
意味している。したがって設計が単純化され、総合形状係数が小さくなる。しかしながら
、Ｍ－Ｐｒｉｎｔシステムには、視覚イメージと同時にＮｅｔｐａｇｅタグパターンを印
刷するモバイル機器が包含されている。そのためには、ＩＲインクを噴射するためのノズ
ルの行を追加するための印刷ヘッドＩＣが必要である。本譲受人の非常に多くの特許及び
同時係属出願に、ＩＲインクノズルを備えた全色印刷ヘッドが詳細に開示されている（た
とえば２００４年１２月２０日出願の１１／０１４，７６９（事件整理番号ＲＲＣ００１
ＵＳ）を参照されたい）。
【１６５８】
　カードのためのＮｅｔｐａｇｅタグパターンを形成するビットマップイメージを生成す
るために、モバイル機器が必要なタグデータにアクセスするための多くのオプションが存
在している。あるオプションでは、パターン中の複数のタグのそれぞれを個々に識別する
ためのコーディングが、個々の印刷ジョブの必要に応じて遠隔サーバからダウンロードさ
れる。このオプションの変形形態として、遠隔Ｎｅｔｐａｇｅサーバは、タグパターンの
ためのコードを個々の印刷ジョブに先出って生成するために必要な最少量のデータをモバ
イル機器に提供することができる。この変形態様によれば、モバイル機器とサーバの間で
転送されるデータが少なくなり、したがって印刷ジョブの前の遅延が小さくなる。
【１６５９】
　更に他の代替では、印刷カートリッジのそれぞれが、そのカード印刷容量に対して十分
なページ識別子を含んだメモリを備えている。したがって、モバイル機器は、使用された
すべてのページ識別子をサーバに報告しなければならないが、印刷に先立つサーバとのあ
らゆる通信が回避される。サーバへの報告は、印刷の前、印刷中又は印刷後に実施するこ
とができる。モバイル機器は、媒体に印刷されている図形及び／又は対話形内容をＮｅｔ
ｐａｇｅサーバに報告することができ、それにより、媒体の内容の後続する再生及び／又
は媒体の内容とのインタラクションを可能にしている。
【１６６０】
　ページ識別子の定期ダウンロードなどの他のオプションも存在しており、視覚ビットマ
ップイメージを備えたＮｅｔｐａｇｅタグを印刷するよう、容易にＭ－Ｐｒｉｎｔシステ
ムを修正することができる。しかしながら、カードの事前コーディングは、媒体を認証し
、且つ、ＩＲインク貯蔵容器の必要性を回避する便利な方法であり、設計をよりコンパク
トにすることができる。
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【１６６１】
　結論
　以上、本発明について、多数の特定の実施形態を参照して説明した。本発明が方法とし
て特許請求される場合、本発明は、装置又はシステムの特許請求として定義することも可
能であり、また、その逆についても同じことが言えることは理解されよう。本譲受人は、
本発明のこれらの追加態様を特許請求する他の出願を提出する権利を保留している。
【１６６２】
　また、未だ特許請求されていない特徴の様々な組合せについても、妥当なものとして本
譲受人が将来の分割出願及び継続出願の対象にする権利を保留している本発明の態様であ
る。
【図面の簡単な説明】
【１６６３】
【図１】プリンタ／移動電話機におけるモジュールインタラクションを示す略図である。
【図２】タグセンサ／移動電話機におけるモジュールインタラクションを示す略図である
。
【図３】プリンタ／タグセンサ／移動電話機におけるモジュールインタラクションを示す
略図である。
【図４】図３に示す移動電話機内のアーキテクチャを示すより詳細な略図である。
【図５】図４に示す移動電話モジュール内のアーキテクチャを示すより詳細な略図である
。
【図６】図４に示すプリンタモジュール内のアーキテクチャを示すより詳細な略図である
。
【図７】図４に示すタグセンサモジュール内のアーキテクチャを示すより詳細な略図であ
る。
【図８】図４に示すタグセンサモジュールの代わりに使用するためのタグ復号器モジュー
ル内のアーキテクチャを示す略図である。
【図９】本発明の「キャンディバー」タイプの移動電話機実施形態の分解斜視図である。
【図１０】図９に示す実施形態の部分切欠正面及び底面斜視図である。
【図１１】図９に示す実施形態の部分切欠背面及び底面斜視図である。
【図１２】媒体入口スロットにカードが供給されている、図９に示す実施形態の正面図で
ある。
【図１３】図１２の線Ａ－Ａに沿って取った横断面図である。
【図１４】移動電話機の媒体出口スロットからカードが出てきた、図１２の線Ａ－Ａに沿
って取った横断面図である。
【図１５】ＭｏＰＥＣの第１の動作モードを示す略図である。
【図１６】ＭｏＰＥＣの第２の動作モードを示す略図である。
【図１７】ＭｏＰＥＣデバイスのハードウェアコンポーネントを示す略図である。
【図１８】ページエレメントの簡易ＵＭＬ線図である。
【図１９】クレイドルアセンブリ及び圧電駆動システムの上面斜視図である。
【図２０】クレイドルアセンブリ及び圧電駆動システムの底面斜視図である。
【図２１】クレイドルアセンブリに装てんされた印刷カートリッジの底面斜視図である。
【図２２】クレイドルアセンブリから除去された印刷カートリッジの底面斜視図である。
【図２３】直径６ｍｍの直流電動機を備えた印刷カートリッジ及びクレイドルアセンブリ
の斜視図である。
【図２４】直径８ｍｍの直流電動機ならびに磁気符号器を備えた印刷カートリッジ及びク
レイドルアセンブリの斜視図である。
【図２５】代替歯車駆動列を除き、図２４の構造を示す図である。
【図２６】印刷カートリッジ及びウォームギヤートランスミッションを備えた直径６ｍｍ
の直流電動機を備えたクレイドルアセンブリの斜視図である。
【図２７】印刷カートリッジ及びウォームギヤートランスミッションを備えた直径８ｍｍ
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の直流電動機を備えたクレイドルアセンブリの斜視図である。
【図２８】Ｍ－Ｐｒｉｎｔデバイスのための印刷カートリッジの斜視図である。
【図２９】図２８に示す印刷カートリッジの分解斜視図である。
【図３０】代替印刷カートリッジの斜視図である。
【図３１】図３０に示す印刷カートリッジの分解上面斜視図である。
【図３２】図３０に示す印刷カートリッジの分解底面斜視図である。
【図３３】図３０に示す印刷カートリッジの縦断面図である。
【図３４】左側から見た図３０に示す印刷カートリッジの横断面図である。
【図３５】右側から見た、満タンのインク貯蔵容器を備えた図３０に示す印刷カートリッ
ジの部分横断面図である。
【図３６】右側から見た、空のインク貯蔵容器を備えた図３０に示す印刷カートリッジの
部分横断面図である。
【図３７】他の代替印刷カートリッジの分解上面斜視図である。
【図３８】図３７に示す印刷カートリッジの分解底面斜視図である。
【図３９】出口と出口の間のインク平衡ダクトを示すハウジングの底面の部分拡大図であ
る。
【図４０】印刷ヘッドＩＣ上の可溶性リンクの回路図である。
【図４１】単一ヒューズセルの回路図である。
【図４２】印刷ヘッドＩＣ及びＭｏＰＥＣへの接続の概要を示す略図である。
【図４３】ノズル列と図４２に示すＣＭＯＳブロック内のドットシフトレジスタとの間の
関係を示す略図である。
【図４４】ユニットセルと図４３に示すノズル列及びドットシフトレジスタとのその関係
を示すより詳細な略図である。
【図４５】単一印刷ヘッドノズルのためのロジックを示す回路図である。
【図４６】奇数のノズル行及び偶数のノズル行の物理位置を示す略図である。
【図４７】印刷ヘッドＩＣの部分拡大斜視図である。
【図４８】静止状態でインクを噴射するための単一ノズルの縦断面図である。
【図４９】初期駆動フェーズの間の図４８に示すノズルの縦断面図である。
【図５０】もっと後の駆動フェーズにおける図４８に示すノズルの縦断面図である。
【図５１】図４８に示すノズルの図５０に示す駆動状態における部分斜視縦断面図である
。
【図５２】インクが省略された図４８に示すノズルの斜視縦断面図である。
【図５３】図５２に示すノズルの縦断面図である。
【図５４】図４８に示すノズルの図４９に示す駆動状態における部分斜視縦断面図である
。
【図５５】図４８に示すノズルの平面図である。
【図５６】分かり易くするためにレバーアーム及び可動ノズルが除去された、図４８に示
すノズルの平面図である。
【図５７】図４８に示すタイプの複数のノズル構造を組み込んだ印刷ヘッドチップの一部
を示す斜視縦断面図である。
【図５８】気泡が加熱器エレメントの周りに密集している、単一気泡形成タイプノズルの
インクチャンバに沿った略横断面図である。
【図５９】図５８に示すノズル内で成長する気泡を示す図である。
【図６０】図５８に示すノズル内における気泡の更なる成長を示す図である。
【図６１】図５８に示すノズルから噴射されるインク滴の形成を示す図である。
【図６２】噴射されるインク滴の脱離及び図５８に示すノズル内における気泡の崩壊を示
す図である。
【図６３】クレイドルアセンブリへの印刷カートリッジの縦方向の挿入を示す斜視図であ
る。
【図６４】クレイドルアセンブリに挿入された印刷カートリッジの横断面図である。
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【図６５】印刷ヘッドのキャッピング解除及びキャッピングを示す、印刷カートリッジに
沿った横断面図である。
【図６６】印刷ヘッドのキャッピング解除及びキャッピングを示す、印刷カートリッジに
沿った横断面図である。
【図６７】印刷ヘッドのキャッピング解除及びキャッピングを示す、印刷カートリッジに
沿った横断面図である。
【図６８】印刷ヘッドのキャッピング解除及びキャッピングを示す、印刷カートリッジに
沿った横断面図である。
【図６９】印刷ヘッドのキャッピング解除及びキャッピングを示す、印刷カートリッジに
沿った横断面図である。
【図７０】印刷ヘッドのキャッピング解除及びキャッピングを示す、印刷カートリッジに
沿った横断面図である。
【図７１】印刷ヘッドのキャッピング解除及びキャッピングを示す、印刷カートリッジに
沿った横断面図である。
【図７２】印刷ヘッドのキャッピング解除及びキャッピングを示す、印刷カートリッジに
沿った横断面図である。
【図７３】印刷ヘッドのキャッピング解除及びキャッピングを示す、印刷カートリッジに
沿った横断面図である。
【図７４】印刷ヘッドのキャッピング解除及びキャッピングを示す、印刷カートリッジに
沿った横断面図である。
【図７５】図７７Ｂに点線で示す印刷カートリッジの端部の部分拡大断面図である。
【図７６】ロック機構がロック位置に回転した同様の断面図である。
【図７７Ａ】カードの一部が給送通路に沿った印刷カートリッジの端面図である。
【図７７Ｂ】図７７Ａの線Ａ－Ａに沿った印刷カートリッジの縦断面図である。
【図７８】キャッパがキャップ位置に位置している印刷カートリッジの一方の端部の部分
拡大斜視図である。
【図７９】キャッパが非キャップ位置に位置している印刷カートリッジの一方の端部の部
分拡大斜視図である。
【図８０】力伝達機構によるキャッパの駆動を示す、代替印刷カートリッジの横断面図で
ある。
【図８１】力伝達機構によるキャッパの駆動を示す、代替印刷カートリッジの横断面図で
ある。
【図８２】力伝達機構によるキャッパの駆動を示す、代替印刷カートリッジの横断面図で
ある。
【図８３】力伝達機構によるキャッパの駆動を示す、代替印刷カートリッジの横断面図で
ある。
【図８４】力伝達機構によるキャッパの駆動を示す、代替印刷カートリッジの横断面図で
ある。
【図８５】カートリッジ／クレイドルアセンブリのマーキングニブバージョンを示す斜視
図である。
【図８６】ニブ機構を分解した図８５のアセンブリを示す図である。
【図８７】カートリッジがクレイドルから分離された図８６のアセンブリを示す図である
。
【図８８】印刷データが印刷ヘッドへ光伝送される他の印刷カートリッジの分解斜視図で
ある。
【図８９】変調ＩＲ信号を生成するためのＬＥＤビーコンを示す、図８８のカートリッジ
に沿った横断面図である。
【図９０】ＬＥＤビーコン及び印刷ヘッド上の光センサを示す部分切欠斜視図である。
【図９１】個別のクロックトラック及びデータトラックを備えたカードの「裏面」の媒体
コーディングを示す図である。
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【図９２】個別のクロックトラック及びデータトラックを備えた媒体を使用しているＭ－
Ｐｒｉｎｔシステムのブロック図である。
【図９３】光符号器の簡易回路図である。
【図９４】クロック入力及びデータ入力を備えたＭｏＰＥＣのブロック図である。
【図９５】図９２に示すＭ－Ｐｒｉｎｔシステムのための任意選択エッジ検出器及びペー
ジシンク発生器のブロック図である。
【図９６】ページシンク信号を生成するためのパイロットシーケンスをデータトラックに
備えた媒体を使用しているＭｏＰＥＣのブロック図である。
【図９７】媒体給送通路に沿った符号器の位置を示す略図である。
【図９８】自己刻時データトラックを備えたカードの「裏面」を示す図である。
【図９９】自己刻時データトラックのための復号器のブロック図である。
【図１００】二重クロックトラックセンサの位相固定ループ同期化のブロック図である。
【図１０１】異なる媒体給送フェーズにおける二重位相固定ループ信号を示す図である。
【図１０２】面及び配向標識を備えたカードの「裏面」を示す図である。
【図１０３】取外し可能条片を備えたカードの「裏面」を示す図である。
【図１０４】取外し可能条片がカードプロパーから取り外されたカードを示す図である。
【図１０５】取外し可能条片が取り外されたカードの「裏面」及び追加面ならびに配向標
識を示す図である。
【図１０６】取外し可能条片を備えた、隅が真四角のカードを示す図である。
【図１０７】取外し可能条片がカードプロパーから取り外されたカードを示す図である。
【図１０８】取外し可能条片の前縁に横方向のデータトラックを備えたカードを示す図で
ある。
【図１０９】横方向のデータトラックを読み取るためのインテグラルイメージセンサを備
えたＭｅｍｊｅｔ印刷ヘッドＩＣの詳細物理図である。
【図１１０】カートリッジクレイドルアセンブリの二重駆動軸バージョンの斜視図である
。
【図１１１】図１１０に示すアセンブリの正面図である。
【図１１２】図１１０に示すアセンブリの側面図である。
【図１１３】図１１０に示すアセンブリの平面図である。
【図１１４】図１１３のＡ－Ａに沿って取ったカートリッジの断面図である。
【図１１５】符号器－ドライブ－印刷ヘッド構成を示す略図である。
【図１１６】ドライブ－符号器－印刷ヘッド構成を示す略図である。
【図１１７】符号器－印刷ヘッドドライブ構成を示す略図である。
【図１１８】符号器－ドライブ－印刷ヘッドドライブ構成を示す略図である。
【図１１９】符号器－ドライブ－印刷ヘッド符号器構成を示す略図である。
【図１２０】ドライブ－符号器－印刷ヘッドドライブ構成を示す略図である。
【図１２１】Ｋｉｐエンコーディング層のブロック図である。
【図１２２】Ｋｉｐフレーム構造を示す略図である。
【図１２３】符号化フレームを明示刻時と共に示す略図である。
【図１２４】符号化フレームを暗示刻時と共に示す略図である。
【図１２５】Ｋｉｐコーディングマーク及び通常は２ドット幅である空間を示す図である
。
【図１２６】拡張Ｋｉｐフレーム構造を示す略図である。
【図１２７】リード－ソロモンコードワードレイアウトのデータ記号及び冗長記号を示す
図である。
【図１２８】リード－ソロモンコードワードのデータ記号のインタリービングを示す図で
ある。
【図１２９】リード－ソロモンコードワードの冗長記号のインタリービングを示す図であ
る。
【図１３０】単一Ｎｅｔｐａｇｅタグの構造を示す図である。
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【図１３１】Ｎｅｔｐａｇｅタグ内の単一記号の構造を示す図である。
【図１３２】隣接する９つの記号のアレイを示す図である。
【図１３３】記号内のビットの順序を示す図である。
【図１３４】すべてのビットがセットされた単一Ｎｅｔｐａｇｅタグを示す図である。
【図１３５】４つのタグのタググループを示す図である。
【図１３６】連続タイルパターンで繰り返されるタググループを示す図である。
【図１３７】それぞれ４つの異なるタグタイプを有するタググループの連続タイルパター
ンを示す図である。
【図１３８】より広いＮｅｔｐａｇｅシステム内のＮｅｔｐａｇｅ使用可能移動電話機の
アーキテクチャの概要を示す図である。
【図１３９】スタイラスとＮｅｔｐａｇｅサーバとの間の中継としての移動電話マイクロ
サーバのアーキテクチャの概要を示す図である。
【図１４０】背面モールドが除去されたＮｅｔｐａｇｅ使用可能移動電話機を示す斜視図
である。
【図１４１】Ｎｅｔｐａｇｅクリッカの一部がセクション化された図１４０に示す電話の
部分拡大斜視図である。
【図１４２】Ｊｕｐｉｔｅｒモノリシック集積回路のシステムレベル線図である。
【図１４３】Ｇａｎｙｍｅｄｅイメージセンサ及びアナログ－ディジタル変換器の簡易回
路図である。
【図１４４】二次元タグセンサの基本構成を示す図である。
【図１４５】多重化タグセンサの可能構成を二重光経路及び単一イメージセンサと共に示
す図である。
【図１４６】図１４５に示すタグセンサの変形態様を示す図である。
【図１４７】図１４６に示すタグセンサの変形態様を示す図である。
【図１４８】図１４７に示すタグセンサの変形態様を示す図である。
【図１４９】内部イメージ又は外部イメージのためのピボットミラーを備えた多重化タグ
センサを示す図である。
【図１５０】内部イメージ又は外部イメージのためのピボットミラーを備えた多重化タグ
センサを示す図である。
【図１５１】パーソナルデータアシスタント（ＰＤＡ）実施形態の正面図である。
【図１５２】媒体が出口スロットから飛び出している図１５１に示すＰＤＡの正面斜視図
である。
【図１５３】媒体が出口スロットから飛び出し、且つ、Ｎｅｔｐａｇｅポインタが展開し
ている図１５１に示すＰＤＡの正面斜視図である。
【図１５４】図１５１のＡ－Ａに沿って取ったＰＤＡの縦断面図である。
【図１５５】図１５１に示すＰＤＡの部分断面背面斜視図である。
【図１５６】図１５１に示すＰＤＡの部分拡大断面部分斜視図である。
【図１５７】媒体カートリッジが除去されたＰＤＡの背面斜視図である。
【図１５８】背面モールドが除去された図１５７のＰＤＡを示す図である。
【図１５９】図１５８に示すＰＤＡの拡大背面及び底面斜視図である。
【図１６０】媒体カートリッジの分解斜視図である。
【図１６１】ユニバーサルペンが後退位置に位置している構成のカートリッジを示す斜視
図である。
【図１６２】ユニバーサルペンが非ロック位置に展開している構成のカートリッジを示す
斜視図である。
【図１６３】ユニバーサルペンがロック位置に展開している構成のカートリッジを示す斜
視図である。
【図１６４】ユニバーサルペンを備えたカートリッジの分解斜視図である。
【図１６５】主カートリッジＴＡＢフィルムに接続されたペンＴＡＢフィルムを示す部分
斜視図である。
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【図１６６】ペンのニブ部分のノズルパターンを示す端面図である。
【図１６７】スタイラスへのデータ、電力及びインクの可撓性コンジットに沿った横断面
図である。
【図１６８】３つの異なる角度で基板と接触するスタイラスニブを示す図である。
【図１６９】スタイラスニブの分解上面斜視図である。
【図１７０】スタイラスニブの分解底面斜視図である。
【図１７１】ニブ印刷ヘッドの平面図である。
【図１７２】キャッパが開位置に位置しているニブ印刷ヘッドの斜視図である。
【図１７３】キャッパが閉位置に位置しているニブ印刷ヘッドの斜視図である。
【図１７４】ニブ印刷ヘッドの軸方向断面図である。
【図１７５】ニブ印刷ヘッドの底面斜視図である。
【図１７６】ニブ印刷ヘッドの底面斜視図である。
【図１７７】ニブ印刷ヘッドの分解上面斜視図である。
【図１７８】ニブ印刷ヘッド内の電気活性半導体エレメントの層を示す図である。
【図１７９】スタイラスがカートリッジに取り付けられた、スタイラスニブ印刷ヘッド及
びカートリッジアセンブリの他の実施形態の斜視図である。
【図１８０】スタイラスニブへのインク接続を示す、カートリッジの切断端の部分拡大斜
視図である。
【図１８１】図１７９に示すアセンブリの分解斜視図である。
【図１８２】任意選択ＩＲ　ＬＥＤ及びＣＣＤ光センサを備えた図１７９に示すアセンブ
リの斜視図である。
【図１８３】ニブ印刷ヘッド上のノズルの第１の代替構造を示す図である。
【図１８４】ニブ印刷ヘッド上のノズルの第２の代替構造を示す図である。
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【手続補正書】
【提出日】平成19年12月18日(2007.12.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モバイル機器と、人間可読情報及び機械可読符号化データを含んだ対話型印刷済み文書
とを使用して、少なくとも１つの電子接続アドレスにアクセスする方法であって、
　前記モバイル機器が、
　無線遠隔通信網を介して信号を送信し、且つ、受信するように構成された送受信機と、
　知覚手段と、
　復号手段と
を備え、
　前記方法が、
　（ａ）前記印刷済み文書と物理的に対話するために前記モバイル機器が使用されている
間、前記知覚手段を使用して前記符号化データの少なくとも一部を知覚するステップと、
　（ｂ）前記送受信機を使用して遠隔コンピュータシステムに指示データを送信するステ
ップと、
　（ｃ）前記送受信機を使用して、前記指示データに応答して少なくとも１つの電子接続
アドレスを受信するステップと、
　（ｄ）人間が読み取ることができる方法で前記少なくとも１つの接続アドレスを出力す
るステップと
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を含む方法。
【請求項２】
　前記モバイル機器がインテグラルプリンタを備え、ステップ（ｄ）が、前記プリンタを
使用して前記少なくとも１つの接続アドレスを印刷媒体に印刷するステップを含む、請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記モバイル機器がディスプレイを備え、ステップ（ｄ）が、前記少なくとも１つの接
続アドレスを前記ディスプレイに表示するステップを含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記モバイル機器が更にユーザインタフェースを備え、前記方法が、ステップ（ｄ）に
続いて実行される、
　（ｅ）前記ユーザインタフェースを介して、前記ディスプレイに表示された前記少なく
とも１つの接続アドレスから少なくとも１つのユーザ選択を受信するステップと、
　（ｆ）前記送受信機及び前記移動遠隔通信網を介して、前記選択された少なくとも１つ
の接続アドレスとの接続を確立するステップと
を含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記選択される少なくとも１つの接続アドレスが電話番号であり、ステップ（ｆ）が、
前記モバイル機器と前記少なくとも１つの接続アドレスとの間の電話接続を確立するステ
ップを含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記電話接続が音声接続である、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記電話接続が視聴覚接続である、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記モバイル機器がユーザインタフェースを更に備え、前記方法が、ステップ（ｄ）に
続いて実行される、
　（ｅ）前記ユーザインタフェースを介して、前記ディスプレイに表示された前記少なく
とも１つの接続アドレスから少なくとも１つのユーザ選択を受信するステップと、
　（ｇ）前記選択された少なくとも１つの接続アドレスとの接続を前記送受信機及び前記
モバイル機器を介して確立することにより、前記少なくとも１つの接続アドレスに情報を
送信するか、或いは情報を送信させるステップと
を含む、請求項３に記載の方法。
【請求項９】
　前記符号化データが前記印刷媒体の識別を表す、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記符号化データが前記印刷媒体に対する少なくとも１つの位置を示す、請求項９に記
載の方法。
【請求項１１】
　前記符号化データが対象を表す、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記符号化データが前記対象の電子アドレスを表す、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記電子接続アドレスが、
　電子メールアドレス、
　ファックス番号、
　電話番号、
　ネットワークアドレス、
　ＵＲＬ
のうちの１つ又は複数からなる、請求項１に記載の方法。
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【請求項１４】
　前記モバイル機器がプリンタを備え、前記方法が、前記接続アドレスを印刷媒体に印刷
するステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記印刷媒体に印刷された前記接続アドレス又は前記印刷媒体に印刷すべき前記接続ア
ドレスの間の関係を決定するステップと、
　前記関係を表すデータを記憶するために、遠隔コンピュータシステムに送信するステッ
プと
を更に含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記印刷媒体がカードである、請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　前記モバイル機器が、印刷すべきイメージの生成に使用するための１つ又は複数のテン
プレートを記憶し、前記イメージに人間可読形態の接続アドレスが組み込まれた、請求項
１４に記載の方法。
【請求項１８】
　前記モバイル機器が、印刷すべきイメージの生成に使用するための１つ又は複数のテン
プレートをダウンロードするために、遠隔コンピュータシステムにアクセスするように構
成され、前記イメージに人間可読形態の接続アドレスが組み込まれた、請求項１４に記載
の方法。
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